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ま え が き

コ ン ピュー タの普 及 発達 に伴 い,コ ン ピュー タ教 育 の 問題 が 重 要 と な

って きた の で,本 協 会 では 昭 和44年5月16日 に教 育 問題 研 究 委 員 会

(委 員長 北川 敏 男 副理 事長)を 設 けて,コ ン ピュー タ教 育に 関す る諸

問題 につ き調査 研 究 を行 な うこ とと な った。

この 委 員 会 には3つ の部 会が 設 け られ,そ れ ぞれ の 分 野 にtsけ る問題

の解 明 と対策 の研 究 を行 なっ た。 す なわ ち,'"

1.大 学 教 育 問題 部 会(主 査 森 口繁 一 氏)で は,大 学 を 中心 と し,学

校 全 般 に亘 って ・ン ビュ一 夕教 育 をい かに 定着 させ るぺ き枝 主 要 デ

ー マ と して ,大 学教 育 におけ る情 報科 学 ・情 報技 術 に 関す る教 育 の 問

題,コ ン ピュ ー タを主要 な教 育手 段 とす る新 構想 大学 等 に つ き研 究 す

る と と もに,高 等 学校 に おけ る教 育 用 小型 コ ン ビ三一 タの標 準 仕 様 を

作 成 した。

2.再 教 育 問題部 会(主 査 大 野達 男 氏)で は,官 公庁,企 業 等 の ユー

ザ ー にお け る コン ピュー タ教 育 の問題 を扱 い,企 業 に お け る専 門 要 員

お よび 一般 管 理者 に対 す る コン ピ ュー タ教 育 の実 態 と問 題 点 の調 査 を

行 な った。 また,研 修 担 当 責任 者,計 算 機 担 当部 長 等 との 討論会 を行

ない,ユ ー ザー の 要望 を きい て 対 策 を検 討 した。

3.各 種学 校 問題 部会(主 査 高柳 晃 氏)で は,情 報 処 理技 術者 を養

成 してい る 電算 機 学校 につ き,そ の教 科 内 容,実 習状 況,就 職状 況 等

に つ き調査 し,そ の 対策 を検 討 した。 また,電 算 機学 校 の経営 者 と雇

用者 側 との 間 に懇 談会 を開 催 し,電 算 機学 校 卒 業 生 の 就職問 題 に つ き

協 議 を行 な っだ。



▲ 総括委員 会(委 員長 北川敏男 副理事長)で は,上 記各部会の連絡

調整 を行 な うとともに,緊 急に対策 を講ず る必要 の ある問題等 につ き

指示 を与 え,部 会運営 の効率化を図 って きた。

このよ うな各部会の研究結果 に もとづ き,本 協会では昨年 の11月

27日,文 部省大 臣,通 商産業省大臣等関係機関団体に対 し,「 コン ピ

ュー タ教 育に関す る提言」 を行 なった。

この報告書は教 育問題研究委員会の1年 間の研究成果 を とbま とめft

ものである。
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コ ン ピ ュ ー タ 教 育 に 関 す る・提 言

本 協 会 は コ ン ピュ ー タの急 速 な発 達 普 及 に伴 い コ ン ピュー タ

教 育 に 関す る問 題 が社 会 的 に 重要 と な っ て きた の で,こ れ らの

問題 を解 明 す る こ とを 目的 と して5月16日 に 教 育 問題 研 究 委

員会(委 員長 北川 敏 男 副理 事 長)を 設け て,情 報科 学お よび情

報 技 術 教 育 の 問題 に つ き研究 を進 めて きた。

今 回,同 委 員 会 か ら別紙 の よ うな 中間 報 告 が 提 出 され たが,

同報 告 に のべ られ て い る提言 事 項 は,い ず れ も重 要 か っ 緊急 な

もの と認 め られ る の で,本 協 会 と して は これ らの 提 言 を と り上

げ各 方 面 に対 して 実 現 方 を要 望 す る もの で あ る。

なお,こ の 教 育 に 関 す る問 題 は 広 汎 かつ 困難 な もの を 多 く含

ん でい るの で,今 後 引 きつ づ き研 究 ・審 議 を 進 め て い く考 え で

ある。

昭 和44年11月24日

人

長

長

長

長

長

酷

会
㌧

竺

財

会

副

理

副

副

-一

日本経 営 情報 開発 協 会

植 、村 甲 午 郎

奥 村 綱 雄

平 田 敬 一 郎

稲 葉 秀 三

北 川 敏 男



コ ン ビ ュー.タ利 用 の拡 大 ・高度 化 に伴 う情 報 技 術 者 の 養成 を

促進 し,来 るべ き情 報 化 社 会 に対 処 す る ため の 情 報 科 学 お よび

情報 技 術 に 関す る教 育を 振 興 す る こ とを 目指 して,わ れ わ れは

コン ピ ュー タ教 育 に 関 し,次 の事 項 を提 言す る。

1学 校 教 育

来 るべ き情報 化社 会 に 正 し く対 処 し うる人 材 を養成 す る こ

と.疎 外 感 を もつ よ うな 入 間 を 作 ら ない こ と,ま た情 報 化社

会 を リー ドす る 人 材 養成 に 当 る人 材 を 育成 す る こ とは 今 後 の

学 校教 育 の 重 大 な 使 命 で あ るや そ れは 新 人 の 教 育 と社 会 人 の

再 教 育の 二 つ が 含 ま れ るが,と の た め には,各 段 階 の 学校 に

お い て適 切 な情 報科 学 ・情 報技 術 に関 す る教 育 が 行 な われ な

け れ ば な らな い。

この 目的 を達 成 す る た め に は,情 報 科 学 ・情 報 技 術 に 関す

る専 門 学科 の 新 設 とか,教 育用 コ ン ピ ュー タの 導入 な どが 推

進 さ れ な けれ ば な らな いが,無 定 見 な改 革 は 却 って 弊 害 を生

む おそ れ もあ るの で,よ く検 討 して,適 切 な 年 次計 画 な どを

作 成 し,教 員 ・施 設等 条 件 を 整 え つ つ 逐 次実 施 す る こ とが大

切 で ある。

寸

'

'

●
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◎

匂

Aわ れ わ れ は 早 急 に 実 施 す べ き も の と し て,ま ず

次 の 事 項 を 提 言 す る 。

(1)教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 促 進 と 助 成

現在 学 校 に 設置 され て いる コ ン ピ ュー タは す べ て 研 究

用 で あ って,教 育 用 と しては 認 め られ て い な い。 よ って

今 後 は 、教 育用 コン ピュー タの 導 入 を 促進 す る こ とを 要

望 す る。 そ の ため には,コ ン ピュー タの設 備 費 な い し レ

ン タル 費用,お よび 運転 費 用 につ い ては 政 府 が 助成 す る

こ とが 必 要 で あ る。 この 場 合,政 府 は 年次 計 画 な どを 作

成 して 効率 的 な導 入,拡 大 を は か る こ とが 望 ま しい。

ま た,私 学 に 対 して は 教 育 用 コ ン ピュー タの 導入 の た

め に行 な う寄 附金 の募 集 に つ い て,免 税 措置 を とる こ と

が 望 ま れ る。

② 情 報 技 術 者 の 養 成 と 専 門 学 科 担 当 教 員 の 充 実

大 学 にお け る情 報 技 術 の 専 門 家の 養 成 に当 っ ては,主

専 攻.副 専 攻 とい う形 で カ リキ ュラ ムを再 編 成 し,そ れ

ぞ れ の 専 門 科 目につ き専 門 の教 員 群が 学生 を 教 育 す る よ

うに す る。

コン ピュ∵ タ専 門 教 育の促進 に1ともなって専 門 教 員 の 不
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足 は ます ます 深刻 化 す る こ とが 予想 され るの で,実 社 会

との 人事 交 流 を活 発 に す る と と もに,教 員 の 研 修 制 度 を

確 立 して再 教 育 を 実施 し,た えず 最 新 の 知 識 ・技 術 を修

得 す る よ うな 体制 を整 え る必 要が あ る。 そ の手 段 と して

は,教 員 の 海外 留学,内 地 研 修 の制度 を拡 充,強 化 すべ

きで あ る。 ま た,要 員 不 足 に 対 して は 外国 人 講師 の 招璃

も考 え られ よ う。

(ろ)学 生 全 般 に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 実 施

情 報 科 学 ・技術 の専 門学 科 以 外 の学 生全 般 に対 して も

コ ン ピ ュー タの 基礎 を教 え る こ とは社 会 の 要 請 で あ り,

学 生 自身 に とって も有意 義 なは ず で あ る。 よって,学 生

全 般 に コ ン ピ ュー タ教 育の 機 会 を与 え る よ う配慮 す べ き

で あ る。

(4)職 業 高 校 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 実 施

大 学 に お け る コン ピ ュー タ教 育 の 充実 と相 ま っ て,商

業 高 校 お よび 工 業 高 校 にお い て も.情 報処 理 の 基 礎 教 育

を施す ことが望 ま しい。 そ の た め には.学 習指導 要 領 を

整 備 し, ,か つ,小 型機 につ いて の 標 準 仕様 と基 本 的 な 設

置基 準 を策定 して,こ れ に よ って 必要 な施 設 設 備 をは か

一4－
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る とと もに.生 徒 の実 習 と教 育 の 研 修 の ため の共 同利 用

セ ンタ ー の設 置 を促 進 す る必要 が あ る。 政 府 は これ に対

し必 要 な指 導 ・助 成 をは か る もの とす る。

ダ

●

●

B今 後 充 分 に 検 討 し て 実 施 す べ き も の と し て 次 の

事 項 を 提 言 す る 。

(5)社 会 人 の た め の 情 報 技 術 講 座 の 創 設

情 報 技 術 者 の 不 足 は,社 会 人 の再 教 育 を さけ が た い も

の に して お り,そ の 解 決 策 と して,大 学 の施 設 ・人材 を

活 用 す る こ とが 強 く要 請 され て い る。 よって ⑨大 学 は 社

会 人 の再 教 育の た め に 大学 を 開 放 し,そ の 施 設 ・人 材 を

もって 情 報 技 術 者の 養 成 に 協 力す る ことが望 まれ る。 具

体 的 に は,夜 間 講 座 等 を創 設 し,学 外 の人 材 との 協 同で

教 育 に 当 る方 式 が 考え られ る。

ま た,テ レ ビ等 の 媒 体 を 用 い て の 教 育は 広 汎 な効用 が

期 待 で きるの で,放 送 大 学 な ど適 切 な方 途 を講 じ,今 後

ます ます この 利 用 を 拡大 す る と と もに,ス クー リング等

の事 後 学 習 に 充分 力 を注 ぐ ことが 望 ま しい。
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(6)情 報 化 時 代 にお け る学 校 教 育 の あ り方 の再 検 討

情 報科 学 ・情 報技 術 教 育 を学 校 教 育 の 主 要 な 科 目 と し

て と9入 れ る た めには,数 学 等 の 関連科 目 につ い ては 小

学 校 か ら大 学 ・大学 院 に至 る現 在 の 教 育 体 系の あ り方 に

つ き充 分 に検 討 し,各 レベ ル の学 校 に お い て そ れぞ れ適

切 な基 礎 教 育 を 施す ことが 必 要 で あ る。 大学 に お け る情

報 科 学 ・技 術 に 関 す る教 育は,従 来 の 慣行 や 考 え 方 に と

らわ れ ず に 実 施 す る こ と も大 切 で あろ う。 た とえ ば,情

報 技 術 の 専 門科 目の履 修 につ い て は,学 部 ・学 科 の 制 限

を緩 和 す る こ と等 が 考 え られ る。

ま た,既 存 の 大 学 の 体制 に と らわ れず に,コ ン ピュー

タ を教 育 ・研 究 手 段 として 全 面的 に活 用 す る{とと もに,

情 報 科 学 を基 幹 科 学 とす る教 育 ・研 究組織 を もつ 新 構 想

大 学 を 計 画 す る こ と も有 意義 で あ ろ う。

2社 会 人 再 教 育

コン ピ ュー タ に 関す る教 育 は,企 業 の 各層,各 職 種の 区 別

な く,等 し く必 要 とされ るが,コ ン ピ ュー タの 普 及 は漸 く緒

につ い た段 階で あ るか ら,学 校 に お いて コン ピ ュー タ教 育 を

一6一
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レ ▲

受 け た 者 で も,企 業 に 入 っ て そ の ま ま コ ン ピ ュ ー タ の ス ペ シ

ャ リス ト と して 通 用 す る こ とは む ず か しい 。 し た が っ て,企

業 に お い て は コ ン ピ ュ ー タ の 専 門 的 ・具 体 的 な 教 育 を 施 す 必

要 が あ る 。 ま た 管 理 者 お よ び 一 般 社 員 に つ い て は,学 校 に お

け る コ ン ピ ュ ー タ 教 育 を 受 け た 者 は 皆 無 で あ る か ら,企 業 で

改 め て 教 育 を 行 な わ ね ば な ら な い 。

わ れ わ れ は 早 急 に 実 施 す べ き事 項 を 次 の ご と く提 言 す る。

?

●

A経 営 者 に 対 し て

川 ト ッ プ の 理 解 と 認 識 の 徹 底 一

トッ プは 、 コンーピュー タの 活 用 とシ ス テ ム 開発 の 効用

につ いて の理 解 と認 識 を さ らに深 め てほ しい。 これ は再

教 育 に関 す る基 本 的 な問題 で あ る。 そ して トッ プは全 社

的 規模 にお い て 再 教 育 計 画 を た て,社 員 の再 教 育 をは か

'
るべ きで あ る。

② コ ン ピ ュ ー タ 専 門 要 員 の 処 遇 の 向 上

企 業 の コン ピ ュータ リゼ ー シ ョンの レベ ルは,専 門 要

員 の 資 質 と熱 意 に 負 うところ が 大 きいが,彼 等 に 対 す る

企 業 内 の地 位 づけ と処 遇 は 現在 の と ころ充 分 とは 言 い難

一7一



い 。 と くに,コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン の 中 核 と な る 上

級 専 門 要 員 の 処 遇 の 向 上 と将 来 の 保 証 を 図 る必 要 が あ る。

B政 府 お よ び 民 間 団 体 に 対 し て

(5)上 級 の コ ン ピ ュ ー タ 要 員 を 育 成 す る た め の 高 度

の 教 育 機 関 の 設 立 と 標 準 カ リ キ ュ ラ ム,教 材 の開 発

企 業 内 の コン ピ ュー タ リゼー シ ョン推 進 の 中核 とな る

一 般管 理 者層 ,お よび 上 級 専 門要 員 の コ ン ピュー タ教 育

を効 果 的 に進 め るため の 高 度 教 育 機 関の 設 立 が 望 ま れ る。

ま た,企 業 独 自の コン ピ ュー タ教 育 を効 果 的 に実 施 す

る た め,職 種 別.階 層 別 等 教 育 対 象,目 的 に 適応 す る コ

ン ピ ュー タ教 育 の標 準 カ リキ ュラム を作 成 し,あ わ せ て

教 材 を 開 発 す る必要 が あ る。

④ コ ン ピ ュ ー タ 教 育 担 当 講 師 の 充 実 と 講 師 斡 旋 活

動 の 必 要

企 業 内 の コ ン ピ ュー タ教 育 を進 め る上 で,講 師 の 不 足

は 深 刻 な問 題 とな って い る。 そ こで,コ ン ピ ュー タ教 育

担 当講 師 の 質的量 的 充実 を 図 る た め に,各 企 業 の要 求 に

マ ッチ した講 師 を幅 広 く紹 介 す る斡 旋 活 動 が必 要 で あ る。

唱
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(5)講 習 会,セ ミ ナ ー の 内 容 の 充 実

各種 機 関 ・団 体の 行 な う講 習会,セ ミナー は,再 教 育

の 機 関 と して現 在 重 要 な役 割 を果 して い るが,社 会 の 期

待 に応 え るた め には,教 育 内容 を 一層 充 実 かつ 体 系 化 さ

せ,権 威 あ る もの とす る こ とが 必 要 で あ る。

ケ 嵐

■

、
●

、

G大 学 に 対 し て

(6)社 会 人 の た め の 大 学 の 開 放

再 教 育 につ いて の強 い 要 望 に 応 え る た め,大 学 は 社 会

人 に大 学 院 を開 放 す る と と もに,公 開 講座 を設 け て,再

教 育 を行 な う こ とが 望 ま れ る。

・ 〔

、

3.電 算 機 学 校

わ が 国 の情 報産 業 ・技術 の 発 展 を さ さえ る力 とな るべ き情

報 処 理 技 術者 の 育成 とは,単 に初 級 の 技 術 者 を大量 に 育成 す

る こ とだ け で は な く,新 しい シ ス テ ム を創 造 し得 る上 級 の コ

ン ピ ュー タ ・ス ペ シ ャ リス トを一 人 で も多 く育成 す る こ とで

あ る。 しか しなが ら,現 在 の わ が 国 に むけ る電 算機 学 校 の 実
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情 は.一 部の 学 校 を 除 き施 設 お よび 教 員 陣 の 面 か ら見 て,こ

れ ら上 級 ス ペ シ ャ リス トを供 給 し得 る状 態 に はほ ど遠 い。

した が って 電 算 機 学校 は,当 面,初 級 技 術 者 を育 成 す る こ

とに専 心 し,施 設面,教 員 面 の充 実 を ま って 次 の 上 級 段 階 に

進 む こ とが望 ま しい'。そ の た め に ぱ現 在 の 教 育 内 容 ・方 法 を

改善 し,コ ン ピ ュー タ実 習 時 間 を追 加 して,各 企 業 が 要 望 す

る特 殊 技 術 者 を供 給 す る体 制 を 確立 す る こ とが必 要 で あ る。

そ の具 体 的方 策 と して 次 の 各 項 を提 言 す る。

、

、

A政 府 に 対 し て

(い、電 算機 学校 を一般 の技 芸 学校 等 の 各 種 学 校 とは 異 な っ

た形 の特 殊 技 術 者 育成 機 関 と して オ ー ソラ イ ズす る。

現 在 勉 学 を志す 者達 は,各 学 校 の内 容 の 良 否 が 分 らぬ

ま ま 多額 の授 業料 を無 駄 に し,向 学 心 を挫折 させ て い る

場 合 が 多 い。 しか るべ き機 関が 教科 内容 と施 設 整備 につ

き最 低 限 の 基 準 を設 け て 電算 機 学 校 を オー ソ ラ イズす れ

ば.こ れ らの損 失 を救済 す る こ とが で きるば か りで な く,

好 ま し くな い教 育機 関を 淘 汰 す る一 助 とな ろ う。

¶」

θ

一10一



●

●

レ

② オ ー ソ ラ イ ズ さ れ た 電 算 機 学 校 の 設 置 計 算 機

に つ い て は 可 能 な 限 り の 助 成 措 置 を 講 ず る 。

コ ン ピ ュー タ教 育 の 生 命 は ゴン ピ ュ一 夕実 習 で あ り,

1人 前 の プ ログ ラマに なる ため には,中 型 機程 度 で 最 低

10時 間 程度 の実 習 時 間 が 必 要 とされ て い るが,実 際 は

その 数 分 の1に も達 して い ない状 況 で あ る。 し たが っ て,

良心 的 な教 育 を実 施 させ るため に設 置電 子 計 算機 に 対す

る助 成 措 置 を講 ず る 必 要 が あ る。

(5)通 商 産 業 省 が 実 施 す る 認 定 制 度 を さ ら に 拡 充 す二

る 必 要 が あ る 。

情 報処 理 技 術 者 認定 試験 合 格 者 の 分析 結 果 を公 表 し ト

電算 機学 校 の 質 的 向上 を 図 る 方法 を さ らに 検討 す る とと

もに ・地 域 を 限定 せ ず 広 く全 国 で 試験 を実 施す る な ど'

この 制度 の 拡充 を 図 る 必要 が あ る。

■

B電 算 機 学 校 に 対 し て

働 学校 経営者は その社 会的使命 と道義的 責任 を認

識 す る 必 要 が あ る 。

電算機学 校は 産業界に対 しては情報処理技術者 の供給
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源 と して,ま た,入 学 生 に対 して は将 来 の 情 報 処理 専 門

家 の 養 成 機 関 として重 要 な社 会 的使 命 と道 義 的 責 任 が あ

る。 学 校 経営 者 はそ の 社 会 的 責 任 を強 く再 認 識 す る こ と

が 肝 要 で あ る。

⑤ 電 算 機 学 校 は 現 在 の カ リ キ ュ ラ ム を 公 開 し,特
、

殊 技 術 者 教 育 に 不 必 要 な 部 分 を 削 除 し,実 習 時 間

q

実 習 課 程 を 極 力 充 実 させ る 。
◎

カ リキ ュラムが 公 開 され て い ない こ とは,入 学 者 に と

って学 校 の特 色,教 科 内容 が 不 明で あ り,雇 傭者 に とっ

て は卒 業 生 の学 力 に 不安 を抱 かせ る。 よって カ リキ ュ ラ

ム を公 表 し,各 校 の特 色 を 明 らか に し,相 互 に 教 育 水 準

の 向上 を は か る こ.とが必 要 で あ る"実 習 時 間の 拡充 の た

め には,自 校 の コ ン ピ ュー タのみ な らず,公 的機 関 の コ

ン ピ ュー タ を 使用 す る こ と も考 え られ よ う。

働 電 算 機 学 校 の 教 員 は 互 い に 交 流 研 鎖 す る 場 を 持

つ 必 要 が あ る 。
■

電 算 機 学 校 教 員 の 不足 を補 うた め 自校 卒 業生 を再 訓 練

して 教 員 に登用 す る例 が 多 くな ってい るが,こ れ らの教 ψ

員は 実 務経 験 不 足 のた め に教 育 上 に問 題 が 生 じて い る。
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解 決 策 として は,他 校 と教 育 の 交 流 を 行 ない豊 か な経

験 を 身 につけ させ る と と もに,研 鐙 制度 を 充 実 させ て 教

員 の 資 質 の 向上 を図 る こ とが 望 ま しい。

7

θ

レ

0そ の 他 今 後 引 続 き 検 討 を 要 す る事 項

の 電 算 機 学 校 の 質 の 向 上 を 図 るた め,し か る べ き

機 関 が 各 界 の 協 力 を 得 て 標 準 と な る べ き テ キ ス ト

の 作 成 と カ リキ ュ ラ ム を 制 定 す る必 要 が あ る。

・ ご

、◎
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あ と が き

教 育 問 題 研 究 委 員 会 の 活 動 状 況

コ ン ピュー タの急 速 な発達 普 及 に伴 い
,情 報処 理 技 術 者の 養 成 や,コ

ン ピュ ー タの 高度 利用 に 必要 な知 識 ・技 術 の教育 が社 会的 に重 要 な問 題

tとな っ て きた の で,本 協 会 では5月16日 に,教 育 問題 研究 委 員 会(委

員長北 川 敏 男 副理事 長)を 設 け て,来 るべ き情 報 化 社 会 に対処 す るた め

に必要 な教 育 上 の 諸問 題 につ き研 究を 開始 した。 この委 員会 に は3っ の

部会 が設 け られ,そ れ ぞ れ の分 野 に お け る問 題 の解 明 と対策 の研 究 を行

なって い る。 す なわ ち,

1・ 大 学問 題 部 会(主 査 森 口繁 一氏)で は,大 学 を 中心 と し
,学 校 全般

に亘 って コン ピュー タ教育 を いか に定 着 させ るぺ きか を主 要 テ_マ と

して,大 学 教 育 にお け る情 報処 理 教 育 の あ り方 ,コ ン ピュー タを主 要

な教 育 手段 とす る 新 総 合大 学 等 に つ き研究 す ると と もに高等 学校 にお

け る教 育用 小型 コ ン ピュー タの標 準仕 様 に つ き討 論 会 や調 査 を行 な っ

て きた。

2.再 教 育 問題 部会(主 査大 野達 男氏)で は ,官 公 庁t企 業 等 の ユー ザ

ー にお け るコ ン ピ ュー タ教 育 の問 題 を扱 って お り企業 にお け る専門 要

員 お よび一 般 管 理 職 に対 す る コン ピュ ー タ教 育の 実態 と問 題 点 の調査

を行 な い,ま た,研 修 責 任 者,計 算機 担 当部 長 等 との討論 会 を行 ない
,

ユ ー ザー の要 望 を きい て対策 を検 討 して きた
。

哨
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[「 人

3.各 種 学校問題 部会(主 査高柳晃氏)で は
,情 報処 理技術 者を養成 し

てい る電算機学校 につき・そ の経営状 態
,教 員問題,教 科 内容,就 職

状況等 の問題 につ き調査 し,そ の対策 を研究 して きた。

4,こ れ らの3部 会を全体的に まとめる もの と して
,総 括委員会(委 員

長北川敏男副理事長)が あり,各 部会 の連絡調整 を任務 とするが
,緊

急に対策 を講ず る必要 のある問題 等につ き提案 し,ま た各部会 に指示

を与 えてい る。

(

■

■
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教 育問題研 究委 員会 委 員名簿

O総 括委 員会(50音 順≒ 敬称略)

委 員 長

委員長代理

委 員

"

〃

"

■

'

〃

〃

"

特 別 委 員

川

藤

原

野

柳

北

安

石

浦

大

高

敏 男

馨

善太郎

昭 二

達 男

晃

西 村 真 一郎

額 田 巌

松 浦 隼 雄

味 村 重 臣

一

融

繁口

村

森

吉

九州大学 ・教授

富士通 プアコ ム㈱ ・社長

三井東圧化学 ㈱ ・システム部長

慶応義 塾大 学 ・教授

㈱野村電子 計算 センター ・副社長

財田 本情報処理 開発 センター ・技

術部長

富士通 ファコム㈱ ・教育部長

日本電気㈱ ・教育部長

日本放 送協会 ・理事冶

㈱ 日立製作所 ・アプ リケーシ ョン

プログ ラム部長

東京大学 ・教 授

埼 玉大 学 ・助 教授

行政管理庁

通 商産業省

文部省

◎ 大学教育問題部会(50音 順,敬 称略)

主 査 森 口 繁 一 東 京大学 ・教授
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■
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委

"

〃

厚

〃

〃

〃

〃

〃
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京都産業大学 ・教授

横浜市立大学 ・教 授

富士通 ファコム㈱ ・教育部長

埼玉大学 ・助教授

㈱ 日本ユニパ ック総合研 究所 ・所

長

文部省

◎ 再教育 問題部 会(50音 順,敬 称略)

査

査主

主

副

委

〃

〃

〃

員

大 野 達 男

石 原 善太郎

額 田 巖

東 正

新 井 進

石 崎 純 夫

今 村 茂 雄

㈱野村電子計算 センター ・副社長

三井東圧化学㈱ ・システ ム部長

日本電気㈱ ・教育部長

西川産業㈱ ・企画室長

㈱野村電子計算 センター ・開発部

調査課主任

㈱ 富士銀 行 ・業務管理部MIS班

主任調査役

日本 アイ ・ピー ・エム㈱ ・教 育部

長
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ρ

8

β

'

〃
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〃
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行政管理庁

通商産 業省

文部省

▲ 、

r

◎ 各種学校問題部 会(50音 順,敬 称略)

主

委

〃

〃
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査 高 柳

員 浦

掛 井

狩 野

石

木

白

鈴

晃 肋 日本情 報処理開発 センター ・技

術部長

昭 慶応義 塾大学 ・教授

幹 雄 日本 電子 工学院 ・教 育科 長

健 司 ㈱協栄計算 センター ・取締役計算

部長

昌 治 日本 コン ピュータ学院 ・事務局長

毅 日産 自動車㈱ ・計算企画課長

▲ ゾ
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昨 今,コ ン ピ ュー タの開 発 とそ の利 用 は ます ます拡大 し,ま た高度 化 し

つ つ あ'り,そ れ が,人 類社 会 の なか に"新 しい 産 業 革命.を 推 進 ◆展 開

しよ うとして い る。 各種産 業,行 政,教 育 な ど社 会 の あ らゆ る分 野 で コ

ン ピュ_タ リゼー シ ョ ンが促 進 さ れ,そ れに よ って 生産 や 管理 や行 政 の

効 率 が高 め られて い るこ とは 周知 の ご と くで あ るが,同 時 に 他 面 で は,

1
組 織 の 再 編,人 的能 力 と知 的 資 源 の開発 の必 要 性 ・専 門 要 員 の養 成'確

保 な ど,従 来 に はみ られ なか った 多 くの新 しい問題 が登 場 して きて,そ

の適 切 な解 決 が懸 案 とな って きてい る。

と くに組 織 体 の さ ま ざま の レベ ル に おけ る管理 者 層 の コン ピュー タ利

用や情 報処 理 に対 す る認 識や理 解 の育 成 と,専 門 技 術 者 な ど情報 技 術 の

専 門要 員 の組 織的 教 育 は,社 会 的 に も っ と も急 を要 す る問題 で あ る。

情 報 化革 命 に お いて 一 歩 を先 ん じて い るア メ リカに お・い て も,こ の人 的

資 源 の問 題 は深 刻 であ り,大 統領 諮 問 委 員 会 にお け る ピア ス報 告 な ど に

み られ る よ うに,教 育 に関す る綜 合 的 施 策 の 必 要性 が 強 調 され て い る。

わ が 国に おい て も要 員 の問 題 は ま こ とに重 大 であ り,さ きに発 表 さ れ た

通産 省 ・産 業 構 造審議 会 の答 申書 に よ れば,3年 後 には134,000名 の

情 報処 理 技術 者 が必 要 とされ て お り,そ の 早急 な補 充策 の施 行 が 望 ま れ

て い る。

わ れ わ れ は本 教 育問 題委 員会 を中 心 に,情 報 科学 お よび情 報 技 術 の教

育問 題 を集 約的,か つ 組 織的 に検 討 して きた結 果 を,こ こに1報 告 書 ・の

形 で 発 表 す るわ け で あ るが,亡 の検 討 の過 程 に おい て 明確 に な った さ ま
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ざ まの事 実 の な かで,も っ と も注 目すべ きこ とは,情 報技 術 の教 育 問 題

に 関 して は,わ れ わ れ は伝 統 的 な発 想 法 に と らわ れ る こと な く ,広 い視

野 か ら・ また 新 しい考 え か た に 立脚 して,組 織 的 に対処 して ゆか ね ば な

ヘ ヘ ヘ ヘ へ

らな い とい うこ とで あ る。 例 え ば,「 情 報処 理 技 術 」,「 専 門技 術 者 」 ,
　 ヘ ヘ ヘ へ 　

「技術 教 育 」,「 教 育 」 な ど とい う場 合,技 術 や教 育 をめ ぐ る伝 統的 な

観念 内容 や,社 会 的 通 念 陥 とらわれ て考 え る こと は,は なは だ し く不 適

切 で あり,ま た 事態 と方 途 を見 誤 るこ とに もな りか ね たい とい うこ とで

あ る。 つ ま り 「技術 」,「 技 術体 系 」,「 技 術 教 育 」な どに関 して,今

日の科学 ・技 術 の姿 に適 合 した 新 しい意 味 内 容 と考 え かた を確 立 し,そ

れ に 立脚 して,綜 合的 な施策 を展 開 して ゆ かね ぱ な らない とい うこ とが

明 白 に な った。 した が って 全 体的 な施 策 は,情 報 科学 お よひ情 報 技 術 の

今 後 の革 新へ の 見 通 し,産 業 社 会の 成 長 の 予 測,学 校 教 育 お・よび企 業 内

再教 育 な どを ふ くめ た各 種 教 育機 関 の相 互 補完 的 な機 能 分担,情 報 科学 ・

技術 教 育 の カ リキ ュ ラム の体 系 化 …… な どの 関連 す る諸 要 因 を構造 的 な

い しシス テム的 に と らえ た もの と な るで あ ろ う。

そ こで,当 面 今 回 の 報 告 書 ・に おいて は,や や長 期 的 に検 討 ・解 明 を

要 す る問題 と,今 日緊 急 に措 置 すべ き問題 を分 析 し,提 言 を試 み る もの

であ る。

亀

`

で

.

、,

旬ノ

1.高 度知識社会の展開 と情報化革命

十

ひ とつの 大 き な転 換 の時 代 が は じ まって い る。 そ れは指数 曲 線 的 に
●

増 大 す るスケ ー ル と速 度 を と もな った 変 化 の時 代,さ らに は 計 画 され
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た変 化 の時 代 で あ る、,知識 の爆 発,情 報 化 革 命,知 識産 業,ポ ス ト ・

イン ダ ス トリア ル ・ソサ イエ テ ィ… … な ど さ ま ざまの新 しい用 語 で 指

し示 さ れて い る一 連 の社 会 ・文 化 的 状 況 の 変 動 は,す ぐれ て現 代 的 な

事 態 で あ る。.そ れ は,い わ ゆ る科学 的 思 考,な かん ず くシ ステ ム科 学

や 時報 技 術 を 中心 と した新 しい思考 が,自 然 と人間,お よび人 間 の つ

くる社 会 シス テ ム に適用 さ れ る こ とに よって生 才れ た革 新 的 状 況 で あ

る。 同時 にそ こ で は,わ れ わ れは,情 報 化社 会 ない し高度 知 識社 会 の

進 展 に と もな って 提 起 され る諸問題 を通 して,激 変 す る環境 世 界 か ら

の絶 え ざ る挑 戦 に さ らさ れて 泊 り,こ れ に対 処 しつつ 偉大 な る転換 を

成 就 して ゆ くこ とが最 大 の現 代的 課 題 とな る。

わが 国 をふ くめて世界 の先 進 国 に キ・い て,最 近 の経済 社 会 をお お う

一 連 の状 況 の 変 化 を ,情 報 化革 命 とい う言 葉 で表 現 す るこ とは適 切 で

あ る。 それ は第 一 に,情 報 や知 識 の量 の爆発 的増 大 に よ って,第 二 に,

そ れ を可 能 な ら しめ た情 報処 理 技 術 の開 発 に よ って,そ して第 三 に は,

知 識 や情 報 の もつ社会 的 機 能の 変 化,つ ま り質 の変 化 に よって特 徴 づ

け られ る。知 識 や 情報 の洪 水 を生 み だ した もの は い うまで もな く,情

報 の 大量 処 理,大 量伝 達,大 量供 給 を可 能 な らしめ た コ ミュニ ケ ー シ

ョン技 術,情 報技 術 の発 達 で あ るが,同 時 に それ は,知 識 や情 報 に対

す る社 会 の 要 求 の飛 躍 的増 大 に よる もの で あ る。

社会 の し くみ が よ り複雑 に な り,よ り高 度 に な り,よ り巨大 に な る

につ れ て,そ の よ うな社 会 を よ り多 くよ り効 率 よ く管 理 ・操 作 し よ う

とい う要 求 が高 ま り,こ こに,い ま まで は物 質 や エネ ル ギー に 比べ る

と二 次 的 左 もの で しか なか った 情 報 が,注 目 され る よ うにな り,物 質

や エ ネ ル ギー に対 す る情報 の位 置 が逆 転 して優 位忙 立 ち,社 会 の 要 求 .
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が物 質 とエ ネル ギー か ら情 報 の方 へ と重点 を移 動 して きた の であ る。

つ ま り知 識 や 情報 が大 きな社 会 的 意 味 と機 能 を 獲得 す る こ とに よ って ・

また他 方 に お いて,コ ン ピュー タの革 命 的 発 達,デ ー タ通 信網 の発 達,

そ れ に これ らを有機 的 に結 合 し,ひ とつ の シメ テ ムに ま とめ るシ ステ

ム工学 の 進歩,さ らに はそ の基 礎 を なす情 報 科 学 の展 開 に よって,社

会全 体 の 情報 化革 命 が用 意 され た わ け で あ る。

情報 化 の 進展 に とも なっ て,経 済 社会 は 大 き くその 構 造 を変 え るに

い た った。 巨 視 的 には,物 財 の生 産 ・流通 ・消 費 が主 導 的 で あ った経

済 シス テ ムか ら:創 意 と知 識(組 織 化さ れた情 報)の 生産 ・伝 達 ・処

理 を 中心 とす る知 識 産 業 を基 幹 部 門 とす る いわ ゆ る知 識 経 済 へ の移 行

が 注 目さ れ よ う。 しか も この移 行 は,知 識 産 業 部 門 の量 的拡大 に と ど

ま らず,知 識 が,し か も理 論的知 識,な い し知 的 技術 が,'先 進的 か つ

発 展 した経 済 に お け る中心 的生 産 要 素 ない しは中 心 的 生 産 資 源へ と転

化 して い る点 が特 徴 的 であ る。 ま た微 視 的 に は企 業 をは じ め,行 政 官
　 　 　 ヘ ヘ へ

庁 その他 の組 織 体 は,ひ と つ の知 識 の組 織 体 とい う形 態 に つ く りかえ

られ,産 業 や 企 業 や政 府機 関 な ど相互 の 関係『が ドラマ テ ィ ックに再 編

され るで あ ろ う。 また個 人 の レベ ルに あ って は,思 考 方 法 の 革新 がせ

ま られ,さ ま さ まの 思 考 技術,生 活 技 術 の イノベー シ ョンが 必 要 に な

って くる であ ろ う。 ま た価 値観 が変 わ り,変 化 へ の 適 応 力 が一 層要 求

され る よ うに な る。

この よ うな情報 化 時 代 に あっ て は,国 力 や 国際 的経 済(競 争)力 を

決 定 す る もの は,か っての 工業 化 社会 にお け る よ うに,地 理 的 豫境 条

件 や天 然 資源 や,労 働 人 口 では な く,知 識 や 教 育 の 水準 で あ り,さ ら

に は知 識 を生 みだ し,組 織 づけ て ゆ く知 的 能 力 の組 織 的 開発 で あ る。
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と くに,国 家,企 業,組 織 体 な どあ らゆ るシス テ ム にお い て,意 思 決

定 の 科学 化 と シス テ ム の管 理 に と って 決 定的 な役 割 を果 たす もの は,・

伝 承 的技 能 では な く,優 れ て知 的 な情報 処 理 能 力 の育 成 で あ る。 つ ま

り新 しい 型 の知 識 労 働 力 の 向上 こそ,こ の偉 大 な る転換 の時 代 を乗 り
　

き るた めの 先 決 条 件 とな るで あ ろ う。

◆'

/∈ノ
〆 2コ ンピュータ要員の養成 と情報技術教育の問題点

1

ら

?

●

●

　

情報 化革 命 を 推進'し てい る もの は い うま で も な く,コ ン ピュー タの

開 発 ・普 及 であ る が,今 日そ れ は,通 信 回線 の 利用 と組 み あ わ せ られ

る こ とに よって,よ り高度 の,ま た よ り広範 囲 に わた る新 しい 世 代 の

情報 技 術 シス テ ム を生 み だ そ うと して い る。 これ に と も な って コン ピ

ュー タの専 門要 員 はそ の量 と質 に おい て格 段 の 変 化 ・改 善 が 必要 とさ

れ る。 コン ピュー タの普 及 増 加に と も な う要 員 の数 の不足 は今 日 まで

に産 業,行 政,研 究 ・教育 な ど各 分 野 で問 題 と な って お り,産 業 構 造

審 議 会 の 答 申そ の他 に おい て あ る程 度 の 定 量的 把 握 も進 め られ て い る。

これ に もと つ いた 要 員養成 の た めの 教 育体 制 の整 備 ・強 化 は早 急 に 進

め られ るべ きで あ る。

とこ ろで コン ピュー タの 利 用は,そ の 初 期 の段 階 に あ って は,"日

常的 かつ 断 片 的 な事務 処 理 や計 算処 理.の 分 野 つ ま リサ ブ ・シス テ ム

に限 られ て い たの に 比 して,最 近 の 形 態 は,各 種 の情 報 ・デ ー タの集

約 的処 理 を通 して の"綜 合的 な判 断 を要 す る計 画 ・管 理 お よび意 思 決

定.へ の適 用 とい う高度 化 の 方 向 を強 めて い る。 こ こに コン ピュー タ
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を 中 心 とす る情 報 技術 シス テ ム は,企 業 や 行政 組 織 体 さ らに は研 究 ・

教 育機 関 の管 理 中 枢 ない しは頭 脳 セ ン ター の役割 をに な うよ うに な る

こ とは必須 で あ る。 したが って 専 門 要 員 も,狭 義 の技 術的 な能 力 か ら,

広 義 の 技術 体 系 の運 用 へ とそ の能 力 の重 点 が穆 さ れ る よ うに な る。

ま た い わ ゆ る情報処 理 技 術 の習 得 に加 え て,社 会科 学 や社 会工 学 の諸

知 見 の 獲 得「 さ らに は さ ま ざま の業 務 の実 務 経験 を積 む ことか 望 ま れ

て く る こ とは明白であ為・ こ こに コン ピ ュー タ要 員 は,組 織 体 の サ ブ ・

シ ス テ ム と して の計 算機 部 門に 赴 け る専 門 技 術 者 とい う従来 の狭 い観

念 か ら脱 却 して,新 しい知 識 テ ク ノ ク ラー トに転 化 す る とと に な るで

あ ろ う○ これが期 待 され る質 の変 化 で あ る。 そ して コン ピュー タ要 員

はそ の 教 育 の は じめ の段 階 か ら,専 門技術 に 関す る知 識 の 他 に,広 く

関連諸科学 に関す る基礎知 識 と,豊 かな教養 と,加 えて絶え ざ る自己

学 習 に よって 技術 進 歩 に後 れ を と らな い研 究的態 度 を習 得す る こ とが

望 ま れ る ことに な ろ う。

この よ うに量 と質 の変 化 を考 慮 す る と き,情 報 技 術 の教 育 は,旧 来

の さ ま ざ まの技 術教 育 とは異 質 の もの で あ り,"技 術 とい う ものに
"

対 す る新 しい見 か た と,新 しい教 育 観 に 立 って再 検 討 さ れ な くて は な

らない。

第 一 に,情 報 技 術 は,か つ て社会 の 工業 化 に あ た って,マ ンパ ワー

ぼト へ

の基 底を かた ちつ くっ て きた技 能 とは異 質 の もの で あ る。 旧来 の技 能

が,経 験 的知 識 の 累積 や 徒 弟 的 訓 練 を基礎 と して 習 得 され た もの で あ

り,断 片的 で あ り,ま た一 度 習 得 さ れれ ば そ れ が 長期 間 にわ た っ て

ヘ へ 　 へ

(場 合 に よっ て は終 生)有 効 で あ ったの に対 して,新 しい知 識 技術 と

しての 情報 技術は,理 論 的 知 識 の 体系 的 ・組織 的 学 習 に,し た が っ て
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高等 教 育 に よ り多 く基 礎 をお港,ま た他 の さ ま ざま の学 問 分 野め 知 識

や技 術 と結 び つい て ひ とつ の シス テ ムを構 成 す る もの であ る。 さ らに,

一 度修 得 さ れた 技 術 は ,そ のま ま で は絶 え ざ る技術 進 歩 の 過 程 の なか

で陳 腐 化 しや す く,こ こか ら技 術 者に 対 して絶 え ざ る 自己学 習 に よ る

変 化 へ の対 応能 力 と 自己革新 の態 度 の育 成 が 同時 に要 求 さ れ る こ とに

な る。 した が って 同 じ く技 術 教育 とは い って も,旧 来 の技 能 教 育 とは

ヘ ヘ ヘ へ

全 く異 って,知 的技術 の体系的学 習がそ の基幹 となるものであ り,古

い技 術観 は捨て去 られねば な らない。

第二 に,こ の ような情報技 術の教 育はそ れ 自身 が,情 報化社 会をひ

らく新 しい教育 のモデ ルになる もので なければ な らない。

知識革 新や技術進 歩 のはけ しい今 日の社会 において は,教 育は,人

生の ある時期 に限定 して,学 校において既 存の知識 を集約的 に伝承 す

るとい う従来の形態 か ら脱却 すべ きで あ る。 それは もの ごとを組織的

にまた体系的 に解析す る思 考能力 と,主 体的 な学習態度 や知的態度 の

育成 を主眼 と した基礎教 育 を基底 に して,長 い人生 のあ らゆ る時期 に

わた って絶えず より高度の また より新 しい知 識技術 の学習 を可 能に す

る とい う形態 に変 わ るべ きである。 す なわ ち一度学 校教育 を終 えて社
[

会 に で た人 た ち が,そ の 後 も機 会 あ る ご とに 教育 にふ れ,自 己 の能 力

ヘ ヘ ヤ へ

を高 め る こ とが 望 ま れ る。 こ こ に いわ ゆ る生 涯 教 育 の理 念 が展 開 され

るわけ で あ るが,情 報 技術 の教 育 はそ の本 質 か ら して,ま さに そ の よ

うな新 しい教 育 の先駆 的 形 態 を先 取 りす べ き性 格 の もの で あ ろ う。

したが って ま たそ の教 育 内容 に 関 して は,基 礎 的学 校教 育,専 門 教育,

再 教 育 な ど○ さ ま ざ ま の教育 レベ ルを 通 して,一 貫性 の あ る体 系化 と,

他 方 で は適性 を考 慮 した多 様 化 が はか られね ば な らない。 こ う して今
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日,各 レベ ルに お け る教 育 カ リキ ュ ラムの体 系 化 と多 様 化 が大 きな課

題 と なっ て い る。

これ と関 連 して 第 三 に,情 報 技 術教 育 に関 して は,高 校,高 専,大 一

学 な ど のいわ ゆ る学校 教 育 と,企 業 内教 育,各 種 講習 会,各 種 学 校,

さ らに は放 送 教 育 な ど他 の さま ざま の教 育 シス テ ム との問 に,有 効 適

切 な機 能 分担 ない し競 合 ・協 力 関係 が形 成 され る こ とが望 ま しい。

た とえば大 学 は,か っ て は知 識 を若 い世 代 に伝 承 す るの に独 占的 ・特

権的 な地 位 を保 って いた。 しか し,い わ ゆ る情 報産 業 の発 達 につ れ て

知 識 や技術 を 習 得 す る コ ミ苛ユニケ ー シ ョン ・チ ャ ジ}ルは大学 の外{則に

さ まざ ま の形 で用意 さ れ,も は や大 学 の教 壇 を通,じて しか最 新 の知 識

が 獲 得 で きない とい う状態 では な くな って きて い る。 そ の意 味 で は大

学 は か って の よ うな,高 等教 育 にお け る独 占企 業 的 な性 質 を 事実 上 失

いか け てい る とい わ ねば な らない。 そ れ ば か りで は な い,と くにわ が

国 の大 学 はそ の閉 鎖性 と硬 直性 の ゆえ に社 会 の変 化 に相 対的 に立 ち遅

れ て し才 っ て い るの が現 状 で あ る、 この 後 進 性 が 情報 教 育 の分 野 で,

も っと も顕 著 にあ らわ れて い る こ とは 大 きな 問題 であ るが,大 学 が こ

の後 進 性 と硬 直 化を 打 破 して 新 しい知 識 セ ン ター と して の活力 を回 復

した と して も,な お他 の発 達 した知 識 産 業 諸 部 門 との間 に,有 効 な提

携 関係 を創 出 して ゆ くこ とが教 育 の将 来像 に適 合 して い る。

コン ピュー タ要 員 が 極度 に 不足 して い る現 状 の なか で,こ れ を急 速 に

供 給 す る手 段 と して期 待 さ れ急激 に増 加 して い る電算 機 学 校,講 習 会

な ども,今 後 は上 記 の視 点 か ら,再 教 育,社 会 教 育 の シス テム と と も

に,学 校教 育 との 相互 補完 的 な分 業の 態 勢 に移 行す る こ とが期 待 さ れ

る。 また と くに,情 報技 術 教 育の 普 及に 放送 教 育 が果 た すべ き役 割 は.
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大 き く,か つ ス クー リン グや チ ュー ト リア ル(個 別指 導)・ シス テ ム

の整 備 を と もなえ ぱそ の有 効 性 は きわ め て高 い もの と考 え られ る。

した が って 目下 準 備 調 査 中 の放 送 大学 の教 育 課 程 に も,教 養 教 育,専

門 教 育,社 会 人教 育 の そ れぞ れ の レベ ル に赴 け る情 報技 術教 育 が 採用

さ れ るこ と が切 望 さ れ る。 さ ま ざ まの教 育 手 段 の間 に,教 育 内 容 の構

造 的理 解 に もとつ い た,有 機 的 な機 能 分担 が 構 想 され る こ とに よ って

は じめて,学 校 教 育 は,そ の本来 の特 長 を生 か した 研 究 と教 育 を助 長

す る こ とが で き る よ うに な るで あ ろ う.

この よ うに して知 的技術 と して の情 報 技 術 教 育 は,旧 い技 術 観 や教

育 観 か ら脱 皮 した 新 しい教 育 理念 と教 育 シ ス テム に よ って推 進 さ れ な

けれ ば な らない。

3情 報化社会をひらく情報科学 と思考革命

●

●

'情 報 化 社会 へ の 発展 の 基 盤 に な
った のは,計 算 ・通信 ・制 御 に 関 す

る情 報 技 術 の革 新 であ る。 こ の技 術革 新 、・知 識革 新 は 科学 的 認識 に お

い て も革 新的 な影 響 を与 え て い る。 す なわ ち物 質 ・エ ネ ルギ ー と な ら

ん で 情報 の概 念 は 自然 認 識 の基 柱 で あ る とと もに,物 理 科学,生 物 科

学 な らび に 人文 科 学,社 会 科 学 の 四 大分 野 を連結 す る と ころの基 本 通

路 を あたえ てい る。 情報理 論 の 建設,情 報 現 象の 解 明 な らび に情 報 シ

ス テ ムの 開発 を任 務 とす る情 報 科学 は,い ま や全 学 問 分野 に 関連 を も

つ と こ ろの 中 枢的 な役 割 を担 うよ 麺 な ・て きて い る・ す なわ ち科学

研究 お よび技術開発 の方法 論 を根本 的 に変革 しつつあ る。

'
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知 識経 済社 会 へ の転 換 に あ た ち,激 変 す る環 境 限界 か らの挑 戦 に対

処 す るの に は,従 来 の伝 統 的 イ デオ ロ ギー,伝 統 的 社 会 哲学,学 習形

態,さ らに旧教 育 の理念 を もっ て これ に あ た る ことは,牟 く不 可 能 で

あ る。 来 るべ き時 代 の諸 々の シス テ ムは,人 間活 動 の あ らゆ る分野 に

お い て ます ます 複 雑 化 して行 くの で あっ て,こ れ らの シ ステ ムを創 造

し,計 画 し,管 回 し,運 営 して行 く知 的 能 力 の 開発 は,高 度 の システ

ム論的 な素 養,サ イバ ネテ ィ ッ クス的 知 見 を要 請 す る。 この よ うな知

的能 力 の開 発 は ま さ し く情 報 科学 を主 軸 と した新 しい研 究 ・教 育 の体

制 に ま つほ か は ない の で あ る。

す な わ ち,在 来 の対 象別 の 縦断 的 な学 問 体 系 に と らわ れ ず,知 識生

産 の基 本的 方 法 論 を解 明 し,知 識 生 産技 術 を展 開 す る情 報科 学 を基 幹

として新 しい 編成 を試み るべ き時 代 が 到 来 しつつ あ る 、

これ か らの情 報 化時 代 に生 き る人 び とに,シ ステ ム論 的 な思 考 を植

え つけ る知 的 能 力 の育成 は単 に,学 校 だ け が分 担 す る もの で は な く,

企 業 や 行政 体 を含 め た社 会 全 般 が担 当 す る必 要 が あ る。 したが っ て か

か る教 育 の対 象 は,学 校 に お け る学 生 だ け で な く,広 く社 会 人一 般 に

まで及 ぶ こ とに な る。 そ れ は ま た教 育 のみ な らず,行 政,経 営 に お い

て も縦 割 り的 施行 制 度 か らの 脱 皮 と,プ ロ ジェ ク トご とに,最 良 の 適

応 を果 す よ うな流 動 的 な組 織 編成 が要 請 され る。

この よ うな思 考 形 態 の革 命 は マ ン ・マ シ ン ・シ ステ ムに お け る価 値

観 の変 革 を意 味 す る。 産 業 革 命以 来,機 械 は 人間 の肉 体 的 能 力 の限 界

を克 服 す るも の と して,そ の存 在 と効 用 を価 値 づ け られ て きた。 しか

し今 日,コ ン ピュー タ は人 間 の基 本 的 思 考 を も代 行 す るサ イバ ネ テ ィ 、

ックス と して の機 能 を備 え る ように な る と,人 間 の機 械 に対 す る関係
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におけ る価 値 観 は大 き く揺 り動 か さ れ る。 サ イパ ネ テ ィ ッ ク'マ シ ン ・

の 人間 に対 す る効 用 価値 を正 し く認 識 し,人 間 の サ イバ ネテ ィ ッ ク ・

マ シンに対 す る優 位 を 正 し く価 値 づ け る もの は,人 間 の シ ステ ム論的

思 考 能 力の 開 発 をお・い て 他 に ない。 こSに とれか らの 人 間 教 育の 根 本

方 向が あ るこ と を確 信 す る。

われわ れ は,コ ン ピ ュー タ教 育 に段け る諸 問 題 を検 討 す る う†・,シ

ス テ ム論的 思 考 の育 成 と,新 しい マン ・マ シ ン ・シス テ ムの価 値 観 を

確 立 す る こ とが,今 後 の 人 間教 育 の最 大 課題 で あ る とい う結 論 に到 達

したJ

●

■
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第2部 学校教 育に関す る諸 問題

〔1〕 総 論

1.学 校 教 育 と情 報 科 学k・ よ び情 報 技 術

〃

与

,

■

1.1学 校教 育 の意 義

教 育 とは,過 去 の 膨 大 な知識 遺産 に現 代 で得 られ た もの を 更 に っ

け加 え て次 の 時 代 に 引継 ぐ ものではあ るが,た だそれだけ では な く,こ

の うち か ら本 質 的 な もの を選 び,体 系 化 して,若 い 世代 が未来 に 向 ・

って 身 軽 に 活動 で き る よ うに引 継い でい くべ き もの で あ る6す な わ

ち,教 育は 教 壇 の 上か ら学 生 に 向 って知識 の シャ ワ ー を浴 びせ る と

い うこ とだけ です ま され る もの では ない。 さ らに す す ん で,学 ぶ 者

が 自 ら問 い を発 し,自 ら問 題 を 解 決 しう る力 を 自 らの 内 に培 養 す る

ように導 くこ とが 重要 で あ る。

と くに,情 報 化時 代に おい て は,知 識 の 蓄 積 は 単 な るデ ー タ ・べ一・

一 ス と しての 意義 しか もた な く な り
,そ れ をい かに 活 用す るか とい

う態 度 の 養 成 が強 調 され なけ れ ば な らない 。 す なわ ち,情 報化 時 代

にお け る学校 とは,創 造 的 思 考 能 力 を もち,問 題 解 決 の 能 力 あ る入

間 を育 て る所 であ る。 ま た,新 しい知 識 や 技 術 をす でに卒 業 した社

会 人 に 伝達 す る場 で もあ りう る。

■

1.2情 報 科学 ・情報 技術 教 育 の 必 要 性

近 年 に おけ る科学 技 術 の めざ ま しい 発 達,と くに,'情 報技 術 の発

達は,社 会 を大 き く変 え つ つあ る。 現代社 会 の特 徴 は,あ らゆ る面
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で の絶 え 同 の ない 変 化 が 要 ポ さ れ てい るこ とでめ り,工 業 社 会 か ら

'滴報 化 社 会 への 移 行 が ,急 速 に進 行 してい るこ と で あ る。 この よ う

な社 会 壌境 に おけ る学 校 ※育 の 課 題 は,ま ず 第 一 に,情 報 技 術 者 と

して問 題 を把握 す る能 力 とか,論 理 的 な経 路 を正 し く組 み 上 げ る能

力 とか,困 難 を克 服 して仕 事 を完 成 させ る根性 とい う色 々 な態 度 を

育成 す る こと で あ る。 第 二,新 知 減 ・新技 術 の普 及 で あ る。 そ れ は

社 会 人 の再 教 育に よ って行 な うこ と も必要 であ る が,新 人 を 教 育す

る こ とは 更 に 重 安 で あ り.か つ,そ の方 が 効率 的 で 痴 る6

これ らか学校 教 育 の 根本 的 な 目標 と な る。 ・

さ らに,一 般 致 育の 中 で情 報 科学 ない し情 報 技術 に 関す る教 育 を

授 け る とい う使 命 は,学 校 に とって 極 めて 重 大 で あ る。 一 般 人 は,

学 校 で コ ン ピ ュー タや 情 報 科 学 ・技 術 に つ い て の 正 し い 態 度 を

養 わ なけ れ ば,社 会 に出 て一 種 の疎 外 感 や ア レル ギ ー を もつ危 険 が

多 分 に あ る。

社 会全 体 が,人 間 と コ ン ピュ ー タとの 共 存関 係 に よって発展 して

い く時 代 に 生存 し,活 躍 す る世代 を 育て るた めに は,こ の よ うな事

柄 に つい て の正 しい態 度 の 育成 が,学 校 教育 に課 せ られ た 最 も太 き

か任 務 とな る。

●

、

1.5教 育技 術の 革 新

最 近 の教 育技 術 は,視 聴 覚機 器 の 発達 に ょりか なり進歩 して きた

が,さ らに コン ピュー タの 導 入 に よ って 大 き く飛躍 す る こ とが予 想

さ れ る.情 報 技 術 の 分 野 では,他 の 分野 に先 が け て この革 新 を推 進
、

す べ きで あ る。 そ れ は,こ の よ うな新 しい 教 育 方法 に次 の ご と き利
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点 が あ げ られ るか らで あ る、

第 一 に,有 能 な教員 の 龍 刀 を軟 材 開発 に 投 入 す る こと に よって,

そ の成果 を何 百倍 に も拡 大 して 利 用す る こ とが で きる。 一 方,さ ほ

ど成熟 してい ない 教 員 も,こ の よ うな教 材 を活 用 す る こ とに よ って,

十分 に 教 育の 効 果 をあ げ る こ とが で きる。 と くに,教 員 の 不 足 が大

きな障 害 に な るとみ られ る情 報 技 術 教 育の 分 野 では,こ の利 点 が絶

大 な価 値 を もっ であ ろ う。

第 二 に,学 校 に おけ る コ ン ピ ュー タの利 用は,学 習者 と機 械 との

自然 な接 触 を 表 現 す るこ とに なb,計 算機 に接 す る基 本 白」な態度 や

そ の 正 しい 扱 い 方 な どが,ご く自然 な堤 焼 の 中 で 会 得 で き るとい う

効 朱 が期 待 され る。

2.学 校 過 程に おけ る情 報 科 学 お よ び情 報 技 術 教 育

⑱

,

前 述 の 目的 を達 成 す る た め には,高 校 か ら大 学 に 至 るす べ ての 段 階

で情報 科 学 ・技 術 教育 を強 力 に 推 進 しなけ れ ば な らな い。 しか し社・会

情勢 の 急 激 な変 化 に 即応 す るた めに,情 報 科 学 ・技術 教 育 は高 等 学 校

か ら始 め て 順次 そ れ を進 行 させ,大 学 へ 波及 させ る とい う方 策 よ り も,

逆 に,大 学 院か ら着 手 し,そ こ で有 能 な教育 者 と実 務 家 を養 成 し,そ

れ か ら大 学,短 大,高 専,高 校 とい うよ うに 順次 低 い 段階 の学 校 に及

ぼ して 行 く方 が賢 明 で あ ろ う。
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2.1大 学 院

田 情報 科学 ・情 報技 術 の 専門 課 程

情 報 科 学 お よび 情 報 技術 に 関す る専 門 誌 程 は,一 つ の専 門 課 程

と して 成 立 し うる し,ま たそ うす る こ とに よって 情報 科学 の い ろ

い ろな 側面 を融合 し,か つ相 互 に密 接 な連絡 を保 ち なが ら発展 さ

せ る道が 開け る とい う意 味 で望 ま しい。 この よ うな専 門課 程 を作

るに 当 って,全 国 の 大 学 院の 専門 課 程 を画一 的 な もの に作 りあげ

るの は 不 適 切 で,む しろ大 学 院 に よ って 重 点の 置 き方 を変 え る方

が よい。 また,大 学 の 実情 に よ って は,い くつ か の学 部,学 科に

また が って 一 つの 専 門 縁 柱 を作 る方 が よい 場合 もあ ろ う。 い ずれ

にせ よ,情 報 科学技 術者 の大 量養 成 とい う実 社 会 の 要 請 に応 えて,

大 学 院 また は 大学 に情 報 科 学 に 関す る公 開講 座 を設 け る と と もに,

社 会人 の再 教 育の た め に大 学院 を開 放 す る こ と(夜 間大学 院 の創"

設 等)も 考 慮 され て よい で あ ろ う。

以 上 の よ うな こ とを 実 行 す る場 合,実 社会 か ら講師 を招 題 す る

とか,カ リキ ュラム作 成 に 当 って学 外 の人 に参 加 して も ら うとか,

外部 との協 力 の道 を 講ず る とか が有 効 であ る。

{2)一 般 の 専 門 課 程

上 記 の 情報 科学 ・技 術 専門 課 程以 外 の一 般 の 専 門 課 程 で も,情

報 科 学 に関 す る研 究,教 育 は 強力 に 推 進 され る必 要 が ある。 そ し

て情 報 科 学 ・技 術の 専 門課程 は,そ れ らの研究 ・教 育 活動の 中 心

と して機 能 す る こ とが期 待 さ れ よ う。

'大 切 な こ とは
,情 報 科学 ・技 術 が 専 門 課程の 独 占物 では ない と

い う認識 に た って施 策 を進 め,か つ運 用 す るこ とで ある。 計算 七
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ン ター の利 用 に して も情 報 科 学 ・技 術 の専 門 課 程の 関 係 者 だけ が

特 権 を もち,そ の 他の 老 は 使 い に くい とい う よ うな運 用 は避 け る

べ きで あ る。

!

■ ～
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2.2大 学

田 情 報 科学 ・情 報 技術 の専 門 学 科

情 報 科 学 ・技 術 には,い ろい ろ違 った 側 面 があ り,既 存 の い く

つ か の 学科 の 中 で取 扱 わ れ てい る場 合 が 多 く,こ れ らの学 科 の 中

には,情 報 科 学 ・技 術 に 関 す る部 分 に字 生 が集 中 し,担 当 教 授 の

負 担 過 重 を招 い て い る。

本来,情 報 科 学 の 専門 家は,特 定 の 分野 に 偏 って養 成 され る こ

とは 好 ま しい こ とでは な く,徒 らに 学 科 を独 立 させ るこ とは 既存

学 科 を弱め るむ そ れ もあ るの で,慎 重 に 行 な うべ きで あ るが,上

記 の よ うな学 科 の 現 状 を放 置 して は,情 報 科学 ・技 術教 育 の 拡大

を 期 し得 ない の で,こ の よ うな部 門 を強 化す る た め学 科の 新 設 な

い し講 座 の 増設 は極 め て必安 なこ と であ る。

学 部 レベ ルの 学 科 と して情 報 科学 ・技術 の 学科 を新 設 す る 場合,

設 置 され る学 科 は画 一 的 な もの で な く,各 種 の特 色 を も った もの

で あ っ て よい が,こ れ に つい て は次 の よ う なこ と も考 慮 に 入れ て

適 正 を期 す べ きで あ る。

第 一 に,情 報 科学 ・技 術は 既 存 の い くつか の 学 科 で取 り扱 わ れ

てい る場 合,魅 力 の あ る科 目 と して 関 心 を集 めて い るか ら,そ れ

らの科 目が す べ て 情報 に 関 す る専 門 学科 と して機 能 を果 して い る

と もい え る。 そ こへ新 しい 情 報 科 学 ・技 術 の 専 門 学 科 を別 に設 け
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る場 合 に,既 存の 学 科 の うち 将 来 と も座 安 な意義 があ り,一 般 に

魅 力 あ る 部門 に対 し不 当 な圧迫 と な らない よ う首忘 す べ きで ある。

また,転 換 な しに 全 部を新 規 に 波け る と して も,そ こには そ の 請

迷 の 主 題 に 応 じてそ れ ぞ れ関 係 の深 い既 存 の 学 科の 出身 者 が 補充

さ れ る で め ろ うか ら,そ れ が一 つ の 学 科 と して 一 体 と な って肪 の

通 った学部 学 生教 育 を実 施 しう るた め には,特 別 の 工夫 と努 力 が

必安 とな るで あ ろ う。

第 二 に,情 報 科 学 ・技 術の 専 門 家 の 養 成のために,学 部 レベ ル で

余 り に情 報技 術 のみ に 限 定 した 偏 った 教育 を行 なうことは,基 本 的

な態 度 に 欠 け る もの が養 成 さ れ る恐 れ があ る。 現 存の専 門 学科 に

はそ れ ぞ れ固 有 の学 問 体 糸,基 本 的 な学 習 態度 が あ る。 そ うい う

もの の他 に,情 報 科 学 ・技 術 に独 特 の 学 問体 系や 学 習 態度 が必要

で あ るか とい え ば,必 ず しも必 衰 で ある と簡 単 に はい い切 れ ない.

は っ き りした特 改 を もた ない で車 に 情 報技 術 のい ろい ろ な面 につ

い ての知 識 を 沢山 つ め こ む だ け では,本 当 の 専門 家 は 生 まれ ない

で あ ろ う。

(2}一 般教 養 と して の情 報 技術 教 育

一般 の学 部 学生 に 対 して 一 般教 養 と して情 報技 術 の ことを教 育

す る必 要 が あ るこ とは 明 らか で あ る。 この種 の教 育 は,あ らゆ る

学 部 の ほ とん どす べて の 学科 に 旦 って行 なわ れ ね ば ならない。 情

報 技 術 の 可能 性 と限 界に つい ての 認 織 は,少 な くと も語 学教 育 と

同様 に,こ れか らの 世代 に とっては む しろ必修 科 目の よ うな もの

と して扱 わ れ る こ とで なけ れ ば な ら ない。 語 学 教 育 の 場 合 で も,

そ れ が単 に語 学の時 間 だけ の もの で あ り,そ れ以 外 に 何 の 役 に も
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立 た ない とい うこ とで≒ れ ば,手 習 意欲 も充 分 に は 起 こ らず,し

た が って その 効采 も余 り期 待 で きな・(.旧 領技 術 に関 す る教 育 も,

習 った こ とが す ぐに 他 の こ とに も役 立 つ とい う采 件 が ない と,身

に つい た もの に は な りえ ない。 こ うい う点 か ら考 え る と,こ の 裡

の 教 育 の 囲始 時 期 は,1年 の 後 半 か2年 が よい の で は ない か。 い

ず れ に し て も実 習 は 必 ず 行 なわ なけ れ は な らない。 実習 な しで 講

義 を聞か せ る だけ では,教 育 効 呆 があ が ら ない はか り で な く,却

って有 害 で さ え もあ り うる。 大 勢 の学 生 に充 分 な実習 をや らぜ る

た めには,電 算 戯 本 体,入 力機 器 等 の 設 涌 器 材の 面 とプ ログ ラム

麟 等 の人 員 の面 で,充 分 樹 葉 稔 写じ なけ れ ば 筋 ない.こ の'

た めに は,た とえ ば学 部 共通 の 碗座 と して1講 座 を剃 殺 し,こ れ

にす べ て の学 科の 一般 学 生 に 対 す る情 報 技 術 教 育 の 責 任 を もたせ

るこ とが・有 効 で あ ろ う。

③ 情 報 科学 ☆ よび 境 界領 域,

情 報科学 を基 幹 科学 と して大 学 の教育 ・研 究体 制 の 確 立 を考 え

る場 合,情 報 科学 お よ び これに 関 連す る新 しい境 界領 域 の 諸 科学

の開 拓 が極 め て重 要 で あ る。 そ の ため に は,従 来 の 学部 ・学 科 の

壁 に据 われず,カ リキ ュ ラム を再 編成 す る必 要 があ る。 た とえ ば,

主 専 攻」 副専 攻 の 組み 合 わせ に よ る新 しい カ リキ ュ ラ ムの編 成 と

い う形 も考 え られ る。

この よ う左考 えは,各 大字 で強 力 に押 し進 め られ なけ れば な ら

ない が,一 方,か か る 考 え方 に 即 した 新 しい 構想 に よる大 学 の設

置 を 研究 す る こ と もま た 有 意義 で あ ろ う。

一39一



2.5短 大お よ び 高専

短大 に おい て も,情 報技 術 教 育 を促 進 す る こ とが望 まれ る。 特 に,

適性 あ る女子 をプ ログ ラマ と して 教 育す る こ とは,プ ログ ラマ不 足

の 現状 に壷 十,有 効 な措 置 となる であ ろ う。

高 専 に おい ては,一 般教 養的 コン ピ ュ ー タ亮座 と,卒 業 後 プ ログ

ラマ ない し八 一 ドウ』ニア の 方向 に進 むべ き特 殊 な学 科 とをは っ き り

区 別 して,教 育 体系 を立 て るこ とが好 ま しい。 こ の場 合,一 戒 教 育

に あ って も情報技 術 教 育は 少 な くと も穿 孔 機 等 の実 習 用機 器 を必要

とす るの で,教 育 条 件 の整 備 を急 ぐ必 要 があ る。 ま た,卒 業 生 の一

部 に対 して は,進 学 の道 を開 く ことが 望 ま しい。

2.4高 等 学 校

卒 業 後 就 職 す る 老 に対 しては,コ ン ピュ ー タの基 礎教 育 を施 す こ

とが望 ま しい 。 このた めに は,職 業 高 校 に おけ る教 育用 コン ピュ ー

タの 標 準仕 様の 設定 な らび に基本 的 な学 習指 導要領 の 作成 が必要 で

あ る。

また,進 学 者に 対 しては,一 貫 した 課 程 の中 で コン ピ ュー タ教育

が 考 え られ なけ れば な らない が,こ れ には充 分 な研究 と実験 が 必 要

なの で,進 学 者 に対 す る コン ピュ ー タ教 育 は,〃当 面,実 験 的 段 階 に

と どめ る こ とが 好 ま しい であ ろ う。

可

o

e
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3.提 言 事 項

来 るぺ き情報化社会 に正 しく対処 し うる人材を養成す ること,疎 外
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感 を もつ よ うな大 同 を 作 らない こ と,ま た 情 報 化 仕合 を リー ドす る人

材養 成 に 当 る人 材 を育 成 す る こ とは今 後 の 学 校 教 育 の重 大 な使 命 で あ

る。 そ れ は 新 入 の教 育 と社 会人 の再 教 育 の 二 つ が含 まれ る が,こ の た

めには,各 段 階の 学校 に お い て適 切 な情 報科 学 ・情 報 技 術 ψこ関 す る教

育 が行 なわ れ なけ れ ば な らない。

この 目的 を 達 成 す る た めに は,情 報科 学 ・情 報技 術 に関 す る専 門 学

科の 新 設 とか,教 育 用 コ ン ピュ ー タの導 入 な どが 推 進 され なけ れ ば な

らない が,無 定 見 な改 革 は却 って弊 害 を生 むおそ れ もあ るの で,よ く

検 討 して,適 切 な年 次 計画 な どを作 成 し,教 員 ・施設 等 条 件 を整 えつ

っ逐 次 実 施 す る こ とが大 切 で あ る。 .

亀

●

●

マ`

A.し た が って,わ れ わ れ は早 急 に 実施 す べ き もの と して,ま ず 次の

事 項 を提 言 する。

田 教育 用 コン ピュー タの設 置促 進 と助 成

現 在 学校 に設 置 されてい る コン ピ ュー タは す べ て 研究 用 で あ っ

て,教 育 用 と して は 認め られ てい ない。 よって今 後 は,教 育 用 コ

ン ピュ ー タの 導 入 を促 進す る こ と を要望 す る。 そ のた め には,コ

ン ピュー タの 設備 費 ない しレン タル 費 用,お よび 運転 費 用に つ い

ては 政 府 が 助 成 す る こ とが必 衰 で あ る。 この 場合,政 府 は 年 次計

画 などを作 成 して燐 的 婿 入 拡大 をはカ㌔ること.が望 ま しい・

また,私 学に対 しては教 育用 コン ピュー タの導入のため に行 な

う寄附 金の募集 につい て,免 税宿 直 をとることが望まれ る。

{2}情 報技術 者の養成 と専門学 科担当教 員の充実

大学 陸 け る情轍 術の専門家の養脚 ζ当 ・ては!主 専攻 副
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専攻 とい う形 で カ リキ ュ ラ ムを再 論 成 し,そ れ ぞ れ の 県門科 目に

つ き専 門の 荻 員群 が学 生 を教 育す る よ うにす る。

コン ピュ ー タ専 門 教 育 の 促 進 に と もな って専 門 教 員 の 不足 は ま

す ま す 深 刻化 す る こ とが 予想 され るの で,実 社 会 との入 事 交流 を

活発 に す ると と もに,教 員 の 研修制 度 を確立 して 再教 育 を実 施 し,

た えず 最 新 の加 減 ・技 術 を修 侍 す る よ うな体 制 を 整え る 必要 があ

る。 その 手 段 と しては,教 員 の海 外 留 学,内 地 研 修 の制度 を拡充,

強化 す べ きで あ る。 ま た,妥 貝 不足 に 対 しては 外 国人 講師 の招賠

も考 え られ よ う。

⑧ 学 生 全般 に 対 す る コン ピ ュー タ教 育 の実 施

情 報科 学 ・技 術 の 専 門 学科以 外 の字 生 全般 に 対 して もコン ピュ

ー タの 基礎 を 数 え る こ とは社 会の 要請 で あ り,学 生 自 身 に と って

も有 意境 なは ずで あ る。 よ って,学 生 全 般 に コン ピ ュー タ教 育 の

機会 を与 え る よ う配 慮 す べ きで あ る。

{4}職 業 高校 に お け る コ ンピ ュー タ教 育 の 実施

大 学 にお け る コン ピュ ー タ教 育の 充 実 と相 ま って,商 業高 校 齢

よび工 業 高校 にお い て も,情 報処理 の 基 礎教 育 を 施 すこと が望 ま

しい・ その .ためには・ 学 習 麟 要領 を整 備 し・ か つ 小型 機 に つ

い て の 標準 仕 様 と基本 的 な設 置 基準 を策 定 して,こ れに よっ て 必

要 な 施 設 設備 の 整備 をは か る と と もに,生 徒 の 実習 と教 員の 研 修

の た めの共 同 利 用 セ ン ターの 設置 を促 進 す る必 要 があ る。 政 府 は

これ に 対 し必要 な指導 ・助成 をは か る もの とす る。

B.今 後 充分に検 討 して 実施 す べ き ものと して次 の事 項 を提 言す る。
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⑤ 社 会 人 の た め の情 報 処理 講 座 の 創 設

情 報処理 技 術 者 の 不足 は,社 会 入 の再 教 育 を さけ がた い もの に

して お・り,そ の 解 決 策 と して,大 学の 施 設 ・人 材 を 活 用す るこ と

が 強 く要請 され て い る。 よ っ て,大 学 は社 会人 の再 教育 の た め に

大 学 を開放 し,そ の 施設 ・人 材 を もって 情 報処 理 技術 者の養 成 に

協 力 す るこ とが 望 まれ る。 具 体 的 に は,夜 間 講座 等 を創 設 し 学

外 の 人 材 との 協 同 で教 育 に 当 る方式 が 考 え られ る。

また,テ レ ビ等 の 媒 体を 用い ての 教 育は 広汎 な効 用 が 期 待 で き

る の で,放 送 大 学 な ど適 切 な方途 を講 じ,今 後 ま すま す この 利 用 ・

を拡 大 す る と と もに,ス ク ー リン グ等の 事 後 学 習 に 充分 力 を 注 ぐ

こ とが望 ま しい。

t6i情 報 化 時 代 に お け る学 校教 育の あ り方 の 再 検 討

情 報科 学 ・情 報 技術教 育 を学 校 教 育の 主 要 な科 目 と して とり入

れ るた め には,数 学 等 の 国 連科 目に つい て は小 学校 か ら大 学 ・大

学 院 に至 る現 在の 教 育 体 系 の あ り方 に つ き充分 に検 討 し,各 シ ベ

ル の 学 校 に おい て それ ぞ れ 適 切 な基礎 教 育 を施 す ことが 必 要で あ

る。 大学 に お け る 情報 科 学 ・技 術 に閲 す る 教 育は,従 来 の 慣 行 や

考 え方 に と らわ れ ずに 実 施 す る こ と も大 切 で あ ろ う・ た とえば,

情報 技 術の 専 門科 目の履 修 に つい て は,学 部 ・学 科 の 制 限 を緩 和

す る こ と等 が考 え られ る。

また,既 存 の 大 学 の体 制 に と らわれ ず に,コ ン ピュ ー タ を教 育

・研究 手 段 と して全 面的 に活 用す る とと もに,情 報 科 学 を基 幹科

学 とす る教 育 ・研究 組織 を もつ 新 構想 大 学 を 計画 す る こ と も有 意

義 で あ ろ う。
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各 論

1.現 在 の 学 校 教 育 に おけ る情 報 科 学

情 報技 術 教 育 の 実施 状 況

◆

8

●

輪,

1.1大 学

現在 ・大 学 にお け る情報 処理 技 術者 の 養…成 を主 目的 とす る学 科

と しては,情 報 工学 科,計 数工 学 科,数 理 工 学 科,管 理工 学 科,

経 営理 学 科,産 業 工 学 科 な どが あ る。 このほ か.数 学,電 気,電

子,制 御,経 済 な どの 諸 学科 にお い て も情 報処 理 に 関す る授業 科

目を設 け て拾 り,こ れ らの学 科 か ら もか な りの情報 処 理 技 術者 を

出 してい る。

昭和44年5月 の 文部 省調 査 に よれ ば,昭 和44年4月 現 在 で

情 報 処理 に関す る授 業科 目を開 設 して い る大学 は94校,昭 和43

年3月 卒 業者 の うち,情 報 処理 技 術 者 と して就 職 した者 は869

人 で あ る。

1.2短 大

短期 大学 にお け る情報 処 理 技 術者 の 養 成 を主 目的 とす る学 科 と

しては,能 率科,工 業 計 数料,応 用数 学 科等 が あ り,こ のほ か,

電 気料,電 子工 学 科,情 報工 学 科,商 学科 な ど で情 報処 理 に関 す

る授業 科 目を開 設 してい る。

昭和44年5月 の文 部 省調 査 に よれ ば,情 報 処理 に 関す る授業

科 目を開 設 して い る短大 は,昭 和44年4月 現 在 で24校,昭 和

43年 率業 者 中,情 報 処理 技 術 者 と して就 職 した者 は,55人 で

ある。
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1.3高 専

国公私立の高等専門学校 は60校 あるが,情 報処理技術者 の養

成 を主 目的 とす る学科 をお くもの はない。 しか し情報処理に関す

る授業科 目を開設 している所は,昭 和44年1月 現在で52校 に

達 し,44年3月 卒業者 中,情 報処理技術者 ≒して就 職 した者の

数 は433名 に及 ん でい る。

1.4高 等 学 校

高 等学 校 にお いて は,東 京,名 古 屋,大 阪,広 島,富 山 の各 都

府 県 に あ る商 業 教育 共 同 実 習所 で コ ン ピ ュー タを設 置 し,そ の利

用 法 お よび プ ロ グ ラ ミン グの基 礎教 育 を実施 してい るほ か,10

数紋 の商 業高 校 で情報 処 理教 育 を行 なっ て い る。

また,コ ン ピ ュータの 構造 に関 す る 基礎教 育 を実 施 して い る工

業 高 校 の学科 数 は,電 子 工 学科2n1,電 気 関係 学 科593に 上

って い る。

'■

●

●

パ

、,㌔

2.現 大 学 の 諸 問 題

2.1.大 学 にお け る コ ン ピ ュー タ教 育 の 目的

2、1.1.共 通 目標

情報 化 社会 へ の 移行 期 を迎 え た現代 社会 にお い て,学 校教

育 の果す 役 割 は大 きい。 特 に,大 学 で担 うべ き課 題 は,第 一

に,論 理 的 思考 法 を訓 練 し,コ ン ピ ュ ータの もつ社 会 的効 果

・鴫 ら、血

◎
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や,哲 学 的 意味 を認識 さ せ る こ と。第 二 に,問 題 意 識 を もち,

そ れぞ れの専 門 分 野 にお いて コ ン ピュ ータを利 用 して 研究 を

行 な う能 力 を育 成 す る こ と。 その 手段 と して,プ ログ ラム言

語 教育 を行 な うこ と。 更 に,以 上 の過 程を通 して,コ ン ピュー

タ と人 間 が連 携 して活 動 す る マ ン ・・『シ ン ・シス テ ムにお け

る価値 観 の変 革 を学 生 自身 が実 現 させ てい くこ とであ る。

人間 とコ ン ピ ュータ との 共 存 に よ り発 展 して ゆ く社 会 の 中

セ,人 間 に よる コ/ピ ュ 一夕の正 しい利 用 法 を徹 底 さ せ る必

要 性 に,大 学 が 積 極的 に応 えて い くた め には,こ の よ うな事

柄 の教 育が最 も重 要 な任 務 と なろ う。

2.1.2.課 程 別 目標

前述 の 目標 を達 成す るた め には,な るべ く早 い時期 に コン

ピ ュータの 基本 的使 い方 を教 え,そ れが 特 別の 機 械 では ない

とい う認 識 を もたせ る こ とが 大切 であ る。 そ のた め に は,大

学 学部⑳ 段階 で実 際の 各教 科 の 中で,コ ン ピ ュ ータに な じま

せ てお くこ とが 望 ま しい。

更 に,大 学 院 コー ス に 入 って か ら,選 釈者 に シス テ ム ・エ ン

ジニア,ソ フ トウエ アの デ ザ イ ン等 々の専 門教 育 を施 す こと

が 好 ま しい。

2.1.2.1学 部課 程

学 部 コース では,な るべ く早 期 に,な るぺ く広 範 囲の学

生 に コン ピ ュー タにな じませ,"コ ン ピ ュータとは何 か 〃

コン ピ ュ ータを ど う使 うか 〃 につ い て手 ほ どきす る ことが

大切 で あ る。 そ の た めに,コ ン ピ ュー タの基 礎 概念,ブ ロ
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グラ ミン グの 基礎 知識,情 報 の取 扱 い,評 価 等 に 関す る基

本 的手 法,お よび マネジメン ト・サイエンス.オ ペレーシ ョンズ.

リサー チ等 々に関す る基礎 事項 を全学 生 に学 習 させ る こと

が望 ま しい。

更 に ・その 成果 に立 って それ を伸 ば し,充 実 させ る意 味

でそ れ ぞれ の専 門分 野 の 目的 の た め に,道 具 と してコンピュ

ータを活用 する体験 を得 させ る ことが 必要 で ある
。 現代 に生

きて動 い てい る機 械 に触れ る こ とな く,単 に外 か ら眺 め る

だけ の 講義 に終 る こ とは無 意 味 で あ り,有 害 で さえ もあ る。

この 意 味 で実 習は絶 対 に不 可 欠 で ある。 専 門課程 では,各

専 門 分野 の 従来 の授 業 科 目の 中 で,コ ン ピ ュー タの理 論 と

実 習 を加 味 した講 義が 行 な われ る こ とが望 ま しい。 また,

現 状 を正 しく捉 え るため に,ハ ー ド,ソ フ ト,ア プ リケー

シ ョン等の 歴 史 的考 察 を中心 と した講 義 を比較 的高 学年 に

行 な うこ とは 有効 で あろ う。'

なお ・専 門 課程 は 大学 に よ り独 自の特 色 あ る方 向 に 発展

させ る こ とが 好 ま しいが,そ の 中か ら,学 校 全体 と して特

色 もつた コ ン ピ ュー タ専 門 の単 科大 学,あ る いは 高専 等 が

生 れ育 っ て くる ことが あつ て も よい。

2.1.2.2,大 学 院 課程.

大 学 院 コ ース には,コ ン ピ ュータ'サ イ エンス に 関す る専1

門課程 を設 け,コ ン ピ ュー タの 基礎 理 論,応 用 技術 等 の研

究 者 ・専門 技 術者 を組 織的 に教 育 す る こ とが 望 ま しい。

こ こでは単 な る机 上 の学 に 陥 らな い よ う,事 例 研究 を 中心
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に シス テ ム ・エンジニア リング,シ ス テ ム ・プ ランニン グ 等

の基 礎 を教 え,OR,統 計 的 考 え方 ・手 法,合 理的 思 考 法,

シス テ ム的理 解 の仕 方,等 基 礎 的 訓練 を与 え る こ とが 大 切

で ある。 そ の際,標 準的 な手 法 を小 さい問 題 に.も,自 由 に

駆使 で きる よ うにす る こ とが 肝 要 で ある。

.2.2教 科内 容

コン ピ ュータ教 育 を,学 部,学 科 を問 わ ず な るべ く全学 生 に施

す た め,現 在の 人 文,社 会,自 然科 学の三系列 の 中 に コ ン ピ ュー タ

を組入 れ る よ うに した い。 そ の た めに は,こ の 系列 の 中 にそ れぞ

れ コ ン ピ ュー タを扱 う科 目を新設 し,こ の単 位 の 中 に含 め る こ と

が有 効 で あろ う。

専 門教 育 体 系 に つい ては 情 報 処理 技 術者 の備 え るべ き資質 の 内

容,そ れ に対応す る教科 の共通 的特 質,学 科 の種 類 を明 らか に レ

各学 科 毎 に,種 類 別 に,教 科 の標 準 を決 め る こ とが望 ま しい。

なお,コ ン ピ ュー タを単 に数 学 教 育の 一章 とに扱 う こ とは,不

適 切 で あ る。 コン ピ ュー タの た め に数 学 が あ る とい う考 え は一面

的 であ り,逆 に,数 学 の ため に コ ン ピ ュー タが 役立 つ場 面 もあ る

わけ であ る。 例 えば数 学 の 形式 系,代 数 系 な どの理 論 を コ ン ピ ュ

ー タの論 理 設計,プ ログ ラム言 語 な ど との 関連 にお い て扱 うこと

は 有 効 で あ ろ う し,数 値解 析 の理 論 と コン ピュー タに よる数 値

計算,整 数 論 の 定義 の 発見 な い し検 証 の た めの コン ピ ュー タの 利

用 な どは,む しろ必 然 の 結 び付 きで あ ろ う。
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2.3.教 育 方 法

2.3.1基 本 理 念

学 部 学生 の 教 育 に赴 い て は,学 部 内 で相互 に 閉鎖的 な 枠 と

な らな い よ う,学 科 の壁 を越 え ての 教 育体 系 を進 め る こ とが

好 ま しい。

ま た,学 部 間 に も協 力 の 姿勢 を作 る よ う,配 慮 す る こ とが 望

ま しい。

具体 的 には 各 大学,各 学 部,学 科 で,そ れぞ れ の事情 に応 じ

た形 を とる よ う考 え るべ きであ る。 この こ とは大 学院 に つ い

て も同様 で あ る。

コン ピ ュー タ教 育 の進 め方 に つい ては,具 体的 ス テ ップを

明確 にす る こ とが大切 で あ る。 例 え ばFORTRAN入 門 コ ー

ス終 了後 は 戸うい うコース に進 むべ きかの 指針 を明 らか にす

る等 であ る。 ま た,教 育 効果 を高 め るた め,各 ス テ ップ毎 に

車 前 に履修 して おか ねば な らな い教 科 を明 確 に してお くこ と

が 有 効 で あ る。 この た め,高 校 を含 め た一 貫性 あ る教 育 の進

め方 に関す る指 針,お よび カ リキ ュラムの 標準 比が 必 要 とな'

ろ う。

232教 科 の 編 成

教 科 の編 成 に当たっ て は,前 述 の イ ン タ ー デ イ パ ー トメ

ン タルな教 育理 念 を開 発 す るため,主 専 攻 課程 と副専 攻 課程

と を.体 系的 にた て,よ この 関 係 で結 びつ け た制 度が 有効

に 働 くこ とが期 待 され る。 そ れ に は,必 修 科 目を設 け る と

と もに,学 生に 自由選 択 に よる聴 講 の余地 を残 し,漸 次,そ
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の 可能 性 を高 めて い く こ とか ら始 める こ とが 望 ま しい。

教 員 の 編成 につ い ては,主 専 攻 課程 お よび 副専 攻 課程 の

お の お の に対 して,そ れぞ れ対 応 す る教 員群 を設 け,そ の

組織 化 を図 る こ とが望 ま しい。 その際,1人 の教 員 が2つ

以 上 の教 員群 に所 属 す る こ とが必要 とな る。 そ うす れ ば,

学 生 は 両系統 の教 員 か ら影 響 を受 け る こ とが で き,ま た従

来 の学 部学 科別 の 壁 を破 っ て,相 互 の交 流 と啓 発 が生 れ 易

くな ろ う。

2.33教 材 開 発

種 々の 資料 を集 め,そ れ を基 礎 に優 れ た教 材 を開 発す る こ

とは,教 育 効 果 上極 めて重 要 な 課題 で あ る。'

この 教 材 開発 の作 業 は,現 在 民 間 の一 部 では始 ま っ て い る

が,公 共機 関 や研 究 セ ン ター等 で公 的 に行 な うこ とが 望 ま

しい。 そ の ため に は大 学間 の連携 が 必要 で あ る。 異 な る大

学 に属 す る 同一 分野 の教 員 が 組織 的 に協 力 し,あ る科 目の

中 での教 材 を共 同 作 業 と して開発 す る こ とが 時宜 を得 た方

法 で あろ う。 ここで開 発 され た教 材 に対 して は,教 育 実施

の結果 を必 ず フィー ド ・バ ックす る制 度 を確 立す る こ とが

重 要 で あ る。 なお,こ れ は文 部 省 で も計 画 し,進 めて い る

とこ ろで あ る。

2.3.4コ ン ピ ュー タ ・■一ア シス テ ツド ・インス トラク シ ョン(CAD

黒板 とチ ョー ク,音 声 の み に頼 っ て きた 旧態依 然 た る従来

の教 育 方法 に対 し,近 年,視 聴 覚教 育や テ ィ ーチ ン グ'マ

シ ンを使 っ た プ ログ ラム教 育 が広 汎 に普及 して きた。 しか し,
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これ らの方 法 を用い て も,本 質 的 には 学 級形 態 に よる教 師

一教 材 一生 徒 の 関係 を前 提 と し,教 育 とは結 局 ・生 徒 に知

識 を教 え 込 む こ とだ とい う 従 来 の教 育観 に立 ってい る こ

とは否 め な い。

視 聴 覚 教 育や プ ログ ラ ム教 育 に発想 を得,更 に機能化 した も

の と して 登場 した所 謂CAI方 式 に り,従 来 の既 成 概念 を捨

て,も う一度,人 間 とは何 か とい う根 本 的 問題 に立 ち返 っ

た本来的 な教 育革 新 が可 能 な もの と して 期 待 さ れ る。 こ

れ は,ア メ リ カで は 既 に 数 年 前 か ら実 験 さ れ,一 部 実

用 化 さ れ て い る。 日本 で は漸 く実験 が 開 始 され た段階 で

あ るが,そ うい つた 意 味 で是 非 これ を推 進 す べ き で あ り,

政 府 も大 い に財政 的 援 助 を与 え て ほ しい もの で ある。
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2.4教 員

コン ピ ュー タ専 門教 育の 促進 に伴 ない,専 門教 員 の大 幅 な不 足

が 深 刻 化 しつつ あ る。 コ ン ピ ュー タに実 際触 れ た こ ともな い教 師

も,コ ン ピ ュー タの専 門的 な こ とを教 え ざる をえ な い事 態 さ え起

こっている。 また,専 門の教 員について も,理 工 系 の場 合は否 応 な く

関 心 をも た ざる を得 な い機 運 が進 ん で い るが,人 文,社 会 科学 系

の場 合は 何 の考 慮 も払 わ れ てお らず,自 ら積 極 的 に開拓 す る以外

道 が な い状況 にお かれ てい る。 コン ピ ュー タに な じみ,各 専 門分

野 の 中 で コン ピ ュー タを生 かす 教 育 を要 求 す るた め には,計 算機

設備 と管 理機 構 を備 えた研修 所 を設 立 し,他 専 門 の教 員 に 対 して

も,そ の施 設 を 自由 に利用 で き る よ う運 営 す る ことが不 可 欠 であ

る。(そ れ には,宿 泊施設 や 講義 室 等 を備 え る こ とが 望 ま しい。)
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更 に,専 門,他 専 門 の それ ぞ れ の 目的 に応 じた教 員 の 研 修制 度 を

確立 す る必要 が ある。 た とえ ば,夏 季,春 季 の 授業 休 止 期 間,あ

るい は趣 く短 期 間 に主 要 な大 学 で グ ル ー プ別 の ハ ー ド・トレー ニ

ング を行 な い,必 要 な教 員 には半 強 制 的 に参 加 させ る 制度 とか,

海学 留学 の制 度 の拡 充等 が効果 的 で あ ろ う。

また,こ の教員不足の折か ら,今 後 ますます非常勤講 師 の重 要性 が

増 大す る と予 想 され る。 そ の 中 で,情 報 処 理学 会 ・OR学 会 等 プ

ロ フエ ツシ ヨ ナルな組 織 に講 師 の プー ル と しての役 割 が 大 い に期

待 され る。 そ の斡 旋活 動 には,本 協 会 の如 き公 的性 格 の団体 が 当

た る の も一 つ の方法 で あろ う。 更 に,外 国 人 講 師の招 璃 も教 員 不

足 に対 す る一 策 と して考 え られ る。

●

ザ

4

2.5設 備 ・手段

2.5.1設 置 基準

現 在大学 で使 用 され て い る コ ン ピ ュー タは 全て研 究 用 で あ り,

教 育用 と しては ほ とん ど認 め られ て いな い。 また ・ コン ピ ュ

ー タ教 育 に は実=習が不 可欠 で あ るに もか かわ らず,実 際 に コ

ン ピュー タを実 習 に利 用 して い る大学 は 少 な い。 そ の た め,

早 急 に教 育 用 コン ピ ュー タ を導 入 す る必 要 が あ る。 導 入 に 当'二

た つて は,大 型 時 分割 共 用 にす る か,小 型 分 散配 置 にす るか,

ま た,コ ン ピ ュー タ ・センターについて,学 部 の付 属 にす るか

独立 の セ ンタ ーに す るか 等,問 題 が多 々ある。 これ は,各 大
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学 の 事情 に もよるの で,一 概 に どれが よい と.言い切 るの は む

ず か しい。

管理,運 営 が適 切 で あれ ば,比 較 的大 型 の計 算 機 に よる全

学 共 同 セ ン ター方 式 に有利 な点 が 多 い。 この ため には,管 理;

運 営能 力 を酒 養 す る こ とが重 要 で ある。

また,研 究 用 施 設 お よび 諸教 育 用施 設(CAIな どの た め

の)と して,会 話 型 オ ペ レーシ ョンの可 能 なTSSを 早急 に

整 備す る こ とが望 ま しい。 大 きな大 学 に は各校 に,小 さ な大

学 では,そ れ ぞ れ の 自主 性 が 発揮 され る よ う配 慮 して,ブ ロ

ック毎 シ『共 同設 置 す る こ とが適 切 で あ ろ う。

この よ うな 指針 を与 え る コ ン ピ ュー タ設置 基 準 を,図 書館

等 の 設置 基準 に も見 られ る よ うに,大 学 設 置基 準 の 中に と り

入 れ るべ きで あ る。 その 際,各 大 学 の 事情 や特 色 を十分 認 め

た柔軟 性 の あ る,運 用 可能 な もの に す る必要 が あ る。 中央 教

育審 議 会 は今 後,こ うい つた こ とを考 慮 に入 れ て欲 しい もの

で あ る。

2.5.2運 用

学 生 生 活 に関係 の深 い大 学 事務 管理 や 図書 館業 務 な どに コ ン

ピ ュー タ シス テ ムを とり入れ ることは ,単 な る事務 の合 理 化 に

と どま らず,教 育 面 に も大 きな効 果 が ある。

コ ン ピ ュータの活 用 が生 活 に溶 け込 み,実 生活 の一部 とな り

つつ あ る ことを如実 に示 し,ま た,身 近 な実 例 と して 講 義の

中 に と り入れ る こ とが で き るか らであ る。

と りあげ る業務 と しては,学 生 の 個 人 記録,管 理 業 務,図 書
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館業 務等 が最 適 であ ろ う。 前者 は教 務課(履 修 申告 受付,評

点記入,チ ェ ック等),学 生 課(生 活,健 康状 況 記録,管 理,

奨学 金等),会 計課(授 業料,実 習費,そ の他 の納 入状 況 等)

で従 来 そ れ ぞれ 別個 に行 なわ れ て いた もの を集 中管理 す る シ

ステ ムで ・後 者 は図 書 館 の サ ー ビス一 般,諸 統 計作 成 を中心

とす る。

2.5.3費 用

コ ン ピ ュー タ導入 に 当た って,こ れ を有効 に使用す るため には ,

必要 な人 員 を確保 し,管 理 機 構 を整備 す る ことが非 常 に大切

で ある。 また.現 在は学 生 か ら実 習 費 を徴 収 して い るが,そ

れ に は コン ピ ュー タに要 す る 費用 が入 って いな い。 そ のた め

増 額 しな けれ ばな らな い が,学 生 か らの 強 い反 対 もあ り,困

難な状 態 とな つて い る。

そ こで,コ ン ピ ュー タに伴 な う人 件費 や 保 守費 等 の 経 常費 に

つい て は,政 府 か らの 補 助 が望 まれ る。

●

φ

t

2.6社 会 人教 育

技 術 の急速 な進 歩お よび 情 報 処 理 技術者 の 不足 は,社 会 人の再

教 育 を避 け 難 い もの に して い る。 そ のた めに 大学 は,再 教 育 の体 制

を作 り,そ の施 設 人 材 を もつ て協 力 す る ことが 強 く要 請 され る。

一般 産 業 界 に対 しては ,3.4～5.6年 の実 務経 験者 を対 象 と した,

本 当の 意 味の シス テ ム'エ ン ジニ ア講座 を開 き,高 校 その他 学 校 関

係 教 職 員 に対 して は,共 同実 習 所 等の 機 関 で,コ ン ピ ュー タ'ア プ

リケー シ ョンお よび事例 研 究 に主 眼 をお い た講 座 を設 け る こ とが効
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果的 で あ る。 また,一 般社 会 人 に対 しては ・夜間 講座 ・通 信 教 育 な

どの形 式 で,シ ス テ ム工学,情 報 科学,数 値解 析 等 を主体 に,基 礎

的教 育 を行 な うこ とが望 ま しい。

3.新 構 想 大 学

情 報化 時 代 におけ る大 学の 諸 問 題 につい て は先 に述 べ た通 りで あ り・

適 切 な改 革が 望 ま れ る。

しか し,既 存 の大学 は長 い歴 史 の伝 統 の 上 に立 って お り,現 在 社 会

お よび学 問 の 世 界 に於 け る急 速 な情 報 化 革 命 に必ず しも有 効 適切 に対

処 し うる とは 限 らな い。 ま た,そ の改 革 の参 考 とな り・方 向 を指 し示

す ものが 必 要 であ る。

そ れ ゆえ,既 存 の大 学 とは別 途 に新 し く,時 代 を リー ドす るの にふ

さ わ しい,第 一級 の組 織 と内容 を もつた革 新 的 な新 総 合 大学 を創 設 す

る こ と も 現 実 的要 求 に応 え る道 で あ る と思わ れる。 そ こでわ れ われ

は,資 料(61頁)の ご と き新大 学 の 構想 を ま とめ てみ た。

ここでは,あ くま で個 人の 創造 性 を伸 ばす とい う教育 の 理 想 を追 求

す る こ と を根本 理 念 と し,従 来 の 形態 に捉 わ れ ず,情 報 科 学 を構 成 の

主軸 と して,コ ン ピ ュー タ を主 た る教 育 研 究の 用具 とす る教 育研 究 機

関 とす る もの で あ る。

,

角

■

＼

(●

4.高 等 学 校 の 問 題
●

〔

学校教 育における情報科学教 育は,そ の必要性 の認識の増大 ととも
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に,広 く実 施 され て きて い るが,大 学 と同 時 に考 え なけ れ ば な らな

い問 題 と して高 校 の問 題 が ある。

最 近,高 校 で もコ ン ピ ュー タ導 入 の機 運 が 高 ま ってい るが,機 械.

人材 等の面 で,そ の教 育 は なか なか 進 め に くい現 状 で あ る。 ま た,

現在 の高 校は,ま だ大学 進学 へ の 予備 校的性 格 が 強 い た め,明 確 な

目的,指 導 理念 お よび カ リキ ュラムの 十分 な検 討 が な い と.コ ン

ピ ュー タ教 育は 形 骸化 す る危険 が ある。

高 校生 は,新 しい もの を吸収 す る柔軟 性 を も つてい るの で と くに,

これ か らの 情 報化 時 代 に生 きる人 間 の な すべ き役 割 りを 自 ら発見 で

きる よ う訓練 す る こ とが大 切 で ある。

この 時期 に,進 学,就 職 にか かわ りな く,コ ン ピ ュー タに つ いて

の 基礎 的教 育 を施 す必 要 が ある。 その 際,次 の 諸 点 に留 意す る こ と

が大 切 で ある。

川 中途 半 端 な 知識 の伝 達 に 終わ らな い よ うに配 慮 す る。

(2)処 理 の論 理 的 な筋 道 に重 点 をお く。

(3)実 数 計算 よ りは む しろ整 数計 算 の例 を多 くす る。

④ な るぺ く早 い時 期 に パ ンチ実 習 を行 な わせ る。

⑤ 機 械操 作 を通 じて,情 報 処 理 の仕 事 を実 際 に体 験 させ る機会 、

を.与え る。

そ うすれ ば,大 学 との繋 りもス ムー ズ に な る し,ま,た 実 務 に も応

用 で き,要 員 と して オ ン ・ザ ・ ジヨプ ● トレーニ ングで容 易 に 訓練

され る 素地 の養 成 と して も有 意 義で あ ろ う。

特 に.普 通高 校 と職業 高 校 とでは,コ ン ピ ュー タ教 育 の取扱 いは

区別 して考 え る必要 が あ り,生 半可 な教 育は 却 っ て危険 で あ るの でg
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現情 では まず,職 業 高 校の場 合 につ い て考 え る こ と とす る。

実 際の 教 育 用 コン ピ ュー タ導 入 に当 たっ ては,大 型 機 の 時 分割 使

用 にす る とか,小 型 機 の 分散 配 置に す る とか,種 々議 論 され てい

る。 本 部会 で は,と り あえず 職業 高 校 に小型 ない し超 小 型 コ ンピ

ュー タ を分散 置 する場 合に つ き,そ の標 準仕 様 な らび に設置 基準

は いか に あるべ きか等 検 討 した。

そ の過 程 で,現 場 の学 校教 職 員お よび メー カーの 方 々に集 まって

いただ き・討 論会 を開催 した(資 料3(111頁)議 事 録参 照)
.

これ に 基 づ き更 に調査 検 討 を加え た 結 果,一 応資 料4(211頁)

の様 な結 論 を得 た。

つ
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闇

情 報 化 社 会 を ひ ら く

新 総 合 大 学 の 構 想
▲

第 一一 次 試 案

●
ぐ

ellAdi日 本 経 営 情 報 開 発 協 会

教 育 問 題 研 究 委 員 会
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1.1情 報 革 命 と大 学 の 役 割

(1)知 識経済社 会への転 換

■

▲

途

、

●

㎏

9

●

人類 の文明 は 今 日.そ の進 化 の新 しい段 階へ の 偉 大 な転 換期 へ さ

しか かっ て い る。 科学 ・技術 の 革新 は産 業 社 会 の構 造 のみな らず.

政 治 ・文 化な どひ ろ く社 会 の 全体 シス テ ム にざ ま"ざ まの イ ンパ ク ト

を与 え.こ れ らの全 分 野 にわ た り広汎 に影 響 し.加 速度 的 に急激 な

変貌 を ひ きお こそ うと してい る。 す な わ ち 情報 化社 会.脱 工業 化 社

会(Post-industrialsociety)な い し高度 知 識社 会の 展 開 と

いわ れ るのが そ れ で あ る。

そ こでは.お れ わ れ人類 は この情 報 化社 会 の展 開 に と もなっ て,

す で に提起 され つ っ あ る問 題.ま た今 後 顕在 化 して くるで あろ う諸

問 題 を通 して.激 変す る環 境 世 界か ら絶 え ざる 挑戦 を うけ てゆ かね

ば な らない 。 この挑 戦 に 対処.しつ つ偉大 な転 換 を 成 就 して ゆ くこ と

は.現 代 に おけ る最'大 の課 題 で あ る。

経済 社 会 につ い てい えば.物 財の生 産 ・流 通 が支 配 的 であ っ た こ

れ まで の 経済 シ ステ ム に おい て.今 後 は 創 意 と知識(=組 織 化 さ れ

た情 報)の 生 産 ・流通 を中 心 とす る知 識産 業の 重 要 性が 増大 し.さ

らに進 んで 知識 産 業 を全 産 業 の発 展な い しは新 編 成 の 中核 的 な推 進

力 とす る,い わ ゆ る知識経 済(knowled'geeconomy)へ の移 行 が

注 目さ れ よ う。

この移 行は.知 識産 業 部 門 の た んな る量 的拡 大 に と どま らず.知

識 が.先 進 的 か つ 発展 した経 済 におけ る中 心的生 産要 素な い し中心
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的 生産 資源へ と転 化 してい る点が特徴 的で ある。

② 知的能力 の創造の重要性 ・技 能 か ら知 識へ
_ノ

この よ うな情 報 化 時代 にあっ て.国 力 や 国 際 的 地位 を決定 す るも

のは.か って の時代 に お け る ように,地 理 的 環境 や 天然 資 源 では な

く.知 識水 準や教 育 水準.な か んず く.研 究体 制 と 高等教 育 であ る。

情 報 化社 会に お い て 要求 さ れ るのは,知 識 を生 みだ し.そ れを伝

達 し.応 用 してゆ く知 的活 動 力 であ る。 と くに国 家,企 業.個 人 な

どあ ら ゆ る レベル の シ ステム に おい て.意 思 決定 の組 織 化 とシ ステ

ムの管理 に とっ て決 定 的 な役割 を果 たす ものは.伝 承 的 な 技能 で は

な くして創 造的発 展 を 開拓 し うる理 論的 知 識 で あ る。

技 能 が.経 験 的 な知識 や徒 弟的 訓練 を基 礎 と して習得 された の に

対 して.こ れか らの社 会 で要 求 される 知識 活 動は.理 論 的知識 の優

先.シ ス テム 分析.計 画 ・制御 理 論.シ ミュ レー シ ョン等 の新 しい

科学 的 な知的 技 術 の創造 に よっ て特 徴 づけ られ る も ので あ り.こ れ

は 高等教 育 機 関 に お け る知 識 や情 報 の 体系 的 学 習 に基 礎 を お く もの

でな け れぽ た らな い。 技能 か ら知 識へ とい う社 会的 活動 の移 行 に と

もなっ て.こ こに教 育の質 の変 化が 要求 さ れ る よ うにな るで あ ろ う。

したがっ て,情 報 化 社 会に おい て.大 学 や 研究 所 の 機能 は ます ます

増 大す る こ ととな る。
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(5.)大 学の 革 新

情報 化社 会 において,理 論 的 知識 を 開発 し.こ れ を客 観 的 にテス

トし.集 成 し.新 しい 知識 と革新 の 源 泉 にな る場所 は そ の 社会 の主

要 な機 関 に な る で あ ろ う。

しか しなが ら.今 日現存 す る大 学は い まの ま まで は.課 せ られ て

い る新 しい この 機能 の開 発 に急 速 に 手 をつ け るこ とがで き るほ ど適

応性 に 富み.柔 軟 さ を持 っ てい るか否 か は疑 問 であ る。

既存 の大 学 は.長 い 歴 史 の 伝統 の 上 に立っ て い る。 このた め現 在

社 会 お よび学問 の世 界 そ れ ぞ れ にお け る情 報 化 革 命 か らの挑 戦 に 必

ず しも有 効適 切 に対処 し えず,適 応不 全 に陥 っ て低 迷 し てい る とさ

え いわ れ て い る。 また.昨 今 の大 学 問 題 の推 移 をみ つ め てい る と.

大 学 の 自己革 新 は急 速 に は 困難で あ る とみ られ る。

もち ろん.既 存 の大 学 が そ の自 主性 に おい て.要 す れ ば 自 己革新 、

す る こ とは望 ま しい が.他 方 矛れ とは 別途 に.新 し く時代 を リー ド

す る のにふ さ わ しい.第 一級 の組 織 と 内容 を もっ た 革新 的 な 新総 合

大 学を 創設 し.大 胆 な実 験 を試 み る こ とが む しろ実 際 的 で あ る と思

わ れ る。 これ と既存 の 大 学 との 間 には協 力 も当 然可 能 であ る し.ま

た.健 全 な 競合 のな か か ら も.新 旧 と もに 学ぶべ き ものが あ るで あ

ろ うと考 え られ る。

われ わ れが.こ こに情 報化 社 会 に 対処 す る新 しい 総合 大 学 を構 想

したの も こ うした 趣 意 に よ る もの で あ る。
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L2新 総 合 大学の具 体的 構想

① 情報化社会 をひ らく情報 科学

情報 化社 会へ の発展 の基 盤 にな った の は計 算.通 信.制 御 に 関す

る情報 処理技 術 の技 術 革新 で ある。 この技 術 革 新 が生 産 ・経 営 ・経

済 ・社 会 ・政 治 の全 分 野 にわ たって ひ きお こ しつ つ あ る巨大 深刻 な

影響は す で に指 摘 した通 りで ある が.科 学 的 認識 に おい て も.革 新

的な影 響 を与 え て い る。 す な わ ち.物 質 ・エ ネル ギ ー とな らん で情

報 の概念 は 自然 認識 の基 柱 で あ ると と もに.物 理 科 学,生 物 科学 な

らび に人 文科 学,社 会 科学 の 四大 分 野 を連結 す る とこ ろの基 本 通 路

を あた え てい る。

情 報理 論 の建 設.情 報 現 象の 解明 な らび に 情報 シス テ ム の開発 を

任務 とす る情 報科 学 は,い まや全 学 問分 野 に 関連 を もつ とこ ろの 中

枢的 な役 割 を担 う よ うになっ て きて い る。 す なわち 科 学研 究及 び 技

術 開発 の方法 論 を根 本的 に変 革 しつつ あ る。

知識経 済社 会 へ の転 換 にあ た り.激 変 す る環 境世 界か らの挑 戦 に

対処す る のには.従 来 の伝 統的 イデオ ロギー.伝 統 的社 会哲 学.学

習形態,さ らに 旧教 育 の理 念 を もっ て これ にあ た る こ とは 全 く不 可

能 であ る。 来 るべ き 時代 の諸 々 の システ ムは.人 間活 動 の あ らゆ る

分 野 にお い て ます ま す巨 大 化 し.複 雑 化 して ゆ くの で あっ て'こ れ

らの システ ムを 創 造 し,計 画 し.管 理 し.運 営 して ゆ く知 的能 力の

開 発 は.高 度 の シス テ ム論 的な 素養.サ イ バ ネ ティ ッ クス的知 見 を

要請 す る。
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この よ うな知的能力 の開発は まさしく情報 科学を主軸 とした研究.,

教育 の体制 に まつほかは ないのである。

す なわち在来 の対象別 の縦 断的な学問体系 にと.らわれず.知 識生

産の基本 的方法論を解明 し.知 識生 産技 術を展 開する情報科学 を基

幹 として,新 しい編成 を試み るべ き時代が 到来、しつ つあ る。

``新総合 大学'が 情報 科学 を基幹 とす るのは
,こ の ような理 由に

よるので あ る。

こ こで われわれが提案す る,情 報化社 会 に対処す る新総合大学 な

るものは.従 来 の教育理念,大 学形態に捉 われず.情 報科学 を構成

の主軸 とし.コ ンピュータを主 たる教育 ・研究の用具 とす る教育 ・

研究 機関で ある。

この大学の 目的,機 能.特 徴 として要請 され るべ きものを列記す

れば次の通 りで ある。

① 情報社 会 をひ ら く新 い ・大学像のfi{1造

② 高 度知識社 会を 支え る知識技術 の組織的.効 率的な研究 なら

びに未来社会を リー ドす る創造 的知性 と総合 的な 計画 ・管理 能

力の開発

③ 新 しい時代 に適合 した高度の情 報処理教育.お よび豊 かな教

養をそな えた情報処理 技術者の育成

④ 情 報化時代がひ き起 こすお それがあ る"管 理社 会'の 暗黒面

を克服す る手段の探究 と.こ れを展開す る英知の醸成

⑤ 研究 ・教育のあ らゆ る分野 での国際性 の導入 と国際 的知的協

力

⑥ 大学.研 究所 お よび これ と関連す る知識産業の協力体 制を軸
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と した新 しい 知 能 都 市(イ デオ ボ リス)づ くり.地 域社 会 と の

新 しい 協 力関 係 の創 出

⑦ コ ン ピュ ータを 軸 と した 教育 方法 の 革新.新 しい教 育工 学 の

開発 に よる高等 教育 の効 率 化.な らび に個性 に応 じ て 人間性 を

の ばす 教 育 の実 現

⑧ 情 報 科学 を 基幹 科 学 とす る イ ンター デ ィ シ プ リナ リィな 教 育・

研 究 シ ス テ ムの 展 開

⑨ 社 会 人再 教 育 プ ・グ ラム.公 開 講座.夏 期 セ ミナ ー な どを 通

して のユ ニバ シティ ・エ クス テン シ ョンへ の 努 力

⑪ プPジ ェ ク ト ・システ ムを大胆 に導 入 した 研 究 セ ンタ ー を 中

心 とす る研究 開 発 と.教 育 と研 究の 融合 を成 立 させ る場 の 創造 。

⑪ 旧 来 の大 学 に存 在 した学 部 ・学 科 ・講 座 の壁 を打破 した.流

動 的教 育 体制 の確立

⑫ シス テ ム管 理 技術 に も とつ い た大 学 の管 理.行 政 の革 新。

情 報化社 会へ の移 行 に対 処 す る ことを 目指 す.新 大 学 の構 想 は ほ

か に も存 在 す る し.こ れ らの 諸構想 間の 長 所 短所.既 存 大 学 と の関

連.実 現 手 段等 を比 較す れば.さ らに具 体 的に検 討を 要 すべ き問 題

が発 生 して く るの もまた 当然 で あ る。 そ の よ うな 問題 点 を 明確 に し

進 ん で これ らの 問題 点 の解決 に積 極 的 に努 力す るこ とが 望 ま しい。

こ の意味 で われ わ れ も.全 く自由 な立 場か ら新 総 合大 学 な るもの を

構 想 して見 た 次第 で あ る。

以 下 にのべ られ るわ れわ れ の構想 は.ま だ荒 削 りな も ので.今 後

一 段 と精密 な ものを提 示 した いと考 えてい る
。 こ こでは一 応 の輪 廓

と特徴 を明 らか に す る こ とを 主眼 と し,次 の 諸要 目 につ いて 概 説す
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る こ と と す る。 そ れ は,,(1)規 模{2}組 織(3)カ リキ ュ ラ ム の 組 み 方

{4}教育 機能 と研 究 機 能 の 対応

離(6)学 園 環境(7}施 設 設備

(9}資金 計画 の9項 目で あ る。

(5}教育研究部門 と管理行 政部門 の分

{8)他大学 他研究機関 との交 流

し
曽

竃

●

4

ω 規 模

大 学は,教 育管 理面か らみて学生数 にはおのずか ら適正規模 が

あ るであろ う。われ われは学部 お よび大 学院を合わせ て学生数は

5,000人 を適正規模 とみ る。 学部お よび本学 院 の年限は一応現行

制度 通 りを前 提 とす るが.修 士課 程 は学 部人 員 と同 数.博 士課 程

は そ の1/3と 仮定 す る。 また.現 在 最 も不 足 して い る上 級 情 報処

理 技術 者の養 成 が急 務 で あ るか ら,修 士 レベ ルの 特別 課 程を 設 け.

社 会 人 の再教 育 を こ こで行 な う。 この課 程 は1年 コー ス と6.カ 月

コー ス の2つ とす る。 な お.工 業専 門学 校 の 卒 業生 を 学 部3年 に

受 入 れ る こ とを配 慮 す る。 人 員構 成 は 次 の通 りで あ る。

学 部 学生(1～2年)600人 ×2年=1,200人

(3～4年)700x2=1,400

修 士 課 程600×2=1,200

博 士 課 程200×3=600

小計 4,400

特 別 課 程(1年 コー ス)

(6月 コー ス)

300×1=300

300×1=300

小計 600

合計
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この大学の特徴は.① 学部課程 と修士課程 との間 がほぼ同 じ太

さの パイプで接続 して いるこ と.② 社 会人の再教育 のため に修 士

レベルの特別 課程を設けた こと.③ 工専卒 を受入 れ る道 を開 いた

こ とで ある。

修士課程600人 は学部学生 の1/2が 卒 業就職 し,残 り1/2が

進学す ると ともに,あ との半数 は他大学卒業 者お よび 一般社 会人

の再教育希 望者に よって 占め られ る。

博士課程は修士 課程 卒業生 の2/3が 就職 し.の こり1/3が 進学

ない し他か らの入 学に よって満たされると見 る。

すなわち.こ れを図式化す れば次の如 くなる。

θ

学 部 修 士 博 士
|

2,600 1β00 600

200 200 200

600 600600 600 600 600 ＼
他大学

他研究機関

司100
100 他大学

社会人工専卒

舞4
300

300(年2回)
(

'

↓

舗
5.OOO

内大学院

2400人

●

この結 果 毎年 の卒 業 生は次 の よ うに1,650人 が予 定 され る。
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●

進学

学部卒業 →350

躍
350

進学

修 士卒業 →200

メ讃

特別課程

戸 戸「
300600

次 に教 官団 の規 模 で あ るが.コ ン ピ ュー タ を フル に 活用 す る

こ とを前提 とす れ ぱ.教 育 そ の ものに つ いて は現 行 法 でい う教 授,

助 教 授 以下 助 手 まで を 含 め て教 官 団 の人 員 は,お よそ次 の程 度で

賄 い うる もの と見 られ る。

学

修

博

教官1人 当 り担当学生数

部25人

士15

士5

教 官 数

104人

120

120

合 計(平 均14) 344

4

◆

■

上 記 の ほか コン ピュ ー タを 高度 利用す るた め の新 たな カ リキュ

ラムお よび ソフ トウエ アの 開発 が必 要 と され る(こ の成 果 に よっ

て教 育は た えず 革新.補 強 さ れ る。)そ のた め に教 育部 門 とは別

に,研 究 開発 部 門に 相 当 数 の教 官 団 が必 要 で あ る。 この定 員 を

150人 程度 と想 定 す れ ば.教 官 団 の総 数 は お よそ500人 とな

る。
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教 官 数 教 育 部 門

研究開発部門

344人

156

合 計 500

研 究 開発 部 門156人 の うち 約半 数 は 流動 研究 員 と見 る。 流 動

研 究 員は他 の大 学,研 究所 等 か ら一定 期間来 学 して研 究開発 に従

事 す る研究 員 であ る。

最後 に 事務職 員 であ るが,事 務管 理 は専 らコ ン ピ ュー タを 活用

す る こ とに よ り極 力少 くす るこ とを 目標 とす る。 学生 お よび教 官

団 の 総数 を5.500人 程度 とす れ ば.事 務 職 員は約100人 程度

(55人 に1人 の割合)で 賄 い う るの では なか ろ うか。

y

6

⑬ 組 織

この大 学 はi社会.人 文.自 然.数 理 の 諸 科 学 を有 す る総合 大 学

と して構 想 す るが.学 部 学科 の編成 は従 来 の 学問 の 分類 体系 に捉

われ ず.新 しい時 代 の 要求 に 対応 し うる よ うな 編 成 を とる。

特 に コ ン ピュー タ の利用 が可 能 で あ り.か つ有 効 と考 え られ る

よ うな学 問 分 野,す な わち広 い 意 味 の情 報 科 学 を発 展 させ るこ と

ノ!、

を主 眼 とす る。 具 体 的には さら に検 討を 要 す るが.こ の大 学は大

き く分 けて 次 の3系 列 を もつ こ とに な ろ う。 そ の中 には す で に確

立 さ れて い る学問 領域 のほか.た とえば 次 の よ うな領 域 を含 め る

ことを 重視す る。

o人 文 ・社 会 科 学系(200人)

経営 科 学,計 量 経済 学.計 量 歴史 学,計 量 法 学.計 量 言 語学.
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国際関係論.社 会情報学.地 域科学.政 策決定論等

o理 工学系(300人)

情報 お よび計算機科学.材 料科学.エ ネル ギー科学.シ ステ

ム工学.管 理工学.構 造工学.輸 送現象論 等

o生 物科学 系(100人)

生 化学.生 物工学.医 用 工学.人 間工学.計 量医学等

以上 それぞれの系は従 来の大学の学部 のよ うに相互に閉鎖的 な

枠 とな らぬ よう配慮す る。

また.各 系 の内部 も.政 治学科.経 営学科.._な どとい う伝

統的な学問分類 に立脚 した学科.教 室制度 が固定 化↓.形 骸 化す"

る ことを排除す るよ う留意 す る。-1

新 入生は入学後6ヵ 月程度 は系列分割 を行なわず.適 切な一般

教育を全員 に教授す るこ とにす る。 また特別教養 セ ミナー(Semi・-

narColloguium)に ょり.学 部 課程を通Uて 高度の教 養噺授

け創造性 を養わせ る⇔ これは主 として夜間 に実施 し.一 般社会 人

も参加 できるよ うにす るo

大学院 も従 来 の編 成に担 われず.機 能的 に組 織 し.研 究開発部,

門 と緊密 な連繋を保ち うるよ うに配慮す る。'㌦

O研 究セ ンクー(研 究開発部門)

研究セ ンターはこの大 学 の中枢機関であ り.教 官団が常時'

研究 に従事す る場所 であ り.同 時 に大 学院学生 の教育 の場で

もある。 このセ ンター の使命は 各学問 の分野の研究のほかに

特に.① 情報科学の高度 の研究 と開発.② 大規模 かつ複雑な

るシス テムの研 究開発 竺③教育用新教材 の開発などで.効 率
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的 に 活動 で きる よ うに組 織 す る。

さ らに次 の 諸機 関 が この大 学 に 必要 とされ る。

O情 報 セ ンタ ー

これ は 図書館.ド キ ュ メ ンテー シ ョン ・セ ンタ ー.デ ー タ

バ ンク等 の 機能 を包 含 した 機関 とす る
。

O学 長 室 と事 務セ ンタ ー

こ 入では 大 学管 理 行政 お よび 事 務 サー ビス を取 扱 う。

◎ カ リ キュ ラム の編 成

カ リキュ ラム の編成 にあ たっ て.留 意 す ぺ き こ とが らは .新 し

…

い学問 体系 に適 した体 系化 と多様化.流 動性の導 入 .問 題 解決的

思考法の 開発 な どであ る。 さらにまた.従 来の学科.学 問 の分類

概念 に捉われず.漸 新な構想 を とる ことが望 ましい。

学部の学生は.主 専攻課程 と副専攻課 程を体系的にたてよ この

関係で結びつけた カ リキュラムを履修す る。 学部 課程 の卒業 に必

要 な単位数は.概 ね 現在程度で よい と考えられ るが.そ の構成 は

次の如 き もの とな るで あろ う。

主 専 攻50%

副 専 攻30%

自 由 選 択20%

また.主 専攻課程 に応 じて.副 専攻課程の範 囲が限 られること

になっ てもよい。

教官団は主専攻 課程 お よび副専攻 課程 のおのおのに対 して.そ

れぞれ対応 する教官団の 中に教 官群を設 けて ,こ れを担当し.指
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導 に当 る もの とす る。 そ の際1人 の 教官 が2つ 以上 の 教 官群 に所

属 す る ことが 必 要 とな り.こ れ によっ て従 来 の学 科 別 の壁 を破 っ

て ・相 互 の知 的交 流 と啓 発 が生 れ やす くな るで あ ろ う。

∀

φ

`

、

`/

白

⑥ 教育機能 と研究機能 との対応

この大学 における学科 目編成は ・上記の如 く既存概念 とは全 く
、.

異っ た教育理 念に基づ いて組 み立 てられているので.教 官 の機 能

もか なり弾力的に活用 され る必要があ るとともに.教 官 の教育 責

務 と研究責務 との流動的代替 が円滑かつ効 率的 に運営 されるよ う

配慮 されなければならない。 すなわ ち次の諸事項が保 証され るこ

とが必要で あ る。

① 従来 の意 味 におけ る講座 制の廃 止.す なわち.教 育.研 究.

人事 ・予 算等 のあ らゆ る分 野 で.閉 鎖的.固 定 的 な 運営 方式 を

改 め る こ と

②1人 の教 官 が2～3の 教 官群 あ る いは 研 究 プ ロジェ ク トに属

し 自由化移 動 で き るこ と

③ 研究 の た め にサ バ テ ィ カル(有 給 自由研 究期 間)シ ステ ムを

と り入 れ ・一 定期 間 ご とに.そ の間 教 育 業務 に従事 した教 官 は.

その ま ま の待 遇 にお いて これ に引 きつ 父 くあ る特定 期間 を.自

由 に研 究そ の 他 の業 務に従 事 した の ち現職 に復帰 し うるこ と。

この大 学 の組 織 ・各部 門 の 関 係 を図示 す れ ば 次 の よ うに な る。

一75一



博

士

課

程

学部 ・大学院

学

部

課

程

特

別

⊂

コ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

σ
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▽

レ

◎ 教育 研究 部門と管理行政部門の分離

教育 と研 究は⑥ の ごとき方式に よ り.密 接 に結びつけ られ る と

ともに.教 育 と研究 におけ る効果を促進 させるために.教 官団を

大学 の管理 行政 の 日常業務か ら解放す ることが重要 な課題 となる。

大学 の管理行 政は学長を 中心 に学長室お よび事務 局を配置 し.

各学部 の管理事 務を一元的に処 理す るこ とが望 ま しい。

なお.管 理機構 の くわ しい構成 は別途検討 を要す るが.そ こに
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参 画す る教官は.就 任期間 中は教育責務 を免除す るよ うな配慮が

望 ましい。

管理行 政事 務 の簡素化 と効率化の見地から.コ ンピュータ.そ

の他諸 機械 設備の運転保守.建 物.道 路.公 園等 の諸施設の管理

清掃等は別会社 に委託す ることが便利 であ る。

(◎ 学 園 環 境

相 当広 大 な 地積 に快適 な 学 園都 市 を 建 設す る ことを 目標 と し.

な るべ く都 塵 をは なれ た 地点 を選 び.学 生 にっ いては 全寮 制.教

官 につ いて はす べ て宿 舎付 き とす る。 外 部か ら の流 動研 究 員 に対

して,研 究 の 場 所 は も ち ろん.宿 舎 施 設 を も設 け る。 また.付 属

また は隣 接 の下 部 教 育機 関 も当然必 要 とな る。

建物 配 置は 将来 の各種 の需要 に対 処 し うるこ と.お よび教 育や

研究 の 推進 意欲 を 阻 害 したい よ うに.余 裕 を もっ て設 計 し.道 路.

公 園を 広 くと り,で きるだ け 自然 を保 存 す る よ う心 掛 け る こ とが

望 ま しい。 この学 園を含む 新 都 市 が コン ピュー タ ・メー カー のサ

ー ビス ・ス テー ションや ソ フ トウェ ア会 社 .さ らには 高度 の知識 産 、

業等 も立地 で き る よ うな 知識産 業都市 と して成 長 し うるため の 余

地を もつ こ とが必 要で あ る。

また立 地 地 点 は 清潔 な リゾー ト地 区 に近 い こ とな どは.学 生 お

よび教 官 の学 究生 活 には も ちろ ん.健 康 管 理上 も好 都合 で あろ う。

@施 設 設 備

コ ン ピュー タ が この大 学 の 中枢 設 備 とな るので.コ ンビ■ 一 タ・
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セ ン タ ー に 教育見 お よび 研究 用 にTSS用 大型 機 を2台 設 置す る。

こ れに連結 され る教 育 ・研 究 用 の 端末 機 は一 部 は グラ フィカル ・

デ ィ ス プ レイ 装 置付 の もの と し.視 聴覚 メ ディ アを コン ピュー タ

と結合 して教 育効 率 の向 上を は か る もの とす る。 また大 学全 体 を

ネ ッ ト ワー クで 結び,ど の教 室 か ら もセ ンター の コ ン ピュ ー タが

利 用 可能 な よ うにす る。 そ の際.必 要 とさ れ る端末 機 の 数 は次 の

よ うに な る。

台教 育部 門
、学 部教 室130(各 教室 に1台)

実習室 …(談 義 臨 間棚)

大学院 ・6・q縁 り言論 蹴 蜘)

研究 開 発 部門 研 究 セ 〃 一 …(2人 に1台1人当 り1週8時間使用)

σ

6

、

▲

勺

合 計590

学士 課程 の全 教 室 に端 末 機 を1台 つつ 配 置す る こ とに よ り.1

ク ラス 平均20人 と して130ク ラス が 授業 にお いて 同時 平行 的

に端 末機 を 使用 す る こ とが可 能 とな る。 ま.た実 習 室(5室 を予定)

にそ れ ぞれ20台 の 端末機 を 設置す る こと に よ り.学 生 は1週 間

に1人 当 り2時 間程 度 使用 で き る もc(1と 考 え る。 これ は アメ リカ

"ピ アス報 告.で は 学生1人 当 りの1週 間 の使用 時 間 を30分 と

見積 っ て い るのに 較べ れば,4倍 の時 間 を 見 込 ん だ こ とに な る。

大 学院 学生 は 学 部 学生 の2倍 の 使用 時 間 を 見 込み,研 究 セ ンター

におい ては.教 官 お よび研 究 員が各 研究 室(200室 を 予 定)に

1台 ずつ の 端末機 を もち.時 間 数で は大 学院 の2倍 の 使用 を 見込

む。
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な お.こ の ほか に周辺 装 置 と して中 小 型 コン ピ ュー タを 研究 セ

ンター に若 干 数 配 置す る必 要 が あ る。

次 に一 般教 育 用 と してLOOO人 程 度 を収 容 し うる大 教 室(劇

場 兼用)も 必 要 で あ る。 さ ら に情報 セ ン ター に は 図書 館.ド キ ュ

メ ンテ ー シ ョン ・セ ンタ ー.デ ー タ バ ン ク ,.ラ ソゲ イ ジ ■・ラボ ラ.

トリイ ・放送 施設 ・の設備 が 必要 で あ る。 図書 館は 約2・500人
.

分 の机.椅 子 を準備 す る。 ドキ ュ.メン テー シ ヨソ ・セ ンター は各

種 印 刷 機.複 写機,マ イ クPプ リンタ ー.マ イ ク ロ リー ダー等 の

諸 機 械設備 を そな え る。 デ ー タバ ン クは 教 育 用.研 究用 の各 種 デ

ー タ と .そ の利 用 に必 要 な ソフ トウ■ アを整備 す る。 データバ ン

クの 開発 には 開発部 門要 員 の うち.約 半 数を こ れ に充 て る必 要 が

あ ろ う。 そ して これ らの 諸 設備 は.い ず れ も コン ピュ ータ ・シ ス

テム を採用 し.で き るだ け人 力を節 約 す るこ と とす る。

事 務管理 サ ー ビスの ため のセ ンタ ー に お い ては.コ ン ピュー タ

に よる オン ラ イ ン ・シス テ ムを採 用 す る。 これ と付 随 して学 園 内

に事 務 サ ー ビス用 の窓 口を10ヵ 所 程度 設 置す る。

そ のほ か.研 究 セ ンター と教官 宅 との 間 の通 信回 線 設備.教 官

団 のた めの セ ク レタ リー 制 度 の活用 が 望 まれ る。

●

t'

t

0)他 大学,他 研 究機関 との交 流

教 育 な らび に研 究 の 効率 を高め 成 果を あげ るた めには.国 内の

み な らず 海 外 の大 学.研 究 機関 との 人 的交 流 を 活発 にす る こ とが

肝 要 で.こ の ため には 客 員研究 員制度 の確 立 等 を 考慮 す る必 要が

あ る。 また 海 外,特 に アメ リカに 頭 脳流 出 して い る有 能 な学 者,

一ー7・9一



研究者 を呼 び 戻 して適材 適所 に配 置 し うる こ と も考慮 に値 しよ う。

さらに海外 か ら の留 学生.研 修 員 も積極 的 に受 入 れ る よ うに す る。

また 研 究 の ムダを 省 き生産 性 を 高 め る た め には.研 究者 相 互 の.

連 繋 を 密 に しなけ れ ばな ら ない。 そ のた め には この大学 は.他 の

大 学.研 究所 との 間 の人事 交 流 を 増進 で きる よ うな.有 効 な機 能

を もっ こ とが 期 待 され る。

この よ うな シス テ ムをっ くる こ とに よ り.全 国 の教 官 が こ の大

学 に おい て,教 育 ど研 究 に参加 す る こ とが で き る し,ひ いて は.

こ 玉で開 発 さ れ た成 果 を他 の大学 で利 用 す る こ と も円 滑に行 な わ

れ る よ うにな るで あ ろ う。 そ して.こ の よ うな大 学 が数 多 く設 置

されて.よ い 意味 で の競争 関係 が生 れ る こ とは 学問 の 進歩 に とっ

て も喜 ば しい こ とであ る。 また,こ ふで 開発 された教 材 に 対 して

は.教 育実 施 の結 果 を必 ず フィー ドバ ックす る よ う六 制度 慣行 を

確 立 す るこ とが重 要 であ る。

■

、

●

① 資 金 計 画

この大学の建 設に関す る資金計画 につい ては.別 途 精密な検 討

を要するが.お よその概算を示せば次 の通 りで ある。

土 地100千 坪100億 円

大学 関係建物105315

宿舎関係建物36108

機械器具 関係177

●

◎

,

合 計

で あ る。
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年 々 の 経費支 出 に つ い ては.予 算 の効 率 的 使用 を 第一 と し.総

花的 配分 を さけ.目 的 刑直 接支 出 を原 則 とす る。 ま た予算 配分 に

はPPBSの 手 法 を と り入 れ る。

研究 にっ いて は各 種 の タ イ プが あ り うるが.そ の うち プ ロジェ

ク ト研究 に つい ては 各 プ ロジェ ク ト別 の予 算制 度 を と り.そ の プ

ロジェ ク トは有 期 限 ・多 重 性 とす る。 また 年 々 そ の効 果 測 定 を行

な う。

人事 処 遇 につ いては.従 来 の よ うな年 功 序列 制 を排除 し.有 能

な も のを抜擢 し.能 力 本位 の 待 遇 を与 え る こ ととす る。 教 官団 の

給 与 は産 業界 の 水 準 に劣 らな い よ う特 別 の 考慮 を し.研 究や 教材

開 発 か らも当 然 の リター ンが得 られ る よ うな メ リ ッ トシステ ムを

導 入 す る。

年 間 の運営 費 はお よそ 次 の よ うに見 積 られ る。

教 職 員 人 件 費15億 円

学 生 関 係 費 用15

コンピュータ運転 費用10

諸 物 件 費40

合 計80

諸物 件費 には コ ンピュー タ関係 の賃 借 料 を 含む。

端 末機100千 円 ×590台 ×12月 ・≒7億 円

本 体6億 円 ×2台=1・2'

合 計 19

一81一



1.3建 設 の た め の 手 順,プ ロ グ ラ ム

このような試み は.従 来 の大学制度の基準内で考慮す ることは甚 だ

むずか しいので.ま ず.内 閣 に新大 学建設委員会のご とき審 議機関を

タ

設 け.新 大学 の性格.目 的.具 体的構想.教 科内容,建 設手順.建 設

予算等 につ き研究討議を重ね る ことが必要であ る。

性格 と しては 特別法に もとつ く国立 の機関と し.教 育は原則と して

授業料 と国 の支 出金 で賄 い.研 究は すぺて国の支出金 に よる。 また外

部社会か らの研究委託 も受入れる ことがで きるよ うに考慮す る。

建 設の順序 としては.当 初は 小規模 な段階か ら着手 し.4年 程度 で

完成 する ことを 目途 とす る。

わが国の場合.上 級情報処理 技術者ρ 養成 が焦眉の問題 となってい

るので.ま ず最初 に.修 士レベル の課程を開設するのが有 効であ る。

よって ここでは.い わゆる学年進行 に基づい た年次 計画に捉 わ れず.

学部課程お よび修士課程 と研究 開発部門の設置 から着手す る。 人員 も

初年度は各100人 程度 の規模 から出発 し.年 々拡大 して行 くととも

に.学 科 の編成 も教材開発 の進捗 に合 せて実 施す る。建 設順序は次 図

のよ うに教育 ・研究 開発部門は3年 間で整備 し.大 学の全課程は4年

間で揃 うよ うにす る。
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第1年

建 設 順 序

1教 育 ・研 究 開 発 部 門200人

学 部 修 士 博 士

・『 ・司 }
{

100 100

＼他姓
¶

社会人

第呼

べ

巨]… 幽 人

国 育 ・研 究 開 熱 川35・ 人

学 部 修 士 博 士

1年
2司

特

別

已 年 、1叫 1
100

1年i…
100

↑

階
200

年

200

・年12・ ・

・月1…

合計

『oo人

第3年

1教 育 ・研 究 開 発 部 門{ 500人

士

}2年

舗
1,100人

学 部

1年
2年 亙

100

200

400

メ奇 特
工
専 別
卒

豊

年1

士

一
年2

豊

作

合 計

2.300人

002002

003

100

400

・年1…

6月
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第4年

教 育 ・研 究 開 発 部 門 500人

合計
学 部 修 士 博 士

1年
2年

3年
4年

1年
2年

1年 2年
3年1

100 100

200 200200

400 400

300

300

6004年 已
1年

100100

特

別
6月

一

3,600人

b

6
.

4

●

この よ うな新 大 学 は複 数 個存 在 す るの が 望 ま しい。 新 国 土総 合 開発

計 画 に則 り.ま ず,中 央 管理 機 能 都市 で あ る東京.大 阪 付近 に建 設 し.

つ いで地 域 開 発 の大 規模 プロ ジェ ク トと して.名 古 屋 お よび 地方 中核

都 市(札 幌.仙 台.広 島.福 岡 等)に 漸 次 建 設 す るこ と を考 慮す る。

こ のよ うな新 大学 を構 想 す る場合.あ らゆ る面 で現 行法 規.現 行 制

度 との ギ ャ ップが問題 とな る で あ ろ うが.基 本 的 には 現行 制度 ・慣 行

に捉 わ れず.漸 新 な構 想 で.緻 密 に計画 し.大 胆 に 実施 して 行 く とい

う態 度 が 必要 であ ろ う。 た とえ ば.現 在 大 学 院 コース で博 士 にな る ま

で には 少 く とも5年 を 要 す るが.成 績優 秀 な ものは これを 短縮 し うる

途 をひ らく こ と.ま た.国 家公 務 員試 験 に つい ても一部 改 正を 考 え る

ことな どで あ る。 そ して管理 職 に つ く前 に一 般社 会人 お よび 公 務 員等

が.こ の 大学 の大 学 院 に再 入 学 して上級 専 門 教 育 を うけ る よ うな慣行

一84一
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をっ くる こ とは.情 報化社 会 の発 展 の た め に大 い に役 立つ で あ ろ う。

教 官 の登 用 も.旧 来 の慣行 に捉 わ れ るこ とな ぐ.広 く人 材 を 採用 す る。

また.こ の よ うな新 大学 が効 果を 発 揮 し うる た めに は.有 効 な コー

ディ ネー シ ョンが 確立 され なけ れぽ な らない 。 そ して大 学 全体 の企 画

を 計 画立案 す る特 別機 関(OfficeofInstitutionalResearch)

を大 学機 構 の 中 に くみ こん で,リ サ ー チ ・オ ン ・リサ ー チ の手 法 を開

発 す ることが大 切で あ る。
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あ と が き

コ ン ピュー タ の急 速 な発 達 普及 に伴 い.情 報処 理 技術 者 の養 成や .コ

ン ピュー タ の高 度 利用 に 必要 な知識 ・技術 の教 育 が社 会 的 に重 要 な問 題

となっ て きた の で.本 協 会 で は教 育問題 研 究 委 員会(委 員 長北 川敏 男 氏)

を 設 け て.来 るべ き情 報 化社 会に 対処 す るた め に必 要 な 教育 上 の諸問 題

につ き 研究 を 開始 して い る。 こ の委 員会 には3つ の部 会 が設 け られ.そ

れ ぞれ の分 野 に おけ る問題 の 解明 と対 策 の研 究 を行 っ て い る。 すな わち.

L大 学 問題 部会(主 査森 口繁 一 氏)で は.大 学 を 中心 とし.学 校 全般

に亘っ て コン ピュー タ 教育 を い か に定着 さ せ るべ きか,教 育用 コ ン ピ

ュ ータ の 標準仕 様.配 置基準 は ど うあ るべ きか 等 の 問題 につ き具体 的

な検討 をす すめ てい る。

2、 再 教 育問題 部会(主 査 大 野 達男 氏)で は.官 公 庁.企 業 等 のL－ ザ

ー にお け る コン ピュ ー タ教 育 の問 題 を扱 っ てお り.産 業 界 にお け る専

門 要員 の 養成.一 般 管理 者 層 の教 育 の 実態 調 査 を 近 く行 な う予 定 で あ

る。

3.各 種 学校 問題 部会(主 査 高柳 晃 氏)で は.情 報処理 技術 者 を 養 成 し

て い る各 種 学 校 に つ き.そ の 経 営状 態.教 育問題.教 科 内容.就 職 状

況 等 の問題 にっ き調 査 して お り,近 くその 結果 を 発表 す る段 階 であ る。

これ らの3部 会 を全 体 的 に まと め る もの と して.総 括委 員会(委 員

長北 川敏男 氏)が あ り・.各部 会 の 連絡 調整 を 任務 とす るが.緊 急 に対

策を 講 ず る必 要 の あ る問題 等 につ き提 案 し.ま た 各 部 会に指 示を 与 え

てい る。

こ こに提 出す る"情 報化社 会を ひ ら く新総 合 大 学 の構 想 ・は.総 括
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委 員 会 に お いて 緊 急 に提案 さ れ.大 学 問題 部会 で 作業 した もので あ る。

コン ピュ ー タ に 関す る教 育 につ い て検 討 を す す め る とき .単 に技 術者

養成 の 問題 だ けで はな く.そ れ を こ えた よ り高度 の知 的 能力 の総合 的

開発 を 検 討す る ことが 必然 的 に要 請 され る。 こ の要請 に こた えるた め

には.情 報化社 会 を き りひ ら く基 本 的 な方 略 を構 想 し なけれ ば な らな

い。 こ こに提案 す る``新 総 合 大 学 の構 想(第 一 次試 案).も この趣 旨

に基づ くも ので あ る。

わ が国 の大 学問題 が 重大 な転 換 期 に直 面 して い る現 状 に鑑 み,来 る

べ き情 報化社 会 にお け る理 想的 な大 学像 の 素描 を示 す こ とは ,国 家 ・,

社会 に対 して有 意 義 であ る とわ れわれ は 考 え る。 この 提案 は第 一次 試

案 で あ るが.各 方 面 に お い て論議 の素 材 とし'ていた だ け るた らば まこ

とに幸 い であ る。
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未 来 の 学 生 生 活 像
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2.1学 生 市 民A君

亀

さ

そ っ と時 計 をの ぞ い た。 あ と20分 。

2時 限 目の微 分方 程式 の 講義 が続 い て い る。 さ し もの 大教 室 も、150

人 を こす 学生 がて ん でに各 自 の好む 場 所 に陣 どって熱心 に耳 を傾け て

い ると,一 種 の魔 術 の よ うな ものが教 室 を支 配 し,パ ラパ ラでは ある

が 満 席 で あ るか の よ うな錯 覚 に と らわれ る か らふ しぎだ。

たん たん と学 生 に語 り かけ て い たT教 授 が言葉 を切 り ひ と息 いれ た。

「この ぶ ん だ と,ま た 延長 だ な」

丁教授 は オーバ ー ランの 常 習犯 で ある。A君 は観 念 した。

だが2時 眼 目のオ ーバ ー ランは痛 い9食 堂 が混 むの で ある。A君 は

午 後S君 と会 う約 束忙 な一っ てい た。

い つだ った か.30分 も延長 され て,と うと う 昼 め しを食い そ こな

っ だ ことがあ るv

「こん どの 集会 で 問題 に してや ろ うか」

・竃

■

●

明 る い秋 の 日差 しが壁 面 を斜 め に よぎ り,さ わ や か 方空気 が 流 れ た。

教 室 の 正面 には 大 きなス ク リー ンが,昔 の教 室 な ら ち ょ うど黒板 の

あ った位 置 におか れ,そ の下 の教卓 のそ ばに コン ピュー タや ビデオテ

ー プ ,ス ライ ドの操 作卓 が あ る。

昔,教 室 に黒板 は つ き もの で あっ た。 これ は実 に単純 な もの で,教

師 は 黒板 に書 きなが ら,知 識 の シ ャ ワー を学 ぶ者 に あびせ た。 学 生 は

黒 板 に書 い て あるこ と以 外 に頭 を使 うこ とは め っ た に なか っ た ので あ

る。 黒 板 一 そ れ は権 威 主義 の象徴 で も あっ た。
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こ の大 学 では すでに黒 板 とチ ョー クは教 室 か ら姿 を消 し.そ のか わ

り に コ ン ピュー タの ター・ミ ナルが お・か れ,ス ク リー ンがか け られ て い

る。 これ らの装置 を黒 板 と同 じに使 って 講 義 が進 め られて い くの で あ

る。

「 さて,い ま ま1での話 で,微 分 方程 式 の解 の存 在 につ い て事情

はか な りは っ き り した と思 い ます。 要す るに,わ れ われ が解 の存 在 を

論 議す る ときは,た だ単 に解 が あるか ない か を考 え るの では な く,か

くか くの性質 を もつ 解 が あ るか ど うか を問題 に してい る の で あ る。 ど

ん な解 で もと もか くあれ ば よい とい うもの では ありませ ん。 と くに こ

の こ とは応 用上 大切 な点 で あ ります」1

こ うい って 学生 の反応 を確 か め る よ うに,丁 教授 は教 室 を見 まわ し

た。

「先 へ 進 む ま え に,具 体 的 左例 を二,三 や っ てみ ま しょ う」

真空 管 回路 の あ る種 の 電気振 動 の方程 式 が ス ク リー ンに書 き出 され,

ター ミナル装 置 か らFORTRAN形 式 で方程 式 が入 力 さ れ た。

間 も左 く大 ぜ いの視 線 を集 めな が ら,ス ク リー ン上 を解 曲線 が ス ル

ス ル との びて行 く。

方程 式 のパ ラ メー タを少 しずつ 変 え ると,解 曲 線 の現 わ れ方 も少 し

ず つ変 わ った が.パ ラメー タ の値 が あ る臨 界 点 を超 え た と き,解 の 行

動 は ガ ラ リ変 化 し た。

ア ッとい う驚 き とも,ホ ゥ とい う感 心 ともつか ぬ 小 さ な感歎 の声 が

拡が っ た。 新 鮮 な感動 で あった。

め ず らし く授 業 は時 間 通 りに終 った。 ノー トを鞄 に しま う音,席 を

立つ 音 がほ うぼ うで起 り,前 列 の二.三 人 が質 問 に教 卓 へ 集 ま る。 い

一白一92一
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つ もの 風景 だ。

か くてま た新 しい離 合集 散 が始 ま る。 この 大 学 で は,科 目の選 択の

仕 方 が 非 常 に 自由 な の で,殆 ん ど毎 時 間学 生 の顔 ぶ れが ちが う。

わがA君 は こ の 大学 にす っか り満足 してい た。 か れ は理 学 部数 学科

に在 籍 す る2年 生 で ある。

実 はA君 は以 前,他 の 大学 に入 学 したの で あるが,入 学 当初 の希 望

は 日を経 るに っ れ色 が あせ,や が て大 きな失 望 に変 わ って い った。 当

然 の な りゆ きだ っ た と思 う。

自由 に もの を考 え,友 だ ち と議 論 を交 わ し,学 問 に精 を 出 し,青 春

を謳 歌す べ くはい って来 た大学。 しか しそ こには 彼 が心 に描 い てい た

大学 は 左か っ た。

(単 なる幻 想 .に過 ぎ なか っ た のか)た だ一 人 不安 な毎 日を過 ご し

て い たが.や が て そ れ に も慣 れ た。 目的意識 を失 い.漫 然 と した生活

を続 け る よ うに な り,将 来 に希望 をつftぐ 目標 を見 出せ ない で無 気力ー

の毎 日を送 っ てい たAは 新 しい大 学 の設 立 を知 った。

い ろい ろ と悩 ん だ末,1年 間 を棒 にふ っ て こ の新 しい大学 を受 験 し,

第1回 生 として入 学 したので ある。 い まふb返 って み る と,前 の大 学

に は悪 い が,そ の欠陥 が よ くわ か る よ うな気 がす る。

ま ず,欠 陥 の第 一 は,教 養課 程 の学 科 目が必 ず し も専 門 課 程 の教 育

に密 接 に関 連 せ ず,高 校 の繰 り返 しに す ぎない ものす らあ り.全 く期

待 は ずれ だ っ た。 それ が大 学 い の もの につ い て大 き な失 望 と疑 問 を与

え る結果 にな った。.要 す るに,教 養 課 程 は 向学 心 をそ そ るべ き新 鮮 な

刺 激材料 をそ ろえ てい なか っ た よ うであ る。

第二 に.選 択科 目が沢 山 あ る とは い うもの の,時 間割 編成上.必 修
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科 目 と実質 的 に変 りは な く,い ろい ろ な制 約 条 件 があ っ た り して,本

当に 勉強 したい科 目 を 自由 に選 択す るこ とは 不可 能 だ っ た。,

新 しい 大 学は す べ て の点 で以 前 と異 なっ て いた。.入 学 して最 初 に出

た授 業 は 英語 の時 間だ っ たが,テ キ ス トは方ん と英 文 の集 合論 の教 科

書 で あっ た。

専 門 課程 の教 育 は 外 国語 で書 かれ た専 門 書 を読 み,論 文 を書 き,あ

るい は 意 見 を発 表 す る 能力 を要 求 してい る に もかか わ らず,従 来 は外

国語 の教 官側 の都合 で,文 学 書 ば か り読 ま され ていた の では 〕をいだ ろ

うか。

新 しい大 学 で は これ が改 め られ,語 学教 育 は専 門課 程 の領域 の なか

まで拡 げ られて い た。 ま た,数 学科 の学生 で も言語 学 を専攻 し て よい

し,生 物 系 の学 生 で海 洋 学 を 選 ぶ こ と も自由 で あっ た。 学生 は早 くか

ら専 門の科 目 に触 れる機 会 が 多 く,(大 学 に入 学 した の だ)と い う感

激 を味 わ い,体 の なか に強 い上 昇気 流 が起 っ て くる のを 感 じ とる ので

ある。

コン ピュー タ ・シ ス テ ムは 大幅 に取 り いれ られ てい た
。 数 台 の大 型

コ ン ピュー タとオ ン ライ ンで結 ば れ た各 種 の ター ミナ ル装 置 は教 室
.

実 習 室 な どに おかれ,講 義 や 自習 に 自由に使 うこ'とが で きる。

こ の 大学 で は コン ピュー タ使 用 がす べ て の前提 に 左ってい るの で,

まず 新 入 生は 半年 間徹 底 した コ ン ピュー タ教 育 を受 け る。 こ の授 業は

ティー チ ング ■・マ シ ンを使 った個別 指導 で,演 習 中心 で ある。 学 生一

人 ひ と りに コ ン ピュー タ 。ター ミナ ルが 当て がわ れ てい るの で.コ ン

ピュー タが そ ば にな くて も,マ シン サイ ド 。テ ィー チ ン グ と全 く同 じ

で ある。
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コ ン ピュー タ教 育は,プ ログ ラマ 養 成 が狙 い なの では勿 論 ない。 コ

ン ピュー タ κ振 りまわ され ず,こ の新 しい ツー ル を各専 門分野 で 使 い

こな し.そ の 結果 の意 義 を正 しく評価 で きる人 間 の育成 が コ ン ピュー

タ教 育 の 目標 な の』だ とい う。 防 衛 大 学校 で は一 人 残 らず トラ ック の運

転 を学ぶ が,だ か ら といっ て防 衛 大学 校 は トラ ック運 転手 を養 成 して

い るの では ない の と同 じで あ る。

A君 は最 近(オ レ も変 わ っ たな)と 思 う。 毎 日の 充実 感,未 知 へ の

挑戦 。 一年 半 まえ の 入学 の と きで あ る。 成熟 した 蝿 の幼 虫 が設 を破 っ

て変 生す る よ うに,ひ らか れ た新 しい世 界 に 目をみ はっ た の は。

そ の 当時 の こ と を 日記風 に ふ りか え って み よう。

4月5日 入学 式 桜 の花 咲 く中 に喜 々 と して肩 を並 べ る新 入 生

を迎 え る4月 は 大学 の もっ と も華 やか なシー ズ ンで あ る。 式 は1時 間

ぐらい で終 わ った。 初 代学 長 の話 は 現 代社 会 の性 格 づけ に 始 ま り,本

学 の教 育 の主眼 は,知 識 の詰 め こみ では な く,創 造 力を の ば し,個 性

を 発 揮 させ る こ と,い か にす れ ば 必要 な情報 を 集 め,分 析 し,自 分 の

頭 で考 え て正 しい 判断 を 下せ るか を教 え る こ とで をる と力説 した。

午 後 は事 務 局,図 書 館,厚 生 部 か らの説 明会 と 入寮 式。

4月6日 新入生 オ リエ ンテ ーシ ョ ンを学 部 ご とに行 な う。科 目

の 選択 の仕 方 につ い て こま か い説 明が あ っ た。

「講義 要 目」 に書 い て あ るよ うに,ど の 講義 も い くつか の ス タンダ

ー ドなモ ジュール か ら成立 って い て,週 ご との 進 度 予 定が添 え てあ る。

これ と時 間割 を見 く らべ な が ら履 修 科 目を 選 択 し,自 分 の時 間 割 を作

成す るわけ で ある。 ただ し,Rの 科 目を受講 す るには,Pの 科 目全般

とQの 科 目の どの 部 分 の 既 修 が 必要 で ある と い う制 約 条 件が あ る。
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お どろ い たの は,時 間割だ。 ふ つ う時 間 割 といえ ぱ一 枚 の 紙 が常 識

・なの に,こ この は週 刊 誌 ぐらい の一 冊 の 本 で あった。 ・

午 後 は 科刑 に わ かれ て,細 部 の 指導 が あ った。 学 生 一人 一 人 に ク レ

ジ ッ トカー ドの よ うな ものが 渡 され た。 教 室 には い る と きは,こ れ を

入口 の機 械 に さ し込 んでガチ ャンとや らないと欠席 に なるのだそ うである。

図書館 で も,事 務室 で も,生 協で も この カ ー ドが ない と利 用で きない。

寮 か らま とめて市 役 所 に 住民 登 録 を する 。手.続 きと い って も大 学 の

コ ン ピュー タか ら市 役 所 の コン ピ ュ ータへの 情 報の 伝 送 にす ぎない。

これ で晴 れ て こお学 園 都 市 の住 民 に なった 。 学 生市 民 とい うわ けか。

住 民番 号 の 下5桁 は学 籍 番号 と同 じで ある。

夜お そ くま でかか って講 義 要 目と時 間割 を首 っ引 きで履 修 希 望 科 目

を選び 出『し,マ ー クセ ンス ・力 … ドに記 入 した。

や っと離・陸 したど い う感 じ。

ワ

,

ふ
▲

(弱 った な)

内 心 そ う思 い な が ら,A君 はS君 のほ うを見 た 。Vネ ッ クのS君 は

社 会学 部の 一年 生 で,A君 と同 じ くH高 の 出身 で あ る。

A君 とS君 はH高 の 秋の 文 化祭 に テ ィー チ インの ス ピー カー と して

招か れ て い た。 先 輩 と して断 る わけ に いか なか った。 テ ー マは 「学校

教 育 につ い て」 で ある。

実 の と ころ,A君 もS君 も教 育 に つい て 日頃 ま とま っ・た 考え を もっ

て いた わけ で もない の で,少 し討論 して考 えを ま とめて お きたか った

し,ま た当 日の発言 内 容 も調整 し ておか ね ば な ら なか った。

さ き程 か ら芝生 で 話 し あ ってい るの だ が,さ っぱ り話が 進ま ない の
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で あ る。

時 期 は ず れ の 蝶が 風 に流 され な が らヒ ラ ヒラ と舞 っ てい っ た。

「要 す るに教 育 とは 何 か っ てい う ことなん だ。 ほ くは,・教 育内 容 が

時 代 と ともに変 わ っ て きた よ うに,教 育観 も変 わ って きた と思 う」

「そ の時 ど きの社 会 に よって も違 うだろ うな。 だ が一 体,人 間は 人

間 を なん の た めに教 育 す るん だ」

「体制 の維 持 と文 化 の伝 承 ・・…・で もない か な。 ゆ うべ 図 書 館で読 ん

だの だ が,要 点は こ うなん だ」

A君 に よる と

人 間は社 会 生態 学 的 な存 在だ か ら,「 教 育」 も歴 史の 時代 時 代 に応

じ て全 く異質 の もので あるは ず で ある。 だ か ら,「 教 育 は いか にあ る

べ きか」 とい う問 いは無 意味 で あ り,む し ろ ラ ジ カル な問 い は 「今 日

に お い て 教育 は いか に あ るべ きか」 で なけ れ ば な らない とい う。

封 建 時 代 には,社 会 的秩 序 の タ イプは 比 較 的変 動 の ない もの で あ る

か ら,そ の 中 で の 個人 は特 定 の 年 令集 団,氏 族,カ ース トな どの固 定

した集 団 の一 員 とい う形 を とる 。人 は 過 去何 世 紀 に わ た っ て ほ とん ど

修 正 を 受 げ ず に続 い て きた行 動 様 式 を 理解Lそ れ に 満足 す る ことを

学 び 取 らなけ れ ば な らなか った 。 自 分の 意 志 で選 択 で きる人 生 の 目標

は きわめ て小 さな範 囲 に しか な か った の で ある。 伝 統 指 向型 の人 間 が

封建 時 代 に期 待 す る人 間 像 で あっ た。

これ に対 し,資 本 制 の 成 熟期 の人 間 の社 会的 性 格 は 内 部 指向型 で あ

る。 内 部 指 向が 中 心 に な った社 会 では,同 調 性 も大 切 だ が,個 性 は そ

れ 以 上に 尊重 され る。 さ らに進 ん で高 度大 衆 消費時 代 には い る と,内 .

部指 向型 の人 間 た ちは"窮 乏 感"に よ って動 い てい た が,そ の心 理 は
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や が て通 用 しな く な る。

高 度大 衆 消費 時 代 下の 社会 的性 格は 「他 人指 向型 」 で ある。 つま り

個 人の 方向 づ け を決 定す る の は同時 代 の人 であ る。 この 種 の人 間の最

も大 きな 関心事 は 集団 の サ イ ンで あ り,彼 の 行 動 の エネル ギ ーは 集 団

か ら疎 外 され る ことへの 不 安 か ら発生 す る。

つ ぎに来 る 時代 一 情報 革 命の洗 礼 を 経 て変 生 す る 社会 の 人 間の 社

会 的 性格 は どん な もの だ ろ うか.そ れ は内 部 指向 型 と外 部 指向型 と相

対 立矛 盾す る二 つ の もの が止 揚 され た社 会的 性 格で あろ う。 集 団の一

員 で ある ことへ の 深 い関心 と,集 団に 属 しなが ら同 時 に創 造 者 と して

の人 間 の独 創的特 性 を集 団 のた め に生か そ うと努 める 性格 が 形成 され

る だろ う。

変生す る社 会の 人間 は他 人 か らの信 号 を細 心 に 総合 しな が ら,そ れ

を 内 化 して独 創的 な 信号 を発 し,発 した信 号 に よ って起 った 変化 を フ

ィー ドバ ッ ク して再 び 内化 し,新 たな独創 的 信 号 を発 す る こと とな る。

この よ うな社 会的人 間 に対 して有効 な教 育 の方向 は,地 域社 会 にお

け る多様 な グル ー プ ワ ーク と多様 な オ ピニ ヨン リー ダ ーの 養 成 で あ る

と言 え よ う。

教 育 とは教 壇 の上 か ら下 へ向 うての知 識 の授 受 で あ る とい う考え 方

は,き わ め て権 威主 義 的 な もの で あ り,そ の方法 が い かに 無 力 で あ る

か は,今 日明 らかに な っ てい る。

教 育 は 押 しつ ぶ され る程 ぼ う大 な知 的遺 産 に現代 で得 た もの を さ ら

に つけ 加え て,つ ぎの 時代 に 引 き継 ぐの では な く,こ の う ちか ら本 質

的 な ものを 選 び,体 系 的'に して若 き世代 が未来 に 目を向 け,身 軽 に 活

動 が で きる よ うに引 継 ぎを しなけれ ばな らな い。
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従 来の 教 育は 考 え る とい う こと を教え て くれ なか った 。

教 え る者 は学 ぶ者 が 進 ん で問 い を 発 し,自 ら問題 を解 決 し得 る 力を

自 らの中 に 培養 す る方 向 に導 く もの で な くて は な らない。

以 上 がA君 が 読 ん だ論文 の要 旨 で あ る。

「偏 った意 見 だ が,教 育問 題へ の ア プ ローチ を学 ぶ者 の ビヘ イ ビア.

の解 明か ら出 発 しよ う と い うわけ だ な」

「そ うなん だ。数 年 前 のい わ ゆ る大 学紛 争,あ れ は 実 に いろん な多

くの問 題 を提起 したの だ が,問 題 は大 学 の あ り方 の 欠陥 だけ で な く,

教 育観,社 会観 を 根 底 か ら問 うま で に拡大 した。 ちょ う どその ころ の

社 会 は,人 類100万 年 の 歴 史 の うえ で,か っ て経験 した こ と もな い大

き な転換 期 に さ しかか ろ う と して いた とい うん だ。 つ ま り情報 革 命 と

い う社 会革 命 が進 行 す る き ざ しを見 せ ていた わけ だ。 一 つ の危 機を迎

え た とい う自覚 と と もに,新 しい社 会 に対処 す る教 育 はゼ うあるべ き

か,教 育 は そ もそ も何 の ため に行 な うのか とい う,も っと も基 本 的 な

問 題 が ラジ カル に問 われ た わけ なん だ」

「ぼ くは教 育 の大 衆 化 とい う点 か ら少 し調 べ てみ た の だが,日 本 人

は元 来 教 育 に は実 に熱 心 な国民 だ な」

S君 に よる と

明 治 政府 の予 算 書 に は,ぼ う大 な予 算 が 惜 し気 もな くヨ ー ロッパ一

流 の学 者 の招 へ いに支 出さ れ て いた とい う。 義 務教 育の 制 度 が しかれ,

国民 には あま ね く教 育 が ほ どこ され た。

しか し奇 妙 な ことに,昭 和の初 期の 日本 に お いて義 務 教育 か ら上 の

教 育 と な る と,所 得 水 準の 低 い一 般 庶 民 には 高 嶺 の花 で あ った。

尋 常小 学校6年 の 義 務 教 育 を終 え る と,庶 民 の子 弟 は工 場 労働 者 と
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在 り,農 業 に従 事 し,あ る いは 商店 の徒弟 とな った。 所得 に多少 の余

裕 の あ る者 は子 弟 を 高等 小 学校 に進学 せ しめ た。 中学 か らさ らに 進 ん

で専 門学 校 とな る と数 はず っ と減 り,大 学 とな る と,も は やそれ は こ

く限 られ た 家庭 の す ぐれ た子 弟 のみ が進み得 る道 で あ った。

前 者 は どん なに 能力 が あって も,学 歴 に 対応 してほ ぼ か ぎられた 一

生 が あった の に対 し,後 者 は卒 業 後 は各 界 の エ リー トと して輝 か しい

生涯 が約 束 され て い た。

賃 金 エ ス カ レー ター方 式 学 歴 に 対応 す る定 め られ た一生,こ の 日

本 的特 性 は,本 来 あ る教 育 その もの の 価値 に,新 た な効 用 を 加 えた 。

戦後,日 本 経済 が高度 成長 の道 を た ど り,庶 民 の所 得 が め ざま しい

増 加 を示 した と き,何 よ り もま ず子 弟 の教 育 に投 資 が な され た のは 充

分理 由の ある こ とで あった。

年 々の 高 校,大 学へ の 進学 率 の 増 加は め ざま しい。 昭 和25年 に ほ

ぼ40%で あ った高 校へ の進学 率 は,40年 には70%,今 日で は80

%を 越 え て い る。 義 務教 育 を受 け てい る者 の中 に は,そ れ 以 上 の教 育

に は耐 え得 ない低 知 能 者 も含 ん でい る ことを考 え る と,こ れ はす でに

限 界 に近 い 数 値 で あろ う。

高 等教 育 を受 け る者 が増加 し,知 的 中 間 層 の人 口比 が大 き くなる と,

必 然的 に教 育観 の変革 を もた らす 。 す なわ ち学 歴 よ りも実 力 を重 ん じ

る傾 向 がい っ そ う強 ま り,物 質 的 価 値 を生 産 す る人 よりも精 神的 価 値

を創 造 す る人が 尊 ばれ る よ うに な る。 情報 社 会 化 の 進展 は この傾 向 に

拍車 をか け る。 「明 治100年 の 垢 を落 せ」 は ス ・一 ガ ン と して正 し

いo

この よ うな教 育 形態 に おい て,最 も重 嬰 な ものは学 生の 学 習意 欲
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精 神的 独 立性,自 律 性 であ る.教 育 の主 眼 は,ど うすれ ば 必要 左情 報

を 選び 出 し,自 分 の頭 で考 え て正 しい判 断 を下 せ る か を教 え る ことに

お・かれ る。

「判断 の た めに知 識 が,知 識 を得 るた めに勉 強 が必 要 とい うわ

け か」

「ま あ,そ ん な と ころ だ」

都 心 か ら高速 バ ス で約40分,こ の学 園都 市 の 広大 な 一 か くを 占め

る大 学 に は,清 く澄ん だ大 気 と,太 古 の よ うな静け さが 残 され ていた。

2人 の議 論 は 果 て しな く続 く。

(こ の大 学 が ま さに そ うい う教 育を や っ て'いる の だ。 オ レは この大

学 に ぱい っ ては じめ て,大 学 生 と して離 陸 した とい う実感 が わ いた。

こん どの テ ィー チイ ン で大 いに 体 験 を語 っ て後輩 に 呼 び かけ てみ よ う)

A君 は い ま本 気 に な ってそ う考 え て い る。

⑨

●
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2.乞 情 報 大 学 院 プ ロ フ ィ ル

1

「これ か らの流動 的 な 国際 情勢 に処 して わ が国 の国 際 政 治 にお け る

発 言 力 を確保 す る た め には,も っ と自主防 衛 力 の増 強 を図 るべ きです 。

それ が平 和 貿 易を推 進 す るのに 必須 の条 件 だ と思 い ます。」と主張 す る

化学 工 学 を 主 専攻 とす るE君 。

電 子工 学主 専攻 のB君 は,反 論 して 曰 く。 「いやt,も う軍備 の時代

で はない。勿 論.あ る程 度 の 自衛 力は必 要 で しょう。 しか し,ア ジアに

お け る 日本 の立 場 を 直 視す る と,今 の よ うな外 交姿勢 の まま で 自衛 力

投 資に狂奔 す るの は,日 大 の孤 立化 を招 く危 険 が ありま す。 つい 先頃,

フ ィ リピンの ロム ロ外 相 は,"日 太 は,ア ジア の一 員 な りや"と 問 う

た こ とが ある。 この よ うな質 問の背 景 にけ,国 民 総生 産 におい て世 界

第3位 に1人 当 り国民 所得 にbい て さ え,アジア 諸 国 の5倍 か ら10

倍 の 大国 に 一一 わが国 が成長 したのに,対 外援 助 を 出 し しぶ って い る。

ア ジ アの 貧 乏を よそ に独 り利潤 追 求 に熱 中 して い る。 ア ジ ア より欧 米

の 利益 に追 随 してい る 日本 に対す る不満 が 存 在 して い るのです。 従 っ

て,ま ず,こ うい う姿 勢 を改 め る ことが大 切 です 。 つ ま り,軍 事 費 よ

り海 外 援助 費 の 支 出を優先 し,近 隣 諸国 の信頼 を回 復 せ ね ばな りま せ

ん。 援 助 も農 産 物 も よ う買わぬ 日本 が,ア ジ ア諸 国 に農 業 振 興を お し

つ け る よ うな こ とは止 め て,ア ジア に コン ビュー タ工 業 を 興 す 位の 気

構 えが あ って欲 しい と思 い ます。」

「僕 もそ うだと思 い ます。 ア ジアの繁 栄 を離 れ て わ が国 の安 全 は な

い。 援 助 とい って も物 的 援助 よ り教 育 援助 を進 め るべ きで,多 くの適
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性 あ るア ジア諸 国民 に教 育 訓練 の 機 会 を供 与 して,ア ジア の産 業 を興

こ し,近 代 化 を進 める。 日本が ア ジ アの 教師 と なっ て ア ジアの 近代 化

を たす け る。 そ うすれ ぱ,ア ジ ア諸 国 民 と一 体 に な って ア ジアの防 衛

が で きる と思 い ま す。」 と機 械 工 学のC君 。

「何 もア ジ アに こだ わ る こ とは な い。 日本 全 体が 世界 の ドキ ュメン.

テ ーシ ョン'セ ン ターに な る。 学芸 の ク リヤ リング ・ハ ウス になり,

トレー ニ ング ・セ ンタ ーに な っ て 世界 に サ ー ヴ ィスす る。 そ うすれ ば,

これ を 攻撃 し破 滅 さ せ る と 世 界 の損 失 に なる か ら.何 処 の 国 もわ が

国 に挑 戦 す る こ とは な くなる と思 い ます。」と建 築 工 学 のD君 。

今 日け,諸 君 が 閣 僚 に な った つ も りで 「わ が国 の 安全 保 障 の効 率的

方途」 につ い て議 論 して欲 しい と宣 言 した だけ で,終 始 沈黙 を守 ら て

い た司 会 役 のY教 授 は,終 鈴 の音 と と もにポ ツリ と言 った。

「諸君 の 提言 は,何 れ もわ が 国の安 全 保 障 政 策 を立 案 す る場 合,意

味 の あ る提 言 だ と考 え ます。 勿 論.ま だ他 に も考 慮 に 入れ ねばならぬ 項

目が い くつ か残 され て い る よ うに思 い ま す が,こ れ らの 事項 を残 る 諸

君 か ら次 回 に提 案 して も らう こ とに しま す。 ととろで,問 題 の解 決 は,

決 して単 一 の方 法 で はで きない。 中 には ある時 点 で矛 盾す る方 策 さえ

平行 して推 進す る必 要 が 起 って来 ます。 恐 らく,現 実 に はほ とん ど数

え切 れ ない程 の要 素 を どの ように組 合 わせ,ど の 時 期 κ どこに 力点 を

置 くか,複 合 語要 素 を どの よ うに組 合 わ せ た ら 最低 の 費用 で最 大の安

全 を確 保 で きるか,と い うよ うな事柄が重要 な問 題 に な りま しょ う。 従

っ て,今 後 の 進 め方 と しては,諸 方 策 目標 の 列挙 が終 った 段階 で,各

方荒 ご とご とに 具体 的 プ ラ ンを 計量 し,諸 方 策 プ ランを横 に並 べて調

整す る とい う定量 作業 を実 施 して見 た い と思 い ます。
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D君 は,2オ の と き,父 を喪 い,大 学 まで は とて もやれ ないか ら と

い う母 の意見 で`中 学 を卒業 す る とす ぐ近 くの工 業 高 等専 門学校 に進

ん だ。 似 か よっ た境 遇 の級 友2人 が,学 業 半 ば に して高専 が彼 等 の適

性 に合 わ ぬ とい う理 由 で辞 めて行 った後 も.彼 は 順調 に進 級 した。

元 来,実 験実 習 の好 きな彼 に とって高 専 に お け る 生活 は,そ れ な り

に充 実 した 日々で あ った。 「高専 は,企 業 に奉 仕 す る人間 を 作 る。」と

か,'「 高 専 には,人 格 教 育 が ない。」とか 言 い た てる学生 運 動指導 者 も

いたL高 等学 校 に 進ん だ 友人が 得 々 と してサ ル トルを 論 じ,毛 語 録

を語 るの を聞 い て,何 か先 を 越され た よ うな気持 を味 わ った こと も あ

った。

しか し 学 生運 動 指導 者 は,い た ず らに粉砕 だの 反 対 だの言 い立 て

るに止 ま り,彼 に納 得 で きる よ うな対案 を示 す こ とは なか っ たL企

業 で 自分 のオ 能が 生 かせ る な らばそれ で よいで は な いか とい う気 が あ

った、,「 一芸 に達 する もの ぱ,万 道 に通 ず る。」と い う高専 教 育の本 旨

は理解 し易か った し 「教 養 なん て い う もの は,鼻 の先 に ぶ らさげ て

歩 くもの で は ない。 こ れ か ら は 科 学技 術 の時代 だか ら,自 分 の技 術

を 中 心 に 教 養 を きつ か ね ば本 物 には な らぬ。 い まの 日本 に欠 け てい

るの は,そ うい う教 養 なん だ。だか ら大事 な問 題 を一 人 で 考 え ては,は っ

きbし た態 度 の とれ る人 聞 が 少な いん だ。」とい うH教 授 の意 見に は少

な か らず共 鳴 を覚 え て,技 術学 習一筋 に 進ん だ。

だ が,失 望 は む しろ卒業 後 に あ った。 卒業 して1企 業 に入 ってす

ぐ,職 場 の 先 輩 は まず 酒 をの め とい った。 高 専 を 出 て来 た奴 は酒 の
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雀

床 も知 らねえ。 そん な ことで 仕事 に な るか,と 頭 こなイしに 言 わ れた。

そ うなの だ ろ うか と彼 は考 え た。 仕事 の うえ で 大学 出に 引け を と った

ことは ない。 与 え られ た 仕 事は い つ も易 々た る もの で,一 人 前以 上 に

や り上 げ て いる つ も りだ。 それ が何 故 酒 をのま ぬ と仕 事 に な らぬ の だ ・

ろ うか。 そ うい え ぱ,彼 に は ダ ンス の経 験 も ない し,マ ー ジャ ン も下

手 だ。 高専 時代 は忙 しくて,そ れ ど ころ で は なか った の だ。 彼 には,

大 学 生 の先 輩 が 仕 事の 上 で 彼 に感 じて いる 仕事 の 上 で の コ ンプ レ ッ ク

ス に 気付 くには余 りに若 過 ぎた。柔順であれば ある程,傲 岸 な先 輩の態

度 に す っ かb厭 気 が さ し,M企 業 に就 職 した 同級 生 等 が得 々と将来 の

希 望 を語 るの を 聞 い て,転 職 しよ うか と考 え る こ と もあ った。

母 校 か ら新 設 の情報 大 学院 が学生 募 集 を してい る の で,行 く気 は な

いか とい う誘 いを 受 けた の は,そ ん な あ る 日で あっ た。 彼 は,即 座 に

進 学 を決意 し,人 事 部 に 申 し出た。 人 事 部長 は.自ら彼 に 面接 し,「 行 ・

って来 給 え。 将来,当 社 の幹 部 に な るの に 必要 な研 修 だ。 も し,君 が

卒業 後 また 当社 に帰 って来 る な ら,2年 分 の学 資 は帰 社 後 に然 るべ き

方 法 で還 元す る こ と も考 え て見 た い。.」そ ん な経 緯 が あ っ,て,彼 は主

専攻建築工学,副 専攻国際 関係 論を志望 し,入 学 を許 可され た ものであった。

●

夢

圃

情報大学院 は,狭 い意味 の情報工学 を専攻 する大学院 では な≦,電

算機 を活 用 す る教 育 を行 な う総 合大 学院 で,社 会 科 学系,理 工 学 系,

生物 科学 系 の各 分野 に わた る数 十 の専 攻 課程 をそ なえ,。通常 の大 学 や

大学 院 の学 生 が とか く一 つの専 門 に と じ こ もり勝 ちな弊 を廃 す るた め,

主 専 攻 の ほか,一 ま た は二 の 副専 攻 を履 修 す る(こと に な って い る。これ
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は,従 来 の大 学 にtsけ る共通 の網 羅的 教 養 課程 に代 わ って,学 生 の1専

門 の 巾 を 拡げ るだけ で な く,日 本 人 に と くに欠 け てい るとい われ て い

る他 の専 門 と共 働 す る態度 を養 な うこ とを ね らい とす る もの で あ る。

履 修年 限 は,最 低2年,博 士号 を と るの には,最 低5年 の 履 習 の う

え に学位 試験 を と る こ とを 要 し,最 初 の2年 間 は,短 大,、高 専,大 学

とい う ような出 身校 種 別編 成 を とる とい う便 も図 られ て い る。

'こ の大 学院 は
,多 分野 の 高 等教 育 に おけ る情報 処 理 教 育の 推進 に 対

して先駆 的役 割 を に な うとと もに,教 育工 学的 手 法 や教 材 の 開発 セ ン

ター としての機 能 を も演 じて い る。

教授 は,終 身制 で は な く,他 の 大学 や 民間 研 究機 関の科学 技 術者 が

5年 の任 期を か ぎっ て交 流 し,科 学 技 術 体 系 の 開発 に 当 るか た を ら,

学 生を 指導 す る仕 組 み にな っ てい る。

この よ うな制 槍 が生 まれ た のは,情 報社 時 代の 進 行 につれ て科 学技

術 情 報の 開発速 度 が きわめ て急 速 に な り,大 学 に固 着 した研究 者 では,

最早 十 分 な指導 が困 難 とな って来 る一方,お び ただ しい知識 の 伝 達 と

情報 の再 開 発に 必要 な 科学 技 術 体系 を時 々刻 々に 開 発 す る ことの 重安

性 が 益 々顕著 に な って来 た か らで あ って,そ の ことのみ で も,こ の よ

うな時 代 に対応 す る高 等 教 育変 革 へ の第 一 歩 をふ み 出 した もの と い え

よ う。

IV

今 日で も,学 生 の一 部 には 技 術 者 とい う言葉 を きら う感 覚 が ある。

と くに新左 翼 と呼 ばれ る グル ー プに この よ うな傾 向 が強 い の は,ま こ
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●

とに清 け い で ある。 何 故 な ら,こ の よ うな感覚 は,工 業化 社 会 以 前 の

もの で あ り,ま ことに前 時代 的 だか らで ある。

情報化 社 会 に お い ては,研 究者,技 術 者,技 能 者の階 層性は 稀 薄 に

な り,新 しい エ リー ト1として 科学 技 術 者 が 誕 生 しつ つ ある。 この科

学 技 術 者 に共 通 の特 徴 は,深 い専 門的 知識 技 術 と広 い 総 合的 思考 力の

持 ち主 で ある こ とで ∂ り,彼 等 は,他 分 野 の 専 門家 と協 力 して科学技

術体系 を生産する。 そ うしだチームワークの中に 自己の専 門を生 かす と ともに

人格を陶冶す る。一 例をアポロ計画にとって見 よう。そ こに働 く人 々は,航 空

士 で さえ,か っ ての技 能 パ イ ロ ッ トでは ない 。 月旅 行 を 始 めてな しと

げ た ア ポ ロ11号 の乗 員3名 の うち1名 は ドクタ ーで あ り,2名 けマ

ス ター の学 位 を も って いた とい う。(44年7月7日 付 読 売 紙所 報')

この よ うな社 会 で は,日 本 人研 究 者 が他 人 研究 で は優 れ て いるが,

共 同 研究 に ぱ不 適 格 で ある こ とが批 判 され てい る。

この よ うな 日本 人 研 究 者 の 欠陥 は,技 術 習 練 の 不足 と教 養 教育 の不

成 功 に起 因 す る とい って も過 言 で は ない 。

明 治の初 め,西 欧 技 術 の導 入 に よ って工 業 化へ の 離 陸 が実 現 して以

後,か な り遅 れ てで は あ った が,西 欧技 術 の発 生 基 盤 で ある 西欧 文 明

へ の 心 酔 傾向 が 一 般化 し, .国粋 主義 の抵 抗 を受 け乍 ら も長 期 に亘 っ て,

わが 国の知 識階 級文 化を 支配 して来 た。

わ が 国 の教 養 や普通 教 育 の本 質は,上 記 の よ うな 知識 階 級 文化 への

同質化 で あ り,新 しい科学 技 術文 明 を創 造 す るの に 必要 な資 質一 技

能尊 重 の精 楠 技 術 力,集 団 の 中 で創意 を実 現 す る工 夫,他 分野 の専

門家 の知 識 を生 か す態 度 等 一 の伸張 を抑制す る方向に機能 し属 そ の結

果,知 識 人 は 自己 の 専門 に立 て寵 も り,個 人 の さ さや か な労 作 で名 を
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挙 げ る ことのみ 専念 す る小 市民 性 の 中 に埋 没 して行 く こと とな っ た。

新 しい教 養 とは,上 記 の よ う左知識 の同 質化 や小 市民 性 へ の埋 没 を

結 果 す るもの で は な く,自 己の技 術 を人 生 に生 か し,自 己の専 門 を科

学 技 術 体 系 の 開発 に活 用す る こ とを 可 能 にす る能 力 であ り,個 人 と国

家お よび人 類 との 関係 の 体系 的 把 握 を可 能 な ら しめ る素 養 で ある。

この よ うな修練 を 目的 と して情報 大 学院 は,社 会科 学 系,理 工学 系,

生物 科 学 系 の 全分 野 に ま たが る科 学 技 術体 系 と その 諸分 野 に 対す る社

会的 要 請 とを考 慮 して,あ らか じめ準備 され た 情報 処理 関係 プロ ジェ

ク トの一 つ を主 専 攻に,他 の一 つ ま た二 つ を 副専攻 に選 ん で 学習 す る

こ とに なって い る。

この よ うな学 習は,従 来 の教 養教 育の 欠陥 を補 う為 に経 過的 に 設 け

られ て い る読書 指鵜 文 明 史講座,文 明 論 講 座と 相 ま っ て,情 報 大学

院 卒 業者 に,情 報 化時代 を主 体的 に指導 す る研究 ・組 織 エ リー トと し

て の 将来 を約 束 してい る。

V

D君 が選 択 した主 専 攻は,建 築 工 学 の領 域 に 属 す るXプ ロジェ ク ト

で あb,副 専 攻 は,国 際 関係 論 に属 す るVプ ロジェ ク トで ある。 しか

し,彼 は,そ こで安 全保 障 シス テ ムモ デル の設 計 に参 加 した と して も,

政治 家 に な るつ もりで は な い。 恐 ら くは,再 び1企 業 に復 帰 す る こ と

に なろ う。

だが,彼 は,最 早,孤 高 の技 術者で は な く,職 場 の チー ム ・ワ ーク

で技 術 開 発を担 当す る技 術者 で あb ,F教 授 の よ うに技 術者 チー ムの

組織 者 と な って い る 自分 を発見 す る ことで あろ う。
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彼 の ささや か な願 いは,い つ の 日に か,再 び,こ の大 学院 に任期5

年 の教 官 と して招 へ い され,同 僚教 官 や学 生達 と と もに,新 しい科学

技 術 体 系の 開 発↓(と
.り組 む こと で ある。

,良
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高専 ・高校 におけ る電 子計 算 機の標準

仕 様 拾 よび 設置 基 準 に 関 す る討論 会

議 事 録

昭和44年7月30日

財団法人 日本経 営情報開発協会

教 育 間 題 委 員 会

大 学 問 題 部 会
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(50音 順 敬称略)
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武

昇

之

朝

章

八

啓

文

興

和

正

幸

田

方

木

木

島

山

田

村

岡

緒

勝

飴

玉

寺

中

湯

吉

祥馬工業高等専門学校霜気工学科助特捜

東京都工業高等学校電気研究会(北 豊島工業品等学校教諭)

東京都商業教育研究会事務菅貫分科会常任委員
兼 事務管理教育研究会監事(桜 水商業高等学校教諭)

同 上(池 袋商業高等学校教諭)

日本数学教育会コンピュータ要員会(葛 飾区教育委員会 指導主事)

東京都立商業教育#[・同実習元ヲ1指導第1主 査

東京都工業高等学校電気Pl究会(杉 並工業高等学校教諭)

東京工業高等専門学校 垣気工学 科講師

、B本数学教育会 コンピュータ要員会(慶 応義塾普通部教 諭)
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程 職 名

企 画 グル ー プマ ネジ ャー

電 子計 算 核 菟一 事 ※ 部 製 品 企i:}三1

デ ータ処 理営 業 部システム第一 課 係 長

〃 シ ステ ム流 一課

ソ フ トウ ェア部科 学 計算 課

電子 計 算 機営 業 四課

データ処理 システム 事業 部 営業 企画 部長

情 報処 理 技術 部

セール ス サ ポー ト部 第五 課 課 長

教 育 課

第 三 営 業 部

〃

神奈川二仁場システムプログラム部
計画統合課

日立電子㈱ 技師長

制御 部 長

〃 次長

電 子 言十算 機 営 業 部
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中川 部長 そ れで は教 育 用小 型 ない し超 小 型 電子 計算 機 の仕 様 基 準 に

関 す る会 議 を始 め ます。 こ の会 の 趣 旨に つ き ま して は,ご 案内 状 に

書 い て あ り ます の で,す で に ご承知 の こ と と思 い ます。 私 ど もの協

会 で主 催 して お り 古す教 育問題 研 究 委 員 会 の うち,森 口先生 が主 催

して お ら れ る 大 学 問 題 部会 におい て,高 校,短 大 にお け る教 育用

の コ ン ピュ ー タにつ き,標 準仕様 とか 配 置基 準 といっ た もの を 検 討

してお り ます 。 本 日は教 育 用 コン ピュ ー タは い か にあ るべ ぎか とい

う問 題 に つ ぎ ま して,ユ ーザ ーの学 校 側D先 生 方 と,メ ー カ ーの方

々 にお い でい た だ き,い ろい ろお話 を承 わ りたい とい うこ とで,お

集 ま りい た だ いた わけ であ り ます。 そ れ で は これ か ら始 め させ てい

た だ き ます の で,よ ろ し くお 願 い い た し ます。

森 口主査 き よ うの会 合 の趣 旨は 印 刷物 に もあ り ます が,そ れ に つい

て2～3補 足 説 明 をいleし ます。 まず第 一 に何 々委 員会 な ど とい う

名 前 が,わ が 国 では委,員会 とい う組 織 を意 味 す る の に使 わ れ る こ と

もあ り,ま た 委員 会 の会 合 を意味 す るの に使 わ れ ろ こ と もあ りま し

て,組 織 と会 合 との概 念上 の混 乱が 見 られ る と私 はか ね が ね考 えて

お ります。 逆 に ま1こ何か あ る会 合 を持 ちます と,そ れ が 直 ちに組 織

づ く りに結 び つい て て,そ のあ と同 じ メ ンバ ーが同 じ問題 につ い て

何度 も集 まっ て,そ して グル ー プ と して 活動 す るか の よ うな印 象 を

持 っ て し ま うとい う場合 も あ る よ うで す が,私 は 言 葉 をあ い まい に

使 ら て しま うのは よ くない と思 い ます し,会 合 を開 け ば 直 ち に それ
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が組 織 に な る とい うよ うに受 け 取 っ て しま うの も よ くな い と思 っ て

お りま す。 少 くと も この会 合 は会 合 で あっ て,組 織 で は な い とい う

性 格 をは っ き り させ て お きた い と思 い ます。 き よ う十 分 実 りの ある

討論 が して い ただけ れ ば,き よ うだけ で終 えて もい い ぐら い に思 っ

て お ります し,も し話 が 残 りま しfC場 合 で も,も う1回 会 合 を開 く

とい うよ うな気 持 で処理 をす れ ば いい の では な い か と思 っ てお りま

す。そ れ が1つ で す。

それ か ら教 育用 の電 子1計 算 機 とい う場 合 の 教 育 の 内 谷 です が,案

内状 の1ペ ー ジの下 の 段 落 に書 い て あ り ます よ うに,電 子 計算 畿 に

関 す る教 育 とい う こと と,電 子計 算 機 を活 用 した 新 しい教 育方 法 と

い うこ と と,2つ 並べ て あ り 壬す。 つ ま り電 子 計 算 機 そ の もの,な

い しはそ の 使い 方を教 え るため の孜 育 に使 う電子 計 算 機 とい う意 味i

で も,教 育用電 子 計 算 機 とい うこ とば か 使 わγしる わけ です が,そ れ

とは 別 に ほ か の科 目,に と えば 土木 工学 だ とか,あ る いは 経 済学 と

か い うもの を教 え る ため に電 子計 算機 を1吏 うとい う場合 で も,そ れ

は教 育用 に 電子 計 算 機 を使 って い る こ とにな るわ け で す。 です か ら

その2つ6意 味 を ここで は 両 方 と も考 える とい う方 針 を特 に強 調 し

て お きにい と思 い ます。 そ れ が第2点 で す。

第3点 はは っ き りとは 案 内状 には 書 い て あ り ませ ん が,私 は とか

く学校 に教 育用 電 子 計算 機 を入れ る と い う場 合に は,入 れ る学校 側

も,納 め る メー カー の側 も,わ りあ い無 責任 で 呑 気 で,行 き あた り

ば っ た り的 な 行 き方 が,実 際上 は 行な わ れ て きた の で は あ る まいか。

入 れ る側 か ら言 うと 自分 の ほ うの 予算 の都 合 のっ く範 囲 内 で電子 計

算 機 とい う名 の 付 く もの が入 りさえすれ ば,そ れ で も う万 々歳 とい
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うよ うな心 情 が あ った の で は な か ろ うか。 少 くと も結果 的 に 外か ら

見 て る とそ う思 わ れ る場 合 が 可 成 りあ っ た よ うに思 い ます。 それ か

ら,納 め る側 で も,と に か く学 校 の こ とだ か ら,ど うせ 金 が な い の

は わか っ て い る。 だ か らそ ん な安 い もの で 何 もか もで き るは ず がな

い の は あた り ま えで,し た がっ てOO万 円 ぐらいの 金 を払 っ て お き

な が ら,あnも ほ しい これ もほ しい,こ んな こ と もや りたい と言9わ

れ て も,し よぜ ん 無理 だ 。 だか ら何 もで き な い よ うな もの を納 め て

もか 吏わ な い んだ 。一 番 最 後 の ほ うは,も ち ろん 口に 出 し、て は 言 わ

れな い で し よ うが,そ うい う気 持 が内 心 あ っ て レま じめ に教 育用 の

電 子 計 算機は いか に あ るべ きか とい うこ とを,ほ ん と うに 課題 と し

て 力を入 れ て研 究 す る,な い しは そ れ に対 す る対 策 を会 社 の方 針 と

して 打 ち 出 して い く とい うよ うな積 極性 は こ れ まで な か っ た ので け

な か ろ うか。 そ れは お互 い に非 常 に不 幸 な こ とで は な い か と思 い ま

・ブ
。 私 は や は り要細 細ろ{服 も ち ろ ん予 算 の 制 約 力;非常 に 強 い わけ

です か ら,ど うい うこ と まで は 要求 で きるか,あ るい は どの程 度 ま

では 要求 で き るか とい うよ うな こ とにつ い て は,相 当控 え 目 な とこ

ろに岨 があ ることち もちろん鼓 す る側 として知 らな亘 ・・ぽい

け な い と思 い 生す け れ ど も,他 方 メー カー 側 と して も,も っ と もな

部分 に 対 しては ち やん と対応 して い く。 また そ れ が販路 を伸 ば して

い くた め に有 効 な施 策 で もあ る とい う認 識 を持 た れ る'必要 が あ るの

では な い か。 特 にい ま目 の 前 に見 てい る 事態 は 少 な くと も小 型機,

ない しは 超 小型 機 に関 して は非 常 に 数 の多 い 需 要が 学 校 方 面 で 開 け

る とい う見込 み が あ るわ け です か ら,そ れ に対 して フェア ニな 競争

条件 の もとで,ど う勝 負 して い くか とい う企 業の 立 場か ら も,今 日
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の問題 は意 味 の あ る問題 で は な いか と思 い ます。 それ につ い て技 術

的 な面 で1"・つ ま りあ ま9政 策的 な もの を含 め ない 段 階 で金 物,な い

しは ソ フ トウ エ アで必 要 な仕 様 これ には 仕様 とい うこ とば か使

っ て な かっ た と思 い ます が,基 準 一 い わ ゆ る スペ シ フ ィ ケー シ ョ

ン とい うよ うな意 味 で の仕 様 の意 味 な ん です が,学 校 用 の金 物 と し
ジ(二

て 最 低限 この 程度 の機 能を 備 え た コ ンパ イ ラー が ほ しい とか,あ ろ`

いは 実 習 を さば くた め に入 出 力は この程 度 の性 能 の もの か ほ しい と ・

か,そ うい う要 望 頬 をお 金 と見 合 う形 で,あ る 牌 と して 相互 に 多 二.

と りきめ る こ とが,こ の際重 要で は な か ろ うか 。 つ まりそ れ を越 え

て むや み と個 々の ユ ーザ ー か 要求 す る こ とは,一 々 あい さつ し切 れ

な い とい う態 度 を取 られて もかまわ ない。 それ か らま たそ れ に対 して

は,一 生懸 命 応 え る とい うこ と,そ れ だけ の条 件 をお さえた 上で,

ぜ い ぜ い値 段 の面 で 競 争 す る とか い うよ うな形 で 一 一つ ま りそ うい

う質 の 面 で共 通 な約 束 を取 りきめ アこ上 で そ の他 の 而で の 競 争 を

十分 や っ てい た だ く とい うの が い い の では な い か と思 うわ け です 。

その 点 そ うい う支 え な しにむ や み と,「 あ そ この機 械 よ り うちの ほ

うが10万 円 安 い で す よ」 な ん て言 っ て,売 り込 む 競 争 ば か りや ら

れ て は 買 う方 も売 る方 もた まった もの で は ない とい う気 がす ろわ け

です。 ノぞ『

だ い ぶ ん長 々 と第3点 を説 明 し ま しleが,そ こで き ようの 目的 は 三/

以 上 の よ うな 趣 意 の もの と して,つ ま り教 育用 の電 子計 算 機 と して=・
匂

比較 的 安い値 段 の もの で,ど んな こ とを 望 み た い のか,そ してそ れ

は 望 ん で い いの か とい うこ とを,ユ ーザ ー側 と メ ー カー側 とで かな

り立 ち入 って,ざ っ くば らんに お話 し合 い い た だ くこ とが,い まの
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こ∨9

よ うな 目標 を達 成 す る 上で 有 用 で は な か ろ うか とい うこ とで,こ の

鈴 を催 した わ け です.で すか ら最 絢 勺な,具 体的 な結論 が どの程

度 ま とめ られ るか は,や っ て みな い とわ か りませ ん が,比 較 的 自由

に発言 してい る うち に 自 らあ るい い 限 界 縛み た いな もの が浮 か ん で

くれ ば,そ れ で か な り役 立つ ん じ やな い か とい う気 がす るわ け で す。

以 上 の補 足 説 明 まで 含 め て,中 川 さんの 趣 旨の 説 明 に対 して何 か

ご鯛,ご 意 見等 ご ざい 蜘 ん で し ・うカ・… ・・… パ 体 い 押

した よ うな 前提 で この まま議 事 に入 っ て よ ろ しゅ うご ざい ます か。

特 に ご異 議が ない よ うで す か ら,始 め る こ とに いた します。

＼

芦

ご
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1.1ユ ー ザ ー 側 の 意 見

(森 口 主 査 所 用 で 中 座,浦 委 員 か 主 査 を 代 行)

浦 委 員 そ れ で は 森 口 先 生 の 代 り と し ま し て 暫 ら く 私 か 議 長 を つ と め

ま す 。 ま ず 最 初 に ユ ・一 ザ 一 側 の 方 と し て,い ろ い ろ と教 育 活 動 を や

っ て お ら れ る 方 が こ こ に 集 ま っ て お ら れ る と 思 い ま す が,い ま 森 口

先 生 の お 話 に 答 え る よ うた ご 意 見 を1ぢ 持 ち の 万 か お ら 才しアこら,具 体

的 に 述 べ て い た だ き に い と 思 い ま す.

寺 島 氏(吏 京 都 立 商 業 教 育 共 同 実 習 所)教 育 用 と 言 っ て も,正 文 の

湯i'1と 高 菜 の 場 台 でct.,要 求 さ れ る}授 産 が 違 う と 思 うQま た 同 じ 商

業 の 場 合 で も,セ ン タ ー に 入 れ る 場 合 と 自 校 に お く 場 合 と で は,べ

は.リ{幾1指 的 に 違 い カ、出 て く ろ と思 い 窒 す が,そttら を 一"9e'こ 防 、義 さ

才じる と 、、う こ と'ご ニイ『カ'っ

浦 委 員'そ う い う の を 一 応 具 体 的 に お 述 べ い ρこだ い た 上 で,分 類 で き

る も の な ら 整 理 し て'行 く こ と で,よ ろ し い か と 思 い ま す 。 最 初 に い

ま の よ うな こ と も,も ち ろ ん あ る と 思 、・ます が,そ れ ぞ れ で 何 か お

考 え を お 話 し い7こ だ け1こ ら よ い と 思 い'lfす 。

寺 島 氏 そ れ ぞ れ の 立 場 で や れ ば よ ろ し い と い う こ と で す ね 。

そ う い う 立 場 が あ り ま し て も,そ れ は あ と で,本 当 に 区 別 し

な け れ ば い け1な い か,ま に{土 読 イ㌻ご き る も ○ カ・と い う こ と も,議 論

と し て 出 て く る と 思 い ま す 。 ど な1こ か ご ざ い ま ぜ ん か..一 一..。
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寺島 さん,今 言われ アこよ うな こ とで 具 体 的 に い ろい ろ とお考 えだ ろ

うと思い ます が。 共 同 実 習 所 で今 ま で の経 験 の 中か ら割 り出 し ま し

て 、

寺島 氏 私 どもの ほ うでは 全 国 の商 業 実 習所 の 協議 会 とい うのが あ り

ま して,そ こで 実 習 所 一ー セ ン ター で す が 一 一と して塾 生しい コ ン

ピュ ー タ とは どん な もの で ある か とい う基 準 案 の よ うな もの を,相

談 した こ とが あ り 生す が,そ γしを こ こで 出 す のは ち よっ と控 えた い

と思 い ます 。 それ か ら な お あ とで 要求 し たい こ と もあ り ます し,特 …

に協 議 会で 議 決 され た,メ ー カーの 方 に対 して お願 い したい 事 項 が

あ り ます。 そ うい う`}{柄 もあ とで 申 レ上 げ た い と思 って い ます が,

学 校 の 方か ら先 に や っ てい1こ だけ にら いか がか と思 い ます。

浦委 員 一 応 い まの お話 もあ ・)ます の で,学 校 の ほ うか ら順 に ご意 見

を述 べ て いTtLx'く こ とに し 交すoで は 岡 田 さん,お 願 い い た し一言す。

岡 田 氏(群 馬 玉 菜高 等専 門 学 校)私 の ほ うは まだ 具体 的 に計 算 機の

教 育 とい うこ とは やっ てお り ませ んで,小 さな 卓 上 計算 機程 度 の も

の しか扱 か っ て お り ませ ん の で,教 育 内 容 にっ い て は,別 に 申 し上

げ る こ とは あ り ませ ん。 た だ 希望 と しては 工科 系 の学 校 で すか ら

F(川TRANの コ ンパ イ ラ ー がで きる程 度 の もの で なけ れ ば,あ ま

り意 味 が な い ので は な い か と思 っ てお ります。

浦委 員 い ま具 体的 に何 か お考 えです か 。

岡 田氏 これ は文 部省 の方 との 予 算 の 関係 が あ り ます ので,具 体 的 に

2～3の コ ン ピュ ー タ につ い て検1寸は進 め て お り ます が,金 が い つ

来 るか さっ ぱ り判 りませ ん ので,あ ま り身 が 入ら な い。 にだ 受 げ 入

れ態 勢 だ け は 作っ て 置 きたい とい うこ とで,小 さな組 織 は 作・「て お
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り ます が,あ ま り具 体 的 に動 くこ とは で き まぜ ん。 金 次 第 とい うこ ・

とです 。

そnか らも う1つ,メ ー カー に お願 い す るの は 筋違 い です が,コ

ン ピュ ー タ を入 れ た場合 に当 然附 随 す る人 件 貨 とい い ます か,保 守

サ ー ビス の メ ンバ ー の確 保 とい うよ うな こ とを文 部省 の 方 で十 分考

えて い た だげ な い.と困 る の では な い か と考 え てお り ます。

緒 方 氏(東 京 都 工 業 高等 学 校 電 気研 究 会)私 は 工 業高等 学校 にい る

もの で す か ら,学 校 で こ うい う機械 を ど うい うふ うに 導入 す る か と

い うこ とだげ に限 定 して 申 し上 げ ます。 従来 わ れ わ れ の工 業高 等 学

校 の専 門教 科,特 に電 気 とか 電 子 とい う学 科 で は,い わ ゆ る産 業教

育振 興法 に よ る 設備基 準 とい うもの に従 っ て 備品 を 買 って い っ た 訳

で す が,そ の 台帳 には デ ジ タル 計算 機 の簡 易 な もの で,非 常 に 僅 か

の金額 の もの しか導 入 で き ない よ うに なっ てい た わ け です 。 所 が昨

年 度 か らは 細 目変更 す るこ とが 許 され ま して,そ れ に よっ て あ る程

度 超 小型 とか,そ うい う程 度 の物 で した ら購 入 で きろ よ うにな りま

した 。 そ の 場合 に問 題 に な る のは,こ うい うコ ン ピュ ー タが電 気 科

や電 子 科 だ け で,取 り扱 い 実 習 とか,ソ フ ト.ハ ー ドの実 習 をやれ

ばい い のか とい う と,そ うで は ない 。 土 木 とか 建 築 とか他 の学 科 で

もそ うい うもの を購 入 で きる よ うに した い。 とこ ろが産 振 基準 をそ

の よ うに細 目変 更 して 買 お うと して も,現 在 の機 械 科 とか 土木 科 で
ノ

は非 常 に困難 が あ る こ とか ら,た とえば東 京都 の場合 に は校 長 協会

が 中心 にな りま して,ど この 学 校 で も ミニ コ ン ピュー タ位 は 設 置 で

きる よ うに した い とい うの で,猛 烈な運 動 をや り ま して,い ろん な

方面 か ら好 意 あ る見 方 を して い た だい てい る よ うな状 況 です。
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と ころで 現 在一 番 手軽 に 購入 す る となれ ば,や は り産 振 基 準 を細

目変 更 して 買 うとい うこ とにな ります が,そ の 場 合,大 体 現 在 の基

準 の30%ま で の細 目変 更 が で き る よ うにな っ てお ります。 そ うし

ます と,機 械 化 の トータル が大体8,000万 円 で す が,電 気 電 子 科

が大 体5,000万 円 とい う所 で し よう。 電 気 電 子 科 で30%細 目変

更 した とすれ ば,小 型 ぐらい 入れ られ るのか も しれ 杢ぜ ん が,現 実

に はい ろ い ろ な違 っ た機 種 につ い て も細 目変 更 せ ざ るを 得 ない 状 態

で す の で,大 体500万 円程 度 が限 度 では な い か と思 い ます 。.それ

と保 守契 約 とい うもの を あ る程 度 結 ん でや る とな れ ば,経 常 費 か ら

そ れ を捻 出 しな けれ ば な らな い。 そ うす る と現 在 の 段 階 では せ い ぜ

い定 価が360万 円か ら500万 円 の 範囲 内 で あれ ば,や れ る と考

えられ ます 。 そ うい う線 で 現在 い ろ い ろ の学 校 でか な り具 体 的 な 計

画 を持 っ てい る と思 い ます 。 た だ し現 在 文 部省 で も工 業高 校 や 商 業

高校 や,一 般 高 校 に つ い て も,電 子計 算 機教 育 を ど うす る か とか い

う問題 を討 議 してお られ ます ので,そ の結 論 が 出な け れ ば,各 学 校

は実 際 に購入 す る こ とは で きない の で は ない か と思 わ れ ます 。 そ の

結論 が ど うい うふ うに出 るか に よっ ては,TL:と えば500万 円 では

な くて1,000万 円程 度 の もの を導 入 で きる よ うにな る ので は な か

ろ うか とか,800万 円 とか700万 円 とか い う線 で 落 ち着 くの で

は なか ろ うか とか,現 在 い ろ んな 臆 測 が 飛 ん で い る状 態で す が,そ

の金 額 とい うよ うな もの につ い ては,何 ら権 威 あ る根 拠 は ない わ け

です 。 しか し非 常 に 多 くの 人 がそ の程 度 で 落 ち着 くの では ない か と

考 え てい る と思 わ れ ます。 現 在工 業 高 校 の電 気電 子 科 な どで も,具

体 的 に い ろい ろ とあ る種 の機械 を入れ て,研 究 をや っ て る学 校 もあ
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ります 。 わ れ われ の学 校 で も一応 あ る種 の もの を入 れ て ,工 采高 校'

の電 気 電 子 科 で は ど うい う教 育 をや るか 。 いわ ゆ るハ ー ド面 と ソフ

ト面 を ど うい うふ うに融 合 しな が ら指 導 して い くか とい う研 究 を具

体 的 に進 め てお り ます 。 そ れで 使 用 条 件 と して大 まか な こ とを申 し

ます と,や は り岡 田先 生 が 言 わ れ ま し疋 よ うvcFORTRANのJIS

3000程 度 は で きIcら5PっfC方 が い い 。 もち ろん 機械 語 を甲心 に

した指 事 内谷 とい うよ うな もの も,現 在 検 討 して お り ます し,ア セ

ンブ ラ ーの指導 を ど うす るか。 それ か ら 翻訳 プ ログ ラム とか イニ シ

ャル オ ー ダ ー とか,そ うい うもの に つ い ての 指 導 を具 体 的 に どんな

ふ うに や っ て行 くか とい うよ うな研 究 もや っ てい ま丁が,そ の程 渡

が 必 要 で あ る。 そ れ か ら完 成 され に機 械 を通 じてハ ー ドの学 習 を具

体 的 に ど うや っ て 行 くか とい うよ うな事 柄,メ ー カ ーの 方 では,ハ

ー ドの登 科 は 大 体 にお いて ユ ーザ ー には 提供 され な い 所 が 多 い と思

い ます が,工 業 高 校 に お い て い ろい ろ な指 導 をや る場 合 は や は りハ

ー ドの資 料 を製 作 図 面か ら全 部供 給 してい た だ かなけ れ ば 電子 科 で

は 実効 あ る教 育が で きな い。 ただ単 に テ ー プ操 作 をや っ た りデ ー タ

処 理 をや る だけ とい うこ とで は電 子 科 の 場合 の教 育 目標 は達 成 で き

な い とい うこ とが言 え ます。

そ れ か ら も う1つ,最 近 プ ログ ラム学 習 とい う方 式 が非 常 に台 頭

して き ま して,特 に こ うい う機械 操 作 につ い て は ティ ーチ ング ・マ

シ ンを導 入 す る学 校 がふ えて きま した が ,そ れ と連動 で きれば い い 。

そ れか らいわ ゆ るア ナ ログ ・コ ン ピュ ー タな ど も細 目変更 で 買 え る

わ け で す か ら,そ うい うもの との ハ イ ブ リッ ドコ ン ピュ ー タの よ う

な形 態 に も持 っ て い げ る もの とか,さ ら に た と えば デ ー タ ライ タ ー
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だ とか,そ れ と類 似 の ものは や は りア ク セサ リー と して オ フ ラ イ ン

で いい で す か ら,あ る程 度 ほ しい とか,そ れ か ら保 守契 約 を電 気 電

子 科 の場 合 には一 般 の保 守契 約 とは 違 っ た形 式 で安 くや っ て も ら う

方 法 は な い か とか,そ うい うこ とが 非 常 π大 きな 問 題 にな るわ け で

す。 目下 わ γしわ れ も都 の方 の研 究協 力 校 と して2カ 年 で コ ン ピュ_

タの教 育方法 につ いて 研究 す ろ こ と((な っ て い 撤 して
,そ の 研 究 に

着 手 した ば か りで す の で,十 分 ご参考 に な る こ とは 申 しLげ ら11ま

せ ん か,以 上 の よ うな 状 況 で す。

中山 氏(東 京 都 工 業 高 等 学 校 電 気研 究 会)い ま緒 方 先生 の 言 わ れ た

こ とに 多 少 補 足す る こ とに な う と思 い ます が .実 は 私 の 方 も3年 ほ

ど前 に簡単 な会 計 機 本来 の 会 計 機 の よ うな もの 一 を入 れ ま し
■

た。 一 応 ス トア ー ド ・プ ロ グ ラム で す か ら,こ れ を使 っ て や つ て い

るわ け です 。 先 は ど 森 口先 生 の お っ し やっ た の は,ま さに 私 の 所 の

こ と を申 して お られ るの で は な いか と思 っ た位 で して,予 算 の 面か

ら とにか く何 か 機 械 が ほ しい とい うこ とで,3年 ほ ど前学 校 自体 で

コ ン ピュ ータ を入 れ たい とい い ま した が
,い ろい ろ な面 で非 常 に困

難 が 多 くて,ほ とん ど購 入 が不 可 能 な 程 で した が ,こ こ1～2年 の

うちに非 常 に大 き く1頃向 が 変わ っ て きた。 そ うい う意 味 で 当 時 は 現

時 点 とは非 常 に違 っ て いた 訳 で す。 当 時 は まだ 各 社 で 出 して い る,

い わ ゆ る ミニーコ ン とい うよ うな もの もあ り ませ ん もの で しrcか ら
,

自 ら機種 の選 択 そ の 他 に も限 度 が あ っ た わけ で す。

工 業 高校 では や は り ど うし て も機械 が ほ しい とい う声は 非 常 に 前

か らあ っ たわ げ で す が,特 に そ の 声 が強 か っ たの は ,や は り電 気 電

子 関 係で あ ります。 一 部 では 機械 科 あ た りで も数 値 制 御 に コン ビュ
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_タ を導 入 され てお る とい うこ と も聞 い て お り ます が,や は り機械

,建 築,土 木,化 学 とい う所 で は,ど うして も まだ高 嶺 の花 とい う

気 持 が非常 に強 いわ け です。 現在 で もまだ そ うい う気風 は 払拭 され

て お らな い ので す が,し か しこれ は 早 晩取 り入 れ ていか な けれ ば い

け な い とい うこ とで は,急 速 に気運 か 広 まっ てい くと見 通 され ます 。

そ うい う立 場 か らい い ます と.先 ほ ど緒 方 先生 が 言われ た よ うに,

各 学 科 に よる取 り入 れ 方 が 自 らあ る訳 で す。 しか しゃは り共 通 して

'言え る こ とは
,基 礎 的 な ソ フ トは一 応 で きる とい うこ とで あ り ます。

こ■しは もち ろん 当然 の話 です が,そ うい う意味 で いわ ゆ る学校 で

ことにそ うい う基 礎 的な 機械 あ るい は化 学,土 木,建 築 の よ う

な 所で 基 礎 的 な教 育 をや る と きに,ど うい う形 で コ ン ピュ ー タ

を活 用 してい っ アこらいい か とい うよ うな ソ フ トの 開発,こ れ は 当然

わ れ われ が研 究 を してや っ ていか な け れ ば い げ な い ことな の です が,

ぽ つ ぽつ そ うい う研究 会 の よ うな もの も発 足 し始 めて い る状 況 で

す 。 まだ は っ き り した 方針 とい い ま・すか,結 論 が 出てい る段階 で 畳ま

な い。 特 にそ ¢)甲で も電 気,電 子 科 とい うの は,ほ か の機 械 とか,

建 築,土 木,化 学 とい うよ うな 学 科 とは ち よっ と取 り ヒげ 方 が内 容

的 に違 っ て くる面 が あ るので は な い か とい う気 は します。 私 の 方 で

持 っ てい ます 超 小型 の機械 は いわ ゆ る コ ンパ イラ ーか で きな い の で

あ り ます。 そ の意 味 では コ ン ピ ュー タ と言 え るか ど うか は なは だ 疑

問 であ り ますが,わ れわ れ と しては非 常 に偏 っ た,へ んば な教 育 を

して しまい は しない か とい う危 惧 と同時 に,そ うい うこ とに対 す る

警戒 心 をも ちな が ら使 って お ります 。 そ の稼 動 率 は 非常 に 高 い。 生

徒 は非 常yna心 にや っ てお ります。1だ 電 子 科 の 方 では ・ハ ー ドの
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ロ ジ ック が読 め る,ゲ ー ト設 計 がで き る とい うこ とを あ る程度 ね ら

い に して い る もの で す か ら,非 常 に原 始的 な プ ロ グ ラム がで き るマ

シ ン ・ラン ゲ ー ジあ るい は ア ッセ ンプ ラでい くとい うの も1つ の 方

法 では な いか 。 そ ん な 解釈 か らい ま教 育 を進 め て い る段階 で す が,

もち ろ んそ れ で こ と足 り る とは 考 えて お り 幸せ ん で,や は り先 ほ ど

の お話 の よ うに コ ンパ イ ラー一一,FORTRANも 当 然 や ら な き ゃい け な

い。 私 ど もが考 えて い ます のは,や は り小 型,中 型 の機 械 を個 々の

学 校 に導 入す る とい うこ とには,相 当問題 が あ りは しな いか 。 そ う

い う意味 で先 ほ どお話 か あ り ま した コ ン ピュ ー タ セ ンタ ー とい う所

には,し か るべ き大 きな 機械 を置い て,こ れ を共 同 で使 って い く と

い うよ うな 考 え 方 を持 っ て お る訳 で す。

浦 委員 あ りが と うご ざい ま した。 そ うす る と緒 方 さ ん,中 山 さん,

いずれ も玉菜 高校 とい うこ とで す が,商 業 高校 関係 では どん な こ と

に な るか とい うこ と を,順 々 に お話 して い ただ き ま し よ う。

勝氏(東 京 都 商 業 教 育研 究 会)私}ま 商 業学 校 の もので す が,工 業 学

校 とは 自 ら違 っ て くる と思 い ます 。 現 在 の コ ン ピュ ー タ ーの 教 育 と

い う もの 一 都 立 の 商 業学 校 の場 合で す が 一 を 申 し上げ ます と,

寺島.先生 の お られ る共 同 実 習 所 に生 徒 を1年 に5日 連 れ て い きます 。

5日 と言っ て も全 部 ・ン ピ
、・・一 夕ーc'csな くて ・事 務 機械 の教 育 の た

め に5日 間 を セ ンタ ー に連 れ て 行 きます 。 シ ス テ ム タイ プ ライ タ ー,

会 計機PCSそ の発 展段 階 と して コン ピュ ー タで す。 です か ら

コ ン ピュ ータ に当 て ます 時間 は わ ず か1日 とい うこ とで あ ります 。

現 在 そ うい う形 で都 立の 商 業 高 校 は コ ン ピュ ー タの教 育 を して ます

の で わ れ わ れ研 究 会 と して も 実 習 所 の コン ピュ ー タ教 育 の事 前
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教 育 とい い ます か,ま た さ らにそ の 先 は ど うい うふ うに した らい い .

か,そ うい うこ とを2年 ほ ど研究 して きま して,こ こへ きて 各学 校

に コン ピュ ー タが設 置 され る よ うな 様 子 に な っ て,そ れ では 本 日の

テ ー マ に あ る,ど の よ うな計 算機 を導 入 した ら い いか とい うこ とが

』

わ れわ れ の 当面 の問 題 にな っ て きま した。 これ はや は り工 業 高 校の

場 合 と同 じ よ うに,予 算 が関 電 で して,現 在産 振 基準 とい うの が

500万 円程 度,と な っ てお ります が 一書実 われ わ れ は ま だほ んの

2～3の 機械 に つい て しか 検 討 して お り ませ ん ので,こ れ につ い て

色 々い うこ とが,こ れ か ら のわ れ わ れ の テ ー マ だ と思 い ます 。 わ れ

わ れ の研究 会 と して も本 年 度 は この 問題 につ い て収 り上 げて,ど の

よ うな 共 通 の 線 が 出 るか,研 究 しTcい と思 っ て お りfEす 。

そ うな り ます と,い よい よ各 高 等 学 校 の 教室 で コ ン ピュー タ の講

義 が持 たれ る よ うにな る と思 い ま す白 現 状 では や は り非 常 にで こほ

こが あ っ て,か な り進 ん でい る学 校 もあ り ます し レコ ン ピュ 一 夕の

コ の字 もな い学 校 もあ るわ け であ り ます。 実 習所 に さ え連 れ て いか

な い学 校 もあ るわ け で して,非 常 に そ の差 は 激 しい 。 そ こで の 教 育

の 内容 は もっ ば ら ソ フ トの 面 にな り ます 。 これ は 情 報 処堰 をす るた

め の プ ロ グ ラム は ど うい うふ う任 し たコうよいか 。 す な わ ち プ ログ ラ

ム の組 み 方 と言 っ て よい と思 い ます 。 それ を現在 までは マ シン語 が

い い,ア セ ン ブ ラー が い い,CC)BOLが い い,森 口先 生 の コ ン ピ

ュ ー タ講座 以来FORTRANが 非 常 に人 気 が あ り ま して
、,FORTR

ANの 方 が い い で は な い か とい うよ うな,わnPttの 仲 間で も非 常

に問 題 が あ り ま して,こ れ す ら まだは っ き りと決 っ て い な いわ け で

す 。 私 た ち自 身の 勉 強 も,ま だ不 足で して.ひ と通 りや っ てみ ない
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こ とには どれ が い い か わ か らな い よ うな状 態 です。 い ず れ に して も

ソ フ トウエ ア が問 題 で す が,ど の 方法 で プ ロ グ ラム を教 えた ら一番

効 果的 かoま アこ実 習所 の 機 械 に うま くつ な が る よ うな機 械 が よい の

で は な い か。 そ うい うこ と をか ね が ね 考 えて お り ます。 非 常 に漠 然

と してお り ま して,本 日の テ ーマ に う ま く結 び着 かな いか も しれ ま

せ ん が,現 状 は そ うい うふ うにな っ て お り ます 。

玉 木 氏(日 本 数学 教育会)私 は 日本 数学 教 育 会 か ら来 て お るわけ で

す が,ご 承 知 でな い 方 々 もお られ る と思 い ま す。 日本数 学 教 育会 と

い うの は,小 学 校,中 学 校,高 等学 校1大 学 生で,算 数,数 学 の 先

生 方 でで きて お る会 であ ります 。 そ こで コ ン ピュ ー タ委 員 会 とい う

もの をつ くっ てお り ま して,こ の 方は 高等 学校 以 下,と 申 し ま して

も×体 高 等学 校に な るの で す が,高 等学 校で コ ン ピュー タ教 育 をや

っ て い く場 合 に ど うい う事 柄 を どの よ うに持 っ て い っ た らい いか,

高 冷学 校 とい って も,工 業,商 業じ やな くて,一 般 の 高 等学 校 で あ

り ます。 ここで の カ リキ ュ ラ ム を これ か ら 具体 的 に研 究 して行 こ う

とい う段 階 です。 まだ 細 い こ とにつ い ℃ 虜成 案 は 出 て いない わけ で,

現 在 写れ を 作 る ため の 準 備 を して お る といっ た 所 で す.た だ,コ ン

ピ ュー タ教 育 とい っ て も一般 教 育 とい う立 場か らの コ ン ピュ ー タ教

育 とい うこ と もあ るで し ようが,私 ど もは 数学 の方 に タ ッチ して い

る もの で.数 学 教 育 と しての コ ン ピ ュ ー タ教育 を ど う取 り上 げ て い

くか とい うこ とを1つ のね らい に して お り ます◎ そ の場 合,非 常 に

漠 然 と しに言 い 方 で す が,や は り生 徒 の 立場 か ら考 えてみ て,コ ン

ピ ュrタ を潮 かせ るの に は,こ うい うふ うにや るの だ とい うこ と と

同 時 に,な ぜそ うす れ ば コ ン ピュー タ が働 くの か とい う両 方 の 面,
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言 い か える とハ ー ドの面 とソ フ トの 面 につ い ての 基礎 的,」 般 的な

事 柄 を指 導 しな い と,や は り生 徒 は納 得 しな いの で は ない か と考 え

てお ります。 そ して そ の 中身 と しては,現 在 の高 等学 校 の数 学 の 中

にい ろんな 領域 内 容 が あ るわ け で すが,そ の す べ て が適 当で あ る と

は考 えて お りませ んで,少 な く ともそ の 中の 幾 つ か の 事柄 が プ ロ グ

ラ ム で きて,そ れ を実 際 に機械 にかげ て解 答 を得 る手ll貝が で き る よ

うな状 態 になれ ば.普 通高 校 にお ちす る コン ピュ ータの一 般 教 育 と し

ては,ま あ いい の で は な か ろ うか と漠 然 と考 え て お るわ げ で して,

そ れ を ど うい うよ うに具 体化 して 行 くか とい うこ とは,実 は 今か ら

や っ て い こ うと考 え てお ります。 そ うな り ます と,い ろい ろ問 題 が

出 て くるわげ で,1つ には 現在 は殆 どの りベ ラル の 高等 学 校 には 戸

ン ピュ 一 夕か あ り ませ ん。 特 殊 な学 校 に あ る とい うこ と も聞 い て お

ります が,ま ず 九分 九厘 ない わけ で あ ります。 そ こで そ うい う学 校

に コ ン ピュ ー タが 備 え付 け られ るの は一 体 い つ な のか とい うこ とに

対 す る疑 問 かあ る とい うこ とが1つ 。 それ か ら も51つ は,そ れ に

対 す る 予算 の 問 題 です か,こ れ す ら工 業 とか 商 業 とか い うよ うな所

で もなか な か解 決 がむ ず か しい 面 が あるわ け で,一 般 の 高 等 学校 に

な ります と膨 大 な予 算 にな っ て くる。

話 が 変わ ります が,現 在理科 教 育振 興法 とい うの が あ りま すが,

そ の理 科 教育振 興 法 の 中 に数学 を入 れ て しま お うとい うこ とを,盛

ん に運 動 して い るので す が,な か な か それす ら 旨 く行 か な い とい う

こ とです 。 実 は 数学 とい う科 目 につ い て の 予 算措 置 は,ま こ とに ゼ

ロに等 しい とい って もい い状態 で あ ります 。 そ うい う予算 の問 題 が

1つ の大 き な問 題 と して あ るわ け で す。 それ か ら も う少 し具 体 的 に
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内 容 を進 行 させ て い きます と,や は りプ ログ ラム言 語 の 問題 が 出 て

くる と思 い ます 。 ど うい う言 語 で やれ ば い い のか とい うよ うな こ と

に つい て,こ れ は今 後 の問 題 と して,研 究 してい か な げれ .ばな らな

い と思 い ます。

それ か ら非 常 に大 きな問 題 は,学 校 の 数 学 の先 生 方 に 対 す る 再教

育 とい い ます か,コ ン ピュー タを全 然 さわ っ た こ と もな くて コ ン ピ

ュ ー タ教 育 もあっ に も の では な い。 この辺 の 先 生方 に対 す る コン ピ

ュ ー タ教 育 とい うの を ど うして 行 くか とい うこ とで レ実 は 日数 教の

ほ うで は 昨年 あ た りか ら メ ー カ ー側 の ご協 力 を傷 ま して,講 習会 な

どを時 た ま開 い て い るわ け で,だ い ぶ 大 勢 の 方 々 に熱 心 に参 加 し

て い7こだ い て い るわ げ です が,ま た 全 体か ら 見れ ば非 常 に 敗が少 ナよ

い 状態 で す。 撒1こそれ だけ の こ と を講 習 を受 け にか ら と 言っ て,そ

れ で十 分 だ とい うわ け には い か な い状 態 で あ ります が,そ の辺 の と

こ ろを あわ せ て考 え て いか なけ れ ば な ら ない 。 この よ う任大 きな 問

題 な沢山 か か え て お り ます の で,そ れ ら匠 つ いて 私 ど も(つ方 か ら,

数 学 の分 野 で は こ うい うこ とが 実 際 に 望 ましい とい うこ とを具 体的

に 出せ れ ば,非 常 にい いわ げ で,先 ほ どい い ま した よ うに まだ コ ン

ピュ ー タ委 員 会 と して は,こ れ か ら具 体化 を進 めて い こ うとい う状

態 で あ ります。 た だ 関 連 して ち よっ と申 し上げ てお きたい と思 い ま

すこ とは ・ご承知の よ うに現鵠 等学校の学 習舗 獺 とい うもの

が改 訂 中 で あ ります。 す で に 小学 校,中 学 校 は決 っ て,現 在高 等 学

校 の学 習 指導 要領 を改 訂 中で あ ります が,そ の 場 合 に数 学 の 中 で コ

ン ピュ ー タ を ど う導 入 して行 くか とい うこ とが,現 在非 常 に議論 の

焦点 に なっ て お り,数 学 の 中 に コン ピュ ー タの こ とを入 れ て も,機
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械 が入 る もの や ら入 らな い ものや ら,わ か らな い の に,そ んな こ と

は余 計 な こ と だ とい う意 見 もあ ります が,一 応 前提 と して 機械 が各

校1台 とい うわ け には 行か な くて も少 な くとも,機 械 が利 用 で きる

とい う前 提 に 立っ て,コ ン ピ ュー タ教 育 の 中身 を数学 と して考 えて

行 こ うとい うこ とで,現 在 それ に対 す る 具体 的 な 内 容 が 出 され てい

るわ げ で す。 そ の四 谷 は 先ほ ど申 し上げ 正 した よ うに,1つ には な

ぜ コ ン ピュー タが 働 い て くれ るの か とい うこ と、つ ど うす れ ば コ ン ピ

ュー タ を動 か せ る こ とかで き るの か とい うこ と を,高 苦 学 佼 の 数学

の内 谷の 中でつ く り上 げ1確 か め る こ とが で き る よ うな 内 谷の程 度

で い い の で はな いか と,考 えて お り ます。 ただ 今度 の学 習 指 導 要領

で は,お そ ら く,数 学 とい うよ うな科 目はA,Bと い うよ うな2種

類 か も う少 し現 在 よ りは 明 瞭 に な・って,た とえ ばAは こ とばは 悪 い
ハ

が 要す る に数学 の 弱い 者 にや らせ よ う,Bは 少な くと も将 来 進 学 を

希望 してい る者 に対 してや らぜ よ う。A.が つ ま らな い 放学 で,Bが

ま ともな 数 学 だ とい うの では な くて,奴 学 を勉 強 す る上 に お いて は

本 質的 には 変 わ りない。 む しろや さ しい 蓑柄 をや る中 で も数学 とい

う もの を 勉強 さeる こどが で きるだ ろ うとい うA,Be=考 えて お る

わ け で すが,Aの 数 学 の 中 で も,や は りコ ン ピュ ー タにつ なか る事

柄 を盛 り込 ん で行 きた い。7こ と えば アル ゴ リズ ム とい うよ うな 考 え

とか',あ るい は フロ ーチ ャー トを書 い て 云 々 して い くとい うよ うな

事柄 は,ど しど し入 れ て い く形 に した 方 が いい の で は な い か とい う

よ うな こ とを現 在 議 論 して お る最 中で す。 そん な 状 態 です ので.先

ほど 申 しま した よ うに,将 来 の こ とを考 えます と一般 の リベ ラル の

高 等 学校 を卒 業 した もの で も,コ ン ピュー タ とい うもの につ い て は
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全 然 無 縁 では な い,コ ン ピ ュー タは 非 常 に便 利 だ けれ ど も,そ の 中

身 の こ と もそ れ の働 か ぜ 方 も皆 目見 当 が つか な い とい うの で は な く

て,も う少 し積 極 的 に親 しめ る よ うな形 に持 って い きたい と考 えて

お ります 。

吉村 氏(日 本 数 学 教 育会)玉 木 さんが 日数 教 の コ ン ピュ ー タ番 目な

の で,同 じ よ うな話 に なっ て し まい ます が,私 は ここの と こ ろ数学

の 教 員 の コ ン ピュ ー タの講 習会 の 世話 役 をや っ て あ ちら こ ち らお願

い を して 歩 い て い るわ け で す が ,参 り ます と ど う も摘段 の もの す ご

く高 い 機械 が 目の前 に現 オ)れ ま し て,恐 れ をな して し 支 う訳で す(、

もっ と1直段 の安 い機 械 が た く さん あ っ て,そ れ・ら を教 師 が 自由 駈こ使

える よ うに な っ た ら,コ ン ピ ュー タ孜 育 とい うも♂)の広 が りは ず っ

と大tく な るの で は な いか 。 理打目を言 えば学 校 に 孝では!訂{ξ理 で し よ

うが,小 さな 市に も3台 か4台,小 さな 機械 が 並 ん でい て,そ こへ

行 っ て も実 習 が で き,あ るい は コ ン ピュ ー タ とい うもの の 認識 を持

て る よ うになれ ば よい と思 い ます・ 現 在 の段 階 では ・則 しの・言Kei

機 の次 に 講 習会 に行 っ て,何 億 円 の 機械 とい うこ とにな っ て,そ の

間 が余 りに も開 き過 ぎ る よ うな感 じが します 。 実 習 に行 っ て も,大

,fな 機械 が登 場 す る。 ボ タ ン を2-3カ 所 だ け 押 して,あ とは何 だ

か わ か らない もの が,一 杯並 ん でい る とい うよ うな の で はな しに,

も う少 し手 近 な 機 械 が 出て来 たな らば,数 学 科 の 教員 で も一 ー一大 体

数学 科 の教員 とい うの は機 械 に弱 い ので す が_ま あ まあ 使 え る よ

うにな る とい う希望 が1つ あ り ます。

それから'学 校触 目限 実にいろんな雑務があります・ たとえ

ぱ 格縫 が終了 ほ す と・糖 韻 会 と励 肪 こらら袖 憤
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料 をつ く るの が 大 変 で あ り ます 。 全員 の 身長 を出 して,そ れ の平 均

を 出 して とい う,い ろ んな 計算 を全 部手 でや っ てい るわ け で す。 あ

の程 度 の 計 算 もで きる よ うな もの が,自 分 の 学 校 に な くて も近 くに

あ り,実 習に も使 え る,そ うい うよ うな一 教 育 実 習用 の コ ン ピュ

ー タ とい うまで 大 き くな くて も一 も うち よっ と程度 が低 くて も よ

い 機械 がTCく さん 出 る よ うに,お 願 い し7こい 。 メ"カ ー は 高 性能

ばか り強 調 し,こ うい うこ とまで で き ます とい うよ うな,上 の ほ う

は1こ くさん聞 か せ て下 さい まが,こ の程 度 の 磯波 か これ だ け 沢 山 あ

ります とい うよ うな 話 は あ ま り聞 か せ て い ただ け ない Ω 沢 山 あ り ま

す とい う方 に力 を注 い で いた だ い た ら,私 た ちは あ りがた い と思 い

ます。

寺 島 氏 先 ほ どい い ま した が,商 業 教 育 で コ ンピュ ー タを尊 人 す る場

合,考 え 方 がい ろい ろ あ る と思 い ま3-。1つ は 学 校 に超小 型,も し

くは 小型 の コ ン ピ ュー タ を入 れ てや っ てい くとい う方法 と,セ ン タ

ー を設け て ,そ こでや っ て い く方法 と,そ の 両者 を併 用 してい く方

法 。 い ろい ろ考 え られ る訳 です が,要 す る に情 報処理 の 教 育が ど う

な っ て行 くか とい うこ とが,し っ か り固 まらな い こ とには 結論 が 出

て こな い よ うκ思 い ます。 現 状 を申 し上 げ て ご参 考 に して い ただ き
`

た い と思 い ます 。

現状 で は 全 国 の 商 業 高等 学 校 で コ ン ピュ ー タ を導 入 して い る とこ

ろが約11校,導 入 準 備 を してい る と ころ を入 れ ます と,12～13

校 あ るか と思 い ます が,い ずれ も超 小型 の コン ピュ ー タです 。 それ

か ら実 習所 が現在 全 国 に8ヵ 所 あ ります が,そ の 中で コ ン ピュ ー タ

を現 に入nて 実 習 して い る 所が5カ 所 あ り ます。 私は セ ン ター実 習
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所 の 立場 か ら見 て学 校 の コ ン ピュ ー タ に望 む.もの は ど うい うものか。

そ ん な こ と を申 し上 げ た い と思 い ます 。

現 在実 習 所 に文 部省 の方 か らいた だ い て い る補 助 金 があ り ます 。

これ は 申 し上 げ て いい か ど うか 判 りませ んが,全 部 で5400万 円

です 。 そ の うち設備 関係 が3600万 円位 で す。 補 助金 の枠 内 で コ

ン ピ ュー タ を入 れ る と します と,セ ン タ ーで もそ う大 きな 機 械 は入

れ られ な い わ け で す。 した が っ て.現 状 で は大 多 数 の 実 習 所は 小 型

の コ ン ピ ュー タでや ・)てい ます 。 彩、ど もの とこ ろは 多少大 き くして

お り更す か θ他 の 実 習所 は 全 部小型 の コン ピュ ー タ と見 て間 違 い な

いわ け です 。 実 習所 で 現 在 実 習 して い るのは,生 徒 の 実 習 と教 員 の

研 修で,生 徒 の 実 習 の 方 か 主力 にな っ て お リ レ教 員 の研 修 は従 とい

うこ とで進 ん で い ます が,学 校 の 方 で 超 小 型 の コ ン ピュー タが どん

どん導 入 され る状 況Kな っ て き ます とそ の 比 率 が逆 転 して教 員 の 研

修 が 主 にな っ て くる と予想 され ます 。 そ うい う観 点 か ら考 え 幸す と,

超小 型 の コ ン ピュー タの場 合 入 出力 は 大 体 紙 テ ープ ベ ース に な る と

思 い ます 。 したが っ て セ ン ターに必 要な 機 械 と しては それ を補 う意

味で紙テープ とカー ドの 両 方 がや れ る もの が ほ しい ので は ない か。 そ

れ か ら学 校 の 超小 型 の コ ン ピュ ー タの 場 合 呼 は補 助 記 憶 装 置 は つ い

てな い と見 な け れ ば いけ な い。 そ うす る とセ ン タ ーの 方 では そ れ を

補 っ て や る必 要 上,補 助 記憶 装 置 をつ け た もの が ほ しい とい うこ と

に当 然 な っ て くるわ け です 。 その 補 助 記憶 装 置 が デ ィ ス ク が よい か,

磁気 テ ープが よい か とい うこ と につ い ては 問 題 が あ る と思 い ます が,

私 ど もが相 談 した と ころ では 各 実 習所 の 実 情 もあ るだ ろ うか ら,そ

うい うもの を 明示 しな い で,補 助 記憶 装 置 をつ け セ フ ァイル メ ンテ
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ナ ンス が で きる よ うな装 置 を 備 えて お く必 要 が あ る と言わ れ てお り

ます。

そ れか らCPUの 記 憶 容 量 の問 題 があ り ます が
,こ れは使 用 で き

る言 語 と も関 係 が あ ります が ,少 な くと もア セ ン ブラ ー,COBOL

FORTRANの3つ の 基本 的 な もの が で きる よ うな 容 量 を持
つfCも

の とい うこ とで,最 低12Kバ イ ト ,も し くは12Kキ ャ ラク タ_

以 上 が ほ しい と 言わ れ て い ます。 な お 紙 テ ープ の入 出力 は ハ イス ピ

ー ドの もの が ほ しい とい うこ とで す
。 とい うのは 大 勢 の 生徒 を消 化

す るわけ です か ら,入 力 で時 間 を と ります と ,大 勢 の生 徒 の 作っ に

もの をU欄 内 に処理 す る ことかで きな くな る とい う問 題 があ 臓 す。

した がっ て入 出 力は ハ イ ス ピー ドの もの がほ しい。 そ うい う意 味 で

出力 関係 では ライ ンプ リンタ ーが ほ しい とい うこ とにな っ て くるわ

け で す。 これ らの こ とが装 置 と して 望 生しい 基本 的 な もの です が ,

.その ほ か に コ ン ソ ール・オペ レ ー シ ョン も考 え られ ます の で
,で き る

こ とな ら コ ン ソ ール タ イプ ライ タ ー がつ い て る とい うこ とが 望 ま し

いの では な いか。

それ か ら な お も う1つ 教 育用 で考 えな けれ ば いけ な い こ とは,オ

7ラ イン の デ ー タ,も し くは プ ログ ラム を作成 す る機械 が相 当 数必

要 にな る とい うこ とで す。1ク ラス50名 とす る と,2人 に1台 ぐ

らい の オ フ ライ ンの機 械 が必 要 で は な い か。 したが っ て紙 テ ー プ と

カー ドの 両方 やれ る よ うκす る とす れ ば,穿 孔 タ イプ ラ イ ター は 少

な く と も25台 は ほ しい。 この こ とか,さ る7月1日,2日 の 全 国

の 実 習 所 の指 導 者 協 議 会 で話 合 われ た 内 容 で あ りま す。 この 内容 を

考 え て い き ます と3600万 円 とい う文 部 省か らい ただ いて い る金
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額 では とて も間 に 合 わ な い の で,協 議会 の あ との所 長 会 議 で も この

案 を も とに決 議 を して,文 部省 に も要求す る こ と にな りま した。 な

お メ ーカ ー に対 して も教 育 援 助 の制 度 を設け て ほ しい とい うこ とが

決 議 事項 と して 要望 され ま した。 した が っ て いず れ 所 長会 議 の名 前

で メ ー カ ーの 団 体が ど こか に教 育 援 助の 制度 を考 えてほ しい とい う

要望 書 が 出 され る と思 い ます の で,そ の よ うに ご考 慮 をい ただ き た

い と思、い ま"す。

今 度 は学 校 で ど うい うコ ン ピュ ー タが い い の か とい うこ とに な る

わけ で す が,学 校 で は 予 算 の関 係 でそ う大 きい ものは 望 め ない と思

い ます 。 超小 型 の コ ン ピュ ー タが 工 業の場 合 も商 業 の 場合 も共 通 し

て 言 われ て る と思 い ます が,一 番 問題 にな るの は,入 力 の ス ピー ド

を早 くして ほ しい とい うこ とで す、,これ は な ぜ か と申 します と ,学

、校 で 指 導す る場 合,50人 の 生 徒 をa消化 しな6nば い け な い こ とに

な ります。 そ うす る とス ピー ドが 遅 い と時 間 内 に処理 で きな い とい

う問 題 が起 っ て きて,学 校 の授 業 が円 滑 に進 まな くな るの で,で き

るだ け ハ イ ス ピー ドの入 力装 置 をつ け る必 要 が あ るわ け です 。 それ

か ら言 語 と して は コ ンパ イ ラー が あれ ば 望 ま しい の で す が ,超 小 型

で コ ンパ イ ラー の で きる もの も出来 て い ます が,事 務 計 算 用 で つ く

られ た もの に は,ま だそ うい うもの が 少な い と思 い ます。 少 な くと

もア セ ンブ ラ一命}で きる程 度 の もの が ほ しい とい うこ とは言 え る と

思 い ます。 そ の ア セ ンブ リをす る時 間が また 問 題 にな るわ け で,ア

セ ンブ リ時 間 の速 い ものが 望 ま しい とい うこ と も ,い ま申 し上 げ ま

した観 点 か ら共 通 江 言 え る こ とだ と思 い ます 。

湯 田氏(東 京 工 業 高 等 専 門学 校)高 専 の 現 状 を申 し上 げ ます と,大
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学 の 場 合です と大 体 各 大 学 に計 算 機 か設 置 され て い るわ け で す。 い

ま こ こで お話 を伺 い ます と,高 校 の場 台 も実 習 セ ン ターみ た い な も

の を設 け て,そ こ で教 育 を行 なっ て い る とい う実情 の よ うです が,

高 専 の 場合 です と,非 常 にそ の点 遅 れ てお り ま して,学 校が で きた

の は,皆 さん ご存 じの よ うに37年 度 か ら で新 しい ん で す が,計 算

機 の教 育 とか カ リキ ュ ラム の点 で は非 常 に 古 いの で は な いか と考 え

てお ります。 そ して計 算 機 の そ うい う問 題 に 関 して は,高 専 は 大 学

とか 高校 教 育 とか,そ うい うもの の底 辺 に あ るの で は な いか とい う

気 が し ます 。 この 点 で 高専 の 場合 には カ リキュ ラム を含 め て計算 機

の教 育 とい うの は 一 た とえば私 は電 気 工学 で す が 一 昔 か らあ る

電 気 工 学 とい っ た よ うな,カ リキ ュ ラム の編 成 に な っ て い て,た と

えば 高 校で す と電 子工 学 とか そ うい うもの が あ り ます が,国 立の 高

専 で電 子工 学 に相 当す る学 科 の あ る高 専 は まだ 現 在 の とこ ろな,い。

す べ て 電気 工 学 だ け で 昔 か らあ る カ リキ ュ ラム に な っ て い ます 。 で

す か らそ の辺 は 大 学 の 事 情 と非 常 に似 て るの で は な いか と思 い ます っ

今 度 通 産 省 か ら出 さnrc情 報 処理 技 術者 の認 定制 度 が,今 年 の11

'月 に行 なわ れ る よ うです が
,こ れ か らの 情 報処 理 技 術者 の能 力 を評

価 す る場 合 に,ど うして も国家 試 験 とい うもの が,重 要性 を増 して
●

くるの では ない か と考 え ます。 私 は 先 日 この 説 明会 に行 って き ま し

た が,そ れ を見 る と,た とえば プ ログ ラム の 作成 能 力 とい うのが あ

り ま す が,試 験 はf・ORTRAN,AI・GOL.P功,COBOIリ ア セ ン

ブ ラ部 門,そ うい うもの にわ か れ て い ま して,教 育訓 練 用 に特 別 に

つ くらγした もの は除 かれ てお ります。 です か ら私 は この 認 定 制度 と

い うもの を考 え7こ場 合,ど う して も普 通 に は通 用 しな い言 語 で の 教
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育 は,あ ま り意 味 が な い の では な い か と思 うわ け ですoで す か らや

は り一 応 学 校 でや っ た言 語 で もっ て 社会 に 出 てい っ た 場合 に一 非

常 に秀 れ1こ プ ログ ラマ ー で あ るか ど うか とい うこ とは 別 問 題 と して

一 最 小限 度実 際 に使 わ れて い る もの が 使 え る よ うな状態 とい うこ

とを考 え ます と,や は り言 語 の 点 で は普 通 に使 わnて い るFORTR

AN,C・B・)L,ALG・L,PL/i-PL/iは 非 常 砂 ない と思 ・・ま

す が 一 が必 要だ と言 える と思い ます。 私は電子工学科 の者ですか

ら,や は り学 生 は エ ン ジニ ア と して(/t"ど うして もFOM'賦Nが

必 要 で ち る とい う点 で,FoRTKANを 希 望 す るわ け です 。 現 在,

た と えばF'OR,TR,AiNで も何種 類 か あ りま すが,私 けJISの

3∩00,5000,7000と,前 の た とえばFORITItANN

-一 あ の辺 が ど うい うふ うにな るの か,5000か ら7000の 中

間 ぐらい に相 当 す るの か ど うかわ か り ませ ん が 一 一位 の言 語 が使 え

る程 度 の ガ ー ドレー ルが ほ しい とい うふ うに考 え ま す っ そ れ に,

や は りCOBOLが 使 えれ ば非 常 にい い と考 え ます 。 そxしは 高専 の場

合 です と,rcと えば定 員 が100名 位 の とこ ろに 教 員が40名 で,

残 りが 事務 関係 であ る とい う具 合 にな って い ま して,事 務 関 係 の 作

業 に非常 に時 間 が とられ て い る。 です か らた と えば 教 育用 で 空 い て

う ときに は学 校 の事 務 の合理 化 に計 算 機 を使 うとい うこ とが で きた

ら いい の では な いか 。 そ うす れ ば一 そ う効果 的 な 使 用 がで きる とい

う気 が す るわ げ です 。 で す か らFORTRAN,COBOLと い う こ

と に な っ て く る と 思 い ま す 。

次に将 来 の 問題 と して,私 わか り ませ ん が,PL/1が ど うい うふ

うに発 展 して い っ て,FORTRANやCOBOLに 変わ るの か,変
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わ らないの か.変 わる 可能 性 も非 常 にあ るわ け です か らハ ー ドウ エ ア

そ の もの に,簡 単 な 変 更 で もっ て,そ うい う新 しい 機能 が つ け加 え

られ る よ うな,ビ ル ド ・イ ン ・プ ログ ラ ム方 式 とい っ た よ うな つ く

り方 をやっ て お い て い た だけ れ ば,今 は 計算 機 関係 の 技術 革 新 が非

常 に激 しい と きで す か ら,教 育上 そ うい う もの に対 応 して 行け るの

で,有 効 だ と考 えて お りま す。

予 算 の点 が問 題 とな っ て い ます が,わ れわ れ の よ うに国 立 の 学校

です と,予 算 が なけ れ ば 何 もで き ませ ん か ら,予 算 が一 番重 要 に な

るわ げ です 。 先 ほ ど私 が言 い ま した よ うな 仕 様 のハ ー ドウエ ア が ほ

しい と言っ て も,非 常 に困 るわ け で す 。 私 ど もの 場 合 は ,電 子 計算

機 に 関す る 予算 は 全 然 つ い てお りませ ん ので,各 高専 と もす ぐコ ン

ピュ ー タの 教 育 を した い と考 えて は お ります が
,全 然 計算 機 に触れ

る こ と もで き ない とい うの が現 状 で す 。 で す か ら 私は,学 校 に入 れ

る計算 機 は,民 間 会 社 へ 入れ て利 益 を 上げ るた め の計 算機 とは 別 に

考 え て,た とえばCPUの 内 部の 速 度 な んか は遅 くて も,そ の か わ

り値 段 を安 く して もら うとい うこ とをや っ て い た だ い て ,あ る いは

そのfeめ の1つ の 方法 と して,た とえば レ ン タル で あ る程度 民 間 会

社 で 使わ れ 元 もの を.一 部改 造 して,安 く学 校 に入 れ てい た だ くと

か,そ うい うよ うな こ とをや っ.てい た だけ ば よい と思 い ます。 と に

か く各 学 校 で コ ン ピュ ー タを ほ しい と言 っ て も .非 常 に値 段 の張 る

もの です か ら,な か なか 満 足 に行 か な い と思 い ます。 また レ ン タル

で 長 く使 われ た物 で,そ れ を持 っ て き て,あ とで ま κ メ ンテナ ン ス

だ とか,何 とか で非 常 に問 題 にな る と思 い ます か ら ,そ の辺 は 十分

使 える一 一 ドの もの で な巾 ・ば い・ナない と思 い ます.
.で すか ら.や
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は り先 ほ ど どな たか が 言 われ た と思 い ます が
,保 守 の 点 は メー カ_

にサ ー ビス して い ただ い て ,安 くしてい ただ くとい うよ うな具 合 に

して も ら えれ ば よい と思 い ます 。 メー カ ーの 方 で も レン タル の 切れ

た もので,少 し形 の 古 くな っ た もの とい うの は
,非 常 に扱 い に困 っ

てお られ るの で は な い か と思 い ます の で.そ うい うもの を私 ど もの

方 に分 け て い た だけ れ ば,非 常 に助 か る とい う気 が します
。

あ とは 工 梁系 の,た とえぽ 電 気科 とか電 子科 の学 科 です と
,ハ ー

ドウ エア の教 育 と,ソ フ トウ エア の教 育 とい う
,2つ の 面の 教 育 を

しな 由 τば い け な い とい う点 で,非 常 にむ ず か しい面 が あ る わけ で

す が ・普 通 の コ ン ピ ュー タ,た とえば 中型 位 の コ ン ピュー タで もっ

て,ハ ー ドの 教 育 を し よ うとい うの は ,し よせ ん無 理 で は なか ろ う

か と思 い ます ・ や`⑰ ・・一 ド鋤 腹合 は ・・一 ド剤 脈 つ くっ に 魂 在

2～3出 て お りま すけ れ ど も ,何 々 トレーナ ー とい うよ うな もの で

ノ'一 ドの教 育 を して
,ソ フ トの 面は 相 まり通 常 の コ ン ピ ュ ータ を使

うとい うよ うな こ とに し7こらい い と思 い ます 。

づ
てれ か らあ とで結 構 です が

,ミ ニ コ ン ピュ ー タ とい うものが最 近

非 常 に話 題 に な って お ります が,そ れ が 先 ほ どい い ま した情 報 処 理

技 術者 認定 試 験 の 場 合 の プ ロ グ ラム 作 成能 力 に書 い てあ る もの に適

応 す るの か ど うか とい う点 で,あ とで メ ー カ ーの 方 か らお 話 を伺 い

たい と思 い ます 。以 上 です 。

森 口主査 ど うもあ りが と うご ざい ました
。 それ で 大 体学 校 関 係 の 出

席者 の こ発 言 が終 わ っ たわ け で す が ,以 上 伺 っ て み ます と,ま ず値

段 の問 題,500万 円 とか,ミ ニ コ ン ピュ ー タ とか
.旧 式 機 とい う

よ うな 種類 の話 が 出 ま した。 そ れ に関連 して,保 守契 約 の問 題,保
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守 の にめ の資料 提 供 の 問題 が 出 ま しに。 それ か ら教 育 援助 制度 とい

う話 も出 ま しTC。 そ うい う値 段 関係 とい うの が1つ です 。

そ れ か ら言 語 ら つ ま りプ ログ ラム用 に使 え る こ とば の 関係 で は,

FORTRANと い うこ とば が一 番 しば しぽ 出rcと 思 い ます。 そ の ほ

か には アセ ンブ ラ,COBOLな ど,い ろ い ろあ り ます 。

それ か ら第3に 入 出 力 か あ る程 度以 上 高速 度 の 性 能 を持 つ7こもの

で あ っ てほ しい とい うご指 摘 か 出 ま しに。

そ オtか ら第4番 目には,雑 務 か らの解 放 とか,事 務 作 業に も便 っ

て,事 務 の た めの・経費 を節 約 した い とい うよ うな お 話 が あ り ま した 。

これ は 実 はそ うい う方 向 へ の 努 力か 日 つ 教 育効 果 とい うもの が 相 当

期待 で き るの では な いか と思 い ますの で,や は り重 要 な話題 だ と思

い ます。

で すか ら,直 接 仕様 に関係 しアこもの か,言 語 と入 出力,そ れか ら

密 接 な 関1系のあ る話 題 と して 値段 の問 題,そ れ と事務 処理 用 の使 用

の 可能 な もの,大 体 その4つ にい ま まで の発 言が 要約 で きろ と思 い

ます。

そ こで後 半 では メー カーは特 に この4点 に 関 連 しに形 で,要 領 よ

く一 通 りの ご説 明 をい1こだ いle上 で,全 体 で 相互 に討論 す る とい う

ふ うに進 め に ら ど うか,と思 っ てお ります。
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森 口主査 そ れ では 後 段 に入 りた い と思 い ます。 前段 で一 応 ユ ー ザ ー

側 の こ発言 を い ただ い たわけ で す が,FORTRANと い うよ うな 具

体 的 な 名前 が 出 たほ か は,あ ま り数値 と しては 具 体 的 なもの が 出 さ

れ なか っ たの は.進 行 上 た い へ ん好都 合で は ない か と思 っ て お りま

す。

これ に対 して メー カー の ほ うで は,で き う だけ 具体的 な 数1直を あ

げ て答 え てい た だ きた い と思 い ます 。 た とえば 入 出力 装 置は † 分 高

速 で あ ろ こ と とい うよ うな 表 現 で 出 てお りま す が,う ちの こ,の機械

は 幾 ら です とい う数字 を 出 してい た だ く と,う ま く話 が 合 う と思 い

ます 。 ノフ トウ エア完 備,入 出力 高速 とか い うよ うな コ マ ーシ ャル

式 の表 現 で は うま く言跡 先 に 匡行 い た しませ ん ので,で き るだ け具

体 的 な 数字 で お 願 い い た しま す。

な お,時 間 が 限 られ てお りま すの で,あ ま り細 部 に わ た ら ない で,

先 ほ どの4っ の項 目,っ ま り値 段,プ ロ グ ラム 用 の言 語,入 出 力 の

性 能,最 後 に事 務処 理 用 の適 用 性,こ の4点 に しぼ っ て要 領 よ く,

お答 え を順 々 に い た だ きたい と思 い ます 。

そ れで は伊 藤 忠 さん か ら始 め させ てい ただ きます 。

伊藤 忠 電 子計 算 サ ー ビ ス(水 口氏)実 は 私 は,言 訳 み た い に なっ て

し まい ます が,あ ま り機械 を売 る気 は な い の です。
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まず,値 段 と して は,わ れ わ れ が扱 っ てい る も の は 非 常 に高 価

です。 小 型 の手 頃 の も の とい うのは,ち よっ と今 の所 見 あた りませ

ん。 買 え ば数 億 円 だ と思 い ます。

次 に言 語 の件 で す が,も ち ろ んFOH、TRANは 大賛 成 で す。 非 常

に結構 だ と思 い ます が,少 な くと もマシ ン ・ラン ゲ イ ジ く'らい は 勉強

され た 方 が よい と思 い ます。

それ か ら1/0の ス ピー ドの件 です が,こ れ は い ちば ん値段 と関

係 だ あ るわ け で,わ れわ れ がい ま汲 っ てい る もの は ライ ン ・プ リン

ロ

タ!一は1分 間 に1,000行,カ ー ド ・リーダ ーで は1分 間 に1200

汝 ぐらい,カ ー ド ・パ ンチ は1分 間 に250枚 ぐらい パ ンチす る も

の を扱っ てお り ます∩ そん な に速 い もの は必 要 な い ので は な い か と

思い ま す。 『

そ れ か ら次 は`}輻務 処理 との 併 用 です が,こ れ は 当 然 お や りに な っ

た 方が い い と思 い ます。

森 口主査 次 は 内 田洋 行 さ ん。

内 田洋 行(高 宮 氏)内 田洋 行 で は ご存 じだ'と は思 い ます が,超 小型

か ら小 型 ま での もの を 扱 っ て お りま す。 そ して,教 育 機器 事業 部 と

い うもの を別 に持 っ て お りま して,そ ち らの 方で もコ ン ピュー タを

扱 う とい う方 向を とっ てお り ます。 先 ほ ど皆 さん のお話 を伺 っ てい

ます と.寺 島 さ んが 指 摘 され ま した よ うに,一 体 何 を対 象 に し て話

を進 め てい くの か,総 合 的 な話 を進 め て い くの か とい うこ とで 問題

に な ります。 教 育 の 目的 を ハ ー ドウ エア の理 解 に お くのか,そ れ と

もマ シン ・ラ ン ゲ イ ジの よ うな基 本 的 な もの に置 くのか,そ れ とも

ア プ リケ イ シ ョン的 な利 用 方法 か ら入 るの か とい うこ とに よっ て大
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き く:違っ て き ま す。

私 ど もの扱 っ てい る計算 機 の 場合 には,ハ ー ドウ エア を理解 す る

ため の もの,マ シ ン ・ラン ゲ イ ジを理 解 す る た め の もの と して は,

200万 円 か ら約800万 円程 度 の もの を 扱 っ て お りま す。 この 場

合 に は 単 にバ ー・ドウ エ アを 理 解 す る こ と と,計 算 機 の マ シ ン ・ラン

ゲ イ ジで組 ん でsin,COSと か,そ の辺 の ところ まで を理 解 させ る

こ とを 目的 に し てお ります の で,こ の 場合 には1/Oは さほ ど速 く

は あ りませ ん。 そ して使 用 言語 もマ シ ン ・ラン ゲ イ ジ とい うこ とに

なっ てお ります。 メイ ン ・メモ リー も非 常 に小 さい,100ワ ー ド

以 下 の ス トア ー ド ・プ ログ ラム方 式 を とっ て お ります 。

これ が一 転 して,小 型 計 算 機 の方 に な り ます と,超 小 型 と小 型 と

2通 り機 種 を持 っ て お ります が,い ず れ の 場 合 も主 要言 語 は ア ッセ

ン ブ ラ ーをベ ー スに してお りま す。 た だ これ は や が てFORTRAN

に行 くで あろ う とい うこ とは考 えて は お ります が,現 段 階 では お そ

ら くFI)RTRANま では,こ の 分野 で は,ま だ実 用 に は 早い の で は

ないか と考 え てお ります。

価格 は,超 小 型 の方 は 約6r)0万 円 か ら,小 型 の 方は1500万

円程 度 か ら4000万 円止 ま り とい うとこ ろ に な ります。

1/Oの 速度 は紙 テ ー プ ベ ー スで1秒 間400文 字 を標 準 に して

お り ます。 さ ら に速 い もの が欲 しい とい うこ とで あ れ ば,1秒 間 に

loOO文 字 とい うもの も つけ られ ま す 。

また,こ の超 小 型,小 型 の 方 は 事 務 処理 を 目的 として お ります。

科 学 計 算 は もち ろん で き ま す。

先 ほ ど1速 い ものが ほ しい と言 わ れ ま した が,現 在 お 使い の 機械
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は どの程 度 の 速 さの ものか をお き き したい 。

森 口主 査 寺 島 さん,紙 テ ー プで1秒 間400字 で読 ん だ り処 理 した

りで き る もの を とい う根 拠 は?

寺島 氏 速 く とい う意 味 は.生 徒 が プ ログ ラムを つ くっ て,紙 テ ープ

にパ ン チ し,そ の プ ログ ラ ムを かけ て,ア セ ンブ リーを して 出 し て

くる時 間 が どの くらい か か るか とい うこ とです 。

森 口主 査 そ うす る とタ ー ン ・ア ラ ウ ン ドで すね。 先 ほ どの お話 の中

に は 読 み書 きの 速 さ,秒 速 何文 字 とい うもの も相当重 要 だ とい うご

指 摘 が あっ た と思 い ますが,い ま1秒 間400字 が{票準 で あ る と し

て もっ と速 い もの が 必要 な 場 合には,1秒 間1000字 位 の もの も

つ け られ る とい う答 が出 たわ け です。 そ れ に 対 して寺 島 さん は,そ

れは 速い と思 わ れ るか,ま だ足 らない と言 わ れ るか,そ れ を お 聞 き

し－Lす。 い か が です か 。 これ は十 分 速 い の で は ない です か。

寺島氏

森 口主査

寺島氏

内田洋行

寺島 氏

速い と思 い ます 。1000字 の もの があ れ ば 速い と思 い ます。

4t)0字 で も相 当 速 い の では あ りませ ん かっ

まあ,400字 あれ ばで すね 。

現 在 お使 い なの は何 文 字 です か 。

い え,私 の方 は カー ド ・ペ ー スで す 。IBMの 機 械 で,カ ー

ド ・ベ ー スに なっ てい ます 。

それ で 元ち よっ とお聞 き したい の で す が,ア セ ン ブ リーを す る場

合,紙 テ ープ に プ ログ ラム を つ くっ て入 れ て アセ ン ブ リー して 出 し

て くる時 間は どの位 か か ります か。

内 田洋 行 普通 の 場合,ス テ ップ 数 に も よ ります。

寺島 氏 大 体100ス テ ップ位 と考 えて い た だい て。
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・内 田洋 行 そ れ で した ら5分 もかか りませ ん。

寺 島 氏 それ でプ リン タ ーは ど うなっ て い ます か,ラ イ ン・・プ リン タ

ー です か ,そ れ と も'

内 田洋行 ライ ン ・プ リン ター の 場合 もあ ります し,タ イ プ ラ イター

の場 合 もあ ります 。

寺島 氏 タ イ プ ライ タ ーで 出す 場 合,ど の くら い かか り ます か。

内田 洋行 タイプ ライ タ ー で ま ともに 印字 す る ので す か。

寺 島 氏 プ ログ ラム を リス ト ・ア ップい た します ね。

内 田洋 行 は い,リ ス ト ・ア ップす る 場台 に,い ろ い ろ テ ク ニ ック上

の 問 題 は あ ります が,ま ともに ソ ー ス ・プ ロ グ ラム を打 っ て,そ れ

か らオ ブ ジェ ク トの ものを打 つ とい うよ うな方 式 を とる とは必 ず し

も限 りませ ん。普 通 の 場 合,何 とい うネ ー ムは ネイ ム ・テ ーブル の

何 番地 に割 付 け られ た とい う程 度 の ものを 出 して し まっ て これ

は ベ イ シ ッ ク ・ア ッセ ン ブ ラー の 場合 で す が 一一 オ ブ ジェ ク トは か

まわ ず ハ イ ス ピー ド ・パ ンチ か ら出 して し才 う。 出 力 もパ ンチの 方

は,申 し遅 れ ま した が.普 通 の もの で1分 間3,000文 字 ・速L・・も

の で9000文 字 です 。

寺 島 氏 そ の オ ブ ジェ ク トが 出 て くる まで で05分 位 です か 。

内田 洋 行5分 もか か りませ ん。 オ ブ ジェ ク トの 出 る瞬間 で した ら ・

5分 もかか りませ ん。 い わ ゆ うサ イ レン トな 時 間 で すね 。

森 口主査 ち よっ とそ の位 に し ま して,こ れか らの 議 事 進 行 の方 針 で

す が,い まの は非 常 に簡 単 な質 問 で す か ら数 秒間 で答 え られ る と思

っ てい 妨,や っ ば 咄 力 にか な 卯 寺間 が か か る よ うで.(笑)そ

うい う長 い討 論 はい ま,途 中で入 れ た くない ので,い ま程 度 の ユ 一
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ザ 一側 の ご質 問 は メ ー カー側 で 必要 とお感 じ に なれ ば 入 れ て くだ さ

っ て結 構 です が。 た だ お 答 え の 方 が 数秒 間 で 済 まない よ うな ら,済

まな い と言っ てい た だけ れ ば,そ れ で結 構 で す。 な るべ く早 くずっ

と向 こ うまで進行 したい と思 い ます の で,そ うい うふ うに ご協 力願 い

ます。

内 田洋 行 そ う します とい まの 場合,教 育の 目的 で す が,ア プ リケ イ

シ ョン を教 え るの が 目的 か,そ の辺 の とこ ろ,目 的 に よっ てず い ぶ

ん値 段 に 差 もあ ります し,ま た値 段 が か な り制 限 さ れてい る とい う

発 言 もあ りま した か ら,そ の辺 は す べ て 自由 で あ る と考 え て よろ し

いで す か。

森 口主査 つ ま り,1つ の 機種 に 自由度 を高 く持 たせ るとい うよ りは,

やは り学 校 に よ りそ の ときの状 況 に よっ て 目的 が い ろ い ろ違 っ た も

の があ り得 る とい うふ うに 受 け とz)て い た だ けば い い と思 い ±す。

内 田洋 行 しか し,こ の 会 の 目的 は,こ こ で基 準 を設定 す るの では な

かっ た の で すか 。

森 口主査 その 通 りです 。 で す か ら基 準 とい う意 味 で は そ の 目的別 に

違 っ た基 準 を考 え る必 要 が あ るか も知 れ ませ ん。

内 田洋 行 現 段 階 で は そ こ まで到 達 してい ない とい う こ とで よろ しい

です ね 。

森 口 主査 ただ い まの 時 刻 に おい て は達 して お りませ んが,1～2時

間 位 あ とには達 す る こ とにな るか も知 れ ませ ん。(笑)

内 田洋 行 そ うします と,出 力 の 方 は,そ の 程 度 で よろ しい です か 。

森 口主 査 はい。 で は 次 に沖 電 気 さん 。

沖電 気 工 業(島 崎 氏)沖 電 気 で は,超 小 型 電 子 計算 機 を今 年 発 表 し
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ま した。 い わ ゆ る ミニ コン と言 わ れ る もの です。 あ と小型 電 子 計 算

機 と しては,科 学 技 術 用 を主 体 と した もの。 そ れ か ら事 務 処 理 用 の

もの。 事務 処 理 用 に つい ては さ らに超 小型 の もの も含 めて,3機 種

あ ります。

ミニ コ ンに つ い て は,本 体 がlfeeで す が,約400万 円程 度 ,1

/O関 係 につい て は 、使 用 の向 き に応 じて つ け る とい う形 にな っ て

お ります・ そ れ が ら小 型 計算 機 につ い て は ,一 応 技 術 用で して,ベ

イシ ッ ク ・シ ステ ム で約1000万 円 程度 か らあ ります 。

1/0関 係 は 両 方 と もLPの 場合 です と1分 間 に500行 ない し

1000行 位,あ るい は も う少 し遅 い もの で あれ ば16(ハ 行 グ)もの

も 付け られ ます。ET関 係 で は標 準がlO(,O桁/分,そ れ か ら紙

ア ー フ ・イ ン プ ッ ト としては 標準50(∫ 字/秒 。 ミニ コン θ)ベイ シ

ッ クの 記憶 容 量は4Kワ ー ドか ら,16Kワ ー ドまで あ ります。

小 型 電 子 計 算機 は,4Kワ ー ドか ら65Kワ ー ドま てで す。

その他1/O関 係 に つ い て は カー ド,あ るい は デ ィ ス プ レイ装 置

とい うよ うな もの も接続 可能 で す。

事 務 用 に つ い て は,特 に い まま で学 校 教 育 用 とい う形 で 直接 お話

を した こ とは あ りま せ ん が,使 用 目的 向 きで 考 えれ ば ビ リン グ的 な

能 力 を持 っ た 機械 が3機 種,超 小型 か ら揃 っ て お ります の で,そ う

い う意 味 で は 人間 と機械 の 対応 す る教 育 向 き と考 え て お ります 。

超 小型 と言 わ れ る もの で も,本 体 はい わ ゆ る標 準 の,電 子計 算機

能 を持 っ てい ます。 た だ し1/0関 係 は,タ イプ ラ イ ター が4台 ま

で しか つ か な い構 成 で す。

inputは 紙 テ ー プ,・Outputは,タ ・イ ブ ラ イ タ ー4台 ・と ,
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そ れ プ ラ ス ハ イ ス ピ ドの テ ー プ ・ハ ン チ で す 。 テ ー プ ・パ ン

チ のス ピー ドは,1分 間9000字,そ れ か ら タイ プ ラ イ タ ーは

500字/分,あ る いは1000字/分 。'さ ら に紙 テー プ入 力 は,

寿 命 とい う面 か らい ろい ろ と制 約 が あ るので,現 在 は100字/秒

の もの を標 準 と して お りま す、,

また その 上 の ク ラ スの もの は,基 本 シ ステ ム に ドラ ム装 置 を 内蔵

してお り,構 成 と して は ラ ン グ ムに 入 出力 で き る タイ プ ラ イ タ ーの

接続 台 数が8台 あ り ます 。 このETの 速 度 が500字/分 ・あ るい

は1000字/分 とい うシス テ ム構 成 が とれ ます。

そ れ か ら入 力 関係 と して は,紙 テー プ ・リー ダ ー で,そ れ は54)O

字/秒.そ れ か ら・・イ ・ス ピー ド ・テ ー プパ ンチetg・000字/分

で す。

ライン ・プリンターは1分 間 に175行,こ れは カナ文 字 も含 め た

もの で す 。

さらに簡 単 な フ ァ イ ル ・メ ンテ ナ ンス用 として,磁 気 テー プが 漂

新 は2台 まで 付け られ る よ うに なっ て い ます 。 こ うい う構 成 が'is

移 用 の機 械 です。

その 上 の ク ラス では,デ ィ ス ク装 置 を外 部 装 置 と した シ ステ ムで

構 成 され た もの か あ ります。

大体,価 格 的 には,一 番 小 さい事 務 用 の もの で,1200万 円程

度,そ の 上 が 磁気 テ ー プ装 置 を除 い た形 で大 体2000万 円 前後 に

な っ て お ります 。 さらに そ の上 の ク ラスで は,デ ィ ス ク装 置 付で 大

体3000万 円 前後 か ら とい うこ とに な ります。 一 番 小 さい シ ステ

ムで は,記 憶装i置は 固定 で して,1万 桁。 その 上の もの が8Kバ イ
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トか ら16Kバ イ トま で。 この桁 とバ イ トとい うの は,事 務 用 の ミ

ニ コ ン ピュ ー タが,構 成上 制 約 され た 機能 を持 っ て い ます の で,パ

ック ・モ ー ドで は な くて,そ うい うこ とに な ります。 その 上の もの

が10Kバ イ トか ら80Kバ イ トまで 拡 張 され て い ま す。

森 口主査 あ りが と うご ざい ま した。 次 に高 千 穂 さん。

高千 穂 交 易(左 氏)具 体 的 に機 種 の 名 前 を 申 し上げ て よ ろ しい です

か 。

森 口主 査 ど うぞ。

高千 穂交 易 ご希望 の約500万 円程 度 で す と,お すす め で きます の

にL2000と い うの が あ り ます。 これ で す とソ フ トウエ ア もハ ー

ドウ エア も,ど ち ら も教 育 用 に応 用は 可能 で す。 実 際 には これ は 事

務 処理 用 の マ シ ン とし てセ ール ス して お ります 。 ラン ゲ イ ジは ア ッ

セ ンブ ラー まで 可能 です 。FOR,TRANが 入 る よ うに な る と,う ち

で は レン タル で21)0万 円 の マ シ ン に な ります。L2↓)00で は ア

セ ンブ ラー まで で す。1/O機 器 の ス ピー ドは,デ ー プ ・ペ ー ス で

した ら,1分 間 に2400字 です 。OtltPLItに テ ー プ パ ン チ を 用

い ます と,や はb1分 間 に2400文 字 で す 。

また タイ プ ラ イ ター は毎 分930字,ラ イ ン ・プ リン ター は 毎分

12,{)00字 で す。 カー ド ・ベ ー スで した ら,inputで,カ ー ド'

リーダ 「 が1分 間 に8000字,カ ー ド ・パ ンチ で す と1分 間 に

1500字 です 。

森 口主査 い まの ライ ン ・プ リン ター は1行 が120字 だ とす る と ・

1分 間 に100行 とい うこ とで す か。

高千 穂 交易 そ うで す。 これは オ フ ライ ン として も使 え ます し,将 来
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オ ン ラ イン として,ど こ か のセ ン ター ・マ シ ンへ の接 続 も可 能 で す 。

そ れか ら特 にハ ー ドウ エア とか,電 子 計 算 機 のベ ー スで あ ります

ビ ッ ト ・オベ レ イ シ ヨン とい うも・うだけ の教 育 で した ら ,ト レイ ナ

ー ・ボ ー ドとい う機 械 が あ りま す。 これ は 買い 取 り22万8000

円 で す。 これ には ち やん と致 節 用 の教 科 書 及 び生 徒 用 の 孜科 書 が っ

い て い ま して,2進 法 か ら10進 法 へ の 変 換 とか,そ の 他 プ ール 代

数のい ろ ん なオ ペ レイ シ ヨン が手 に とる よ うに,自 分 でい ろい ろ線

を結 ん で.計 算 成 の根 本 的 な 概 要 が習 え る,そ うい うマ シン があ り

ます。

森 口主査 あ りが と うご ざい ま した、,次は 東 芝 さん 。

東京 芝 浦 電 気C正 木 氏)本 日は超 小 型 並 び に小 型 とい うこ とで す の

で,そ の 範 囲 の 私 ど もの 機 種 の 説 明 を 甲 し上げ ます 。

まず,超 小型 で は,T-)SBAC1100と い い,現 在 はD型 とE型

の2種 類 を発 売 して い 走す。 一 応 事務 用 の 計算 機 ,イ ン プ ッ ト ・マ

シ ン とい うこ とが 設計 の 基 本 方 針 に なv)て い ます 。D型 の 方 が360

万 円,E型 の方 が420万 円。 このD型 が約2000台 全 国 で使 わ

"
れ て お ります。E型 は 最 近 発 売 され ま して,現 在 の所 は400台 で

す 。

今 日,ユ ー ザ ー さんの お 話 を承 っ て お ります と一 い ま 申 し上 げ

ま した の は端 末 機 器に な ります が 一 む しろTOSBACI500と い

う機種 が一応 ご検 討願 え るの では なか ろ うか と考 え ます。

1500の 構 成 です が,私 が考 え て コーー ザ ー さん に お すす め す る

構 成は,中 央 演 算 装 置 と2リ ーダ ー ・1パ ンチ の もの で す。 ドラ ム

は4台 まで 増 設 可 能 で す が,一 応1台 と します 。 そ れ に入 出 力の タ
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イプ ラ イタ ー,こ うい う構成 で す。 こ の 構成 で16{}0万 円5

先 ほ ど湯 田 さん か ら メー カー に は レン タル ・パ ック して きた,償

却 ずみ の安い 機械 が あ るだ ろ う とい うお 話 で した が,小 型 機 に 関 し

ては,発 売早 々 で す か ら 、まず 当 分 の 聞 そ うい う安 い ものは ,あ ま

りご期待 され ない 方 が いい の じ やない か と考 え ます。

ラン ゲ イ ジの方 は.セ ン トラル ・ユ ニ ッ トが4Kバ イ トで す か ら ,

ア ッセ ンブ ラー をベ ー スに して い ます。

それ か ら,入 出 力 の 方 です が,い ま言 い ま した構 成 か らち よっ と

は ずれ ます が,実 は 値 段 が き まっ て い な い シ リア ル ・プ リンタ ー と

　

い うの を,一 応 発 表 し ま し た 。 東 芝 で は こ れ は ド ッ ト ・プ リ ン タ ー

と 称 し て お り ま す 。 こ れ は1分 間8000字 で す 。5ピ ッ ト と7ビ

ッ ト の5×7,35ピ ッ ト で 構i成 さ れ て い ま す 。

ま た,8月21日 か ら の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ョー で,初 め て 発 表 し

ま す が,input用 に マ ー ク セ ン ス ・ カ ー ドが あ り ま す 。 こ れ は い ま

の ド ッ ト ・プ リ ン タ ー 並 び に マ ー ク セ ン ス ・ カ ー ドの リ ー ダ ー で す

が,と も に 値 段 は ま だ 発 表 さ れ て お り ま せ ん 。

入 出 力 の 入 力 の 方 の ス ピ ー ドで す が,リ ー ダ ー の 方 は3万 字/分
,

パ ン チ の 方 は
,8000字/分,タ イ プ ラ イ タ ー の 方 は900字/

分 で す 。 タ イ プ ラ イ タ ー の 印 字 幅 は13イ ン チ,130桁 と い トう 制

限 が あ り ま す 。

詳 し い こ と は ご 質 問 が あ れ ば の ち 程 お 答 え し ま す 。

な お,そ の 超 小 型 の 問 題 で す が,先 ほ ど 値 段 だ け 申 し 上 げ ま し た

が.メ モ リ ー の こ と を つ け 加 え ま す と,D型 の は8ワ ー ド で サ
。13

桁 プ ラ ス サ イ ンecな っ て い ま す 。 そ れ か らE型 の 方 は16ワ 一一 ドで
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同 じ く13桁 プ ラスサ イ ンです 。 タ イ プ ラ イ タ ーはD型 の 方 がIB

Mの モデ ルDを 使 っ て い ます 。E型 の 方は セ レ ク トリック ・モ デ ル

72を 使 っ てい ます 。 ス ピー ドはD型 の方 が600字/分,E型 の

方 は900字/分 。 印字 の幅 はoutputに 非 常 に関係 が あ ります が,'

D型 が15イ ンチ,E型 が13イ ンチ で す。

そ れ か ら リー ダー の方 の ス ピー ドで す が,こ れはD型 が60.0字

/分,E型 が1000字/分 です 。 パ ンチ の 万 も同 じです 。 ともに

1台 の リーダ ー並 びに パ ンチ の増 設が可能とい うことにな っ てい ます 。

詳 し くお 語 いた します と時 間 を要 します の で,ご 質問 が あ りま し

た ら の ち程 ●また お 答 え しま す。

森 口主 査 ど うもあ りが と うご ざい ま した。 次は 日本 電 気 さ ん。

日本 電 気(平 原 氏)一 先 ほ どの4っ の点 か ら申 しま して私 ど もの方 で

おすす め で きる機 械 は,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タの 場 合,今 度 出 し ました

一 番 基本 的 な形 の もの で350万 円 ,こ れ は4Kワ ー ドで す 。 大 体

そ れに1/0タ イ プ ライ タ ーをつ け』て400万 円そ こそ こ とい うこ

とに な ります。 これは32Kワ ー ドま で拡 張 可能 です 。

そ れ か ら次 に従来 か ら 出 してい ます シ リーズ1200と い う一一一連

の 超小 型 機が あ りま す が,そ れ のNEAC1240と い う現 在 出て

い る機 械 は 主体 は どちら か とい う と事 務 用 で す が,現 在 か な り科学

技 術 計 算 用 に も使 わ れ て い ま す 。1240を.大 体,科 学 用

に使 う場 合 は,ア ッセ ンブ ラー ・ベ ー ス です と,ご く基 本 的 な一 番

小 さい形,こ れ は800ワ ー ドです が,そ れ に1/0タ イ プ ライ タ

ー とい う杉 で ス タ ー トす る こ とがで き ます 。 そ の 場 合は パ直段は 大

、体800万 円位 で す。 これ は1600ワ ー ドまで 伸 ばす こ とが で き
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ま す 。 現 在 。 ア セ ン ブ ラ ー ・ベ ー ス で か な り 使 っ て い た だ い て お り

ま し て,サ ブ ル ー チ ン も 相 当 の も の を 持 っ て お り ま す 。

そ れ か ら 近 々FORTRANをJIS3000程 度 の も の で.リ リ

ー ス し ま す
。 こ れ に つ い て は,大 体 ミ ・':マ ム 構 成 機 器 と し て1600

ワ ー ド と,磁 気 ド ラ ム ー-1万 ワ ー ド の 磁 気 ド ラ ム ー一一・を つ け て お

使 いい ただ く。 その 場 合 で価 格 は 約1400万 円位 に な るか と思 い

ます 。 この 場合,先 ほ どか ら問題 に な っ てい ますin/outの ス ピー

ドは,in側 は300字/秒 のPTRが つ げ られ ます 。い まの 構 成

で す と,Out側 は,600字/分 の タイ プ ライ ター にな ります。

1240は ラ イン ・プ リン タ ー をつけ る こ ともで きます が,こ れ を

っ け た場 合,ス ピ ー ドは 大 体150行/分 。 た だ し価 格 は750万

円位 にupに な り生す。

い ま 申 し上げ ま した2つ は,先 ほ どの お 話か ら します と.個 々の

学 校 が お入 れ にな る場合,も し くは 比較 的 小 さな 共同 利 用 のセ ン タ

ー に な るの で は ない か と思 い ます が ,も う1つ 私 ど もで,共 同利 用

セ ン ター向 け の 少 し大 きい 程 度 の もの と,先 ほ ど寺島 さん の'お話 に

もあ りま した 設 備費3600万 円 とい う枠 で 考 えた 場合,シ リー ズ

2200の 現 在 の一 番 下 のモ デル で あ るモ デ ル50が 入 っ て くる こ

とが で き ます 。 この 場 合 は,ア セ ン ブ ラー,そ れ か らCOBOL,

FORTRANが 使 え ます 。

大体,FORTRANを 主体 に考 え た場 合,記 憶 容 量 は16Kキ ャ

ラクター,そ れ に磁 気 テ ー プ4台,PTRl台,そ れ か ら 先 ほ どの

300字/秒 の 紙 テ ー プ リー ダ ーで す。 さ ら に ライン ・プ リン タ ー

で,こ れは200行/分 です 。 大 体 そ の構 成 でFORTR,ANは もち
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う んCOBOI・ も,ア セ ン ブ ラ ー も 使 え ま す 。 こ れ で 大 体3600万

円 程 度 に な る と 思 い ま す 。

現 在,私 ど も の 手 持 ち の 機 械 か ら お す す め す る も の と し て,こ の

3つ が 考 え ら れ ま す 。

森 口 主 査 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。 次 は,日 本 ナ シ ョナ ル 金

銭 登 録 機 さ ん 。

日本 ナ シ ョナ ル 金 銭 登 録 機(鮎 川 氏)私 ど も が い 主 張 っ て い ま す 翌

品 と し て,先 は ど か ら お 伺 い し て お り ま す 条 件 を 満 す 機 種 と し ま す

と,ち よっ と な い わ け で す 。 値 段 が 非 常 に 高 く な り ま す の で,こ こ

で 申 し 上 げ て は た し て 皮 に 立 つ か ど うか わ か り 妻せ ん か,ご 夕 考 ま

で に 申 し.ヒ げ ま す と,私 ど も で 取 り扱 っ て お り ま す も の で,CEN

TUKYと い う シ リ ー ズ が あ り ま し て.そ の う ち の10dと い う 型 の

最 低 シ ス テ ム を ご 紹 介 し ま す と,価 格 は 約4UぱOl万 円 か ら4300

万 円 位 に な り ま す 。 レ ン タ ル で は100万 円 前 後 で す 。 そ の 功 合 に

CPUの メ モ リ ー が 最 低 で16Kバ イ ト。 こ の 場 合,コ ン ソ ー ル ・

ラ イ タ ー を 付 げ る こ と も で ぎ,付 け な い こ と も で き ま す が,つ け た

場 台 の 値 段 が さ っ き 申 し 上 げ た 値 段 で す 。

そ れ か らillputの 方 で す と ・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー の 場 合,3t)0枚

/分 で す 。 紙 テ ー プ ・ リ ー ダ ー は1秒 間11}00字 。 そ れ か らout-

Putは ラ イ ン ・プ リ ン タ ー で し て,1行 の 幅 が132欄,数 字 だ け

の 場 合,1分 間94)0行,ア ル フ ァ ・ニ ュ ー メ リ ッ ク の 場 合 は450

行 で す 。 そ れ か ら デ ィ ス ク が つ い て い ま し て,こ れ は デ ィ ス ク ・パ

ッ ク で,デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ2っ 付 い て1ユ ニ ッ ト と な っ て い ま す

が,1つ の パ ッ ク の 容 量 が 約420万 バ イ トで す 。
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ラ ンゲ イ ジ と して は,こ れだ け の値 段 で す か ら,当 然FO}tTRA

N,CO・BOL,い わ ゆ る アセ ンブ ラ ー,す べ て 付い てお ります 。

これ が 最 低 で す の で,あ ま りご参 考 に な らない か も しれ ませ んが,

紹 介 させ てい た だ き ます。

森 口主 査 あ りが と うご ざい ま した 。 次 に,日 本 ユ ニ パ ッ クさ ん。

日本 ユ ニパ ック(稲 見氏)私 ど もの 会 社で,教 育 といい ます と,こ

れ まで 主 に 客先 の,し か も導 入 初 期 の状 態 の 客先,あ る いは 計 算 セ

ンタ ー に 惜 し く配 属 に な っ た 方た ち,そ うい っ た 方 た ちを 対 象 と し

てい ま して,学 校教 育 とい う場 面 で の コ ン ピュ ー タ教 育 とい うのは

あ ま り体系 的 に考 え てい な か っ た わ け で す。 です か ら,今 日こ こ で

の お話 をい ろい ろお 伺 い し てい き ま して,こ れ か らの 問 題 と して考

え てい きた い と思 い ます 。

そ ういっ た 訳 で お す す めす ろ機種 とい うの が,学 校 教育 に おけ る

コ ン ピュ ー タ と して こ うい う機種 が い い とい うもの は思 い あ た らな

い わ け です が,ご 参 考 ま て に く)UK9200と 言 われ てい る機 種 の

基本 構成 を とっ た 場合 に ど うな るか とい うこ とを 申 し上 げ ます。 こ

れ は基 本 構 成 で.い ろ い ろ スペ シ ャル ・フ ィチ ャ ーを 落 してい ます

ので,そ の点 をお 考 え の 上,お 聞 きい た だ き たい と思 い ます。

これ は 中央処 理 装 置8Kバ イ ト,そ れ に カー ド読 取 り装 置 と カー

ドせ ん孔 装 置,そ れ と印 字装 置 を つ けた の が基 本 構 成 で す。 中央 処

理装 置 は8Kバ イ トで1.2マ イ ク ロ秒 の サ イ クル ・タイ ム,そ れ か

ら カ ー ド読 み取 り装 置 は 毎分4t)0枚 で す。 カー ドせ ん孔 装 置は 毎

分2bO枚,印 字 装1置は 毎 分250行 の ス ピー ド,こ れ が一 応 基本

構 成 と称 せ られ る もの で すが,こ の 月額 レ ン タル が45万8000
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円。 買 い取 りの場 合 は,約45倍 と考 え てい た だい た ら よろ しい と ・

思 い ます。

森 口主査 あ りが と うご ざい ま した。 次 に,富 士 通 さん。

富 士通(町 田 氏)私 ど も小型 機 と超 小型 機 と,機 種 は2つ に分 け て

お話 した い と思 い ま す。
.ま ず ・小型 機 として はFACOM230-10

とい う機 種 を持 っ てい ます 。 これは す で に教 材 用 として90校 の 実

績 を 持 っ てい る機 械 で して価 格 は,CPUの 機能 は4Kバ イ トプ ラ

ス,内 蔵 ドラムは65Kバ イ トの もの,そ れ に1/0は 紙 テ ープ リ

ーダ ー とタ イプ ライ タ ー ,こ れが ペ ース で す が,こ れ で 大 体 約

ljOO万 円 か ら,拡 張 し ます と4000万 円 ほ どに な ります。 入

力機 器 として は,紙 テ ー プ とカー ドが あ ります。 紙 テ ー プは 毎秒

400字,カ ー ドは,毎 分100枚 とい うスピー ドです。output機

器 につい て は,こ うい っ た コ ス ト ・パ ー フ ォー マ ンス の 関係 上,そ

れ に見 合っ た もの を つけ る こ とに な り ます。outputと しては,紙

テ ー プは 紙 テ ーー一.プ・パ ンチ で,こ れは 毎 秒100字,あ とは ラ イン

.プ リン タ ーで,こ れ が毎 分120行 か ら400行,及 び タイ プ ラ

イ タニ 。

それ か ら ミニ コ ンのFACOMRを 先 般 発表 しま した が,こ の ミ

ニ コ ン ピュ ー タの 性 能は ,CPUが4Kワ ー ドか ら32Kワ ー ドま

で拡 張 で きま す。 価 格 は,こ の4Kワ ー ドに タ イ プ ライ ター をつ け

た もの が494万 円 です 。 これ か ら大 体2000万 円位 まで,さ ら

に接 続 機 器 に よっ ては4000～5000万 円 まで 拡 張 で き ます 。

input機 器 は,230-10型 と共 通 の1/0で テ ー プ,カ ー ド及

び 光学 マ ー ク ・リー ダ ーの3つ が あ ります 。Outpu't機 器 と しては,
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こ れ のテ ー プ ・パ ンチ,カ ー ド ・パ ンチ,及 び タイ プ ラ イター。 こ

れ は 接 続 台 数 が10台 までで す 。 そ れ以 外 に ラ イン ・プ リン タ ーが

やは り毎 分120行 か ら480行 の もの が 接続 します。・そ のほ か に

は キ ャ ラ ク ター ・デ ィ ス プ レ イ及 びXYプ ロ ッター が 接続 し ます。

そ れ か らFACOMRに つ い ては,補 助 メモ リー として,磁 気 テ

ープ装 置 ,及 び磁 気 デ ィス ク装 置を考 えて お ります。

ま た ミニ コ ンは.先 ほ どお 話 に出 た,単 に コ ン ピュー タの原 理 を

教 え るだ け では な くて,い わ ゆ る ア プ リケ イ シ ョン の1つ の 分野 と

して,計 測 機 器 との 接続 で あ る とか,あ るい は デ ー タ収 集 で あ る と

か,と い っ た用 途 に も使 え る よ うに,AD及 びDAコ ン バ ー タの 接

続 が可 能 で す 。 このRの 場 合 に,最 大 構成 を す る と,先 ほ どお話 し

た よ うに,大 体4000～5000万 円位 に な ります が,教 材 用 と

して は,大 体500万 円 か ら700万 円位 と考 えてい た だけ れ ば結

構 で す。

そ れ か ら ソフ トウ エア に つい て は,230-10型,及 びR型 に

つ き,各 々,コ ンパ イ ラー 及 び ア セ ン ブ ラー を 提供 す るこ とが可 能

です 。230-10型 に つ い ては 事務 用 コ ンパ イ ラ ー としてはCO

BOI、,技 術 用 として はFORTRAN,こ れ はJI'S3000相 当`

及 びALGOL。 そ れ か らRに つ い て は,ア ッセ ンブ ラー 及 びFO

RTRANの 提 供 を し ます 。

個 別 に 何 か ご質 問 あ りま した ら,の ちほ ど伺 い たい と思 い ます。

森 口主 査 あ りが と うご ざい ま した。 では,日 立製 作 所 さ ん。

日立 製 作所(原 田氏)た だ い まの お話 を 伺 っ てい る と,大 体500

万 円か ら1000万 円 程度 の 計 算 機 とい うこ とに な り ます と,日 立
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で は111TACI{}と い うの が あ り ま す が,こ れ は い ま 町 田 さ ん が 言

,わ れ たFACOMと 大 体C'ij程 度 の も の で す が,こ の メ モ リ ー は4Kワ

ー ド と タ イ プ ラ イ タ ー で495万 円
.そ れ に 高 速 紙 テ ー プ ・ リ ー ダ ・

一
,紙 テ ー プ ・パ ン チ 。 こ の 紙 テ ー プ ・ リ ー ダ ー は,500字/秒

で,紙 テ ー プ ・パ ン チ は110字/秒 と い う ス ピ ー ド で す 、,こ の メ

モ リ ー は4Kワ ー ドb.)r)32Kフ ー ド ま で 。 そ れ か ら ラ ン ゲ イ ジ で

す が,コ ァ ・ メ モ リ ー・4Kワ ー ドで 使 え る も の と し て は,ア セ ン ブ

ラ ー,こ れ は ベ ー シ ッ ク ・ア セ ン ブ ラ ー と マ ト ラ ー・ ・ア セ ン ブ ラ ー

の2種 類 に な っ て お り ま す が,そ れ とFORTRAN。 こ れ はJIS

3000に ち よっ と 機 能 が 落 ち る と い う程 度 の も の で す が.た と

え ば フ ォ ー マ ッ ト ・ス テ イ ト メ ン トの 書 き 方 が 少 し違 っ て い う と か,

デ メ ン ジ ヨ ン が 一 次 元 で あ る と か 、少 し機 能 が 落 ち て い ま す が 一 …

× 体JIS3000弱 とい う よ うなFORTRANが あ り ま す 。

そ れ か ら 事 務 処 理 と な り ま す と,こ のHITAe10と い う の は,

科 学 計 算 用 と し て 売 り 出 し て お り ま す の で.今 の と こ ろ 事 務 処 理 に

は,ア セ ン ブ ラ ー で や る 以 外 に な い と思 い ま す が,そ の と き に 必 要

な の は デ ィ ス ク だ と か,ラ イ ン プ リ ン タ ー ,カ ー ド ・ リ ー ダ ー,カ

ー ド ・パ ン チ は 事 務 処 理 と い
っ て も 必 ず し も 必 要 で は な い と は 思 い

ま す が,そ うい っ た も の も 接 続 で き る よ う に な っ て い ま す 。

ラ イ ン ・プ リ ン タ ー の ス ピ ー ドは カ ナ 文 字 つ き で150行/分,

カ ナ 文 字 が な け れ ば,300行/分 。 デ ィ ス ク は 約512Kバ イ ト

の 容 量 を 持 っ た も の を つ け る こ と が で き ま す 。

『森
口 主 査 で は,松 下 通 信 工 業 さ ん 。

松 下 通 信 工 業(武 富 氏)私 の と こ ろ で 今 日 の お 話 に フ ィ ッ トす る 程
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度 の もの では ご ざい ませ ん が,現 在 シ ステ ム ・ミニ コ ン と して,シ

ステ ム の 中 に組 み 込 んで 販 売 してお り ます の がMAC7と い う名 称

の もの で す。 これ は16ビ ッ ト ・マシ ンで ,ベ ー スは4Kワ ー ドで,

16Kま で拡 張 で き ます。 価 格は,単 体 と して売 っ た こ とは な く ,

あ くま で も,交 通 信 号シ ステ ム に組 み込 ん だ りして,い わ ゆ る シス

テ ム と して売 っ て お り ますの で,あ え て値 段 を と言わ れ る とち よっ

と困 り ます が,約600万 円 位 であ ろ う と思 い ます。 言 語 は そ うい

う意 味 で,ア セ ン ブ ラー とFf)RTRANは そな え て*sり ます,、̀入 出

力 はPTRと タ イプ ラ イ ター です 。

第4項 目の事 務 用 とい う問題 に つ きま して は,い ま 申 し上 げ た よ

うに,あ くまで も シス テム ・ミニ コ ン とい う意 味 か ら して,制 御 用

をね らっ た商 品 で す。"

森 口主 査 わ か りま した。 次 は三 菱 電 機 さ ん。

三 菱 電機(真 木氏)大 体 こ のク ラスに 該当す るので,MELCOM80

シ リーズ とい うのhiiあ り ます。80シ リー ズの 中で も ,80と か,

81と かい う小 さい の が あ ります が,そ れ は 大 休100万 円 か ら

500万 円位 な の で,こ れ らを 除い て大 休500万 円 か ら1000

万 円位 の シ ス テム に っい て 説 明 しま す と,そ れ に.は83と い うの が

該 当 します。CPUの!モ リー容量 が12Kワ ー ド,そ れ が 基本 に

なっ て い ま して,1ワ ー ドが12文 字 とい うこ とで す。 そ れ で1/

0の 方 は紙 テ ー プ ・リー ダ ー,パ ンチ,こ れ は1秒 間 に200字 で ,

パ ンチ も リー ダ ー も同 じも の です
。 そ れ か ら タ イ プ ライ タ ーが40

字/秒 です。 それ に補 助 記憶装 置 として ディ ス ク ・パ ック がつ く よ

うにな るわ げ で す。 この パ ック谷 掻 は,1パ ック ち よっ と忘 れ
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ま した が 大 体,5メ ガキ ャ ラ ク ター だっ た と思 い ます。 そ の位

の もの が幾 つ か 付 く とい うこ とです。 そ の機 器 構 成 に よっ て ,大 体

500万 円 か ら1000万 円位 の 中に入 る とい うこ とで す。

それ か ら言 語 の方 は アセ ン ブ ラー ・ラ ンゲ イ ジを基本 に して お り

ます。 非 常 に簡 単 な レポ ー ト ・ジェ ネ レ ー ターみ た い な もの もあ り

ま すが,や は り基 本 としては アセ ンブ ラ ー とい うこ とです。 その ほ

か に オ プ シ ョン と して マ ー クセ ン ス ・カー ド読取 機 が つ くとい うこ

とです。

そ れ以 外 に,先 ほ ど もお 話が あ りま した よ うに,い わ ゆ るハ ー ド

の 学 習用 として,ロ ジ ック ・トレーナ ー とい うよ うな もの を売 り出

して お りま して,こ れは 大 学 とか,各 所 で お使 い に なっ てい て,

い)0台 位 納入 さnて い る と思 い ます。

こ れは ハ ー ドウ エ ア のい わ ゆ る基 本 設 計 のた め の学 習機械 とい う

よ うな もの で,便 利 では ない か と思 い ます。

森 口主査 ど うもあ りが と う ござい ま した。 これ で 一 通 りお話 を 伺 っ

た わ け です。
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1.3討 論

6・1,

、ノ`
や

森 口主 査 今 度 は こ ち らの委 員の方 に順 番 を まわ して,ど ち ら向 けで

も結 構 で す か ら,質 問 を してい た だ く な り,あ る い は ご 自身 の意 見

を 述 べ て い た だ くな り した い と思 い ます 。 で は,西 村 さん。
6・r

プ

、

`ψ 一

(1)コ ン パ イ ラー の 容量 につ いて

西村 委 員 い ろ い ろお 聞 き した い こ と もあ りま す が,一 応 基 本的 な

FORTRANコ ンパ イ ラ ーを 取 り上 げ て,FORTRANコ ン パイ プ

ーは 何 ワ ー ドか,あ るい は何 バ イ トで各 々の 機 械 に入 ってい るのか

とい う ことをお・聴 き した い。

森 口 主査 さ て,そ うす る と該 当機 種 の ない と ころは パス してい た だ

い て,一 応 名前 を呼 び上 げ ま すか ら,パ ス とお っ しや っ て くだ さ い。

伊藤 忠 さん。

伊 藤 忠 電子 計算 機 サ ー ビス うちはCDC3600と い う機 械 で・1

ワ ー ド48ピ ッ ト ・ マ シ ン で,8K・ ワ ー ド。

森 口 主 査 内 田 洋 行 さ ん 。

内 田 洋 行 先 ほ ど 紹 介 しま し た 以 外 の も の で す が,USAC2500

¢場 合 で す と8Kバ イ トで す 。 あ と は 外 部 記 憶 を つ け て や っ て おb・

ま す 。
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森 口主査 沖 電 気 さん。

沖 電 気工 業 先 ほ ど,技 術 用 の 小型 と 寵 し上 げ ま したが,OKITAC

7000と い うので,こ れ は メモ リーは4Kワ ー ド,付 属 外蔀 装 置

と してMT2台,こ のシ ス テ ムでFORTRANが 使 え ま す。

森 口主 査 コンパ イラ ーそ の もの が どれ だけの 場所 を 占 め てい ます か。

沖電 気工 業 メモ リー上 で4Kワ ー ドです 。

森 口 主査4Kワ ー ド全体 を コン パイ ラーが 一且 占 め て・ そ してMT

に 出 してい く,そ ん な感 じで す ね。

沖電 気 工業 は い,そ うで す。

森 口 主査 そ の 次,高 千 穂 さん 。

高 千 穂交 易 先 ほ ど 申 し上 げ ませ ん で.した が'B25'00 Lとい うのが

あbま す 。 レ ンタ ル100万 円で ・FORTRANは25・ ρ・K/Nl・d,

ト と い う こ と で す 。 ∵

森 口主査

高千穂交易

森 口主査

東 芝電 気

森 口主査

日本電気

コンパ イ ラ ーが 占め てい る場 所 がで す か。.

そ うい う ことで す。

そ の次 が 東芝 さん。

・『スで す。

では,日 本 電 気 さん。

先ほ ど2っ 申 し上 げ たわけ です が

'

NEAC1240の ほ

うは1.600ワ ー ドと1万 ワ 「 ドの ドラ ム1台 とい う構 成 を とっ て

お・ります。 プ ロセ スは,幾 ら占 め てい るか ち ょ っ と今 日は 用 意 して

きて ないの でわ か りませ ん。

森 口主 査 ドラ ムが 直結 され ておれ ば,む しろ ドラムに っ くり 出 して

お・い て コ ール してや るわ け です ね。
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日本 電気 はい,そ うだ と思 い ます。

それ か らも う1っ は モ デル50で す が,こ れ は磁 気 テ ープ を4台

使 っ て16Kキ ャラ ク タ ーの 構成 に な ってお りま す。 これ もプ ロ セ

ス 自体 の容量 を覚 え てお りませ ん 。

森 口主 査 このMTは コン パ イ ラ ーの た め に は不 可決 な もの とされ て'

お りま すか 。

jH本 電 気 そ うです。FORTRANの 場 合 の一 応 の基 本構 成 に な っ .

て い ま す。

森 口 主 査 次 がNCRさ ん。,

NCR.パ ス。

森 口主 査 次が,日 本 ユ ニ パ ック さん。

日本 ユ ニ パ ッ ク 先 ほ ど 申 し上 げた機 種 で は,FORTRANは サ ボ「

一 トされ ませ ん 。 そ の上 はUNIVAC9300に な ります が,そ

う な ります と16Kバ イ トで,テ ー プ ・ドラ イ ブ4台 とい うのが 使

用 可能 な条 件 で す。

森 口主査 そ れ か ら富 士苅 さん 。

富 士 通 まず,FACOM230-10で す が,最 小構 成 は8Kバ イ ト.

プ ラス65Kバ イ ト,こ れ がCPUで す が,そ れ に タ イ プライ タ ー

が1台,こ れ か らFORTRANが 使 え ま して,65Kバ イ トの う

ち,15Kバ イ トがコ ン パ イ ラーで す。 あ と50Kバ イ ト残 っ て い

ます が,こ れは トレ ー サー,エ クセ キ ュ 一夕 と か,オ ペ レ イテ ィ ン

グ ・シ ス テ ムが 入 って い ま す 。

FACOM-Rの 方 は,ち ょっ とデ ータ を持 っ て きませ ん の で,

割 愛 さ せ て い ただ きます 。

-1'65-一



森 口主 査 そ の次 が 日立 ざん 。

日立 製 作 所HITAC10の コ ンパ イ ラー とい うのは,コ ンパ イ ラ

ーと オ ペ レ イテ ィ ング ・シ ス テ ムの2つ の パ ッ ケー ジに わ か れ てい

ま して,コ ン パ イ ラ ーの方 が 約2.5Kワ ー ドです 。 それ か らオ ペ レ

イテ ィ ング ・シ ス テ ムが,約2Kワ ー ド。

森 口主査 次 は,松 下 通 信 さん。

松 下通 信 工業FQRTRANの コ ンパイ ラ ーはデ ーsの テ ン ポ ラ リ

ー ・ス トレ ージ とか そ うい うの を 全部 入 れ て4Kワ ー・ドです 。 イ ン

タ ー プ リタ ーに なっ てい て,実 行 時 に イ ン タ ー プ リ タ ー が 要 るわ

けで す が,そ れ が3Kワ ー ド。4Kワ ー ドの場 合で す と実質 的 κ ス

テ ー トメ ン トが 書け る場 所 は1Kワ ー ドしか 残 ら ない。 そ うい う感

じで す。

森 口 主査 次 は,三 菱 電 機 さん 。

三 菱 電機MELCOM83に はFORTRANは あ りませ んが,そ の

上 の ク ラ スで もよ ろ しい です か 。

森 口 主査 ぞ うです ねc一 応,あ っ た ら ち ょっ と話 してお・い て下 さ い。

三 菱 電機 そ の上 の ク ラ'ス{(な るMELCOM3100と い うのが あ

'ります
。 これ は ち ょ っ と値 段 が 高 くな りま す が,一 応 最 小構 成 は

24KCで す。

中型 ・コ ン ピ ュータ に な りま す ので,ち ょっ とご参 考 に な らないか
＼

と 思 い ま す が 。 そ の 甲 でFORTRANコ ンtミ:イ ラ ー が 占 め る 割 合

は,正 確 に は 覚 え て お り ま せ ん が,4KCと か,6KC位 だ と思 い

ま す ρ,

森 口 主 査 工そ う す る と こ れ は コ ン パ イ ル ・ ア ン ド ・ ゴrが で き る わ け
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です ね 。

三 菱 電 機 は い,そ れ は 完 全 にで き ます 。 それ はFORTRANのJIS

3000,5000ク ラスが 両 方 で き ます。 そ れ か らMTは1台 必

要 です 。

森 口主査

三菱電機

森 口主査

三菱電機

森 口主査

河村委 員

萩 口主査

西村 委員

うと,

ラ イ ン プ リ ン タ ー が1台?

ラ イ ン プ リ ン タ ー と 磁 気 テ ー プ が も ち ろ ん 要 り ま す 。

MT1台 必 要 と い う こ と は ・ 一 旦MTに 必 ず は き 出 す 。?

そ う い う こ と で す 。

西 村 さ ん,そ ん な 所 で い い で す か 。

大 体 の 見 当 は っ き 古 し た 。

そ れ に 対 し て オ;:にか コ メ ン トば あ り ま せ ん か.

大 体,非 常 に 低 い レ ベ ル のFORTRANを 使 お う と 思

4Kワ ー ド 位 で な に か で き ・そ う だ と い う こ と で す(、

MTと か,デ ィス ク とか と補 助記 憶 ≧'ミ置 が た くて も,な ん とか いけ

そ う な感 じが ち ょっ と して きま した。 拍 動 があ れ ば便 利 で し ょ うけ

ど。

森 口主 査4Kワ ー ド.でMTに 出 す こ とが で きる 泣 な ら,も う一 ふん

ば りすれ ば2Kワ ー ドに入 れ てお い て,残 りの2Kワ ー ドに 出 して

使 う こと位は,努 力 目標 と しては 揚 げ て もい い で し ょうか 。

西 村 委 員.ま あ,』そ うです。 だ か ら当 面4Kワ ー ドで,ほ か に ワー キ

ン グ ・スペ ース を考 え て,最 終的 に はそ の辺 ま。で 詰 まれ・ばよい わ け

すです。逆 にJIS3000位 で す む と,ち ょっ と不 便 な所 が あ りそ うな

の で,そ れ を補 強 す る と,ま た も とに返 る とい う こ とです 。

森 口主 査 その 辺 まだ,い ろ い ろ議 論 し なけ れ ば な ら ない と思 い ます
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が,そ の 次 は 中森 さん6

(2)数 学教 育 につ い て

甲森 委 員 先 ほ ど,著 述 高 校 の 教 育 の こ とを玉 木 さんが 言 われ たの で

す が.普 通 高 校 で コン ビコ 一 夕教 育 とい う ものを ど うい うふ うにお・

考 え に なっ てい るか。 先 ほ ど一 般教 養 と して普 通 高 校 でや る とか,

あ るい は数 字 教 育 の 中 で コン ビコ 一夕 教 育 をや る と言 わ れ ま したが,

数 学 教育 の 中 で コ ン ピュ ータ をや る場 合 κ,現 在 や っ てい る 数学 の

教 科 内容 を あ る程 度 削 らた けれ は な らまい と思 い ます1そ の場 合 に,

コン ピュ ータ とい うもの を押 し込 む の か,あ る いは,全 然,今 ま で

の考 え 方 を 改 め て,コ ン ピ ュ ータ とい う もの を 仁μ心 と した 新 しい 数

学 教 育 をお 考 え に なる のか,そ の辺 の こ とをお1小 へしま す。

ヨミ木 賃 本質 的 に とい い ます か,も っ と将来 の こ とを考 え る と,現 在

の 数学 教 育 の 内容 に コン ピュ ー タを押 し込 む と い う考 え方 で は 拙 い

のでは ない か と思 っ て い ます 。比 較 的 近 い将 来 は,そ こまで の本質

的 な改 革 とか,変 化 とか は 急 には無 理 で は ないか と思 わ ざる を 得 な

い。 ず っ と先 の 見適 しを もて ば,コ ン ピュ ータに よっ て数 学教 育 が

本質 的 に改革 され なけ れ は な ら ない とい う立 場 か ら考 え て,現 在の

内容,領 域 とい う もの を,も う少 し基 本 的 に 考 え て行 くべ きで あ る

し,ま たそ う しなけ れ ば な らない とい うこ とは,1つ の見 遍 し と し

'て は 持っ ては い る わ けで す が
。 ただ,今 す ぐに とい う訳 に は ち ょっ

と行 か ない 。 そ こで,過 渡的 な こ とに な る わけ で す が,少 く と も高

校教 育 が義 務教 育 に近 い状 態 に なっ て きて い ます ので.高 等学 校を
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卒 業 した もの が,丁 度 別 な例 でい い ま す と,微 積 分 と同 じで,初 め

て微 分 や 積 分に 出 会 っ て も篶か たい よ うな1つ の 教養 と言 い ま す か,

教 養 と言 え るか ど うか わ か りませ んが,そ の よ うな もの をや は グ コ

コン ビュ・一夕 にっい て も持 たせ てお くべ きで は ないか とい うのが,

近 い 将来 を考 え ての こ とで す。

森 口主 査 ち ょっ と 聞 ぎそ こ な'った の て す が絃 組 分 と コ ン ビ与一 タ の

国 係 已,比 ぷ で す か ・ ば和 分 で 驚 か な し、よ うにす るた めに コ ン ビ

コ 一 夕を使 うと い うので は な くて。

玉 木 氏 は い,た とえ は とい うこ とで.

中森 委 員 ・数学 の場 台 です か,今 の 高 等 学校 の数:ツ:では 少 し無駄 と言

い ます か,や ら方 くて もい いよ う.淫:こと をやっ てい る爾 が多 少 あ る

。 の で己 ない か と考 え ます カ∫,?

玉 木 氏 私 た ちは多 少 ど こ ろカ・だい ぶ無 駄 かあ る とは思 っ てい ます.

(笑)そ の 辺 の 主張 か なか なが 一 般 ↓(は納 得 して も らえ たい 研 で

す.、

」'

●

9

(5)入 出 力 の媒 体 に つ い て

語 口主査 次 に捕 さん ど うで す か。

浦 委 員FORTRANな どの処 理が で き るよ うな機 械 もか な り安 く

手 に 入 るよ うに な っ て きた よ うで す カ㍉ プ ロ グ ラム とか,デ ータ な

ど を入 れ る と きの媒 体 と して どん な ものが.教 育 をす る時 の 処 理 テ

ク ニ ッ クと して都 合 が よいか,ま た,そ れ を つ くる デ ー タに紙 テ ー

プを使 うと した ら紙 テ ー プに穴 を開 け る機 械 自身 が.ま だ まだ 高 い
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わ け で 生徒 の 数に比 例 してふや 十 必要 が あ る と思 い ます が,そ の 辺

は ど うお 考 え なの か,お ・聞 き した い と思 い ます。

森 口主 査 ど ち らに?'

浦 委 員 や は リユ ーザ 一側 の 方 の い ま まで経 験の ある方 に。

寺 島氏FORTRANの 場 合の 媒 体 で す か。 私 ど もの 所は カ ー ドで

や っ てい る ので,メ ーカ ーさん の方`て二は 悪 い ので す が,カ ー ドの方

か教 育的 に は,や りや 易 い よ うで す 。 デ バ ッグ もや りや す い し。 し

か し値段 は 高 く な ります ね.,

森 ・主査 紙 テープでF・RTRAN畷1雛 封 拍 の方齢 られ ま

せ ん か。 … … こ こにはか られ ない。

辺」村i委 員 こち'らに は い る の です がc,

森 口 主査 でぱ,な に か一 言 。

西村 委F{カ ー ドの場 合 は大 勢の 人 の カ ー ドがバ ラバ ラに なりま す が,

紙 テ ー プの場 合 は1本 さっ と渡す と済 む ので,て の点は 非常 冗 便利

です。 カ ー ドで す と非常 に 不 便 な ことか あ ります 。

森 口主 査 私 も紙 テ ープ ・ベ ース で,FORTRANで は だ りませ ん

が,あ る所 でか な り大 量 の 学:生の 実習 をや らせ た経・験 を持 って い ま

す が,カ ー ドと比 べ て案 外 にいい と(う が あ り古す。 もちろんす く偲 い

っ く欠 点は修 正が 不 便 だ とい う ことで す が,そ れ はや は り・ 工夫 し

て,修 正の メ ッ セー ジを丁度 い まオ ン ・ ライ ンの端 末 機 で や る よ う

に 旧 ナ ンバ ーを 入れ てお・い て,こ の行 を こ うい うふ うに変 え た い の

だ とい うよ うな形 で,修 正 のメ ッセ ー ジを パ ン チ して,先 に機 械 に

読 ませ て,そ れ か ら元 の テ ー プを読 ま せ る と,機 械 は ハ イ ・ス ビ'一

ドθ パ ン チ で新 しい紙 テ ー プ を出す 。 そ れ を 学生 の 数 だ け次 々 出 さ
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せ てつ な ぐ と,1ク ラ ス100人 位 の リー ル は パ ッ とで き るわ けで

す 。 そ れ を ボ ン と機 械 にか け てや る と,ま るでモ ニ タ 三 ・ラ ンを や

って い る よ うな もの で,非 常 に楽 に大 量 の 処置 がで きます 。 さ らに

細 か い こ とを い え ぱ,い ろ い ろ工夫 の余 地 が あ るわ け で,こ れは 専

門 の プ ログ ラマ ーが1ケ 月位 か か っ て,見 事 なシス テム を っ くり上

げ てお り ま して,あ る 会社 の もの です け ど,非 常 κ う'まく捌 きま し

た。 です か ら私 は紙 テ ープは 媒 体 と しての 値 段 が 安い とい うこ と と

紙 テ ー プ な ら使 え る とい う機 種が た くさん あ る とい うこ とを考 え ま

,す と,一 概 に捨 て 去 ら ないで,ど れ だけ の手 当 をす れ け 学校 の 環 境

に適 す るか とい うこ とを,追 究 してみ る価 値 が あ る よ うに 思 い ます。

そ れ か らマ ークカ ー ドの経 験 のお あ りの 方 はお られ ませ んか 。

これ も私 自身 は 幾つ か っ講 習会 で何 百 人 とい うオ ーグ ーの 粗手 に対

してや っ てみ てい ま す が,ま だ これ でい い と い う所 ま では い きま せ

ん が,あ る程 度 見 込 みが あ る よ うです。 この ごろ マ ーク カ ー ド・ リ

ーダ ーの 方 もい い もの が 出 て きま した し,ま た1っ や っ てみ よ うか

とい うこ とで,い ま始 め てい る所 で す。

そ れ で今 度 は メ ー・カ ーさん 側 にお 聞 き した い の です が,わ れ われ

と して は標 準的 な紙 テ ー プ とカ ー ドの ほ か は,普 通 の カ ー ドに × マ

ーク を してお いて 読 ま せ るマ ー ク カ ー ド位 を,い ままで に試 み た程

度 です が,こ れか ら試 み る値 打 ちの あ る も の と し て,新 製 品 の よ う

な もの をお 持 ちの1ヲiはお あbで し ょ うか 。 沖 さん の カ セ ッ ト ・テ ー

プは ど うで す か 。

沖 電 気工 業.カ セ ッ ト・テ ー プ'とい うこ とよ り,イ ンク リメ ンタル 磁

気 テ ー プです ね。 で す か ら,多 少=考え 力 が 違 い ます。
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森 口 主 査 私 は,カ セ ッ ト ・テ ー プみ た い な もの が 入 力媒 体 と して使

え る な ら,2万 円 か3万 円 位の 主従 が 使 え るよ う な もの 一 金 持の

生徒 で した ら 自分 で 買 うか も しれ ませ ん が ・ がで き右ば,そ れ にプ

ログ ラム や デ ー タを記 録 して,そ れ を ガ チ ヤ ッとは めて ○ パ チ ッと

や れ ば,計 算 機に 読 み 込 ま れ る とい う,そ ん な も の を,ど こかVilJf

して下 さ れ ば,川 米映 え に よ って日 空 用 品 と して も 相当 将来 性 か

あ りば しないか と,夢 みた りす 元,○です が,沖 さん け ど うお 考 えで

すか。

沖 電 気工 業 そ うです ね脇 一一部でi史 ・って お・られ る メ ーカ ー もあ ります

し,や ば リイ ン ク リメン メ ル え1装置 よ りも気 軽 【(使え る とい う而 で

は 、各 社 と も注Uし てい る と思い ます 。

森 口主査 そ うす る と,た とえ ば今 年 甲 に ど こかカ・ら名 のりをあげて く

る とい う情 勢 で は な さそ うで す ね ◇

それ か ら紙 テ ープに手 書 きで文 字 を 謡い てゴ、・い て,そ 本工を 機 械て

カ ー ドに パ ン チ させ る もの を,私 ど もの寺 尾 教 授 が 始 め てい て,五

月祭 に 見せ る程度 に は 完成 してい るの です が,そ れ な どは,定 規み

た い な働 き をす る透 明 な下 敷 きが 主 っ て,そ れ は2万 円 も しない,

お・そ ら く何 十 円 と い う程 度 だ と思 い ます か,そ うい う も¢)の上 に,

普 通 の紙 テ ー プを.のせ て,サ イ ンペ ンみ た い な もの です っ 一と書 い

てい け ば い い の です 。 た だAはA,BはBら しく書 け ば よい 。 それ

は あ る程度 の 法 則 が 入 っ てい る ので 機 糠が 読 め る こ とに な る わけ で

す。 手 作 りの 不 細 工 な機 械 ですが,と もか くち ゃん と穴 が 開 い て,

機 械 に通 す と正 し く動 く とい う所 まで 見せ て もらい ま した か ら.あ

れ を本 職 の方 で 製 品化 すれ ばゴ か な りい け るの では ない か とい う気
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でナ か ら,そ うい う種 類 の大 量 の 入 力 を 別 々の 場 所 で,あ ま り高

・くない手 段 で製 造 で きる と,そ れ を 中間 に 人 手 を介 しない で 機械 に

か け る こ とがで き,学 校 用 に は もの す ご くいい で す ね 。

端 氏 ち、っと垣 し漬 坑 一 クカ ー ドのこ とで鋤 き しま

す 。

治 効 の1醗 浩 ・現 在 ど の 程 度 か とbl)こ と と ・i」 一一・B'一の 値

段 で す ね 。 こ れ を 設 え て い た だ ぎ た い と 思 い ま す 。 ち ょ っ と 突 っ 込

ん だ 質 問 で 即 し わ け な し'、の で す が 。

森 口 主 査 マ ー ク カ ー ドの リ ー ダ ー で す ね 。

え えc

森 ・ ゴ壬 さ っ き マ ー ク カ ー ド ー ノ … ダ ー を ぽ こさ れ た 方 は ち ょ ザ・と

・詰 紐 て 下 さ い.3ノ ・い ら っ し ゃ い 甘 ね ・ こ ちe・ ・b・ら1…1:1 端々

厳 ピ 。

泣.ま だ 未発 表 て ご ざい ます・

富 、随 い ま,紺 … 数 騨 ち ・ っ と ・}・し上 げ ら才・ない の で す が ・ 資

料 を 持 っ て[Aな い とい う意 味 で ・{・し上 げ られ ない の で す が ・大f・k

120～130万 円だ と思 い ます。

三 類 機 紙 テ ー プの ・ン ・・一 時 す る‡端 の伽 てい る もの と・ た

だ;読む とい う もの と両 方 助 ま す が ・大 体 ・5・0万 円 か ら200万

円 だ った と思 い ま す。 ・

森 口主査

P口

日本電気

私 ど もが これ か らや っ て み よ うか と思 ってい る のが,輸 入

・'で ・1・1しわ け な い の で す カ・,50『0万rq位 の も の で す ・ ブ ノレGEの ・

＼

さ き ほ ど 申 し 上 げ 安 か っ た の で す が,マ ー ク か 一 ド ・ リ 一
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ダ ー とい うこ とです が,マ ーク ・シ ー ト ・リ ーダ ーも あ りま す
。 こ

れは ど ち らか とい う どオ ン ライ ン端 末 機 み た い な考 え方 です
。 マ ー

ク ・ リーダ ーは,か な りの枚 数 を高 速 で送 り ます が,シ ー ト・ リー

ダ ーは どち らか とい うとハ ン ド・フィ・一 ドで 入 れ てい きま す
。

そ れ か らOCRも しい てい え ば マ ーク カ ー ドに なるか も知れ ませ

ん が,OCRと 共 用 で マ ーク部 分 が 読 め る とい うもの も一 応 持
っ て

い ます。

OMR並 び にOCRは やはbレ ンタル で もか た り高 い もの です か

ら,き ょ う 出てお りま すお・話 の 用 途 にぱ ち ょっ と向か な い と思 い ま

す 。

森 口主査 この場 合 は直 接 電子 計算 桟 に入 って くるの です か
。

日本 磁気 そ うです 。

森 口主査 さ っ き私 が 申 した分 は オ フライ ン で ,カ ー ドに穴 が 旧 くの

です 。 普通 のIBMと 同 じ標 準 の カ ー ドに鉛 筆 で 印 をつ け てS5・くと ,

それ を根ぴ が読 ん で穴 κ して くれ る。 そ れ を新 た に ホ ッパ ーκ入 れ

て,流 せ る ので す。

寺 駅 その 装 置 で した ら・ 私 ど もで は 謝 てU…ilす。IBMの 装置 で

す。

森 口主 査 複写 せ ん孔 廟 に つ い てい る もの で す ね。 あれ は私 も前 に 試

み た こ とが あ りま す。27桁 のです ねc,・t't

寺 島比 そ うで す。

森 口 主 査 ほ か に何 か あ りませ ん か 。

浦 委 員 て うい う入 力 に っ い て.IBMで して い る ボ 一夕.パ ン チ

(Port-APmch)で すか,80欄 の うち40欄,2欄 で1っ ず
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っ や っ て い く,あ あ い うよ うな もの も一 応 は役 に立 つ。

森 口主査 ボ ール ペ ン で グ ッと押 す と穴 が開 くや っで す ね。 そ れ もや

っ てみ た こ とがあ ります か。

浦 委 員 一 応簡 単 なテ ス トを集 め る のに は 使 っ てい ま す。

寺 島氏 ハ ン ド ・パ ン チで す ね。 そ れ も私 ど もの所 で 持 っ てい ま すが,

た だ英 字 の場 合は コ ー ドを 知 っ てい ない と具 合 が悪 い。 数 字 の場 合

は い い で すが,英 字 の場 合,コ ー ドが 判 っ てい ない とで き ない とい

うこ とです 。

今 村委 員 私 の知 っ てい るの は,マ ス クが あ っ て,表 に な っ てい て,

そ の迫 りに押 す。Aな らこ こと こ こを押 せ,Bな ら ここを押 せ とい

うふ うに。

寺 島氏 簡 単 で すか ら訳 は な い の です が,も う1っ の 問題 点 は1カ ラ

ム とん で い る こ とで す ね。1カ ラ ム ずっ間 が 開 い てい て,詰 ってい

ない ので も う一 度 機 械 を使 って 寄 せ ない とい け な い。 あ れ で プ ログ

ラ ムをや ります と2ス テ ップか か るわ け で す。

中山 氏 い ま テ ープ,カ ー ドの 話 が 出ま した が,テ ープの パ ンチ 。コ

ー ドは,ア ッセ ン ブ ラーに よ'ってみん な違 うの で,学 校 で色 々 な機

械 を持 つ と,あ る程 度 テ ープ の互 換性 とい う問題 が 出 て くる と思 い

ます。 そ うい う問題 は ど うな の で し ょ うか。

森 口 主査 そ れ は標 準 化 の問題 で,問 題 と しては十 分意 識 さ れ てい る

が,な か なか思 う よ うには進 ま ない とい う所 で し ょ う。

内田 洋 行 い ま のは ソ ース ・プ ロ グ ラムの パ ンチ の ことです ね。 そ の

辺 の と ころは各 社 と もや っ てい る と思 い ま す 。 コー ドを 登録 して,

ソース ・プ ログ ラ ムそ の ま ま のテ ー プで 読 め る し,カ ー ドで も読 め
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る とい うよ うな方 法 で,た い てい は リフ トウエ アで 解 決 します。

森 口主 査 そ うい う意 味 では紙 テ ープ ・パ ン チ の 方 は・ あま り心 配せ

ず に な ん で もい いか ら買っ てお け ば,そ れ が お・ク ラに なる こ とは な

い とい う話 です ね。

内 田洋 行 は い。

西村 委 員'そ うで も ないん で す。(笑)変 換 テ ー ブ ルを入 れ か えた り,

ある い は修 正 テ ープ を入 れ る と コ ー ドが 違 ってい た り.統 一 してい

ない と物 す ごい 混乱 を 生ず る。統 一 す る に越 した ことはない です。 ソ

フ トで で きる が,相 当 の手 間 と労 力 で解 決 してい く ζい うこ とに な

る。

森 口 主査 あま りい い例 で は ない です が,東 大 の大 型 機 セン タ ー で紙

テ ー プ も受付 け るよ うに とい う突 き上 げ が 非 常 媒 あ っ,たのに対 して,

ど う対 処 したか とい うと,コ ー ドが ど うせ ま ちま ちだ か ら,あ る 順

序 で,自 分 の ところ の コー ドは ど うだ とい うの を初 め に 全部 並 べ て

お く。 それ か ら本物 を や る。 す なわ ち所 定 の 順序 でそ こに 並べ て あ

りさえ すれ ば,あ とは全 部 解 釈 して くれ る とい うプ ログ ラ ムを実 際

に 作 って受 付け た ん です 。 これ は何 が くるか わ か らない と言 うよ う

な所 では,1つ の や り方 です 。

そ れ 程 で もな い所 で した ら,何 種 類 か 登録 し てお い て・ それ の ど

れ かが 来 た らど うす る とい う手 も使 え るで し ょ うが,そ れ は 内部 メ

モ リー 何Kワ ー ドと 言 え る くらい の機械 な らで きます ・ そ の辺 ・

少 くと も日 本中 の紙 テー プの コー ドを1っ に揃 え る とい う目標 よ りは,

ソ フ トワェ ア で対処 す る とい う方 が,実 現 の 可 能 性 が早 い です ね 。

さ て!そ れ では岸 本 さん。
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(4)情 報 処 理 と教 育 の類 型

岸 本委 員 お 尋 ね したい こ とは 多 々あ りま す が,詳 しい こ とをお 聞 き

す る時間 もない と思い ます ので,両 方 の ご意 見 を 伺 っ て,そ れ の共

通 した若干 の 問題 に っ き,私 の感 ず る所 を2～3申 し上 げ たい と思

い ます 。

1っ は,ユ ーザ ー側 の話 を伺 い ま す ど,工 業 高 校 の場 合 は 電 気 と

関係 してや って抽 れる.瞭 融 の場 合は,大 体・薄 書已と関係 し

てお られ る と思 いま す。 あるい は1部 の所 は そろ ば んの 計算 技術 と

い うの で あ ります が,大 体 は簿 記 教育 と関 係 してお られ る。

それ か ら一般 高 校 は数 学 教 育 と関係 してお られ る。 この現 状 は実

際 的 だ と思 い ます 。 あま り大 き な こ とを言 っ て も始 りませ ん が ・根

本 的に 情報 処理 とい う1っ の類 型 の教 育制 度 とい う ものを やは り確

立す る必 要が あ る のでは ない か。 これ は 文部 省 の方 の問題 に なる と

思 付 す.と 言 うのは 工業高校の場 合は・先ほ どの蹄 のよ うに

ハ ー ド関係 に行 く場 合 も あ る し,そ れ か ら工 業高 校卒 業 者 で プ ログ

ラマ ーをや ってい る人が 多 数 お る わけ で す。 そ れか ら商 業 高 校 を 出

た 入 もこれ ま た プ ログ ラマ ーをや る場 合 が多 い。 あ る意味 では 商 業 』

高 校,工 業 高校入 りま じっ て プ ログ ラマ ーを や って い る とい う事態

もあ るわ け で す 。一 般 高 校 の場 合 は 完成 教 育 で は な い ので,将 来 の

i基礎 とい う意 味 だ と思 い ます 。 しか しこれ を つ ぎま ぜ ます と・1つ

は基 礎 教 育 とい う考 え方,い ま1つ は,や は り実践 教 育 とい う考 え 方

が あ りま す。 基 礎 教 育 の観 点 では 数学 と して教 え るのが い い のか ・.

私 は これ も今ア メ リカで も問題 に な って い ます が,ラ ン ゲイ ジでは
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本来 国 語 の 先 生 も相 当 興味 を持 っ て貰 わ 豪 くては困 る わけ で す。 日

本 語 とい うもの の形 が変 っ て くる で し ょ う。 しか し㊤ ま国 語 の 先生

と言 って も,取 付か な い こ とは私 も承 知 してお ります 。 や は り数 学

の 先 生 が一 番 取 付 かれ る こ とは確 か です 。 国 語 の 先生 に言 っ て も始

ま りませ ん が ・本 来 ・ これ は国 語 の 先生 も関 係 して く るわ け です。

そ うい う意 味 で 建 て前 か ら言 うな らば,や は り基礎 教 育 の 甲 で,

今 後 の コン ピュ ー タ時 代 にお い て○ 入 間 の思 考 とい うもの,あ るい

は用語 とい うもの は ど うな るか とい う問題 で あっ て,数 学 だけ の問

題 で は ない 。 そ の意 味 で,や は りで きれ ば い ま数 学 の 先 生が 主体 で

結構 で すが,情 報 処理 に っ い て コ ン ピュ ータ だけ では な くて,広 い

意 味 のラ ン ゲイ ジを含 め た 教 育制度 を確 立 す る必 要 が あ る。 そ れか

ら実際 の 問題 と しては.電 気 卒業 生 は エ ンジ ニ ア とか,あ る い は機

械,電 気 メー カ ー に入 っ て,コ ン ビコ 一夕を っ くるの に参 加す るこ

と もあ りま すが,こ れ は これ と して ど ち らか と言 うと プ ロ グ ラ マー

の仕事 が 非常 に多 い の で,そ う い う方面 に しぼ っ てい く必 要 が あ る

ので は ない か と思 い ます 。

5

(5)電 算 機 の型 式 と設 置機 関 の関係

岸 本 委 員(つ づ く)そ れ か ら先ほ ど共 同利 用 セ ン ターの こ とを言 わ

れま したが,各 個 に置 く場 合 とセ ン タ ーに置 く場 合 とあ り,当 然 セン

タ ーは 小型 か ら中型,こ れ は セ ン ターの大 きさ に応 じ,都 道府 県の

大 きさに もよ りま すが,地 方 へ行 くと,全 県 一緒 にや っ て もなか な

か大 きな こ とは で きな い所 が 多 々 あ る。 東 京都 で あれ ば相 当 な もの
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が で き るわ け な ので す が地 方 に 行け ば,1府 県 だけ で は な くて,2,

3県 一 緒 にや っ た 方 が い いか も知れ ませ ん。 そ うすれ ば 中 小型 位 は

お け る。 各 個 に 置 く のは,ど う考 え て も,超 小型 か ら,せ やぜ い 小

型 に な らざる を得 な いeで す か ら2本 立 て とさ っ きお っ し ゃっ た の

に は賛 成 です 。 自 分 の とこ ろ でや れ るだ け の こ とをや っ てお・いて.

で きな い部 分は,上 へ 持 ってい く。 全部 集 中 して共 同 利 用 セ ン タ ー

でや ります と,大 変な数 を こ左 さ なけ れ ば な らな い。 そ れ か ら場 所,

距 離 の 関 係 もあ りま す 。 手元 で で きる もの は手 元 でや っ てお く。

手 元 で で きる もの と しては,ラ ン ゲー ジの 方 では,先 ほ どか らア セ

ン ブラrCOBOLFORTRANと い うの が 出 ま した が,手 元 で

や る場 合 は,そ れぞ れの 教 育 」㍉ 非常 に縮 少 した もの で よ ろ しい。

概 念 を教 え れ ば よい の で,セ ン タ ーへ 持 っ てい っ て,初 め て実 用 レ

ベ ル ー レベ ルは多々 あbま す が －FORTRAN、COBOL,ア

セ ン ブ ラ ーをや る。 です か ら メ ー カ ーさ ん の 方 で は超 小型 の場 合 で

も,1人 前 に 使え る もの を考 え てお られま す が,教 育 とい う襯 点か

らす る と,小 さい なが ら1人 前 の 仕事 をす る必 要は な くて,そ れ 相

応 の概 念 が 教 え られ,基 礎 を教え る効 果 を果 せ られ る機械 で あれ ば

よ い。 そ うい う劉 点 で プ ログ ラムを かけ てい く。 ですか ら機械 は同

じで もよ いの で す が,そ れ に か け る プ ログ ラムは 学校 とセ ン タ ーで

は違 え て い いの で は ない か。 この 点教 育 側 も研 究 しなけれ ば な らな

い し,ま た,メ ー カ ー側 も教 育 の 研究 を してい た だ く必 要 が あ る と

思 い ます 。
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(6)入 力装{章につ い て

岸 本委 員(っ つ く)そ れ か ら先ほ ど問題 に なっ てい ま した1,/O関

係 です が,実 は これ もわれ われ の方 で た いへ ん 苦 労 しま して,実 は

私 の大 学 で今 年 の4月 か ら延 べ1.000名 の実 習 をや っ てい ま す。

昨 年度 は約600名 未 満 で した。今 年 は 倍 近 くで 実 は 制度 を広 げ た

関係 で,こ れ は 本 格 コースで は ない,シ ョ ー ト ・コース を開い たの

ですが。 そ の関係 も あっ て1.000名 に な りま した 。 これ で 真 っ先

に 困 っ た ことは,コ ン ビュ ー,タで は な くて,実 はinputで す。 そ

の と きのinput方 法 は,ど れが い い か とい うこ とと,納 期 の 問題

が あ っ て,大 学 で す か ら4月rcと にか く登録 を や りま した所 が 聴 講

生 が1.000人 に なり困 り ま した。 結 論 を 言 い ます と,カ ー ドに割

切 っ て,従 来 とも カ ー ドな ので す が,18台 を や っ と揃え ま した。

その 時紙 テ ー プも ど うか とい う こ とも検 討 しま した が,こ れ は森 口

先生 そ の弛 い ろい ろ の ご意見 も あ り,い い 方法 も あ るよ うで したが,

やは リチ エ ックの とき困 る しデ バ ック も,カ ー ドの方 が手 っ取 り早

くて具合 が い い とい う ことで カ ー ドに しま した。

それ か ら さ っ き出ま した ポ ータ ブル ・パ ンチ は最 近 日 本 に輸 入 さ

れ てお ります が,ポ ータ ブル ・パ ンチ とか,鉛 筆 で穴 を あけ る もの

を採 らなか っ たの は,や は り打つ の は パ ンチの 方 が い い。 昔 の1/'O

パ ンチ とい う もので す。 メ カニ カル ・キ ー ・パ ン チ とい う もので い

い ので すが,フ'ロ グ ラム に な ります と,ど う して もFORTRAN

で も,COBOLで も,ア セン ブ ラーで もまず い。

そ れ と い ま1っ は,や は り学 生 に も キ ー を 叩 か し たい 。 紙

テ ー プ で も カ ー ドで も い い が キ ー を叩 か し た い 。 とい うの は
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現 状 は ま だ ま だ そ こ まで 行 きませ ん が,タ イム ・シェ ア リング な

ど,5年 か ら10年 先 に な って普 及 し て くる と,め い め いが 端末 機

を操 作 す る よ うに なる 。 だか ら,外 国 では タイ プ ラ イタ ー を操 作で

きれ ば,端 末 機操 作 は 難 か し くな いの です が,日 本 では 英 文 タ イ プ

そ の他 あ ま りや らない。 です か らタ イ ム ・シ ェア リン グ と な る と,

や は り端 末 機 が さわ れ ない よ うで は,コ ン ピュ ー タを教 育 した こと

に な らな い。 将来,5年 先,10年 先 で も結 構 です 。 そ れ もあ る の

で,と もか く コン ビゴ 一夕に,inputす るた めに キー を叩 かす と

い う こ とを や ろ うと い うので メ ー カ ーさん に も非常 に 無 理 言 って,

なん とか18台 間 に合 せ てや って い ます 。

■

ノ
◇

'

(7)学 校 の事 務処 理 の集 中化

岸 本委 員(っ つ く)そ れ か ら先 ほ ど言語 の うち,ち ょっ と言 い 忘れ

ま した が,学 校 の 事 務 にや りた いか らと い う ご意 見 が あ ります が,

私 は 学 校 の事 務 の場 合 は2っ 方 法が ある と思い ます 。1っ は 非常 に

標 準化 さ れ た事 務 で 先 ほ どの 体 格 検査 の 結 果 とか,学 校 の経 理 とか,

主 張 の処 理 とか,通 信 簿 とか い ろい ろ あ ります が,私 は 教 育委 員会

で集 中 してや る のが い い と思 っ てお りま す 。銘 々の 学 校 でや って も,

これ は ど うせ 大 した量 は あ りません か ら,効 率 も悪 いの で・ で きる

だけ 教 育委 員会 に 持 っ て行 って,類 型 化 した 方 が よい。 これ ほ ど類

型化 さ れ た 仕事 は,あ ま りな く,ど の学 校 も同 じ筈 なので す か ら,

これ は 教 育 委 員会 の方 で や って も ら う。 場 合 に よれ ば この 教 育 界 の

仕事 と,先 ほ どの共 同 利用 セ ン タ ー,こ れ を一緒 に して も よい で あ
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ろ う し,あ る い は教 育委 員会 の 仕事 と,都 道府 県 の仕事 とを 一緒 に

してや るの もい いで しょう。 も し銘 々で お や りに なる の な ら,そ の

た め に はCOBOLを 入 れ な く ては な らない とい う問題 も起 こる 。

実 際 ア セ ン ブラ ーで も,FORTRAN'で も,こ の 程度 な らで きな

い こ とは ない ので,COBOLと い う理 由は ない と私 は思 い ます。

た だ・ このCOBOLFORTRAN・ ア セ ン ブ ラ ー ある いは 将 来

はPL/iを 教 育用 の基 本 と してや る こ とは望 ま しい と考 え ま す。

大 体,そ うい うこ とで し て,多 々 あ りま す が,ま だ あ とで チ ャ ン

ス が あれ ば 申 します。

森 口 主査 なにか コメ ン トのお・あ り の方は ご ざい ま すか。

、

、

(8)プ ログラ ム教 育 と言 語 の 問 題

寺 島氏 度 々で 申 しわ け ない です が,先 生は基 礎 教 育 とプ ログ ラマ ー

教 育 との2っ に 分 け てお 話 され た わ け です が,プ ログ ラ マー教 育 を

す る場 合,現 在商 業 高校 の場 合 に は,特 定 の コ ース とい うもの は な

い わけ です 。 そ うい うもの を設 け てや った 方が よ い とい うこと です

か。

岸 本 委 員 私 は 経営 機 械 科 の方 で すか ら,商 業 高 校 の 教 育 に つい ては,

い まま で割合 そ うい う方 か ら色 々 ご相 談 に あず か った ので すが,私

が 簿 記教 育 とか,そ ろ ば ん 教育 の延 長 とか,・ ある いは 商 業 実践 の 時

間 を利 用 す るの は,過 渡 期 で あ って,や っぱ りど の商 業高 校 で も,

工業 高 校で も,一 般 高校 で も,情 報 処 理 とい う形 で 一 これ は文 部

省 の問題 に なりま すが もっ てい く必要が あ る ので は ないか と思
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い ます 。 そ して そ の利 用 と して,碓 か に簿 記教 育 は 一 番手 取 り早 く

結 び つい て くる わけ です 。 しか し,簿 記 だ け じゃな い ん で,他 の教

育 も全部 結 びつ い て来 な い と い け な い わ け で,私 は そ う考 え て

お ります。'.～

寺 島氏 そ れ か ら も う1っ プ ログ ラム の教 育 をす る場 合,言 語 は どれ

か ら入"一)てい くか とい うことですが,先 生 のお 考 え では,FORTRAN・

か らア セン ブラ ーの 方 に 入 っ て行 くの か,そ れ ともア セ ン ブラ ーか

らFORTRANの 方 忙行 くのか,い ろ い ろ行 き方 が あ る と思 い ます

が,先 生 のお 考 え をお 教 えい た だ きた い。

岸 本委 員 それ に つ い ては私 は だ い ぶ 前に 西村 さ ん とか な リデ ィス カ

ッシ ョン した こ と もあ ります。 西村 さん は 一家 言 あ ります。 われ わ

れの 学 校の 現 状は,一 番 最 初 に マシ ン ・ラ ンゲ イ ジを しま した。 そ

れか らア セ ン ブラ ーに 行 きま した。 それ か らFORTRANCOBOL

とい うふ うに,非 常 に オ ー ソ ドック ス な,従 来 の 流 れ のや り方 を や

り ま した。 し か しゃ は り長 くや っ てい てい い よ うに 思い ます。

西村 さん の は 逆 でFOORTRAN,COBOLか ら行 く。 今 後の機 械'

では,基 礎教 育 では な くて,実 用 教 育 が重 要 に な る と考え ます と,

ア セ ン ブ ラ ー とい うの は使 わ な くな る。 中型 以上 では,実 際使 うの

はFORTRANとCOBOLに な ります 。 ア セ ン ブ ラ ーをや る の

は,む しろ シス テ ム ・プ ログ ラマ ー とい う高 級 な プ ログ ラ マ ーに な

る わけ です 。 これ は い まの 中型 ク ラ ス以上 の コン ピ ュ ータ が そ うな

のです 。 そ れ を考 え れ ば,FORTRANCOBOLか ら入 っ て,

ア セ ン ブ ラ ー へ と 逆 に 高 級 に な り,こ れ は シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ が

さ わ る も の だ と い う こ と に も な り・ま す 。
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しか し私 は や は リプ ログ ラムの 発 生 の過 程 の よ うに,マ シ ン ・ラン

グ イ ジを 教 え る わけ で す。 簡 単 な実 習 を や らせ,次 に ア セ ン ブ ラー

を教 え る。 そ れ か らFORTRANCOBOLに 行 く。 これ をい ま

で もや っ て い ま す。 西村 さん は何 か ご意 見 が あ るわけ です 。 私が い

まい い ま した よ うに,現 状 中型 の機 械が あれ が む しろ逆 とい う手 も

あ ります 。 アセ ンブ ラ ーは む しろ高級 なん です ね。
●

4

(9)学 校 の事 務 処理 と教 育効 果,言 語 の 問題

湯 田氏 い まの こ とです が,私 は 先 ほ ど,学 生 の 実 習¢)余.暇を利 用 .し

て,学 校 の 事務 の 改 善 とか,そ う い う ものに コ ン ピュ ータ を使 うた

めにCOBOLは あ った 方 がい い と申 し上 げ た の で すが,私 が考 え

たの は,日 本 の 場 合 シ ステ ム ・エ ン ジニ ア とい うのは,昭 和47年

に な ります と現 在 の6倍 ぐらい 必 要 泥 な る とい う数字 が 出 てい る わ

け です 。 で すか らそ う い うこ とを考 え る と,学 校 の事 務の 面 を,学

生の 一つ の 例題 と して.コ ン ピュ ータに かけ て や っ て行 く とい う こ

とをや った ら,教 育 と実 際 面 で一 石 二 鳥 に なるの では ない か とい う

よ うに考 え たわ け で す。 です か ら もち ろん教 育委 員会 な どで一括 し

てや っ てい ただ けれ ば,一 番 い い こ とだ と思い ます が,な か なか そ

れ が実 現す る こ とは 難 か しい と思 い ま した ので 。学 校の事 務 を電算

機 に かけ る とい うことを や った だ け で,シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア と し

て通 用 す る とは 思い ま せ ん が,シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア とい うこ とが

漠 然 と してい て判 らない わけで す か ら・ こうい うのは シス テ ム'エ

ン ジニ アの1部 に 相 当す る のだ とい う教 育 もあ る程度 で きる とい う
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意味 で,CO-BOLが あ った方 が い い ので は ないか 発言 したわけ で

す。

岸 本 委 員 わ か りま した 。 実 は それ に つ い て,私 の大 学 では 学 校事務

に使 っ てい ないの です。 学 生 の教 育 第 一,研 究 第一 で して なぜ 学校

事 務 に使 わ 宏・い か と言 い ま す と.私 立学 校 と して甲南 は,慶 応,早

細 さん撒 きくは 助 ませ んの で・
.端 数 も少ないのが1っ の理

由 です 。 学 校の 教 務 に は学 生 関 係,会 計,図 譜館 な どあ ります 。 し

か し これ ら実際 の 仕事 は間 違 って は いけ ない わけ です 。 学 生 にや ら

して間 違 って も いい とに言 い ませ ん が,教 育 に は とにか く下手 で も

や ら して 結果 を出 させ てみ て,点 を っ け る とい う狙 い が あ る訳 です 。

学 生 のや る事 務 は 一 朝 一 夕 には 正 しい 答 には 行 か ない わ け で,教 務

の方 は 間 違 っ て は大 変 で す し,会 計 もそ うで す,、そ うい うこ ともあ

っ て学 校 の事 務 をや らせ る こ とは,む しろ こわ い の で す 。 や る な

らば 専門 の パ ンチ ャ ーを ちゃ ん と置 か なけれ ば 困 る。 そ れ を 学生 な

ん か が パ ン チ を叩 い た の で は,わ れ われ 怖 く て絶 対 に 引 き 受け な い

とい うこ とです。 です か ら,と もか く学 校事 務 を作 っ て しまえ ば や

れ ま す。

況 困民 一且 プ ログ ラム を っ くっ て しまえ ば,ミ スは しない わ け です 。

岸 本委 員 そ うです。 あ とは オ ベ レィ シ ョ ンに な るわ け で.す。 所 が オ

ペ レ イシ ョン は却 っ て こわ い です よ。

森 口 主査 ち ょっ と待 って くだ さい。 ま だ十 分議 論 が かみ 合 っ てい な い

よ うに 私 に は 見受 け られ ま す。 っ ま り岸 本 さ ん は学 生 実 習 と して事

務 処 理 をや らせ る のは よ くな い とい うこ とを 主張 してお られ る。湯

田さん の方 で は,別 に学 生 にや らせ る と言 っ てお られ る訳 では ない
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の で,む しろ事務 職 員 が 非常に大 勢 い る し,忙 しいの で,事 務 を機

械 化 して行 け ば,そ この 負担 が 減 っ て,学 校 の 運 営 が楽 に なるだ ろ

う と言 っ てお られ る と思 い ます。

湯 田氏 え え,で す か らア ナ リシ ス をや った りな ど して,ベ ース をつ

くる まで を学 生 κや らせ る とい う意 味 です。

森 口 主査 少 な く と も,先 生 が事 務 処 理の なん であ る か を,良 く,実

地 に つ い て経験 す る こ とは,そ れ か ら先 の 教 育 に 非常 に役立 つ で し

よ う。私 ど も も実 は そ うい う学 習 を数 年 間 や っ て きた ので すが,い

か に人 間が 間 違 いや す くて,機 械 が 聞 違 え ないか とい うこ ともよ く

判 りま した。 学 生 の聴講 科 目の 申 告 では 工学 部学 生1.700人 で,

科 日数 が400科 目位 です か ら,全 部 で4万 件 位 の 単 位記 録 の あ る

仕 事 なの で す。 ソーテ ィ ン グ をや るだけ で,磁 気テ ー プ3本 の あ る

中型機 で3時 間 か か る とい う程 の もの で す が,そ こで ミス の統 計 を

調べ てみ ます と,圧 倒 的 に 多 いの は学 生 の 記入 ミス で した。 そ の 対

策 は 要す る に記 入す る分 量 を減 らす とか なん とか い う形で,シ ス テ

ム的 に解 決 してい っ て,も う2年 目に は,最 初3%位 あ った エ ラー

が,次 の 次 の年 に は0.1%位 ま で下 がbま した。 そ し て これ な ら実

用 で き る とい うので,い ま 全部 機械 化 し て,手 作 業 を全 廃 しま した。

そ うい うよ うな こ と を経 験 します と・ た とえ ぱ こ うい うふ うに私 が

喋 る こ とが で き る とい う こと も,学 習効 果 の1つ じゃ ないか と思 い

ます 。(笑)

そ れ で,そ うい う こ とが で きます と,将 来 の大 学 で事 務職 員 は ど

の く らい 置 いた らい いか と言 うこ と も,い いデ ータが とれま す し。

です か ら私 は専lll]学校 程 度 の と ころ で は,ぜ ひ真 面 目に事 務 の機 械
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化 を最初 か ら日程 にあ げ て考 え るの が い い の では ない か と思 っ てい ま

す。

そ れ か ら幾 つ か の 大 学 とい うか.少 く と も吉 村 さ んは 非 常に よ く

ご存 じの あ る大 学 では,事 務 の機 械 化 を徹 底 してや った結 果,事 務

職 員 とい うの は 予想 とは桁 違 い に 少 な くて.非 常 に学 校経 営 上 もプ

ラスに な ってい る と言 わ れ てお ります。 で す か ら,一 概 に否 定 す る

気 は岸 本 さん に もお あ りに な ら ない と思 い ま す。

岸 本委 員 否定 は してい ない です 。

森 口 主査 ただ や る以 上 は.万 事 うま くい くだ ろ うなん て考 え てい る

ど.そ うは行 きま せ ん よ とい うこ とです ね。

岸 本 委 員 私は い ま,む しろそ の た め にCOBOLが 使 え な くて もよ

ろ しい。アセ ンブラー,FORTRANで い い とい うこ とな の です 。

私の 言 っ た のはそ れ なん です 。 そ れ な る が故 にCOBOLを 使 うと

い う条 件 を っけ る必 要 は ない 。 ア セ ン ブ ラ ーで も.FORTRAN

で もい い,あ り合 せ の もので やっ た らよ い で しょ う とい うこ とです 。

プ ログ ラム を碧 くだけ な ら,ア セ ン ブ ラー で も,FORTRANで

も,COBOLで も,変 りませ ん 。 ご指摘 の よ うにFORTRAN

で結 構 や っ てお ります 。 とい うの は 小型 は 技術 計 算 用 が多 い です か

ら。 した が っ て 小型機 を 持 っ てい るが 故 に なん とか 事務 に使 いた い

とい うので,外 国 で も随 分FORTRANで 事 務 をや っ てい る.こ

の利 用 の こ とで あっ て,突 っ込 ん で や って い る の で は な い の です。

技 術用 のFORTRANに 強 い 機械 が ある ので,こ れ で もっ て事 務

を や る の だ とい う こ とで や ってお りま す。

西 村 委 員 岸 本先 生 が さ っ きFORTRANか らど うだ とい うこ とが あ
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り ま した の で,ち ょっ とだ け 。(天)

い わゆ る計 算校 教 育 で は集 中的 な教 育 をや る場 合 には,い わ ゆ る

各 相学 校 の よ うな所 で,半 年 とか1年 とか い うオ ー-B'一 の場 合 は,

完 全 に 結:果は 出てい ない ので す が,ア セ ン ブラ ー とFORTRAN

とCOBOLの3つ を 並行 して教 え て十 分や っ てい!す る し・ そ の 方

が 学 生 に と っ て も,最 後 に は 混 乱 が 少 な い よ うだ とい うこ とて す 。

1つ ず っ 順 々 に 数え て い く とい う場 合 にば,そ の人 の ヒス ト'リーに

よ ってだ い ぶ違 う。 当 り前 の よ うな こ と,です が,そ の 中 で大 学 生 の

場 合 は 文科,理 科 と もにFORTRANの 方 が入 りい いよ うで す。

吋)ゆ る一暢 鞘 をや って・・る方パ 剛 辮 詩 業され ても○

{.・n・った方 面 の 実務 が 中心 に なった 方 は.ど うもCOBOLの 力 が具

合 が い い し,入 りやす い よ うです。 そ れか ら高 校 生 の弘 合は よ くわ

呑 ら ない の で す が,私 は マ シン ラン ケイ ジか らの方 がい い よ うた気

が してい る ので,マ ク ロ的 判断 が 力鴻書に多 いア ッセ ン ブ ラ ーは な る

べ く教え なし・、ほ うtt'::laいo

寺 島比 い ま3つ 並 行 して と言 わ れ た わ け です か,あ る 問題 を解 く場

合,3っ の言 語 で や らせ てみ る とい う意 味で 言 われ た わけ です か。

西 村 委 員 そ うで は な くて,午 前 中が ア ッセ ン ブ ラで午 後 がFORT-

RANで,翌.日 はCOBOLと い う教 え 方 ですc

寺 島氏 そ の場 合 に 生徒 は 混 乱 しない で しょ うか 。

西村 委 員 当 初ち ょ っと混 乱 します が,FORTRANで 勉 強 しま す

と,最 初 や さ しい ところ か ら入 っ て,ぐ っ と難か しくなる 。 その 次.

COBOLを や る と,ま た初 歩 的 な と ころか ら始 ま っ て.ぐ っ と持

ち上 げ てい く。 アセ ン ブラで も同 じ こ とを や る。 そ この 持 ち上 げ 方
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を うま くバ ラン ス を と り,3つ が 並行 して⊥ が っ てい くよ うにす る。

寺 島 氏 結 局 サ イ クル メ ソ ッ ド的 に上 が っ てい くとい うわけ です か 。

西村 委 員.練 習問 題 は 生か さな け れ ば な ら たい もの は 変え て も,あ る

1部分 では で きる だ け共 通 の問 題 を 出す。 そ うい うのは や っぱ り調整

叶 うの か・ 進情 理 とい うのか ・ そ の辺 に相 当庶5・ し鮒 れば い
●

け な い 。 そ⇔れ が う ま く い け ば 非 常 に 効 果 が 上 が り そ うだ と い う こ と

・ で す 。

籔 口 主 査 西 村 さ ん の こ の 伺 は 計 算 ㍑～学 校 力 例 で し ょ う。 算 数 や 音 楽o

や 件挽 は な いわ(丁で す ねL:

寺 島民 電 冥 楼 の各 種学 校 の場 合 をば われ たわ け で す ね、,集 中学 習 を

・ す る場 合 の 方式 で す ね。 そ らい う ことは 現場 の学 校 で は ち ょ っ とや

っ て ない よ うに思 い ま す(、

西村 委llそ の あ とのFORTRANが 先 だ とい うξi'r諭は同 じなん で

す よ,、

●

●

竃

・

仰)中 古 機 の利用 に つ い て

森 口主 査 高 瀬 さ ん,ど うぞ … …。

高 瀬 委 員 先ほ ど 二 一ザ 一 日iの方 か ら,い わ ゆ る コン ピ ュー タの 中古

の機械 に関 す るお 話 が 出 牢 の です が,そ れ に 対 して,メ ーカ ー側 の

方 か らは新 しい 機 械 の売 り込み の 言古ば っか りで,全 然 出 て こ安い の

で,ち ょ っ とそ の点 につ い て伺 い た い の です が,実 は5月 の ニ ュ ー

ヨ ーク タイ ム ズ に非 常 に お も しろい そ の 問題 に 関す る 記事 が載 っ て

お りま した。 とい い ます の は ア メ リカ に 於 い てす で に コン ピ ュー タ

ー189一



が一 般 に使 われ始 め て10年 で ある。 毎 年 毎年 新 しい 機種 が 出て き

て.ち ょう ど自動 車 と同 じよ うに古 い機 械 が余 っ てお ります。新 し

い 機械 を売 り込 む た め に は古 い 機械 を 引 き取 らなけ れ ばい け ない。

そ のた め に非 常 にダ ブっ てい る古 い コ ン ピュ ータの処 理 を ど う した

らい い か とい うこ とで.1っ は 中 小企 業 で よ りた くさん コ ン ピュー

タ を使 う こ と,そ れ か ら2番 目に い わ ゆ る セ カンダ リーエ デ ュケ ー

シ ョン,高 校教 育 に おい て コ ン ピ ュ ータの 普及 を考 え てみ た らど う

か 。 そ の コン ピ ュ ータ の教 育 の 中 で,高 校 の 場 合2っ あ る。 ひ とっ

は職 業 教 育,す 麦わ ち商業 高 校 とか工 業 高校 で 実 際 に コ ン ピュータ

を利 用 し,ま たつ くる中 堅 の人 間 を養 成 する グル ー プ。 それ か らも

う1っ は,将 来大 学 に行 き,ま たは大 学 院 に行 く一般 の 学 生が 一 般

高 校 にお い てコ ン ビコ 一夕に 対す る概 念 を知 る 教育,す なわ ちコ ン

ピュ ータ と い う もの は こ うい うもの で ある とい う概 念 を植 え つけ る

教 育,こ の2っ に分 け られ ま す。 特 に ア メ リカの場 合 は 日本 と違 い

前 者 の 職 業 教 育 の場 合 です と,原 則 的に大 学 に行 け な い わけ で あ り

ます。 す なわ ち商 菜 高校,工 業 高校 を 出ま す と.少 な く と も原則 的

に は勤 め なけ れ は な らない。 も し大 学 に行 きた い場 合 に は,も う一

度 一 般高 校 に 入 らな くては いけ ない わけ です か ら.ち ょっ と日本 と

条件 が 異 なる ので,非 常 に熱 心 な職 業 教 育 を行 なわ なく ては な らい

い わけ です 。 次に 後者 の 場 合,す なわ ち一 般教 育 の場 合 に はい わ ゆ

る中 古 の コ ン ピュ ータ を た くさ ん学 校 に配 っ て,こ うい うものが コ

ン ピュ ータ で あ る と同時 に コン ビコ 一夕が 社 会 に及 ぼ す影 響 な どを

学 生 κ理 解 させ るた め に,中 型 以 上 の 機械 を現 場 で見せ た 方 がい い

とい うこ とで,非 常 に 普及 し始 め てい る とい う こ とが 書 い てあ り ま
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した が.そ の点 に っ い て,日 本 では どのよ うに お・考 え に な っ てお ら

れ ま すか 。

森 口 主査 メ ーカ ーさん の方 で い ま の 問題 に何 か 発言 してい た だけ る

方は お られ ます か。

高 瀬委 員 日本 で は 当然 古 い:コ ン ピュ ータ が余 っ て く るの では ない か

と思 い ます が。』

森 口主 査 特 に ご用 意 が な くて も,個 人 的 な 観測 で も結構 です が … …。

ちょ っ と ラング ム です が,日 本 電気 さん い か かで す か。

日本 電 気 そ うです ね。 確 か κ いま 高 瀬 う1三生 がお っ しゃ られ た よ う1こ.

これか ら先 ふ え て い く傾 向 は 当然 あ る と思 い ます が,い ま ま で の ケ

ース でわ れわ れ 考 え ます と,今 日皆 さん か ご希 望 な さ ってお・られ ろ

よ うな,し ば ら く前 ≡ で ㌢ン タ.ルざれ て い た も○ で,現 在帰 っ てき

てlilる とい う もの は.や はb』 まだ,JIS規 格{(川]・濁す る よ うな

FORTRAN{ま,持 た れ'C弓 か った・;'、く掃iが多 い て す:ね。 したか て、

て今 日,皆 さ ん にi:i:ちょっ と」・・勧 め しに くい とい …)ことも あ るの て

は ないか と思 い ます。 これ か ら先 の 陪1題こ して ば,や は)1当 然 出 て`

くる問 題 だ と思 い ます 。 現 時 点 で今 まで 出 して きた もの で,帰 っ て

き てい る もを考 え ます と,・まだ ア ッセンプ ソ,COBOL,FORTRAE

とい う もの が,い ま の よ うな形 で備 わ っ た機 械 とい うもの は ない わ

け で す か ら.そ の よ うな意味 では,現 在は まだ,そ うい った 形 で何

らか の手 を打 っ て お勧 めす る とい うこ とは,比 較 的 少 ない と思 い ま

す。

森 口主査 日立 さん。 ど うです か。

日立 製 作所 い ま 日本 電 気 さん が:詮 っ しゃ った の と.全 く同 じ だ と思
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い ます。 機械 そ の もの は 確 か に動 くので す が.ソ フ トウ ェア とい う ・

もの が そ れほ ど充 実 し て ない し.コ ンパイ ラ ーに して も.ず いぶ ん

古 い もの です か ら,J'IS規 格vaあ った よ うな もの に な ってい ませ

ん。ーそ う言 っ て も ア ッ セン ブラ で 何 とかや るん だ とい うユ ーザ ーさ

ん であ れ ば何 とか な るの で は ないか とい う気 は しま す。

森 口 主査 こ うい う ことは考 え られ ませ んか 。 一般 に メ ーカ ーさん 全

.、 部 にお 伺 い した い の です が.た とえば ある機種 が 何 十 台 も何 百 台近

く も市場 に 出た い と して.そ れ が ワ ー ッ と帰 っ て くる と,そ れ をそ

の ま ま解 体 して しま うか。 それ とも何 か ある手 を打 っ て学 校 な どに

安 ぐ入 れ て再 び活 用 す る か とい うと きに,個 々の学 校 か ら側 々の要

燕 ← 〆 求 を受 け た ので は
,と て も ソフ トウ ェア を開発 す る根 拠 が ない けれ

ども,何 十 とい う所 に 向け てひ とっ のFORTRANコ ン パ イ ラー

をつ くれ ば,そ れ で 生 き る とい うよ うな条 件 が あれ ば.ち ょっ と考

え てみ よ うか とか,あ るい は それ も無 理 な らば,も し文 部 省 な どが

そ うい う情報 処 理教 育 の普 及 のた め に必要 と認 めれ ば.国 の お 金 で

どこか適 当 な ソフ トウェ ア会 社に 頼 ん で,そ うい う ソフ トウェ アを

つ くっ て配 給 す る とい う条 件 の もと で,大 量 の もの を安 く学 校 に 供

給 す る とい うよ うな こ とは 考 え られ ません か 。一 番 最後 の と ころか

ら考 え てい だ くと.ち ょっ とや りに くいか も知 れ ませ ん が,そ こま

・で 考え に入 れ て,何 か そ うい う可 能 性 を今 後検 討 してみ る余 地が あ

あ るか ど うか とい う問題 です が ・ いかが で しょうか。実績 を た くさん

お 持 ちの と ころで,少 しプ ラス な リマ イ ナス な りの 感 想 をい た だ く

とよろ しい ん です が ……。 沖 さん,ど うお 考 え です か。

沖電 気 工業 そ うです ね。 か っ ての5010は だ い ぶ 出ま した が,ほ
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とん ど消化 して しま って,.残 ってい ない よ うな状 況 です 。 一 応機 種

を とりかえ て,MK1型 機 を 取 りつ け る こ とに な っ ておbま す。

森 口主 査 東 芝 さん いか が です か。

東京 芝浦 電気 い ま森 口先 生が お っ しゃ られ た提 案 です が.こ れ は事

業 部 の ポ リシ ーに な りま して.何 と も申 し上 げ られ ない ので す が.

現 状 は教 育関 係 の ユ ー ザ ーさ ん に向 くどか向 か ない とか は別 に して.

東芝 の 状況 は ど う左 っ てい るか といい ます と,確 か に レ ン タル ・パ

ック して きてお りま す。 しか し各 事 業 部 が足 ない 位で す か ら.そ ち

らに どん どん 持 っ てかれ ま して.と て も市場 に出 す よ う な余裕 は な

い わけ です 。 そ うい う実 情 で ご ざい ます。

森 口 主査 日本 竃 気 尽・zし・ ど うです か 。
＼ミご:、、

日本 電 気 そ うです ね。 広ま の 先生 の1つ のお 考 え とい うの は,確 か に

将来 の 方 向 と しては 意味 の あ る こ とか も知7'1な い とい うふ うに感 じ

ま した。 い ま1っ の 方 向 は,ハ ー ドウェ ア教 材 とい うよ うな こ とで

した が,こ れ は か な り意 味が あ る の では ない か と思い ま す。 コ ン ピ

ュータ 学校 なん か で も,八 二 ドウェ ァ教 材 が ほ しい とい うよ うな話

が あ っ た り します 。 ところ が 実際 う ちに こ うい う古 い の が あ りま す

よ と言 っ てお 話 してみ る と,や っ ぱ り多 少は プ ログ ラ ミング に も征

い た い とい うか ら,"そ れ で は論 や め なさい,い まさ ら こん な の を

教 え て も しょ うが ない で し ょ う。"と 言 っ て や めて 貰 い ます。 純 然

た るハ ー ドウェ ア教 材 と言 われ るの で した ら,そ れ はす ぐに役 に 立

つ ことが で きます 。 そ れ こそ 国 が ソ フ トウ ェア会 社 を っ くって,ソ

フ トウェ アを作 る とい うよ うな こ と を考 え れ ば,非 常 に 結 構 な こ と

だ と思 いま 九 そ れ と,湯 田 先生 が ち ょっ と触 れ られ ま した認 定 制
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度 の こ とで す が,そ うい った 問題 との関 連 も考 え なけれ は いけ な い ・

と思 います。 あれオま一 応現在 売 られて いる機械 の 言 語 とい う こと に な っ

てお ります 、,あま り特 殊 な言語 だ と,認 定 を 受 け たい学 生 の希 望 に

合 わ ない とい うよ うな こ とに も な り,拙 い と思 い ま す。

森 口 主査 い ま の認定 の こ とκ っ い て,先 ほ ど通 産 省 の方 に休 け い 時

間 に伺 っ そみ ま した ら,そ こに並 ん でい る,言 語,FORTRAN

ALGOLPL/1ア ッセ ン ブ ラ とい うもの は θ 簡単 にい え ぱ

「or」 でっ なが っ てい るの だそ うで す 。 日本 語 では 「及 び 」 と書

い てあ ります け れ ど も,そ の 「及 び何 々」 とい う甲 の どれか1っ を

指 定 して受 験 す る こ とが で きる そ うです 。 です か ら.あ れ を みん 左

覚 え な くては な ら ない とお考 え に なる必 要 は ない の です。 それ が ま

ず1つ 。

それ か ら も う1っ は,商 用 機の言 語 とい うふ うに 諜い てあ る意 味

は,あ ま り特 殊 桧 もの で は採 点 し きれ ない と い うと ころ が あ っ て,

あ る程 度 広 く使 われ て る とい う こ とを 入 れ たか っ た のだ とい う話 で

す か ら,た とえ は教 育 用 にJIS3000相 当 とか,あ るい は それ

に ち ょっ と プラ スされ た位 の もの を相 当 広 く使 う とい う条 件 が あれ

ば,も ちろん それ は 十 分 受 験資 格 と して,む しろ歓 迎 され る位 で は

ないか と,通 産省 の方 は 言 っ てお られ ま した 。 で すか らそ の 心配 は

あ ま りない の で は ない か と思 い ます 。

そ れか ら富 士 通 さん は 何 か そ うい う こ とでお 考 え あ ります か 。

甲古 板 極 の … …。

富 士 通 これ は先 ほ ど東 芝 の方 が 言わ れ た よ うに,政 策 的 な問題 です

か ら,惑 くま で個 人 的 な考 え で すが,現 在 ま で に 中 型機 大 型 械 に比
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べgす と,ii小 型機 は レン タル パ ックの 期 間 が比較 的 長 くなっ て い る

状況 で すか ら,将 来 の問 題 と しては,先 ほ ど先生 が言 わ れ た よう な

問題 が 抽 る 鵠 い ます し・ たいへ 嚇 構 な拷 え です ので・ ぜ ひ

実 現 してい た だ きた い と思 い ます が,現 状 では,教 育 の 一 般性 の 問

題 が 出 ま した が,ハ'μ ドウ ェ ア と して提 供 して.た とえ ば ロジ ッ ク

を 教 え るた め に1・・一 ドウェ ア をつ ぶす ん だ とい う考 え 方 です .と・戻

っ て来 た機搬1拗 に使 うことが で きるの です が.先 ほ どか弊 話

に 出 て き て ま す,、 い わ ゆ る ユ 』 ザ ー 教 育 と か,プ ロ グ ラ ム 要 員 を 指

導す る とか抄 隠 味力ら ぽ す と・ レン タノレパック してき
,た相当

古 畷 随 それ 嘩 り祀 ることに剛 飽1・あると思 噂 す・ ユ ー

ザ ーれ の声を聞いて か や'は飾 揚 で一 般性 を持 った繍 で も・

古 く筋 とプ ・ク ラ隈 端 敵 継 てるの壁 ずか しい と・・うよ

うな声 が 出 てお りま す6で す か らレン タル バ ック とい うの は,期 間.

的 には だん だん 短 縮 され るか と思 い ま す 力週 状 で は 戻 っ て来 て い る

機 械 を 出す とい う こ とに っ い ては,若 干 問題 が 残 る ので は ないか。

将 来 の方 向 と して は必 ず そ うい う問題 が 起 きる と思 い ます 。

森 口 主 奪 日立 さん,い か が で すか 。.'

日立製 作所 戻 っ て き た機 械 とい うのは,大 体寿 命 に近 くなっ てい る

の が多 い わ け です 。 そ れ で 日立 では 保 守 マ ンの教 育 の た め にそ の機

械 を使 う。 新 人 の保 守 マ ンば 必 ず機 械 を こわす 人 間 ばか りで す か ら,

次 か 跡 へ こわ され ま して僻 マンの 輔 の た めに 函 ど備 給 し

て や らな け れ ば な らない 。大 体寿 命 に近 くな って い ます か ら,ユ ー

ノ

ザ ー さん の と ころ・に納 め てか それ ほ ど長 期 に便 っ てい た だ く訳 に

い か ない とい うよ うな事情)があ りi'aEkすo:
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.跳 ゴ主査 寿 命 とい って も,真 空 管 は 別 と して,ち ゃん と した機 械 だ9∵塔

堵'
っ た ら金物 的 に は ま だ健 全 な ので は ない です か。

日立 製作所 や は り故 障 の回 数が 多 く なっ た り,メ ン テ ナン スのた め

の費用 が.相 当 か か っ て くる とい う よ うな こ とに なっ て くる と思 い

ます ね。

森 口 主査 それ は機 械 的 な部 分 ですか 。

日立 製 作所 は い。

今村i委 員 実 は 中 古 機械 とい うのは,ニ ュ ー ヨー クタ イ ムズに ど うい

うふ うに取 り上 げ られ てい る のか,私,読 ま ない の で知 りま せ ん が,・

個人 的 な こ とを 申 し上 げ ま す と百お そ ら く ご く少数 の 中古 機械 の、と

きに は,メ ーカ ーは そ れ をお 出 しに なっ て も,何 とか機 械 的 な もの

で も,電 子 的 な もの で も直 す と思い ます 。所 が これ が 多 数 出ます と,

サ ー ビ ス エン ジ ニ アの 数 は そ の世代 の現 用機 械 に比 べ てそ の 前の 機

械 では 数 分の1,手 間 は数 倍か か る。 そ うす る とまず メ ーカ ー の方

が 手 を あ げ るの では ない か 。 数 が少 ない う ちはい い で す が,数 十 台,

数 百 台 と 出て くる と.お そ ら くまず メ ーカ ーの方 で,保 守 で きな い

とい うよ うな ことか ら,や っぱbYrし い樵i械 で安 い もの を お・買 い に

な った 方 が い い ので は ない か とい うこ とに なる ので は ない です か。

これ は結 局 バ ラン スの 問題 ですが,お そ らくは パ フ ォ ーマ ンス とか ・

ことに サ ー ビス ・エ ン ジニ ア の能 率の 点 か う見 る と,甲 古 の機 械 を

維 持す る とい うのは,メ ーカ ー ・サ イ ドに非 常 に 負担 が か か る とい

うことが考 え られ ます 。

そ れ か ら も う1つ,正 直 に言 い ま して,IBMで も昔そ うい う制

度 を ア メ リカ でや った ので す が,中 学 校 あ るい はそ れ よ り少 し上 の
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ハ イス ク ール 位 に.多 少 世代 の遅 れ た もの を配 置 した程 度 で,結 局

は,ほ とん どは 受け 入れ られ なか った。 そ れ は結 局 ユ ーザ ー側 の要

求 との 関連 とい いま すか,そ の よ うな事例 があ った こ とを 記憶 して

い ま す。 です か ら一 番 問題 なの は,数 が 多 くな る と使 う方 よ り も,

お そ らく メ ーカ ーの 方で,新 しい機 械 を少 し値 引 き して提 供す る よ

りも,数 倍 の コス トが かか る こ とに なる ので は ないか とい う懸 念 が

出 て くる。 だか ら私 は何 もそ うい う機械 を 海の 中へ 捨 てう とい うの

では ない です が ・実 は提 供 され る方 に相 当 問題一が 出 て くる とい う気

が しま す。

岸 本 委 員 古 い機 械 を メ ン テ ナンス す るのは,過 剰 サ ー ビス だ。(笑)

森 口主 査 松 下 さん,三 菱 さん は,在 庫 機 種 は あ りま せん か 。

三 菱電 機 中 型が そ うい う形 で戻 っ て くる とい う例 が あ りま すが,わ

れわ れ の と ころ では 中型 です とFORTRANもCOBOLも 大 体

そ ろ っ てお ります の で,少 し償却 した位 の値 段 の機 械が も し出 て来

た場 合 に は,お そ ら ぐそ うい う問題 が 出 て ぐる と思 い ます。 あ るい

は 役所 の方 にお 願いする ような ことになる の で は ない か とは思 い ま す

が,ま だ 現 実 に そ うい うもの は 出 てお・りま せ ん ……。

森 口主 査 そ うす る と中古 機 の場 合 には,機 械 と しての 寿 命が 来 てい

ると か,し た が っ て サ ー ビス の 負担 が大 変 だ とか い う面 が か なり強

く指摘 され たわ けです ね。 最 初 伺 っ たの は.FORTRANが ない

か ら と言 うふ うに言 わ れ た ので,そ れ な ら多 少 お 金 を 出 してFORT-

RANを つ くれ ば,金 物 は大 丈 夫 か な と思 っ たの です が,そ れ も駄

目だ と言 うの で は,中 古機 は しぱ ら くは 考え られ な い とい うこ とに

な りそ うです が … …。
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寺 蛭 ・昨 機 定 め註 い う・とが ・IBMさ んw舛 ら計 れ

たのでナが`新 しい鰍 のデ・ス カウ ン ト戸 岐 赫,糖 鋤

とい うこ とは,ど のよ うにお考え になってお られ るのでナか。 また

・ン ピー 夕方 ガ と協 今が鋤 りで しれ ら'そ う吋 ととろで

各 メ」 カ÷が協 定され て教育援莇のディスカウン トを考え て下さる

のか ど うか とい う こと をお 聞 き したい'のです が … …。

森 口 主査 そ の 点,い かが です か。

寺 島氏.コ ン ビコ 一 夕メ ー カ ーの協 会 とい うのは,あ ります か。

森 口主 査 電子 工 業振興 協 会 とい う¢)がにれ に 当た るわ け です 。 コ シ

ピ ー タ メ ーtr－ だけ の協 会 で は あ 臓 せ んカx・ コン ビ戸 タ メ ー

カー及 びそ の他 の 電子 工 業 関 係 の協 会 で,』 ン ビュ 一夕メ ーカ ーが

相互 に協 調 して あ る統 一行 動 を とる ときは,必 ずそ の電子 工 業 振興

協会 に 頼 っ てや られ る と思 い ま す。 そ う言?て い い で し ょ うね。 し

が しそれ に 加盟 してお られ ない メ ーカ ーが この場 に はお られ る。.・そ

とは ち ょっ と難 しい … …。 だか ら あ る部 外は田 平 協 へ行 け ま す。 そ

れ か らレ ンタ ル会 社の チ ェ ック です かもd本 電子 計 算 機 株 式 会 社 は

少 な くと もそ こ を通 して提 供 す る所 と して は,そ うい う面 で の援 助

は劾 得 るわけで じょう・そi・微 音援勘 一 た とえばIBMさ ん嶋

もの に よっ ては6割 引 きで,入 れ られ た。 ところが 割 引率 が下 が っ

てきて,最 近 では一律 に1割 位O所 まで きコ『い る。 そ うい う方針 を

公表され ます と,よ そがそれ よ り値引 きす るこ とは5だ ん だん望め

ない ・ うな風醐 ぱ ってき戸 ます;・しか し一がIBMれ が

最近 爆 弾 的 な発 表 を さ れ て1∫ ソフ トワェ アの値 段 は 別 だ ・ な ど と言

わ れ た の を勤 ます と・教醐 には ソ フ トウエア な しでい いか ら・
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安 く入 れ て下 さ い と言 うよ うな こ とを言 っ て 交 渉 してみ て,た とえ

ば新 製 品 の ミニ コ ン ピュ ータ を,幸 か不 幸か あ ま り具合 の い い

FORTRANコ ンパ イ ラ ーが どれ に も ない よ うです か ら,そ の ま

ま でい いか ら安 くし て下 さ い とか冨 っ て,賀 っ てお い て,そ の ソフ

トウェ ア は別 の お 金 で別 の形 で開 発す る とい う よ うな こ とは,考 え

られ る か も知 れ ませ ん ね。 そ の辺 は ど うです か。

三 菱 電機 ち ょ っ と本 題 には ず れ る か も判 りま せん が,そ の辺 の考 え

方 ですね 。 いま 情 報 化 社会 とか,あ るい は コ ン ピュ ータ時 代 と言 わ

れ てお ります が,情 報産 業 の 中に も,教 育 とい うもの が入 っ てお り

ま す。 そ うす る と いわ ゆ る教 育 に元手 をか け る,か け ない とい う 問

題,あ るい は 情 報 の価 値 とい う問題,そ うい うもの はや は りあ る程

度 考 え てい た だか な い とい け 左い の では たい か とい う気 が す るわけ

です 。 教 え る とい う こ とに対 して コス トをか け ない,な るべ く安 く

す る とい うよ うな 考 えは われ われ は今 ま では 持 っ てい たわけ だ し,

また こ こに ご出 席 の方 も,何 か ある わけ です 。 そ うい う中 で安 い こ

と,経 費 を なるべ くか け ない こ と とい う考 え 方 で,コ ン ピュ ー タの

安 い もの が たいか とい うお 話 が 多 い の です が,や は り情 報 とい うの

も,メ ー カー で い うと材料 み た い な ものです か ら,教 育 も,そ う い

うふ うな もの だ とい うふ うに考 え てみ た ら,教 育 に携 わ って い る方

方 が 自 ら情 報 価値 とい う もの を否定 な さる よ うな 考 え 方 で な くてむ

しろ そ こ に何 か 相場 を作 っ てい た だ く,高 く買 って よ り高 く売 る と

い うよ うな考 え 方 に な らな いだ ろ うか と思 い ますが,い か が な もの

で しょ うか 。

寺 島氏'私 ど もは予算 で しば られ てい るわけ です 。 予算 で しば られ て
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い る中 で.よ り効 率 の 高 い 機械 は ど うか とい う考え 方 に な らざる を

得 ない わ け です。

三 菱 電機 そ れ に対 してた とえ ば 国立 の場 合 で した ら文部 省 とか,公

立 の場 合 で した ら金 を 出 し て くれ る所 とか に働 きか け て,そ うい っ

た こ とを理 解 して も ら うキ ャンペ ーンをす る 必要 が あ る の では ない

か とい う気 も します。

森 口主査 ち ょ うど技 術教 育 課長 もお い でで すか ら,そ の辺 の ところ

を大 き な声 でひ とっ … …。 た とえば 先 ほ ど も ミニ コ ン ピュ ータの 基

本構 成 は近 々変 え よ うと言 っ てお られ ま した が,そ れで 予 算 を組 ま

れ た の で は,使 い もの に な らたい とい う点は.こ の 際 強 調 し てお い

た方 が い い で しょ うね。 少 だ く と もそ の2借 位は 出さ なけ れ ばい け

ない で しょ う。

緒 方氏 い ま の ご意 見 に 少 し反 対意 見 が あ る の です が,教 育 には 金 を

か け るの が 当然 で あ る とい うご意 見 です が,そ れ は メ ー カ ーの方 と

して も教 育 してそ うい うペ ース が で きて,初 め て売 れ るわ け ですか

ら,教 育 す る方 は文 部省 まか せ で,売 る方 は こ ち らの も うけ だ とい

う逆 の立場 は当然 あ るわ け で,値 段 や何 か で も関係 者 を通 じる と少

し安 く買 え る とい うよ うな話 です が,た とえ ばg音 楽 学 校 の 生徒 は

ピアノを安 く買えるとかい う話を聞いてい ます がそ うい う点 でメーカーの

方 ももう少 し積極的 な態度 は 表 明 され て しか るべ き で は ない か と思 い

ます。
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(11)カ タロ グの 提 供

森 口主査 それ で,こ れ か ら先,ど うい うふ うにや りま しょ うか。 き

.よ うは大 体 この 辺 で 会合 を 打 ち切 ら ざる を得 ない の です が,先 ほ ど

ち ょ っ と考 え たん ですが,今 月発 言 して い ただ い た デ ー タの うち,

お そ ら くすべ て差 し支 え な い とは 思 い ます が,正 確 性 を確保 す るた

め に 差 し支え ない部 分 を適 当 なカ タ ログ とか,そ うい う適 当な もの

が な い場 合 に は 書 き物 に してお 出 しいた だ くこ とが で きま す か 。

そ れ であ とは ま とめ てか ら配布 す る とい うご と でよ ろ しい です か。

そ の文 談 に は 周辺 器 機 の価 格 も付 け て い た だ きま し ょ う。 も ちろん

ま だ 陥決 って ない の は 決 っ てな い とい うふ うに 書い て結 構 です。

そ れ か ら委 員の皆 さん 方 に ご相 談 です が,こ の会 合 と しては これ

で もうよろ しい ですか。 あ とわ れ われ の方 でま た討 議 しなけ れ ば いけ

ません が,そ の 討議 の具 合 に よっ て は また お・集 ま りい た だ く こ と も

あ るか も知 れ ませ ん が,い ま,次 回 を きめ る とい う所 ま では,運 ぱ

た くてい い です ね。

4

㎡

{

(12)教 員 の研 修 につ い て

湯 田氏 よ くわ か りまぜ ん が,い ま 学生 の電 子 計 算機 の教 育 とい う こ

とが 非 常 に 問題 に な りま した。 も う1っ,先 生 方 の教 育が,非 常 に

大 事 だ と思 い ま す。 そ の 点 で メ ーカ ーさん のPRも かね て,そ うい

う教 育 を一 度 や っ てい た だ きた い と思 いま す。 私 ど も も出来 るだ け

積 極 的 に 出て い って,勉 強 させ てい ただ きた い と考 え てお り ます が,

一・・-201一



メ ーカ ーさん の方 で も積極 的 に教 え る立場 の人 の教 育 のた めに いろ

いろ便 宜 をは か っ てい ただ きた い と考 え てお・りま す。

(15)最 低 限 ② コ ンパ イ ラー の開 発

森 口主査 そ れ か ら,ひ とっ 伺 いた い と思 うの は,先 ほ ど ち ら っと申

しま した が,た とえ ば4Kワ ー ドの コアメ モ リの記憶 容 量 を持 っ て

い る機 械 で,そ の半 分の2Kワ ー ドを使 っ てコ ンパ イル 。ア ン ド ・

ゴ ーを趣 旨 とす る コ ンパ イ ラーを つ くる。 そ して磁気 テ ー プに も ド

ラム に も,何 も出さ ない で,コ ア で っ く り出 した もの で,い きな リ

ラ ン をす る。短 い もの だ った ら コンパ イ ラーを っぶ さず にや っ て し

まえ る。 学 生 の初歩 の演 習 問題 な らそれ で で きる ので ぼ ない か と思

い ま す。 も っ と大 きい もの に なれ ば,そ の場 所 を作 業用 の場所 に使

え ば可成 り な外部 付 属 装 置 を切 っ た もの で も使 え る とい うよ うな,

そ ん な コン パイ ラーが一 般 教育 用 に は非 常 に 適す るの で は ないか と

思 い ま す。 そ して先 ほ どか ら伺 っ て る と,ミ ニ コン ピ ュータの500・

万 円か らLOOO万 円 とい う価 格 の範囲 で も,そ れ が 可 能 な機 種 が

ち ょい ち ょい あ る よ うに 思わ れ る の で すが,そ うい う種 類 の レ ジデ

ン トな ファ ース ト ・FORTRAN・ ・ コンパ イ ラー とい った よ うな

もの の開発 は,メ ーカ ー ご 自身で お や りに なれ ば.そ れ に 越 した こ

とは ないが,そ れ を待 っ てれ ば 出 て くるの で しょ うか。 それ と も1

つ も出て こ ないの で しょ うか 。 ほ っ てお・い て も 出て くるの な ら,そ

れ はた いへ ん売 り込 み に寄 与 す るわけ で,そ こが 競 争原 理 のい い と

ころ だ と思 いま す が,そ の点 は ど うです か。 ・
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日立 製 作所4Kワ ー ドで コン パ イル ・ア ン ド ・ゴ ー とい う のは非常 、

に むず か しい と思い ま す。

森 田 主 査 ・ つ ま1り私 は,4Kワ ー ドの 半 分で やる とい う条件 の も と

で,何 が で きる か とい うふ うに 考 え てみ るのが.面 白いの では ない

か と思 っ て い るわけ です 。 ある い はFORTRANJIS3000

が も しで き な い な ら,2000で もい い と思 い ます が.・ そ うい う

もの を っ 』く吻出 しでで も.高 校,短 大,専 門 学 校等 で一 般学 生 の大

・量 の 実 習 を こなす の に 必要 な最 低 限度 の機 能 を備 え させ る。 た とえ

ば 私 は 配例 なん か は 一 次 元 で い い と思 い ます。 そ れ か らCOMPU-

TEDGOTOな ん で い うのは な く て もい い と思 い ま す し,フ ォ

ーマ ッ トも可成 り省 略 してい い の では ないか と思 い'ます。 た とえ ば

15と か110と か を 受 け つけ て も らわ な け れ ばい け ま せん が,都

合 に よっ て はEな ど とい う機 能 はけ ず っ て もい い とい う所 ま で 遠慮

す れ ば,か な り見 込 みが 出 て く るのでは ない か と思 い ます。 です か

らそ の辺 が っ ま り,う ま く決 め なが らあ る限 界協 定 を結 ぶ とい うよ

うな ときの話 題 に 法る わけ です が,そ うい うもの で あ る線 を仕 切っ

て,そ れ な ら この形 で 可 能 だ とい うよ うな もの を作 り出す こ とが,

お互 い に いい ので は な いか とい う気 が して いま す。 そ もそ もそ うい

う議論 を す るの に,今 日は あ てよ う と思 っ てい た の です が ・ や は り

問 題 が大 きい もの ですか ら,も う一 段 上 の 問題 で 時 間 が来 て しま い

ま した が,い ま の よ うな,そ れ ぞれ お 持 ちの500万 円 か ら1.000

万 円 ま で位 の価 格範 囲 の機 秒 にっ い て,そ うい う コア に 常駐 す る

一 常駐 す るとい う意 味 は,あ い た所 に オ ブジ ェ ク ト ・プ ログ ラ ム

をつ く 力出 して動かす ことが で きるとい う意 味で 一 早 い コ ンパ イ ラー

－L203一



の 開発 の見 込 み,そ れ は こ の程 度 ま で言 語 を 制限 す れ ば 可 能 で あろ

う とい った よ うな見 込み の 部 分 と.そ れ をわ が社 で や る気 持が あ る

か ない か とい う部 分 との 情報 を何 か 文 書で で もお 出 しい た だ けれ ば,

われ わ れ と しそは 非 常 に考 え や す い ので す。 もちろん一 度 だ めだ と

い った ら,あ とで 出 せ ない とか,一 度 でき る と言 うと,あ とで きな

い と賠 償 を取 られ る とか,そ れ ほ ど固 くお 考 え に な らな い で ・何 か

そ うい うこ とにっ い て メ ーカ ー側 の 見 通 しとか 方針 とか を聞 かせ て

いた だ きます と,そ れ を受 け てわ れ われ の方 で何 か方 針 を考 え た い

と思 い ま す。 これ は大 げ さ に言 いま す と,そ れ を建設 的 な形 でや る

か や らないか で,日 本の 情報 化 社 会へ の速度 が か なり違 うので は な

いか とい う気 が しま すの で,ぜ ひお・願 い した い と思 いま す。

烏

(14)言 語 の制 限 範 囲

西村委 員 メ ーカ ー側ば が りなの です が,=L-一 ザ 一側 の方UZFORT-一 －

RANを ここま で制 限 して もい い とか,COBOLも どうか をお

き き した い。

森 口主 査 そ う,そ れ を伺 い ま しょ う。 っ ま り,こ うです 。 い ま の所

ア ペ イ ラ ブル な もの は1つ も ない で しょ う。 それ を アベ イ ラ ブル に

す るた めに は,相 当 こち らは遠 慮 しなけ れば な らな い と思 いま すの

で,こ れ 以上 さが った ら意 味 をな さない とい うギ リギ リの所 ま で引

き下 がっ た線 を1っ 出 してみ て くだ さ い。

私 は い ま 幾つ か 例 を言 い ま した が,あ のよ うな こ とを も う一 度

FORTRANの 文 法 書 に っい てず っ と当 ってみ て.こ の機 能 は削

、

・
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っ て もい い とか,こ れ は こ こまで は我 慢 で き る とい うよ うな,あ ま

b口 数 をお か け にな らな くて もい いです か ら1晩 位 作 業 を してお 出

しい た だ け ませ ん で し ょ うか 。私 ど も の所 でそれ をみ な が ら.委 員,;

会 で もあ る糎 作 業 を してみ た い と思 い ます ・
、'∵

浦酬 〃 トのメーか のほ うの齢 ですが…RTR⇒ 峨
峨ノ

らず,ア セ ン ブ ラー の方 も把ん でお こう とい うもの も必 要 だ と思 い
ノ

ますが ……。

森 口主 査 あ ま り言 う と精力 分 散に なる といけ ない か ら・ まず ・今 日 ㌧

の と ころはFORTRANだ け に しま し ょ う。

浦i委 員 それ か ら、 メ ー カ ー側では な くて技 術 屋 側 にア セ ン ブ ラーを

入 れ てお い て,イ ン ター プ リタ ーか な に か で,全 国 共 通ア セ ン ブラ

ーへ の 可能 性,そ うい う意 見 も出 して い ただ きた い 。

吉村 氏 学校 教育 に入 れ ます と,ど う して も企画 化 され た もの で ない"

と,教 科 書 に載せ られ ない わけ です 。 です か らそ の 辺 の こ とは ・強

力 な先生 方 の 方 か らの圧 力が ほ しい訳 で す。 こ こでは こう,こ こで

は こ う と言 うふ うに。 そ うで ない と教 科書 に載 せ た場 合 に使 い もの

に な らない わ け です 。'

森 口 主査 です か ら,私 は や は り こ うい う会 合 が相 当意 義 が あ る と思

い ま す 。そ う して こ この 開発 協会 が 胆 入 りに な るの が この 場合 い い

の で は ないか と思 い ます。 っ ま り,い まFORTRANの 問題 に っ

い て言 え ば,ど う して もFORTRANの サ ブセ ッ トでな くては い

け ない と思 い ます 。 つ ま り,そ れ で書 い た プ ログ ラム は ど この

FORTRANに もか か る と い うよ うな意味 で,FORTRANの

部 分 集合 で ある ことが 絶 対 に必 要 だ と思 い ま す。 そ の中 で ・私 が 先
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ほ ど例 に あげ た よ う もの は,切 り落 して も教育 は で きま す。 もっ

と もっ と切 方落 せ る も は あ る と思 い ます 。 メー カ ーさん の カ タ ロ

グを見 る と,随 分 くだ ない もの が並ん で いま す よ。(笑)で す か

　

らそん なの はみ ん な落 ま して,こ れ だ け落 す の だ か ら半 分に しな

さ い と,そ れ をや っ三 た いわけ です 。そ れ で ど ζか ら もみ ん な

1・
「・・」 が来た・割 声 面恥 と貼 ますがね・

とにか くそ れ を追 流 してみ達 しよう 。 先ほ ど のお 話 を伺 っ てい

て もFORTRANが 一 番問 題 と して適 当な よ うに思 い ま すか ら・

FORTRANに っ い て まず この作 業 を,か な り先 ま でや ってみ た

い と思 い 宣す。'ほか の 言 語 の こ とは,多 少遅 れ て考 え てい きた い と

思 い ます 。'

内 田洋行 先 ほ ど コ ンパ イ ラーの 方 で,メ イン メモ リの半 分 に 常駐 と

い う こ となの です が,500万 円 か らLOOO万 円 です と.当 社 の

機械 では,ド ラ ム1万 ワー ドで1,070万 円 です 。 そ れ です と別に さ

っ きい った コ ン ピュ ータ ・テ ク ニ ック を と らな くて も,何 回 か パ ス

さ せ る とい うよ うな 方向 も とれ るわけ です。 そ の場 合,質 問 と して・

そ うい うこ とを 特 に強 調す る のか,そ れ とも コンパ イル速度 の方 を

重 視 す る のか,今 ま での もの は そ うい う感 じです が,オ ブ ジ ェク ト

の方 もこ うい うこ とです る のか,そ れ に よ って も だいぶ 違 っ てきま

す 。

森 口主 査 第1の 問題 は。そ れ は含 めて くだ さい。 そ れ か ら第2の 問

題 は コ ンパ イル速 度 を犠 牲に して,オ ブ ジ ェク トの速度 を増 す とい

う ことに はあ ま り興 味 が な くて,む しろ ど ち らか と言 え ば'コ ン パ

イルを 速 くす る とい う意 味 は,結 局は そ うい う非常 に 小 さ い プ ログ

一20'6'r-一
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ラムが河 石 と 目白押 しに くる もの を ど う捌 くか とい う時の フル フ'ッ

トを正 視 した いか らです 。 そ うい つ頭 で判 断 して い た だ きた い。

それ で は双 方 に か な り重 た い作 業 をお 願 い した わ け です が.一 応

の答 え の しめ きbを2週 間位 で 、や っ てい ただ け ま すか,と て も コ

ンパ イ ラ ーを書 い てい る 時間 は ないの です が,要 す る に 熟練 者 が ぐ

っ とκ らん で,一 応 の答 え を 出 す る い う ことで しょ うね。

それ では き ょ うは7月30日 水 曜Hで す か ら,8刀13Elの 水 曜

日ま で にお・出 し下 さい 。

そ れ で仕 これ で 解散 いた しま す。 大 元 あ りが と うご ざいま した。

(終 り)

・

壌

β
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あ と が き

コン ピュー タの 急送 な発 達 普及 に 伴 い,情 報処 理 技 術者 の 養 成 や,コ

ン ピュ ータの 高度 利 用 に 必 要 な知 識 ・技 術 の 教 育 が 社 会 的に 重 要 な問題

と たって きた ので.本 協会 で は教 育問 題研 究 委 員会(委 員長 北 川 敏 男氏)

を設 け て,来 ろべ き情 報 化 社会・に対 処す る た めに 必 要 な教育 上 の 諸問 題

に つ き研 究 田 川始 してい る。 この 委 員会 には3っ の 部 会 が設 け られ,そ

れ ぞ れ の分 野 に お け る問題 の 解 明 と対 策 の 研究 を 行 な ってい る。 す なわ

わ.

L大 学 問 題 部 会(主 査 森 口繁 一氏)で は ・大 学 を 中心 と し ・学 校全 般

に 亘 っ て コン ピュ ータ教育 を いか に 定 著 させ るべ きか ・教 育 用 コン ピ

ュ ー タの標 準 仕様,配 置 基 準1まど うあ るべ きか,ま た コン ピュ ー タを

主要 な教 育 要 具 とす る新 しい大 学 に浮 け る カ リキ ュラ ムの 編成 等 の問

・ 題 につ き研 究 を す すめ て い る
。

2,再 教 育 問 題 部 会(主 査 大 野達 男 氏)で は,官 公庁,企 業等 の ユ ーザ

ーに 工・け る コン ビコ 一 夕教育 の問 題 を扱 ってお り・産 業界 にお・け る専

門要 員 の養 成 ・ 一 般 管理 者 層の 教 育 の あ り方 を検 討中 で,現 在 実 態把

握 のた め の 調査 を行 なって い る。

3.各 種 学 校 問 題 部 会(主 査 高柳 晃氏)で は,情 報 処理 杖 術者 を養 成 し

てい る各 種 学 校 につ き,そ の経 営 状態,教 育 問 題,教 科 内容,就 職 状

況 等 の問 題 に っ き調査 し,近 くそ の結果 を発 表す る段 階 で あ る。

これ らの3部 会 を全 体的 に ま とめる もの と して.総 括 委 員会(委 員長

北川敏男氏)が あ り,各 部 会 の連 絡 調整 を任 務 とす るが,緊 急 に 対策 を講
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ず る必 要の あ るll提1等{こ つ き提 三1だし,ま た 各 部会 に 指示 を 与 え てい 為。

こ こ に提 出 す る"高 専 ・i高柳'こts・け る電子 計 ∫,L機の標 準 仕 様お よび設

置基 準`(じllす る 討論 会 議 票録"は7月30E]に 大 学 間}口音ll会が 主 催 した

会議 の速 記 録 で あ る。 こ の会議 で は学 校 当 局 者 ・ メ ーカ ー主・よび 当部 会

委 員の 聞 にま"い て,活 発 なll二1,見の 交れ が行 宏 われ ・ソ=き な成 果 を 収 め る

こ とがで きた し,そ の 内容 は4,(育 パ川ト12弐於心 る いは 今 後 の'1こ算 機i設育 に

堅 し有効 宏示 唆 を多 く含 ん で い う と思 わ れ る 〃)て・諺 ・事録 と して刊 行 す

る もの で ある。 発 言 内 容 κ に 乙こ向 方立 ■ の も○}:ζか り では 安 く,出 席 者

の 個人 的見 担 に亘Z,も の もある の で,卦 読み 〃、:なる方1≡そ の 点 を特 に ご

留 ■ 煩 いた1ハ。 なお 本 吉 志 らの引 出 たい し転載 は －Lり ごi遠慮 い た だ きた

いo

(財)1ヨ 本 経 営 情 幸艮lllj発じ余 説 査 研 究 部

、

㌢

一209一



`

'

㍉

、

、

'

q

勺

` '

づ

マ

チ

51
∫



厘亟]

高 等 学 校 に お け る

教 育 用 コン ピュータ に つ い て

附1.JISFORTRAN3000に

制 限 を 加 え る 事 項

2.4一 ザ ー-S・よび メ`カ ーの回答
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大 学 問 題 部 会
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4.高 等 学校 に お け る教 育 用 コ ン ピ ュー タに つ い て

大 学 教 育 問 題 部 会

主査 森'口 繁 一

社 会忙お け る 情報処 理 技 術 者 の 不足 お よび一 般人 の 情 報 関係 基 礎 知識

.の欠 如 を 補 うた め に,学 校 教 育に お い て これ ら情 報科 学 に関す る教 育 か

広 く実施 さ れ る こ とが要 望 され て お り.大 学 にお いて は そ の重 要 性 が認

識 され,着 々 と手か 打 た れっ つあ るか.そ れ と対 応 して.最 近 で は 高等

学校,特 に商 業 工 業 の 職 業高 等 学 校 で.教 育用 コ ン ピュ ー タ導 入 の機 運

が高 まっ て お り,既 に導 入を 果 した 学 校 もか な りの数 に上 っ て い る。

こ の よ うな傾 向は 情 報 化社 会 へ の移行 に対処 す るた めの 教 育 態度 と し

ては 喜 ば しい ことで は あ るか.教 育指 導理 念 を 深 く検討 せず.安 易 に ゴ

ンピュ一 夕を導 入す る こ とは.教 育 効 果上 必ず し も好 ま しい こ とで は な

い。 殊 に,最 近は 超 小 型機等 比 較 的 低 廉 な 機 器 が 出現 し始 め た ので.そ

の導 入 につ い ては,教 育 指 導 方 針 との 関連 にお い て.慎 重 に検 討 す る必

要が あ る。

この よ うな 情 勢 に鑑 み,当 部 会は 高校 に お け る コ ン ピュー タ教 育 の あ

り方 な らび に設 置基 準 を明 らか にす る こ とが 緊急 に必 要 で あ る と判 断 し

た。

高 校 に お け る コン ピュー タ 教育 の指 導 要領 とい っ た もの の作成 に は十

分 な研究 と実 験 を 必要 とす るが.そ の た め に も コン ピュ ー タ の適 切 な 導

入 が強 く要 請 され る。
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また.コ ン ピュ ー タの 将 来 の発 達は.教 育用 と して小 型機を 分 散使用

す るか,あ るいは 端 末機 を通 して大 型機 を 時 分 割 使用 す るか,研 究 すべ

き問題 が 多 々 あ るが.こ こで は小 型機 を分 散 配 置 す る場合 にお い て.プ

ロ グラ ミ ング 教育 に必 要 とされ る性 能,仕 様 は どの よ うな も のが 望 ま し

いか.ま た将来 端末 機 を使 用す る場 合 に も適 用 で きるこ とを 配慮 して,

基 準 案 を 作成 した もので,現 在 コン ピュー タ 導 入 を意図 してい る高校 に'

とっ て一 つ の判 断 基 準 と なる ことを期 待 して い る。

この提 案 は 高校 全 部 に小 型機 を設 置す るこ とを 意 図 す る ものでは な く,

主 と して職 業 高校 を 対 象 と し,か つ.当 初 は各 地 域 ご とに モ デル校 を 指

定 して,そ こに導入 し,そ れを 当該地 域 の 情報処 理教 育 の核 と して 逐次

全 地域 に及 ぼ して行 くこ とを 想 定 してい る。

この 結論 によれ ば,小 型機 を分 散配 置す る場合 で も.1,500～2,000

万円 程 度 の 機器 を必 要 とす る。 しか し これ は 決 して500～600万 円

程 度 の超 小 型機 が プ ログ ラ ミング教 育 に とっ て無 意味 であ る とい うの で

は な く.そ の よ うな 計算機 を用 い ての教 育 には.機 械 の性 能 を補 うに足

りる深 い 経験 と知識 を もっ た教 員がい た けれ ば成 功 を 期 し がたい と考 え

たか らで あ る。 たyし.コ ン ピュ ー タ の構造.作 動 原理 に重点 を 置い た

教 育 を行 な う場 合 に は.ミ ニ コン ピュ ー タで もあ る程 度 の効 果 は期待 で

き る。

また1,500～2,000万 円程 度 の 機器 を 余 り大 量 に導 入 す る ことは.コ

ソ ピュ 「一夕 の 急速 な発 展 途 上 に おい ては 陳腐 化機 器 を大 量 に 発生 さ せ る

虞 れ があ る。 一 方.今 後 ソ フ トウェ アの改 良に ょっ て,プ ログ ラ ミン グ

教 育 が相 当節 約 され る可 能 性 もあ るの で.設 置 に当っ ては こ の提 案 にあ

る 如 く,融 通性 のあ る構成 を とる こ とが望 ま しい 。 そ して各 校がほs似
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か よっ た機 器構 成 を とれ ば,ソ フ トウェ アの 開発 経費 は割 安 とな る で あ

ろ う。

な お,中 心校 へ の 小 型機 の 配 置 と並 行 して,共 同利 用 セ ンタ ー の設 置

を促 進 し,こ ふに 中型 機を 配置 して,各 高校 に 共 同利 用 させ る と と もに.

中心 校 の教 育 の 補充 や,教 員の 研 修 の 場 とす る ことが 望 ま しい。

'

ひ 4.1教 育 用 小 型 コ ン ピ ュ 一一タ の 標 準 仕 様

●

こ こでは 小 型機 を 分散 配置 す る場 合 に っ き.

ω 当 面.そ の小 型機 は最 低 限 どの よ うな性 能 と言 語 を具 備 す る必

要 が あ るか.ま た,

(2)将 来,ど の よ うな言 語 が 開発 さ れ る こ とが 必 要か.

を 検討 した。

;

L)

4.1.1ユ ーザ ーた る学 校 劇 お よび メ ー カー に対 す る ア ン ケー トの結

果 を 総 合 す る とき,当 部 会 が想 定 した 標準仕 様 は,教 育用機 器 と し

ては 必 ず し も満 足 す べ ぎ もので は な い と考 え ら れ る。

当部 会が想 定 した 標準 仕 様 とは,4Kワ ー ドの コ アメ モ リを もっ

機械 で,そ の うち2Kワ ー ドに コ ン パイ ラー:ig常 駐 させ,残 り2K

ワー ドで コン パ イル ・アン ド ・ゴーを 行な うとい うもので あ り.従

っ て周 辺 に補助 記 憶 装置 を もたず.直 接 計算 結 果 を と り出す。 すな

わ ち.オ ブジ ェ ク ト ・プ ログ ラムを アウ トプ ッ トす る必 要は な く,

特 別 な入 出力 制 御 装 置 もい らない も ので,こ れな らばか な り安 価 に

製 造 し うるであ ろ うし 、高 校 の教 育 用 とし ては 適 当 であ ろ うと判断
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した もので あ る。

しか るに.ア ンケー ト結果 めミら見 る と 汁吏用 言語(FORTRAN)

につ いて かな りの制 限 を加 えな けれ ば な らな い し.こ の よ うな コン

パ イ ラーの 製 作 は む ず か しい。 さ ら に教 育 内容 の発 展可 能性 を 考 え

る と.上 記 の ご とき機 械 の開発 は 技 術 的 には 可 能 で あ るが,教 育 効

果上 必ず し も有 利 では ない と思 わ れ る。

す な わ ち① かな り制 限 された 言 語 しか使 用 できな い の で,実 用 と

い う域 には距 りがあ る,⑫ コ ンパ イ ラー の能 力 に発 展性 を もたせ る

こ とが で きない.③ 価 格は1,000万 円程度 に達 す るで あろ う。 以

上 の 点 か ら,最 低 限 どの程 度 の性 能 を具 備 す る必 要 があ る かを検 討

す ると.次 の2案 が考 え ら れる。

一 つ は .4Kワ ー ドの コ アメモ リと容 量20:0Kバ イ ト程度 の ド

ラ ム ま たは デ ィ ス ク(150～300万 円)を 使 用 し,JIS3000

のFORTRANを その まN使 う。 い ま一・つ は.8Kワ ー ドの コア メ

モ リで直 接 コ ンパ イル ・ア ン ド ・ゴーを 行 なLk;FORTRANは

JIS3000に 若 干の制 限 を加 え る。 この 両案 の 機 器構 成 は 下 図の

よ うに考 え られ るが.価 格は 入 出力 装 置 を 含 め てい ず れの 場 合 も

1,500～2.000万 円 程 度 と見 られ る。 しか し将 来の 発 展性,卒 業

後 の実用 性 等 を 考 え る と,教 育 効果 は明 らか に第1案 の 方 が有 利 で

あ る。
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4Kワ ー ド

コ アメモ リ

構 成

CPU

図

2-00Kノ ミイ十

十 ま たは

ドラムまたは カ スク

●

8Kワ ー ド

コ アメ モ リ

〉 1・/0装 置

・r'・ コ ン ソ ー ル ・ タ イ ープ テ イ ・タ ー1台(注1)●
'aラ イ ツ プ リ ン タ ー11台(注2)

;∴}'・ 一ダー ・台く注 ・)

単 価

CPU

800-L1,000万 円

ドラム

ーデ ィス ク

150～300フ ラ円

100～200

500～800

100～500

一オ フ'ラ イ ン ・パ ン チ3台 ～10台 ・(注4)

1,650～2,800

60～150

⑨

し

声

」
し

t－注1 .不 可 欠 の もの では ない が.あ った方 が教 育上 望 ま しい。

注2.能 力は1行8・0～120字 として.1分 間 に100～

200行 と想 定。

注3.能 力 は カー ド ・リー ダー の場 合100～200枚/分.

紙 テ ー プ リー ダー の場合100～300字/秒 と想 定。 価

格 は 紙 テー プ リー ダー の方 が 安 いが,プ ログ ラム修 正は カ

ー ドの方 が や り易い。

注4.パ ンチ は10台 あ れば1ク ラス(40人 と して)の プ ロ

グ ラムパ ンチ が4時 間 程 度 で 完 了 す るの で,10台 程 度 が

望 ま しい し,最 低3台 は 必 要 であ る。1問 題 につ き1人 の

プ ロ グラ ム を カー ド30枚 程 度 とし,当 初 のパ ンチ は ミス

・が多 い ので,能 率 を30枚/時 と みれ ば,所 要 時 間 は

30枚 ×40入/30枚/時=40時 間

∴10台 あれ ば4時 間 で〆 ン チが で き る6":`'
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次 に コ ン ピュー タの教 育 用便 用 時 間 と して,1枚 当 り180時 間

(1ケ 月 の標 準稼 働 時 間)は 過大 で あ ろ う。 高校1学 年 の生 徒数 を

200人 と し,1人 が在 校 中 に2時 間 使用 す ると して も.月 当bの

己

使 用時 間 は

2時 間X200人 ×3年/10月 ×3年==40時 間＼ 月

と な る。 した が って コ ン ピ ユ三 夕 を設置 した場 合 には ・機 械 の使 用

方法,運 用 等 につ いて は 格段 の工 夫 を こ らす 必要 があ る。

なお,初 期 教 育に つい ては 言語 はやは りFORTRANを 教 え るの

が本 筋で あ ろ う か ら,そ の意 味で はJIS3000を そ の まs{支 え る

機 械 が便 利 で あ る。 そ れ と ともに別 紙"制 限 条項"'中 り27番

(1・gicallFの 使胴 能)お よび2
.8as(欄 記 述 玩Aタ イ プ

を 認め る)の2項 の 機能 を追 加 す る。 しか しな が ら第2案 の方 を 採

用 す るな らば.上 記"制 限 条 項}}中4番(デ 三 夕は整 数 形の み)と

5番(配 列 は1次 元 の み)を 採用 す る(そ れだ け制 限 条項 が多 くな

る)。 たN'し27番 と28番 は 第1案 と同 様追 加す る もの とす る。

以上 の観 点 か ら ・わ れわ れ は第1案 の 「4Kワ ー ドの コ アメ モ リ

+200Kバ イ トの ドラムま たは ディ ス ク」 とい う構成 お よび上 記

の言 語条 件 が.現 在 の 標準 使用 として 最 も適 当 であ ると判断 す る。

4.L2さ て ・(2)の言語 の問 題 につ い て 論ず るな らば,本 来 高等 学校

で 教 え るFORTRANは.JIS規 格 に捉 わ れず.将 来 あるべ き教

科 内容 と関連 づ け て,JIS3000の 仕 様 を さ らに 簡略 化 した 言語
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」

・を 開発 して
.こ れ につ いて 作 文 と文 法 を徹 底 的 に教 育 す るのが一 つ

の方 向 で あ ろ う。

この よ うな言 語 を 使用 可 能 にす るた め に は,現 在 の ソ フ トウェ 万

ハー ドウェ アに つい てな お 研 究 開発 を すxめ る余 地 が 多分 にあ る も

の と思わ れ る。 そ こで,前 述 の結 論 とは別個 の 問題 と して,こ の よ

うな認 識 が受 け入 れ られ.そ の結 果,よ り適切 な コ ン ピュー タ シス

テ ム と教育用 プ ログ ラム言 語の研 究 が 開始 され るこ とを 期 待す る。

レ

4.1.3な お,こ れ までは プgグ ラム 教育 とい う面 か ら考察 をすxめ

た もの で あ るが,特 に工 業 高 校 の うち電 子 工 学科 な どで,コ ン ピュ

ー タの 構造 .作 動 原 理 に 重点 を お い た コン ピュー タ教 育 を 行た う場

合 に は,機 械は 前述 の構 成 に捉 わ れ ず,ミ ニ コン ピュ ー タで もあ る

程 度 の効 果は 期 待 で き る。

以上 の考 察 に基 づ き当 部 会 は結 論 と して,(1)の 問題 につ い て は第

1案 の ご とき 機器 の 構成 を推 奨す る と と もに.(2)の 問 題 に っ い ては

早 急 に研究 に 着手 す るこ とを 要 望す る。

4.2中 古 機 の 活 用 問 題

宥

罵
・

臨」

ユ ーザ ーか ら返却 さ れた 中古 機 を 学 校へ 再配 置 す る こ とが ,経 済的

な 方 法 と して考 え られ 勝 で あ る が.こ の 考え は次 の ご とき難 点 が あ る。

す なわ ち.③ 現 在市 場 か ら返っ て くる よ うな機 械 で はJIS規 格 の プ

ログ ラム言語 が 使 用 で きな い。 ⑫ 返却 され た 機械 は,メ ー カー が 自家

一219-一



用 に す るか.保 守 要 員 の 訓練 用 に充 て るので,学 校 に廻 す 余裕 が ない。

③ 返 却 機 は 殆 ど寿 命 が きてい るの で,維 持補 修 に莫 大 な費用 が かか る。

④ メー カ ー は これ ら旧式 機 の保 守 のた めに 特別 に 要 員 を確 保 して お く

ことが 困 難 であ り.ま'た そ の よ うな 要 員に な り手 が ない。

以一上 の こと か ら プロ グラ ミン グ教 育用 と して中 古 機 を 使 うこ とは 教

育効 果上 は もち ろん.経 済 面 から・み て も得 策 で な い。 た いし八 一 ドウ

・ ゴ ァ の教 材 と しての 利用 価値 は ∴大 い に考 え られ る。

以 上

o

つ
ノ

マ

禽

、
-

tJ
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附1. 制 限 を 加 え る 事 項

(JIS30∩OFORTRANを 基 準 と し て)

1.Hフ ィ ー ル ド の 中 の 文 字 もFORTRAN用 の 文 字 と す る。

2.継 続 行 は2行 .ま で(開 始 行 を 含 め て3行)と し.1～5ケ タ は 空

白 と す る 。

3.A英 字 名 は1～4個 の 英 数 字 よ り な る 。

B式 の 番 号 は4ケ タ ま で と し 右 づ め で 書 く。

4.デ ー タ の 型 は 整 数 型 の み と す る。

5.配 列 は1次 元 の み と す る。

6.添 字 式 は

v十k.v-k.v.k

の み と す る。

7

8

9

文 関数 は や め る。

外部 関数は や め る。

注 これは 完全 に や め るの では な くて.シ ス テムの 中に 常駐 さ

せ な い で.必 要 な と きに 追加 す る形 を と る。 又.FUNCと

FUNCI,FUNC2.......FUNC9を 特別 な語 と して

MachineLanguageで この プ ログ ラムを 先生 が 書 くこ とに

よ り.任 意 の関数 を 学生 に 使用 出来 る形は と る。(こ れ は

FUNCTIONSUBPROGRAMを や め た代 りの もの と考

え て もよい。)

来 来(ベ キ乗)の 指 数 は 正の 整 数 型 と して.整 定 数又 は 整 の変 数

の み と す る 。
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10、

11.

12.

13.

14.

15.

16.

注 負 の場合 は1/X来 来Nと 書 くこ とに し ガ変 数が 負 に なっ た場

合 のCHECKは 入 れ ない で,絶 対 値 計算 をす る。 た とえ指 数

が大 き くな った 場 合 で も,

EXP(B米ALOG(FLOAT(1))

の 型の 計算は しない で,何 回 か かけ合 わ せ る方法 で 評価 す る。

V=eの 代入 文 でvとeの 型は一 致 させ な け れば な らな い。

注 実数 を 整数 に して しまい た い とき には,

1==IFIX(X)

とす る。

計 算 型GOTO文 はや める。

PAUSE文 をは ぶ く。

注 これ は学 生 の実 習用 と しで はぶ い て もよい が,先 生 が実 演

を して見 せ る と き,い ろい ろ と条 件 を変 え て ど うな るかを

見 せ る場合 な どsCALLSENSESWITCHな ど と組

み 合 わせ て 使い たい ので.残 した い の で あ るが。

ADOの 入 れ 子 は許 さ な い。

注DOは 一重 しか書け な い。

BDOの 入 れ子 の深 さは.3重 とす る。

注3重 の入 れ子 まで 許す。

DOの 端 末文 は,CONTINUEの み とす る。

DOの 端 末文 を2つ 以 上・のDOが 共 用 しては い け ない。

入 出力 並 びで は.DOの 型 の使 用 を認 め な い。

注DOの 入 れ子 の 深 さ とも関係 が あ るが.こ うす れば 相 当楽

にな る と思 う。
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プ『グ ラム を 書 く点 か らい えば

DO10

J1=I

J2=1十1

J3=1十2

J4==1十3

J5==1十4

J6=1+5

J7=1十6

J8=1十7

10

A(J8)

又 は

DO10

10

1=1,80,8

READ(5,100)A(J1). 、A(J2).A(J3)....

1=1.80.8

READ(5,100)A(1).A(1十1)tA(1十2)

.__A(1十7)

で書 くこ と も出来 る から。

但 し.書 式kし の1/Oの 場合 の レ コー ドの 考 えか らいえ

ば.や や 不 便 とは思 うが。

17.入 出 力並 び の 中 で 配列 名 のみfyasい た 場合 は.全 配列 を示す こ と

になっ てい る のを禁 止 して,配 列 名は 許 さな い こ とにす る。

注16の 考 え の 延長 であ る。

18.入 出 力並 びの 配 列 要素 の 中 の 添字 にっい て は,V又 はK(定 数又

は変 数 名)の 型 のみ に制限 す る。 添 字式 と して 計算は しない。
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注16の 注 の 中 の2番 目 の 書 き方 は 出来 な くな る。

1g.AREAD.WRITE文 中 の装 置 を識 別 す る番 号uは 定数 の み

と し変 数 名 は 許 さな い。

B1/O装 置 と して紙 テ ー プ.カ ー ド.プ リンタ ー の み とす る。

(20項 参 照)

20.補 助 入 出文 につ い て は

A.REWINDを 許 さない 。

B.BACKSPACEを 許 さな い。

C.ENDFILEを 許 さ ない。

注 これは相 当 問題 が ある と思 う。 学生 の初級 の実 習用 で は これ

らを や め て も さしつ か えな い と思 うが..や ふ高級 な 使用(こ

の 辺 が 高校 教 育 で どうな るか)を したい 場 合 は 困 らな い か。

先 生 の研究 用 とい う点 か ら 考え て み'たい 所 で あ る。

た だ し.紙 テー プ,カ ー ド.ラ イ ン プ リンタ のみ の1/Oの

場 合 には 確 か に不用 で あ るが。

21.書 式 た しREAD.WRITE文 をや める。

注 これは20と 同 じ考 え方 で あ る。

22.COMMONを や め る。

注 コンパ イル ・ア ン ド ・ゴー でSUBROUTINEも 常 に毎 回 コ

ンパ イルす るとい うや り方を 考 えた 場合 にはCOMMONを や

め る よ り.す べ て の も.のfyCOMMONと した方 が都 合が よい

との 考 え もあっ たが.そ れ ではJISと 離 れ るので.CO-

MMONを やめ る とい う形で 考 えて み た い。

23.EQUIVALENCEを やめ る。
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注 これは大 部 分 の 先生 が 使い 方 を知 ら ない とい うことか ら こ う

した が.う まい 使い方 があ る たら残 して も よ い。

使 い方 を示 す 必 要 が あ る。

24.FORMATに つ い て

欄 記述 子 をつ ぎの もの の み とす る。

FIQ.d

E15.8又 はE20.8

.11.O"

nHhlh2・ ・・…hn

注 反 復数 は使 用出 来 ない。 群 反復 も出来 な い。 実 数 ・整 数 とも

に桁 数 は 一 定 とす る。 書 式 つ き記 録 の 印刷 の場 合 そ の最 初 の

文字 は 印 刷 され ない もの と し,そ れ には 行送 り等 の機 能 は 含

め ない。(3000と 同 じ)。

25./は 使用 しない。 つ ま り記 録の区 切 りは一 つ のFORMATの 中で

は 使わ ない。FORMATの 中の項 目 の数 が リス ト よりも短い 場合 に

は 必然 的 に エ ラー に して も よい。

注 リス トの 中 のDO並 び を やめ れ ば,以 上 の 制限 は余 り問題 に

な らな い と思 う。

Scalefactor'Pも ない(3∩00と 同 じ)

26、 デー タ の読 み こみ1てつい て.Eタ イ プ又 はFタ イ プでの 省略 した

書 き方 は 許 さな い。

27.log.icalIFの 使 用 が 出来 る。(比 較 演算 子 は こ の ときは 使え

る。)

28.欄 記 述 子 にAタ イ プを認 め る。
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注27.28と もにJ'IS3000に ない ものの追 加 で あ る。

29・ 全 体 と して エ ラー ・メ ッセ ー ジは 番号 のみ を 出 して ,別 の 表 と く

らべ る方法 を とる。 メ ッセー ジは 出 来 るだけ 不親 切 に す る。

NOCHECKで も よい と思 うが最小 限必 要 な メモ リー を記 入 して

ほ しい。

30・ 以上 の 制 限を や め てJIs3000そ の ものを コ ンパ イル.ア ン

ド・ゴー ・タイ プ でつ くる場 合,最 少必 要語 数 の 推 定 を して い ただ

きた い。

以 上

、

ピ

⑳,

◆

郭
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ユ ー ザ ー お よび メ ー カ ー の 回 答

条 項

一 カ ー

判 定 基 準

A...501語 以 上 節 約

B....101～500語 〃

C_.10
.0語 以 下 〃

D..、.100語 以 下付 加

E・ …1(～1～500語 〃

F....501語 以 上 〃

 

限

メ

C

C

.CB

C

AB

ABC

C

CB

B

B

C

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

B

C

C

C

B

B

C

B

B

B

C

C

A

A

A

A

A
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項目番号
制

ユ ー ザ ー

1

2

3A

B

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13A

B9

14

15

16

17

18

19A

B

20

21

22

23

24

25'

26

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

不採用

採 用

不採用

不採用

採 用

不採用

採 用

不採用

不採用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

不採用

採 用
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項 目番号
付 加 条 項

ユ ー ザ ー メ ー カ ー

27

28

29

30

採 用

採 用

採 用

一

DE

CD

BC

－

注 ユー ザ ー の制 限 条 項(1～26)は 第1案 に つい て

は 不必 要。
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5.昭 和45年 度 の 国 の 施 策

5.1人 材養成

5.1.1.情 報処理教 育調査 研究

情報処理教育の内容,方 法 その他振興の具体策について,

文部省は引き続 き調査研究 を実施す る。 さ しあた り,情 報 処

理技術者 の供給予測,教 員需給計画,電 子 計算機配置 計画,

教育課程,教 材開発計 画,情 報総 合大学構想の研究 に着手す

る"

5.1.2.教 員に対する現職教 育の実施

情報処理教育の振興には,教 員の情報処理技術 に関する資質向

上が先決であるため,国 立の大学,短 期大学,高 等専門学校

の教員 を情報処理の分野 での先進大学 に内地 留学 させ,研 修

の機会 を供与す る。 また,高 等専門学校教 員60名 を対 象に,

夏季講習会 を実施す る。更に,高 等学校 の情報処理教育担当

教員40名 を対 象に,養 成講座 を開講する。

5.1.3、 情報処理教 育セ ンターの設置

高等学校 に赴け る情報処理教育担当教員の研修,お よび生徒

の実習のための都道府県 の施設、設備 に必要 な経 費 を補助す

る。 これによ り,近 く全国都道府県 に6ケ 所 の共同利用施設

が発足す ることにな る。

工業高等学校1,Cついては,45年 度 に・4学 科4学 級・商業

高等学校 については,10学 科,10学 級の情報関係専門学
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科が発足 し,49年 度 までに両者 で少な くとも150学 級以

上の専門学科が設置 され る見込みである。

5.1.4.国 立大学等におけ る学科,講 座等 の新設

情報処理教 育の当面の課題で ある情報処理技術者 ・研究者の

養成 を目指 して,国 立 の大学,短 期大学,高 等専 門学校 に合

計8学 科を設置する。

●

5.2情 報 科 学 の振 興

5.2.1大 型計 算機 セ ン ターの新 設 ・整備

北 海道 大学,名 古屋 大 学 に大 型 計算 機 セ ン ターを 新設す るほ

か,東 京 大学,京 都 大 学,大 阪大学,九 州大学,東 北 大 学 の

各大学 の セ ン ター を整備 す る。

5.2。2.研 究 施設,研 究所 付 属施 設等 の 新設'整 備

東北 大 学 工学 部 応 用情 報研 究 施設 に プ ログ ラ ミング 体 系部門,

東京 大学 理 学 部情 報 科学 研 究 施設 に情 報 基礎 理 論 部 門 を増 設

し,三 橋大 学経 済 研 究所 日本 経 済 統計 文 献 セ ン ター,神 戸 大

学経 済 経 営 研究 所経 営 分析 文 献 セ ンタ ・…を整 備 す る ほ か,東

京大 学 工学部 にオ ン ライ ン実 験 セ ン ター設備 を整備 す る。

5.2.3.電 子 計算 機 の導 入

国立 統 計数 理研 究 所 に大 型電子 計 算機 を導 入 す るほ か,金 沢

大学,東 京 工業 大 学,九 州 大 学 お よび 東京 大 学 生 産 技 術 研

究 所 に中型 機 を,北 海道 教 育,北 見 工 業,東 京 学 芸,群 馬,

山梨,神 戸,島 根,高 知,福 岡教 育,の 各 大学,図 書館短 期

大 学,群 馬,沼 津の 両高 等 専 門学 校,お よび大 阪 大学 社 会経

9

、
●
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済研究所 に小型機 を導入する。

私立大学 に対 して も,私 立大学 研究設備整備 費補助金 を交付

して,電 子計算機関係設備 の整備 を図る。

5.2.4.科 学研究費補助金

新たに,特 定研究 と して情報 処理 に関する基礎的研究 を助成

する(特 別枠1億2千 万 円)。

5.3教 育工 学 の 開発

5.3.1教 育方 法改 善 特 別設備 の 試作

電気通 信 大学 に学 生 基礎 実験 遠 隔教 示 シス テ ム試 作 費 を交 付

す る。 この ほ か,香 川 大 学 他 数 大学 でCAI機 器の 開発 を進

める。

5.3.2教 育機 器 の活 用 に 関 す る 中学 校教 員 講 習会 の 開催

社会,数 学,理 科,外 国 語 関係機 器 利 用 の 講 習会 を2週 間,t

184人 を対 象 に,4回 に 亘 って開 催 す る。
＼

5.3.3教 育 シス テ ム研究 の 推進

電子 計 算機 その他 の 教 育工 学 的 手 法 を活用 す るた め の研 究 推

進連 絡 会 議 を文部 省 に設 け,教 育 シス テ ム研 究の 能 率的 推 進i

を図 る。

5.3.4.ア ジア地 区 プ ログ ラム学 習実 験 事業

ユ ネス コと共 催 で専 門家 会議 を 開催 す るほ か,理 科,英 語,

地 理 に関 す る実験 プ ロ グ ラム を作 成 す る。

5.3.50ECDと 共催 で国際 会 議 を開 き,電 子 計 算機 の 教 育へ の

適 用 に つい て,米 英 仏 西 独 の 専 門家 と協 議 す る。
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6.1情 報 処 理 技術 者 教 育の 現 状

●

(1)大 学

大 学 に おけ る情 報処 理 技術 者 の養 成 を主 目的 とす る学 科 と して は,

計数 工 学 科,管 理 科 学 科,経 営 理 学 科,産 業 工 学科 等 が あ り,こ の

他 数 学,電 気,電 子,制 御.経 済 な どの 諸学 科 にお い て も情報 処理

に 関す る授 業 科 目を 設 け,若 干 名 の 情 報 処理 技術 者 を養 成 してい る。

昭和44年5月 の文 部 省 調査 に よれ ば,昭 和43年3月 卒 業者 の う

ち情 報処 理 技術 者 と して 就職 した 者 は869入 で あ り,情 報処 理 に 関

す る授業 科 目を開 設 してい る大学 は,昭 和44年4月 現 在 で94校 で

あ る。kts,本 調 査 の 回収率 は70.6%で あ る ので,上 記情 報処 理 技

術 者 と して 就職 した 者 の数 お よび 情 報処 理 に関 す る授 業 科 目を開 設

してい る大 学 数 は,若 干 ふ え る もの と思 われ る。

●

.

② 短 期 大 学

短期大学におけ る情報処理技 術者の養成を主 目的 とす る学科 と し

ては,能 率 科,工 業計数科,応 用数学科 があ り,こ の他 電気科,電

子工学科,商 科 な どで情報 処理 に関す る授業科 目を開設 してい る。

昭和44年5月 の文部省 調査に よれ ば.昭 和44年3月 卒 業者 の う

ち情報処理 技術者 と して就職 した者は55入 であ り・情報 処理に 関

する授 業科 目を開設 している短期大学は,昭 和44年4月 現在 で24

校で あるが,こ れは短期大学が女子教育を中心 と している現状のた

めである。'・
、'

なお,本 調査 の 回収 率 は61.5%で あ った。
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(備 考)

昭和44年3月 卒業生 につい ては,学 園紛争に よる卒業延期等 の

ため調査 できなか ったが,情 報処理技術 者 と して就職 した者 の数

は,昭 和43年3月 卒業生954入 を大幅 に上廻 る もの と思われる。

表1情 報処 理 技 術者 の養 成 を 主 目的 とす る学科 一 覧

(文部省調べ)

大 学 名 学 部 名 学 科 名

小 樽 商 科 商 管 理 科 学 智

東 北 理 数 学 科

東 京 工 計 数 工 学 科

〃 教 育 基 礎 科 学 科

東 京 工 業 理 数 学 科

電 気 通 信 電気通信 物 理 工 学 科

〃 〃 計数工学コース

和 歌 山 経 済 産 業 工 学 科

大 阪 府 立

北 海 道 工 業

慶 応 義 塾

成 躍

東 京 理 科

',

ノ'

相 模 工 業

大阪電気通信

〃

京 都 産 業

甲 南

エ

エ

エ

エ

理

工

班

エ

エ

工

理

経 営 工 学 科

経 営 工学 科

管 理 工 学 科

経 営 工 学 科

応 用 数 学 科

経 営 工 学 科

経 営 工 学 科

数 理 工 学 科

経 営 工 学 科

情報工学専攻
コ ー ス

応 用 数 学 科

経 営 理 学 科

入学定員
(昭44)

40人

45

55

50

20

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

、
4

4

6

2

5

0

8

4

3

8

1

1
ふ

0

0

4

3

備'考

昭43年 度 完成

13入(41入)

31人(55人)

3人(40人)

6人(14入)

昭45年 度完成予定

昭43年 度 完成

34人(35人)

昭45年 度完成 予定

91人(91入)

18人(53入)

67人(112入)

昭43年 度完成

昭45年 度 完成予定

昭46年 度完 成予定

昭44年 度 に コース
・設設置予定

昭和44年 度 に'設置
予定
44人(45入)
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短 期 大 学 名 学 科 名

電気通信大学短期大学部 電 子 工 学 科

情報処理 コース

産 業 能 率 能 率 科

事 務 コ ー ス

宇 部 工 業 計 数 科

東

東

山

京

九

債務 傭
人

考

40昭46年 度完成予定

309入(20人)

4017入(37人)

ここに あげた学科 は,大 学側で情報処理技術者の養成 を王 目的 と

・す る学科 である と記載 して きた もので ある
。

なお,備 考欄の 数字は,昭42年 度卒 業者(O内 に示 す)中,情 報

処理技術 者 と して就職 した者の数 を示 す。

(参 考)

就職者数等 か らみて情報処理技術 者の養成 を主 目的 とする学 科

といい うると思 われ る学科

大 学 名

工

教

京

京

名部学

理

理

工

エ

理

業

青

梨

都

州

富山県立大谷技術短大

学 科 名

数 学 科

応 用数理学科

電 子 工 学 科

数 理 工 学 科

数 学 科

応 用 数 学 科

檬瀞
20人

40

60

40

40

40

備 考

6入(14人)

15人(33入)

22人(36入)

7人(38入)

20人(41人)

22入(38入)
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表2情 報 処 理 技術 者 と して就 職 した者 の 数

(昭和42年 度末)

大 学(文 部省調べ)

区 分 学 科 数 卒業者数
情報処理技術
者として就職
した者 の 数

昭和44年 度

入 学 定 員
備 考

国 立 6学科
人

2,680
人381 人

3,390

大
公 立 3 91 45 130

私 立 40 4,705 443 3,815

学
小 計 110 7,476 869 7,245

国 立 1 30 2 30

短

期 公 立 1 38 22 40

大 私 立 4 217 31 330

学 '

小 計 6 285 55 400

、

合 計 116 7,761 924 7,64・5

43年 は卒業者なきため実数 つかめず。

表3情 報 処 理 技 術 者 の 需 要 見 通 し

(通産省調べ)

シ ス テ ム ・

エ ン ジ ニ ア
プ ロ グ ラ マ オ ペ レ ー タ 計

昭和43年3月

昭和47年3月

増 加 数

増 加 率

7,50b人

45000人

37,500人

6.0倍

10,240人

54,200人

43,960人

53倍

8,750人

35,000人

26,250人

4.0倍

26,490人

134,200入

107,710人

5.1倍

〔注 〕 シス テ ム ・エン ジニ ア に は エン ジ ニア お よび セ ール ス ・エ ン ジ ニア を 含 むg
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6.2ピ ア ス 報 告 の 要 約

川 勧 告

1971年 ま で に,大 学 教 育vatsけ る計 算 機 の 不足 を改善 す る費 用

と手 段 の調 査 が この 報告 書 の主 要 な 目的 で あ る が,計 算機 の教 育 的

使 用の 種 々の機 会 や 問題 に 光 を投 げ か け る こ と も一 つの 目的 で あ る。

パ ネルの 王 な 勧告 は 次 の よ うな もので あ る。

勧 告1

大 学 が,合 衆 国政 府 と協 力 して,単 科 大 学 に 適 当 な計 算機 設 備

を必 要 とす る学 生 に,こ の道 を率 先 して開拓 して い る学 校 で今 利

用 してい る もの と少 な く と も質 の上 で 匹敵 す る計算 機 設 備 を整 え

る処置 を と る。

勧 告2

費 用の一 部 を政 府 が 負担 す る こ と に よ って,単 科 大学 が適 当 な

計算 機 設備 を 整 え.るこ と を奨 励 す る。 この政 府負 担 額は.サ ー ビ

ス を始 めた り,も っと大 きな設備 を取 りつけ た りす る場 へ の 一時

的 な出費 を 償 う特 別補 助 金を も含 む もの とす る。 ま た 設備 運営 の

経 費 の一部 も負 担 する もの とす る。

勧 告3

現在 の 国防 省 と合 衆 国科 学財 団 との協定 をほか の政 府機 関 や民

間 の 援 助者 に ま で広 め,設 置 と運転 の 両方 へ の補 助 を算 入 す る必

要 が あ る。 現在 必 要 な 設備 を有 す る機 関 で教 育 や 援 助の ない研 究

活 動 に使 う計 算機 サ ー ビス の援 助 に 直接 利用 で き る よ うな別 の政

府 資 金を整 え るべ きで あ る。
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勧 告4

種 々の 学問 分 野で 教職 員が 計算 機 を使 うこと が で きる よ うにす

る た め,広 汎 な教 員 訓 練 計画 を立 案 する 必要 が あ る。

勧 告5

合 衆 国政 府 が 計算 機 科 学 の研 究 と教 育 の 両方 の援 助 を拡 大 す る

必要 が あ る。

勧 告6

計算 機 利 用 を援助 す る政府 機 関 は,学 校が 装 置の 購 入,賃 借 り,

ス タ ッフの維持 とか,ま た は サ ー ビス の購 入の どれ にそ の 資 金を

使 お うが 自由に任 せ て お く必要が あ る。

勧 告7

大学 と政府 が 一体 に な って,い くつ かの 機 関修 サ ー ビス で きる

大 きな 中央 教 育用 計 算 機施 設 を た だ ちに 作 る必 要が あ る。

勧告8

大 学 は 計 算機 サ ー ビ スの費 用 や利 用度 を正 確 に算 出す る 会 計手

続 きを 開発 し,利 用 す る 必要 が あ る。 この よ うな情報 を もち,現

実的 な測 定 し得 る根拠 に もと つ い て,研 究 や 教育 の た めの 計算 機

時 間の 配 当 や,関 連 した費 用の 予想 を た てな くて は な らな い。

勧告9

合衆 国 科学 財 団 と教 育省が 一緒 に な って,中 等学 校 に お け る計

算 機の 使 用 を 調査 した り,学 校 に過 去 や 現在 の経 験 を 知 らせ る た

めの 会 を 設け る 必要が あ る。 中等 学 校 と 大学 との協 同,特 に 大 学

セ ン ターか ら中 学校 へ のナ ー ビス を奨 励 す る。

勧 告10
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政 府 が 計算機 や そ の仕 事.人 員,関 係 施 設 な どに関 す る価値 の

あ る デ ー タを収 集 し,有 用 な年次 予 測 を す る よ う努 め る必要 が あ

る。

ひ

(2)計 算機 と学 部 教育

。大学 に お け る計算 機

計算 機 利 用は,そ れ が使 われ て きた あ らゆる分野 で,教 育 に新 次

元 を加 え,複 雑 な問 題 の よ り良い 理 解,量 に関 す る 表現 の意 味 を見

抜 くよ り大 きな 力へ と学 生 を導 いて きた。 この 領域 で学 生は.計 算

機 プ ログ ラ ムの 準備,実 験 を 通 じて,問 題 を理 論 的 に十 分 に定 義 す

るの に 必要 な注意 や,複 雑 な問 題 への 答を 得 るの に 必要 な仮 説 な ど

を学 ん で きた 。 も し適 当 な計 算 機 設備 さえ利 用 で きれ ば,将 来 は ほ

とん どす べ て の学 部 学 生 が 計 算機 を有 利に使 うこ とに なろ う。 い く

つか の 分野 では,ま った く計 算機 を使 わ ない学 生 もわず か 出て くる

か も しれ ない が,そ れ はほ ん の 少数 で あ る。

。計算 機 の使 用 は 容 易で あ る

プ ログ ラ ミン グの知 識 を得 る の は や さ しい こ と で.計 算 機 の教育

的 利 用 の範囲 を大 い に広 げ てい る。 学 生 向 きの特 殊 な プ ログ ラ ミン

グ言語 が使 われ てい る と きな どは特 に そ うで あ る。 プロ グ ラ ミン グ

学 習に10～30時 間 費 せ ぱ,学 生 は コ ー スワ・・一ク で計 算機 を 有 利

に 使 う ことが で きる。

。教 育的 な計算 機使 用 の特 徴

計算機 の教 育 的 な使 用 は,初 期 に は,最 初 プ ロ グラ ミン グの教育

を行 な い,こ れ に続 い て学 生 が計算 機 で の解 に適 した よ うにで きて
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い る 宿題 を解 くの に使 わせ る こ とで あ る。 この手 順 は,ミ シガ ン大

学,カ ー ネギ ー工科 大 学,ワ シン トン大 学(こ とに 工科 系の)で 何

年 も実際 行な われ て きた 。

学 生が勉 学 期間 に計 算 機 と互 い に作 用 し合 うよ うなC.A'.1.(Com-

puterAssistedInstruction)に 計算 機 を 利用 する ことが 提案

され て きてい る。 この多 くは,前 も って準備 され た 課程 に受 動的 に

従 ってい くだ け では ない 多 くの もの を 含 ん で い る の は明 らか で あ る。

す なわ ち,デ ー タ解 析 や デ ー タ提示 な どがそ れ で あ る。 計算 機 を 利

用す るC.A.1.が 広 く使 わ れ る か ど うか は,教 育 的 ま た は経 済 的 な

問 題 で あ る。 しか し,た しか に,C.A.1.が どん な働 きをす るか試

してみ る費用 は,合 理 的 な教 育 的 出 費 と いえ よ う。

非常 に大 切 なの は,計 算機 利用 が 現 在 の教 科課 程 の なか の他 のす

べ て の重 要 な題 材 の ほ か に教 え るべ き新 しい 科 目と して考 え て はな

らない とい うこ とで あ る。 広 い種 々の 主 題 で計 算機 を利 用 する 先生

達は,そ の題材 が計 算機 の 助 け に よ って,も っと迅 速に,も っ と完

全 に,も っ と意味 深 長 に 教 え.られ てい るの に気づ い てい る。

。大部 分 は2級 の 教 育 で あ る

た くさん の立派 な小単科大学 では,適 当 な計 算機設備が現在利用で きな

い。応分に強力な計算機 のある大 きい大学でさえ,一 部教員が計算 機 利 用

の有用さを認識 していなかった り,適 当 な教育がされ なかった り,適 当 な

計 算 機用 語 が使 え なか った り,ま た,そ の 設備管理 や資金調達 の方法

の た め,計 算 機 は大 多数 の学 部学 生 に近 づ きやす い もの では 左い。

適 当 な計 算機 設 備 の ない学 部 での 教育 は,丁 度 適 当 な図 書 館の な

い学 部 教 育 が不完 全 な教育 で ある よ うに,不 完全 な教 育 で ある。 現
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在,計 算機 設 備 の 不 足 は広 範 な もの で あ る。.この 不 足 をす み や かに

お ぎ な うこ とが,学 生個 人 の 福 利 は もちろん,国 家 の利益 のた めに

もきわ め て重 大 で あ る と考 え られ る。"

。適 当 な サ ー ビス とは何 か 、_
.

1966年 現在 で,適 当 な大学 で の計算 機 サ ー ビス とは何 で あろ う

か。 強 い衝 撃 を 与 え る とい う よりむ しろ そ の 目的 が教 育 に あるな ら

ば,一 番控 え 目な使 用者 に と ってす ら,い くつか の こ とが 重要 に な

る。

1.計 算 機 利用 の適 当 な教 育tsよ び そ れ に関 す る相 談

2..適 当 な ソ フ トウ ェア

3.信 頼 のfoげ る操 作 、

4.速 い往 復 所要 時 間L

。誰 が 計算 機 を使 った らよい か

いま ま で,少 数 の単 科 大学 の これ ま た 少数 の学 生 に現在 利用 で き

る 良い 計算 機 サ ー ビス の特 徴 起つ い て概 説 を した り,ま もな く利 用

で きる ように な る ほ かの もの を指 摘 した り して きた。 学 部 学 生 の う

ち どの くらい の 割 合 の入 が この よ うな サ ー ビスを 即時 に 必要 と して

い る の だろ うか。

第1の 部 類(た とえ.ば,工 科 学 生 全部 を含 む)で は,第1年 次の

入 門 コ ースで ・ た くさんの コー スで 計算 機 を 日常 的 に利 用 す る こ と

が で き る よ うに な る。 第2の 部 類 の学 生(た とえ ば,た くさん の ビ

ジネス 教育 を受 け てい る学 生 な ど)は,お そ らく教 育 の 初期 の段階

で,初 歩 の プ ログ ラ ミン グの コ ースを と り,学 部 の4年 の 間 に,ほ

か の3～4の コ ースで 計算 機 を い くらか使 用 す る こと に なる。 第3
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の部 類 の学 生(た とえ ば,英 語専 攻 の よ うな学 生 な ど)は,自 分 の

専攻 学 科 の 研究 の一 部 と して 計算 機 を 利 用す る こと は ない。

。克服 し なけ れ ば な らない問 題 一

よい 質的 サ ー ビス が大規 模 に 利 用 で きるた めに は,当 然 直面 す る

4つ の問 題 が ある。

1.ど の よ うに して 必要 な 資金 を 入手 す るか。

2.ど の よ うに して 必要 な 設備 を整 え るか。

3.ど ん な教員 教育 が 必 要 か。

4.ど の よ うに して費 用を統 制 す るか。

。計算 機サ ー ビスへ の支 払 い の問題

計算機 や,計 算 機 の 資 金 や,大 学 の 計算 機 サ ー ビス の 源は い ろい

ろ混 乱 してい た。 た とえ ば,UCLAのWesternDataProces-

singCenterで は.IBMが 機 械 類 を 供給 し・無 料 サ ーゼ ス を行

ない,運 転 費 用 を 分担 してい る。IBMは 計算 機時 間 の 半 分を使 い,

残b半 分 をUCLAや100以 上 もの 関係 機 関が 無 料で使 ってい る。

後 者は,端 末 設 備 を 自分の 構内 に おけ ば,そ の通 信線 の費 用ま たは

プ ログ ラムや デ ー タの 輸送費 だけ を支 払 え ぱ よい。 カ リフ ォル ニア

大 学 の ア ー ヴィソ学 園 では,計 算 機 利 用の た めの 装置 や操作 費は,

現 在,教 育 予算 の一 部 に な ってい る。 しか し.無 料 の,か つ有 用で

ある計算機 は,将 来 にほ ん の わずか な使 用 者 しか 利 用 で きな くな る

で あろ う。 さ らに,計 算 機 セ ン ターの 運転 費 は大 きな もの で あ る。

計 算機 は,2～3.年 で古 くな って しま うの で,計 算 機 購 入 に費 や さ

れ る金額 は ほん の 一代 の学 生 に使 われ るだ けで あ る。 計算機 利 用 に

は,資 本 投 資 とい うよ り も連続 した出 費 が かか り,計 算機 を手 に入
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れ るの は,建 物を 買 うよ うな もの で は な く,年 々電気 や水道 に支 払

うよ うな もの で あ る。

有 効 か つ能率 的 な計算 機 を探す の に,学 校 は 種 々の 選 択 可能 な も

の の中 か ら十 分考 慮 して 選 ば な くては な らな い。

ほ}商 業 サ ー ビス ・セ ン ターか らサ ー ビス を 買 うこ とが で きる。

{2)UCLAのWesternDataProcessingCenterの よ うな

大学 サ ー ビス 機 構 か らサ ー ビス を うけ るこ と が で きる。 これ は

構 内 に た だ カー ド穿 孔機 と印刷 機,ま た は 多分 コン ソ ール だけ

あれ ば よい。

{3}使 用者 が 使 い 易 い 計算 機 セン ターをい くつか 自身 で運営 す る。

(4}種 々の部 門 に計 算 機 を限 られ た使 用 のた め供給 す る。

これ ら利 用 で き るす べ ての手段 に つ い ては,要 求 や環境 に一 番 適

した ものを学 校 に 選 ばせ る ことが非 常 に 望ま しい 。 この 結果,計 算

機 利 用を支 持 す る政 府 機 関 は,そ の基 金 を装 置 の購 入 ま た は 賃借 と

要 員 の保 持 に使 うか,そ れ と もサ ー ビス の購 入 に使 うか を学 校 側 の

自由にま かせ る こ とを 強 く勧 告 す る。

。学 部教 育 用 計算 機 使 用費 の見 積 り

大学 は 産業 と比 べ て安 い 値段 で計算 機 を得 て い る。

た とえ 教育 用 計算 施 設 が 表面 上 は安 い 価 格 で も,す で に きま った

身動 きの とれ ない よ うな予 算 の 中 でま った く余 地 の ない機 関 に と っ

ては,適 当 な計算 施設 は骨 の 折れ る重 荷 で しか な い。 計算 機 利 用の

基 金 に あま り圧 迫 を 感 じてい ない と ころ は,予 算 を わず らわせ る よ

うな計 算機 利用 の ない機 関 で あ る。 計算 機 の 利 用が と りわ け必要 な

機 関は,そ の 資金 をみ つけ るの が きわ めて困難 で ある。 な に か新 し
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い資金源が な くて は.近 い将来 ア メノ カの高等教育 を通 じて適 当な

教育 用 計 算機 利 用 が.行なわれ る とは思 え ない。

1965～66年 に比較 的 進 ん だ学 校 の 水準 で,我 国の 全大 学 に教

育 用計算 機 設備 を そ な え.る費 用 を見 積 ってい る。 見 積 り総 額 は,1

年1人 あ た り約60ド ル平 均 で あ る。

これ は主 要 だ と思 わ れ てい る他 の た くさん の施 設 と比 べ て大 き く

は ない。1963～64年 には 大学 図書 館 の平 均経 常 費は,学 生1人

あ た り約48ド ルで あ った。 この よ うに,計 算機 に関 す る費 用 は,大

体最 小 の図 書館 の と同程 度 の もので ある。 また,新 入 生 の化 学 実験

は,こ の実 験 コ ース を とって いる化 学 の学 生1年1人 あ た り95ド

ル かか る と見積 られ てい る。

。資金 の供 給 .

我 々 はい ま や教育 的 目的 の 計算 利 用に大 規模 な援助 を 求 めてい る.

い くつ か の 大学 に おけ る計算機 利用 の 増大 を 援 助 してい る。 どの機

関が この 援 助を し,ど の ように プ ログ ラ ムを履 行 しな ぐては な らな

いか に つい て,我 々は 詳細 な勧告 を する つ も りは ないが,教 育 省が

以 前 よ り もなお 一層 積極 的 に な ること が望 ま しい。 このた めに,教

育 省は他 の政 府 機 関 と協 力 して,資 金 分 担を し,単 科 大学 に適 当 な

計算 機 を備 え る よ う積 極 的 に 奨励 促進 させ る こ とを勧 告 す る もの で

あ る。 この よ うな政 府 の費 用 分担 に は,サ ー ビス を始 めた り,よ り

大 きな設 備 への 切 り換 え の と きの過 渡 期 の費 用 を償 う特 別援 助を 含

めな くては な らな い。 この サ ー ビス の年 費の 大 部分 をま か な うよう

な 援助 は,長 期 にわ た って計画 し,管 理 しな くて は な らな い。
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。設 備 を備 える 問題

た とえ資 金 が 入手 で きて も,適 当 な教 育 用(ま た は研究 用 の)計

算 機 セ ン タ ーは,次 の5年 の 間 に.必 要 とす る全 大学 で,と て も要

員 を十 分 には備 え る こ とが で きな い と考 え る。 この 仕 事 をす る のに,

単 に十 分 な能 力 を もつ とい うの で は な く,単 科大 学 に間 に合 う経験 、

豊 か な 人 が十 分 に い ない とい うこ とで あ る。

しか し,う ま くい ってい る大 学 の計 算機 セ ン タ ー を拡大 した り,

現 代化 した り して,他 の か な りの大学 に適 当 な遠 隔 サ ー ビスを す る

こ とは,実 際 的 で あろ う。 も し,セ ン タ ーと サ ー ビス を 受ける 学校

の 間 の 距離 が 法外 に遠 くなけれ ば,通 信 費 は 我慢 で きる程 度 で あろ

う。 セ ン ターの この よ うな拡張 や現 代化 は,豊 か な大学 に,計 算 機

科 学 の 教育 と研究 の た め改 善 され た設 備 が で きる とい う付随 的 な利

益 が得 られ るこ とに なる。 あ る場 合 に は,こ の サ ー ビス をす るの に

新 しい セ ン ター(こ の 目的 の た めに構 成 され た 単 科 大学の グル ー プ

や私企 業 に よ って運営 され る)を 設 備す る 必要 もあろ う。

大 規模 な計 算 機 セ ン ターを利 用 して数 校 に遠 隔 サ ー ビス をす る こ

とは,要 員 を お く問題 を軽減 した り,費 用 を削減 した りす るが,い

くつか の他 の問題 もまた 起 って くる 。 第 一 は,こ の よ うな共 同 の セ

ン ターの経 営 に経 験 は あ るが,そ れ 以 上 に もっと必要 で ある。 第 二

は,違 った学 校 がそれ ぞれ 独特 の特 徴 を持 ってお り,関 係 してい る

学 校 の間 で 必要 な 協 同 を す るの は容 易 な ことで は な い。 必要 左限 り

に お い て.全 学校 の要 求 に あ う よう計算 機 サ ー ビス を 計画 す るの が

大 切 であ る。 第 三 は,適 当 な設 備 や税 率 が 設 け られ な けれ ば,輸 送

費 が かか りす ぎる こと。 しか し,19大 学 や政 府 や適 当 な産 業 の側

一249-一



の積極 的 な行 動 で これ らの困 難 に も打勝 つ こ とがで き よ う。

多 くの大 規 模 な学校 で は,自 分 の研究 や教育 用 に1台 ま たは数台

の 最大 の計算 機 の 能 力が必 要 で ある。 しか し,そ れ が で き る とこ ろ

で は,こ れ らの学 校 がま た もっ と小 さい 近 くの学 校 に計算 機 サ ー ビ

ス をす る こ とが望 ま しい 。 この こ とで,セ ン タ ーで1台 以上 の 大 型

計算機 を 利 用す る ことを 正 当化 し,要 求 す らす る場 合 も1,2あ る。

我 々は,い くつか の 教育 機 関 に サ ー ビス を行 なえ る よ うに位 置 し,

装 備 され た大 きな 中央 教育 計算機 施 設 を.大 学 と政 府 が共 同 で直 ち

に設備 す る よ うに 勧告 す る 。特 に,資 金 を援 助 する こ とで・ この よ

うな セン ター6発 展 を促 進 させ る の が望 ま しい。 利 用 が固 ま るま で

の間,ま たは使 用 の一時 的 な変動 に 直面 してい る と き もピ セン ター

を援 助 しな くて は な らな い。

上に 述 べ た費 用 の概算 をする に は,遠 隔 コン ソ ールを備 え た最 良

の新型機 を使って,何 百 とい う進ん だ 計算 機 セ ン ターか ら.サ ー ビス

さ れ る の は も ち ろ ん の こ ととする。 これ がサ ー ビス をす る経済 的

左方 法 で ある と確信 す る。 我々 が 総費 用を 概 算 する1手 段 と して こ

の仮 定 を したの は,こ の た めで ある。 しか し,サ ー ビス の多 くが こ

の よ うなセンターか らなされるの を期 待は する が,サ ー ビス供給 の手

段 を指定 する つ も りは な い。

ほ とん ど とは い か な い ま で も多 くの場 合,教 育 的 計 算機 利 用は,

研究 や恐 ら く経 営 にま で計 算機 を 使 ってい る大 学 の セ ンターが 行 な

うのが 望 ま しい し,ま た有 望の よ うに思 える。 ある場合 には,小 さ

な単 科大 学 は,今 のま た は 新 しい セ ン ターか ら遠す ぎ,自 分の と こ

ろの限 られ た 計算 機 施 設 を設 立 した り,利 用 した り し な くて は な ら
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ない。 結 局,こ れ ま でに 述べ て きた よ うに,教 育 用 計 算機使 用 の要

求は,大 学 が集 団 で設 置 した セ ンタ ーや個 人 的 な サ ー ビスでか な え

られ る わけ である。

。教 員 の教 育の 問題

明 らか に,教 員 こそ 計算 機 利 用 が大学 の学 部 の コース に採用 され

る速度 を決 定 す る重要 な役 割 を 演 じてい る。 教 員 に計 算機 利用 の利

益や重 要 性 を示 す た めに は,ま た教員 が 計 算機 の効 率 的使 用 を学 ぶ

の を 助け る ために,徹 底 した努 力が 払 われ な くては な らない 。

教 育的 計算 機 利用 が 単科 大 学 の 中で有 用 な場 所 を探 さ な くて は な

らない な ら,必 要 な教員 教 育に は 根本的 に は2つ の 型 が あ る。 ま ず

第 一は,良 い基 本的 な プ ・グ ラ ミ ン グ ・コース を担 当 で きる 教 員 が

少ltく と も1人 は校 内 にい る こと で ある。 この メ ンバ ーは どの学 部

の 人で も よい。

第 二 に必要 な教 員 教 育 の型 は,も っと規 定 しに くいが,あ ま り知

られ て い ない とい うもので は ない。'そ れ は ・ 一スの 内容 の本質 的 な

修 正 に 関連 する 根本 的 な教 育 で ある 。 計 算 機 の最 大 の 強 み を利 用 す

る に は,再 構成 した コ ース の 中で新 しい 問 題 を ま とめ あげ る ことが

しば しば必 要 に なる。 問 題 を計 画 した り,コ ースの修 正 を準 備 した

りする こ とは,教 員達 の た くさ ん の時 間 や 労 力が 必要 だ し,そ の結

果,役 に立 つ 教員 が少 な くな って くる。 もち ろん,一 度 で きて しま

え ば,競 争 に 遅れ ない で 進 んで 行 くた めに,関 係 者が 普 通 の努 力を

しさ えすれ ば,コ ース を学科 の 全員 に有 用 な もの にす る こ とが十 分

にで きる 。
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この教 員教 育 の重要 性 のた め,種 々の 分野 で教 員 に計 算 機 を使 用

す る適 当 な 能力 を与 え る た め,拡 大 され た教 員 用 の教 育 プ ログ ラム

を実施 す る こ とを推 奨 す る。 政府 は この よ うな プ ログ ラム を援 助す

るの に必 要 な資金 を保 証 しなけ れ ば な ら ない。

。計算 機 利 用 を管 理 す る 問題

計 算 機 利 用(Computing)はoverheaditem(す なわ ち,図 書

館 の サー ビス の よ うに,な に か正 式 な配給 手続 をせ ず に,学 生 や教

員 に供 給 さ れ るべ き もの で ある)で なけれ ば な らない とい うこ とが

今 ま で に も何 度 とな く提 唱 され て きた。 我 々は,こ れ は 非 現 実的 で

あ る と思 う。

あ る1人 の使 用者 が 正 当に 認 め られ て(大 抵 は 道理 に 合 わ ない が),

利 用 で きる一 番 進ん だ計 算 機 で1日 か そ れ以 上 か かる ブ ㌣グ ラム を

書 くのは 完 全に 可 能 な こ とで ある。 この よ うな大学 図書 館 の独 占,

す なわ ち先 取 権 は決 して 生 じない し,こ れ と比較 で きる よ うな問題

を提 出 す る こ と もな い。

ほ とん どの場 合,計 算 機 の時 間 は 短 か くて1分 もか か ら ない ほ ど

だが,ど ん な プログ ラムに 対 して も操 作 時間 を独 断 的 に制限 す る こ

とは,計 算 機 の 何 か重 要 な正 当 な利 用 を除 外 す る こ とに な る。 さ ら

に,適 当 な管 理 を して い ない と きは,た とえ運転 時間 が 短 か い と き

で も,学 生達 が 意味 の な い計 算 機 使 用 に貴 重 な時間 をつ ぶ して しま

うこ とが あ る。 だ か ら,ど ん な もの で もそ の最 大限 を制 限す る こ と

に よ って管 理 し よ うと して は な らない。 しか し,そ の代 りに,累 積

使 用記 録 が そ れ ぞ れ の使 用者 に知 らされ る必 要が ある。`

お 金 で計 算 機 の使 用 を測 る と,教 員達 に余 分 の重荷 を課す 必 要 は
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ない。 実際 に,現 在 教 員達 が しな くては なら ない よ うに,無 料の 計

算 機時 間 を こ こか しこ で協定 した り,懇 願 した り とい う重荷 は軽 減

す る か も しれ ない 。

大 学 は計 算 機 サ ー ビス の 費用 や利用 を正 確 に測 る 会計 手続 きを あ

み だ し利用 す る こ とを推 奨 す る。 こ の よ うな情 報 を そな え,現 実 的

に測 り得 る基 礎 に も とつ いて,研 究 や教 育 のた め の計 算 機時 間 の 割

当 て や 関連 した費 用 の 予 想 を しなけ れ ば な ら ない 。 これ は 研究 や教

育 的 使 用 に もっ と も均衡 の とれ た 資 金 の割 当 て を促 進 す る こ とに な

る。

彰
パ

(5)計 算機 科 学 の学 生

入 は ハー ドウエ ア や ソ フ トウエ ア を深 く理 解 す るた め に こそ教 育

を うけ ね ば な ら在 い。 この教育 を す る こ とで,大 学 は要 求 さ れ る熟

練 した人 力 を供 給 で きるだけ で な く,ハ ー ドウエア とソ フ トウ エア

の両 方 の 進 歩 に強 く影 響 を与 え るこ と もで きゐ の で ある 。進 歩に は

大 学 の研 究 と企 業 の活 動 の両 方 が 必要 で ある。 一 般 に,大 学 は,新

しい もっ と効 率 の良 い 利 用が で ぎ る よ う新 しい 方 法 で計 算 機 を開 発

す るの に必 要 な特 別 の ハー ドウエ ア の面 で働 く こ と に な ろ う。 こ

れ には,特 別 な周 辺装 置 の設計,製 作,適 応 性,必 要 な ソフ ト ウエ

ア の開発,新 しい ブ ・グ ラム言 語 の 工 夫,望 ま しい結果 を得 る た め

の特 別 な手 続 きま たは ア ル ゴ リズ ム の誘導 な どが 含 まれ てい る。

計 算機 科 学 に齢 け る この よ うな研 究 の た めの教 育は 次 の よ うな も'

の を含ん でい る。 す なわ ち,機 械 や そ の構成 の 理論 的 研 究,ソ フ ト

ウエ ア や言 語 や それ らの広 汎 にわ た る学 問 分野 との関係 の 研究,八
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一 ドウエ ア の研 究
,数 学,物 理学 お よび工 学 や科学 の他 の分 野 で の

適 当 な背景 となる仕 事 な どで あ る。

計 算 機 科学 の 訓 練 を受 け た人 の需 要 は供 給 を しのい で い る。事 実,

前 に も述 べ た が,だ くさ ん の学校 に サ ー ビス を して い るセ ン ター か

ら遠 くに教 育用計 算 機 サ ー ビス を供 給 す る とい う1つ の 論 拠 は,全

単 科 大 学 に よい計 算 機 セン ター を設立 し,要 員 を置 くに は訓 練 さ れ

た人 力 が 十 分 で な い とい うこ とで ある。

計 算 機 や仕事 や 人 員 や そ れに 関連 して教 育 施設 や有 用 な年 次 予 測

をす る努 力に 関 して 意味 の あるデ ー タ を合衆 国政 府 が ま とめ る こ と

を強 く勧 告 す る。 計 算 機技 術 の急 速 な発展 や そ の高 度 に技 術的 な性

質の た め,有 用 な研 究 は,統 計 ば か り でな く,技 術 の状 態 や発 展 の

広 く深 い知 識 に頼 らね ば な ら ない と警 告 してお く。

政府 は計算 機 科 学 の研 究や 教 育 の援 助 の枠 を も っ と広 げ るべ きで

ある。 こん な援 助 が計 算 機科 学 の す ぐれた セン ター の発 展 を促 進 さ

せ る。

'

4

●

(4)計 算 機研 究 と教 育 的 利 用 の相 互作 用

教 育 ば か りでは な く研 究 や 経営 まで も含 め たい ろ いろ の 要求 に役

立 つ大 き な最 新 の大学 の セン ター を助 成 す るのは,と て も望 ま しい

よ うに み え る。 こ れ は,研 究負担 より教 育 負担 の方 が 季節 的 で,そ

の結 果教 育に だ け役 立 っ てい る よ うな シ ス テ ムは夏 に は ほ とん ど遊

ん で い る よ うに な る場 合 が 特に 望 ま しい。 研究 や経 営 上 の 計 算 機

利用の資金は,教 育資金 とは なるほ どちがってはいるが,研 究 上 の 要求

の上 に さ らに教 育上 の要 求 ま で も大 きな計 算機 セ ン ターの 設立 や運
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営に考慮 されて いるか考 えてみ るのが合理的 である。

研究用計算機利用が計算機の教 育的 な利用に容易 ならないほ ど影

響を及ぼ してい るか もしれ ない事項が も う一つ ある。 もし研究に使

われて いる計算機が効果 的に扱われ ていなければ,教 育用資金は無

駄 に費 されて しま うであろ う。

我 々は今 ま でに,ほ とん どの大学は教 育的計 算機利 用の予算に適

当 な準 備がない よ うに気がついてい る。研究 用計算機利用には,政

府 の種 々の機 関からの研 究計 画補 助金 に よって,資 金 が利用 で きる

こ とが多 い。

研究 用計算 機 利用 の援助に適 当な準 備が なされ ない と,教 育的計

算機利用(特 に教 育の準備金の)た めに必要 な財源は,不 測 の研究

要求に ょって うばい去 られて しまう。

この ように,研 究援助 の計 画をた て るには;政 府機 関が必要 な計
|

算 機 利 用に つ い て適 当 な援 助 を計 画 す るのが 一番 大 切 なこ とで ある。

同 じ よ うに大 切 なのは,大 学 が計 算 機利 用 の費 用 に つ い て適 当 な簿

記 をつ け,教 育 的 な要求 に こた える た めに,時 間 や お 金 で測 っ て,

計 算 機 サー ビス を割 当 て る こ とで ある。特 に 大 事 なの は,大 学 が研

究 用計 算 機 利 用 で不注 意 に オー バー ラ ンを許 して,学 生 教 育 用 の 時

間 をへ ら しては な ら ない こ とで あ る。

(5)計 算機と中級教育

計算 機の利 用 をコース ワークの中に採 り入れた り,中 等学校 で計

算機 やその利 用の特 性について何 か教 えた りするこ との利益 は,単

科大学の専門研究の準備 として,半 職業的または職業 的訓練 の準備

一255一



と してま た は 就職 の準 備 と して考 え られ る。 中 等学 校 での こ うい う

訓練 は,大 学 で必要 とさ れ てい る教 育的計 算 機利 用 の量 を減 らす よ

り もむ しろ増 して しま う。

計 算 機 利 用 は,中 等 学 校 では,た とえ ば遠 隔 コン ソー ル とか簡単

な教 育 用 プ ログ ラム言 語の よ うな利 器 に よって教 育 す る のが 良 い。

計 算機 を使 った教 育 は,特 に計 画 され た実 験 装 置 を用 い て,特 別 の

テ キス トに よ って行 な うことが で きる。

中等学 校 で の計 算 機利 用 へ の資 金 調達 に 関 して は,い くつ かの共

同 体や教 育 委 員 会が 中等 学校 の計 算 機 や その 利 用 へ の資 金 調達 に気

前 の よい ところ を見 せ てい る とい う証 拠 が い くつ か ある。 こ の よ う

に,不 足 とい うのは,多 くの場 合,資 金 より もむ しろ指 導 の不 足 で

あ るか も しれ ない。 もちろん,遠 隔 の 恵 ま れ ない 地方 に あっ て は,

これ は あた ら ない。

※
我 々は,教 育 省 とN.S.F.が 一 緒に な って,中 等 学 校 での 計 算機

の利 用 を研究 したb,学 校 に 現 在 や過 去 の経験 を伝 え る た めの1つ

の団 体 を設 立 す る こ とを促 す もの で あ る。 中等学 校 と大学 の協 同 ,

特 に大 学 セ ン ター か ら 中等学校 へ の サ ー ビス の供 給が 奨 励 され るべ

きで ある。

計 算 機 とその 利 用 は す でに,初 等 中学 や小 学校 に ま で侵 入 して き

つ つ ある。 この 勧 告 は初 等 中学 や 小 学校 に も適 用 さ れ るべ きで あろ

う。

※N・S.F.(合 衆 国科学 財 団)
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第3部 再教育 に関す る諸 問題

〔1〕 総 論

1.経 営 に お げ る コ ン ピ ュ ー タ 教 育

■

へ

科 学技 術 の め ざ ま しい 発展 は 産業 社 会 の横 這 を大 き く変 え つつ あ り,

物 財 の生 産 ・流 速 が中 心的 活 動 であ った 工業 仕 会 にお い て も,今 後 は

知 識 と創 意 の 生産 ・流 通 を主 た る業 務 と す る,い わ ゆ る知 識産 業 の台

頭 が 見 られ るこ と と なる。

この清 報 化社 会 の到 来 に 伴 って,企 業 一 行娯 体 ま で も含 め て 一

の経 営 規 模は ま す ます 巨大 化 し,組 織 は複 雑 化 し,活 動 は 国藤 化 して

行 く。 こ の拡 大 す る企 業 を 効率 的 に運 宮 す るた め には,有 効 適 切 な経

営 システ ムを確 立 し,絶 え ず 発生 す る膨 大 な情 報 を迅 速 に処 理 し,正

しい 意思 決 定 を適 確 に 行 な うこ とが必要 と さ れ る。 情報 の大 量処 理 と

意 思決 定 への 奉仕 を 可能 な ら しめ る もの は コン ピ ュー タで あ り,こ こ

に コ ン ピ ュー タの 企 業 内 に おけ る正 しい 位 遣 付 け があ る。

この よ うに,コ ン ピュー タを 単 なる計算 用 具 とせ ず,意 思 決 定 の た

め の 情 報処 理 手 段 と して 活 用す る こと が,コ ン ピュ ー タリ 正 しい利 用

方法 で あ る と と もに,企 業 発展 の 鍵 で も あ る。

した が って,企 業 に おい ては トップか ら一般 職 員 に至 るま で,コ ン

ピュー タに 関 す る正 しい理 解 と,必 要 な 利 用技 術 を習得 す る こ とが 強

く要 請 され る。
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2.再 教 育 の 必要 性

コン ピュー タに 関 す る教育 は,企 茱 の各 層,各 城 裡 の 区 別 な く,等

しく必 妾 と され るが,コ ン ピュー タの 皆及 は潮 く緒 につ い た 段 階 であ

るか ら,学 校 にお い て コ ン ピ ュー タ教 育 を受 け た 者 で も,企 莱 に入 っ

てそ の ま ま コン ピュ ー タの スペ シ ャ リス トと して 追 崩 す る こ とは むず

か しい.し た が って,企 業 に お い ては コ ン ピ ュー タの 専門 的 ・具 体的

な教 育 を施 す必 要 が あ る。 また 管 理 者 宕 よび 一波 社 員 に つい ては,学

校に お け る コン ピ ュー タ教 育 を受け た 者 は皆 無 で あ るか ら,企 業 で改

め て 教育 を行 なわ ね ば な らない、・

この よ うに,ス ペ シ ャ リス ト,ぼ 埋 者 お よひ 一 般社 員 に対 して企 業

が コン ピ ュ ー タの教 育 を 行 な うこと を ここ では 再教 育 と呼 ぶ こ ととす

る1,つ ま り,再 教育 の 必衰 性 は,学 校 に おけ る コン ピ ュー タ教育 の 不

備 を補 い,激 動 す る社 会 情勢 の変 化に追 従 しう る もの で あ り,そ の 点

か らみ て情 報 化社 会 に向 って企 業人 の生 涯教 育 の必 要 性 が叫 ばれ るゆ

え ん であ る。.

4

■

●

3.再 教 育 の 対 象 と 内 容

コン ピ ュー タ教 育の 受 講 対 象 は 一 応 企業 内全 員 と考 えて 差 支え ない

が,コ ン ピ ュー タの 利 用方法 と利 用範 囲 の 相 違 に よって,各 階 層 ・各

部 門 に応 じた 教育 が 必 要 で あ る。 企 業の 構成 を第1図 の ご と く想定 す

れ ば,各 階 層 ・谷 部門 の叔育 内容 は 次 の ご と く考 え られ る。
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職 員 獄

一____一__.一 三_竺.ノ

ー般 部門 関連 部門 専 門部 門

「第1図 企 業 構 成 概 念 図 〕

∀

の

{1}ト ップ マネ ジ メン ト

情報 処理 手 段 と しての コン ピュ ー タの 能 力,特 徴 を正 しく理 解 す

る こ と。 す なわ ち,情 報 の 収 集 ・処 理 の価 値評 臨 新 時 代 に適 応 し

うる人 材の 養 成 な ど に 対 して 正 しい理 解 と認 識 を もつ こ とが要 求 さ

れ る。

(2}一 般 省;玉里者

一 般 管 理 者教 育 と して は,コ ン ピ ュー タに関 す る知 識 自体 も必 要

で あろ う。 しか し,む しろ管理 者 と して 総合 的 意 思決 定 能 力 の個 養,

業務 に 必要 な情報の 評 価能 力の 養 成,シ ステ ム 的 思 考,計 画 的手 法

を習得 す る こ とが重 要 で あ る。 す なわ ち,問 題 解 決 に当 って の コン

ピ ュ ー タの利 用方 法,効 率 的 業務 処 理 の ため ¢)シス テ ム設 計 とコ ン

ピュ ータの活 用 に つい て の知誠 など を教 え る こ とが 必 授 とされ る。
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(3)専 ド『1要員

コン ピ ュー タの絶 え ざ る進歩 と適 用領 域 の拡 大 に より,専 門 岩 員

に要 求 され る 業 務 加減 は ま す ま す増大 しつ つ あ る。 す なわ ち,コ ン

ピュ ー タに 関す る 専門 知 識 の 他 に,一 族 業 務知 識の 必 要性 の理 由 お

よび マネ ジ メン ト・サ イ エ ンス な どの 知 減 が 必 妾 と され る。

(4}一 般 社 員

一般 職 員の 場合 は ,コ ン ピュー タ関連 の 一 族 教養 と しての 知識 が

あ れ ば充 分 で あろ う。 コ ン ピュー タに近 い 関連 部門 の 場合 は,さ ら

に進 ん で 具体 的知 識,す なわ ち,コ ン ピ ュー タの 構造 プ ログラ ム

の 作 成 能 力を 習得 す る と こ ろま で教 育す .るの が 望 ま しい。 また,技

術 系企 業 の場 合は,オ ー プン ・プ ログ ラマ ーを 指向 す る教育が 望 ま

れ る。

」

奄
,

'

4.コ ン ピュ ー タ教 育 の 機 関 と 特 徴

四 白社 内教 育

自社 の要 求 に マ ッチ した 内容 と時 間 帯 で 教育 が行 なわ れ る所 に長

所 が あ る が,講 師,カ リキ ュ ラム,教 材 等 の 不 備,不 足,教 育時 間

を 充分 とれ な い こ とな どに悩 み が ある。

② メ ー カーに よる教 育

コ ン ピュー タ教 育 の 外部 機 関 と して最 も利 用 され て お り.特 に専

門 要 員 の 教育 機 関 と して 欠 かせ ない存 在 とな って い る。講 師,致 材

等 も豊 富で あ る。 た だ し,最 近 は社 会 の教 育措 要 の 増大 に対 し メー
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ヵ一の 教 訓 ピ加 こ限 界 が あ り,か つ,企 ※ 内に お け る致 育 ニ ー ズの

多様 化 と と もに メー カー 利 用率 は低 下 の傾向 を示 してい 為。

(3)各 種 団 体の 講 習 会

メー カー に次 い で 利 用 さ れ てお り,短 期1間に 時宜 に 適 した最 新 の

知 減 を鼓 音 す る もの と して効 用は 大 きい が,さ らに 今後 は 教 育 内 容

を体 糸 化 す る こ とが望 まれ る。

{41電 算 機 学 校

情 報 処理 技 術 者 の 養 成機・幽 と して 重 要 な役 割 を来 して 宕 り,職 業

上 必 要 な技 能 を 習得 す る には 便 利 であ るが,教 科 内容,レ ベル,カ

リキ ュ ラム等 が ま ち ま ち なの で,水 準 の均 衡 化 が必 要 であ る。

{5}通 信 教 育,テ レ ビ ・ラ ジ オ

不特 定 多数 を対 象 とす る もの 撒の で,低 廉 か つ 安 易κ学 習 で き る

利 点が あ るが,フ ォ ロー ア ッ プと 実 習 が充 分 に で き ない と ころ に問

題 があ る。 フォ ロー ア ッ プ体制 を考 慮 す れ ば有 力 な教 育機 関 と な り

得 よ う。

㈲ 大 学,ソ フ トウェア会 社,計 篁 セン ター等

現在 は ほ とん ど利 用 されて い ない が,将 来,再 教 育 の機 関 と して

重 要 な機 能 を果 す 可 能性 が大 きい。

?

'

5.コ ン ビ'ユ 一 夕 教 育 の 現 状

一般管理 者および専門要 員の コン ビ三一タ教育の現状 を明 らかにす

るために再 紋育問題 部会 で実施 した調査 結末の概要は 次の通 りである。
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5.1一 般管理 者 の コン ピ ュー タ教 育 の現 状

ほ1一 般 管 理右 の コン ピュ ー タに 対す る倒 心皮 は 高 ま ってい る。

30%の 企 業 が 「関 心 が高 回 と 自己評仙 して お り,64%の 企

業 が 「普 通」 と答 え て い る。 「関 心 が低 い」乏 答え て い るの は 僅

か5%の 企業 で あ る。

② 圧倒 的 多 数 の企 業 で 致育 を 行 な ってい る。

80%の 企業 で 教 育 を 行 な ってfO"り,致 育の 担 当 部門 は 導 入年

数 の 短 か い と こ ろは,コ ン ピ ュ ー タ部 門 で あ り,導 入年 数 が長 く

な る鶴 全 社的 な教 育 研 修 部門 の 比 重 が大 さ くな ってい る。

(1年 未 満2090,10年 以 上42.9%)。

13)
.鮪 目的 噂 点は 導 入 轍 に 応 じて 変 わ ってい る・

教 育 の 目的 は,導 入5年 未 満 の場 合 は 「協 力体 制作 り」 に重A

が お・か れ,導 入 年 数 が 長 くな るにつ れ 「現実 の 必要性 」 に重 点

が移 ってい る。

④ 教育 の内 容 は コン ピ ュー タの 利用 が中 心 とな る。

コン ピ ュー タ教 育 の 内 容 と しては,「 情 報 システ ムの 中の コン

ピ ュー タの 役 割(60%)」toよ び 「ア プ リケ ー シ ョン(37.9%)」

に 重 点 が おかれ て おり,「 コン ピュー タの 仕組 み(0.7%)」 を教

育 す る必 要 は 殆 ん ど認め て い ない。

{5}知 識 レベ ル と して は コ ン ピュ ー タの 活 用 に重 点 が おか れ て い る。

一 般 管理 者の コン ピュ ー タに関 す る知 識の 程 度 は 「日常 業 務

の 中に コ ン ピ ュー タの 活 用 を見 出 せ る まで(81.4%)」 お よび

「シ ス テ ム分 析,・ 設計(11.401・)」 となら てbb,「 プ ロ4ラ ム

の習 得 まで(6.2%)」 は 殆 ん どの企 業 で 認めて い ない。
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⑥ 致 育 の 実 施形 態 と して,半 数 近 くの 企 業 が 自社 お よび 外部機 関 ち

を併 用 してい る。

教 育 の実 施形 態 と して,約 半 裂 近 くの企 業 が 「自社 教 育 お よび

外 部機 関 を併 用(46.4%)」 し(bb,「 自社 独 自」 で行 な って

い る企 業は22.9%で あ る。e.to,「 外 部横 割 の み を 利 用 して い

る企 業 は18.6%で あ る。

C7)自 社独 自で致 育す る場合の 最大の 問題 点は 「鼓音時 間が不充分」

で あ る。

自社 教育の 問 題 点 と して は,「 教 育 時 間 不 充 分(24.7%)」,

「カ リキ ュ ラム作 成 困 難(18.2%)」, .r適 当 な講 師 が い ない

(10.0%)」 が主 な もの と な っ てい る。

(8)外 部機 関 を利 用 す る理 由 と しては 社 内 教育 の補 充 的 意義 が 強 い。

外部 機 関 を利 用 す る理 由 は 「社 内教 育 の補 充(50.0%)」,

「教 育効 果 が高 い(30.5%)」 と な って お り,補 完 的 に 利 用 して

い る 企業 と積 極 的 に利 用 して い る企 業 とが 明 順 に分 か れ て い る。

{9}外 部 機 関 と して は,メ ー カー お よび各 種 団 体 が主 陥 利 用 さ れて

い る。

利 用 されて い る 外部 機 関 と しては,「 メー カー(26.40/o)」,

「各 種 団体(17.5ah)」 が主 な もの と なっ て由 り,「 通 信 教 育,

テ レ ビ ・ラ ジオ」 な ど も12.2%が 利 用 され て い る。

aor外 部 機 関 利 用上 の問 題 点 鶴 自社 に適 した コ ー スが ない こ とで

あ る。 .

外 部 機 園 利 用上 の 同題 点 と して は,「 自社 に 適 した コー ス が な

い(53.6%)」,「 時 間 的 に 不便(25.6%)」 な どが主 な もの と



な っ て い る 。

5.2専 門 要 員 の コ ン ピ ュー タ教 育の 現 状

田 専 門 安貞 は 始 ん ど特 別 な処 遇 を受 け て い ない し また,企 業 内'

の人 事 交流 は 余 り流動的 で ない。

専門 妥 貝 に特 別 に勤 務手 当 を支 ㊨ して い る企 業 は約5el・ で,支

給 してい ない企 業 は70～80010で あ る。

また,入 事交 流 に っい ては,約3分 の1の 企 業 が全 然 交流 して

お らず,次 の3分 の1の 企 業 が長 期 の 間 隔で 若 干 交 流 してお り,

残 り約3分 の1の 企業 が 一波 減 員と同 じ間隔 で交 流 してい るにす

ぎない。

C2}実 施 形 態 は職 能 レベ ルの 高 い 程外 部機 関へ の 依 存度 が高 い。

実施 形 態 と して 外部機 関 を利 用 す る 割合 は,シ ステ ム ・ア ナ リ

ス ト(19.7010),シ ステ ム ・プ ログ ラマ(17.890),一 般 プ ログ

ラマ(17.8%),オ ペv－ 夕(10.2%)と,職 能 レベ ルの 高 い 程

依 存度 が 高 い。

{3)社 内教 育 の実 施 状 況

① 自社 独 自で 教 育す る理 由は 「時 間の 都 合 が つ けや すい(19.7

%)」,「 講 師 ・施 設 が そ ろ ってい る(15.3%)」,「 一 度 に

教 育 で きる(14.6%)」,1「 外 部に 適 当 な所 が ない(14.0%)」

が主 な もの で あ る。

② 実 施 主 体は 圧倒 的 に 「コン ピュー タ部 門(80.3%)」t/と な っ

てい る。

③ 教 育 方 法 と して は 「オン ・ザ ・ジ ョブ ・ トレ ーとン グ と講 義
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(20～40Y,47)」 が 中心 で あ る。

④ 社 内講 師 に909・ 以 上依 存 して い る場 合 が 最 も多 い が
,職 能

レベ ルが高 くな る程,そ の依 存度 の 濤 成比 が 下 が っ てい る。'

⑤ 社 内 教育 の問 題 点 と して は,「 講 師 がい ない 」 ,「 カ リキ ュ

ラ ムの 作 成 困難 」,「 致 育 時 間不 充 分 」 「液 材 が少 い」 な どが

あ げ られ て い る。

④ 外 部機 関 の 利 用状 況

① 外 部 機関 を 刈 相す る理 由 と して は .「社 内 教 育の 不 足 を補 う

(約45.ttb)」 が最 も多い。

② 主 に利 用 してい る外部 機 関 と して 「メー カー(約30%)」
,

「各 種団 体(約20%)」 が あげ られ る。

③ 利 用上 の 問 題 点 と しては 「自社 に マ ッチ した内 容 が少 ない」

が最 も多 く,職 能 レ ベ ルが上 が る程 切 実 な問 題 と な って い る

(シ ス テ ム ・ア ナ リス ト58・8%,シ ステ ム・プ ・グ ラマ450% ,

一－rkプ ログ ラマ31 .7%,オ ペ レ ー タ33.2%)。

5・5一 般 管理 者および専門要員の コンピュー タ教育の調査に現われ

た主な意見

'前 記調査toよ び関係 者 との 懇談会において明 らかに
なった主 な意

tt-・ 見 と共通 し綾 望事項 を集約すれば次の紗 で ある。

{1)情 報産業時代 に即応 した教育制度 の確立
◎'

② 標 準 的 カ リキ ュラ ムの 編 成 と教育機 関 の設 置

{3,講 師 の斡 旋機 関 の 必 要

{4}:大 学にお け るコ ン .ピュ 一 夕関係 講座 の 一一波 へ の 囲 放 お よび 夜 間

一265`



講座 の 開設

i5,各 種団 体 の行 な うセ ミ ナ ーを権 威 あ る内容 の もの とする こと

⑥ 一般 管理 者 の再 教 育 にお い て,企 業 柱 営 を組 織 工学 的 に把 握 す

るた めに,シ ステ ム的思 考 を育 成 す る こと

C7}専 門 安 員の 処 塙 給 与 等 を充 分 考 慮 す る こ と

の

6.提 言 事 項

わ れわ れは早 急 に実 施 す べ き事項 を次 の ご と く提 言 す る。

○ 経 営 者 に 対 して

① トップの 理 解 と認 識 の 徹 底

トップは,コ ン ピ ュー タの 活 用 と シス テ ム 開発 の 効 用に つい て

の理 解 と認識 を さ らに深 め て ほ、しい。 こ れ は再 教育 に関す る基 本

的 な問題 で あ る。 そ して トッ プは 全 社的 規 模 に お い て再 教 育 計画

を た て,社 員の 再 教 育 をは か るべ きで あ る。・

② コ ン ピ ュ ー タ専 門要 員 の処 遇 の向 上

企 業 の コン ピュー タ リゼー シ ョンの レベルは,専 門要 員 の 資 質

と熱 意 に負 うと こ.うが 大 きい カ～ 彼 等 に 対 す る企 業 内の地 位 づけ

と処遇 は現 在 のと こ ろ充 分 とは 言い 難 い。 と くに,コ ン ピュー タ

リゼー シ ョン の 中核 と なる上 級専 門 要 員の 処 遇 の向 上 と将来 の保

証 を図 る必要 が あ る。

○ 政 府 お よび 民 間 団体 に対 して

③ 上 級 の コン ピ ュ=夕 要 員 を 育 成す るため の 高 度 の 教育 繊 関 の 設
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立 と標 準 カ リキ ュラム .,教 材 の 開 発

企 業 内 の コ ン ピュー タ リゼー シ ョン 推 進 の 中核 と な る一般 管理

者 層,お よび上 級専門要 員の コ ン ピュ ー タ教 育 を効果 的 に進 め るた

め の 高度 の 教 育傾 国の 設立 が望 まれ る。

また,企 業 独 自の コ ン ピュ ー タ教 育 を 効 果的 に 実 施 す るた め,

峨種 別,階 層 別 等 教育 対象,目 的 に 適 応 す る コ ン ピュ ー タ教 育 の

標 準 カ リキ ュ ラム を作成 し,あ わ せ て教 材 を 開 発 す る 必安 が あ る。

④ コ ン ピ ュ ー タ教 育担 当 講 師 の 充実 と講 師斡 旋活 動 の 必要

企 業内 の コン ピ ュ ー タ教 育 を進 め る上 で,講 師 の 不 足 は 深 刻 な

問 題 と なっ てい る。 そ こ で,コ ン ピュー タ教 育 担 当講 師 の 質 的量

的 充 実 を図 るた め に,各 企業 の 要求 に マ ッチ した 講師 を幅 広 く紹

介 す る斡旋 活 動 が 必要 で あ る。

⑤ 講 習 会,セ ミナ ー の内 容 の充 実

各 種機 関 ・団 体 の 行 な う講 習 会,セ ミナーは,再 致 育 の機 関 と

して 現 在重 要 な役 割 を果 してい る が,社 会 の期 待 に応 え るため に

は,教 育 内 容 を 一 層充 実か つ体 系 化 させ,権 威 あ る もの とす る こ

と が 必要 で あ る。

○ 大 学 に 対 して

⑥ 社 会 人 の ため の 大 学 の 開 放

再 教育 につい て の 強 い 要望 に応 え るた め,大 学 は社 会人 に大 学

院 を 開放 す る と と もに,公 開講 座 を 設 けて,再 教 育 を行 な うこ と

が望 まれ る。
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〔∬〕 各 論

1.ユ ーザ ーに お け る 一 般 管 理 者 層 の 再 教 育

r

■}

コン ピュー タ部 門 以 外 の 管理 者の コ ン ピュー タ教 育 に 関 して,国 な

り経済 界な り が考 え てい かね ば な らぬ事 項 に つ い て,と の部 会 はそ の

立 論 の基 礎 と して アンケ ー ・トに よる現状 調査 を 行 な っ た。

アン ケー トは,業 種 別 ・規模 別 を 勘 案 して214社 を 調査 対 象 と し,

記入担当は教育・研修部 門の責 任者 にあ た っ て も ら う旨,特 に要 請 して行

な われた もの で あ る。 回 収は140社,回 収 率65.4%,そ の 資本 金 規

模別,年 間 売 上 規 模 別,従 業 員 規 模 別分 布 は 次図 の如 く で ある。

1億 円

未満

(17社) (35社) (39社)

200～500

億 円未 満

(28社)

500億 円

以 上

(18社)(3社)

〔第1図 〕 資本 金規模

無回答

、

ト

石■

"蓼

＼

ぴ1・ 一……/0撚00/嫌 ヅ ㍗滋
7膓 30.7% 28.6% 13.6% 17.9%

～
/

/

(11社) (43社) (40社) (19社)(25社)(2社)

〔第2図 〕 年 間売 上規模
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50999人

/㌶ ジ ー99人/… 一 即
14.3% 需 …%

22.1% 32

(20社)(5社)(38社) (31社)

〔第3図 〕 従業員規模

10,000人 以 上

32.9%

(46社)

1

即 ち,資 本 金 で は1億 円～500億 円の間 に72.9%,年 間 売上規 模.

では10億 ～5000億 の 間 に72.9%で ある が,そ の内 にお い ては大体,

規 模 別 に均 し く分布 してお・り,従 業 員規 模 にお い ては,次 の よ うに 広

く分 布 して 居 る。

5000人 未満45%

5000人 以上55%

これ は各種 の業 種 に わ た って 行 なわれ た た めでも あ り,そ の業 種 別

分 布は 第4図 に見 る如 くで ある。

計 算 その他
セ ン タ ー

/製 造 業/金 融メ璽 建w鋭
45.0% 21.4% 6.4%

4,3368
.6%

%%
&,、 ㌢

γ
(63社) (30社)(9社)(6社)(12社)(5社)(L2社)(3社)

r

〔第4図 〕 業 種

次 に コ ン ピ ュ ー タ 部 門 へ の 投 資 状 況 を コ ン ピ ュ ー タ 部 門 人 員,コ ン

ピュ ー タ部門外 の ・ン ピー タ入 口,レ ・ タ・レ料・ 導 入 後 の年 数 等 で

概 観 してみ る と次図 の如 く に なっ てい る 。 ㌻

唱

,

一

一270-一



//29以 下

18.6%

(26社)

30～99入

36.4%

/100～99人/

27.1%

(51社)(38社)

〔.第5図 〕 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 人 員

500人 以 上

200～

499

3

14.3%%

　
(20社)(5社)

8

無回答

●
、

■

(79社)

〔 第6図 〕

22万 円

未 満22～88万 円未 満

・・-99人 、;:0～ ㌫ 〃

11.5% 10.09, 5.7

伽

/

ノ℃

/

(22社)(16社)(14社)(8社)(1社)

コ ン ピ ュ ー タ 部 門 以 外 の コ ン ピ ュ ー タ人 口

無 回答

/

1

/7←55-/・ 一 ー7a22…

36

%

50

%
29.3% 30.7%30.7%

5社X7社)(41社)(43社)(43社)

O.7%

(1社)

〔第7図 〕 コ ン ピ ュ ー タ ・ レ ン タ ル 料

、

?

、

↑,

1年 未満

/・ 一/一 ・轍/・ 一・・⊇/竺/
6.4

%18.6%
22.1% 39.3%

、1a6% /
(9社)(26社) (31社)(55社)

〔第8図 〕 導 入後 の年 数
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即 ち,コ ン ピュ ー タ部 門 人 員 では30～199人 の と ころ に63・5%

が 集 まっ てい て最 も 多 く,部 門外 の コン ビ=・一ータ人 口は99人 以 下 が

72.1%を 占 め,導 入 年数 では か な り平 均的 に 分 布 し てい る もの の3

～10年 の 間 に61.4%が 集 ま って いる。 大 体 この辺 の と ころ が大 勢 の

意 見 を形成 して い る と思 われ る。

レ ンタ ル の ス ケー ルで は,88万 円の超 小 型 級 の もの と想 像 され るも

もの を 除 い て,大 体 等分 に 分 布 され て い る。

業 種別 では,製 造 業 の45%が 圧 倒1的に大 きな シ ェア ーを 占 め てい

るが,金 融 運輸 出 版 ・放 送 ・広告 商 業 建 設,計 艶 ・‥ 等

情 報 社 会 に於 い て特 別 な関 心 を持 た ざるを得 な い業種 を 併せ る と44.3

%と な り,そ の観 点か ら考 えれ ば,ア ン ケ ー トの 解 答 は,業 種 別 によ

る大 きな 偏 りを示 す こ とは ない と期 待 され る。
'

●

1

1.1コ ン ピ ュー タへ の 関心 度

ア ンケ ー トは,人 事 ・教 育 部 門 が 管理 者 の コ ン ピ ュー タへ の関 心

度 を どの程 度 で ある と考 え てい るか に つい て示 してい る。 す でに

、当然 の ことで あろ うが,ほ とん どの 企業 にむ い て一般 管理 者 は コン

ピュー タへ の 関 心 を もって い る。 平 均3社 中1社 の わbで 「高 い 」

と 自己 評価 で きる企業 が存 在 してい る こと は,ま す ま す関 心 が 関心

を 刺戟 してゆ くで あろ うか ら,人 事 ・教 育 担当 部門 に お い ては いか

に して この関心 を 方向 づ け て ゆ くべ きか が重大 な 問題 とな るで あろ

う。
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●

1.2コ ン ピ ュー タ 教育 に つ い て の考 え 方

圧 倒的 多数 の 企 業 が,管 理 者 に 対す る コ ン ピ ュー タ教 育を 行 な っ

い る と答 え てい る。 行 な ってい な い と答 え て い る企 業 の場 合 も,そ

の 理 由 と しては,余 裕 が な い場 合 や 当 面 担 当部 門 のみ に コ ン ピュー

タ教 育 を 集 中 してや ってい る場 合 が大 多 数 を 占 めてい るか ら,方 針

としては,管 理 者 に 対 す る企 業 内 の コン ピュ ー タ教 育 の 必要 を認 め'

て いる こ とが 確認 出来 るの で ある。

さ て,し か しなが ら,教 育 目的 につ い ては,各 企 業 に よ りか な り様

子 が異 る よ うで あ る。 アンケ ー トは,教 育 目的 を

11

2

3

41

引

現実の必要 か ら

将来 に備 えて

協 力体制 作 りに

一般教養 として

その他

の5種 に 分け て行 な った が,こ れ を導 入 年 数 別 に分 類 展 開 した 次 の

'

数 字は,極 め て興 味 の あ る傾向 を示 してい る。

単位,社.()内,%

教育 目的
1.1年

未 満

2.1～

3年 未 満

3.3～

5年 未 満

4.5～

10年 未 満

5.10年

以 上

6.無 回

答
計

1.現 実 の 1 1 7 19 7 0 35

必要から (16の
'(59)

(333) (38.0) (38.9) (313)

2.将 来 に 2 1 4 7 1 0 15

備え (333) (59) (19.0) (140) (5.6) (13.4)

3.協 力 体 3 13 9 19 6 0 50

制作 りに
'(50

.0) (765) (42.9) (3&0) (333) (44.6)

4.一 般 教 0 2 0 5・ 4 0 11

養 (11.7) (100) (222) (98)

5そ の他
0 0 1

(48)
0 0 0 1

(0.9)

計
6

(100.0)
17

(100C)
21ミ

(1000)

50

1(1000)

18
(1000)

0 112

(1000)

〔第1表 〕 導 入年 数 別 教育 目的
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即 ち,第1表 の よ うに,導 入年 数5年 未 満 の企 業 の 場 合,教 育 目

的の重 要度 は次 の 順 位 を示 して い る。

第1順 位 協力 体制 作bに25社

第2順 位 現 実 の 必要 か ら9社

第3順 位 将 来 に備 え て7社

第4順 位 一 般教 養 のた めに2社

これ に対 し,次 の5年 間 の 場 合は 「協 力 体制 作 り」 と 「現 実 の 必

要」 が共 に 同数 の 答 を得 て19社 とな っ て いる。 即 ち,「 現 実 の 必

要」 と い う教 育 目的 が 伸 び て来 て い る。 しか も この傾 向 は,更 に次

の10年 以上 の 企業 の 場 合は,僅 少の 差 では あるが 「現実 の 必要」

の方が リー ドして第1順 位に な ってい るの で ある 。

次 に,「 将来 に備 え て」 と 「一 般教 養 の た めに」 の2つ の教 育 目

的 の間 に も,微 妙 な ウエ イ トの推移 を見 る ことが で きる。

5年 未 満 5～10年 10年 以上

「将来 に備え て」 7(15.9%) 7(14%) 1(56%)

「一 般 教 養」 2(4.5%) 5(10%) 4(22.2%)

即 ち,上 記 の如 く,導 入年 数 が 経 つ に した が って 「将 来 に備 え て」

の ウエ イ トは 減 じ,「 一般 教 養 」 の ウエ イ トが 著 し く伸び てい るの

で あ る。

さ て,導 入 年 数別 に分 類 した教 育 目的 につ い ての ウエ イ トは,次

の よ うな一般 的導 入傾 向 の パ ター ンか ら考 え る と,充 分 納得 で きる

こ とで ある△

山 善 返 コ ン ピュー タを導 入 す る と きは,ま ず何 か手 近 か な業 務

を手掛 け る もので ある。 この時 期 は未 だ企 業 内 の コン ピュー タに
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'一
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●

直よ ・

関 す る理解 が 浅 い に もか かわ らず,そ れ な りの イ ンパ ク トを企 業

内 に与 え る もの で あ るか ら,企 業 内の協 力体制 の ニ ーズが ク ロー

ズア ップ して意 識 され る。

② コ ン ピュー タ導 入 の第二 段階 に 入 る と,そ の時 期 迄 の よ うに 業

務の 仕方 を変 え ない で,た だ人 手 を エ レ ク トロニ ク ス に切 替え た

と い う だけで な く,業 務 の処理 の仕 方 自体 の変 更 が 必要 とな る と

同 時 に,一 部 門 の機 械 だけ で な く,複 数 ・多 数 部門 が機械 化 され

て来 るし,そ の相 互 の関 連の 分析 を 伴 な っ て く る。 したが っ て,

一 般 管 理職 につ い て も,コ ン ピュー ダ 教 育 の 関 心 を 現 実 の必要

か ら痛感 す る よ うに なる。 「現実 の 必要 」 を 最 も多 く意識 して い

るの ば,業 種 別 では公 益事 業,公 社 公 団 を除 け ば製 造 業 に集 中 し,

年 間 売上 規 模 別 に け10億 円未 満 の企 業(小 企 業)を 除け ば500

～2000億 円 が 圧 倒的 な ウ エイ トを示 してい るが
,現 在,一 番 き

び しい変 革を 受 け てい る の は この あた りで は ない か と思 わ し め る。

(3)コ ン ピュー タの 導入 が更 に進 む と,各 部 門 毎 の戦 術 的 資 料の 作

成か ら,更 に 企業 全 体の 戦略 的資 料 や全 般的 意 思 決定 資 料 を作 成

す る 方向 に向 うこ とにな る。 その 内容 は,現 実 に実 現 され る よ り

遙か に早 い時 期か らコン ピ ュ ー タの 高度 の 利用 の 方向 をつ け る イ

メー ジと して企 業 内の一 般 管理 者の 意識 に あ らわ れ,教 育 担 当者

の 企画 の中 に取 り入れ られ る よ うに な る。 「将来 に備 えて 」教 育

す る こ とを 目 的 と して いる とい う答 の ウエ イ トが,次 の 如 く導 入

3～10年 の間 の 企 業 に集 中 して い るせ い で ∂ろ う。 左お,1年

未 満 の33.3%の ウエ イ トは別 の意 味 を示 してい る と考 え るべ き

で あろ う。
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1年 未 満

1～3年

3～5年

5～10年

10年 以 上

2社

1

4

7

1

(33.3%)

(5.9〃)

(19.0〃)

(14.O〃)

(5.6〃)

ω ゴ ン ピュ一 夕の導 入 が更 に進 ん で企業 内 の各般 分野 に浸 透 し,

経 営 管理 の 在 り方 に大 きな 方向変 更 を 与え る よ うに なる と,企 業

内vatsけ る コン ピュー タに関 す る 一般 的 問 題 点 はg技 術的 問題か

ら徐 々 に企業 行 動 や意 思 決定 の在 り方 に移 行 す る よ うに な り、 コ

ン ピュ ー タを 活用 した経 営 管理 の 在 り方 に 順 応 し得 る よ う,な管 理

者 の物 の 考 え 方 職業 生活 や 一般 市民 生 活 上の 適応 が深 刻方 問 題

にな っ て くる。 「一 般教 養」 の た め に と,教 育 目的 を 掲げ て い る

企 業 の ウエ イ トが導 入 年 数が経 つに した が って急 速 に増 えて いる

の も この 辺の事 情 を洞 察 して の こ とで あろ う。

、

」

σ

.

じ

1.5コ ン ピ ュー タ教育 の 内 容

1.3.'1ど ん な知 識 を教 育す るの か

これ に関 す るア ンケ ー トの結果 は明 白に 「ア プ リケ ーシ ョ ン」

と 「情 報 シ ス テ ム 中 の役 割」 に各 企業 の重 点 が 向 け られ てい る と

とを あ らわ してい る。業種 別を とってみ て も,年 間 売上 規模別 や

導 入 年数 別 の何 れ をみ て も圧 倒的 に この二つ に集 中 してい る。 こ

の 場合 「アプ リケー シ ョ ン」 とか 「情報 シ ス テ ム中の役 割」 とい

う言 葉 に よっ て,何 が理 解 され て い る か につ い ては 必ず し も厳密

に考 え に くい 部分 を残 してい る こ と は認 め ざ るを得 ない が,ア ン
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、

A

ご

"

ケ ー トは 少 な く とも 「コ ン ピュー タの 仕 組 み」 につ い て教 育す る

必 要は な い とい う こ とは 定 説 で あ る こ とを示 してい る と読 む べ き

であろ う。

知 識 の必 要程 度 に つ いて も上 記 と同様 の傾 向が は っき り 出て い

る。即 ち 「活用 を見 出す ま で」 と 「シ ステ ム の 分 析 ・設 計」 に集

中 してお り,「 コ ン ピュ ー タの 概念 」 には 数企 業 を散見 す る こ と

が で き るが,「 プ ログラ ム 習得」 迄 の必要 は ほ とん どの企 業 が こ

れ を認 めて い ない。

上 記 は要 す る に,一 般 管理 者 に対 す る教育 は コ ン ピュー タの技

術 教 育 では な く,い わ ゆる シス テ ム的 考え 方 や 経 営管 理 に お け る

コ ン ピュ ー タの具 体 的 な活 用の方 法 を 内容 に し なけ れ ば な らぬ と

い う考 え方 が,既 に 一般 の 常識 に な っ てい る とい う ことが示 され

てい る と見 るべ きで あろ う。

1.3.2ど の よ うな方 法 で教育 す るの か。

こ の 点に関 してアンヶ_ト はダ各 企 業 が 色 々 な点 で模 索中 で あ る

ことを あ らわ してい る。

まず,自 社 独 自で や る か,外 部機 関 を利 用 す る か に つい ては 約

過 半 数 の企 業 が 「両 者 併 用 」 と答 え て 余 り,し か も 自社 教育 に つ

い て も外 部 機 関 利 用 に つ い て も外 的 な制 約 に よ る もの よ り,本 質

的 な困 難 さを 訴 え て い るの で ある。 即 ち,自 社教 育 の問 題 点 の う

ち,「 時 間 が不充 分 」 「施設 不 充分 」 の 環境 条 件 の制 約 は30.9

%に 対 し,「 カ リキュ ラムの 困難 さ」 「教 材 の 不足」 「社 内 協 力

の不備」 「適 当な 講師 が い ない」 等,教 育 企 画上深 刻 な問 題 点 を

あげ てい る もの が34.4%と 製 薬条 件 の制 約 を上 廻 っ てteり,更
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にその 中で も 「カ リキ ュ ラムの 困難 さ」 と 「適当 な講 師 が い な い」

の 両者 でそ の ほ とん どの ケー スを 占めて い る(34.4%中28・2%)。

一方
,外 部機 関を 利 用 してい る場合 につ い て も,こ の教育 手 段

につ い て決 して満 足 し てい る とは いえ ない こ とは,外 部機 関 のみ

に よっ て 教 育 を行 な っ てい る企業 の 比率 が12.1%に 止 っ てい る

こ と自体 に も見 る こ とが で きるが,更 に 外部機 関 利 用の 問題 点 と

し てあげ られ て い る もの の うち,「 自社 に適す る コ ース が な い」

「講 師 ・内 容 に不 満」,即 ち教 育 企 画上 致 命的 と思わ れ る 問題 点

を あげている ものが,約60%に 達す る こ とを見 て も明 白 で あ る。

しか しな力転 ア ・ケ ー トの数 字 は,各 企業 が この よう 縮 況

の 中に あ って も,そ れ な り に或 る方 向 性 を形 づ く りつ つ あ る こど

を示 して い る。即 ち,自 社 独 自 で行 な ってい る企 業の 数 ば次 の如

く,導 入年 数 がた'つに した が っ て ウエ イ トを増 し てい る こ とを見

るの で ある。

f

◆

5年 未 満

5～10年 未 満

10年 以 上

66社 中12社(18.2%)

55社 中13社(23・6%)

'

19社 中7社(36・8%)

ま た,自 社 教 育 の 最大 の理 由 と して あげ てい る もの は,「 独 自

教 育の 必 要 性」 に集 中 してお り(65%),自 社 教 育 の 重 点に つ い

て は,「 ア プ リケ ー シ ョ ン 」 に 約62%の 答 が 集 ま っ て い る 。

こ れ を 前 記1.3.ユ と 総 合 し て み れ ば,多 く の 企 業 に お け る 一一－L般

管 理 職 に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ教 育 の 内 容 は,次 の よ う な イ メ ー ジ

の も の で は な か ろ うか 。

`

↓
、

'

'二
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「その 企業PRに おい て独 自 に開 発 さ れ,ま た は され つ つ あ る

ア プ リケ ー シ ョン が,そ の 企 業 の情 報 シ ステ ムの 中 で 如何 なる

役 割 を 果 してい る か を理 解 し,更 にそ の 発展路 線 上 にシ ス テ ム

の 分 析 ・設計 手 法 に 沿 った 流 儀 で コ ン ピュー タの 活 用を見 出 し

てゆけ る よ うに す る,」

この辺 の事 情 は,外 部機 関 を利用 す る理 由の う ち,「 社 内教 育

の補充 」 に50%の 答が集 ま っ て い る こ とか ら も見 る こ とが で き

る し,ま た,主 に利 用す る外 部機 関の うち,質 的 に依存 度 の高 い

と思 われ る 「コ ン ピ ュー タ ・メー カー」 「ソフ トウエ ア会 社」

「大学 」 を合 計 した ウエ イ トが30・4%で あるのに対 し・い わrrts

そ らくか な り選 択 的 な 態度 で 利用 して い るの では ないか と思わ れ

る と ころ の 「各 種 学校」 「通信 教 育」 「ラジオ ・テ レ ビ」 「各 種

団 体」 等 を合せ た ウエ イ トも32.6%に 達 し,こ とに各 種 団 体 の

行 な う もの は,業 種 別,年 間 売上規 模別,導 入 年数 別 の いず れ の

場 合 に つ い て も,全 般 に わた って利 用 され てい る こ とに よ っ て う

か が え るの で ある。

.㌻

遁

1.4一 般 管理 職 に 対す る コン ピ ュー タ教 育 の実 施主 体 …

管理 職 に対す る コ ン ピュー タの 教 育 を 全社 的 に取 り上 げ てい る か

どうか とい うこ とは,そ の 企業 の コン ピュ ー タの 利用 度の レベ ルや

情報 の システ ム化 に 対す る 姿勢 を示す もの と考 え て よい。 ま た,全

社 的 にかか る教 育 を と り上 げ て い るか ど うか を端 的 に示 す もの は,

自社 教 育 の場合 の 実 施 主 体が 教 育研修 部門 に あるか ど うか で あ る。

そ の 点,ア ン ケー トはか な り明瞭 に この傾 向 を示 してい る といえ
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よ う。 即 ち以 下の 如 くで ある。

まず導 入年 数 別 にみ る と,教 育研 修 部 門 が実 施 主体 に な って い る

ウエ イ トは 次 の よ うに な って い る。

5年 未 満

5～10年 未 満

10年 以上

37社 中8社(21.6%)

46社 中15社(32.6%)

14社 中6社(42.9%)

また,年 間売 上規模別にみ ると

29社 中

35社 中

12社 中

19社 中

6社('2().6%)

10社(28.6%)

4社(33.3%)

8社(42 .1%)

`

500億 円未 満

500～2000億 円未満

2000～5000億 円未満

5000億 円以 上

◆

,

お お む ね コン ピュ ー タの 利用度 は 導入 年数 の長 い とこ ろ程,ま た

売 上規 模の 大 きな と ころ程 高 い と考 え られ,そ の こ とは当然 コ ン ピ

ュー タの 利用 に 対す る企業 全体 の姿 勢 も積 極的 で ある と推 定せ しめ

る。 教 育研 修 部門 の 実 施 主体 性 が高 い こ とは,こ の 傾 向 を示 して い

る もの と考 え られ るで あろ う。

1.5提 案

1.5.1管 理 職 向 け シス テ ム教 育 カ リキ ュ ラム の作成

シ ス テ ムの概 念 は 必ず し も,1本 に標準 化 したb,厳 密 に規 定

す る必要 が あ るか どうか は まず問 題 であろ うが,現 在 この シス テ

ム とい う言 葉 が 使 われ る と きに展 開 され るい くつ かの考 え方 に慣

れ てい く こと は必要 で ある。 た とえば,オ ペ レー シ ョナ ル ・レベ
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ルにお け るシ ス テ ム概 念 は,業 務 や事 務 の流 れ や情 報 の フ ィ ー ド

・バ ック等 を め ぐっ て形成 され る で あろ う し,管 理 レベル 以上 に

お い ては意 思 決 定 の構 造 や,イ ン プ ッ ト・ア ウ トプ ッ ト情 報 の把

握 に重 点が おか れ て要 素間 の解 析 が 指向 され る で あろ う。

あ るい は,更 に経 営 層 に あ っては,シ ス テ ム とは経 営 内 の各 要

素 要 素の 定量 的把 握 と要 素聞 及び 全体 と の関 連 にお け る相互 の変

動 に 対す る感度 の 把握 や,こ れ 等 を 総 合的 に理解 す る シ ミュ レ ー

シ ョンの 設 定 の よ うな こ とが重 要 で、あろ う。

各 企 業 では,自 社 に適 す る教 育 カ リキ ュ ラム を作 成 しなけれ ば

な られ 陪 その モデ・レとなる ・うなものが臆 され る とと噛

め て有 益 であろ うと思 わ れ る。

1.5.2事 例 研究 的 教 材 の作 成

シス テ ム的 考 え方 を教 育 す る とい って も,一 般企 業 の 管 理 職 に

管理工 学 的 な 理論 的 説 明を 展 開 し て も をま り効 果 的 とは 思 われ な

い。 必要 な こ とは,そ れ ぞ れ の 企 業 に お いて,必 要 と して い るシ

ス テ ム概 念 を 実 務 の 実際 に お い て理解 してい く こ とで あ り・ シ ス

テ ム 理論 を 現 実 に 適用 して い く力 を つけ る こ とで あ る と思 われ る。

最 近 よく 「問 題設 定 能 力」 こそ必要 で あ る といわ れ てい るの は こ

の こと に外 な らな い。

さて,か か る教 育の 手段 と して米国 等 にお い て よ く用 い られ て

い る方法 に事例 研 究 があ る こと は既 に よ く知 られ てい る こ とで あ

るが,日 本 にお い て も,こ の際 大 いに導 入す る必 要が あ る と思 わ

れ る。

この事 例研究 は,ま ず 数多 くの事 例 を た えず 新 し く作成 して ゆ
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か ね ば な らな い こ と,材 料提 供企 業 の協 力 を数 多 く持 つ こと 等

経 費 ・人材 ・時 間の 面 で か な り大 規 模 な もの を 覚悟せ ね ば な らな

い の で,一 企 業 毎の 努 力 では なか な か むず か しい も ので あ り,企

業 レベ ル を超 え た プ ロジ ェク トを 組 む 必要 が あ ると思 わ れ る。

1.5.3総 合 的 意 思決 定 力 の酒 養

とか く従来 の 企業 内 教 育 では,個 別企業 内 に おけ る合 理 性,合

目的性 に終 始 して い た き らい が あ った。 しか しなが ら,高 度 の情

報 化 社会 に おい ては,経 済 社会 の 運営 は,企 業 を包 摂 して,よ り

広 く,か つ緻 密 にシ ステ ム化 され た社 会 の成 立 を 求 め る ように な

る と共 に,社 会の 運 営 に 参画 したい とい う個 人 の 欲求 は ま す ま す

強 くな る もの と思 わ れ る。 か か る社 会 に お い ては,企 業 内 に おけ

る意 思決 定 の あり方 も単 なる 経済的 合理 性 の 追 求 のみ でな く,社

会的 正義 に か な う もの で あ り,か つ,民 主 的 な、あψ 方 を もって 行

な われ なげれ ば な らない の では ないか と思 われ る。 しか して,こ

の三 つの観 戦 即 ち

合 理的 意 思決 定 … …(こ の場 合 の 価値 の 規 準 は経 済 性)

社 会的 意思 決定 … …(こ の場合 の価 値 の規 準 は 正 義)

民 主 的 意 思 決定 … …(こ の 場 合 の価値 の 規 準は幸 福)

を 具 体的 な情 況 にお いて 総合 的 に行 な っ てい く力 こそ が,こ れ か ら

の高 度 情 報社 会 に お け る一般 企業 の 管理 職 に求 め られ る一般 教 養で

ある と思 われ る。

今 回の アン ケ ー トに お い て,一 般教 養 と して の コ ンピュ ー タ教 育

の 必要 を 指摘 され た 企 業 が,比 較 的 導 入 年数 の 長 い企業 に 多 い こ と

が あ らわ れ てい るが,上 記 の ような 総合 的意 思 決定 能 力の 必要 を 意
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識 し て ゆ く こ と は,

れ る 。

も っと大 きく取 り上 げ られ ねばな らない と思 わ

●

(

何

ピ
㌔

'●

.

〉
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2.ユ ー ザ ー に お け る コ ン ピ ュー タ 専 門 要 員 の 再 教 育

6」

皇

,

2.1コ ン ピュ ー タ専 門 要 員の 定 義

こ こで い うコン ピュ ータ 専門 要 員 とは,企 業内 再教 育 に 関 す る テ

ー マで あ る こ とか ら,ユ ーザ ーの 立場 か らの 定 義 を与 え てい る。

そ の 意 味 で,メ ー カ ーの立 場 に た つハ ー ドウ ェアに 関 す る エン ジ

ニア は 除い、たが..ソ フ トウ ェア に 関す る エ ン ジニ アは,コ ン ピ ュー

タを 効果 的 に 利 用す る ために,ユ ー ザ ー側 に も必 要 で あ るの で 定 義

に 含 め て あ る。

さて,ご く一 般 的 に い っ て,企 業 内 でふ さわ しい ニ ー ズ を発 見 し

コン ピ ュー タ を 活用 して,効 果 的 な設計,運 営 をは か る た め に は,

次の よ うな 職種 が 必 要 と考え られ てい る。

問題 コ ン ピ ュ ー タ

①

シ ス テ ム

ア ナ リ ス ト

②

プ ロ グ ラマ

'

〉

③

パ ン チ ャ ー

④

オ(ミ レ ー タ

〉 ≒

チ〆

(1)シ ステ ム ・ア ナ リス ト

現 行 シ ステ ム を分 析 し問題 点 を指摘 して,コ ン ピ ュー タ活 用 の

新 シ ス テ ムの 設計 図 を画 く要員。

(2)プ ロ グ ラマ

そ の設 計 図 に従 っ て,効 果 的 に コ ン ピ ュ ータを 動か す プ ログ ラ
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ム言 語 に 翻 訳 す る要 員。

(3)パ ン チ ャー

コン ピュー タに読 み こませ る た めに,プ ログ ラム言 語や デ ー タ

をカ ー ドに 穿孔 す る要 員

(4)オ ペ レー タ

コン ピ ュー タを操 作,運 営す る要 員

以 上の 職 種 か,ご く一 般 的に 与 え られ てい る 名称 で あ るが,コ ン

ピュ ータ に関 す るス ペ シ ャ リス トを 養 成す る とい う立 場 か らは,い

くつ かの 検討 が 必要 で ある。

(A)シ ス テ ム ・ア ナ リス トと プ ログ ラ マにつ い て

まず,シ ス テ ム ・アナ リス トとは,教 育 対 象 の 中心で あ るに も

か かわ らず,概 念 が ば く然 とし てい て種 々の 解 釈 が な され てい る。

この 際,プ ログ ラマ との 境界 や そ の 関係 につ い て もは っ きり させ

てお く必要 が ある。

そ こで,シ ス テ ム ・アナ リス トと プ ログ ラマ につ い て,次 の よ

うな細 分 化 をお・こ な う。

(1)シ ス テ ム ・ア ナ リス ト(叉 は,プ ランナ ー)

現行 シ ス テ ム を分 析 し,コ ン ピ ュー タを活 用 した 情報 処理 の

新 しい シ ス テ ムを 設 計す る要 員。

(2)シ ス テ ム ・プログ ラマ

コ ン ピュー タを 効果 的に活 用 す る た めオ ペ レーテ ィン グ ・シ

ス テ ムや コ ンパ イ ラー な どの ソ フ トウ ェアを研 究,開 発す る。

(3)一 般 プ ログ ラマ

上記{B}と{D)以 外 の プ ログ ラマ。

一一・266-一
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◆

▲

(4)技 術計 算 プ ログ ラマ

技 術 計 算 を 専門 とす る。

(B}パ ン チ ャー,オ ペ レー タ につい て

パ ンチャーに ついては,近 年,端 末 機,OCR,マ ー ク ・リー ダ

ーな どの ダイ レク ト・イン プ ッ トの 開発 に ょ り,教 育対 象と して

は,そ の比 重 を下げ て きて い るの で除 くこ とに す る。

しか し,オ ペ レータ に つ い ては,ま す ます 高 度 に なる コン ピ ュ

ー タ ・シ ステ ム を効率 よ く操 作 ,運 営 す る ことは ユ ー ザ ーの立 場

か ら大切 で あ るの で と りあげ る こ とにす る。

そ こ で,

(5)オ ペ レー タ

コン ピ ュー タ を操 作,運 営 す る要 員

とす る。

以 上,ω ～㈲ が,こ こ でい うコ ン ピュー タ専 門 要 員 で ある。

また,こ の 分類 を次 に あげ る 「専 門 要 員の コ ン ピ ュー タ教育 に 関

す る調 査 」に 適 用 してい る。

白

●

◎

2・2コ ンピ ュー タ専 門要 員 の再 教育 の現 状 分析

再 教 育の 現 状 分析 を 「専 門要 員 の コン ピ ュー タ教 育 に関 す る調査

集 計 結 果 」か ら行 な う。

22:1.　 調査 対 象'一

調 査 対 象 は,デ ータ ・プロ セ シ ン グの 経験 を 有す る 企業157

社 で 第9図 の よ うに製 造業43g%,金 融 関係2L7%,そ の他

で の コ ン ビ=一 夕 ・ユ ー ザ ーで ある。 資本 金 の 規模 は,第10図
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の よ う に ・50～200億 円 未 満 が29.3%,1～50億 円 未 満

が255%で あ り,年 間 売 上 高 は,第11図 の よ う に500～

2,000億 円 未 満 が29.3%,1～50億 円 未 満 が255%で あ

り,さ ら に,第12図 の よ う に 従 業 員 が1,000～4,999入 が

31.8%,5,000～9,999人 が2α4%と,大 企 業 が 大 半 で

あ る 。 出広 計 セ 公団 建 そ

版 告 ン 益 設の
・業 算 多 事 不 他

警↓ ↓ 芋 竃↓

(69社)

霊'保 険'運 輸業

(34社)

〔第9図 〕

(14社)(6ネ])(]0‡[)↑(12社)壬7‡ 」)

(5社D

業 種

回
答
↓

/よ億ヅ ・<一 億円未 ⑳認 満/5当/
]2】% 255% 293% 】&5% 108%

a8
%/

'

(]9老」)(40ネ 止)(46十 」)(29担)

〔第 五 〇図 〕 資 本 金 規 模

(17子D(6社)

2,000～5000

億 円 未 満

無
回
答

1↓

開/… ・噺ヅ ーW戸 ・・鍵
"Z6%3a8%293% 115% 159%

,、

(12社)(53社)(46社)(18社)(25社)

て第11図 〕 年 間 売上 規 模

一288－

L9%

(3社)

o

▲
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司

企 業 数 %

1499人 以 下 22 140

2500～999人 7 45

3工000～4999人 50 318

45000～9999ノ ＼ 32 2α4

510000人 以 上 45 287

6無 回答 1 06

ゴ 「・^層 丁'F

計 157 10α0

〔第12・ 図 〕 従 業 員 規 模

ま た,コ ン ピ ュ ー タ に つ い て 熱 心 な と こ ろ が 多 く,52.g%が

部 と し て 企 業 の 中 に 置 い て い る し,コ ン ピ ュ ー タ 要 員 数 も,第

13図 の よ う に30～99人 が369%,iOO～199人 が

287%で あ る 。 経 験 も,第14図 の よ う に5～10年 未 満 が

427%,3～5年 未 満 が22.g%で あ り・ こ の ア ン ケ ー トは あ

る 意 味 で 日本 の コ ン ピ ュ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の リー デ ィ ン グ ・カ ン

パ ニ ー の 意 見 で あ る と も い え る 。

無

回

500人 以 上 答

S

、

仔

＼ ノ

/⌒ プ ・～/一 　/1;拓
】91%3(ig% 287% 127% L》

(・・祖(58社)(45社)(2鴨 晶%

〔第13図 〕 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 人 員
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㎜

霧 ・一・年櫛 ・一・年繍

(]0社)(25社)(36宅 と)(67社)

〔第14図 〕 導 入 後 の 年 数

(18社)↑

(16%

(1社)

22.2コ ン ピ ュータ 専 門要 員 の 処遇

日本 の 代表 的 な コン ピ ュー タ 利用 の 各 社 は,ど の よ うに コン ピ

ュー タ専 門要 員を 扱 っ てい るで あろ うか 。

まず,従 業 員 の うち,か な りの人 員 を コ ン ピ ュー タ に たず さわ

らせ,組 織 上,部 と して扱 っ て いる こ とは,上 述 の通 りであ るが,

コ ン ピ ュー タ専 門要 員 を特別 な専門 職 とみ な してい るか ど うか に

つ い て は 次の とお・りで あ る。

ひ とつ に,特 別 手 当 を支給 して いる か に 関 して,貌15図 の よ

うに 約70～80%が 特別 手 当 を 出 して い ない。 しか し,約5%

の 支 給 してい る会 社 の ある こ とや,約6%が 支 給 を予定 してい る

と回 答 し てい る こ とは 注意 を要す る。

また,オ ペ レー タ に関 しては,そ の 職 種 のは っ き りしてい るた

めか,12.1%が 支給 してい る。
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◎

●

シ ス ァ ム ・

ア ナ リス ト

シ ス ア ム ・

プ ログ ラ マ

ー 般

プ ログ ラマ

技 術 計 算

プ ログ ラマ

オ ペ レー タ

支給 予定 支給 していない 無回答

鼎1ご

づ ヲ …%'/a3%

』%会 ㍉
/L

・叩%＼ ∵ …%← ぺ 三 ・%

lllll修
5グヅ809%70%

1多 1誤 謬 籔 鶯 ・ジこ燈
・3べ4ω%`4]%

〈 膨
.」9・"、 ・

1211・%25多 7a2% 12.1%

〔第15図 〕 特 別勤務 手当の支給

つ ぎに,専 門職(ス ペ シ ャ リス ト)と して組 織上,ど の よ うに

位 置 づけ てい るか に 関 して,人 事 の交 流 に つい て調べ る と・、第

16図 の よ うに 一 般職 員 と同 じ扱 い が,約16～20%で,か な

りの 人事交 流 を してい るが,約35%,人 事 交 流 な く専 門 職 と し

てい るが,約35%と ある。

'メ
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シ ス ァ ム ・

ア ナ リス ト

シ ス ア ム ・

プ ロ グ ラ マ

ー 般

プ ログ ラマ

技術 計 算
プログラマ

オ ペ レ ー タ

してい な い 可成 りしている 一般職員と同じ 無回答

357% 357% 2α4% 76%

///
3a8 28.0 】4.6 2a5

＼ ＼ ＼
389 357 19.] 63

】78 172 89 56]

＼
31.8 363⑳ 】97 12]

●

,

〔第16図 〕 人 事 交 流

2・23専 門要 員の コン ζ ユ一夕教 育

ω 教 育 の実 施 形態

教育 の実 施 形 態は,一 口に い っ て第17図 の よ うに 職能 レベ

ベノしが 高 くな る程,外 部 機 関へ の 依 存 が大 きい といえ る。

た とえ ば,一 般 プ ログ ラマ は,自 社 対外 部 の 比率 が166(%}

:178{%)で あ り,だ いた い 等 しい といえ るが,シ ステ ムア ナ

リス トは,1Q8(%):197(%)で あ り,外 部 へ の依存 度が 自社

の2倍 に 近 い。 これ は,シ ス テ ム 分析 に関 す る手 法 な り事 例 研

究 が必要 なこ とが あげ られ よ う。 さ らに,シ ス テ ム ・プ ログ ラ

マ(ソ フ トウ ェア開 発 者)で は,83(%):178(%)で あ り,外

部 へ の依 存度 が高 ま り,自 社 の2倍 を越 え て い る。
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◎

▲

シ ス ァ ム ・

ア ナ リス ト

シ ス ァ ム ・

プ ロ グ ラ マ

ー 般

プ ログ ラマ

技 術 計 算
プ ログ ラマ

オ ペ レー タ

】α8% 197% 6a7% 57%

///
&3 ]78 52.9 21.0

＼ ＼ ＼
]66 ]78 6α5 51

/
a6 51306 54.8

、＼

350 】α2 4a3 ]1.5

自社独自 外部機関 併 用 無回答

〔第17図 〕 教 育 の 実 施 形 態

(2)自 社 独 自で教 育 す る理 由

自社 で教育 す る積 極 的 な理 由と して,第18図 の よ うに 「時

間の 都 合 が つけ や い(19.7%)」 こ とと,「 一度 に 教 育 で き

る(14・6%)」 こ と とが あげ ら れ てい る。 これは,そ の背景

に 「講 師,設 備が 備 っ て い る(153%)」 こと を,自 社 教 育

の理 由 に もあげ てい る。

つ い で'消 極 的 な理 由 とし て あけ られ てい る 「外 部 に 適 当 な

と ころ が な い(14.0%)」 とい うの は,外 部教 育 機 関へ の 要

望.に もつ なが る もの と解釈 で きる。
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安上 り

當 號 ⇒ 榛/艦 ヲ価値/無回答/
1・・%㍊1a・% 146% 14.0%159% 185% /
(24社)(3祖(31社)(23社)(22社)(25社)(29社)

第18図 自社独 自で教育す る理 由

(3)教 育 の 実 施 主体

教 育 の 実 施 主体 は,第19図 の よ うに 圧倒 的に コ ン ビ=一 夕

部 門が 多 く,80%強 で あ る。

▲

/

教育 研 修

部 門 コ ン ピュー タ部 門.そ の他 無 回答

/
誓 8α3% 153% /

(5初(126社)エ1%(24社)

〔第 、9図 〕 教 育 の 実 施 主 体 ㈱

(4)教 育 の 方 法

教 育 の方 法に つ い ては,①OJT(OntheJσbTraini'ng)

② 講義 ③ 研 究 会 が 主 な もの で あ り,そ の うち で も・第20図

の よ うにOJTが 圧倒 的 に 多い 。

た だ,OJTの 果 す 役 割が,技 術 計算 プログ ラマ(95%),

一般 プ ログ ラマ(157%),シ ス テ ム プ ロ グ ラマ(218%)

シス テ ムア ナ リス ト(332%)と 増加 して い る。 これ と逆 に

(講 義+研 究 会)は,そ の絶 対量 と比 重 が低 下 してい る。
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q.

'

■ 一

技 術 計 算 プ ロ グ ラマは,オ ー ブ ン ・プ ロ グ ラマ の 多 い こ とを

考 え る と,コ ン ピュ ータ 部 門 の 知 識 の 取得 は,OJTが 中心 と

いえ そ うで あ る。

00講
JJ義
TT+

:㌶ 気(117

シ ス ア ム ・(96)

プ ロ グ ラr7

;。 グ,磐(121

技 術 計 算(639・5
プ ログ ラマ

オ ペ レー タ(123

オンザ,講 研 講+研+研OJT・ そ無

OJT(ジ ョブ・)究 究 究

トレーニング 義 会 義 会 会 τ{罐 鵠
3a2%26%娠 2a2 77 43 222 aξ)

)
.

7

6

〃// /
218% 272 1α4 272

叫
瞬 ＼ ＼

15758 1.7 446 66 19,841
〕

「

〕

ー

1

3

3

////
95 9532333 952・70a

＼ ＼ 、 ＼ ＼
3(U 24 4a2

∋

49

1

]a8

1、 Ω2玲

〔 第20図 〕 教 育 の 方 法

㈲ 社 内 講 師へ の 依 存 度

コン ピ ュータ 専門 要 員を 教 育す るに あ た って,90%以 上社

内講 師 に依 存 してい る会 社 が,調 査 会 社 全体 の う ち多 くの パ ー

セ ンテ ー ジ を占 め てい る。

そ の数 を各 種 の コン ビ=一 夕 専 門要 員 につ い て み る と,第21

図 の よ うに オ ペ レー一夕tt6α1%,技 術計 算 プ ログ ラ マ460

%,一 般 ブ1ログ ラマ4L3%,シ ステ ムア ナ リス ト393%,
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シス テ ム プ ロ グ ラマ364%で あ る。

ここで も,職 能 レベル が 高 くな る程,社 内講 師へ の依 存 度 が

下 が る こ とが,は っ き りとで てい る。

回

シスアム ・
アナリス ト

(H7)

シ ス テ ム ・

プ ログ ラ マ

(96)

一 般

プ ロ グ ラマ

(121)

技 術 計 算
プ ロ グ ラマ

(63)

オ諸 諸

10%未 満10～4040～6060～9090%以 上 答

]62% 12.8% 77% 21.4% 393%

ふ

/ /＼ μ・
125 14.6 ]a5 198 364 4.2

///＼
58 9] 2062a341.3

・

/μ ・

4.8 127】27]90
:、

'460'4
.8

///＼
τ3 4] 98 ]71 6αi

-

1

〔第21図 〕 社内講 師への依存度

1.6

▲

、

◆

(6}社 内教 育 の 問題 点

社 内の 教 育 に 関す る問題 は,コ ン ピ ュ ータ教 育 に つ い ての_

つ の 課題 を提 起 してい る。 これ は,コ ン ピ ュー タ教 育 の方法 で

す で にの べ た よ うに,OJTが 中心 で,体 系 的 な知 識体 系が な

いた めに,「 カ リキ ュ ラム 作 成 困難 」 「教 材 が ない 」 「講 師が

い ない」 とい う圧倒 的 な意 見に 結 び つ いて い る。 これ らの 問 題

点 が 全体の パ ーセ ン テー ジに 占め る 割合 は 第22図 の よ うに や

は り職能 レベル が 高 くな る程,い ち じる し く増加 して い る。
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へ
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詩

感
禽

▼

オ ペ レー タに関 しては,31.5%,一 般 プ ログ ラマは32.2

%,技 術計算 プ ログ ラ マは338%で あ るが,シ ス テ ム プロ グ

ラマ4&7%,シ ステ ムア ナ リス トは57%の ご と くで ある。

こ こか ら,あ る意 味 で,OJT中 心 で きた 知 識 を 教育 にふ さ

わ し く体 系 化 をほ どこす 時 期 に きてい る とい え よ う。

また,教 育時 間 が 不 十 分 とい う社 内 的理 由が16～18%あ

り,そ れ は 各社 が 功業 に忙 が し いた め で あろ う。

施不 そ
教育時間 カリキュラム 教材が 十 の
不十分 作成困難 ない 設分 講師がいない 他 無回答

=㌶ ぶ(351)

シ ス ァ ム 亀
(288)プ ロ グ ラ マ

ヲ 。グ,磐(363)

繁 繁(18・)

オ ペ レー タ(369)

1&8% 1ag%

手

】57%2214 2.0 ]96

/
1&4 167]2」ga519] 2c 270

＼//
193 ]2,279 52]22 a3 3息9・

///
158122 ?952 122.a3 455

/1
]78125 ao4.] 】α0 2,544.]

〔第22図'〕 社 内教 育 の 問題 点

(η 外部機関 を利用 する理 由

外部機関を利用する理 由は,第23図 の よ うに 「社内教育 の

不足を補 う」が65%で 圧倒的である。
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'㌘ 芸(
131

完;;ら 臼1]

;。 グ,磐(123

蓼腸 管(56

オペ レー タ(84

適切な内容 社内教育の不足補 う

そ
の
他

社
内
に
施

設
が
な
い

教
育
効
果

上
る

311 252% 473% 122%1ao% a3%

1・}

`

56:

/ /
25L2 4工4 162126 46

＼
23{… 398 162122 50

/＼ ＼
250 480 ]α7125 a8

/ /
841 25」0 41.7 155LL9 タ 59

〔第23図 〕 外部機関を利用する理 由

o

ム

、

/
.
・
ろ
(

{8}主 に 利 用 し て い る 外 部 榛 関

メ ー カ ー が3割 強 で,い ち は ん 多 く,・ つ い で,各 種 団 体 が 多

い こ と が 注 目 さ れ る 。 と く に,各 種 団 体 ¢)利 用 は 第24図 の よ

う に 職 能 レ ベ ル が 高 く な る 程,そ の 割 合 を 高 め て い る 。 オ ペ レ

ー タ の1a1%に は じ 『ま っ て,一 般 プ ロ グ ラ マ の163%,シ

ス テ ム プ ロ グ ラ マ の21.6%',技 術 計 算 プ ロ グ ラ マ の238%

シ ス テ ム ア ナ リ ス トの29,0%と な っ て い る 。

また,ご く_般 的 にい っ て,メ ー カー に 対す る教 育 内容 は 使

用 の コン ピュー タに関 す る知 識 が大 半 といえ よ うし ・各 種団体

の 利 用は,一 般 的 な事 例 とか手 法 とかが 中心 とな って'い よ う。,

そ の た め に コ ン ピ ュータ ・スペ シ ャ リス トの別 に よっ て ・各 種
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.'

'
ぷ

ゴ

冒
へ「爵 '

「

シ ス テ ム ・

ア ナ リス ト

団 体 の 利用 割 合 の 差 が で て きて い る一と考 え られ ・る。

通

信

教

メー カー 育

(393)

発;;二(333)

ヲ。グ,磐(369)

勢 ξ弊:(168

オ ペ レー タ(252

そ
の

各種団体 他 無回答

3α6% 4.8 29061 295

//

)

)

)

322 45 21.64.{}3rZ5

//
322 4.3 163 544L8

/1＼ ＼
2a8 4.8 23854 362

＼＼//
34.5 4.C 1a] a[44.4

〔第2'4図 〕 主 に 利用 して い る外 部機 関

(9)外 部 機関 利 用 上 の問 題 点

第1に 多 いの が,「 自社 にマ ッチ した 内容が少 ない 」 とい う

ことで あ り,こ の 問 題は,職 能 レベ ル が 高 くな るほ ど切 実 とな

っ て い る。 そ の割合 は,第25図 の よ うに オペ レー タ と一 般 プ

ログ ラマ は,各 々,約30%で あ'9."{,技 術 プロ グ ラマは40

%弱 で,シ ステム ・プログラマは45"/o,シ ステム ・アナ リス トで

は 実 に60%近 くあ る。 職 能 レベ ル が高 くなる 程,教 育に対 し

て は と くに実 際 の仕事 に役 立 つ 内 容 の 充 実 が期 待 され て いる。

っ ぎた,「 時 間 に制 約 さ れ る」 とい う問題 では,約20%強

の 比 重 で あ り,そ の 中 で も,オ ペ レ ー タ と一 般 プ ログ ラマは,

30%強 で あb,現 業 に追 われ て と くに 出に くい と思 わ れ る。
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そ の点の配慮が望 まれ る。

シ ス テ ム ・(131)

ア ナ リス ト

シ ス テ ム ・(111)

プ ロ グ ラ マ

ー 般

(123)プ ロ グ ラ マ

繁 幾(55)

オペ レー タ(84)

自社 に マ ッチ した 内容 少 な い

無
回
答

そ
の
他

地
域
的
制
約

胸締
る響

新
鮮
味

が
な
い

588%69 22.96.」 5」3

二乙/∠
45063 279

、

&塁 江、a6

ン//
317 65 鉾き

「

1α6187

＼ ＼c曲 い

,3921α7 17916116]

7∠
32.2 a6 33.4]L9 190

、

、

弟

〔第25図 〕 外部機関利用上の問題 点

2.2.4専 門要 員に 必要 な知 識k・よび 養 成 の 方法

(1)部 門以 外 の 専 門知識 の 必 要 性

部 門以 外 の専 門知 識 の必 要{生を 認 め てい る割合 は,鋤26図

の よ うにオ ペ レー タは350%,技 術計 算 プ ログ ラマ は4L4

%,一 般 プ ロ グ ラマ,シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラマ は,各 々70.7

%,シ ス テム ア ナ リス トは,実 に,93%で ある。

しか し,と くに オペ レ ー タに 関 しては,部 門以 外 の 専 門知 識

が不 必要 とす る もの が,4&4%と,必 要 と認 めてい る以 上の

割 合 を 占めて い る こ とは,注 目に値 し よ う。
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不 無
必 回

ぷ、

二,

、禄
▼ 、

シ ス ア ム ・

ア ナ リス ト

シ ス ア ム ・

プ ロ グ ラ マ

プ ロ グ ラ マ

技 術 計 算
プ ログ ラマ

オ ペ レ ー タ

必 要 要 答

gao% i・4%

乏 ・%

≡ ]08% 185%

＼
7α7% 2a3% 70倒

般

算4L4%
マ

タ

7045L6%

/
350% 484% ]66%

〔

〔第26図 〕 部門外 の専門知 識の必要性

一、
∀ ＼ 、'

㌻
才

(2)部 門 外 の専 門知 識 を得 る方法

で は,ど の よ うに して部 門外 の 専 門知 識を 得 てい る で あろ う

か。 そ の 方 法は,第27図 の よ うに 「他 部門 の 人 と共 同で 仕事

をす る 」 こ とが 圧倒 的 で あ り,60%強 を 占めて い る 。 ここ に

も,OJTで 知 識 を吸 収 して い る こ とが 表 わ れ て い る。

これ に比 して,専 門 外 の知 識 を得 る ことに もか か わ らず ・ 意

外 に 外 部機 関 の 利 用が 少 な く,約6%に とど ま って い る。

'▼
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シ ス テ ム'・(146)

ア ナ リス ト

完;芸(1】])

;。 グ,磐(lll)

技 術 計 算(65)

フ'ロ グ ラ マ

オ ペ レー タ(55)

他部門の人と共同で仕事

無
回
答

そ
の
他

外
部
機
関

情
報

シ

ス
テ
ム

研
究
室

他
部
門

に
行
く

6LO% 1L6% 123%鴨 82%

、
1.4

＼.8

!
0.9

＼ ＼
71.2% &1 4,563 81

/＼
667 162 欲2.7 99

// /
,6工6 154 Lo

'123
4.6 4.6

//zイ<

1.9

54.5 ]α9 55aε 2a6

〔第27図 〕部門以外 の専門知識 を得 る方法

.
`

(.

若

2.2.5専 門 要 員の 教育 の 将来

(1)専 門 要員 の養 成形態 の 意 向

現 状の 教 育 方 法は,第28図 の よ うに,自 社 のOJTが 圧倒

的で あ るが,養 成 の 意 向 となる と.外 部機 関の利 用 が めだ って

くる。 と くに,自 社外 部機関併用は,技 術計 算 プログ ラマ ・オ ペ レ

ータ を除 い て,約7割 ちか くに なっ てい る。

この こ とか ら,外 部 機 関に よ る適 切 な教 育 を望 ん で い るし ・

現 状 の 教育 に 対す る検 討 が 期待 され てい る こ とが わ か る・

汚
行

∀
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(2)講 師の 予定

こ の こ とは,講 師 に つい て も同 様 に い うこ とが で きる。 社 内

外 部講師 併 用 は50～75%ま で の 大 半 を 占 め ・ と くに・ 職 能

レペ ノしが 高 くな るに つ れ て,第29図 ¢)よ うに外 部 講 師へ の 依

存 度 が 高 ま っ てい る。

一 方,そ れ とは 逆 に,職 能 レベ ル が 高 くなる ほ ど社 内講 師へ

の 依 存度 が低 くな っ て きて い る。 た とえ1ず,オ ペ レー タで は

526%で あ っ た もの が,シ ス テ ム ・ア ナ リス トで は169%

に低 下 して い る。
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〔第29図 〕 講 師 の 予 定

(3)利 用 予 定 の 外部 機 関

この 利 用 予定 の外 部 機 関は,現 在 の 利 用 と比 較 して み る と面

白い。 メー カ ー と各 種 団体 の 比 重 の 多 きいの は 相 変わ らず で あ

るが,第30図 の よ うに 新 し く ソフ トウ ェア会 社 が 約10%に

近 い期 待 を よせ られ てい る こ とや,大 学 も約5%の 期待 を集 め

てい るこ とは 注 目に た りる。

また,同 様 に,職 能 レベル が 高 くな るほ ど,こ の 種 の 関係機

関 に期 待 して い る とい え る。

ゲ
砂
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2、5コ ン ピュータ・専拍 塾 員の 再教 育 ρ 問題 点

再 教 育の 問 題点 を,2.2コ ン ピュ ー タ専 門 要 員の 再 教 育 の現 状

分 析 か らま とめて み る。

231問 題点の 要 約

(1)調 査結 果 か ら,職 能 レベ ル が 高 くな るほ ど,外 部 の教 育 機 関

へ の 依 存度 が 高 ま る傾 向が み られ る。

_方,自 社 で教 育す る理 由に,外 部 に適 当 な とこ ろが ない と

い う理 由 も多 く,こ れ も・ハ イ レベル の知 識に な る程 ・そ の 傾

向 がつ よま る。

と ころが,外 部 機関 利用の 意 向 とな る と,現 状 と比 べて.よ
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り増加 し,新 た に ソフ トウ ェ ア会社 や 大 学 が 入 っ て くる こ とが

注 目 され る。

この よ うな こ とか ら,外 部 機 関の 教 育 内容 の 充 実化 が望 ま れ

て いる。

(2)コ ン ビ=一 夕部 門で の 教育 は,圧 倒 的 にOJTが 中心 で あ り,

実 際の 体験 に基 づ く知 識 で ある 。 あ る 意味 に おい て,こ れ が 最

も よい教育 方 法 といえ る の で あ ろ う。 しか し,個 人 に と どま る

体 験 を共 通 に 使 用 で き,つ み あげ の き く知 識 体 系 に ま とめる 時

期 に 現 在 きて い る の で は あ る ま い か 。 これ は,教 育 以 前 の

問題 で ある が,こ の問 題 を解 決す る こ とに よって,教 育 に まつ

わ る困 難 と して ア ン ケ ー トに あげ られ た 「カ リキ ュ ラム作 成 困

難 」 「講師 不在 」の 諸 問題 を解 決 に導 くこ とが で き よ う。

2.32ま とめ

以 上か ら考 え る と,外 部 機関へ の 教 育 内容 の 充 実 化 が 望 まれ て

い るが,現 状 の教 育 内容 をみ ると,「 カ リキ ュ ラム 作 成困 難 」

「教 材 な し」 「講 師 不 在 」が 圧倒 的 な意 見 で あ る。

これ は,OJTで 育 って きた コン ピュー タ教 育 に対 して,一 つ

の 転 期 を示 して い る とい え る。 つ ま り,個 人 に と どま る 体験 を 共

通に 使用 で き,つ み あげ の き く知 織体 系 に ま とめ る時 期に きてい

る とい うこ とで あ る。

そ の意 味 で は,現 在,コ ン ピ ュー タ教 育 に つ い て は 「教 育 以

前 の段 階 」 で あ る とい え る。

さらに,こ の 種 の 教育 内 容 を体系 化 し徹 底 させ る ことに よ り,

コ ン ピュー タ要 員 を単 な る コ ン ビ ュー ・タの か ら くりに通 じた スペ

ー306一

「シ

(

マ
〔

、レ

〆
↑

〔
ぐ

レ



▼

、

↓
電

ひ

¶
・

シ ャ リス トとい う以 上 の 人 材 に育 て うる道 が で きよ う。

2.4コ ン ピュ ー タ専 門要 員 の 再教育 のあ リ方

こ こで,あ らた め て ユ ーザ ー に お い て 「何 のた め に コ ン ピ ュータ

教育 を 行 うの か 」 とい う基本 に戻 って 考 え てみ た い。 当 然 の こ と な

が ら,各 ユ ー ザ ーが 自らの 企 莱 に コン ピュー タ を活 用す る こ とに よ

って,よ り一 層の経 営上 の メ リッ トを上 げ る こ と であ る。

こ の 目的 を 達 成す るた めに は ・ 次 の よ うな知 識 が必要 で あろ う。

(1)自 社 に 関 す る理 解 と知 識

まず,何 の た め に コン ピュータ を用 い た ら最 も効果 が上 るか と

い う企業 内 の ニ ーズ を 発 見 す るこ と が で きる よ う,自 社 に関 す る

理 解 と知識 が 要 る。

(2)コ ン ピュ ー タ に 関す る知 識

つ い で,各 種の コ ン ピ ュー タの 中 か ら最 も適 切 な コン ピュー タ

を選 び 出し,便 利 な ツール に し得 る ための コン ビ ュ三夕 に 関す る

充 分 な知 識が要 る。

(3)情 報 処理 シ ステ ムの 設計,運 営 に 関す る 知 識

さ らに,ニ ー ズ を解 決 す る に最 もふ さわ しい 情 報 処理 シ ス テム

を設 計 し,運 営 す る に必 要 な知 識 が 要 る。

(4)ド キ ュ メン テ ー シ ョン技 法 に 関す る知 識

最後 に・ そ の 出来 上 っ た 情報 処理 シ ステ ム を,激 変 す る企 業 内

外 の環 境 の中 で健 全 に維 持 し発 展 させ てい くた あ の ドキ ュメ ンテ

ー シ ョン技法 の知 識が 要 る
。 これは 現 実 問題 と して,プ ログ'ラマ

が 移 動 した 時,と もすれ ば,そ の 人 の 作成 し た プ ロ グ ラム を他 の
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人 が 読 む こ と が で きず,困 る ケ ー ス が 多 々 お こ る か らで あ る 。 と

く に,こ の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 技 法 の 教 育 は,従 来 の コ ン ビ ュ'c人 ∫}、

一 夕 教 育 の 中 で,そ れ ほ ど の ウ エ イ ト を も っ て い た と い い に く い`

が,そ の 反 面,ユ ー ザ ー に お け る コ ン ピ ュ ー タ 教 育 で は,も っ と 、

多 く の 配 慮 が 望 ま れ る か ら で あ る 。

)

さ ら に,こ の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を,プ ロ グ ラ ミ ン グ と オ ペ(・ 一

レ ー シ ・ ン に 関 し て だ け で な く,シ ス テ ム 分 析 や マ ネ ジ メ ン トに 、

ま で 活 用 で き る 方 法 を 工 夫 し て い け ば,ユ ー ザ ー 教 育 に ふ さ わ し イ

い 内 容 が も り こ ま れ て く る で あ ろ う。

以 上 の(1)～(4)ま での ス テ ップを 通 じ て,単 な る知 識だ け で な く,'

当`:
新 しい 独創 的 な創 意 工夫 が必 要 な ことは,い うま で もない で あろ う。

た だ,こ の 種の もの が 教育 内 容 に も り こめ るか ど うかは,い ろ い ろ

と難 か しい点 が あ ろ籔 を
'☆

パ パ

さて ・ω 一(・・の 各 知 嘩"『 ・ξr担 提供 され る で あろ うか ・

(D自 社 に 関す る理 解 と知識-`た

社 内 研修 制 度 やOJTで 学 ぶ こ とが で きる。

(2)コ ン ピュー タに 関す る知識

各 メ ー カーの コ ン ピュ ー タは,そ の 各 メ ー カーか ら学 ぶ こ とが

で きる。

(3)情 報 処理 シス テ ム の 設計,運 営 に 関す る知 識

担 当 者 はOJTで 得 た 貴重 な体験 を もっ て お り,こ の まsで は

個 人的 体 験 に とどま るの で,こ れ を ある共 通 の 理論 の もと に体 系

的 な知 識 とする こ とが,至 難 の ことで あろ うが・ 大 切 で あ る。
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下

命

そ の 一 法 と して,ド キ ュメン テ ー シ ョン の 整備,標 準 化 の 推 進,

シス テ ム設 計 法の 研 究 な どが あ げ られ よ う。そ して,こ れ らの こ

とを通 じて初 めて 教育 の カ リキ ュ ラム が 整 備 され るの で あ り,現

在は,こ の 問 題に つい ては,教 育 以 前の段 階 で ある と考 え られ る。

(4)ド キ ュ メ ンテー シ ョン技 法 に 関す る 知識

こ れ も教 育 以 前の段 階 であ り,上 述 したの で略す 。

以 上 の よ うに 眺 や て くる と・(1)と(2}は ・そ れ 程 の 問題 は ないが ・㈲

と・働 に 問 題 が集 中す る こ とがわ か る 。 と くに ・現 在,ま だ教育 以 前'

の 段階 であ り,そ の知 識の 体 系化 が 急 務 で あ る といえ よ う。

己

.
■
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3.情 報 処 理 専 門 企 業(ソ フ トウ エ ア 企 業,計 算 セ ン タ ー

等)に お・け る 再 教 育

5.1専 門 企 業 に お け る再教 育 の 特徴 一

専 門 企業 に おけ る要 員の 教育 は,一 般 企 業 にお け る専 門 要 員 の場

合 より も,そ の緊急 必要 度 が さ らに 大 きい こ とは 甲 す まで もない。

専 門 企業 は 企業 自体 の 新 し さに加 え,需 要 の急 増 加 の た め に.要

員の 不 足 に 悩 ま され てお り,要 員の 充 足 と同 時に要 員 の 教 育 の二 つ

の問 題 に当 面 してい る。

専門 企業 に おけ る教育 の 実 態は 一 般 企業 の場 合 と共通 す る場 合 も

あ り,全 く違 っ た 面 もあ る。 そ れ らを列 挙 すれ は 次の 通 りである。

(1)一 般 企業 の場 合 に比 し,プ ロ ジ ェク トが 多 種,多 様 で ある か ら,

要 員 と して一 層 巾 広 く奥 ふ かい 知識,経 営 が必要 と ざれ る。

(2)一 般 企業 の 場 合 は,外 部 教 育機 関を 利 用 する 割合 が 少 な くない

が,専 門 企業 の場 合 は 原 則 と して 自社 内教 育 で ある。

シ ステ ム ・ア ナ リス ト,シ ステ ム ・プロ グ ラマ 等上 級 要 員に つ

いては,外 部教 育機 関 を利 用 す る こ とも あ るが・ そ の 比率 は 低い。

(3)教 育 の方 法 と しては,一 般 企業 の場 合 と同 じ くOJTが 中心 で

あ るが,ジ ョブの 種類 が豊 富 で あ る左 け に教育 の 効 果は 大 きい。

但 し,ジ ョブに追 わ れ てい る実情 であるか ら,体 系 的 講 義の 時 間

が不 十 分 で あ るこ とは 一般 企業 の 場合 よ り苦 し い。

5.2専 門 要 員 教 育 の一 般 的 問題 点

コ ン ピ ュー タの 専 門要 員に 関 す る教 育は,一 般 に 「カ リキ ュ ラム
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●

● 『

作成 困 難 」 「教 材 な し」1講 師 不在 」 とい わ れ る よ うに,そ の定 型

的 な教 育 は実 に難か しい 。

そ れ は1つ に新 しい 教材 内容 で あ り,従 来 の 教育体 系 の 中に組 み

こまれ て い ない こ とに あ る。

2つ に,未 だ若 い 教 科 課題 で あ る た め,教 化すべ き知 識,思 考 が

十 分に 体 系 化 され て い ない こ とに あ ろ う。 従 っ て,ま ず,理 論 を学

ん で ・ 次い で 応 用に入 る とい う正統 な学 習.のノし一 ル を と る こ とが で

きず,逆 に 多 くの 応 用 の体 験 か ら摂取 した 知 識 を整理,体 系 化 す る

こ とが 必 要 に な る。

一 般 企業 にお い て も,専 門 企業 にお い て も,"オ ン ・ザ ・ジョブ ・トレ

ーニ ング"プ ラス"講 義"の 方 式が 要 員 教育 の 中心 に な ってい る こ

とは 十 分 に うなつ くこ とが 出来 る。

ー
∨

、百

b,'

5・5専 門 企業 塾 員教 育 のあ リ方

一 般 に専 門 企業 では,日 常 の オ ン ザ ジ ョブ トレ三 二 ン グの ほ か,

「社内 研 究会 」 の 名称 の 下 に,週 に 一 回,あ るいは 月に2回 ぐ らい

の割 合 で,「 自動 設 計」 「ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン技 法 」 「コ ンパ イ

ラ ・テ ク ニ ッ.ク」 な ど,共 通 の あ る テーマ に つ い て 研鐙 の場 を 設け

て いる と ころが 多い。 ここでは,各 自の今 ま での,あ るいは,い ま

直面 してい る問題 を 提 起 した り,レ ポ ー トを発 表 した り し,自 由 な

討 論 で 会 を 進 行 させて い る よ うで ある。 この よ うな過程 を通 じ て,

専 門的知 識,思 考 が体 系化 され てい くの で あ るが,そ の た め に は,

常 時,よ り高い レベ ルの プ ロジ ェ ク トに と り くむ と同 時 に,そ の結

果 と して,よ り以上 の 生 産性,経 済 性 を あげ るこ とが 必要 で あ る。
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っ ま り,オ ン ・ザ ・ジ ョブ に よ る トレー ニ ン グが,そ の ま ま教育

の 前 線 で あ る とい う現在 で は,そ の ジ ョブに何 を 選び 何 を発 見 す る

か とい う こ とが,最 大 の課 題 とな る。

よ り生 産 性,経 済 性に 富み,な お,よ り高い レベ ル の プ ロ ジェ ク

トをい か に 発 見す るか とい う ことが,と りも なお さず ・専 門 企業 に

お け る教 育 の 重 要 な課 題 で あ る。

そ の 意 味 にお い て,ア メ リカ の政府 関係 機関の よ うに,専 門 企業

に 対す る 国 家的 な大 型 プ ロジ ェク トの 発 注は,要 員 教育 の問 題 と密

接 な関連 を もつわ け であ る。
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1.1利 用 別 にみ た 研 修 の 実 施 状 況

t

直

」ご

昭 和42年 度 の コン ピュー タ関係 研 修 につ いて は,15省 庁 が コ ン ピ

ュー タ関係 の部 内 研修 を行 な って お り,の べ35コ ース3,023名 が参

加 して い る。

階層 別 内訳 は,一 般職 員 のた め の ものが24コ ース(68.6%)で,,

受 講 者 は2,060名(68.1%),係 長 ク ラス を対 象 と した ものが7コ

ー ス(20 .0%)810名(26.8%),中 間管 理 者 以上 を対 象 と し

た もの が3コ ース(8・.6%)1・ ぴ8名(3.0%),そ の他1コ ース

(2.8%)45名(1.5%)と な って い て,中 堅 職 員 以下 を対 象 と し

た コー ス が圧 倒 的 な比重 を占め て い る。

目的 別 にみ てみ る と,い わ ゆ る コ ン ピュ ー タ要 員 の養成 ・訓 練 を 目的

とする技 術 的専 門 的 知 識 を取 得 す る ため の トレ一 二 ン・グ的 要 素 の強 い も

の と,一 般 的 に コン ピュ ー タの知 識 を付 与 す るため の啓 発 的 要素 の強 い

もの とに分 け られ る。

訓練 を主 眼 と した も のが,26コ ー ス(74.3%)2,093名

(69.2%),啓 発 をね らい とした ものが9コ ース(25.7%)930

名(30.8%)で,下 位 の階 層に い くに従 って訓練 的 研修 の 占め る比率

が高 くな ってい る。

この こ とか らコン ピュー タ関 係 の研 修 は,も っぱ ら訓 練 要素 の 強 い技

術 的専 門的 研修 が 中心 とな って お り,行 政管 理 の側面 か らの研 修 と,中

間管 理 者以 上 の ものを対 象 とす る 研修 は,き わ め て低 調 で あ る。
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1.2カ リ キ ュ ラ ム の 内 容

コ ン ピュー タ研 修 の カ リキュ ラムの編 成 を 中 心 に分 類 す れば ,表 一一1

の とk・り,研 修 内容 は11種 の コー ス とな って い る。

コー ス の構 成 比率 を みて み る と電子 計 算 機 の入 門 コー ス が15の 省 庁

で採 用 され て お り,28%と 一 番 高 い比 率 を 占め て い る。

しか し,全 体 の傾 向 でみ る と,専 門 的技 術 的 コー ス を採 用 して い る省

庁 が 過半 数 以 上 に達 し,前 項 で述 べ た訓練 的要 素 の強 い研 修 が 中心 とな

って お り,わ が 国 の 行政 におけ る コ ン ピュ ー タ研修 の 目標 が 明確 とな っ

て くる。

カ リ キ ュ ラ ム 省 庁 数 比 率.%

電 子 計 算 機 入 門 15 28.9

ハ ー ド ウ エ ア 2 3.8

パ ン チ 1 1.9

オ ペ レ ー ト 3 58

プ ロ グ ラ ム 6 11.5

シ ス テ ム 4 7.7

情 報 管 理 5 9.6

デ ー タ 伝 送 4 7.7

解 析 技 法 3 58

EDPSの 導 入管 理 2 3.8

そ の 他 7 13.5

計 52 100.0

表 一1カ リ キ ュ ラ ム の 内 容
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▲

もち ろん,上 表 は,昭 和42年 度 に 限 っ てみ た もの で あb,あ くま で

傾 向 を示 す域 を 出 てい な いが,さ らに コース別 に みてみると,SEコ ー ス

を採 用 してい る と ころが4省 庁 しか な い とい う点 に注 目した い。

今後,コ ン ピュ ー タ を導入 した 省 庁 が さ らに ア プ リケー シ ョン を拡大

して い くた め の課 題 は 多 岐 に わ た るが,ま ずそ の要 員 を どの よ うに して

養 成 す るか が 当面 の課 題 とな ってい る。

コ ン ピュ ー タ要 員 は大 別 す る と,一 般 要員(ス ー パー バ イザー,シ ス

テみ ・アナ リ.ス ト)と 機 械 要 員(プ ログ ラ マ,オ ペ レー タ,パ ン チャ ー)

とに 分 け られ るが,そ の中で も,と くにシステム ・ア ナ リス トの養 成 が 急務

で あ って,優 秀 なシステム ・アナ リス トの養成 を どの よ うに して行 な うか

とい う点 が,行 政 機 関 の ユ ーザ ー に課 せ られ た共 通 の課題 で あ る。

前 段 のシステ ム ・コースの採 用 の現 状 か らみ る と,シ ステ ム ・アナ リス ト

の養 成 は もっぱ ら機械 を提 供 す る メー カー のサ ー ビ.ス的 な教 育 に依 存 し

て い る傾 向 がみ られ る。

コ ン ピュー タ関係 の研修 の実 施状 況 を部 門別 に み てみ る と,下 表 の と

お りで ある。

区 分 コ ー ス 数 比 率%

研 修 総 括 部 門

研 修 所 等

研 修 担 当 部 局

4

20

2

11.4

57.2

57

小 計 26 74.3

コ ン ピュー ター担 当 部 門

OM担 当 謀

そ の 他

3

1

5

8.6

2.8

14.3

計 35 100.0

表一2研 修 部 門 別 分 類 表

一319-一



こ れ で み る と お り,コ ン ピ ュ ー タ 関 係 の 研 修 は,26コ ー ス(74.3
.

%)が 研 修 の担 当 組織 に よって実施 され てい るが,そ の他11コ ÷ ス

(26・0%)が 研 修 担 当組 織以 外O .部 門で実 施 してい る。 そ の内訳 をみ

る と,コ ン ビ=一 夕担 当部 門,OM担 当 部門 がみ られ,コ ン ピュ ー タ担

当部 門 と研 修 担 当 部門 間 にお け る連 け い が不十 分 で あ るか,コ ン ピュ ー

タにつ い ては全 面 的 に担 当部 門 に委 ね て,全 省 庁 的 な研修 体 系 に含 め て

いな い も のが ある こ とを示 してい る。

コン ピュ ー タ研修 の講師 陣 につ い てみ れ ば,下 表 の とお りとな って い

る。

`

'右

}部 内 講 師

大 学

メ ー カ ー

そ の 他

14入

3人

6人

6入

(48.3%)

(10.3%)

(20.7%)

(20.7%)

〔表 一3〕 講 師 の 内訳

こ の表 か らわ か る よ うに,部 内講 師,メ ーカー,そ の他 大学 教 授 等 の

順 とな っていて,部 内 講 師 を もって あ てて い る ところが半 数以 上 を 占め

て い る。

こ の こ とは,コ ン ピュー タ研修 の 目標 な い しは 目的が,コ ン ピュー タ

要 員 の訓 練 中 心 に な ってk・ り,コ ン ピュ ー タの部 内研 修 は,OJT(職

場 内訓 練)の 延長 的 な要 素 を 多分 に もって い る こ とが うか が わ れ る。

∴

」

●
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1.3外 部 委 託 に よ る 研 修 内 容

w

`

委 託 研修 の概 要 を委 託 先 につ い てみ る と,コ ン ピュー タ導入 済 省 庁 の

大 半 が,機 械提 供 メー カー の サー ビス教 育 に全 面 的 に委 ね てい る傾 向 が

あ る。

また,委 託 の 内容 をみ る と,い わ ゆ る機 械 要 員対 象 の コースが 中心 と

な って い る。

これ は,メ ー カー の教 育施 設 が 完備 さ れ てお り,内 容 も比較 的水 準 が

高い こ と と,機 械 要 員 の コーザ ー 自体 の研 修 の体 系 化が 困 難 な こ とな ど

のた め,軽 易 な方 法 と して活 用 してい るため で あ ろ う。 しか し,現 在,

メー カー の提 供 して い る コ ン ピュ ー タの要 員 の養 成 に 関 す る教 育は,機

械 そ れ 自体 と プ ロ グ ラム訟 よび操 作 の両者 と も,わ が 国 の場 合 は,専 門

的技 能教 育 が 中 心 とな って お り,マ ネ ー ジ メ ン ト側 面 に 関 す る教 育 は,

ほ とん ど実 施 されて い ない。

」戸

1.5.1委 託 先 別に み た コン ピ ュー タ研修

コ ン ピュー タ関 係 の委 託 研 修 を,委 託 先 別 にみ る と,コ ン ピュ ー タ

導入済 省 庁 は,自 省 庁 の機械 提 供 メー カー か導 入時 の コンサ ル テ ィ ン

グ団体 に全 面 的 に依 存 してい る。

すな わ ち,42年 度 に おい て 各省庁 が コ ン ピュ ー タ関係 の研修 に委

託 した 人 員 は総 計479名 で あ るが,こ の う ちの70%強 の ものが,

上 記 に述 べ た とお りで,委 託 研修 は も っぱ ら 「実 務 中 心 」に行 な わ れ

て い る こ とが わ か る。
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1.3.2コ ー ス 別 委 託 期 間 別 に み た コ ン ピ ュ ー タ 研 修

委 託 研 修 の 内 容 を,コ ー ス お よ び 期 間 別 に み る と 次 表 の と お り,そ

の ウ エ イ トは,プ ロ グ ラ ム,電 子 計 算 機 入 門,シ ス テ ム,オ ペ レ ー ト,

そ の 他 の 順 と な っ て い る 。

コ _間
ス

10日 未 満 10～30日

未 満

30日 ～6か 月

未 満
6か 月以上 合 計 比率%

電子計算機入門 8 1 1 10 13.2

オ ペ レ ー ト 5 1 6 7.9

プ ロ グ ラ ム 14 12 5 31 40.8

シ ス テ ム 4 4 1 .9
¶11

.8

パ ン チ ャ ー 1 1 1.3

ハ ー ド ウ エ ア 1 1 1.3

そ の 他 9 8 1 18 23.7

合 計 41 25 9 1 76 100.0

比 率% 54.0 32.9 11.8 1.3 100.0 一

(単 位

表一4コ ン ピュ ー タ関係 研 修 の委 託 期 間別 区 分
＼

コ ー ス 数)

`

1.4現 状 か らみ た 傾 向
よ

㌔

コン ピュ ー タ研修 の 現 状 は,コ ン ピュー タを行 政 に導 入 して まだ 日が

浅 い ため,入 門 コー スの ウエイ トが 高 く,専 門 コー ス につ い て は,外 部

委 託 研 修 が主 で あ って,一 般 研修,マ ネ ジメ ン ト研 修 と異 な る点 は,対

象 が中 央 省庁 の職 員 を対 象 と して い る ことで あ る。
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{

SEの 養 成 に あた っては,メ ー カーへ の依 存 度 が 高 く,米 国,英 国 と

い った先 進国 の よ うな統一 され た コー ス は行 なわ れ てい な い。

そ こで,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ンス に澄 け る コ ン ピュ ー タの位 置 づ け

に つ い て,そ の 観 点 か ら要 員 を統一 的 に養 成 す る こ とが必 要 で あ り,各

省 庁 は,そ の特 徴 に応 じて専 門 コー ス を実 施 す るこ とが 今 後 の課題 とな

っ て い る 。

'

、』レ

〆

》

・ノ

4

一323-一



,

}

●

遡

●

'-
ピ

◎＼
〉■

'



4

'

各 省 庁 別 研 修 コ ー ス 一 覧 表

(注)短 期10日 以 内
中期11日 ～3か 月 以 内

長 期3か 月以 上

圃

(注)8離;惣 二;}に 関する研修

省 庁 名

▼"'、

研 修 対 象 合

計

委
託

研
修

通
信

研
修

省庁内研修の対 象別分類

新規採用者 中 堅 職 員 初級管理者 中間管理 者 トップマ ネ ジ メ ン ト そ の 他 計 本省庁職員

対 象

地 方 職 員

対 象

本省庁対象

分 の比率%短期 中期 長期 短期 中期 長期 短期 中期 長期 短期 中期 長期 短期 中期 長期 短期 中期 長期 短期 中期 長期

総 理 府 3 1
3

(2)
2 ム

6

(2)
3 よ 10 1 10 100

公正取引委員会 4 4 4 4 100

警 察 庁 3 6
誓

49

測1)
3 1

14
(14)

4 1
85

(15)△
10 102 3 2 100 2

宮 内 庁 2 3
1

(1)
1

4

(1)
・3 7 、3 7 100

行 政 管理 庁 2 2 1 1 ム 孟 7
5

(3)
7 100

北 海 道 開発 庁 2 7 8
3

(3)
8 17

11

(3)
28 36 28 一

防 衛 庁 1 ▲
1

(1)
1 1 1

5
(1)△

1 6 6 100

防衛 施 設 庁 1 1
1

(1)
1

(1)
1

3

(2)
1 1 5 11 5 100

経 済 企 画 庁 1 1 1 4 1 100

科 学 技 術 庁 1 1 1 1 2 6 2 100

法 務 省 2 1 1 2 2 3 2
3

(2)
3

(2)
2

(2)
2

(2)
5 13

11

(4)
25

(4)
5 41 5 8 28 20

公安 調 査 庁 1 1 1
1

(1)
2

(1)
2 4 2 1 3 25

外 務 省 2 2 3 5 1 3 2 8 13 1 13 100

大 蔵 省 4 1 3 2
9

A2)
10
(1)

2

(2)
1 1

11

(4込

18

(1)
4 33 ぴ 2 15 18 45

印 刷 局 9
8

(3)
3

(1)
20
(4)

20
.73

20 一

国 税 庁 3 1 6 1
4

(4) 袈
1ム 14

(4込 理 2 36 1 1 4 32 11

325～326
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類分別象対の修研内庁省

象

%対率庁比省の本分

36

20

16

47

25

6

oo1

oo1

31

23

36

27

3

14

…

員

象職方地対

6

20

16

10

12

15

18

17

9

30

61

32

5

971よ47

員

象職庁省本対

5

5

3

9

`

コ

1

23

10

8

5

51

、

11
・

2

5

4

5

ユ8819一

通
信

研
修

、

一

ξ

,

「

-

't

1

4

委
託

研
修

5D(

2
△

1

へ

1

7

7

18

△

4

1

.

-

1

1

晒
路

合

計

14

25

19

19

"

16

23

10

26

22

14

41

63

37

4

鰯

象対修研

計

期長

1

1

2

一

2

2

4

3
△

11

△

5
△

66

△

期中

4
△

1

3

1

△1U(

3

7
田

ノ

ー

15

3

10

12

5

26

25

△

27

企

1

謝

⑭
、

期短

OD-↓

ー

23ぬ偉

5勾-⊥

ー

6ω

13

込巨

7、

引 .

(

8カ'

(

7

つ(

14

6
②

6

勾(

4

剖(

ぷ(
5

△

3

コ't

)
脇

薗

他のぞ

期長

1

2
△

/

△
5

期中

1

2

7

1

1

12

5

10

△

65

・
m

期短

3
△

4

3
△

1
9(

1

1

2

1

1

1
△

)△43ロ
＼

バカ昧ガト

期長

ア「

-

.

期中

3勃,

{

・

11

期短

1
D(

1

の,(

1つ̀

軋

2
②

7

力(
、

者理管間中

朝曇

5

、

期中

1

3

カ(

3

2

1
△

△
3。

⑳
・

93

期短

1
U(

13

5

鋤(

5

勾タ〈

3鋤ノ

{

3

勃(

2

2②

5

幻(

1

1D
{

8

D5ほ
、

者理管級初

期長

1

1
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ADPマ ネ ジメ ン トコ ース の内 容

●

も ▼

㊥
総 時 間258時 間

章 時間 科 目(時 間) 課 程(時 間)

ー

コ

ン

ピ

ユ

ー

開 講 式(3)

ハ ー ド ウ エ ア 概 論(9)

ソ フ ト ウ ェ ア 概 論(6)

課 題 コ ース 案 内

構 成 と メ カニズ ム(6)各 種装 置(3)

プ ロ グ ラ ム管 理(3)管 理 プ ロ グ ラム(3)

タ

概
COBOLの 学 習(18)

論 90

と プ ログ ラ ミン グ実 習(24) 例題(給 与 ・人 事)プ ロ グ ラ ミン グ,デ イバッキング
・

ζ
グ

ラ

ミ
ソ

グ

利 用技 術 体 系(18)

運 用管 理 シス テ ム(12)

リア ル タ イ ム(3)オ ン ライ ン(3)TSS(3)

最新 端 末 装 置(3)NHK情 報 シス テ ム(6)

情 報 収集(6)機 械 室管 理(3)機 種 選 定(3)

丑 行動科学 と情報 シス テム 行 動 科 学 と情 報 シス テ ム(6)組 織 工学(3)

行 (9)

政
と コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に 関 す る 手続 ・分析 手法(9)導 入予備調査(9)
情
報

36 (18)

亥 行 政 に 諭 け る コ ン ピ ュ ー タ 警 察 防衛 統計 局 社 会保 険 寛 々 国鉄

z 利用 の現状(9) (各1.5)

大量 デ ー タ処 理 の シス テ ム シス テ ム設 計 概 論(9)パ ッチ処 理 の シス テ ム設

設 計(33) 計(6)IRの た め の シ ス テ ム設 計(9)デ ー タ

伝 送 の た めの シス テ ム設 計(9)

意思決 定 の諸技 法(42) 統計 的手 法(12)OR概 念(3)LP・DP

(3)シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(3)在 庫 モ デ ル(3)

皿 取 替 モ デ ル(3)ゲ ー ム理論(3)待 合せ 理論

(3)PERT(6)

シ

ス 意 思決定 の システ ム設計 シス テ ム設 計 演 習(18)計 画 ・調 整(PPBS)

テ
132

(48) (12)IR(6)予 測(モ デ ル)(6)AIS・

ム NIS論(6)

≡ノし

収

計 こ れ か ら の マ ネ ジ メ ン トw 行政情報 システ ムと将 来方向 ・討論会(6)

プ ラ ンナの役 割 り(特 別 講 マ ネ ジ メ ン ト ・ プ ラ ン ナ の 役 割 り9討 論 会(6)'

義)(12)

閉 講 式

1日=6時 間 1週=5日
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2.1日 本 国 有 鉄 道 に お け る コ ン ピュ ー タ 教 育

●

'

L
v

2.1.1ま え が き

コン ピュー タに よる業 務 の近 代化 ,旅 客 及び荷 主 に対 す るサ ー ビス

の向 上 等,コ ン ピュ ー タの活 用 を推進 す る ため,管 理 者 に対 す る啓 も

う,専 門 部 門要 員 に対 す る専 門教 育 お よび主管 部 門(コ ン ピュ ー タ部

以 外 の ライ ン部 門)要 員 に対 す る基 礎 教 育 を 目的 と して,コ ン ピュー

タ教 育 を行 な って い る。

国 鉄 に コ ンピュ ー タが導 入 され た のは,昭 和34年 で あ るが,こ れ

に従 事 す る職 員 の コ ンピュ ー タ教 育 は,必 要 の都 度職場 内教 育,ま た

は メー カ教 育 で 補力 って来 た。

しか し,コ ン ピュー タ化 が全 社 的 に拡 大 され るκ つ れ,,専 門要 員 が

不 足 し,昭 和41年 度 中央 鉄 道 学 園 に 高等 課 程 特 設電 子 計算 機科 を設

け,初 め て養成 機 関 にお け る プロ グラ マ教 育が 採 用 され,事 務 の機 械

化 を対 象 と したCOBOLプ ロ グ ラ ミン グ を中心 と した教 育 を 行 な った。

昭和43年4月 に は,中 央鉄 道学 園 に コ ン ピュー タ研修 室 を設立 す る

と と もに,プ ロ グ ラマ教 育 を主 体 とす る要 員 養 成 体係 を確 立 した。 即

ち,養 成 対 象者 の プ ロ グム能 力 に よ って,基 本 コー ス,補 習 コー スお

よび,そ れぞ れ が さ らに,上 中下 に分 け られ て い る。

基 本 コー ス は,新 た に専 門要 員(プ ロ グ ラマ又 は シス テ ム ・エ ン ジ

ニ ヤ)と な る人 の た め の コー ス で あ り,補 習 コー スは,現 在 の専 門要

員 の レベ ル ・ア ッ プ を 目的 と した コ ース で,そ れ ぞ れ の コー ス は,普

一337一
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通 課 程特 設 コン ピュー タ科(初 級),普 通課 程特 設 コ ン ピュー タ ・プ

ロ グ ミン グ科(中 級)お よび高 等課 程 特 設 コ ン ピュ ー タ科(上 級)の

3段 階 に 分け られ てい る。 現 在ま で に初 級13コ ー ス,中 級4コ ー ス,

上級1コ ー ス を実 施 し,さ らに,昭 和44年2月 中央 鉄 道 学園 に,教

育 用 コ ン ピュー タ2台(NEAC・ 一ー一2200-200,FACOM-230-

20)を 設 置 し,プ ログ ラマに対 す る実 物教 育 が 可能 に な った。

管 理 者 お よび将 来 の管 理 者 に対 しては,本 社 補佐 を対 象 とす る1ケ

月 ～1ケ 月半 の専 門 コー ス を設 け,コ ボル に よる プ ロ グ ラム技術,シ

ス テム分 析 ・設計手 法 を4コ ー ス行 な い,ま た,関 連 部 門 の係長 級 に

対 して も,52時 間の コボ ル ・プ ロ グ ラ ミン グ を中 心 に8コ ース 行 な

った。

一 方
,地 方 局 の部長 お よび 課長 級 に は,一 般 研修 期 間 に3～9時 間

の コ ンピュ ー タ教育 を実 施 す る と と もに,大 学 卒 ・工業 専 門学 校 卒 の

新 規採 用者 澄 よび大学 課程(国 鉄 内部 の大 学)に は,44～100時 間

と事 務系 に コボ ル,技 術 系 に フナー トラン言 語 に よ る プ ログ ラ ミング

指導 を行 な った。

そ の他 の 本 社 の職 員 に 対 しては職 場 内講 習 会,本 社 課長 級 に つ ㎞ て

は3日 間の 研修 会,資 材,経 理,旅 客,貨 物 等 の主 管 部門 に つ い ては

コ ン ピュ ータ概 論を 中心 に養成 した。 ま た.必 要 に応 じて メ ー カ教育

に参 加 させ る と と もに,電 子 計算機 専 門学校(夜 間)お よび 通 信教 育

の 受講 も行 なわせ てい る。

地 方 に苦 い て は,必 要 に応 じて 職場 内教 育 を 実施 してい るが,特 に

東北,中 部,関 西 お よび 中国 鉄 道学 園 に1～2週 間 の コ ンピュ ー タ ・

コー ス を実 施 した。
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コ ン ピ ュ ー タ 専 門 要 員

(補 習 コ ー ス)

主 管 要 員
ノノ

(一 般 コ ー ス)

o

(基 本 コ ース)

高等 課 程(特 設)
シス テ ム科

(1.5ケ 月)

高 等 課 程(特 設)

ア ッセ ン ブ ラー科

(1.5ケ 月)

高 等 課 程 特 設

システム・プログラム科

(1ケ 月)

一 一 ー ー ー 一 一1

|

高等 課 程 特 設
コ ボ ル応 用科

(1ケ 月)

高 等 課 程(特 設)

コ ン ピ ュ ー タ 科

(1.5ケ 月)

高 等 課程 特 設
コ ン ピュ ー タ業 務 科

(1.5ケ 月)

普 通 課程 特 設
コ ン ピュ ー タ業務 科

(0.5ケ 月)

(第1種 鉄 道学 園)

第1図 コン ピュ ータ要 員 養成 体 系図

⇔
(研 修 コー ス)

経 営 技 術 研修 会 議

(コ ン ピュー タ ・

本 社 補 佐 ・主 席級)



これ らの経 験 か ら,今 後 の コン ピュ ー タ化 の実施計 画 に基 づ き,こ

れ に必 要 な要 員 の養 成 は第1図 の ように コ ン ピュー タ要 員 養成 体 系 を

修 正 し,専 門,一 般.管 理 者 に分 け,中 央鉄 道学 園 で は専門 要 員及 び

管理者 の教 育 を 中心 に 行 な うとと もに,地 方 第1種 鉄道学 園へ も一 般

を対 象 とす る コン ピュ ー タ課 程 を新 設 す る。
●

2.1.2養 成機 関教 育

コン ピュ ー タ要 員 養 成 体 系に 基 づ き,次 の課 程 を実 施 す る。

(1)専 門 要 員 の教 育

ア.高 等 課 程特 設 コ ン ピュ ー タ科(基 本)

コ ン ピュ ー タ専 門部 門 に従 事 す る職 員 で コ ン ピュ ー タに つい て,

全 く何 らの知 識 を もた ない もの を対 象 と し,1ケ 月半 で コボ ルに

よる プ ロ グ ラ ミン グ技術 を修 得 す る コー スで あ り,特 に プ ログ ラ

マ(初 級)を 養 成 す る コース で あ る。

イ,高 等課 程 特 設 コ ボ ル応 用科(補 習)

コン ピュ ー タ専 門部 門の プ ロ グラ マ,オ ペ レー タの 再 教育 で,

コボ ル ・プロ グ ラ ミング技 術 を有す る もの を対 象 に,コ ボル に よ

る高度 な プ ロ グ ラム応 用技 法 を1ケ 月で修 得 す る コ ースで ある。

ウ.高 等 課 程特 設 ア ッ セ ン ブ ラ科(基 本)

コ ン ピュ ー タ専 門部 門の職 員 で,高 等 課程特 設 コン ピュー タ科

の修 了 老 苦 よび これ と同等 以 上 の能 力(コ ボル プロ グ ラ ミング技

術 を修 得 してい る もの)を 有 し,コ ン ピュー タ実 務 に6ケ 月以上

従 事 した もの を対 象 と し,1ケ 月半 で,プ ロ グ ラム技術 を広 め る

ため,ア ッセ ンブ ラに よる(中 級)プ ロ グ ラマ教 育 を行 な うコ一
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スで あ る。 特 に,ア ッ セ ンブ ラ教育 は ,OSの 活 用,プ ・ グラ ム・

メ ンテ ナ ンスお よび特 殊 シス テ ムの必 要 性 に対処 す るため 機 種 別

に分 科 を設 け て実施 す る。

エ.高 等 課 程特 設 シス テ ム ・プロ グ ラ ム科(補 習)

コン ピュ ー タ専 門部 門 の主 任 プ ロ グラマ ,ま た は主 任 オペ レ ー

タの再 教 育 で,高 等 課 程特 設 ア ッセ ン ブ ラ科 の修 了 者 ま た は これ

と同 等以 上 の能 力 を有 す る も ので,コ ン ピ ュー タ実務 に2年 以上

従 事 した職 員 を対 象 に1ケ 月,シ ス テ ム ・プロ グ ラム,OS,ユ

テ ィ リテ ー等 の活 用技 法 を指 導 す る。

オ.高 等課 程 特 設 システ ム科(基 本)

情 報 処 理 シ ステ ム の計画,管 理,運 用 澄 よび開 発 の業 務 に従 事

す る シス テ ム ・エ ン ジニ ヤ,上 級 プロ グ ラマ の養 成 で,高 等 課 程

特 設 ア ッセ ンプ ラ科 の修 了 者 ま たは これ と同等 以 上 の能 力 を有 し,

コ ン ピュ ー タ実 務 に4年 以 上従 事 した職員 に,シ ス テ ム開発 に必

要 な コ ン ピュ ー タに関 す る管 理 ・運 用 ・開発技 法 を1ケ 月半 で指

導 す る コース で あ る。

(2)管 理者 の教 育

ア.経 営 技術 研修 会議(コ ン ピュー タ)

シス テ ム開 発 は本 社 を中心 に 進 め られ る関 係 か ら,本 社 の課 長

補 佐 ・主 席 お よび地 方専 門部 門 の管 理 者 を対 象 に,実30日 間 の

研 修 を実施 す る。 指導 内容 は,第1表 に掲 げ るよ うに,コ ボ ル ・

プロ グ ラ ミン グ とシス テ ム開 発技 術 を 中心 とす る。

イ.将 来 の管 理者(研 究 課程 ・大学 課 程)

中央 鉄道 学 園 澄 よび第1種 鉄 道 学 園 に 在掌 中 の新 規 大学 お よ び
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工専卒業者,並 びに大学課程の生 徒 に対 し,事 務緬 ・ボル ・プ

ログ ラ ミン グを72～120時 間,技 術 系 は フ ォー ト ラン ・プ ロ グ

ラ ミングを56～96時 間 と実 習時 間 を追 加 す る。

③ 主 管 要 員 の教 育

ア.高 等課 程特 設 コ ン ピュ ー タ業 務科

業 務に 従事 す る主管 部 門 の職員 の中 の コソ ビュー 久 ・.シス テム

の開 発 に伴 な う業 務 の指 導 者 を対 象 に,コ ボ ル ・プ ログ ラ ミング

拾 よび コン ピュー タ化 シス テ ムの処 理 方 式 を 中心 に1ケ 月半 で養 ・

成 を行 な う。

イ.普 通課 程特 設 コ ン ピュー タ業 務 科

.、 要 員養 成 の現状 か ら,初 級 コ ース の教 育 を拡 大 す るため,地 方

主 管 部 門 の職 員 を対 象 とす る初 級 コー ス を第1種 鉄 道 学 園 に 設定

ノ

.し,・ コ ン ピ ュ ー タ 概 論,コ ボ ル(初 級)を 中 心 と し て,、14日 間

で 養 成 を 行 な う コ ー ス で あ る 。

さ ら に,養 成 機 関 の そ の 他 の 課 程 に つ い て も,必 要 に 応 じ て3

～60時 間 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育 を 取 り 入 れ る 。

●

δ

2.1,5職 場 内教 育

今後 の コ ン ピュ ー タ講 習 会は,次 の よ うに 実施 す る予定 で あ る。

(1)専 門要 員

鉄 道 学 園 の プ ロ グ ラマ ・コース は,設 備等 の関係 か ら養 成人 員 に

制限が あ る ので,職 場 内 の 講習 会 方式 に よる プ ロ グ ラ ミン グ教 育

(オ ン ・ライ ン ・リア ル タイ ム ・シ ステ ム又 は タイ ム ・シア リン グ'

シス テ ム)等 の特 殊 シス テム に 必要 な要 員 養 成澄 よび 中央鉄 道 学 園

φ

・」

今
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●

し

o

に 入学 す る た め の補=習講 習 会 も実 施 す る。

(2)一 般 啓 も う

主 管 部門 の 職 員 に 対 し,コ ン ピ ュー タの入 門 講 習 会 を必 要 に応 じ

て実施 す る。

s2
.1.4そ の 他

部 外 の電 子計 算機 専 門学 校,通 信教 育 か よび メー カ講 習 の活 用 をは

かる一 方,内 部 の養 成 機 関 に,「 コン ピュ ー タ入 門 」お よび 「コ ボ ル ・

プ ログ ラ ミン グ 」の通 信 教 育 を昭 和45年 度 か ら実 施 す る予 定 で 計 画

を進 め てい る。

∀

b
与
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〔第1表 〕 コ ン ピ ュ ー タ 教 科 目(国 鉄)

単

位
数 名

育

対

象

国
鉄

三

ζ

「
タ

化
体
制

コ

ン

ピ

ユ

8

タ

概

論

z
グ

ラ

ミ

ン

グ

●

概

論

ニ
テ

ム

分
析

設
計
概
論

コ

ボ

`

ル

フ

オ

1

ト

ラ

ン

て

㌻

z
止

㌘
署
プコ

旬

z

ζ

～
●

ζ
グ

ラ

ム

:
テ

↑

プ

ロ

グ

ラ

ム

膓

膓

↓

;

z

ξ
ム

芋
7

4
÷

プ

;
ラ

ム

シ

ス

テ

ム

分

析
●

設

計

運

用

管

理

デ

|

タ

|

管

理

±

¥

う

;

:

;
ム

オ

ン

ラ

イ

:

ニ
テ

ム

;
ピ

7
タ

の

活

用

方

他
企
業

§
報
処

理

ニ
ム

経

営

科

学

■

工

学

機

械

操

作

法

実

習

プ

ロ

グ

ラ

ム

設

計

そ

の

他

(期 間)

計

専

門

要

員

基
本
コ

ー

ス

高等 課 程(特 設)
コ ン ピュ ー タ科 (4> (22> 〈22)-K 22) (108) (14) (76) (32)(15、290

高等 課 程(特 設)
ア ッセ ンブ ラ7科

一 －
f46) 〔144) (80) (20) (15)290

高等課 程(特 設)
シ ス テ ム 科 (4) (15)}一 十(2◎ 十(18)→(56)F(42)十 イ7) (42)}〈6) (6) 〈40)K18>十(16)

(15)290

補 コ

1

習 ス

高等 課程特設
コ ボ ル応 用 科 (42) (35) (49判(56)f〈14)

(1・0)196

高等 課程 特 設
シス テム ・プロ グ ラム科

.

(35) (56) (7)
シ

(33) (31>K28)十(6)
(1.0)196

王
管
要
員

「
般 ス

高等 課 程特 設
コ ン ピュ ー タ業 務科1 (4)一 〈22卜 〈22)→(22) く108) (20) (14) <56) (32) (15)290

・

普 通詠 程 特 設
,コ/ピ ュ一 夕業 務科

1

(4)一 イ15>・ (15H〈22メ イ36) (2) (4) (α5)98

管

理

者

研 コ

1

修 ス

讐 騨 聾 芦 大社雛 主席) (3>一 〈15十 〈15) (42) (36) (6)十 一 一 十(6) (3)→(12) (15) (3) (1・0)156

　

新

規

採

用

者

研第
一

究科

事 務 系 (3)一 イ3)一 イ4>→(1)一
一(20) (3) (22) 56

技 術 系 (3)」 <3>一 <4)∋K1、 ' (20) (3) (22) 56 1

研第
二

究科

事 務 系` (3ゲ く3)一 〈7〕→(1> 一(32) (2) (24) 72

技 術 系 (3)一 <3)一
一(7)甘く1) (32) (2) (24) 72

研第
三

究科
(3}一

一(3)一 一(7>→(1) (32) (2) (24) 72

大
学
課
程

業 務 ・ 機 械 科 (4>一 (12> (15)→(12ト 一(48) (2) (27) 120

土 木 ・建 設 ・電 気 科 (4)一 (12> 〈15)→(12)
一 －K28)

,)

(2) (25) 98
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2.2日 本 電 信 電 話 公 社 に お け る コ ン ピ ュ ー タ教 育

2.2.1ま え が き'

日本 電 信電 話 公社(以 下 寛 々公 社 とす る)に お け る コン ピュー タ の

利 用 は 多岐 に わ た っ てい る。 社 内業 務 につ い ては,給 与計 算,資 産 管

理 等 の社 内 事務 の 合理 化(事 務 近 代 化 と い う)の た め,本 社 を は じ

め各 地 方 の通 信 局 にそれ ぞ れ コ ン ピュ ー タを設 置 してい る。 ま た,膨

大 な 電 信 電話 料 金 の支 払請 求 書 発 行事 務(料 金計 算 とい う)に つ いて

も,全 面 的 に コ ン ピュ ー タを使 用 す る こ と と し,す で に東 京,大 阪,

名古 屋 な ど5局 にお い て稼 働 して い る。 このほ か,テ レ ビ中継 回線 の

全 国 ネ ッ トと放 送 局へ の 分 岐回 線 との 接 続切 替業 務,あ るい は 自動 即

時 網 回線 切 替 等 へ の導 入 も検 討 してい る。

以 上 の よ うな 社 内業 務 の合 理化 のた め,コ ン ピュ ー タの利 用は昭 和

37年 よb始 ま って い るが,現 在,そ の 中心 は デー タ通 信 に あ る。 電

信,電 話 に つ ぐ寛 々公社 の第3の サ ー ビス と して,43年 度 よ り開 始

され た 各 称 デー タ通 信 サー ビス(中 央 の コ ン ピュ ー タ と各 地 に散 在 す

る端末 装置 と を通 信回 線 で直 接結 ん で,情 報 を伝 送 し処 理 す るサ ー ビ

ス)は,今 後 急 速 に 増加 する こ とが 予想 され てい る。 しか も寛 々公 社

が サ ー ビス を提 供 す るデ ー タ通 信 シス テ ムや料 金 計 算 シス テ ム につ い

ては,シ ス テ ムの 開発,設 計 は もちろ ん,工 事 試 験 や 保守 も公社 が 直

営 で行 な うこ と として い る。

したが って,こ の ため の コン.ピュ ー タ要 員 を 多数確 保 す る必要 が あ

るが,そ の 要 員 の育 成 は,原 則 と して 社 内 で行 な うこ と と してい る。

以 下,電 々公社 に● け る コ ン ピュー タ教 育 の考 え 方 と現 状 につ い て そ
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の概 要 を述 べ る。

2.2.2コ ンピ ュー タ教 育 の あ ゆみ

寛 々公社 にお け る定形 的 な コ ン ピュー タ教 育 は,昭 和37年 度,事

務 近 代化 の コン ピュ ー タ要 員(プ ラン ナ)育 成 の た め,中 央電 気 通 信

学 園(本 社 附属 の社 内 教 育 機 関で 所 在地 は調 布 市)に 約40日 間 の コ

ース が設 け られ た のが 最 初 で あ る。 事 務近 代化 の進 展 とと もに ,学 園

に は 第1表 に 示 す よ うな コー ス が整 備 され たが,い ず れ もソフ トウ エ

ア を主 体 と した コ ース で あ った。

そ の後,料 金計 算 に 直営 保 守 の コン ピュー タが 導入 さ れ るに 当 って,

そ の保 守 者 を育成 する た め,昭 和40年 度 にはハ ー ドウェ ア を主 体 と

した コー スが 開設 さ れ た。

さ らに,昭 利42年 度 に は,新 た に 開始 され るデ ー タ通 信 関係 の要

員 を育 成 す る た め の各 種 コ ースが 設 け られ た。

この間,事 務 近 代化 や料 金計 算 用 の コ ン ピュー タの プ ロ グ ラマ拾 よ

び オ ペ レー タ要 員 は,メ ー カ等 の協 力 を 得 て主 と して各職 場 に語 い て

育 成 され た。

こ の よ うに,そ れ ぞ れの 業 務 に コ ン ピ ュー タが 導入 され る と,そ の

都度 関係 部 局 の要 請 に よ り,学 園訓 練 の コ ースが 設 定 さ れ て きた た め,

各 コ ース の教 程 内 容 は 区 々 とな って い た。 しか し,対 象 業 務 は 違 って

いて も,コ ン ピュー タ要 員 と して必 要な 基 礎 的 な知 識,技 能 は 共通 で

ある。 した が って,多 量 の コン ピュー タ要 員 を育 成 す るた め に は,こ

の よ うな 共通 的 な基 礎 知 識 を与 え る教 育 は 同一 の コー スで 実 施 した ほ

うが 効果 的 で あ り,そ の必要 性 が 高 ま って きた。 ま た,当 初 学 園 に は
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第1表 教育 に お ける コン ピュ ータ教 育 の推 移

、

,
・

t

◆

'

P:♪

年 度
科班名

37 38 39 40 41 42

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

関

係

事務企画科

一 般 班

指 導 班

専 門 班

中 央
0

40日

中 央 中 央

隻8§ 30日

中 央
∨

25El

中 央 ・中 央
w20日

25日

中 央
事務企 画管理科 014日

計 算 機 技 術 科
中 央

)
90日

設計技術科 データ通信班
中 央

∪90日

ハ

ー

ド

ウ

エ

ア

関

係

課金装置保守科

計算装置班

局 装 置 班

中 央
( 中 央

鷺
〕
120日

90日

中 央

90日

中 央

60日

計算機保守科CM-100形 班

CM-30形 班

中 央
o

70日

中 央
70日

情幸敗理 装置J-2050形 班

保 守 科

J-2030形 班

中 央
0

120日

中 央
!
{

0
155日

|
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コ ン ピュ ー タがな か った ため ,ど の コ ース も講 義 のみ の教 育 とな り,

実 務担 当 者 に最 も必要 な プ ・ グラ ミン グや保 守技 術 を習得 す る ため の

実 習 は,学 園 に和 げ る教 育修 了後,職 場 あ るい は メー カ等 の コ ン ピュ

ー タに よ り行 な わ ざ る を得 な か った。

そ の後,各 種 め 事業 計 画 が 明 確 に な る に したが い,今 後 多数 の コン

ピュー タ要 員 を必 要 とす るこ とが 明 らかに な り,こ れ に対 処 す るた め

に は,ヲ ン ピュー タ教 育 の体 系 と実 施 体 制 の整 備 が 必要 とな って きた。

こ のた め,昭 和42年 度 に● い て,コ ン ピュ ー タ関係 要員 に必 要 な

知 識,技 能 に つい て全 面 的 に再 検討 を加え,基 礎 的 な部 分 につ い て は

極 力共 通 コ ースで 行 な うこ とSし て体 系 的 に整理 す る と と もに,こ れ

に 適 した教 程 お よ び教 科 書 の整 備 を行 な った。 また,昭 和42年10

月 には 中央 電気 通 信学 園 に教 育訓 練 用の コ ン ピュ ー タを設 置 した。

石

、

2.2.3コ ン ピュー タの 教育 体系

昭和43年 度 か ら実 施 してい る,コ ンピュ ー タ教 育体 系 には,事 務

近 代化,料 金計 算,デ ー タ通 信等 の コン ピュ ー タ要 員 の 教 育 の み な ら

ず,コ ン ピュ ー タ に対 す る正 しい理 解 を与 え,利 用 の拡 大を 推進 す る

た め管理 者等 に対 す る教 育 も含め,統 一 的 に計 画実 施 す る よ う整 備 し

た もので あ る。

この体 系 に含 ま れ る コ ン ピュー タ教 育 の対 象 者 は,(1)コ ン ピュ ータ

関係 要 員,(2)管 理 者,(3噺 入 社員(大 学,工 専 卒)澄 よ び社 内教 育 に

よる長 期 養成 者(大 学 部2年 間,専 門部6～10ケ 月)の3つ に大別

され,そ れ ぞれ に つい ては 次 の よ うな考 え 方 で コ ース の設 定 等 を行 な

って おb,主 な コース は第1図 に示 す と凝 りで あ る。
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第1図 寛 々 公 社va;le・け る コ ン ピ ュ ー タ 教 育 体 系
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データ通信班等班別専攻教程

専 門 科 目十 言 語 ・

約450時 間

(言 語)
アセ ン ブ ラ

専門科 目十 実 習
150～200時 間

(実 習)

プ ログ ラム設 計実

習

テキス ト

読 み
18 30 60

一 一 一

爪

__一 一 一 一 一 一 一 一

コーデ ィ

ン グ
4 6 8

一 一 一 」 一 ー 一 一

実務を通 しての指導 実 習 8 12 16

___一_一 一 一 計 30 48 84

基 礎 教 程 管 理 者 班 情報処理装置班 ソフ トウ ェア基 礎 班

基 礎科 目十 言 語

約50時 間

(言 語)

フォ ー トラン ま

たは コボ ル

①12日 間 コー ス

基 礎 科 目十 フ ォー トラン

②3日 間 夜 間 コー ス

言 語 実 習
フ ォー トラ ンまたは コボ
ル ま たは アセ ン ブラ

③ 部 外通 信教 育

基礎科目十実習

艦購
約400時 間

基 礎 科 目+言 語

約230時 間

(言 語)
フ ォー トラン十 コ

ボ ル十 ア セ ン ブ ラ

爪
ノ

ー 一 一

～ ハ

______⊥_________________

新入社員お よび

社内長期養成
管 理 者 ハ ー ドウ エ ア 要 員 ソ フ トウェア要 員



(1)コ ン ピュ ー タ関係 要 員

コ ン ビ宍一'ダ要 員 とい って も,業 務 内容 や職 位 等非 常 に 巾が 広 い
レ ヒ

ので,実 施 上 の問題 を考 慮 し,管 理 者 と一 般職 員 に分 け ,さ らに技

術 的 な内 容 か ら,プ ログ ラ ミン グや シス テ ム設 計 に重 点 を お い た ソ

フ トウ ェア 関係 と,保 守 技 術 に重 点 を拾 い たハ ー ドウ ェア関 係 に分

け て コー スの 設定 を考 え た。

ま た,日 常 業務 を遂 行 す る うえ に必 要 な基 礎 的 な知 識,技 能 を修

得 させ る基礎 課 程 と,上 級技 術 者 と して必 要 な 専 門 的知 識,技 能 を

修得 させ る とと もに,指 導 者 として の素 養 を与 え る応 用課程 に分 け

た。 上 級技 術 者 の育成 は,入 門 か ら初 め上 級 レベ ルに達 す るま で,

1つ の コごス で教 育 す る こ とも考 え られ るが,非 常 に長 期 間 を要 す

る。 した が って,本 体 系 に和 い で は上 級技 術 者 は基 礎 課 程終 了 後,

職 場 に白 け る実務 を通 じての指 導 に よ リレベ ルア ッ プを は か った の

ち,応 用課 程 を経 る こ とに よ って 育成 され る も の と し,応 用課 程 の

教 程 もこれ を前 程 と して 組 まれ て い る。 な か,ソ フ トウェア,ハ ー

ドウェ ア と も,基 礎 課 程 はそ れぞ れ 共 通 の コー ス と したが,ソ フ ト'

ウ ェア の応 用課 程 に つ い ては,対 象 業 務 の内容 に応 じコ ース を分 け

た。

(2)管 理者

管理 者 に つ い て は,長 期間 の コー ス に参 加 す る こ とが 困難 で あ る

こ と も考慮 して,で き るだ け短期 間 に,EDPSの 一 般知 識,各 職

務 に必要 な専 門知 ・識の 概 要 等,コ ン ピュ ー タ部 門 の管理 者 と して必

要 な 基礎 的知 識 を共 通 の コース で 修得 させ るこ と と した。

ま た,コ ン ピュー タ業 務 を直'接担 当 しな い 一 般 の管 理 者 につい て'
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も,3日 間 の コー ス を設 け たが,こ れ は,EDPSの 概 要,フ ォー

トラン また は コボ ル語 等 の教 科 書 を事 前 に 配布 し,自 学 自習 させ ,

質 疑 や プ ログ ラ ミン グの実 習 を学 園等 に集 合 して,短 期 間 に 実 施 す

る もので あ る。 な お・,一 般 の管 理 者 に コン ピュ ー タの基礎 知 識 を 与

え るため の教育 に は,部 外 の 通信 教 育 や講 習 会等 も積 極 的 に活 用・し,

広 く普 及 をは か る こ と としてい る。

③ 新 入社員 澄 よび長 期養 成者

大 学,工 専・卒 の新規 採 用老 舌 よび 社 内 教育 に よる長 期 養成 者 に対

しては,そ れぞ れ の教育 課 程 の1科 目 として,EDPSの 概 要,プ

ロ グラ ミン グの座学 と実習等 の 教程 を40～60時 間組 み 込ん で
,

全 員 に対 しコン ピュ ータ の基 礎知 識 を 修得 させ る こ と として い る。

さ らに,コ ン ピュー タ部 門へ の配 置 予 定 者 に対 して は,各 コース の

事 業 専 攻科 目(300～500時 間)に 恥 し(て,コ ン ピュー タを中心

と した デー タ通 信技 術 に つい て の専 門教 育 を行 な って い る。

▲

◎

芦

2.2.4コ ン ピュー タ教育 の ため の 各 種施 策

社 内 に お い て,多 量 の コ ン ピュー タ要 員 を 育成 す るため,各 種 施 策

を講 じて きたが,そ の主 な もの は・次 の通 りで ある。

(1)教 官の養 成

多数 の コ ン ピュ ー タ要 員 を社 内 で育 成 す るた め に は,優 秀 な 教官

を多数 確 保 す る必要 が あ り,こ のた め,'社 内 よ り優 秀 な人 材 を集 め

て教 官 の養 成 を進 め て き た。 これに よ り,現 在,本 社 附 属 の教 育 機

関 で あ る中央電 気通 信 学 園(ソ フ トウ ェア を主 体 と した教 育 を実施)

和 よび鈴 鹿 電 気 通 信学 園(ハ ー ドウェ ア を主 体 と した教育 の 実施)

一353-・



の コ ン ビ=一 夕教 育 の専 任教 官 は 約60名 に達 して いる。

(2)実 習 用 コ ン ピュ ー タ の設 置

コ ン ピュ ー タにつ い て の基 礎 的 な概 念 を把 握 す るに は 自か ら プ ロ

グ ラムを作 成 して,実 際 に コン ピュー タにか け て み る こ とが 最 も効

果 的 で あ る。 ま た,ソ フ トウ ェア の基礎 課 程 の教 育 目標 で あ る プ ロ

グ ラム言 語 と,そ の コー ディ ング技 法 の修 得 に も,コ ン ピュー タ と

の対 話(プ ロ グ ラムの作 成,デ ィバ ッグ,テ ス ト ・デー タに よる ラ

ン)に よる実習 が 効果 的で あ る。 さ らに,ハ ー ドウェ ア を主 体 と し

た保 守 者 の育 成 に おい て も,実 際 に コ ン ピュ ー タを使 って,調 整 や

障 害探 索 の実 習 を行 な い,そ の 技能 を身 につけ る こ とが不 可 欠 で あ

る。 この ため,両 学 園 に教 育訓練 用 コ ン ピュ ー タの 整 備 をす すめ,

昭 和44年 来 現 在,中 央 電 気通信 学 園 に2台,鈴 鹿電 気 通信 学 園に

1台 の コ ン ピュー タが 設 置 されて い る。

(3)新 ら しい教 育 技法 の採 用

公社 にお け る コ ン ピュ ー タ要 員 の 需要 は,今 後 もさ らに増加 す る

ことが予 想 され てい る。 しか し,教 官や教 育 設 備 は 限 られ て治 り,

これ を効 率 的 に稼 働 して,よ り多 くの人 を 育成 す る とと もに,教 科

内 容 に対 す る理 解 を よ り確 実 な もの と して 教育 効果 を高 め る ため,

新 ら しい教 育技 法 を採 用 してい る。

そ の1つ は プ ロ グ ラ ム学 習方 式 で あ る。 これ は,多 人 数 の講 義形

式 の授 業 に お い ては,と か く情 報 の流 れが 一 方 的 とな り,生 徒 の反

応 に あ ま り関係 な く進 め られ る こ と を改 め る もの で あ り,教 科 書が

生 徒 に 問 いか け,生 徒 がそ れ に1つ1つ 反 応 しなが ら進 め て い くよ

うな,自 学 自習 用 の教科 書(プ ロ グ ラム ・テ キス ト)を 使 用 す る方
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式 で ある。 した が って,生 徒1人1人 の 思考 や理 解 のペー ス に応 じ

て進 め られ るの で理 解度 も深 ま り,学 習 の速度 も全 体 と しては 早 く

な り,相 当の 効 果 が あが ってい る。 現 在,プ ログ ラ ム学 習法 に よる..

教科 書 は,フ ォ ー トランお よび コボ ル語 用 の もの を作 成 してい るが,

今後 さ らに,こ の 技法 に適 した 教 程 に つい ては,自 学 自習 テ キス ト

を充 実 して い くこ と と して い る。

次 に,視 聴 覚 教材 とテ ィ ーチ ン グ ・ーマシンの 採 用 に よ る教 育 の近

代化 で ある。 ス ラ イ ド等 に よ る視 聴 覚 教 育 も,採 り上げ る 内容 や構

成方 法 に よ って は,十 分 効 果が あが る こ と も認 め られ て い る。 した

が っそ,公 社 に 澄け る コ ン ピュー タ教 育 に は,こ れ を積極 的 に取 り

入 れ る こ とに して 分 り,昨 年,オ ー ト ・ス ライ ドとテ ー プ ・レ コー

ダ と集 団 反能 装 置 を組 合 せ た集 団 自動 学=習装 置(テ ィーチ ング・マ シ

ン)を 開 発 し,「EDPSの 概 要 」は これ を使 って教 え てい る。

このテ ー テ ン グ ・マ シン用 の教 材は,プ ロ グ ラム学 習の原 理 を導

入 し,ス ライ ドの 中で問 題 を出 して 回 答(筆 記)さ せ るな ど,従 来

の見 せ る だけ の ス ライ ドに比 し,い ろ い ろ と創意 工 夫が こ らさ れ て

い る。 な澄,テ ィ ー チ ン グ ・マ シンを 使 用す る と,大 巾に教 官稼 働

が 節 減 され る ので,そ の拡 大 を はか る た め,現 在 「ハ ー ドウ ェア の

基礎 」,「 フ ロー ・チ ャ ー トの 書 き方 」,「EDPSの 業 務 」な ど

の教 科 に つい て も,テ ィー チン グ ・マ シ ン用教 材 の 作成 を進 め て い

る。

この ほ か,VTRや オ ーバ ー ・ヘ ッ ド ・プ ・ジ ェクタ等 も積極 的 .

に活 用 し,教 育 効果 を高 め る と と もに,教 官稼働 の軽 減 に つ とめ て

い る。
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2.2.5コ ン ピ ュー タ 教 育の量

以上 の よ うな教 育 体系 に よ リコ ン ピュー タ教 育 を実施 した人 員 の概

要 は 次 の と治 りで あ る。

(1)学 園 にお け る コン ピュ ー タ教 育

昭和43年 度 お よび44年 度 の学 園 におけ る コ ン ピュ ー タ教 育 の

実施 人 員 は第2表 の とお・りで ある。

第2表 昭和43年 度,44年 度 学 園 に苦 い て

コ ン ピュー タ教 育 を実 施 した人 員

単 位:人

課 程 43年 度 44年 度

入 門 課 程 690 630

基 礎課 程
460

(160)
840

(220)

応 用 課 程 260
440
(40)

計
1,410
(160)

1,910
(260)

()内 はハ ー ドウェ ア関 係教 育人 員の再 掲

(2)学 園以 外 に● け る コ ン ピュー タ教 育

管 理 者 に対 す る コン ピュ ータ教 育 は,学 園 コー ス のほ か,各 機 関

で 部 外 の通 信 教 育 や講 習会 等 を積 極 的 に活 用 して実 施 してい る。 参

考 ま で に,昭 和43年 度 に本 社 の管 理 者 を対 象 に実 施 した コ ン ピュ

ー タ教 育 の概 要 を示 す と ,第3表 の と治 りで あ る。

2.2.6今 後 の コン ピ ュー タ教 育 の 方 向

以 上,電 々公社 に澄 け る コ ン ピュ ー タ教 育 の現 状 に つ い て述 べ た が
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昭和45年 度 以 降 も大 巾に増 加 す る こ とが 予 想 され る コン ピュー タ要

員 を 育成 す る た めに は,必 ず し も十 分 な もの とはい え ない。 した が っ

て,現 体 制で 実 施 して きた経 験 と,そ の 後 の コ ン ピュー タ教 育 に対 す

る社 内 の要 請 を勘案 して 再 検討 を行 な い,昭 和45年 度か らは第2図

に 示 す 新 しい 体 系 に よ り実施 す る こ と と して い る。

新 しい 体 系 に お い て も,コ ース の 設定 に 当 って の考 え方 は,基 本

的 に は従 来 とは変 る もの では な い。 主 な相 違 点 は,従 来,基 礎,応 用

の .2.段階 の課 程 に 区分 して い た もの を,基 礎 課 程 を入 門 と基 礎 に分 け

る と と もに,上 級 シ ステ ム ・エ ン ジニア 育成 のため の上 級課 程 を設 け,

入 門,基 礎,応 用,上 級 の 四 段階 と し,各 課 程 の 目標 を明確 に した こ

とで ある。 これ に と もな い各 コー ス の教 程 を 再検 討 して整 備 した。

なお,主 な コー ス の概要(教 育 目標,教 程等)は 別 表 の とお りで あ

る。

ま た,入 門課 程 の教 育 に つい て は,先 に述 べ た,テ ィー チン グ ・マ

シンや プ ロ グラ ム ・テ キス ト等 を 活 用 して,昭 和45年 度 か らは原 則

と して各 地 方 の通 信局 に澄 い て計 画,実 施 す る こ と と して い る。

▲

、
ん

2.2.7む す び

コン ピュー タに 関 する技 術 は 日進 月 歩 で ある。 したが って,教 育 の

内容 も常 に 技術 の進 歩 に応 じて 変化 して いか なけ れ ば な らな い。 以 上

は,電 々公 社 にお け る コ ン ビ=一 タ教育 の 現状 と,昭 和45年 度以 降

にお け る当 面 の考 え方 に つい て述 べ た が,コ ン ピュ ー タ要 員 に対 す る

社 内 の需要 の増 加 見通 しを勘 案 した場 合,今 後 ま す ますそ の 内容 を充

実す る よ う配 慮 してい く必要 が あ る と考 え て い る。

-357一



多

●

■

も

●

ぶ

、

.

,



●

亀

'

θ

■

〔第3表 〕 昭和44年 度 にtsけ る本 社 管 理 者 に対す る コン ピュ ー タ教育 の実施 概 要(寛 々公社)

種 別 コ ー ス 名 対 象 者 実施人員 期 間 実 施 概 要

NOMA

部 外 セ ミナー 電算機基礎夜 間コー ス 本 社 内 トッ プ 約10名 3～4日 EDPSの 基 礎,MISを め ぐ る諸 問題,電 算 機 導入 の 問題 点 な ど トッ プ と して

への 参加 日 電 ト ッ プ セ ミ ナ ー ク ラス(次 長 必要な電算機 に関す る理解 を深 めるため主 催者の開催案内 に基 づ き随時派遣 す る。
日 立 ト ッ プ セ ミ ナ ー 以上 の職位に

そ の 他 ある者)

NOMA

通 信 教 育 電子計算機講座基礎 コー 謀長,調 査役 約100名 6ヵ 月 電算 機 と現 代 社会,電 算 機 の基 礎 理論,機 械 組 織,プ ロ グ ラ ミン グな ど6単 元 に

ス 謀長補佐 クラ (44.6～11) つ い て学 習 しレ ポー トに よ る添 削指 導 を受け る。 ス クー リン グはCOBOL言 語 に よ

ス る簡 単 な コー デ ィン グ実 習,(3日,全 員 合同 の 座 学) 。 小 型計 算 機 に よる機 械 実

習(0.5日 ×3班)を 行 な う。

NOMA

電子計算機講座 〃 約50名 6ヵ 月 MIS,シ ス テ ム ア ナ リ シ ス,ハ ー ド と ソ フ ト
,オ ペ レ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル な

シス テ ム プ ラニ ング コース
(44.6～11) ど6単 元 に つい て学 習 しレポ ー トに よ る添 削指 導 を受 け る。 ス クー リン グは ,小 規

模 の販売会社 をモ デル とし,業 務の現状分析 な らびに機械化案 を作 成する。

3日 於本社 内

学 園 訓 練 電算機管理科 調査員以上 約50名 (実 習)3日 「 プロ グ ラム学習 に よ るFORTRAN」 「EDPSの 概 要 」等 の教 科 書 を事 前 に配

実 習 班 付 し1ヵ 月 程度 の 自学 自習 の後,中 央学 園 で質 疑 応 答 プ ロ グ ラ ム デバ ックの 実 習 を

行 な う。

〃(夜 間 コー ス) 〃 実習3日 それ ぞ れ の プ ・グ ラム学 習 テ キス トに よ り1ヵ 月程 度 の 自学 自習 の後 中央学 園 で

FORITRAN 約15名 実 習 を行 な う。 な 宕,F● よびCに つ い ては1回,Aに つ い ては6回 の レ ク チ ャー

COBOL 約15名 和 よび質疑 応 答 を行 な った。 また,全 員 を対 象 と して ソ フ トウェ アに 関 す る特 別 講

ASSEMB]二ER 約15名 義(講 師,日 立,味 村重臣氏)を 実施 した。 い ずれ も時間外実習以外 の実 施場 所は

本社内会議室。

注)昭 和43年 度 は次 長 以 上 の トッ プ ク ラス を対 象 に 社 内講 習 会を 実施 して い たが ,44年 度 か ら廃 止 した。
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〔第2図 〕 昭 和45年 度 以 降 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育 体 系(寛 々公 社)
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EDPSの 概 要,プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム 設 計,プ ロ グ ラ ミ ン グ, 電算機関係実務 の指導者に シス テ
」

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス を 中 心 と し

の入 門等 基礎 的知 識を修得 させ ,電 ハ ー ドウェ ア等 の それ ぞ れ の担 務 に ム 設 計,プ ロ グ ラ ミ ン グ,ハ ー ド ウ たEDPSに 関す る基礎理 論 を修得 さ

訓 練 目 標 算機 に対 する正 しい理解 を与 え る。 必要な基 礎的知識,技 能 を修得 させ エア等 の専門的技法 を修 得させ電算 せ,新 しい シス テ ムの 開 発 研 究 に従 事

電算機業 務担 当者を育 成す る。 機 関係部 門の指導者 を養成 する。 す る上 級 シス テ ムエ ン ジニ ア を養 成 す

る。

電 算 機 基 礎 科 電 算 機 基 礎 科 電 算 機 応 用 科 電 算 機 応 用 科
ソ フ ト ウ ェ ア(シ ス テ ム)班

入 門 班 ソ フ ト ウ ェ ア(プ ロ グラ ム)班
シ ス テ ム 設 計 班

上 級 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア コ ー ス

科 班 名 コ ボ ル
プ ロ グ ラ ム 専 門 班

(学 園実 施 コ ース) 実 習 班 プロ グ ラム 実 習 ア セ ン ブ リ 班

フォ ー トラ ン 情 報 処理 装 置 指 導 班

企 画 班
●

情報処理装置 「 」形班

原則 と して通信 局以 下 で実 施す る。 原則 と して 原則 として 本社 学園訓練または

実 施 方 法
通 信 訓 練

集 合 訓 練 本 社 学 園 訓 練 本 社 学 園 訓 練 大 学 派 遣 等

学 園 訓 練

注)新 入 社員お よび長期養 成者 に対す る教 育は従来通 りであるので省略 した。
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〔別 表 〕 主 な 学 園 訓 練 コ ー ス の 概 要(寛 々公 社)

課程 科 班 名 訓 練 目 標 教 授 概 要 標準時間

電算機基礎科 電算機関係i業務を新 たに EDPSの 概要9

入 入 門(フ ナー トランコ ボ ル)班 担 当する者お よび管 理者 EDPS業 務6
*

コ ボ ル 語

に 電算機 に対 する正 しい ハ ー ドウエ ア基 礎9 コ ー ス

門 理解 と情報化時代 に適応 フ ロ ー チ ャ ー ト の 書 き 方6
72

**

課
できる よう必要な基礎知 *コ ボル語24

フナ ー トラン語

識 を修 得 さ せ る。 *コ ボル語実習18 コ ー ス

程 **フ ォ ー ト ラ ン 語12 54

**フ ォ ー ト ラ ン語 実 習12

電算機基礎科 電 算機 関係 業務の うちシ デー タ通 信 シス テ ム概 論9

基
ソ フ ト ウ ェ ア ス テ ム設 計 を主 と して担 データ伝送概 要6

礎 (シ ス テ ム)班 当す る者 に日常業 務がで ア セ ン ブ リ語60

きるよ う基礎 的な知識技 ア セ ン ブ リ語 実 習24 177

課
能 を 修 得 させ る。 プ ログ ラム概 論12

程 シス テム設計技法30

システ ム設計 演習36

電算機基礎科 電算機 関係業務 の うち プ デ ー タ通 信 シス テ ム概 論9

ソ フ ト ウ ェ ア ロ グ ラ ミ ン グ を 主 と して データ伝送概要3 *

(プ ロ グ ラ ム)班 担 当 す る者 に,日 常i業務
アセンブリ語60 フ ォー トテ ン語

がで きる よう基礎的 な知
*フ ォ ー ト・ラ ン 語18

-一・
**コ ボ ル 諮30

コ ー ス

180

基

識技能 を修得 させ る。
*フ ォ ー トラン語 実 習12

**

コ ボ ル 語

**コ ボ ル語 実 習18 コ ー ス

プ ロ グラ ム概 論12 198

プ ロ グラ ミン グ設 計 演 習30

礎 プロ グ ラ ミン グ実 習36

電算機基礎科 電算機関係 の企画,営 業, デー タ通 信 シス テ ム概 論6

課 企 画 班 管理業務等を担当する者 システ ム設計概論18

に必 要 な シス テム設 計,
ハ ー ドウェア概 論18

プ ロ グ ラ ミ ン グ 八 一 ド ゥ
プログ ラム概論9

程 エアの基礎的知識 を巾広
事 例 研 究6

そ の他専 門的科 目18 75
く修得 させ る。 、/

_

計 算 セ ンタ管 理

プ ロ グ ラム維 持 管 理

そ的 デ ー タ通 信 セ ール ス技 法

の科 データ通信に和げ る営業制度

他 目
のの

専 内

端末機お よびデー タ伝送装 置
運 用操作

門訳 端 末 機 プログ ラ ミング

(注) 端末機操作実習

保 全 管 理,装 機,工 法

＼ハ ー ド ウ ェ ア 各 論/

(注)専 門的科 目は対 象者 に より

選択実施す る。
.
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課程 科 班 名 訓 練 目 標 教 授 概 要 標準時間

電算機基礎科 情 報処理装置の建設,保 アセンブラ語30

情報処理装置 守等 を担当 する者 に日常 ア センブ ラ語実 習18

「 」形班 作i業に必要な基礎 的知識, デー タ通信業務 の流れ3

基 技 能 を修 得 させ る。 「 」形装 置 の概要6

オ ペ レー テ ィン グ シス テ ム の 概 要3

礎 「 」形装置命令解説12 396～441

課

「 」形本 体 装置108

「 」形 周 辺装 置84～129
(装 置 に よ り異 な る

。)

「 」形 デー タ伝 送装 置30

程 「 」雑装置6

保全管理3

測定器 と取扱方法3

実 習90

電算機応用科 電 算機 関係業務 の うちシ システ ム設計概論18

応
シス テ ム設 計班 ス テ ム設 計 を主 と して 担 オ ン ライ ン リア ル タイ ム シス テ ム

用 当 す る者 に シス テ ム設 計
の設計36

謀 の専 門的知識,技 能 を修
ハ ー ドウ ェ アの設 計24 147

程 得 させ 実務の指導者 とな
シス テム設計演習実習66

る よ う養 成 す る。
データ通信 の将来動 向3

電算機応用科 電 算 機 業 務 の うち プ ロ グ オ ペ レー テ ィ ング シス テ ム 概 論12

プ ロ グ ラム専 門班 ラ ムを主 と して 担 当 す る プロ グ ラム言 語 概論12

応 者 に プロ グ ラム の専 門 的 ユ ー テ ィ リテ ィ プ ロ グ ラム 概 論3

用
知識,技 能 を修得させ実 処理 プログラム概 論6

務 の指 導 者 とな る よ う養 上 級 フォー トラン技 法6
141

課 成 す る。 上級 コボル技ば6
一

程
オンラインプログラム設 計演 習33

オ ン ライ ンプ ログ ラ ミン グ 実 習60

デー タ通信の将来動向3

電算機応用科 電算機業務 を担 当する指 コン ピュー タサ イエ ン スの 基 礎 理
ラム

上 級 シ ス テ ム エ ン ジ ニ 導 者 に コ ン ピ ュ ー タ サ イ
調70

上
ア班 エンス を 中心 としたED

コン ピュ ー タ シス テ ム の 構 成200

級 PSに 関す る基礎理論 を
シ ス テ ム設 計 と分析,シ ス テ

ム理 論200

課 修 得 させ新 しい シス テ ム シス テ ムの 実 務,統 計 分 析100

700

程
の開発 研究 に従事 する上

卒論,研 究130

級 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア を

養 成 す る。 (注)詳 細な教程 については検討中

1
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2.3日 本 放 送 協 会 にお け る コ ン ピュ ー タ 教 育

2.5.1EDPS運 用要 員 に対 す る考え 方

一 般 にEDPS化 の 目的 あるい は 効 果 と して ,経 済 性,正 確 性,迅

速性 が あげ られ る。 これ らは 当 然 の ことで あ るが,日 本放 送協 会(N

HK)がEDPSを 導 入 した 基本 的 な ボ ィ ン トは,一 つは総 合的 組 織

化で あ り,他 は 人 間 性 の 開 発 で あ った。 導 入機 種 の選定 に あた って も.

ある い は適 用業務 の 決定 につ い て も,さ らに は設 備.建 物の 設計 に つ

い て も,す べて こ の よ うな観 点 か ら推進 され た 訳で あ る が.研 修を 含

む要員 計画 の検 討 に つい て も,こ の基 本的 特 質 に立 脚 して考 慮 した こ

とは い うま で もな い。

EDPS導 入 に伴 な う要 員 計 画 に つい ては.EDPS運 用 に 関係 す る

各種 の要 員 の計 画 と,EDPS導 入 に 関連 す る要 員全 般の計 画 との二

つ にわ け られ る。

まず,EDPS運 用 に当 る要 員 に つい てみ ると,次 の よ うな職 務区

分 が あげ られ る。

(1)シ ス テ ム ◆ エ ン ジ ニ ア(シ ス テ ム'ア ナ リ ス ト滅 び プ ラ ン ナ7

を含 む)

現 行 業 務 方 式 を検討 し,業 務必 要 条 件 を決 定,EDPSに 適 した

新 業務 方 式 を設計 す る要 員

(2)プ ロ グ ラマ

電子 計算 機 に 与 え る事 務 処理 の手 順す な わ ち プロ グ ラム を作 成 す

る要 員

③ オ ペ レ ー タ

ー367一



電 子計 算 機 を直 接 操 作運 用 し,機 械処 理 を行 な う要 員

(4)タ ー ミナ ル ・オ ペ レー タ

ォ ン ・ライ ン ・システ ムにお け る電 子 計 算 機 の入 出力 機 器 で あ る

ディ ス プ レ イ ・ター ミナ ルを操作 す る要 員

(5)さ ん 孔 タ イ ピス ト

電 子計 算 機へ の入 力 デ ー タ とな る紙 テー プ のさん 孔 タイ プを行 な

う要 員

(6)デ ー タ管 理要 員

オ フ ・ライン ・シス テ ムに お・け る イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプッ ト ・デ

ー タを チ ェ ック し管 理 す る要 員

これ らの 職 務区 分 は そ れ に必 要 とす る特 殊 な知 識経 験 か らみ て ,い

わば完 全 に専 門職 種 とい え る も ので あ り,ま た,そ の よ うに とり扱 わ

れ て い る も のが 多い が,NHKで は,さ きに あげ た導 入 の基 本 的特 質 ,

他 社 の実 情 な ど も考 え あわせ,全 ぐ新 しい要 員 確 保 の方 式 を とる こ と

と した。

す な わ ち,EDPS運 用要 員 に つ い て は,新 し く特 殊 の 坦 務 を設

け る こ とな く,一 般 業 務 の一 環 と して 実 施 す る との考 え 方 を と り,導

入後 の こ と も考 えて こ の ため の増 員 は な るべ く避 け ,現 在そ の仕 事 を

担 当 してい る職 員 中 か ら適 性 な人 材 を選ん だ うえ,研 修 して これ にあて

る方 針 が と られ た。 また,さ ん孔 タイ プ ライ タお よび デ ィス プレイ の

操 作 を常 に専任 者 に行 わせ るこ とは,鉛 筆 が わ りの さん孔 タ イ プ,伝

票 が わ りの ディス プ レイ とい う考 えか らみ て も好 ま しい もので は な い。

さ らに情 報連 絡 網 が完 成 した段 階 に 拾 い て ,全 職 域 の 日常業 務 に全 職

員 が タ イ プか デ ィス プレイ をベ ン や伝 票 の よ うに 使 え る よ うに す る の
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が 理想 の 姿で あ るか ら,当 初 か ら全 職 員 タイ プライ テ ィ ン グと い う方

式 を澄 しすSめ た。

2.5.2EDPS運 用 要 員 に 対す る教 育 訓 練

コ ン ピュ ー タ部 門 で あ る経 営第4部(現 在 の経 営 情 報室 の 前 身)は
,

昭 和36年6月 の組織 改 正 に よ って設 置 され た が,当 初 ス タ ッフは 部

長 を含 め10数 名で 発 足 した。 昭 和37年 まで の 準備 段 階 にお い て は ,

部 長 自 ら各 種 の参 考文 献 を翻訳 して ス タ ッフ一 同 に講 義 を行 うほ か ,

絶 えず ミー テ ィ ン グを もって 研究討 議 を通 じて 全 員 の理 解 と レベ ル ア

ップ を図 り,次 の諸施 策 を 講 じな が らEDPS具 体化 計画 を策 定 して

い った。

(1)1401AUTOCORDERに よ る プ ログ ラ ミン グ実 習

こ の と きに全 員 プロ グ ラ ミン グ ・オ ペ レー シ ョ・ンの 方式 を打 出 し

た。

(2)SOP(StudyOrganizationPIan)検 討 会

このSOP検 討 会 に よ って培 か われ た知 識が そ の後 の シス テ ム設

計 の基礎 に な った。

(3,COBOL検 討会

昭 和38年 秋 に メイ ン ・コ ン ピュ ー タ と して7044の 導 入 を予

定 して い た ので,こ れ に先 立 って7090COBOLの 検 討及 び テス

トを 運用 要員 全 員 で 行 な いCOBOL研 修 を実 施 す る と と もに,同

年7月 米国 マ イ ア ミで開 かれ たSHAREミ ー テ ィ ン グで メンバ ーに

対 しCOBOL採 用の アンケ ー トを実 施 し,あ らゆ る角 度 か らの検 討

を加 え,プ ログ ラム ラン ゲ一一ジと してCOBOLを 採 用 す るこ と と し
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た。 こ.のCOBOL採 用 は我 国 に おけ る先駆 的 な 役割 を果 した と思 う。

(4)部 外 研修

シス テ ム具体化 とと もに漸 次要 員 を増 員 して い っ た が・ 新 し く配

属 に な った要員 に 対 しては 部 内で 参考 書 に よ る集 中研 修 を行 な うほ

か1・B・Mの 各 種講 習 会 を受 講 させ 知識 ・技 術 の習 得 に つ と め させ た。

(5)経 営 科 学 澄 よび各 種 手 法 の 研 究 会

OR,LPtsよ びPERTに つ い て部 内 で研 究会 を設け,知 識 の向

上 と 自己啓 発 につ とめ させ て い る。 これ らのほ か,OPERATING

SYSTEMの 検 討,新 し く開 発 さ れ た 機 器 の 検討 な ど常 時 職 場 で

の業 務 を通 じ研 究 討議 を行 なわ せ レベ ル ア ッ プを 図 って い るが,運

用 要 員 の教 育 訓 練 としてNHK-TOPICS開 発 チ ー ム詮 よびそ の

オ ペv－ シ ョンの訓 練 に つ いて は 別表1,2の とお り実 施 して 具体

的 効 果 を あげ た。 ま た,シ ステ ム適 用 の職 場対 象 者 に は別 表3に よ

り研修 を実 施 して 運用 の万全 を期 した。

■

◆

2.5.5全 職 員に 対す る理解 と周知 のため の教 育訓 練

企 業 内 に 若 け る教 育訓 練機 関 と して,組 織上 は中 央 研修 所 を設 け て

お り,当 所 におい て年 間6,000～7,000名 の職 員 に 対 し再教 育,あ る

いは新 知 識 ・新 技能 の付 与 に あた って い る。 研 修 コース と して は新 人

を採 用 した ときの新 採 研修,各 種 の職 能(技 能)専 門研 修,昇 進 時 に

受講 す る昇 進 研修 ● よび管 理職 研 修 とあ るが,い ず れ も3日 ㌘14日

位 の期 間 で教 育 を行 な ってい る。 これ ら各 種 の研 修 の カ リキ ュ ラムに

は,常 に一 環 して 「NHKに ●け る経 営 近 代化 計画 」あ るい は 「NH

Kに お け るEDPS」 とい った 講 義 時 間 を 設定 して,理 解 と滲透 を 図
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づ てい る。 ま た,そ れぞ れ の専 門研 修 に おい て は,適 用 シス テ ム の講

義 時 間(例 え ば 営業 シス テ ムの概 要 等)を 設 け て一 層 の理 解 と徹 底 を

図 って い る。

これ ら各 級 コー ス に よる研修 の ほ か,特 別 研修 と して,37年 には

30才 未満 の職員 を対 象 に40名 を選 び,約1ヵ 月 間 プロ グ ラ ミン グ.

研 修('1.B.M1401AUTOCORDER)を 行 な って,そ の 中h・ ら特

に 適性 の あ った10名 を コ ン ピュ ー タ部 門 に転 属 させ た。 ま た,37'

年 か ら39年 にか け3カ 年 計 画 で 集 中処 理 関 係 の デー タ入 力機 器で あ

る さん 孔 タイ プライ ター の研修 を1コ ース1週 間,1回20名 と して

実 施 し,総 数4,000名 の 教育 を行 な っ た。

さ らに,37年 には コ ン ピュ ー-sの 導 入 に先 だ って最 も必要 とい わ

れ て い る 中 間管 理 層 の 理 解 と協 力 を得 る ため,各 職場 の リー ダ ー格 と

して 中堅 管 理 職30名 を対 象 に,5日 間,箱 根 湯 本 にお い てEDPS

講座 を開 い て合 宿 研修 を行 な い,経 営 近 代化 の尖 兵 的 役割 を担 わせ た。.

本 年度(44年 度)は,企 業 内 に定 着 をみ たEDPS業 務 の安 定 的

発 展 を期 して,コ ン ピュ ー タ部 門要 員 に 限 定 せず に,各 職 場 のス タ ッ

フが 自 ら仕 事 の遂 行 に あた って コ ン ピュ ー タに記 憶 され て い る各 種 の

情 報 を十 分 駆 使 で き る よ うに させ る ため(一 種 の オー プン ・プ ロ グ ラ

マ ー)と,各 現 場 と コン ピュー タ部 門 要員 の人 事 交 流 を 円 滑化 す る た

め,3カ 年計 画 で毎 年100名 程 度 を対 象 に プ ログ ラ ミン グ研修 を行

な う こ と と した。 研 修 内容 は360-COBOLで,初 級,中 級,上 級

に分 け,初 級 コー ス は1回20名,8日 間で 総 数100名 の研修 を行

な った。 この 中 か ら適 性 と本 人 希 望 に よ って 中級 コース を受講 させ,

1回20名,5日 間 で総 数60名 を対 象 と した。 さ らに,こ の中 か ら
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適 性 をみ て上 級 コー ス を 受講 させ,1回15名,5日 間 で総 数30名

が 受 講 を終 了 して本 年 度 計 画 を完 了 した。 カ リキ ュ ラ ムは 別表4の と

詮 りで ある。 この ほか,昨 年 度(昭 和43年 度)ま で に中央 研修 所 に

お い て実 施 したEDPS特 別 研修 は,別 表5の とお りで ある。

なお,オ フ ・ライ ン ・バ ッ チ処 理 用にNEAC2200-50d2台

が 設置 され て い るが,オ ペ レ ー シ ョン教育 の た めの カ リキ ュ ラムは別

表6の とお りで あ る。

参 考 と して別 表7にNHKの 経 営 近 代 化 略史 を添 付 す る。

●

一4

◆

'、負

⑳ 、↓
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〔別 表1〕TOPICS開 発要員特別 教育訓練(NHK)

対 象 時 期 内 容 形 式 期 間 講 師 テ キ ス ト ・ 資 料 ・ 機 械

プロ グ ラマ ー経

験 者
業務基本 設計後 期

39年 末

IBMS360HARDWARE 講 義2W NHK担 当IBMSE

IBMS3.60

PRINCIPLEOFOPERATION

新 人 アナ リス ト

お・よび新 人 実施

ス タ ッ フ

BDPS設 計初 期

40年2.月 ～3月

シス テ ム開 発

シス テ ム設計

コン ピュー タ

OR,KWIC

COBOL

NETWORK手 法

SMART(70440FFLINE)

PERT/COST

講 義1D

〃1D

〃3D

〃1D

講義:実 習2W

講 義1W

講義 ・実習1W

輪 講3W

ト ッ プ ・ リ ー ダ

^開 発

チ ー ム ・ リー ダ

〃 〃

〃 〃

運 行 室 管 理 者 他

設 計 チ ー ム ・ リ ー ダ

プ ロ グ ラ ム ・チ ー ム

ナ シ

R●HEAD

部 内作 成 テ キ ス ト 「シス テ ム設計 の考 え方 」

電 子計 算 組 織 概 説(IBM)

部 内 資料

7044,部 内作 成 テ キス ト

R・MILLOR

部 内マ ニュ ア ル,7044

1BM7044・PERT/CO8丁 五
・

新 人 シ ニ ア ・

プ ロ グ ラ マ ー

「

EDPS設 計 後 期

40年1明 ～11月

|

COBOL,TAPESYSTEMOPERATION

IBMS360HARDWARE

〃SOFTWARE

〃PL/1

〃 ・ASSEMBLER

TOPICS概 要

2260CONTROLSOFTWARE

APPLICATIONFIIＬESTRU(㎜

8MARTPROGRAMLOGIC

SOP

BACKUPCONCEPT

講 義 ・実 習2W

社 外 研 修3D

〃 、〃1W

部 内 講 義1W

〃 〃3D

〃 〃3D

〃 〃1D

〃 〃1D

〃 〃1D

輪 講1W

部 内 講 義3D

運行室管理者 ・担 当者

IBM教 育部

〃

プ ロ グ ラ ム ・チー ム ・リー ダ,シ ニ ア ・プ ロ グ ラマ ー

〃 〃

ア ナ リス ト,プ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ー ジ ャ

プ ロ グ ラ ム ・ チ ー ム

〃 〃

〃 〃

ナ シ

NHK担 当IBMSE

7044,部 内 作成 テ キス ト

S360入 門

OSCONCEPT'&PAσILITY

部 内 テ キス ト

OSAS8EMBLERE

部 内資料 フ リッ プ ・チ ャー ト

〃 〃

,フ 。 イ ル.。 キ ュ,ソ トi

じ
〃 フ リ ッ プ ・チ ャ ー トl

SOP部 内 訳 テ キ ス ト

部 内 資 料 フ リ ッ プ ・チ ャ ー ト

新 入 シ ニ ア ・

プ ロ グ ラ マ ー

詳細設計 後期1

41年2月

具体化初期41年4月

具体化後期42年5月

TOPICS概 要

コ ン ピ ュ ー タ

COBOL

IBMS360PL1

〃 〃ASSEMBLER
●

部 内 講 義3D

〃 〃3D

〃 〃1W

〃 〃1W

〃 〃2D

設 計 チ ー ム

プ ロ グ ラ ム ・チ ー ム ・リ ー ダ,シ ニ ア ・プ ロ グ ラマ ー

〃 〃

プ ロ グ ラ ム ・チ ー ム ・ リー ダ

〃 〃

部 内 資 料 ブ リ ッ プ ・ チ ャ ー ト

'

STUDENTTEXT(IBM)
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〔別 表2〕A運 行(TOPICS)オ ベ レ ー.シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ(新 人 向 き)カ リキ ュ ラ ム(NHK)

テ ー マ 内 容 資 料 日 数 備 考

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1.経 営情 報室 の業務 0.5日

2・NHKTOPICSの 概 要 とA運 行 の役

割

0.5〃 A運 行 ・…

3.A運 行 業 務 の概 要
、

1.0〃

勤務体 制,(線 表勤務),心 得 ・

オ ン ・ ラ イ ン 業 務 と は 『

オ フ ・ ラ イ ン 業 務 と は

運行室 と関係部の関連

施 設 概 要 1.EDPM室,機 器構 成 と見学 NHK・TOPICSCONFIGURATION 1日

,

2.BCC見 学(2250,2260使 用 状 況) 〃ABCSSCHEMATICDIAGRAM ABCS=AUTOMATIC

3.TOC見 学(マ トリックス 各DEVICE)
BROADCASTING

CONTROLSYSTEM

日 常 業 務 の 手 順 1.S/360オ ン ・ ラ イ/業 務 手 順

一
初心 者用ONLINEOPERATIONGENERALF・LOW 1.5日

2.1800DACSオ ン ・ ラ イ ン 業 務 手 順 〃DAILYOFFLINEOPERATIbN

3.オ フ ・ ラ イ ン 業 務 〃ONLINERECOVERYOPERATION

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　

オ ン ザ ジ ョ ブ 監視業 務につ きなが ら業務 の流れ を把握 さ 金 上 資 料 1週 間
・

ト レ ー ニ ン グ(1) せ る(日 勤)
参 照

(1)オ ペ レー シ ョ ン指示 書 に よ る業 務 遂 行
.

に つ い て

(2)各 種報告書 の記入要領

㈲ 監 視澄 よび ト ラブ ル時 のス イ ッチ ・オ
・_ノ く_

(4)機 器配置状 況 の把握

(5)EI)PS慣 用 語 の習 得
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テ ー マ 内 容 資 料 日 数 備 考

オ ン ・ザ ・ジ ョ ブ ・ 1チ ー ム4名 の シ フ ト勤 務 に入 り(要 員 数 に 2ケ 月間

ト レ ー ニ ン グ(2)
は 数 え な い)シ ス テ ムの基 本 的 なオ ペ レー シ OPERATOR'SGUIDE

ヨ/を 習得 す る。(1週1回 泊 ・明 勤務) OPERATION・MANUAL

1.機 器 操 作法 TROUBLEMESSAGESHEET
,

2.オ ン ・ ラ イ.ン ・ オ ペ レ ー シ ョ ン 〃ACTIONSHEET

オ フ ・ ラ イ ン ・ オ ペ レ ー シ ョ ン 〃MESSAGEMANUAL

特 にTOPICSの 運 用 時 間 は4時 ～ 1/ODEVICE取 扱 説 明書

24時 で あ り,オ ン ラ イ ン 終 了 後 の ,

フ ァ イ ル の 再 編 成 ハ ー ド ・ コ ピ ー の 印 /

刷 を は じめ オ ペ レー シ ョン業 務 が 深 夜

に集 中す る の で,泊 り勤務 時 の トレー 〆9「'

ニ ン グが重 要

'

3.TOPICSの シ ス テ ム 全 般 に つ い て,チ

一 ム 内で の学 習 を続 け る

4.ミ ス ・オ ペ レ ー シ ョ ン 防 止 の 思 想 徹 底
' 、

　 　 　 　 　 　 　

チ ー ム構 成要 員 とす チ ー ム の1員 と して シフ ト勤務 に入 る。 IBM各 種 マ ニ ュ アル 参照 2ケ.月 の ト レー

る 。
1.2ケ 月 の 基 本 オ ペ レ ー シ ョ ン を さ ら に 深

ニ ン グ経過 後

ぐ理 解す る よ う努 力 させ る。

2.チ ー ム 内 で ス ー パ ー バ イ ザ ー お よ び 経 験

者 か ら個人指導 を受け る。 A

3.関 係 部 との 接 触 につ い て 指導 す る。

運 行 業 務 φ改 善 に つ い て テ ーマ を与 え,プ ロ IBM研 修 1年 経過 オ ペ レー タ と し て完 成

グ ラ ムに ついて も理 解 を深 め ざせ る。
⊂

377～378



■

'¶

'



〔別 表3〕TOPICS使 用者教育訓練(NHK)

■

対 象 時 期 内 容 形 式 期 間 講 師 テ キ ス ト

プ ロ'グラム ・デ ィ レ ク タ

(1,000名)お よび 番 組

制作 関 係 部 門 責任 者

(200名)

システ ム基 本 プ ロ グ ラム

完成 時 期

41年9月 ～42年3月

N}rKネ ッ トワ ー ク手 法 の基

礎 使 用法

実 習2D

(20名 つ つ毎 週

月 火,木 金 の2回)

シ ス テ ム 推 進 チ ー ム ・ リー ダ NHK-SMART

シ ス テ ム 関 係 全 部 門 の マ

ネ ー ・ジ ャ ー

シ ス テ ム ・イ ン テ グ レ ー

シ ョ ン ・ テ ス ト の 開 始 時

期

43年3月

シス テ ム の概要 全 般 講 義3D

(ホ テ ルに泊 り込 み

で 実 施)

シ ス テ ム 開 発 チ ー ム ・ リ ー ダ

シ ス テ ム 推 進 チ ー ム ・ リ ー ダ

'

開 発 用 各種

ドキュ メ ン ト

プ ログ ラム ・デ ィ レ ク タ

(1,000名)お よび番 組

制 作 関 係 部 門 責 任 者

(200名)

シ ス テ ム運 用 開 始 の 直前

43年5月 ～11'月

番 組 制 作 情 報 の イ ン プ ッ ト,
、

各 種 レ ポ ー ト の イ ン ク ワ ィ ア

リ ィ 実 習

実 習2D シ ス テ ム 推 進 チ ー ム ・ リ ー ダ 運 用 マ ニ ュ ア ル

φ

β奄

θ
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〔別 表4〕EDPS専 門 研修 カ リキュ ラ ム(NHK) 〔別表5〕EDPS特 別 研 修 実施 状 況 、(tNHK)

9ρ093010.3011.3012.00123013,30.143015.3016.30170017.30
111illl」

年
研 修 コ ー ス

年 間 研修
対 象 担 務 備 考

開 講 COMPUTER原 理1休 けい シ ス テ ム360 プ ロ グ ラ ミ ン グ
度 履修人員 期間

38 職 員 シ ス テ ム 99名 1日 人事 ・庶務要員
プ ロ グ ラ ミ ン グ プ ログ ラ ミン グ言 語 〃 プログラミング言 語 プロ グ ラ ミン グ シス テ ム

経 理 シ ス テ ム 164名 2日 経理 ・庶務要員
COBOLプ ロ グ ラ ムのi基礎(PI) 〃 伺 左 営 業 ジス テ ムは

初 加 入 シ ス デ ム 271名 3日 営 業 要 員 この年 には加 入
COBOLプ ロ グ ラ ムの 基 礎

'

〃 同 左
' シス テ ムと呼 称

テ ス ト EDPM室 見学 〃 COBOLプ ロ グ ラムの書 き方(PI)

40 営 業 シ ス テ ム 135名 4日 管 理 職 ・

級
COBOLプ ロ グ ラム の書 き方(PI)

}

COBOLプ ロ グ ラムの 書 き方(PI) 〃 同 左

42 営 業 シ ス テ ム 77名 4日 営 業 要 員
COBOLプ ロ グ ラ ムの書 き方(PI) 〃 同 左 テ ス ト 終講

放送総局職場研

il
ll

番 組 技 術 シス テ ム 350名 3日 P.D 修 べ

1 メ

開 講 ENSYUI 電子計算組激 〃 電 子 計 算 組 織

43 本 部 自 動 化 83名 6日 技 術 要 員
COBOLプ ロ グ ラムめ 手 法(PI) 〃 COBOLプ ロ グ ラ ム の 手 法('PI)

地 方 局 自 動 化 17名 10日 技.術 要 員
中 COBOLプ ロ グ ラム の手 法(PI) 〃 COBOLプ ロ グ ラムの手 法(PI)

自動 化 設 備 リー ダ ー 59名 13日 技 術 要 員
演 習 〃 演 習

営 業 情 報 81名 2日 管 理 職
級 実 習 〃 実 習

番 組 技 術 シス テ ム 25名 4日 管 理 職 一 ・

テ ス ト 感想文 終 講 1

!
,`1 |
lll 1
ll1

i
44 番 組 技 術 シス テ ム 58名 3日 管 理 職

開 『COBOLプ ・グ ラ ミン グ 〃 COBOLプ ロ グ ラ ミ ン グ
$

EDP専 門 研 修 16名 4日 特 別 職 局次長級
上 演 習 演 習

EDP専 門 研 修 40名 5日 管 理 職
演 習 演 習

級 実 習 休け已 実 習

実 習 〃 実 習 終講
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〔別 表6〕B運 行(オ フ ・ ラ イ ン ・ パ ッ チ 処 理)オ ペ レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ(新 人 向 き)カ リ キ ュ ラ ム(NHK)

テ ー マ 内 容 資 料 日 数 チ ェ一 夕ー

オ リ エ ン テ ニ シ ョ ン 1.運 行 業 務 の役 割,主 な機能
ウ

2・ マ シン の導 入 推 移,運 行 体 制 ,要 員な ど

3.機 械 室 の行 動 基 準,心 得

NHK製 オペ レー シ ョン ・ハ ン ドブ ック 0.5 管 理 職

=

機械 ・装置 の構成 1.全 体 の構 成 と負荷 の配 分

2各 機 器 の特 徴,主 な 表 示 ラ ン プ ・キーの 意 味 と取 扱上 の注 意 .

NHK製 オ ペ レー シ ョン ・ハ ン ドブ ジ ク

NEC製 マ ニ ュ ア ル

1 職 員

運行業務概説 1・ 運 行 の 概 要(デ ス ク 業 務
,オ ペ レ ー シ ョ ン)

2主 な適 用業 務 の ㌃ 〃(1/o)の ・・一 ・越 び ラン・・一 とその 手 順 ジ ェ ネ ラ ル ・ フ ロ ー な ど

0.5 〃

ジ ョ ブ ・ オ ペ レ ー シ ョ ン Lジ ョ ブの指 示,報 告 の手 順

2.ジ ョブの 準 備作 業,事 後処 理

、

作 業指 示 票 な どシー ト類

7《

0.5 〃

磁 気 テー プの取 扱 い L磁 気 デー プお よび磁 気 テー プ装置の取扱要領

2.〃 の管 理 手 順

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ハ ン ドブ ッ ク

NEC製 マ ニ ュ ア ル

0.5 〃

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 1・O/Sの 概 要(MOD3
,5DTO/S)

2操 作 法(特 に コ ン トロー ル カー ド,イ ン クワイ.ア リー;メ ッ セ ー ジ)

NEb製 マ ニ 。 ア ル

NHK,オ ペ レ ー シ ョ ン ・ハ ン ドブ ッ ク

1
∂

実 習

(模 擬 ラン)

L磁 気 テ ー プ の 取 扱 い ・

2・ 定 常 ラ ン の オ ペ レ ー シ ョ ン(デ イ リー の メ イ ン 処 理
,1/0処 理)

3.装 置(リ ー ダ ー,プ リ ン タ ー,MTな ど)の 操 作

金 上 1 〃

.

オ ンザ ・ジョ ブ ・ トレー ニン グ

質 疑 応 答

　 　 　

オ ベ レー シ・ ン ・シ ・ トに入 り(要 員 数 に は数 え な い)個 別指 導 す る

　

(2週 間)

0.5
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〔別 表7〕 経営近 代化略史(NHK)

年 月 年 月

36.6 。組織 改 正 一 ライ ンア ン ドス タ ッフ機能 の確立 39.6 。経理局 デー タ管理班設置

。経営第4部 設置
■

10 。 「シ ステ ム640」 運 用 開始(改 善 営 業 シス テ ム)

37.4 。第2次6カ 年 計 画発 足 ・EDPS計 画 の具 体化 決 定 。地域情 報基本設計書完成

6 。EDPS推 進体 制決 定 。管財 シス テ ム基本設計 書完成

7 。EDPS移 動写真展 開催(各 中央局及び福岡局) 11 。総 合近 代化計画策定

。EDPS推 進委員会発足 。番組技術 シス テム基本構想完成

8 。営 業業 務 のEDPS化 パイ ロ ッ トス タ ディに 着 手(於 甲府 局) 40.1 。組織改正 一 経営第4部 は経営情報室 と名称変更

11 。1401型1セ ッ ト設 置 5 。職員 シス テム機能拡充 の検討開始

38.1 。本 部 ・直轄 局 の給与 計 算 を実 施(約7,500名 分) 7 。参院選挙 の開 票速報業務実施

2 。記 名領 収 証 を コ ン ピュ ー タで発 行(甲 府 分 約10万) 。NEAC2200-2002セ ッ ト設 置

4 。放送総局EDPS推 進 班設置
、

8 。 「番 組 コス トの基 本 的 考 察 」を作 成

。技術局EDPS推 進班設置 9 。1401型2セ ッ ト を撤 去

6 。第2新 館に機械室ほ かEDPS関 連室整 備 11 。 「番 組技 術 シ ス テ ムの概 要 」を報 告 書 と して 作 成

7 。営業業務基本 設計書完成 12 。 「自動 化 シス テ ムの概要 」を報 告 書 と して作成

。番組制 作 システ ム基本設計書完成 。「国 民生活時間調査 」の集計 ・分析 を実施

。経理 業務基本設計書完成 41.2 。「国民世論調 査 」の集計 を実施
'

10 。7044設 置(1401型2セ ッ ト を 含 む) 7
.

。放送総局BDP8推 進本部発 足

11 。衆議 院議員選挙開票速報業務 実施 9 。S/360-50H設 置(シ ン プ レ ッ ク ス)

12 。テ レ タイ プ網 開 通(16回 線) 42.3 。1800DACS設 置(シ ン プ レ ッ ク ス)
'

39.3 。受信料 領収 証 発行(記 名 領収 証 プ リ ン トア ウ ト) 8 。放送 総局番組技術 システム推進本部 設置

4 。全国給 与計算 実施 。職員局管理室 設置

。全 国経理 業務 の即 日処理実施 。営業総局情報管理室設置
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年 月

42.12 。NEAC2200-500(茄1)設 置

43.1
;NEAC2200-2002セ ッ ・ト,1401型1セ ッ ト撤 去

。S/360-501コ ン ビ・ユ 一 夕 組 織 設 置(デ ュ ー プ レ ッ ク ス)

・S/360-50Hコ ン ピ ュ ー タ 組 織 撤 去(シ ン プ レ ッ ク ス)

。1800DACS撤 去(シ ン プ レ ッ ク ス)

2. 。180
.ODACS設 置(デ ュ ア ル)

4 。営 業 シス テ ム用特 殊 機 器(LOT)の パイ ロ ッ トテス.ト実 施

7 。参院開票速報 に映像表示装 置を使用

8 。組織改正 一 番組技術 シス テム運 用体 制整備

。FACOM270-30設 置

10 。番 組技 術 シス テ ム運 用 開 始

44.1 。NEAG2200-500(孤2)設 置 、

3 。10営 業 所 にLOT配 備

4

5

。音 声応 答装置 に使用す る日本語 の標準語 い開発 に着手'
㌔、

。7044撤 去

6 。LOTシ ス テム運 用開 始

7 。アポ ロ中継放 送に映像表示装置 を使 用

9 。NEAC2200-200設 置

10 。ARU(音 声応答装 置)設 置

今

、
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再 教 育 に 関 す る 調 査

一 般 管 理 者 お よ び コ ン ピュ ー タ専 門 要 員 の

コン ピ ュ ー タ教 育 に 関 す る 調 査 結 果 の 集 計

昭和44年11月24日

財団法人 日本経営情報開発協会

教 育 問 題 研 究 委 員 会

再 教 育 問 題 部 会

一389一
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は し が き

1.こ の 集 計 は 本年8月"一 般 管理 者 の コン ビ=一一タ教 育 に関 す る調査"お

よび"コ ン ピュー タ専 門 要員 の コン ピュー タ教育 に関 す る調査"の 結 果

を集 計 した もの であ ります 。

2.こ れ らの 調査 に当 って は 勘 日本 経 営 情 報 開発 協 会 の 全法 人 会 員 企 業

162社 、 お よび 昭和43年1エ 月 に同 協 会か 実施 いた しfcコ ン ピュー

タ利用 状 況 調査 の ご回答 企 業 の 中か ら業種 別 ・資 本 金 規模 等 を勘案 して

抽 出 しだ52社 、 総 計214社 の ご協 力 を得 ま した。 こ こに厚 くお 礼 申

し上 げ ます 。

3.回 答 率 は 、 一 般 管 理 者 の 調 査 が65.4%、

が73.4%で あ り ま す 。

コ ン ピュー タ専 門 要員 の調査

4.調 査票 の質問 の甲には 当方の不手際 か ら適確 に質問の意味 を把握 しに く

く、 ご回答 を困惑 された点が あった ことをお詫 び申 し上げ ます。

昭和44年11月24日

教 育 問 題 研 究委 員 会

再 教 育 問 題 部 会

主 査 大 野 達 男

一391一
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要概

A－ 般 管 理 者 の コ ンピ ュー タ教 育

昭 和44年8月10日

214社

140社

65.4%

 

点

数

数

率

視

時

概

査

答

答

査

査

調

調

回

同

調α

種(140社)

 

項事本

業

基

oL

L

)

出版.放 送 計算 その他
広告 セ

〆

/製 造 業/金 融ル 罐/{
450% 21.4%

%%
644.3 86% 3き ・・%シ

(63社)(・ ・社)(、 社X、 社)(、2社X,社1、2志(、 社

一393一
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1.1資 本 金 規 模(140社)

無解答

/集〆 一輪 一ご/該
12.1% 25.O% 27.9% 20.O% 12.9%

為/

(17社) (35社) (39社) (28社) (18社)(3社)

L2年 間允 上規 模(140社)

10億Iq未 満 無 回答

/・ 一 味満/=/鞭 ノ哩
7貿3ぴ7% 28.6% 13.6% 17.9% タ

(11社) (43社)

L3従 業 員 規 模

500～999人

(40社)

(140社)

(19社) (25社)(2社)

/㍍ プ ー ソ㎞ …/一 一/
14.3% 362τ1% 22.1% 32.9% /
(20社)(5社) (38社) (31社) (46社)

■

1.4コ ン ピ ュ ー タ 部 門 人 員(140社)

ρ

50㍗ 上

/29人 以下/・ ・-99人/… 一・99人/8》/

18.6% 36.4% 27.1% 14.3% ・雀/

(2G社) (51社) (38社) (20社)(5社)
一一394一



1.5コ ン ビ.=一 夕 部 門 以 外 ・)コ ン ピ ュ ー タ 人 口(140社)

●

ボ 、

500人 以 上←.1

200～499ノ ・ 無

/29人 以下/一 ツ 磯/ /
56.4% 15.7% 1L5% ・一

,/
(79社)(22社)(16社)(14社)(8社 チ→0・7%(

1社)

1.6コ ン ビ=一 夕 レ ン タ ル 料(140社)

無回答

22万 円22～88万 円 無 回

身請 ↑

〃 ラー ーパ ー 揃 一 /
%
63認 29.3% 30.7% 30.7% レ

5社)(7社)(41社)(43社)(43社) 与07%

(1社)

L7導 入 後 の 年数

1年 未満

(140社)

/一/一/一/ヅ
認 …% 22.1% 39.3% 136% /

↓ノ (9ネ 土)(26‡ ±) (31社) (55社) (19社)

十 ・ ●

●

一395一



2.コ ン ピュー タへ の関 心 度 に つhて

関心度の高低

%

30.7 局

→し(

(43社.

%
643

/　 ・%

高い理由 →2

r2

/…%//
業務に関係がある(24社) 必要が予想される

(17社) /
－

F

Lそ の他
一〉 一 般 教

低 い理 由

2.3%

r2・3%

」

す一般教養(1社)

＼
%

O

＼

(7社)

→

/⇔%/…%1/Ω%/
必要性を認
めない 専門部門 に任 せ きり5社

1

難かしい
(1社) /

(1社).

・
、ξ

'

一396一
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3.管 理 者 の コン ビ一 夕教 育 に つ い て

コン ピ ュー ク 教 育

→

教 育 目 的

0.9%
〃

/・L・%/M/一%/・/
現 実 の 必 要 か ら

35社
将来に備え

15社

L

協 力 体 制 作 り に.

50社

… 般 教 養

11社

‡/

行 な わ な い 理 由

その他
1社

一
/一%/一%/ら/…%/

余 裕 が ない
7社

担 当部 門 のみ
12社

そ の他
7社 /

‡
個人 で や

って い る
2社

ω
㊤
べ
～

ω
q3
c。

管 理 者 に最 も必 要 な知 識

口o・7%ピ

/一%/一% /
ア プ リ

、ケ還'ン
隔 シス言鵠 の役割

/
ζ酬t

コ ンピ ュー タ の 仕 組

1社

0.7%

1社

コン ピ ュー タ知 識 の必 要 程 度0

ピ

〆 ダ ・L・%/・%グ
活 用 を 見 出 す ま で

114社 1/
↓ システ。の分析.辮

三 一タ の概 念16社

8社 プ ログ ラム習得11社e

そ の他1社 く

1

0.7%

e.7・:gt
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4.コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 方 法

`

● q

教 育 方 法

22.9% 自
社
独
自

32社

46.4

両

者

併

用

65社

12.1%
機外

関 都

17

186%
行
な
わ
な
い

26社

自 社 独 自 の 舳 じ 三%

/649%/2・ ・6%/ラ2%/

>5

独 自 教 育 の 必 要 性
63社

〆

時間的制約から
20社 7社 ・社/1

実 施 主 体 甥 罐 詰

1ラ その他

→ 経済性

教 育 研 修 部Fll
29社

門部タ一
社

・
6ー

ピンコ

・6 .2%教 育 の 重 点

5.2%

ピ
/258%/6・.8%/ プ芝
コ ン ピュー タ概念 の理 解

25社
ア プ リ ケ ー シ ・ ン

60祉 ・社・社/

システム分析.設 計コ

プ ログ ラ ム習 得 ←

1う そ の

社 内 講 師 へ の 依 存 度

60霊(未'4鵠%1麗%竃

5.2%

1.0%

90%以 上

独 自 教 育 の 問 題 点(97×3社 集 計)

3ユ%3.1%
▲ ノト撚1㌻1唖

/24.7%/18.2%,〃 ク/3・.6% /
時 間 が不 十 分

72社
カ リキ ュラ ム

の 困 難53社

9

社

189

社 社

9

29杖 柱

回 答 な し
92社 /

教材の不足 ぐ

施設不十分く

1 1タ その他

〉適当な講師がいない
〉社内協力の不備

外 部 機 関 利 用 の 理 由

/5・.0%/3α5%/f22% 3}多/

社 内 教 育 の 補 充,
41社

教育効果が高い
25社 淵 制礫/

→10社

利 用 外 部 機 関
29%49%

,、

2・%躍 噺 ・㍗

/2仕4%/巳/175%レ グ354% /
コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー

65社 557竃 、2醗
無 回 答

87社 /
詔 ウエ顯L巖 語 口一

外 部 機 関利 用 の 問題 点(82×3社 集計)
%4

.9%

づ 〔ク
/・a6%/φ/2・6%∠ づ〃/参

自 社 に 適 す る コ ー ス が な い

44社

時間的に不便
521

A

4 4 4/
講師・内容に不撫1地 域的綱 く一 」 晶 智

4.9%
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0.

1.基

1.0

B

点

数

数

率

視

時

概

査

答

答

査
.

査

調

調

回

同

調

種

項事本

業

専 門要員の コン ピュータ教育

昭 和44年8月10日

214社

157社

73.4%

広
告
業

　

出
版

・放
送

セ

ン
タ

計

算

↓

そ
の
他

↓

建
設
不
動
産

団

体

公
益
事
業
↓

/製 造 業/鍵 ・保㌧ ご/忌//
'

/
43.9% 21.7% 8.9% 3.86.4% 留 76% 45%/

(69社)(34社)(14社)(6社)(10社)↑(12社)(7社)

1.1資 本 金 規 模

(5社)

無
回
答

↑

メ 億2ρ 一・・億⇒ 一 …/2=/・ 腰/ ノ
'

12.1% 25.5%29 .3% 185% 10.8%
3.8

% /
(19社) (40社)

.(46社)

一401二

(29社)(17社)(6社)



一

1.2年 間 禿 上 規 模

10億

揃

7.6% 33.8%

2,0{ノ0～5,01-)0

{ピ 円 未 満 無 亘i答

00億 円未 満' … 一・.… 〔 満/

一㌔
… 錐

8%,

1
2'g.3% 、1.,、 「1。 、%

1

/

/
(12社) (53祉)

L3従 業 員 規 模

500～999人

(46社) (18社)
%

)

↑

9
.社

1

3(

)社52(

無回答
↑

/7品///1・ … 一・…9人/`㌻ ・人/・ ・… 典 吻
14.0%

4.5

%
31.8% 20.4化 ・ 28.7% /

(22社)(7社 二)(5G社)

1.4コ ン ビ=一 夕 部 門 人 員

29人 以下

三三」.
(30社)

●

(32社) (45ネ 」.)0.6%

(1社)

500/S↓ り一ヒ 無["1答

＼ ↑

・-99人 一99人/1㌫//

う彗.9%2ε.7% … 12.7% L9% /一
(581F:i-)

1.5コ ンZユ ー タ 部 門 以 外 の コ ン ビ=三 夕 人 口

(45社) (zo社)(3社)↑
o.o%

(1社)

500人 以上 無回答

/・9人 以・下/・ 一 人/㌫/葦 短 功
58.6% 15.9% 10.2% 1U.2%

イ
(92社) (25社) (16社)(16社)25%2.5%

(41±)

(4社)

一402一

噂

●

今

"、

●
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1.6コ ン ヒ:L－ 夕 レ ン タ:1字}

22万 円未満
∠z～38万 円 未満↑

プ

88～555万 円 未満
/

5.7%29.g%

25も9社(47社)

(4社)

1.7導 入 後 のIEF－数

箇ぎ 竺⊇_
(10N二)(Z5子f.)(36社)

2.コ ン ビ 、・一 夕 部 門 の 位 量 っ り と 専 門 要 員 の 問 題

2.1部 門 ・Z)位置 づ け(157社)

無回答

…コ ・一 ・一/一 眠 力
%L牡1% 27.4% /
社)(52社)(43社)、 ㌧ 、

(2社)

無 回 答

・-1・ ⊇/・ 靴

42.7% 11・5%i

(67社)(18社)0.6%

(1社)

佃
薗

答

/室/部/課/乍/量/ン
17.2% 52.9% 19.1% 5.7% /

(27在)(83社)(・ ・社)

(瓢L～ ±)

一403=



り
↑2

ートスリナア.ムテスシ

ーマラグロフムテスシ

ーマラグロブ般一

ー

c
.‥

ー

ユ

マ

タ

ーフグロブ算計術技

変事

レ

人

ぺオ

3ワ
W

トスリナアムテスシ

「
ー

」

「
ー

」

「
ー

」

「

マーフグロブ●ムテスシ

マラグ口フ般一

マラグロブ算計術技

.
タ一

・

レ

'

ぺ
.
万

特 「'手 当 の 支 給(157社)

支 給 予 定 支 給 し て い な い

摯答

5.7%
/

7・・%〃8・.9%/63%

/

%
・5%・1¶ ・88%＼2L・%

＼ ,＼

7'

5.7%

%

＼

6.4%80 .9%7.0%

//一'

…1

1%
'

.3%4.540ユ54.1

＼

1̀
ー 1 多
12.1%L->2573 .212.1%

流(157社)

し て い な い 可 成 り し て い る 一般職員 と同 じ 無回答

1・ …
35.7% 20.4 7.6

33.8

38.9

/
28.0

＼

/
/

/

14.6 23.5

」

-. _吟 、

35.7

＼

56.1

＼
19.1 6.3

,一河'一/

//

19.7'

'一

17.8 17.2 8.9

31.8' 36.3
'
12.1

　む
一404一

弓

●

◆

、'

●
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▲

q'

●

3.

3.

シ ス テ ム ・ア ナ リス ト

シ ス テ ム.フ 。 グ ㌍

一 般 プ ロ グ ラ マ

技 術 計 算 プ ロ グ ラ マ

オ ベ レ ー

」.2

安 上 り

専門要 員 の コ ン ピー ータら 育 の現 状

1孜 育 の 実 施 形 ∬ド1 .157社)

10β719 .7 ,

‡

遍

17.8

17.8

63.7 5.7

52.9

十210

1
＼

＼
c

60.5 5.1

1
≡

9右/包/3・ ・654 .百一

35.0、10.243311.5
→

1
⊥ ]

自社独 自 外部機関

蘭 頴 で鯖 する舳(、57社)

併 用 無回答

(Z4社)(3社)(31社)(23)(22)

3.3教 育 の 『実 施 主 体(157社)

'教

育研修

(Z5) (29)

㍗1・ ン ピ ・一 ・ 部門 そ の他 鯛 答

//グ /
3.2

% 80.3% 1…/

(5社)(126社)「(24社)

一40
、5一

1.3%

(2社)

、,



3.4教 育 の 万 法

オ ベ

O

J

講
義

O
J

TT十.
オンザ.講 研 講+研+研OJTそ 無

OJIr(ジ ヨプ.)究 究 究 の回
トレーニング 義 金 義 金 会 他答¢橿究誓

33.2%2β 4.3 22.2 7.7.3222 ヨ

〃ク//
・ ・.・%1,.2 10.4272

15a

ア ナ リス ト(117)

プ ログ ラマ(96)

。 グ ラ.メ121)

レ ー

磯 ＼ ぶ' 加
＼

i。7。 、 主7 44.6 6.6 19.84.1

///
/↑

件7
95. 95 33.3 9,527,032プ ログ ラ咋63)

タU23)

＼ こ＼ ＼ ⑨ll

30.1 241.a2 4.13.8

↑↑
080β241・

■

●

9

3.5社 内 講 師 へ の 依 存 度

シス テ ム ・ア ナ リス ト(117

シス テ ム ・プ ログ ラマ(96)

一 般 プ ロ グ ラマ(121

技 術 計 算 プ ロ グ ラマ(634.8

オ ペLノ ー

無
回

10%未 満10～4040～6060～9090%以 上 答

16.2%12.87.21・4 39.3 ■ ・

卜(117)

マ(96)

＼ 弓!・

↑

12.5 14.6 12.5 19.8 36.4
「42

1

/
マ(121) 5.8 9,120,622,341.3

マ(63)4.8

↑
0.8

12,712,719,046.0 4・8

＼/β
タ(123) 7.3 、.、后8、 τ1

1
60.1

↓1

●

・ 、

■

■406-一
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3.6社 内 教 育 の 問 題 点

シス テ ム ・アナ リス ト(351)

シス テム ・プ ログ ラマ(288)

一 般 プ ロ グ ラマ(363)

技 術 計算 プ ログ ラマ(189)

オ ペ レ

施

祭 そ
酬 編 ㌫ 鷲7㌔ 一 品 撒
188¢ 199

ノ

21.415.7
2b

2.0 196

!/二
18 .4 16,712,3519.1 2.027ρ

＼ /

ト(351)
T

マ(288)

マ(363)

マ(r89)

久369)

193127.g 5.2122
'

3,399

153122 7.95.2 1223,345.5

＼

17.8125 9.U4」 1(又5・44.1

3.7外 部 機 関 を 利 用 す る 理 由

シ.ステム ・ア ナ リス ト(131)

シス テ ム ・プ ログ ラマ(ll1)

一 般 プ ロ グ ラ マ(123)

技 術計 算 プ ログ ラマ(56)

万 ・ベ レ ー 久84)

適切な内容 社 内 教 育の 不 足 補 う

教
育
効
果

上
る

そ
の
他

社
内
に
施

設
が
な
い

25.2 473 12.2 13.0 23

/
25,2. 41.4 162 12.6 4β

＼
'

26.8 39B 162 12.2 5.0

/＼ ＼
25.0 48.0 10.7

1
1253『

、 /
25.0 41.7 15.5 11.95.9

一一407一

し,



3.8主 に 利 用 し て い る 外 部 機 関

メ ー カ ー

システム.ア トリス ト(、旭

シス テ ム ・プ ログ ラム(333)

報 パ グ ラ マ(36『)

技 術計 算 プ ログ ラマ(168)

オ ペ ・・ 一 夕(252)

3.g外 部 機 関 利 用 上 の1問 題 点 .

通
信
教
育 各 種 団 体

そ
の
他 無 回 答

■
30.6%4.8

1

29.06.l

l

z9.5)

一

)

)

{
一 一 ー ー 一 ・一 一 ーーーー一∴ ト'L32

・2u

7-
/

21.64,237.5
`

1

77
32,243 163 5・4、41

.8

1.＼
)1 29.84,823.8'L

!
5,436.2

ミ ∠
) 3454.0

|

.

13.13.9"
1

444

シス テ ムト.アナ,ス ト(、3、)

システ・… グ・マ・出 「

・+プ
。万 マu2、

技 縮r算 ブ・グラマ(56

オ ペ レ'一

新

鮮
な

い 無そ

地
域
的

自社 に マ ッチ した 内容 少 ない か く一

味 時間に制約 制 の回
される 約 他答

一
58.8%6.9 22.9よ1・ 5.3(131)

(111)

(123〕

45.0

/
27.9'8.1

1

/
6.3 12.6

乙/ /
31.76.532.5】L.6

1

18.7

＼
3921仕711τ9 16.1

1臼(56)

(

/
脳)「 ・2ぷ 33.4 11,919.0

一一408 -一

●

㊨

◆

楡

亀θ

●
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4.専 門 要 員 に 必 要 な 専 門 知 識 お よ ひ 査 成 の 方 法

4.1部 門 以外 の専 門 知識 の必 要性(157社).

シス テ ム ・アナ リス ト

シス テ ム プ ログ ラ マ
.

一 般 プ ロ グ ラ マ

技術計算 ブ・グ ・マ[41.・c7・

不

オ ペ レ ー タ

4.2

叢 書
必 要 ＼ 答

、

93.0% 6.4%

グ'
70.7% 10.8% 185%

一.・一.

70.7% 22.3% 7.形 フ

51.6%[41.・%・
7.0%

/＼
/、 、 、

35.0% . 48.4% 16.6%

部門以外の専門知識を得 る方法

システム ・アナ リス ト(146)

シス テム ・フ㌔グラマ(111)

`

一 般 プ ログ ラ マ(111)

煽 情 ブ。グプ(、,)

オ ペ レ ー タ(55)

他部門の人と共同で仕事

一409一

無
回
答

そ
の
他

外
部
機
関

情
報
シ
ヌ
テ
ム

研
究
室

他
部
門
に
行
く

61.0% 11.6% 123%5臼8聯 1

71.2% 81%43 6罰81%

/
66.7% 16.2% 男

ハo 9.9% 1

・

/〃 /
1・ ・6%

15.4%
菟 ・2・%4忽4雀

'・//z＼

54.5% 10.9% %
553. 23.6%



5.専 門 要 尺 のi教 育1つ 二i・:1・未

5.1養}」 〈形 態 の 意 向(157社)

シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト

シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ

ー 般 プ ロ グ ラ マ

技 術 計 算 プ ロ グ ラ マ

オ ペ レ ー タ

5.2講 師 の 予 定

システム ・アナ リス ト(136)

システム ・プ ログラマ(122)

一 般 プ ロ グ ラ マ(138)

㈱ プログ?(83!

オ ペ レ.タ(1:i3)

無
回
答

i鍼秘 要・ 一 ↑

自巡 目矧 部機醐 夕山 脳 』

8.9% 77.7%
%
7.05.7

/

/
10.2ちる67.5% 7.6咳14.6%

＼ 、＼ ＼

248% 63.1%
%

6.4 。笥

//
140% ・&・%1,笥 ・2・%

'

37.6% 47.1%
%

5.1 8.9%

無 回答 ・←

社内纈 社内'外酬 醐 外蹴 コ
%

16.9%75.7% 5.2 1・

i

18.9% 74.6% 詞

＼ ＼

36.2%61.6%2 .

36.6%58.5% 甑7
.

＼ ＼
52.6%

%
459%15

一410一
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●
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●
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5.3外 部 機 関 利 用 の 理由

システム ・アナリスト(133)

システム・プログラマ(118)

二 股 プ ログ ラ マ(109)

技術計算プログ ラマ(68)

オ ペ レ ー タ(82)

5.4利 用予定 の外 部 機 関

シヌテム ・アナ リヌ ト(399)

苛 ム'力嬢(響

一 般 プ ロ グ ラマ(327)

技 術計算 プログラマ(204)

オ ペ ∴ 。(246)

の馳 その他← 「

社内に体制施設がないく

教育効果上る←
社内教育の補足

経費の問題← :

無
回
答

r

68.5% 14.3% 113%
%
3D

/ /軌7勿 12・

一61.9% 18.6% 10.2%
%

4.2
%

4.～"1
0.ノo

57.8%23.8% 92%
%

4.6轟

/
55.9% 23.6% 13.2%

%
44 ,拷

＼,
、

＼
～

61.0% 21・9%ig・8%
%

6.1

L2%

ソフ トウエア会社 ←

メー カ ー

各種学校←

大学「

i

そ

2

剛 体1顯 答

29.3%
.◆

9.5% 6.8% 4努283% 皐 ・9・%

＼ ＼ /グ

31.6% a8%ぷ ぷ ・3・%岳 ・29%

////
32.1% 誰 %

ハ46
18.3%

%34
.3%U5

/ ■
1＼ ＼

28.4% 9.8%
・%1

7.42

ら27
.0%23.5%145

＼ ///
35.8%1 聞% ・・嚇 43.9%

LO3.ZW一

一'411一

●



6.各 種 学校 の問題

1

各

「種

学

校

卒

業

生

の

採

用

状

況

現 在採 用 し
てい る

20.4%

32社

以前 採 用

3.8%

吻
6社

こと

75.890

119社

ー

1
-

L

採

用

の

理

由

(32社)

採

用

時

の

処

遇

(32社)

10社

す ぐ実務にっ
かせられる

基本事項を理
解

%521吻
12社

6社

唖 …%

31.3%

教綱 飾〃%〃 那

そ の 他

37.5%

学歴 に加算
%521吻

7社

給与面で配慮

特別措置は講
じてない

%ZZ・L・%
21社

〃%クz〃〃 %656
吻

ノ

)

)

」
)ノ
〆

採

用

.し

な

い

理

由

(119社D

社員の中から
養成

改めて教育必
要

処遇上問題あ
り

そ の 他

%
取田

野
%…遊

一一412一
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集 計 表

A－ 般 管 理 者 の コ ン ピ ュ ー タ教 育

B専 門 要 員 の コ ン ピ ュ ー タ教 育

一413一
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A－ 般 管 理 者 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育

1.基 本 事 項

1.0業 種

業 種 別 会 社 数 %

1.製 造 業 63 45.0

2.金 融 30 2L4

3.運 輸 業 9 6.4

4.出 版 ・放 送 ・広 告 6

『

43

5商 業 12 8.6

6.計 算 セ ン タ ー 5 3.6

7.公 益 事 業 12 8.6

建 築 ・ 不 動 泳8
. そ の 他 3 2.1

9,無 回 答 0

一

〇

計 140 10C.0

1.1資 本 金 規 模

資 本 金 規 模
1会 社 数 %

1.1億 円 未 満

●

17 121

2.1～50億 円 未 満 35 250

3.50～200億 円 未 満 39 27.9

4.200～500億 円 未 満
吟

28 20.0

5500億 円 以 上 18 12.9

6.無 回'答 3 2.1

計 140 100.0

一415一



1.2'繍ll売 上 規 模

|
年 間 売 上 規 模 会 社 数 %

L10億 円 未 満 11 7.9

2.10～500億 円 未 満 43 3α7

3'500～2ρ00億 円 未 満 40 28.6

、4.2ρ00～5ρ00億 円 未 満 19 13.6

55.000億 円 以 上 25 17.9

6.無 回 答 2 L4

計 140 100.0

1.3従 業 員 規 模

従 業 員 規 模 会 社 数 %

1.499人 以 下 20 14.3

'2
.500～999人 5 3.6

3.1,000～4,999人 38 27.1

4.5.000～9.999人 31 22.1

5.】0,000人 以 上 46 32.9

6.無 回 答 0 0.0

計 140 100.0

1.4コ ン ピ ュー タ部 門 人 員

コン ピュー タ部 門人 員 会 社 数 %

1.29人 以 下 26 18.6

2.30・ ～99人 51 36.4

3.100～199人 38 27.1

4.200～ ・499人 20 14.3

5500人 以 上 5 3.6

6.無 回 答 0 0.0.

計 140 100.0

一416一

}

'
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1.5コ ン ヒご 一 夕 部 門 外 の コ ン ピ ー=一 夕 人 口

部 門外 コ ン ピ ュータ人 口
▼A.

会 社 数 %

1.29人 以 下 79 56.4

2.30～g91人 22 . 15.7

3、100～199人 16 11.5

4.,200～499人 14' 10.0

5500人 以 上 8 57

6・ 無 回 答 1 0.7

計 140 100.0

1.6コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料

レ ン タ ル 料(月 額) 会 社 数 %

1.22万 円'未 満 5 3.6

2.22～88万 円 未 満 7 50

3.88～555万 円 未 満 41 29.3

4.555～2225万 円 未満 43↓ 30.7

52,225万 円 以 上 43
2

30.7

6.無 回 答 1 0.7

計 140 100.0

1.7導 入 後 の 年 数

導 入 後 の 年 数 会 社 数 ・ %

1.1年 未 満 9 6.4

2.1～3年 未 満 26 18.6

3.3～5年 未 満 31 22.1

4.5～10年 未 満 55 39.3

510年 以 上
工

19 13.6

6.無 回 答 0 0

計 140 100.0

一417r
'



2,コ ン ビa－ 夕へ の 関 心 度

2.1コ ン ピ ュー タへ の 関 心度

導 入 年数 別

ー

ふ

声
o。
ー

関 心 度 1.1年 未満
1～3年2

・ 未 満 ・・ 集～5藷
5～10年4

・ 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 謝

1.高 い 1(11.?) 2(7.73 6(19あ 25(453) 9(47.あ 0% 43(30.P)

一

2.普 通 8(889) 20(76.9) 22(71.9) 30(54.5) 10(52.6) 0 90(643)

3.低 い 0(0.0) 4(15.4) 3(9.7)
{0(0.0) 0(0.0) 0 7(5.0)

計 9(100.0) 26(100.0) 31(100.0) 55(100.0) 19(100,0) 0 140(100.0)

2.2コ ン ビ.一一タへ の関 心 が 高い 理 由

導入 年 数 別

関 心 の 高 、・理 由 1.1年 未 満 2よ ～3霧 a集 ～礪
5～10年4

・ 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.業 務 に 関 係 が あ る 1(1000) 2(】00.0) 3(50.0) 11(44.0) 7(77.8) 0 24(55爵

2.必 要 が 予 想 さ れ る 0 0 3(5010) 13(52旬 1(11.1) 0 17(396)

3.一 般 教 養 0 0 0 1(40) 0(0.0) 0 1(23)

4.そ の 他 0 0) 0 0 1(11.1) 0 1(23)

計11(1000) 2(100の) 6(100.0) 25(1000) 9(100.0) 0 43(100.0)

ワ

ρ λ



一
θ

2.3コ ン ピュー一夕へ(⊃関 心 が 低い 理 由

導入 年数別

Q

ー

O
」
㊤
丁

関 心 の 低 い 理 由 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

。 未 満 510年 以 上 6.無 回 答 計

1.必 要 性 を 認 め な い
%1(100

.0) 0% 0% 0 0 0 、(、43f

2.専 門 部 門 に ま か せ き り 0 3(100C) 2(56,7) 0 0 0 5(714)

3.難 か し い 0 0 1(333) 0 0 0 1(143)

4・ 方 法 が 分 か ら ぬ 0 0 0 0 0 0 0

5そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

計 1(100、0) 3(100.0) 3(100の 0 0 0 7(1000)

3.管 理 者 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育

3.1管 理者 の コン ビa-一 夕ij育

導入 年 数 別

コ ン ピ ュ ー タ 教 育 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

. 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.行 な う
%6(6

6.7) 17(、 。4β 21(,77P ,。(、 。93 ・8(947ラ `0
、、2(8。.。 ラ

2.行 な わ な い 3(333) 9(346) 10(323) 5(9,1) 1(5.3) 0 28(200)

計 9(100.0) 26(100.0) 31(100D) 55(0.0) 19(100C). 0 140(100.0)



3.2管 理者教育の目的

導入年数別

教'青 目'的 1.1年 未 満 2. 未 満
1～3年1・ 集～晴 5～10年4

. 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.現 実 の 必 要 か ら 、(1づ 、(。 、P 7(33誘 、9(3場 7(38誘
1

0%

冷プ

35(313ヂ

2.将 来 に 備 え 2(333) 1(5.9) 4(19.0) 7(14旬 1(5.6) 0 15(13.4)

3・ 協 力 体 制 作 り に
一

3(50.0) 13(76.5) 9(42.9) 19(38.0) 6(333) 0 50(44.6)

14・ 一 般 教 養 0 2(11.7) 0(4. 5(100) 4(222) 0 11(9.8)

「。 そ の 他 0 0 1(4.8) 0 0 0 1(0.9)

計 6(100.0) 17(100ρ) 21(100.0) 50(100.0) ハ8(100ω 0 112(100.0)

一

命
N
6
T

3.3管 理者教育を行なわない理由

導入年数別

`

行 な わ ぬ 理 由 1.1年 未 満
1～3年2

、 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

以 上
5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.余 裕 が な い 0 3(333) 3(30C)
一

1(200) 0 0 ,(2。 。雪

2.講 師 ヵゴ い な い 0 O 0 0 0 0 OCOの)

3.担 当 部 問 の み 】(333) 3(333) 6(600) 2(4do) 0 0 12(42.9)

4.個 人 的 に や っ て い る 1(333) 0 0 0 1(100.0) 0 2(7.1)

5そ の 他 1(334) 3(334) 1(10幻 5(40の) 0 0 7(250)
.

1 計 3(100の) 9(100.0) 10(100.0) (100.0) 1(1000) 0 28(100.0)l
l

二
●,

ψ ●
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・
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3.4管 理者 の コン ビa－ 夕の 知 識 で最 も必 要 な 知識

導入 年 数 別

ー

ふ
N

声
一

景 も 必 要 な 知 識 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

未 満

5～10年4
. 未 満 5.1G年 以 上 6.無 回 答 計

1.コ ン ピ ュ ー タ の 仕 組 み 0(仰) 1(38) 0(0.0) 0(00) 0(0.0) 0

^

袈1(0
,7ノ

2.ア プ リ ケ ー シ ョ ン 5(55.6) 10(38.5) 12(38.7) 18(32.7) 8(42.1) 0 53(37.9) 1

3.情 報 シ ヌ テ ム 中 の 役 割 4(444) 15(57.7) 19(613) 36(655) 11(57.9)
層 σ

85(60・7)}

4.そ の 他 0(0.0) 0(OO) 0(00) 1(1.8) 0(0.0) 0 1(ρ.7)

計 9(100.0) 26(100.0)
「

31(100.0) 55(100.0) 19(100.0) 0

一

114・(・ ・α・山

3.5コ ン ピ ュ 旨旨ーータ の 知 識 の 必 要 程 度

導 入 年 数 別 `

知 識 の 必 要 程 度 1.1年 未満
1～3年2

、 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

. 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1

1.コ ン ピ ュ ー タ の 概 念 0(0.0) 2(7.7) 1(32) 4(7.3) 1(53) 0 8(58ラ

2、 活 用 を 見 出 す ま で 7(77β) 22(84.6) 25(80.7) 46(83.6) 14(73.7) 0 114(81の

3.シ ヌ テ ム の 分 析 ・設 計 1(11.1) 2(7.7) 5(16.1) 5(9ユ) 、3(15.7)

A

O 16(11.4)

4,プ ロ グ ラ ム 習 得 1(11.1) 0(OO) 0(OC) 0(0.0) 0(0.0) 0 1(0.7)

5∴ そ の 他 0(0.0) 0(00) 0(0.0) 0(0ρ) 1(5.3) 0 1(0.7)

計 9(100C) 26(100C) 31(100.0) 55(100,0) 19(1000) 0 140(100.0)
'



4.コ ン ピ ェ 一 夕 教 育 の 万 法

4.1管 理者 の コン ピュー タ教 育 の方 法

導 入 年数 別

ー

《
N
N
ー

教 育 方 法 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

. 未 満 5,10年 以 上 6.無 回 答 計
'一

1.自 社 独 自 3(33.3) 5(19.3) 4(12.9) 13(23,6) 7(36.8) 0
%32(22

.9)

2、 外 部 機 関 1(11.1) 3(11.5) 5(16.1) 4(73) 4(21.1) 0 17(12.1)

3.両 者 併 用 2(22.2) 9(346) 14(45、2) 33(600) 7(36.8) 0 65(46.4)

4.行 な わ ず 3(33.3) 9(34.6) 8(25.8) 5(9ユ) 1(5.3) 0 26(18.6)

計 9(100の) 26(100.0) 31(100C) 55(10α0) 19(100.0) 0 140(100.0)

4.2自 社教 育 の最 大 の理 由

導 入年数 別

自 社 教 育 の 理 由 1、1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

. 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.独 自 教 育 の 必 要 性 1(20.0) 9(64.3) 11(61.1) 32(69β) 10(71.4) 0 63(64,勇

2.時 間 的 制 約 か ら 2(40.0) 3(21.4) 5(27.7) 8(17.4) 2(142) 0 20(20.6)

3.外 部 に適 当 な ものか ない 2(40.0) 2(14.3) 1(5.6) 2(43) 0 0 7(7.2)

4.経 済 性 0 0 ](5.6) 0 1(7.1) 0 2(2ユ)

5.そ の 他 0 0 0 4(8.7) ](7.1) 0 5(5、2)

計 5(100.0) 14(100.0) 18(1000) 46(】000) 14(]00.0) 0 97(100.0)

づ

,

ノ
亀 く

'
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4.3自 社教 育 の 実施 主 体

・導入 年 数別

実 施 主 体 1.1年 来 滴
1～3年2

. 未 満
3～5年3

. 未 満
5～10年4

. 未 満 。 、。似 ヒ已 無 回 答 計

1.教 育 研 究 部 門
1(20.0)

一

4(28.6) 3(16.7) 15(32.6) 6(42.9) 0

T'一

29(29.9了

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 門
4(80.0)

・一 ー一 一

9(643) 15(833) 25(54.3) 8(57.1) 0 61(62.9)

3.そ の 他
0 1(7.1) 0 6(13.1) 0 0 7(72)

計
5(100.0) 14(joO.0) 18(100.0) 46(100.0) 14(100.0)

1【

0 97(100,0)

1

ふ
N
ω
ー

4、4自 社教育の重点

導入年数別

教 育 の 重 点 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満 弓 ～5簾
5～10年4

. 未 満 5.10年 以 上 6無 回 答1 計

1.コ ン ビ ュ タ 概 念 の 理 解 3(60C) 1(7.]) 5(27β) 14(304) 2(14.3) 0 25(2。8弩

2.ア プ リ ケ'一 シ ョ ン 1(20C) 12(85.8) 11(61.0) 25(543) 11(78.6) 0 60(61、8)

3.シ ヌ テ ム 分 析 設 計 0 0 1(5.6) 3(6.5) 1(7.1) 0 5(5.2)

4.プ ロ グ ラ ム 習 得 1(20.0) 1(7.1) 1(5.6) 3(6.5) 0 0 6(6.2)
一

5.そ の 他 0 0 0 1(22) 0 0 1(1.0)

計 5(100.0) 14(100.0)
1

18(100.0)1 46(100.0)
`

14(100.0) 0 97(100.0)



4.5自 社教育に於ける社内講師の依存度

導入年数別

1.90

2.

3.

4.

巨 星
`

講 師 の 依 存 度 1.1年 来副2.
_4

1～3年

未 満

3～5年3
・ 未 満

5～10年4
・ 未 満 510年 以上 6.無 口 答 計

〆

43(443了
－A8(572)

す丁τ石)

7(38.9) ]5(32.6) 10(71.4) 0
% 以 上

i
3(60.0)i

2(】1.1) 14(30.4) ,2(14.3) 0
～90 %未 満 0

一 一

19(19.6)

「(7.1)丁
|

3(」6.7) 7(15.2)i
}

2(14.3) 0 13(13.4)
～60 %禾 満 ・1

～40 %未 満 2(40C) 1(71.) 3(16、7)
|

8(17.4)1 0 0 14(14.4)

% 以 下 0

一一

3(215)} 3(16.7)

↓_一_一 一

18(1000)

2(44)1
|

0 0 8(83)

46(100.0) 14(100,0) 0 97(100.0)
計 5(100.0)

1
]4(】000)i

i _L `

64
ー

』
N
《
1

自社教育の問題点

導入年数別

1.1年 未 満
1～3年2

・ 未 満
3～5年3

・ 未 満
5～10年4

. 未 済 5.10年 以 上 6.無 目 答
、

計

1.時 間 か 不 充 分 5(333) 14(333) 11(20.5) 31(225) H(262) 0 72(24。 考

2.カ リ キ ュ ラ ム の 困 難 さ 3(200) 7(】6.7) 5(93) 32(23.2) 6(142) 0
'

5308.2)

3,教 材 の 不 足 0(0.0) 1(2.4) 1(L8) 5(3.6) 2(4.8) 0 9(3.1)

4.施 設 不 充 分 1(6.7) 6(143) 1(L8) 9(6.5) 1(24) 0 ]8(6.2)

5.社 内 協 力 の 不 備 0(0.0)1 4(95) 1(1.8) 3(2:2) 1(24) 0 9(3.1)

6.適 当 な 講 師 か い な い 0(ω) 6(14.3) 5(9.3) 16(1L6) 2(4,8) 0 29(10.0)

7.そ の 他 0(0.0) 0(0.0) 1(1.8) 6(43) 2(4.8) 0 9(3。1)

8.無 回 答 6(40.0) 4(9.5) 29(53.7) 36(26.1) 17(40.4) 0 92(31.6)

計1
】5(100.0) 42(100.0)154(100.0)

`

138(・ …)142(1…)
`

0
、

291(100、0)

ψ

、
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4.7外 部機関を利用す る理由

導入年数別

よ

苧,・ ・

1剰 用 の 理 由 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満 ・ よ～5霧 5～10年4
. 未 満 5.10年 以 上 6.無 回 答 言+

1.社 内 教 育 ○ 補 充 1(333) 3(25.0) 12(63」) 19(514) 6(545) 0 41(、 α。3

2,教 育 効 果 が 高 い 2(667) 5(41.7) 4(21,1) 13(35.1) 1(9.1) 0 25(30.5)
.

3.社 内 体 制 の 不 備 0 3(25.0) 1(5.3) 4(108) 2(18.2) 0 10(122)

4.経 済 性 0 0 0 0(0.0) 0(00) 0 0(00)

5.そ の 他 0 1(83) 2(10.5) 1(2.7) 2(18.2) 0 6(73)

計 3(100の 12(100.0) 19(100旬 37(】00.0) 11(100.0) 0 82(100.0)

主に利用している外部機関

導入年数別

外 部 機 関 1.1年 未 満
1～3年2

. 未 満
3～5年3

、 未 満 ・ 柔一10藷 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー 2(222) 9(25.0) 14(24.6) 31(27.9) 9(273) 0 65(26β

2.ソ フ ト ウ エ ア 会 社 0 1(2.8) 1(1.7) 2(1,8) 」(30) 0 5(2.0)

3.大 学 0 2(5.5) 0 2(1β) ](3.0) 0 5(2.0)

4.各 種 学 校 0 1(2.8) 1(1.7) 3(2.7) 2(6.1) 0 7(2.9)

5.通 信 教 育 0 0 3(5.3) 1](99) 4(】2.1) 0 18(7.3)

6.ラ ジ オ ・ テ レ ビ 0 4(1L1) 2(35) 5(4.5) 1(3.0) 0 12(4.9)

7.各 種 学 校 3'(333) 5(13.9) 12(21,1) 15(135) 8(24.3) 0 43(175)

8.そ の 他 0 0 1(1.7) 2(1.8) 1(3.0) 。1、(。,)

9.無 回 答 4(445) 14(38.9) 2340.4) 40(36.1) 6(182) 0 87(35.4)

計 9(100.0) 36(100.0) 57(100.0) 111(1000 33(100の 0 246(IUU.0)



4.9外 部機関利用の問題点

導入年数別

ー

《
N
O
ー

問 題 点 1.1年 未満 2』 ～3藷 ・ 集～5藷 4集 ～10霧 5.10年 以 上 6.無 回 答 計

1.自 社 に適 す るコー ヌ がな い 2(66.7) 7(58.4) 9(47.4) 20(54.1) 6(54.5) 0 4453β 多

2.講 師 ・ 内 容 に 不 満 0 0 0 3(8,1) 2(182) 0 56,1)

3.時 間 的 に 不 便 1(333) 3(25.0) 7(36,8) 8(216) 2(182) 0 2]25,6)

4.地 域 的 制 約 0 1(83) 0 2(5.4) 1(9.1) 0 44.9)

5.そ の 他 0 0 2(10.5) 2(5.4) 0 0 44.9)

6.無 回 答 0, 1(83) 1(5,3) 2(5.4) 0 0 44.9)

計 300α0)112(100の |19(100.0)
|

37(1000) ]】(1(,0.0) 0 82(100.0)

、引

ρ,
■ ●



'

喝

B専 門要 員 の コ ン ピュ ー タ教 育

1.基 本 事 項

1.0業 種

業 種 企 業 数 構 成 比(%)

・

1.製 造 業 69 43.9

2.金 融 ・保 険 ・証 券業 34 21.7

3.運 輪 業 14 8.9

4.出 版 ・放送 ・広 告 業 6 3.8

5商 業 ・10 6.4

一

6.計 算 セ ン タ ー 5 3.2

7.公 益導 束 ・団体 12 7.6

8.建 設 ・不動 産 ・その他 7 4.5

計 157. 100.

1.1資 本 金規模

企 業 数 構 成 比 傾

1.1億 円未満 19 12.1

2.1～50億 円未 満 40 25.5

3.50～200" 46 29.3

4.200～500" 29 18.5

5500億 円以 上 17 10.8

6.無 回 答(N.A) 6 3.8

計 157 100.0

一427一



●

1.2.年 間 売.上 規 模

企 業 数 構 成 比(%)

1.10億 円未 満 12 7.6

2.10～500億1ユ]ラ1ミ61白 53 33.8

3.500～2,000"
'46

29.3

4.2,000～5,000" 18 11.5

5.5,000億 円 以 上 25 15.9

6.無 回 答

1

3 1.9

計 .157
100.0

1.3従 業 員規 模

企 業 数 %

1.499入 以 下 22 14.0

2.500～999人 7 4.5

3.1.000～4,999人 50 3L8

4.5,000～9.999人 32 20.4

510,000人 以 ⊥ 45 28.7

6.無 回 答 1 0.6

計 157 100.0

一428一

、
・

`

'●



金

一

`

ミ

●

1.4コ ン ピ ュー タ部 門 人 員

企 業 数 %

L29入 以 下 30 19.1

2,30～99人 58 36.9

3.100～199入 45 28.7

4.200～499人 20 12.7

5500人 以 上 3 1.9

6.無 回 答 1 0.6

計 157 100.0

1.5コ ン ビ ュー一'Pt部門 以 外 の コ ン ピ ュー タ 人 口

企 業 数 %

1.29人 以 下 92 58.6

2.30人 ～99人 25 15.9

3.100～199人 16 10.2

4.200～499人 16 10.2

5500人 以 上 4 2.5

6.無 目 答 4 2.5

計 157 100.0

1.6.コ ン ビ ュ ー一 夕 ・ レ ン タ ル 料 企 業 数 %

企 業 数 %

1.22万 円未 満 4 2.5

2.22万 円～88万 円未 満 9 57

3.88万 円 ～555万 円未 満 47 29.9

4.555万 円 ～2,225万 円未 満 52 33.1

52,225万 円 以 上 43 27.4

6無 回 答 2 1.3"

157 100.0

一429一



1.7導 入 後 の年 数

企 業 数 %

1.1年 未 満 10 6.4

2.1～3年 未 満 25 15.9

3、3～5" 36 22.9

4.5～10" 67 42.7

510年 以 上 18 11.5

一

6.無 回 答 1 0.6

計 157 100.0

2.部 門 の位 置づけ

2.1部 門Q位 超づけ

導入 年 数 別 .

1.

1年

未 満

2.

1～

3年

3.

3～

5年'

4.

5～

10年

5.

10年

以 上

6.

無 回答

計

1.室 2
(20.0)

7

(28.0)
6

(16.7)
11

(164)
1

(5.6)

一 27
(172)

2.部 4

(40.0)
9

(36.0)
16

(44.4)
42

(62、7)

12
(66.7)

一 83

(52.9)

3.課 3
(30.0)

8
(32.0)

8

(22.2)
10

(14.9)
1

(5.6)

一 30

(19.1)

4.係 1

(10.0)

一 1

(2.8)
1

(1.5)

一 一 3

(1.9)

5.そ の 他 一 一 4

(11.1)
2

(3.o)
3

(16.7)

一 9
(5,7)

6.無 回 答

L

一 1

(4.o)
1

(28)
1

(1.5)
1

(5.6)
1

(100.0)
5

(3.2)

計 10

(6.4)
25

(15.9)
36

(229)
67

(42.7)
18

(115)
1

(o.6)
157

(100.0)

一430一

●
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2.2現 在 の コ ン ビ=一 夕専 門 委員 の人員 構 成

レンタル料 別

、(1}22万 円 未満(4社)

職 種
企 業 殻 人 員 平 均 人 員

男 女 計 男 女 計 男 女 計

シ ス テ ムA

ア ナ リス ト
2 0 ・2 2 0 2 1 .0 .1

シ ス テ ムB

プ ログ ラマ
3 0 3 3 0 3 1 :0 1

一 般C

プ ログ ラ マ
2 0 2 3 0 3. 15 ・

.0 15

D夢 。勢 車 . 1 0 1 2 0 2 1 0 1

Eオ ペ レ ー タ 0 3 3 0 9 9. ・0, ,3 3

計 8 3 11 10 9 19 13 3 17

{2)22万 円～88万 円未 満(9社)

職 種

企 業 数 人 員 平 均 人 員

男 女 計 男 女 計 男 女 計

A 8 0 8 16 0 16 20 0 20

B 8 1 9 16 1 17 20 10 19

C 8 2 10 .14 2 16 .18 10 16

D 0 0 0 0 0 0 0} 0 0.

E
'1

6 7 1 17 18・ ・

`

1, 28 26

* 1 1 2 103 4 107 1030 .40 1070

計 26 10 36 150 24 174 58 24 48

*職 種が2っ 以上tと めてあるもの

一431一



∵

(3)88～555万 曙t満(47社)

職 種
企 乗 数 人 員 平 均 人 員

男 女 計 男 女 計 男 女 計

A 40 0 40 199 0 199 50 0 50

B 25 1 26 75. 3 78 30 3.0 30

C 37
.

14 51 223" 51 274 6.0 3.6 5.4

D 10 4 14 34 7 4i 34 1.8 2.9

E 33 19 52

.

149 122 271 4.5 6.4 5.2

*
,

6 0 6 119 0 119 198 0 19.8

計 151 38 189 799 190 989 5.3
.

5.0 5.2

(4}555万 ～2,225万 円未 満(52社)

竜

職 種

企 業 数 人 員 平 均 人 員'

男 女
1計

男 女 計: 男 女 計

A 41
す

1 42 491 1 492 11.9 1.0

、

11フ

B 31 5 36 136 7 143 4.3 14 3.9

C 45 24 69 706 107 813 156 4.4 11二7

,

1) 26 ・12 38 267 37
L■'

A

304 .1α2' 3θ 8.0

E 41 24' 65 472 353 825 ll5 正4.7 12.6

* 7 12 9
r.

134 33 167 19.1 16.5 18.6・
・r

計
∵'

191、 68 259 ・2206 538 '

`卸44

、
1正 五 吟1

'

7⑨
τ

106

魯

一一432 -一'

/

'⑭

4

血

,4v

'●
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●
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金

●

⇔

{5)2,225万 円以 上(43社)

企 業 数 人 員 平 均 人 員
職 種

・ 男 女 計 男 女 計 男 女 計

A

',

39 1 40 961 5 966 24.6 50 24.2

B 33 3 36 613 26 639 18.6『 8.7 17.8

C 35 26 61 1657 299 1,956
、

47.3 11.5 32.1

D 18 11 29 1,706 45 1,751 948 4.1 604

E 39 21 60 L662 720 2,382 42.6 343 39.7

* 9 3 12 481 21 502 534 17.6 41.8

計
、

173 65 238 7,080 1116 ・8
,196 40⑨ 1721 34.4

(6)そ の他(無 回答)(2社)

職 種
企 業 数 人 員

`

平 均 人 員
一

男 女 計 男 女 計 男 女 計

A 2 .0 2
・

30 0 30 150
'

9.0 15.0,
4

B 1 1 2 4 7 11 40 7.0 55

C 1 1 2 25
4

.5' 30 250
'50

.150.

D.
"1

0● 1 .2 ,0 2; 20 0 26

E 2 2 4 39 .24 63. 19=5
』1ao

一 ・158

*
.

1 0 1
'

7 .o' 7 1(元6・ σ 』 含 7ρ

計 8

、

4 12 1〔}7 ;36 143: ・1341 駄o. 1L9.

一4・333一 ,



2.3特 別勤務手当の支給'

(導入年数別)

ー
《
ω
《
ー

1.

1年 未 満

●

2.

1～3年 末

3.

3～5年 末

4.

5～

10年 末

5.

10年 以 上

'6

.'

無 回 答

酎
■、

'

A

シ

ア ス

ナ テ

リ'ム

ス

ト

1.支 給す る 、(、 。.。多
.2(

.一 、.。¶
、(。 、¶ 、(,.。 ¶ 一(一 ¶ 一c-・ ¶

1,・(・.・ ま

2.予 定 2(20.0) 一 2(5.6) 4(9.0) 1(5.6) 一 11(7.6)

3無 し 6(60.0) 19(76.0) 27(75.0) 57(85.0) 17(9
,4・4)

1(1000)
一

一'.

127(980.0)

4.無回 答 1(10.0) 4(16.0) 5(138) 一 一 一 10(6.4)

5.計

10(6.4) 25(15.9) 36(22.9) 67(42.7) 18(11.5)
'

1(0.6) 157(100.0)

B

プ シ

ロス

グテ

ラム

マ

1.支給 す る 1(10.0) 1(4.0) 1(2.8) 4(6.0) 一 一 7(45)

2.予 定 1(10.00) 一 3(8.3) 3(4.5) 1(5.6) 一 8(5.1)

3.無 し 2(20.0) 16(64.0) 22(61.1) 51(76.1) 16(888) 1(100.0)
L

108(68.8)

4.無回 答 6(60.0) 8(32.0) 10(278) 9(13.4) 1(5.6) 一 34(21.6)

5.計 10 25 16( 67 18 1 157

C
－

般

プ

ロ

グ

ラ

マ

1.支給 す る 1(10.0) 1(4.0) 2(5.6) 5(7.5) 一 一 9(5.7)

'

2.予 定 一 ‥一

'2'C2σ σ)
1(4.0) 2(5.6) 4(6.0) 1(5.6) 一 10(6.4)

3無 し 5(50.0) 22(88.0) 27(75.0) 55(82.0) 17(94.4) 1(100.0) 127(80.9)

4.無回 答 2(20.0) 1(4.0) 5(138) 3(4.5) 一 一 11(7.0)

〉

.令 b

◎ 仔
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暗
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5.計 10 25 36 67 18 1 157

D

技
ブ術
日計

グ算

ラ
マ

1.支給す る 1(10.0) 一 一 1(1.5) 一 一 2(13)

,2・予 定
一 2(8.0) 2(5.6) 2(3.0) 1(.5.6) 一 7(4・5)

3.無 し 1(10.0) 4(16.0) 15(41.6) 29(43.3) 14(77.8) 一 63(40.1)

4.無回 答 8(80.0) 19(76.0) 19(52.8) 35(522) 3(16.7) 1(100.0) 85(54.1)

5.計 10 25 36 67 18 1 157

E

オ

ベ

レ

1

タ

1.支給 す る 1(10.0) 3(12.0) 3(8.3) 10(14.9) 2(11.1) 一 19(12.1)

2.予 定 一 一 1(28) 2(3.0) 1(5.6) 一 4(2.5)

3.無 し 6(60.0) 19(76.0) 26(722) 48(71.6) 15(83.3) 1(100.0) 115(738)

4.無回 答 3(30.0) 3(12.0) 6(16.7) 7(10.5) 一 一 19(12.1)

5.計 10 25 36 67 18 1 157



、

ー

ふ
ω
O
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2.4人 事 交 流

導入年数別

A

シ

ス

.ア テ

ナ ム

リ
ス

ト

B

シ

ス

テ

ム

プ

ロ
グ

ラ

マ

般

プ

ロ

C

1.し て な い

2.少 々 して い る

3.し て い る

4無 回答

5.計

1.し て な い

2.少 々 して い る

3.し て い る

4無 回答

5.計

1.し て な い

2.少 々 して い る

3.し て い る

4無 回答

■

・

▲

1.

1年 未 満

%
7(70.0)

3(30.0)

10(6.4)

3( .30ρ)

1(10.0)

6(60.O)

10

6(60.0)

2(20.0)

1(10ρ)

1(10.O)

2.

1～3年 末

%

13(、52.0)

2(8の

6(24.0)

4(16.0)

25(15.9)

12(48.0)

3(12.0)

2(8.o)

8(32.0)

25

15(60.0)

5(20.O)

4(16.0)

1(4.0)

3.

3.～5年 末

%
12(33.3)

11(30.6)

7(19.4)

6(1・6.7)

36(22.9)

12(33、3)

8(22.2)

6(16.7)

10(27.8)

36

15( ,41.6)

10(27.8)

6(16.7)

5(13.9)

4.

5～10年 末

%
21(31.3)

30(44.8)

14(20.9)

2(30)

67(42,7)

22( ,328)

24(35.9)

10(14.9)

11(16.4)

67(

22(32.8)

29(43.3)

13(19.4)

3(4.5)

5.

10年 以 上

%
3(16.0)

9(50.0)

5(278)

1(5.6)

18(11.5)

4(22.2)

7(38.9)

5(27.8)

2(11.1)

18

3(16.7)

9(50.0)

6(33.3)

D

6.

無 回 答

%

1(100.0)

1(100.0)

1(100.0)

11(

1(100.0)

計

%
56(35.7)

5.6(35.7)

32(20.4)

13(8 .2)

157(100.0)

53(33.8)

44(28.0)

23(14.7)

37(23.5)

157

61(38.9)

56(35.7)

30(1gJl)

10(6.3)
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マ

D

技

術

計

算

プ

ロ
グ

,

▼

E

オ

ペ

レ

ー

タ

●
.●

'

5.計

1.し て な い

2.ダ 々 し'てい る

3.し て い る

4.無回 答

5.計

1・して な い

2.少 々 してい る

3.し て い る

4.無回 答

5.計

ゆ

10

1(10.O)

1(io.O)

8(80.O)

10

6(60.0)

1(10.0)

1(10.0)

2(20.0)『

10

25

3(12.0)

2(8.0)

20(80.0)

25

13(52.0)

3(12.0)

4(16.0)

5(20.0)

25

36

7(19.4)

8(22.2)

2(5.6)

19(52.8)

36

13(36.1)

12(33.3)

5(13.9)

6(16.7)

36

67

14(20.9)

10(14.9)

6(-9.0)

37(55.2)

67 )

i5(22.4)

31(46.3)

15(ト22.4)

6(8.9)

67

ひ

'

18

3(16.7)

6(33.3)

6(33.3)

3(16.7)

18

3(16.7)

9(50.0)

6(33・3)

18

1

1(100.0)

1

1(100.0)

1

157

28(17.8)

.27(17.2)

14(8.9)

88(56■)

157

50(319)

57(36.3)

31(19.7)

19(1'2.1)

157

`

●

)



2.5要 員 不 足 数

レ ン タ ル 料 別

1

恥
.ω

oo
l

レン タル料
、

職 種
＼＼

Aシ ス テ ム

アナ リス ト

Bシ ス テム

プ ログ ラマ

C－ 般

プ ログ ラマ

D技 術計算
プログラマ

E

オペ レー タ

2種 以 上 ま と

め て ある も の
計

{1}

22万 円未 満

企薬敏 0 0 1 0 1 0 2

人 員 0 0 2 0 2 0 4

平 均 0 0 2.0 0 2.0 0 2.0

②

22万 ～

88万 円 未

企乗数 2 4 4 2 4 1 17

人 員 7 20 5 3 7 40 82

平 均 35 50 1.3 1.5 1.8 40.0 4.8

(3)
,方.P",

88万 ～

555万 円未

企菜数 27 21 25 18 25 0 117

人 員 82. 54 119 57 60 0 374

平 均 3 26 4.8 3.2 2.4 0 3.2

{4)

555万 ～

222砺 用米

企菜畝 33 25 30 16 21 5 131

平 均 217 111 226 77 115 62 808

平 均 6 44 7.5 4.8 5.5 12.4 6.2

{5}

2,225万 円
,

以上

企業数
A

29 23 25 10 21 4 112

人 員 292 247 449 79 230 32 329

平 均 10.1 10.7 18.0 8.0 11.0 8.0 1L9

心

(6)

無 ・回 答

企業数 1 1 1 1 0 4.

人 員 3 3 5 5 0 16

平 均 3.0 30 50 50 0 4.0

'
■ し
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3.専 門 要 員 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 現 状

3.1導 入 年 数 別'

1年

1.

未 満

2.

1～3年 末 3～

3.

5年 未 5～1

4.

0年 末 1

5、

0年 以 上

6.

無 回 答

計

×、

A

シ

ア ス

ナ テ

リム

ス

ト

1泊 社独自 1(
%

1…)

%
2(8.0) 3(

%
83) 8(

%
11.9) 3(

%
16.7)

%
一 17(

%
10.8)

2.外 部機 関 4( 40.0) 6(24.0) 9( 25.0) 8( 119)
'
3( 16.7) 1(100.0) 31( 19.8)

3.併 用 5( 50.0)

一一

13(.52.0) 19( 52.8) 51( 76、2) 12( 66.6) 一 100( 63.7)

4.無回 答

,一,

}

14(16・0)

5( 13.9) 一 一 一 9( 5.7)

5.小 計 10 25 36
、

67 18 1 157(100.0)

B

シ
■

フ ス
一

口ア

グ ム
ー

フ

マ

1.自 社 独 自 一 一 4( 11.1) 6( 9.o) 3( 16.7) 一 13( 8.3)

2.外 部機 関 2( 20.0) 7(28、0) 8( 22.2) 8( 1L9) 2( 11.1) 11(10.0) 28( 17.8)

3.併 用 2( 20.0) 10(40.0) 15( 41.7) 44( 65.7) 12( 66.7) 一 83( 52.9)

4.無 働 答 6( 60.0 8(32.0) 9( 25.0) 9( 13.4) 1( 5.5) 一 33( 21.0)

5.小 計 10 25 36 67 18 1 157

C

－

般

プ

ロ

グ

ラ

マ

1.自 社 独 自 一 2(8.0)
'

2( 55.6) 19( 28.4) 3( 16.7) 一 26( 16.6)

2.外 部機 関 4( 40.0) 10(40.0) 9( 25.o) 4( 6.o) 1( 5.6) 一 28( 17.8)

・

3.併 用 5( 50.0) 12(48.0) 21( 58.3) 42( 62.7) 14( 77.7) 1(100.0) 95( 60.5)

4.無 回 答 1( 1α0) 1(4.0) 4( 11.1) 2( 3.0) 一 一 8( 5.1)

5.小 計 10 25( 36 67 18 1 157

D

技

プ術
ロ計

グ算
一

フ

マ

L自 社独自 一 一 一 10( 14.9) 5( 27.8) 一 15( 9.5)

2.外 部辰 関 一 2(8.0) 3( 8.3) 2( 3.0) 1( 5.5) 一 8( 5」)

3.併 用 2( 20.o) 3(12.0) 14( 38.9) 20( 29.9) 9( 50.0) 一 48( 30.6)

4無 回答 8( 80.O) 20(8α0)

,「

19( 52.8) 35( 52.2) 3( 16.7) 1(100.0) 86( 54.8)

5.小 計 10( 25 36 67 18 1 157

E

オ

ペ

レ

i

タ

L自 社独自 3( 30.0) 6(24.0) 14( 38.9) 26( 38.6) 6( 33.3) 一 55( 35.o)

2.外 部機 関 2( 20.0) 7(28.0) 5( 139) 1( 1.5) 1( 5.6) 一 16( 10・2)
,

3.併 用 3( 30.0) 8(32.0) 11( 30.5) 34(
'50

.7) 11( 61.1) 1(100.0) 68( 433)

4無 回答 2( 20.0) 4(16.0) 6( 16.7) 6( 9.o) 一 一 18( 1L5)

5.小 計 10 25 36 67 18 1 157
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3.2自 社独自で教育する理由

導入年数別

導入年数

理 由

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 未

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

『1
.講 師 ・施 設 そ ろ って い る 1(10.0) 一 8(22.2) 10(14.9) 5(27.8) 一 24(15.3)

2.安 上 り 一 2(8.0) 一 1(1.5) 一 一 3(L9)
3.時 間 の翻合 っ け 易 い 5(50.0) 7(28.0) 5(13.9) 11(16.4) 2(1U) 1(1000) 31(197)
4.必 要 人 員 を一 度 に教 育 1(1Ω) 1(4.o) 3(8.3) 17(254) 1(5.6) －r 23(14.7)
5.外 部 機 関 に適 当 な所 ない 1(10.0) 6(24.0) 4(1L1) 9(13.4) 2(11.1) 一 22(14.0)
6.そ の他 一 一 7(19.5) 13(19.4) 5(27.8) 一 25(159)
7.無 回答 2(20.0) 9(36.0) 9(250) 6(gの 3(16.7,) 一 29(18.5)

計 10 25 36 67 18 1 157(100.0)

3.3教 育 の実 施主 体
'

導入 年数 別

1.

1年 未 満

2,

1～3年 末

3.

3～5年 未

4.

5～10年 未

5.

10年 以 上

'6 .

無 回 答

計

1.教 育研修担当部門 一 2(8ρ) 一 1(1.5) 2(11ユ) 一 5(3.2)
2.コ ン ピ ュー タ 部 門 8(80.0) 15(60.0) 27(750) 61(91.0) 14(77β) 1(100.0) 126(80.2)
3.そ の他 一 一 一 2(3.0) 一 一 2(1.3)
4.無 回答 2(20.0) 8(32.0) 9(250) 3(4.5) 2(11ユ) 一 24(15.3)

計 10 25 36 67 18 1 157(100.0)



3.4教 育 の 方 法

Aシ ス テ ム ・ア ナ リス ト

1
ふ
《
植
T

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

1.OJT* 1(16.7) 4(26.7) 11(50.0) 19(32.2) 4(26.7) 39(332)

2.講 義 1(16.7) 2(13.3) 一 一 一 3(2.6)

3.研 究会 1(16.7) 一 一 4(6.8) 一 5(43)

4.1+2 2(33.2) 4(26.7) 5(22.7) 11.(18.7) 4(26.7) 26(22.2)

5.1+3
一 1(6.7) 2(9。1) 6(10.2) 一 9(77)

6.2+3 一 1(6.7) 一 3(5.1) 1(6.6) 5(4.3)

7.1+2+3 1(16.7) 2(13.2) 2(9.1) 15(25.4) 6(40.0) 26(22.2)

8.そ の他
一 一 一 一 一 一

9.無 回 答 一 1(67) 2(91) 1(1.6) 一 4(3.5)

計 6 15 22 59 15117(1000)

*OJT(オ ン ・ザ ・ ジ ョブ ・ トレ ー ニ ン グ)

Bシ ステ ム ・プ ログ ラマ

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 未

5.

10年 以 上

計

1.OJT 1(50.0) 1(100) 9(474) 6(12.0) 4(26,7) 21(2L8)

2.辞 義
一 一 一 1(2.0) 一 1(LO)

3.研 究 会
一 一 一 3(6.0) 1(6.6) 4(4.2)

4.'1+2
一 3(30.0) 4(21.1) 15(30.0) 4(26.7) 26(27.2)

5.1+3
一 1(100) 2(10.5) 7(14.0) 一 10(10.4)

6.2+3 一 一 1(5.3) 一 一 1(1.0)

7.1+2+3 1(50.0) 3(30.0) 3(15.8) 13(26.0) 6(40.0) 26(27.2)

8、 そ の 他 一 一 一 2(4.0) 一 2(20)

9.無 回 答
一 2(20.0) 一 3(6.0) 一 5(52)

計 2 10 19 50 15 96(100.0)

、

.タ ◆
亀
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C－ 般 プ ログ ラマ

1

ふ
ふ
ω
1

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

1.OJT 一 3(21.4) 6(26.1) 7(1L5) 3(17.6) 一 19(15.7)

2.講 義 1(20.0) 2(14.3) 2(8.7) 一 1(5.9) 1(100.0) 7(5.8)

3.研 究 会 1(20.0) 一 一 1(1.6) 一 一 2(1.7)
3.1+2 2(40.0) 4(28.5) 11(47.8) 31(50.8) 6(35.3) 一 54(44.6)

5.1+3 一 1(7.1) 2(8.7) 5(8.2) 一 一 8(16.6)

6.2+3 一 一 一 一 一 一 一

7.1+2+3 1(20.0) 3(21.4) 2(8.7) 12(19.7) 6(35.3) 一 24(19.8)
8.そ の他 一 一 一 4(6.6) 1(5.9) 一 5(4.1)

9.無 回 答 一 1(7.1) 一 1(1.6) 一 一 2(L7)

計 5 14 23 61 17 1 121(100.0)

D技 術計算プログラマ

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 未

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

1.OJT 一 一 2(14.3) 3(10.0) ・1(7.1) 6(9.5)
2.講 義 一 一 2(14.3) 1(33) 3(21.4) 6(9.5)

3.研 究 会 1(50.0) 一 一 1(3.3) 一 2(3.2)

4.1+2 一 1(33.3) 4(28.6) 12(40.0) 4(28.6) 21(33.3)

51+3
一 一 2(14.3) 4(13.3) 一 6(9.5)

6:2+3 一 一 一 一 一 一

7.1+2+3 1(50.0) 1(33.3) 3(21.4) 6(20.0) 6(42.9) 17(27.0)

8.そ の 他 一 一 一 2(6.8) 一 2(3.2)
9.無 回 答 一 1(33.3) 1(7.1) 1(33) 一 3〈4.8)

計 2 3 14 30 14 63(100.0)



Eオ ペレータ

導入年数別

1
ふ
■
凸
1

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

1.OJT 2(33.3) 5(35.7) 13(52.0) 13(2L7) 4(23.5) P
一 37(30.1)

2.講 義 1(16.7) 1(7.1) 一 一 一 1(100.0) 3(2.4)
3.研 究会 一 一 一 1(1.7) 一 一

1(0.8)
4.1+2 2(333) 6(42.9) 8(32.0) 28(46.7) 9(52.9) 一

53(432)
5.1+3 一 一 2(8.0) 4(6.7) 一 一

6(4.9)

6.2+3 一 一 一 1(L7) 一 一
1(0.8)

7.1+2+3 1(16.7) 2(14.3) 2(8.0) 9(15.0) 3(17.6) 一
17(13.8)

8.そ の他 一 一 一 2(3.3) 1(5.9) 一
3(2.4)

9.無 回 答 一 一 一 2(3.3) 一 一
2(1.6)

計 6 14 25 60 17・ 1
‥

123(100.0)

3.5社 内講 師へ の依 存 度

Aシ ス テ ム ・アナ リス ト

導入 年数 別

1

1 年

1.

未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来 5～1

4.

0年 来 10

5.

年 以 上 無

6.

回 答

計
←

参

1. 90%以 上 1( 16.7) 5(33.3) 10(45.5) 24( 40.6) 6( 40.0) 一 46( 39.3)

2. 60～90% 3( 50.0) 2(13.3) 1(4.5) 16( 27.1) 3( 20.0) 一 25( 21.4)

3. 40～60% 一 1(6.7) 1(4.5) 5( 8.5) 2( 13.2) 一 9( ・7 .7)

4. 10～40% 1( 16.7) 2(13.3) 4(18.2) 7( 1L9) 1( 6.7) 一 15( 12.8)

5. 10%未 満 1( 16.7) 4(26.7) 4(18,2) 7( i1.9) 3( 20.0) 一 ig( 16.2)
6. 無回答 一 1(6.7) 2(9.1) 一 一 一 3( 2.6)

計 6 15 22 59 15 一 117(100.0)

、

.や{ ■

o
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Bシ ス テ ム ・プ ログ ラ マ

導 入 年数 別

■

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%
1。90%以 上 一 2(20.0) 9(47.4) 17(34.0) 7(46.6) 35(36.4)
2.60～90% 1(50.O) 2(20.0) 2(10.5) 13(26.0) 1(6.7) 19(19.8)
3.40～60% 1('50.0) 1(10.0) 1(5.3) 6(12.0) 3(20.0) 12(12.5)一
4.10～40% 一 一 3(15.8) 8(16.0) 3(20.0) 14(14.6)
5.10%未 満 一 3(30.0) 4(21.0) 4(8.0) 1(6.7) 12(12.5)
6.無 回 答 一 2(20.0) 一 2(4.0) 一 4(4.2)

計 2 10 19 50 15 96(100.0)

1

《
ふ
O
r

C－ 般 プ ログ ラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%
1.90%以 上 1(20.0) 2(14.3) 12(52.2) 26(42.6) 9(52.9) 一 50(413)
2.60～90% 3(60.0) 1(7.1) 3(13.0) 20(328) 一 一 27(22.3)
3.40～60% 一 4(28.6) 5(21.8) 9(14.8) 6(353) 1(100.0) 25(20.6)
4.10～40% 1(20.0) 2(14.3) 2(8.7) 4(6.6) 2(11.8) 一 11(91)
5.910%未 満 一 4(28.6) 1(4.3) 2(3.3) 一 一 7r58)
6.無 回 答 一 1(7.1) 一 一 一 一

1(0.8・)
計' 5 14 23 61 17 1 121(100.0)



D技 術 計 算 プ ログ ラマ

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%

5(35.7) 13(43.3) 9(64.3) 29(46.0)
1.90%以 上 1(50.0,)

一 ・、一一

1(33.3)

2.60～90% 1(50.0) 1(33.3) 1(7ユ) 8(26.7) 1(7.1) 12(19.0)

3.40～60%
一 一 2(143) 5(16.7) 1(7ユ) 8(12.7)

4.10～40%
一 一 3(21.4) 3(10.0) 2(14.3) 8(12.7)

,・F－ 一^一 一

2(14.3) 1(3.3) 一 3(4.8)
5.10%未 満

一 一

6,無 回 答
一 1(333) 1(7.1) 一 1(7.1) 3(4.8)

計 2 3 14 30 14 63(100.0)1

ー
ふ
■
O
ー

Eオ ペ レ ー タ

導入年数別
1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.14

3～5年 来 5～10年 未

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.90%以 上 3(50.0) 6(42.9) 16(64.0) 37(61.7) 12(7α6)
一 74(60.1)

2.60～90% 3(50.0) 1(7.1) 3(12.0) 13(21.7) 1(5.9) 一 21(17.1)

3.40～60%
一 2(14.3) 一 6(10.0) 3(17.6) 1(100.0) 12(9.8)

4.10～60%
一 一 3(12.0) 1(1.6) 1(5.9) 一 5(4.1)

5.10%=未 満
一 4(28.6) 3(12.0) 2(3.3) 一 一 9(7.3)

6.無 回 答
一 1(7.1) 一 1(1.6) 一 一 2(1.6)

計 6 14 25160 17
11

123(100.0)

⑨
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3.6社 内 教 育 の 問題 点

Aシ ス テ ム ・ア ナ リス ト

導 入 年数 別

1

ふ
ふ
ベ
ー

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%

1.教 育 時間 不十 分 4(22.2) 9(20.0) 11(16.7) 32(18.1) 10(22.2) 66(18.8)

2.カ リキ ュラ ム作 成 困難 4(22.2) 9(・2α0) 11(16.7) 38(21.5) 8(17.8) 70(19.7)

3.適 当 な教 材 が ない 3(16.7) 6(13.3) 11(16.7) 31(17.5) 4(8.9) 55(15.7)

4.教 育施設不十分 一 2(44) 3(4.5) 3(1.7) 1(2.2) 9(12.6)

5.講 師が い ない 4(22.2) 11(24.4) 10(15.2) 44(24.9) 6(13.3) 75(21.4)

6.・ 予 算 が ない 1(5.6) 一 一 2(Ll) 2(4.4) 5(1.4)

7.そ の 他 一 一 1(1.5) 1(0.6) 一 2(0.6)

8.無 回 答 2(11.1) 8(179) 19(28.7) 26(14.6) 14(3L2) 69(19.6)

計 18 45 66
」

177 45 351(100.0)

Bシ ス テ ム ・プ ロ グラ マ

導 入 年 数別

- 1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%

1.教 育時間 不十分 1(16.7) 6(20.0) 10(17.5) 27(18.0) 9(20.0) 53(18.4)

2.カ リキ ュラム作成 困難 1(16.7)
'
4(134) 11(19.3) 26(17.3) 6(13.3) 48(16.7)

3.適 当 な教 材 が ない 1(16.7) 2(6.6) 8(14.0) 22(14.7) 4(9.0)
,

37(12.9)
4.教 育施設不十分 一 1(3.3) 3(5.3) 5(3.3) 1(2.2) 10(3.5)

5講 師が い ない 2(33.2) 7(234) 6(10.5) 34(22.7) 6(13.3) 55(19.1)
6.予 算 が ない 1(16.7) 一 一 2(L3) 1(2.2) 4(1.4)
7.そ の 他 一 一 1(1.8) 2(1.3) 一 3(1.0)
8.無 回 答 一 10(33.3) 18(31.6) 32(21.4) 18(40.0) 78(270)

計 6 30 57 150 45 288(100.0)
`



C-daノ ・ロ グ ラ マ

導 入年 数

1
ふ
ふ
◎o
r

、

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

L教 育時間不十分 3(200) 6(14.3) 14(20.3) 35(・19.1) 11(21.5) 1(33.3) 70(193)

2.カ リキ 声 ラ ム作成 困 難 4(26.7) 5(119) 6(8.7) 24(13.1) 4(7.8) 1(33.3) 44(12.2)

3.適 当 な教 材 が な い 3(20.0) 2(4β) 6(8.7) 15(8.2) 3(5.9) 一 29(17.9)

4.教 育施設不十分 一 5(11.9) 4(5.8) 9(49) 1(2.0)『 一 19(5.2)

5講 師がいない 4(26.7) 8(19.0) 4(5.8) 21(11.5) 6(11.8) 1(334) 44(12.2)

6.予 算 が ない 1(6、6) 一 一 2(1.1) 1(2.0) 一 4(11.1)

7.そ の他 一 2(4.8) 2(2.9) 3(1.6) 1(2.0) 一 8(2.2)
・8.無 回 答

一 14(33.3) 33(47β) 74(40.5) 24(47.0) 一 145(39.9)

計 15 42 69 183 51 3 363(100.0)

D技 術計算プ ログラマ

導入年数
ls'

1年 未 満

2,

1～3年 末

3.

3～5年 末

4、

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%

1.教 育時間 不十 分 1(16.7) 2(22.2) 9(21.4) 12(13.3) 5(11.9) 29(15.3)

2.カ リキ ュ ラム作成 困難 1(16.7) 1(11.1) 5(11.9) 14(15.6) 2(4、8) 23(12.2)

3.適 当 な教 材 が ない 1(16、7) 一 4(9.5) 9(100) 1(2.4) 15(7.9)

4.教 育施設不+分 1(16.7) 1(11.1) 一 1(1.1) 1(2.4) 4(2.1)

5講 師がいない 1(16.7) 2(22.2) 6(14.3) 13(14.4) 4(9.5) 26(13.8)

.6予 算 が ない 1C16.7) 一 一 1(1ユ) 1(24) 3(1.6)

7.そ の他
一 一 1(12.4) i(1.1) 1(2.4) 3(1.6)

一8 .・無 回 答 一
一 3(334) 17(40.5) 39(434) 27(64.2) 86(45.5)

計 6 9
層42

90 42 189(100.0)

、

.■ 、 ●
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二

A

l

ふ
ふ
㊤
ー

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 未

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.教 育時間 不十 分 5(278)
}一 一.

6(14.3) 12(16.0) 33(18.3) 9(17.6) 1(33.3) 66(17.8)

2.カ リキ ュ ラ ム 作 成 困 難 4〈22、2) 7(16.7) 5(6.7) 23(12.8) 6(118) 1(33.3) 46(12.5)

3.適 当 な教 材 が ない 2(1L1) 4(9.5) 5(6.7) 18(10.0) 4(7.8) 33(9.0)

4.教 育 施設 不十 分 一 4(9.5) 2(2.7) 8(44) 1(2.0) 15(4.1)

5.講 師 が い ない 5(278) 7(16.7) 3(4.0) 20(11.1) 1(2.0) 1(33.4) 37(▲0、0Σ

16.予 算 が ない 一 一 一 1(α6) 1(2.0) 一 2(0.6)

7.そ の他
一 2(4.8) 2(2.7) 3(1.7) 1'一 一

1
7(1.9)1

↓

8.無 回 答 2(11.1)
≠

12(28,5) 46(61.2) 74(41.1) 29(56,8)!一 ・63(44・ ・)]

計
'

118
1

42 75…180i51
}

31 1369(100 .0)i

外 部 機 関 を利 用 す る理 由

シ ス テ ム ・アナ リス ト

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1'～ ・3年 末

3.

3～5年 来

4

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

% 一

1.適 切 な内 容 の コ ース が あ る

一
5(55.6) 4(21.1) 11(39.3) 8(13.6) 4(26.7) 1(100.0) 33(252)

2,社 内 教 育 の不 足 を補 う 2(22.2) 7(36.8) 7(25.0) 37(62.7) 9(60.0) 一 62(47.3)

3.教 育効 果 が 上が る 2(22.2) 2(10.5) 4(14.3) 8(13.6) 一 一 16(122)
一

4.社 内 に体 制 ・施 設 が ない
一 6(31.6) 5(17.9) 5(8.5) 1(6.7) 一 17(13.0)

5.経 費 が 安 い 一 一 一 ～ 一 一 一 一

6.そ の他 _一 一[(1 .7) 1(6.7) 一 2(1.5)

7.無 回 答 一 一

…

1(3,5) －i-1 ↓ 一 1(0.8)

1計
1

9ほ91
1

28 ・gi・51・ 13(100.0)



ー

ふ
切
O
l

Bシ ステ ム ・プ ログ ラマ

導 入年 数 別

ー
`

l
l

.

ー

・・12・13・

1年 来 剃1～3年 来}3～5年 来
⊥

・・15i&

5～10年 来110年 以 上 無 回 答

計

%

「。 適切舗 容のコースがある 1(250)「

一『一一

2(11.8) 8(34.8) 、、(,、.、)「,(、 。、)
「

1(100.0) 28(25.3)

←2
.社 内教 育 の 不足 を補 う 2(50.0)

^'一 →-「

8(47.0) 7(304)i22.( 4戸 「7(500) 一 46(41.4)
「w-一 一 一

「3
.教 育効 果 上が る 1(25.0) 2(11.8)i4(

一 …一看可 π 一π 十一
一 一 18(16.2)

1

1

「=　 社員に体制 ・施設がない
1

一

一 4(235)i 4(17.4) 6(1L5) 一 一 14(12.6)
「一言

柱抱 接 い
一 一 一 一 一 _1_i

一一一 　

6.そ の他

7.

一11(59)1一 1(1.9) 1(7.1)1-
E

3(2.7)

無 回 答1
一 † 一 … 一

」
←

1(1.9) 1(7.1)1-

1

2(L8)
一 一,

111
1計 巨一

一一
1723i52114

1;

C－ 般 プ ログ ラマ

導 入年 数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3、

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6、

無 回 答

計

%

1,適 切 な内容 の コ ース が ある 5(55.6) 6(273) 7(233) 10(21.7) 5(33.3) 一 33(268)

2.社 内教 育 の不足 を補 う 2(22.2) 8(36.4) 11(36.7) 20(43.5) 8(53.3) 一 49(398)

3.教 育 効 果上 が る 2(22.2) 2(9.1) 4(13.3) 11(23.9) 1(6.7) 一 20(16.3)

4.社 内 に体 制 ・施設 が ない
一 5(22.7) 5(16.7) 5(10.9) } 一 15(2.2)

三 経費が安い 一 一 一 一 一 一 一

6.そ の 他
一 1(・5)}・(・ ・) 一 1(6.7) 一 4(3.3)

`7
.無 回 答1

一 一 1(3.3) 一 一 1(100.0) 2(・ ・6)1

}計
|

9 22 30146 15

1 i1
・231

|

》

・11 ●
' ◎
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D技 術計算プログラマ

導入年数別

ー

ふ
O
声
1

1.

1年 未 満

2..

1～3年 未

1

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

%

1.適 切 な内 容 の コ ース が ある 1(50.0) 2(40.0) 5(29.4) 3(13.6) 3(30.0) 14(25.0)

2.社 内 教 育 の不 足 を補 う 1(50.0) 2(40.0) 6(35.3) 11(50.0) 7(700) 27(482)

3.教 育効 果上 が る 一 一 3(17.6) 3(13,6) 一 6(10.7)

4.社 内 に体制 ・施設 が ない 一 1(20.0) 2(11.8) 4(18.2) 一 7(125)

5.経 費が 安い 一 一 一 1(4.6) 一 1(1.8)

6.そ の他 一 一 1(5.9) 一 1(1.8)

7.無 回 答 一 一 一 一 一

計 2

`

5117 22110 56(100.0)

Eオ ペ レ ー タ

導 入年 数 別

1 1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 未

5.

10年 以 上

6.

無 回 答 計%

1.適 切 な内 容 の コ ース があ る 2(40.0) 4(26.7) 3(18.8) 7(20.0) 5(4L7) 一 21(25.0)

2.社 内 教 育の 不足 を梅 う 1(20.0) 5(33.2) 7(43.8) 16(457) 6(50.0) 一 35(41.6)

3.教 育 効果 上が る 2(40.0) 1(6.7) 2(12.5) 8(22.9) 一 一 13(15.5)

4.社 内 に体 制 ・施設 が ない 一 4(26.7) 2(12・5) 4(11.4) 一 一 10(11.9)

5.経 費 が 安 い 一 一 一 一 一 一 一

一

6.そ の 他 一 1(6.7) 1(6.2) 一 1(8.3) 一 3(3.6)

7.無 回答 一 一 1(6.2) 一 一 1(100.0) 2(2.4)

計 5 15 16 35 12 1 84(100.0)



3.8主 な 外 部 機 関

Aシ ステ ム ・ア ナ リス ト

1
《
O
N
ー

導入年勤ll
・・12・

1年 未 満1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.メ ー カ ー ・ 8(29.7) 17(29.8) 25(29.8) 55(31.1) 14(3U) 1(333) 120(30.6)

2.ソ フ トウ エ ア会 社
一

一

_ 1(1.2) 2(1.1) 一一 1(333) 4(1.0)

3.大 学 1(3.7)
_一 ー一、一一 一の一一 一

1(17.6) 一 4(2.3) 2(4.4) 一 8(2.0)

4,各 種学 校 3(11.1) 1(17.6) 一 1(0.6) 一 一 5(1,3)

5.通 信 教育 1(3.7) 1(17.6) 4(4.8) 11(6.2) 2(4.4) 一 19(4.8)
一

6.ラ ジ オ ・TV
一 1(17.6) 一 2(1.1) 一 一 3(0.8)

7.各 種 団体 講 習会 9(33.3) 17(29.8) 22(26.2) 51(28.8) 15(33.4) 一 114(290)

8.そ の他 1(3、7)i1(175)
一 2(1.1) 一 一 4(・1.0)

9,無 回 答

一
4(14.8)!18(31,5) 32(38.0) 49(27。6) 12(26.7) ・1(333) 116(29.5)

計 27i57■84 177 45 3 393(100.0)

Bシ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ

導入年数別
1.

i年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6

無 回 答

計

%

1.メ ー カ ー

一

4(33.4) 15(29.4) 24(34.7) 50(32ユ) 13(31.0) 1(33.3) 107(32.2)

2.ソ フ ト ウエ ア 会 社 1(8.3) 一 1(1.4) 1(0.6) 1(2.4) 1(33.3) 5(1.5)

3.『 大 学
一 1(2.0) 一 1(0.6) 1(2.4) 一 3(09)

4.各 種 学 校 1(8.3) 一 一 一 一 一 1(0.3)

5.通 信 教 育
一 1(2.0) 4(5.8) 8(5.1) 2(4.8) 一 15(4.5)

6.ラ ジ オ ・TV
一 1(2.0) 一 2(1.3) 一 一 3(0.9)

7.各 種 団体 講 習会 4(33.4) 10(19.6) 19(2.7) 28(18.0) 11(26.1) 一 72(21.6)

8,そ の他 1(8.3) 一 一 1(0.6) 一 一 2(0.6)
,一

9,無 回 答 1(8.3) 23(45.0) 21(30.4) 65(41.7) 14(333) 1(33.3) 125(37.5)

計 121 51 69
'

156
1

42 3 333(100.0)

●

・ 】 ● 鯉



巳

冴
、 二'

、〃

、

'咳
刀
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C-・ ・皮プ ログ ラ マ

ー

』
朝
W
ー

導入年数別
・11.2

:

L,一}

1
1年 未 満1～3年 来

3.

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

48(34.7) 13(28.9) 一 119(32.2)
一一1.メ ー カ ー 9(33.3) ・・(35.・ 工巨8(二 巡)

…1
2.ソ フ トウ エ ア 会 社 1(3.7) 1(1.8)1一 1(0.7) 一 一 .3(0.8)

3.大 学 1(3.7) 1(1.8) 一 1(0.7) 2(4.4) 一 5(IA)

4,各 種 学校 2(7.5) 2(3.6) 一 3(2.2) 一 一 7(1.め 一

5.通 信 教 育 1(3.7) 1(18) 3(3.3) 9(6.5) 2(4.4) 一
16(4.3)

一一

6,ラ ジオ ・TV 一 一 1(1.1) 11(0.7)
一 一 2(0.5)

各種団体講習会 6(222) 12(21.4) ・2(・34)123(・6.7) 7(15.6) 一
60(16.3)

一

LTそ の他
1(3.7) 一 －i2(1

.4)
一 一 3(0.8)

19.無 回 答 6(22.2) 19(33.9) 45(50.0) 50(36.2) 21(46.7) 3(100.0) 144(41.8)
「
1計
`

27 56190
1

138 45 3}359(100.0)

D技 術計 算 プ ログ ラマ

導入年数別
1

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3、

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.メ ー カ ー
、

2(33.3) 3(20.0) 17(33.3) 19(28.8) 9(30.0) 一 50(29B)

2.ソ フ トウ エ ア 会 社 一 一 一 2(3.0) 一 一 2(1.2)

3.大 学 一 一 一 1(1.5) 1(3.3) 一 2(1.2)

4.各 種 学 校 一 一 一 一 一 一 一

一

,,5・ 通 信 教 育 1(16.7) 一 3(5.9) 2(3.0) 2(6.7) 一 8(48)

6.ラ ジ オ ・TV
一 2(13.3) 1(2,0) 1(1.5) 一 } 4(24)

・

7.各 種 団体 講 習 会 2(33.3) 4(26.7) 12(23.5) 13(197) 9(30.0) 一 40(23.8)

6.そ の 他
一 一 一 1(1.5) 一 一 1(0.6)

9.無 回 答 1(16.7) 6(40.0) 18(35.3) 27(41.0) 9(30.0) 一 61(36.2)

計 6 15 51 66 30 一 168(100.0)



E 、オ ベV－ 夕

導入 年数別

Ｔ

A

ー
ふ
O
ふ
ー

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.9

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.メ ー カ ー 5(33.3) 15(33.3) 18(37.5) 38(36.2) 11(30.6) 一 87(34.5)

2.ソ フ ト ウ エ ア 会 社 一 1(2.2) 一 1(ID) 一 一 2(0.8)

3.大 学 1(6.7) 一 一 一 一 一 1(0.4)

4.各 種学 校 2(13.3) 1(2.2) 一 1(1.0) 一 一 4(1.6)

5.通 信教 育 1(6.7) 一 一 7(6.7) 2(5.6) 一 10(4.0)

6,ラ ジ オ ・TV 一 一 一 1(1.0) 一 一 1(0.4)
7.'各 種 団体講 習会 2(13.3) 5(11ユ) 3(6.3) 16(15.2) 7(194) 一 33(13ユ)

8.そ の他 一 一 一 2(1.9) 一 一 2(0.8)

9そ の他 4(26.7) 23(51.2) 27(56.2) 39(370) 16(44.4) 3(100.0) 112(44.4)

計 15 45 48 105 361 3 252

外部機関利用上の間蔵点

システム ・アナリスト

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.自 社 の希 望 にマ ・チ しな い 6(66.7) 10(52.6) 15(53.6) 38(64.4) 7(46.7) 1(100.0) 77(588)

2.新 鮮味 が ない。 一 3(158) 1(3.6) 4(6.8) 1(6.7) 一 9(6.9)

3.時 間 のや りく り困 難 3C33.3) 5(26.3) 8(28.6) 11(18.6) 3(200) 一 30(229)
4.地 域 的制 約 多 い 一 1(5.3) 2(7.1) 4(6.8、 1(6.6) 一 8(6.1)

5.そ の 他 一 一 2(7.1) 一 一 一 2(1.5)

6.無 回答 一 一 一 2(3.4) 3(20.0) 一 5(3.8)

計 9 19 28 59 15 1 131(100.0)

.:、

＼,
、

.∋`為
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Bシ ステ ム ・プ ログ ラ マ

導 入年 数 別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 未

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%
1.自 社 の希 望 にマ ッチ しない 3(750) 7(41.1) 11(47.8) 24(46.2) 4(28.6) 1(100.0) 50(45.0)
2.新 鮮 味 が ない 一 1(5.9) 1(4.3) 4(7.7) 1(7.1) 一 7(6.3)
3.時 間 の や り くり困難 一 5(294) 9(39ユ) 14(269) 3(215) 一 31(279)
4.地 域 的 制 約 多 い 1(250) 1(5.9) 1(4.4) 5(9.6) 1(7.1) 一 9(81)
5.そ の他 一 一 1(4.4) 一 一 一 1(0。9)

6.無 回 答 一 3(17.7) 一 5(9.6) 5(35.7) 一 13(11.7)
計 4 17 23 52 14 1 111(100.0)

1

■
O
朝
1

Cr般 プログラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 未

4.

5～10年 未

5.

10年 以 上

6.

無 回 答 %
1.自 社 の希望 に マ ッチ しない 4(44.4) 6(27.3) 7(23.3) 17(370) 5(33.3) 一 39(3L7)
2.新 鮮 味 がな い 一 3(13,6) 2(6.7) 3(6.5) 一 一 8(6.5)
3.時 間 のや り くり困 難 2(22.2) 8(36.4) 10(33.3) 15(32.6) 5(333) 一 40(10.6)
4.地 域的 制 約多 い 1(112) 1(4.5) 3(10.0) 7(15.2) 1(6.7) 一 13(325)
5.そ の 他 一 一 1(3.4) 一 一 一 1(08、

6.無 回 答 2(22.2) 4(18.2) 7(23.3) 4(8.7) 4(26.7) 1(100.0) 22(179)
計 9 22 30 46 15 1 123(100.0)



L

－9
二
3

一
4

一
5

一6

D技 術計 蛍'プログラ マ

導入 年 数 別

自社の希望にマッチしない

新鮮味がない

時間○や りくり困難

地域的苦蜘多い

その他

無回答

計

1年

1.一 「 一 ラ・

未 満1～3

.

…

年 末1

3.

3～5 年 来 5～1

4.

0年 来 1

5.

0年 以 上

言†

%
}

8(
一

47.1) 7( 31.8) 3( 30.0) 22( 39,2)
2(1 oo.o) 2( 40.0)1

　

1而 下す 一6( 10.7)
11.葛 寸 2( 9.1) 1(一 1て'亘 σ,百)丁 一『一一2-('

一 一
'

梨
,

1(

__⊥__

23.9)1

5.の τ』

3( 13.6) 2( 20.0) 1・ ・( 17.9)
一

'

1( 20,0)1
--i

1

7( 31.8) 1(
i 16.1)

一
10.0) 9(

一
F
一

一 一
一 一 ト

1

20.0)i
A-..

|

一 一一}
一 11(

|

2(
+丁7

11.7) 3( 13.7) 3( 30.0) 9( 16.1)

122
10 56( 100.0)

2 15

ー

《
O

O
ー

Eオ ペ レ ー タ

導入年数別
・・{2・

1年 未 満i1～3年 末一 一一一

,

、 一:年 来1,-14。 年来

5.

10年 以 上

6.i計

無 回 答1% L－ 一

3( 18.8)「 ・4(4…)

一 「 一丁 「一 丁7『)
L

3(25.0) 一 27(32.2)
5(33.3)

1

巨 三 懸 望・… ≡ 竺+2(40・0)日 繍 がない
呼」"一 ー 一 「,.' 一 一 3V3.6♪

一

| 1(6.7Ti

時 間 の や りく り困難
13(60 .0) 5(33.3)i7(43・8) 10(28.6) 3(25,0) 一 28(33.4)

一 ≡

10(11.9)
4.地 域 的制 約 多い

一 一13(18 ・7) 7(20.0) 一 一

5,そ の 他
一 一 一 一 一 一 一

レ・一一 一
)6無 回 答 一 4(26.7) 3(18.7) 2(5.7) 6(50,0) 1(100.0)

、
16(19.0)

1計

…

5 15 16 35 12 1(100.0) 84(100,0)

・
◎

↑
、●

＼

Y)'"

.∋ 》
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4.専 門要 員 に必 要 な 専 門知 識 お よび養 成 の 方 法

4,1部 門以外の専門知識の必要性

Aシ ステム・アナリス ト

ー

《
O
ベ
ー

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.必 要 9(90.0) 21(84.0) 30(83.3) 67(100.0) 18(100.0) 1(100の) 146(93の

2.必 要 ない 1(10.0) 一 一 一 一 一 1(一,0.6)

3.無 回答
一 4(16.0) 6(16.7) 一 一 一 10(6.4)

一{『†一}一"

i36 67 18 1
計 1012511

Bシ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.必 要 5(50.0) 16(64.0) 25(694) 49(73.1、 15(83.3) 1(100.0) 111(70.0)

2,必 要 ない 1(10.0) 1(4.0) 3(8.3) 10(14.9) 2(11.1、
一 17(10.8)

3.無 回 答 4(40・0) 8(32、0) 8(22.2) 8(119) 1(5、6) 一 29(18.5)
一 一一

36
'

67 18 1 157(100加
計 10 25



C－ 般プログラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4。

5～10年 来

5.

10年 以 上

.6.

無 回 答

計

%

1.必 要 5(50.0) 19(76.0) 26(72.2) 45(67.2) 16(889) 一 111(70.7)

2.必 要 な い 4(40b) 4(16.0、 5(139) 19(284) 2(1コ ユ) 1(100.0) 35(22.3)

3.無 回答 1(100) 2(8ρ) 5(13.9) 3(45) 一 一 11(7.0)

貫 10 25i36
1

67 18 157

1

《
O

o。
ー

D技 術計算プログラマ

導入年数別
!

1

ユ.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3,

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.必 要 2(20.0、 5(20.0) 16(44.4) 29(433) 13(72.2) 一 65(41.4)

2.必 要 ない 一 2(8.0) 2(5.6) 4(60) 3(16.7) 一 11(7.0、

3.無 回 答 8(80.0) 18(720) 18(50.0) 34(507) 2(11.1) 1(100.0、 81(5L6)

計 10 25 36 67 18 1 157(100.0、

.:減 ⊇ 己
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'

.
ノ

㎡ち

,

Eオ ペ レ ータ

導入年数別

1
■
切
●
ー

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.4、

3～5年 ≡ 」NO年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.必 要 3(30.0)・ 6(24.0) 13(36.1)124(35 .8)

玉≡ 蓮 ・2・)
9(50.0) 一 55(350)

2.必 要 ない 5(50.0)
}一 ⌒ 一一

12(48.0) 8(44.4) 1(100.0) 76(48.4)
3.無 回 答 7(28.0) 26(166)

計

2(20.0)
一 … 一寸一

10

一 ・旦 壁 已L聖:8斗 一

.≡ 巴L_」_ .

1(5.6)

181・25
i

一

1 157(100の)1

4.2部 門以外の専門知識を得る方法

Aシ ステム ・アナリスト

導入年数別

1

1.

年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 来

1 4.

5～10年 来

1 5.

10年 以 上 無

6,

回 答 %
1.他 部門の人と共同で仕事 8( 88.9) 14(66.7ハ

}20(66・7)
36( 537) 10( 55.6) 1(100.0) 89(・61.0)

2.他 部 門 に行 って仕 事 一 2(ダ5)丁

死 ⊃.5、T

3(10.0、
`

10( 14.9) 2( 11.1) 一 17( 116)
3.情 報 シス テ ム 研 究室 の設 置 一 4(13.3) 12( 17.9) 一 一 18( 123)
4.外 部機関の利用 1( 11.1)

…→

2(9.5) 1(33) 3( 45、 1(・ 5.6) 一 8( 55)
5そ の他 一 1(4.8) 1(3.3) 5( 7.5) 5( 27.7) 一 12( 8.2)
6.無 回 答 一 一 1(3.4) 1( 1.5) 一 一 2( 14)

計 9 211 30 67 18 1 146(100.0)



ー
ふ
O

O
ー

Bシ ステ ム ・プ ログ ラマ

導 入年 数 別 1

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%、

1.他 部 門 の 人 と共 同で 仕事 4(8α0) 14(87.5) 19(760) 33(67.3) 8(53.3) 1(100.0) 79(デ1:2)

2.他 部 門 に行 っ て仕 事
一 一 3(120、 5(10,2) 1(6.7) 一 9(`8ユ)

3.情 報 シス テ ム研 究室 の 設置
一 一 1(4.0) 3(6.1) 1(6.7) 一 5(・45)

4.外 部 機 関 の利 用 1(20.0) 2(12.5) 1(4.0、 2(4.1) 1(6.7) 一 7('6.3)

5.そ の 他
一 一 1(4.0) 4(82) 4(26.6) 一 9(8.1)・

6.無 回 答
一 一 一 2(4.1) 一 一 2(1.8)

計 5 16 25 49115 1 111

C－ 般 プ ログ ラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計 一

%

1.他 部門 の人 と共同 で 仕 事 3(60,0) 13(68.4) 15(57.7) 32(71.1) 11(68.8) 一 74(667)

2.他 部 門 に行 っ て 仕事
一 3(ユ5、8) 7(269) 6(13.4) 2(12.5、 一 18(16.2)

3.情 報 システ ム研 究室 の 設置 1(20.0) 1(5.3) 1(39) 1(2.2) 一 一 4(3.6)

4.外 部 機 関 の利用 1(20.0) 1(5.3) 一 1(2.2) '
一 3(2.7)

5.そ の 他
一 1(5.2) 2(77) 5(11.1) 3(18.7) 一 11(9.9、

6.無 回 答
一 一 1(3.8) 一 一 一 1(0.9)

計 巨}19126 45 16
一 111

.

)
"'

ト
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ノ

、

ぎ

＼ 、

.》 、 弓＼
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D技 術計算プログラマ

導入年数別

i
軽
O
　
ー

1,

1年 未 満

2.

・1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.他 部門 の人 と共同 で仕 事 一 4(80.0) 12(75.0) 15(51.7) 9(69、2) 一
、40(61.6)

2.他 部 門 に行 って仕 事 一 一 2(12.5) 6(20.7) 2(15.4) 一 10(15.4)

3.情 報シ ス テ ム研 究室 の設置 一 一 一 1(3.4) 一 一 1(1.5)

4.外 部機 関 の利 用 1(50.0) 1(20.0) 1(6.3) 4(13.8) ユ(7.7) 一 8(12.3)

5.そ の 他 1(50.0) 一 一 1(3.4) 1(7.7) 一 3(4.6)

6.無 回 答 一 一 1(62) 2(7.0) 一 一 3('4.6)

計 2 5' 16 29 13 一 65

Eオ ペ レ ー タ

導入 年数 別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5・ 年 来

4.

5～10年 未

5,

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.他 部門 の 人 と共 同 で仕 事 1(33.3) 3(50.0) 7(53β) 15(62.5) 4(44.4) 一 30(545)

2.他 部門 に行 って仕 事 一 1(16.7) 2(15.4) 2(8.3) 1(11.1) 一 6(10.9)

3.情 報シ ス テ ム研究 室 の 設置 1(33.3) 1(16.7) 可(7.7) 一 一 一 3(55)

4.外 部 機 関の利 用 1(33.3) 一 一 1(4.2) 一 一 」 2(36)

5そ の 他 一 1(16.6) 3(23.1) 5(208) 4(44.5) 一 13('23:6y
6.無 回答 3一 6一 一 1(4、2) 一 1(1.8)

計 3 6 13 24
lg

一 55



5.専li『 要 員 の 教 育 の 将 来

5.13年 後 の 補充必 要 人数

レン タル料 別

ー

《
O
N
ー

レ ン

ω
22万 円未満

寸

教

員

均

42

只

旦

教

員

均

業

栗

藁

企

人

平

金

人

平
一企

人

平

A;;;追 ⊇c;
・ジ・マ

D技 術 計算

プ ログ ラマ

1

4

4.0

Eオ ベ レ 一 夕

ー ー 二 二ー 一」… 一 一 一… 一 ・卜 … ・一一 ー一 －L… 一 ー 一 一

4

16

4.0

②

(3)

22万 ～

88万 円未

88万 ～

555万 円 未

36

131'

3.6

120

24.0

30

99

3.3

十一一 ・一一 ーー 一32

231

7.2

「

ー

`

1
|

i

12

2.0

33

195

5.9

(4)麟 …数

555万 ～ 人 員

2,225万 円未 平 均

35i

458i
13.11

'"一 班 … 一 十

538

17.4

38

528

1.73、5
--

22… 一†…'33

135139

6.114.2

r-一 ←一 一'一←

2種 以 上 ま と

め て ある もの

0

0

0

十 一 二一

1

260

260.0

計

35

425

12、1

{5)企t数

2,225万 円 人 員

以 上 平 均

(6)

無 回 答

2i†

、91,

r十1:
3.010.0

13

37

28

27

475

17.6

数

員

為

業企

人

平

1

5

5.0

0

4

0

α

8

2

158

779

4.9

23

552

24.0

32

347

10.8

26

199

7.7

0

1

5

5

26

842

32.4

1

5

5.0

2

52

26.0

7

230

32.9

0

0

0

159

2.065

13.0

142

3ユ78

22.4

6

5

8

5

2

、

、
/
も .己r、
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5.2専 門要 員 の 養成 形 態

Aシ ステ ム ・ア ナ リス ト

導 入 年 数別

'ら 〆

・

1,

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.4、

3～5年 ラド5～10年 末

5,

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.自 社 独 自 一 一

'

4(1U)17(104) 2(11.1) 1(1000) 14(89)

2.外 部 楡 関 一 5(20・0) 2(5・6)い(4・5)
'

1(5.6) 一 11(70)

3.両 者 併 用 8(8↓).0) 20(80.0)
マ

23(63⑨)157(85.1) 14(77B) 一
'

122(77の

4.養 成 不 必 要 1(10.0) 二'

一一一.__.____↓

-i一 二
$

一 1(06)

5.無 回 答 1(1α0) 一

…
7(19,4)i一 1(5.6) 一 9(57)

計 10 25

'→

36167
」__.

18 1 157(100.0)

Bシ ス テ ム ・プ ログ ラマ

導 入年 数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答 %

1.自 社 独 自 一 1(4.0) 4(11.1) 8(11.9) 2(11.1) 1(100・0) 16(10.2)

2.外 部 稗 関 1(10.0) 6(24.0) 1(2.8) 3(4.5) 1(56) 一 12(7め

3.両 者 併 用 6(60.0) 13(520) 22(61.1) 52(77.6) 13(72.2) 一 106(675)

4.養 成 不 必 要 一 一 一 一
、 一 一 一

5無 回答 3(30.0) 5(20・0) 9(25.0) 4(6.0) 2(11.1) 一 23(14.6)

計 10 25
一

36
1
67 18 1 157(1000)

'



C－ 般 プ ログ ラマ

導 入年数 別

1.

1年 未 満

2.13.1

1～3年 末13～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上 無

6.

回 答

計

%

1,自 社 独 自 1(10,0) 3(

一・一 一一一

12.0)15(13.9) 25(373)i 4(22.2)
`

1(100、0) 39(24.8)

2.外 部機 関 1(10.0) 6( 24・・)・(・ 亘1 一

11(56)
一 10(6.4)

3.両 者 併用

十
8(80.0)}15C60.0)ノ24(66.7)　 40(59.7)i12(66.7)

}
一 99(63.1)

4,養 成 不必 要 }_
} {

_一 一

1一
i 一 一

5.無 回 答
一

,■

11I
l

4.0)5(13.9) ・(3・)1 1(56)1 一 9(5.7)

計 hO
;

l

l25
〔

36 67
}

18 1 157(100.0)

ー
《
O
命
ー

D技 術計算プログラマ

導入年数別

1 1,

1年 未 満 1～3年 来

2,i3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%

1.自 社 独 自 1(10.0) 一 3(8.3) 15(22.4) 3(16.7) 一 22(・14.0)

2.外 部機関
一 4(16.0) 2(5.6) 2(30) 一 一 8(5.1)

3.両 者 併 用 1(10.0) 7(28.0) 17(47、2) 24(35、8) 11(61.1) 一 60(38.2)

4.養 成 不 必 要
一 一 一 一 一 一 一

5.無 回 答' 8(80.0) 14(56.0) 14(38.9) 26(38.8) 4(22.2) 1(100、0) 67(42.6)

計' 10 25 36 67 18 1 157(100.0)

9人'
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'

4

s

、

r

・ ⊆ .〆

ノ'

Eオ ペ レ ー タ

導 入 年 数 別

L
,《

O
朝

ー

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.　

無 回 答

計

%

1.自 社 独 自 2(20.0) 6(24.0) 14(38.9) 29(43.3) 7(389) 1(rOOD) 59(37ゐ)

2.外 部機 関 一 6(24.0) 1(2.8) 一 1(5β) 一 8(5.1)

3.両 者併 用 6(60.0) 12(48.0) 16(44.4) 31(46.3) 9(500) 一

一一--.・

74(47.1)

4.養 成 不必 要 一 一 一 2(30) 一 一 2(1.3)

5無 回答 2(20.0) 1(4.0) 5(139) 5(7.5) 1(5.6) 一 i4(89)

計 10 25
|
36 67 18『 1 157(100C)
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5.3講 師 の予 定

導入年数別

シ

ス

テ

ム

・

A

ア

ナ

リ

ス

ト

B
シ
=

貧

マ

C

－
般

プ

.ロ

グ

ラ

マ

1.社 内

2.外 部

3.併 用

4.無 回答

　
.・_一 ラ'÷一 一一

5.小 計

1.社 内

2.外 部

3.併 用

4.無 回 答

5.小 計

1.社 内

2.外 部

3.併 用

4.無 回 答

/
人

1

1(

1(

833♪11(

11.1)

1/

64

19.3)'12(

r15～12('

69.3)i45(

「 「て一一τ 万T』

一†
261・ ・ 一 「て'

・6・7)・2(叫2・(44到 『4(…)

11.1)3・4)1

889)13(72.2)・6(55・2)36(55・4).12(7J「 ・O)

1(100・O)i

5・2)'i

08)

56元')

2.2)

6L6)

5.小 計

●

.パ

9

φ

h801 29 65 16 1

.】!'⇒ 山

138
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1
: ●

1.

ン

o

/

川
,へ ・

/

.

'

i
i
i
l

l
l

i
l

l
…

!

■ ■

ζ..
|

‡
..づ:

ilノ

〆

'

D

技
ブ術
日計

グ算
一

フ ・

マ

1. 社 内 1( 50.0) 2( 28.6)
./

8人 40.0) 16( 41.0) 3(21.4) 一

一 一

一

30(

3(

、

16.6ノ

_.一 一 ー一 ・A『 ・

3.7)
,

1( 2.6) 一
,

'

一

ー 一 「A⌒A

2. 外 部
一 11(

i

143) 1( 5.0)
一___一 一.r・.1'.一 一.

一 48.( 58.5)
、、

,

一 一 「

22(
→ ・一 ～一 ー 一,‥-

5
、64)

一 一'"一^|一 一 『》『'

-l

l

11(78.6
一

3. 併 用 1( 50.o) 4( 57.1) 10r 、
50.U)

-一.
「一一

1( 12)
4. 無回答 一一

一 1( 5.0ノ
一

._L__一..,

一

i

14 一 i
l

・

82
5. 小 計 2( ,7 20 39

E

オ

ペ

レ

1

タ

1. 社 内
/4
人

50.0) 8( 44.4) 17( 56辺35(
十

58.3)i
l

5(31.3) 1(100.0) 70( 526)
≠一 一

'一'r-'

25(

.一 一

2( 1.5)
2. 外 部

一 1( 5.6) 1( ・・)1 一 一 一 1
417) 11(68.7)

←

61( 45。9)

●L.'3. 併 用 4( 50、0) 9( 50.0) 12( 40・o)L

.

一

一 {

1
1

一 一 一 一
'4

. 無回答 一 一

5. 小 計 8 18 30
160〕
1

. 1・6

{

1
…

133
'

■



5.4外 部機 封を利 用す る姐 由

Aシ ス テ ム ・ア ナ リス ト

導入 年 改別

1
《

Φ

Q◎
ー

11.
1
1年 未 満

}2
.

1～3年 来

3,

3～5年'未

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計

%
1.社 内 教 育の 不足 を補 う 4(50.0) 14(56.0) 17(680) 44(73.3) 12(80.0) 一 91(68.5)
2.教 育効 果 上 が る 2(25.0) 2(8.0) 5(20.0) 10(16.7) 一 一

.{r

19(143)
3.社 内 に体 制 ・施 設 が ない 2(25.0) 5(20.0) 2(8.0) 5(8.3) 1(6.7) 一

一
15(11.3)

4.経 費が 安い 一 1(4.0) 一 一 一 一 1てo.7)

5そ の他 一 1(4.o) 1(4.0) 一 2(13.3) 一 4(3.0)
6.無 回 答 一 2(&0) 一 1(1.7) 一 一 3(2.2)

計 8 25
1
25 60 】.5

」

一 133(1000)

Bシ ス テ ム ・プ ログ ラマ

導 入 年 数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 分;

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

6.l
l

無 回 答 %
1.社 内 教育 の 不足 を補 う 2(28β) 9(47.4) 14(609) 37(67、3) 11(786) 一 731(61.9)
2.教 育効 果 が上 が る 4(57.1) 1(5.3) 6(26.1) 】0(18.2) 1(7,1) 一

,
22(18β)

3.社 内 体制 ・施 設 が な い 1(14・3) 5(263)
,[

2(87) 4(7.3) 一 一
・

12(10.2)
4.経 費 が 安 い 一 1(5.3) 一 一 一 }

・_

1(o.9)
5そ の他 一 2(10.4) 1(4.3) 一 2(14.3) 一

一一

5(4.2)
.6 .無 回 答

.

一 1(53) 一 4(7.2) 一
} 5(4.2)

計17
～

19123 55 14 ア 118(100.0)

9

>

ll 、

.や4・
早
、



し べ 〆
,}

.ζ'
_

↓

ン

■

C－ 般 プログラマ

導入年数別

」
《
O
O
ー

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3

3～5年 末

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上

計

%

1.社 内 教 育 の不足 を補 う 5(55.6) 12(57.2) 12(46.2) 25(625) 9(69.2)
}

63(578)
2.教 育効 果 上 が る 3(333) 2(95) 9(346) 10(25.0) 2(15.4) 26(23.8)
3.社 内体 制 ・施 設 が ない 1(11.1) 3(14.3) 1(3.8) 5(12.5) 一 10(9.2)
4.経 費 が安 い 一 一 一 一 一

一

一

5そ の他 一 2(9.5) 1(3.8) 一 2(15.4) 5(4.6)

6.無 回 答 一 2(9・5)} 3(11.6) 一 一 5(4.句

誌 9
1

21126
L

40 13● 109(100.0)

D技 術計算 プログラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 来

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

%

ゴ 社内教育の不足 を補 う 1(100.0) 4(36.4) 8(42.1) 15(57.8) 10(90.9) 38(559)
2.教 育 効 果 上 が る 一 3(27.3) 6(31.6) 6(23.1) 1(9ユ) 16(236)

3.社 内 に体 制 ・施 設 が ない 一 2(158) 3(15.8) 4(154) 一 9(13.2)

4.経 費が 安 い 一 一 一 一 一 一

5.そ の 他 一 2(18.1) 1(5.3) 一 一

一

3(4.4)
6.無 回 答 一

1(5.2)
一

1(3.7) 2(29)

計 1 111 19 26 11 68(100.0)



.Eオ ペ レ ー タ

導入年数別

1.

1年 未 満 .

2.

1～3年 来

3.

3～6年 来 5～1

4.

0年 来

・1

10年 以 、1三

ヨL・劃

一

1. 社内教育の不足 を補 う 3( 50.0) 12(667) 9( 529) 18( 58.1) 8(80、0) 50( 61.0)

2. 教育効果上がる 2( 33.3) 2(11.1) 6( 353) 8( 25.8) 一 18(
1

21.3)

3. 社内に体制 ・施設がない 1( 16.7) 2(11ユ)
一 5( 16.1) 一

－L8(
f

9.8)
一

一

4、 経費が安い
一 一 一 一 一

・

5. その他
一 2(11.1) 1( 5.9) 一 、(、 α。)1 5( 6.1)

6. 無回答
一 一 1(

・

5.9)
一"一 一 、一 一.

31

一 一 1( 12)

10
|

82(100.0)
計 6 18 171

1

1

■
べ
O
ー

⇔ 〈十WJ

2.

1年 未 満

2、

1～3年 末

3.

3～5年 末
一,

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

五
14(31ユ)

-r^一 一 ー一一

4(89)

117( 29.3)
1. メ ー カ ー 8( 33.3) 20( 26.7) 21(

～
28.0)1 54(30.0)

93)† 一石 ロ 百 工)

桔 「訂
・

38( 9.5)
'2. ソ フ トウエア 会社 1( 4.2) .6( 8.o) 7(

53) 6(13.3)
・

27( 6.8)
・3. 大 学 3( 12.5) 5( 67) 4(

4. 各種学校 2( 8.3) 2( 27) 5( 6.7)
"

6(3.3) 2(4.4) 17( 43)
一一一 一

52(289) 13(28め 113( 283)
5 各種団体の講習会 7( 29.2) 19( 253) 22( 293)

6. その他 1( 4.2) 2( 26) 一 4(2.2) 1(22) 8( 2.o)
一一 一

13.8)
7. 無回答 2( 8.3) 21( 280) 16( 21.4) 35(19.5) 5(11.7)

一

79(

計 24
1 175

|

75 180 45
1399

5.5利 用 予 定 の外 部 披閲

Aシ ス テ ム ・アナ リス ト

導 入年 数別

'
＼

、≒
・ ミ'ぺ ぺ
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1
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Bシ ステ ム ・プ ログ ラマ

導入 年 数別

1.

1年 未 満 1～3年 来

2・13・

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

計

%

1.メ ー カ ー 6(28.6) 17(29.8) 23(26.4) 53(32.1) 13(31.0) 112(31.6)

2.ソ フ トウエ ア会 社 2(9,5) 3(5.3) 23(264) 15(9.1) 6(14.3) 31(8.8)

3.大 学 1(48) 3(5.3) 3(35) 4(24) 5(12.0) 16(4.5)

4.各 種 学 校 4(19.0) 2(35) 5(5.8) 6(36) 8(19.0) 25(70)

5各 種団体の講習会 6(28.6) 16(28.1) 17(19.5) 39(23.6) 5(11.9) 83(234)

6.そ の他 一 2(3.5) 一 3(エ8) 1(2.4) 6(L7)
　 一 一一.一

7.無 回 答 2(9.5) 14(24.5) 116(18.4)↓45(274)
4( 鰺L三 旦229)

計 21 571871・65
1i

421354

C－ 般プログラマ

導入年数別

一

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.i4・1

3～5年 来15～10年 来

5,

10年 以 上

計

%
一 一 一

1.メ ー カ ー 8て29.6)
'20(31 .8) 24(30.8) 41(34.2) 12(308) 105(32.1)

2.ウ フ トウエ ア会 社 2(74) 3(4.7) 4(5.1) 7(5.8) 4(10.2) 20(6.1)

3.大 学 2(74) 3(47) 2(2β) 2(1.7) 1(2.6) 10(30)

4.各 種学 校 .4(14.8) 1(1.6) 2(2.6) 7(5.8) 1(26) 15(4.6)

5各 種団体の講習会 4(14.8) 12(19.1) 12(15.4) 9(23.1)
-

1(26)

60(18.3)

&そ の他 一 1(1.6) 11(

23(19.2)

、.、計 一乏(、 の 5(1.5)

7.無 回 答
'
7(2日) 23(36.5)133(42.2) 38(316) 11(28.1) 112(343)

計
1i

27163i78 120 391327



D技 術計算プログラマ

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来

3.

3～5年 末

4.

5～10年

5.

10年 以 上

計

%

1.メ ー カ ー 1(33.3) 10(303) 18(31.6) 20(25.6) 9(27.3) 58(28.4)

2.ソ フ トウエア 会 社 一 3(9.1) 5(8.7) 8(10.3) 4(12.1) 10(9.8)

3.大 学 1(33.3) 4(12.1) 4(7.0) 4(5.1) 2(6.1) 15(7.4)

4.各 樋学 校 一 1(3.0) 一 3(38) 1(3.C)
..一,一 一

5(2.5)

5各 種団体の講習会
一

1(33.4) 7(21.2) 12(21。1) 19(24.4) 9(27.3)
一

48(23.5)

6.そ の他 一 2(6,0) 一 1(1.3) 一 3(1.4)

7.無 回答
.A

一 6(18.3) 18(316) 23(29.5) 8(24.2) 55(27.0)

計 3 33 57 78 33 204(106.6ア

1

ふ
べ
N
ー

Eオ ペ レー タ

導入年数別

ウ

1.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3.

3～5年 来

4.

5～10年 末 10年 以 上

5.1計

%

1.メ ー カ ー 7(38.8) 19(35,2) 19(37.3) 32(343) 11(367) 88(35.8)

2.ソ フ トウエ ア会社 1(5.6) 2(3.7) 一 一 1(3.3) 4(1:6)会

3.大 学 1(5.6) 2(3.7) 1(2.0) 1(1.1) 一 5(2.0)

4.各 種学 校 1(5.6) 一 1(2.0) 5(5.4) 1(33)
'一,

8(3.2)

5.各 種団体の講習会 3(16.7) 4(7.4) 3(5.9) 14(15.1) 5(16.7) 29(1L8)

6.そ の他 一 1(1.9) 一 2(22) 1(3.3) 4(1.6)

7.無 回 答 5(27.7) 26(48.1) 27('52.9) 39(41.9) 11(36.7)
.'-

108(439)

計 18 54 51 93 30 246(100・0)1

つ
`ら ㎞ ⑱ 、

一
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5:6養 成 す る必 要の ない理 由

Aア ナ リ ス ト

導 入年 数 別

ユ.日 常業 務 で十 分 プ

2.教 育 の余 裕 ない

3.講 師見 つ か ら ない

4.自 己啓発 で学 ぶ

1.

1年 来 満

一 ー ー ー一一 「 一一一一

5.その一 丁

計

ll(100・0)

1

2.

～3年 未

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

『
%

一

一 一 一 一 一

ー

一 一 一 一 一

一

一 一 一 一 一

〒 一 一 一 1(100.0)
一 一 一台

一 一 一 一 一

一 一 一 一 1－

Eオ ペ レ ー タ'

導 入 年 数別

}1
.

1年 未 満

2.

1～3年 末

3i4.

…

3～5年 来i5～10年 来

5.

10年 以 上

計

%

1.日 常業 務 で 十分 一 一 一 一 一 一

2.教 育 の余 裕 ない .† … 一
ト

一 一 一 一

3.講 師見 つ か らない 一 一 一1一 一 一

4.自 己 啓 発 で学 ぶ 一 一
1

--

1
一 一

5.そ の 他 1一
一 一!一 一 　

&鯛 答1.1.
ll

1

-

`
2 一 2(1000)

計i-i一 一12 一 2



6.各 種学 校 の 問 題

6、1各 種学校卒業生の採用状況

売上規模別

1

《
べ
⑨
ー

1.

10億 円未 満

2.1

10～500

億 円 未 満

3.

50{ト2ρ00

億 円未 満

4.

2,000～5,000

億 円 未 満

5.

5.000億 円

以 上

6.

無 回 答

・一一

計

%

一一

1.現 在採 用 してい る 17(58.3) 10(189) 7(15.2) 3(16.7) 5(20.0) _一 32(204)

2.以 前採用したが現在は

してない

1(8.3) 2(3.8) 1(2.2) 2(1u) 一 一 6(3.8)

3.採 用 した こ とがな い 4(33.3) 41(77.4) 38(82.6) 13(72.2)

}

20(80.0) 3(100.0) 119(758)

計 12 53 46 18125
1

3 157(1000)

導入年数別

1.

1年 未 満

2.

1～3年 来
、

3.

3～5年 末

4.

5～10年 来

5.

10年 以 上

6.

無 回 答

計
%

1.現 在 採 用 して い る 2(20.0) 7(28,0) 4(11.1) 14(20.9) 5(27.8) 一 32(20.4)

2.以 前採用 したが現在は

してない

一 2(8の 1(2,8) 3(4.5) 一 一 6(3.8)

3.採 用 した こ とが な し㌔ 8(80C) 16(640) 31(86.1) 50(746) 13(722) 1(100.0) 119(75.8丁

計 10 25 36 67 18 1 157(100.0)

φ

、

φ

ー

ペ ▽ 、 レ
」 、'
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6.2各 種学校卒業生の採用の理由

売上規模別

一
心

べ
O
l

.

1.

10億 円未 満

2.

10～500

億 円 未 満

3.

500」,2ρ00

億 円 未 満
'

14.

2,000～5,000

億 円 未 満

1臥
5,000億 円

以 上

無

6.

回 答1

一

i計
%

i
『 一 一 「… 一 一 一 … 一－

i10(31.3)

1
1. す ぐ実務にっかせられ

る

2(286) 5(500)
1

1(143)1

!

T'一"

-

1
}・(…)

2. 基本事項を体系的に理

解 している

一 2(200) 2(28.6)i
I

－
i

・(・2・寸 ・(鋤 き

L

-「
_

1
一 十 一示(、 。、)

1

3. 教育時間を短縮できる 2(28.6) 2(20.0) ・(・ ・.・)1

.____.一_1__

_l

l

一 h2(37訂

4. そ の 他 3(42β) 1(10.0) 1(14.3)}
一一

1(33.3) 一

.一'-

6(18.7)

計i 7 101
1

・1 3i
l

5i
l

一 32(100.0)

導入年数別

1.

1年 未 満

2,

1～3年 末

13 .

3～5年 来

4.

5～10年 末

5.

10年 以 上 無

6.

回 答

一

計

%

1. す ぐ実務につかせ られ

る

1(50.0) 3(428)
'

1(25.0) 4(28.6) 1(20.0) 一 10(31.3)

2. 基本事項を体系的に理

解 している

一 1(14.3) 一

.一 一・ べ

2(14.3)
→

1(20.0) 一 4(12.5)

3. 教育時間を短縮できる 一 3(428) 2(50.0) 4(28.6)

1

3(60.0) 一
一「、=

12(37.5)

4. そ の 他 1(50.0) 一 1(25.0) 4(28旬 一「

1

一 一 6(18,7)

計 2 7 41 '・4i
5

1

一
}32
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3

6.3採 用 してい る場合 の 処遇

売 上 班 別 .

学歴に加算

給与面で若干の配慮

特男il措置は構 じなしへ

計

,1・

10億 円 未 満

2.

10～500

億 円 未 満

3.

50(ト2,000

億 円未満

4.

2,000～5,000

億 円未 満

－A-■

5.

5.000{意 円

以 上

6.

無 回 答

1

計

『'・

1C14・3) 1(10.0) 一

斗

一 2(40.0) 一 4(12.5)

干の配慮 1(14.3) 1(10.0) 2(2a6)已(333) .2(40.0)、
一

一 7(21,9),.

構 じない 5(7L4) 8(80.0) 5(7・4)12(6仕7)

…

1(20.0) 一 21(65.6)

7 10

l
l7い1

ll
51一 い2(100:0)

導入年数別

1.学 歴 に加 算

2.給 与 面 で若干 の配 慮

3.特 別 措置 は 講 じない

計

1.

1年 末 溝

2(100.0)

2

2.

1～3年 未

1(143)

6(85.7)

7

3,4.

1

3～5年 末i5～10年 来
HH-一'"'}『'一 「r　

1(25.0)

5.

10年 以 上

3(75.0)

1
1(7,1)i1(20.0)

__二 ⊥_一_

6(}292⊥'1(20・O)

・(・ ・.・)i・(6・ ・)

答

6

回無

4

†言
口

14 5

%

4(12.5)

7(21.9)

21(65.6)、

32(100.0)

'

P

吐 ー
⑰ ● 〉 、
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6.4採 用 しない理由

売上規模別

1

心
べ
∨
1

1.

10億 円 未満

2.

10～

500億

3.

500～

2,000億

4.

2,000～

5.ooo億

5.

5000億 円

以 上

6.

無 回 答

計

甲一

1.社 員の中から養成する建前 2(50.0) 30(73.2) 29
.(76・3)

9(692) 13(650) 2( 、6仕7) 85(71.4)

2.採 用後改めて教育必要 1(250) 2(49) 一 3(23.1) 3(15,0) 一
9(7.6)

一 一'.

3.処 遇上厄介な問題ある 一 1(2.4) 2(5・3) 一 3(150) 一 6(5.0)

4.そ の 他 1(250) 8(19.1)
ト

7(18.4) 1(7.7) 1(5.0) 1(333) 19(1&0)

計

'

4
141

⊥38
13 20 3 119(100.0)

導入年数別

1.社 員の中から養成す る建前

2.採 用後改めて教育必要

3.処 遇 上厄介 左問題 あ る

4.そ の 他

計

1.

1年 未 満

5(62.5)

3(37.5)

8

←一 一ー一■一ー一一一一←一一「一一ーー一一}

一

2.

1～3年 来

13(81.2)

1(6.3)

2(125)

16

3、

3～5年 末

20(64.5)

4(12.9)

2(6.5)

5(16.1)

31

4.

5～10年 来

37(74.0)

3(6.o)

3(6.o)

7(14.0)

50

丁 一

10年 以 上

9(69.2)

1(7.7)

1(7.7)

2(15.4)

13

6.

無 回 答

1(100.0)

1

計

%

85(71.4)

9(7.6)

6(5.o)

ig(16.0)

119(100.())
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第4部 電 算 機学 校 に関す る諸 問題

〔1〕 総
'論

コ ン ピュ ー タ か約25イr前 に生 れて 以来 ,比 較 的近年 に至 る まで の

期 間は 大 量 の 数値61駕}を 迅速 に処理 す る 目的 に使 用 され て き た。 しか

し,近 時 コ ン ピュー タ が 単 な る計 算 の 範 囲 を 脱 して 情 報 処理 の世 界 が

開 か れ るに及 び,蜘 た な 問題 か 続 々 と登 場す る こ と とな っ た、 そ の 中

で,わ か 国 の み なち す 世界 の 各国 か 最 も頭 を悩 ま してい る 問 題は ,急

増す る コ ン ピュ ー ク を 社会 の 各 方 面に 有効 に利 用す るた め に必 要 な情

報 処 理 技 術 者 の 量 のJf〈Jtiて,さ ら に共 同 利用 方 式,オ ン ライ ン ・リア

ル タ イ ム ・シ ス テム な ど高 度 な 技術 を 必 要 とす る分 野 へ の発 展 を考 慮

す る と,質 的 ・{i{的な 拡充 は 緊急 を要 す る重要 課題 となっ て き・てい る。

わ カミ国 の情 報処 理 技 術 者の教Wは.高 校 ・大 学 等 の 学校 教 育,メ ー カ,

ユ ー ザ 等 の企 業 内教 育 な どそ21そ れ の分 野 で実 施 さ れ てい る が ,特 に

大 量の 卒 業 生 を社 会 に送 ヴ出 してい る一 般 民 問 養 成 機 関の 実 施す る社

会 教 育 に つい て はそ の'内容 が あ ま り明 らか に さ れ てお らず,教 科 内容,

講 師 の 質,卒 業生 の処 遇 とい っ た 面で,種 々の 社 会 的 問題 を 内蔵 し た

ま ま放 置 され て お り;一 部 の 養 成 機 関 につ い て は,急 速 に 発展 す る情

報処 理 産 業へ の人 材 供 給 源 と して の 正 しい 役 割 を果 し得 て い るか 疑 わ

しい点 もあ る'。-t'』t"tt":'∵:t`

しかし,一 部の技術者層の量 の拡充{こは民 間の養成 機関 に頼 らざる

を得 ない の二でぼなぷ か どの声 もあ り;こ の…実情を知 り,改 善ずぺ き点

一479r・



を 究 明す る必 要 に せ ま られて い る。

当 部会 に おい ては,先 ず わ が 国 に おけ る情 報 処 理技 術者 民 間養成 機

関 の実 情 把 握 に重点 をお き}調査 検 討を 進め た結 果,こ こに この 報 告書

を と りま とめ た 次 第で あ るが,今 後 さら に各 方 面 に おい て;こ の種 民

間 養 成 機関 の 騨 題 に つ い て研 究 をす す め らziる こ と を期待 したい 、
↓

9

■

1.概 況

1.1わ か国 におけ る情報処 理技術者民間養 成機関1ま正式 な認可 を受

け てい る機関が少な く,応 募者 はそ の良否が見 極め にくいo

わが国における情報処理技術者 民間養成 機関(以 下電算機 学校 と

略 称す る)は,学 校数 奇法に基 づ く正 式な法人設 置の各種 学校 とし

て認可を受けてい る機 関が非常 に少ない。

各種学校 の認可規準は 建物,設 備 等財産 に関す る以外は 非常にあ

ま く,認 可後の指導監督が必ず しも十分行なわれない こと,さ らに

他 の技芸学校等の各種学 校 と同列視さ れることを 好まず,進 んで認

可を受け よ うとしない 機関 もあ り.認 可校が必 ず しも良い学校 とは

言 い 杜 く,PR用 ・こン フ レ・ トのみ では そ の学 校 の 良否 か判 別 出来

ず応募者を困惑 させ てい る。

1・2鶴 算機 学 校は,その設 立 経 過か らみ ると数 種 類 に 分類 され,そ れ

.そ れ特 異 の性 格 を示 して い るo

電 算 機 学校 は 全国 的にみ る と30校 以上 設 置され て い るが,そ の

一480一
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設置経緯 からみ る と次の如 く分知 され,そ れ ぞれの性 格を示 してい

る 。

1.2.1・ 放送.テ レビな と電与技 術関係の民間養 成機関 が情報処理

技 術者の教育課程 を併 設 したもの(約5校)

これ らの電算 機学校は 多年にわ たる学校経営の経験 と,す でに

充実 した施 設(校 舎.附 帯施設等)に より.施設 ・学生数 ともに規

模が 極めて大 きく,教 育期間 も2年 制が多 く,学 校 的雰 囲気が強

い0

1.'2.2情 報 処 理 に 関 係 した 老 か開 設 した もの(約9校)

これ らの電 算 機 学 校 は 計 算 セ ンタ,コ ン ピ ュー タ販 売 店等 が 併

設 した もの や,こ の方 面の 会A:,{sl人 が 開設 した もの で,規 模 も

小 さ く,教 育 期 間 は6ケ 月 程度 で セ ミナー 的形 態 の もの が多い 。

t2.3コ ンピュ ータ.メ ー カか 開設 した もの(1校)

コ ン ピュLタ ・メ ーカ か 直 接経 営 してい る の はF社 の 電 算 機 専

門 学校1校 のみ て あ るか,入 学 試 験 の実施,小 人 数制,実 習用 計

算機 の 完備,教 員 陣 の元 実 等 この 種 の学校 中 の模 範校 とな って い

る。

1.2.4テ レッ ク ス.経 理 な ど既設 の民 間 養 成 機 関か ら転 向 した も

の`"(約8校)

ト

これ らの電 算機 学 校は規 模 か小 さ く ・f教員「も部外 か らの招 璃 が

多 い。

1.2.5既 存 の 学校(学 校 法人)が 併設 した もの(約4校)

・夜FenoD'教 室 の 空 きを 利 用 した も ので 中規 模 程 度 が多 い6

1.2.6其 の 他"d'(約5校)
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民 間放送 会社・エ レク トロニ クス関係団体等か設 観 抽 の て・

い ず れ も1、000名 程 度 の 学 生 を擁 し,施 設 ・教 員陣 も充 実 してい

て,1.2,1項 に 準 じた 規 模 を 持っ てい る。

1.5電 算機 学 校 の コ ー スは 圧 倒 的 に地 尻1ケ 年 の ソ フ トウ エ ア.コ
,

一スか 多 く ,入 学 金 は 平均 ろフ)円程 度て 授 業 料 は平 均 月額6,000円'

て あ るo

電 算 機 学 校 の 各 コ ー ス は,調 査 対 象 と し た22校 に つ い て 見 る と

75コ ー ス ヰ58コ ー ス(約80%)が ソ フ ト ウ エ ア ・ コ ー ス で,授

業 時 的 帯 は 夜 間 が4『2コ ー ス(約60%),全 日 制 か22コ ー ス(約

30%)と な っ て お り,期 胸 は,1ケ 年 が33コ ー ■(約45%),6

ケ 月 が24コ ー ス(約30%),2ケ 年 か17コ ー ス(20%)と な

っ て い る 内 授 薬 料 は 最 低4.500円/月(6ケ 月 夜 間)か ら 最 高

20,000円/月(6ケ 月 全 日 お よ び6ケ 月 夜 間)ま て 色 々 あ り ・平

均 的 に は6、000円/月 前 後 で あ る.入 学 金 は10,000円(6ケ 月 夜

園)か ら65,000円(2年 全H)ま で あ り,平 均 的 に は3.O,OOO円

程 度 で あ る 。

r
↓

e

●

1.4i現 在 電 算機 学 校 に 在 学 してい る学生 数 怯 優 に15,000名 を 越 え,

コン ピュ ー タ ・フ ー ム に乗 り,電 算 機 学 校 は 全 国 的 に乱 立 の 気 配 を

見せ て い るo

電 算 機学 校 に 在 学 してい る学生 数 は 調 査 対 象 校2.2校 の総 計 が

14,98'O名(女 子14%)で.そ の うち ソ フ トウエ ア ・コー ス に在 学

す る、も のは13,103名 とな っ てい る。
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ソ、フ ト.ウエ ア ・ コ 〒 ス13,103名 中,夜 間 コ ー ス は'7,296名(55

%)と 、過 半 撫 しめ'期 間 では1年$1」 カ15・399名(40%)・2年$1」

が4.547名(35%).6ケ 月 が3,1,36名(24010)と,コ ー ス数 の

割 合 に2年 制 の 学生 が 案外 多 い。

在 校 生 の 職 業 別 比 較は,現 在 職 のあ る もの45.3%,無 職 か45%,

学生9.7%と なっ て お り,剛{}1帯 別 三は夜 間 コ ー スの 有職 者 力'lsoO/o,

全 日制 コ ース て は逆 に無 職 者 が92%と な っ てい て,夜ll}1は 再 教 育,

昼 間 は これ か ら就 職 す るもの と明 らかに 性格 か 分 かれ てい る。

学 歴は,高 卒 か76%と 圧倒 的 に 多 く,大 卒(12%),大 学 在学

中(8%)と 続 い てい るo

、寸
.へ

、

'句

■

1.5電 算機 学 校 の 教 員数 は 非 常 に 少 な く,専 任 教 員 の 負担 は 重 い。

電 算 機学校 の教 職 員を 調査 対 象22校 に つい て見 る と,総 数562

名(男 性482名,女 性SQ.名),そ の うち 専 任 教 員 は206名(約

37%)で,教 員1名 当 りの 受 持 ち学 生 数 は約73名(公 立 高 校の

平 均教 員1名 当 りの受 持 ち 数20人)と か な り負担 は 重い。 専任 教

員の 学歴 は,大 学 卒 が123名(60%),大 学 院 卒 が19名(9.2%)

とな っ て お り,年 舗 減ては20～25才'が14・6%,a'S・"30-'1'","4・ISgo・

30～35才 が16.0年 比 較白描 い{玲 層 で あ る・,

経 験 年 数は2r》3年 が27%と 最 も 多 くttコ イ ピュrタ 歴10年 以

上 の ベ テ ラ ン( ,7%)も 加bっ てい るp

前歴 では,電 算 機 学 校 を 卒業 して そ の ま ま 自校 の教 員 とな った も

の カi・go/6ttt較 的 多 く・官 雑 ・矧 、・学 校 ・Wt究 所 等 か ら織 し

た と見 られ る もの か25%と これに次 い でい る。
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1・6卒 業 生 の 就職 状 況 は一 部 の学 校 を除 き必ず し も芳 し くない
ひ

学 生 の 卒業 率 は 平均 して約75%て,卒 業 者 の うち有 職 者 と進 学 者

、を除 い た就 職 対 象 者 の就 職 率 は約67%で あ る
。 しか し,そ の就 職

者 数 は 入 学 時の 学 生 数 の26.4%に 過 ぎす 必ず しも満 足す ぺ き状 況 で

は ない が,有 職 者 が 一般 教 養 と して 勉学 して ㊤るグ ース が 非常 に 多

く.転職 希 望者 も相 当数 に(為ぼ る もの と思 わ れ る。

'就 職 先 は
・ 主 と して コ ン ピ ュー グ ・ユー ザ(52.3%),計 算 セ ン

タ(28.8(D,メ ー カ(14321)と なっ て い る。

一∠

"

●

2.電 算機 学 校 側 か らみ た 問題 点

2.1実 習用 コ ンピュ ー タに投 ず る 男用 か 大 き い

他 の 一搬 各 種 学 校 に比 較 して 実 酬 ・ ン ピゴ タ に投 ず る資金 か

非常 に 大 きい ため,'経 営 の採 算 を 主眼 とす る と,コ ンピュ ー タの 設

備 か学 生数 に 比 して小 規 模 と なっ た り,現 代 教 育 に適 さな い 古 い世

代機 て あ った り して,教 育 上 の 効果 を 無 視す る傾 向 とな り勝ち で あ

る。

_身

2・2教 員の 必要 数 と定 着 性 を確 保 しに くい

情報 処 理技 術者 全 般 の不 足 は}当然 電算 機 学校 教 員の確 保を 困 難 に

して お'り ・ さ らに 教 員 を定 着 さ せ る た め 経 営者 は 非常 に苦 慮 し

て い る。 教 員 の不 足 を 補 うた め,自 校 の 卒 業生 を 教 員 に再 訓練 す る

例が多 くなっ ているか ・実務経験不足の ための教 育上効 果の面で問

題 が 生 じ て き て い る 。
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2・5輔 体 勢 が コ ン ピ ユ ートタ「技 術 の進 歩c≒ta・ しに く・ら

情報処理技術の進 歩は 極めて急速で ,常 に新技術 に対応す る知 識

を吸収 し紺 オ・ば な らないカ・.輔 設備の 更新は もとよ 噛 校教師

の受持酬1糖 上 まオ・る ・ルマを持た されてい 碗 算贈 ・勧 教員

は再 訓 練を 受 け る 暇 も な く,又 しか るべ き+1}教 育 機 関 もな く .現 状

で は い かん と も しが たい 状 態 となっ て い る。

,

■

2・4大 部 分 ¢ 電算 機 学 校 は カ リキ ュ ラ ム
,テ キ ス トな との 十 分 な準

準 と検 討 な しに開校 せ さ るを 得 な し・状 態 とな つ て し・る
。

情 報処 刑Y」係 の この 稀 の 教育 に つい て は あ ま 川i働 かな く ,又 開

校 を急 ぐた め,カ リキ ュ ラム,教 材 等 の十 分 な 準 備 と検討 か な され

な い ま まり撮 して い る二 紹 ・・校 と もそ の 獄 の た め に 日夜 努 力力演

ね られ てい るか ・新 しい 分lll:'Cあ る こ と と 潮 目 の プ撮 不 足 の た め
,

い まだ に貼 叩模索 の 域 を 脱 し きオ7ない。 従 っ て質 の 向上 を は か るた

め に しか るべ き梯段1に お い て.早急 に カ リキ ュ ラ ムの 制定,テ キス ト

の作 成 か行 なわ れ る こ とが 望 まれ て い る.,

、十

一.

、● 、

2・5電 算機 学 校は 互 い に 共這 の 問 題 を討 論 し合 う場 を必 要 と してい

るo

現在,電 算機 学校 は 互 い に 閉 鎖的 企 業 意 識 の 中 で 連絡 もな く ,他

校 を 競争 相 手 と して.相 互 に 向上 し よ うとす る意 識 に欠 け て い る。

従 っ て,学 校 経 営 者 な らび に教 員 は,互 い に共 通 の 問題 を討 論 す る

場 があ る こ とが 望 ま しい 。
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2・6電 鍵 学校卒業 生1・村 る二般 社会の評価、か 倶'・ 、.・・,

電算機 学校卒業生 に対 する一 般的 評価は低い。従?て.・ 電算機学

ぶ 一般 技芸的各種学校 と助 ・1願 育騨 として行政官庁か ら認可

.又は 指導 を受 け る形 が望 ま しい 。

ー

◆

'り

3.コ ン ビ ュ ー,タ 実 習 の 状 況
,

5.1コ ン ピュ ー タ失 習 の状 況1式養 成 期間 中 を通 し,平 均1名 当 リ1

時 間前後 と極め て少 な いo

授 業 時 間 に対 す る コン ピュー タ実 習 時間 の 比 率は25%と 必 ず し

も低 い もの では ない が,1・ 一ス 当 りの構 成 媛 か ら考 え る と1名

当 りの 実 習可 能時 間 は 養方x剃 胴 を 遍 して1時1}{揃 後 と極 め て少 な

い。 従 っ て 実務 に つ か せ る前 に再 訓練 か 必要 と され てい る。

5.'2初 級 プ ログ ラマ と して通 用つ るた め には コ ン ピュ ー タ実 習 を最

低10時 胸 は 実施 す る必 要 が あ るo

初級 プ ロ グ ラマ と して世 間 に通 用 す るた め には,教 育 期 間 中何 間

間,ン ピ ュ一 夕 実 踏 行 な え頗 ・・か とい うことはそ の学 生 の纈

に もよ りまち まち で あ る か,中 型 機 程度 で1名 当 り10時 階」は 最低

必 要 であ り.現 在,大部 分 の 電算:機学 校 の設 備 では常 時 全稼 動 を行 な

っ て も到 達 し得 ない 状 態 で,卒 業生 の 質 の問 題 ともか ら みに の 種学

校 教 育の 問題 点 の1つ とな っ てい る。

,↓/

'α

'
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「

4認 定 制 度 に 対 す る 反 響

匂

,

行 政 官庁 な どの 拘 束 を 受 けな い のが 民 間 養 成 機 関 の利 点 であ り,国

家 試験 な どに よっ て学 校 の方 針 が 曲げ られ る こ とを 恐 れ る声 も一 部 に

'はあ るか
,全 般 的に寛 算 撤 学校 は,企業 ど して 経 営 の 採 算 か先 ず 優先 す

る こと とな り,教 員の 質,設 備 等の 問 題 は 経 営者 の 意 志 に よっ て まち

ま ちで,卒 業生 の 質 に も格 差か 生 じ,社 会 的 な 要 求 を 充分 満 た して い

る とは言 い が た い。 こ れ らの 点 を改 善 す るた め に は,わ が 国 の 実 情 と

して 民 間 の 自主 的規 制 を まつ よ り国 の 指 導 に よ る方 が適 切 で あ る と考

.え られ る・ 例 えば 冷 興通 商 嚥 省 に よっ て実 施 さ れ る プ ・グ ラマ の

認 定試 齢 に対 して は,電 算機 学 校 の教 育 目標 か示 さ れ,カ リキ ュ ラ ム 。

テ キ ス トの 改 訂 が実 施 し易 くな つ た こと,各 企 業 が 卒業 生 を採 用 す る

際 の客 籔 砂 力詩 仙 の 尺 度 が与 え られ,こ れ に よ リ卒 業生 の社 会的 地 位

が向 上 し,処 遇 が ぴ善 さ 邪 るて ∂ろ う と期待 されて い る。

この よ うに,国 又 は 公 的 機関 が電 算 機 学 校 の 格 付 け規準 を 設 け,教

科,カ リキ ュ ラム の内 容を検 討 す る と共 に,教 員 の 質,実 習 設備 の 拡

充 を指 導 す る こ とが 望 ま しい。

'?
L.

-、

`

5.雇 用側 か らみ た電 算 機学 校 に 対 す る 問 題点

∫

5.1一 般企業 に お い て は 電 算機 学 校 の存 在 価 値 を あ ま り認 め てい な

いo

-・般 企業 におけ る電算機学校 の受取 り方は ,そ の学力格 差が不 明
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で あ る こ と,ア プ リケー シ ョンに対 して経 験 か な く ,再 教 育 か 必要

であ る こ とな どの 理由 に よ り,あ ま り電算 機 学校 の存 在 価 値を 認 め

てい な い。

調 査 ヌ橡 ユ ー ザ157社 の状 況は・80%か ,嚇 繊 学校 の 卒 難 を

採 用 して お らず,EDP要 員 は ほ とん ど自社 の 再教 育 に よっ て まか

なわ れ てい る模 様 で,全 般 的 には 積 極 的 に電 算 機 学 校 の 卒 業.生を 採

用 す る気運 に ない。

ー
●

》

、

5・2電 算機学 校の卒業生が 各企業 に雇傭 され る際優位に処遇 され る

方向ては考え られていないo

融 業 での騨 の基準は 学党 年限 .・人物本位であって ・どちら

か とい うと業 務 三技 能 本位 で は な いも 電 算 機 学 校 は学 校法 人 と して

も規 準が 明確 でな く,又 社 会 的 に も認 め られ て い ない の で,現 在 採

用 してい る企業 で も約66%は 雇 傭 の際 に給 与tt学 歴 面 で 特 に優 位

に処 遇 す る方 向 では 考 え て い ない 。

5・5t:'kue学 校は 加 キユ ラムの内競 積極的 に公表す ることが望

.ま しL・c・

電 算 機学 校 で カ リキ ュ ラムを積 極 的 に公 表 ・し な い の は 他 に 理 由
ノ

が あ る と して も
,雇傭 側 と して は 非常 に 不 安 で あ る。 内 容は む しろ公

表 し,各 校 の 特徴 を明 示 して,お 互い に レベ ル 向上 に 努め る こ とか

望 ま し い 。

'

ぷγ
τ

〆

冑
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、セ

●

5.4電 算機学 校は特 殊技 術者 を育成す る機 関 に徹 す るこ とが望 ま し

`

いや

電 算 機学 校 は,専 門的 知 識 を 与え,そ の 分野 て プ ロ的 目 負心 を 持

っ て 仕 事 に 当 る人 を 養成 す る教 育 機 関 とな る ことが 望 ましい 。従 っ

て,特 殊 技 術者'(ソ フ トウエ ア ・コー ス てあ れは コ一 夕 と して 立 派

に プ ログ ラム の霧 け る 技 術 者)と して活 躍 す るた め には 非 業 資 格を

厳 重 にす べ きて,企 榮 が安 心 して特 殊技 術者 として 採 用で き る よ う

な 内容 と体 制 を 確立 す る こ とか望 ま しい,

6.ま と め と 提 言

'も
.

il

.

● 、

以 」二を総 合 して,総c蒲 を ま と めれ ほ 次.、ノ通 りて あ る。 、

わが 国 の 情 報 処理 産 業の 発展 を さ さ える力 とな るべ き精 報 処 理 技 術

者の 育 成 とは,単 に コ ン ピュ ー タ を 操作 し,プ ログ ラム を 書 く とい っ

た 技 術 者 を 大 量 に 育成 す る とい うこ とのみ て は な く,各 企 業そ れぞ れ

の部 門 で 現行 シス テ ム を 分 析 し,そ こ に内 在す る 問題 点を 抽 出 し コ ン

ピュ ー タ との 結合 が最 適 に な る よ うに 現行 シス テ ムを 改 善 し ,新 しい

シス テム を 創 造 し得 る コン ピ ュー タ ・スペ シ ャ リス トを一 人 で も多 く

育成 しなけ れ ば な ら ない こ とであ る。 しか し残念 な こ とに は,現 在 の
〔

わ が 国 に お け る 電算 機 学 校 の実 情 は,一 部 の 学 校 を 除 き施 設 面 にお い

て も教 員陣 の面 か ら見 て も,こ れ ら上 級 コ ン ピュー タ ・ス ペ シ ャ リス

トを供 給 し得 る状 態 には ほ ど遠 い 。

したが って 電算 機 学 校は ,まず オ ペ レー タ,コ ー ダ等 情報 処 理 産 業 の)
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底辺をささえる初繊 縮 緬 成す ゐことに専心 し・施設面隊 員

面の 充 実 をま って 次 の上 級段 階 に進 む こ とが望 ま しい。 その ため に

は,現在 の教 育内 容 ・方法 を変更 し,コ ン ピュー タ実 習 時 間 を追 加 し

て,各 企業 が要 望 す る特 殊技 術者 を一人 で も多 く供 給 す るとい う休

制 を確 立 す る こ とが望 ま しい。 又 卒業 生 の就 職 状況 か ら見 る と有 職

者 が教 養 と して プ ログ ラ ミング を勉強 す る もの,さ らに 転職 を希望

ず る もの も少 くな い の でうこの方 面 の 利用 に 便 利 な よ うに カ リキ ュラ

ムの 再 編 成 を実 施 す る必 要 が あ る。

以 上,初 期 の段 階 は あ くまで も初 級 技 術 者 を訓 育 す る場 に徹 す る

こと と して 電斜:機学 校 を育成 す る こ とが 望 ま し く,そ の 具 体的 方策

と して 次の各 項 を提案 す る。

ー

b

9

竃

6、1政 府に 対 して

(1)電 算機 学 校 を 一般 の技 芸 学 校 等 の各 種学 校 とは異 な った形 の特

殊技 術 者育 成機 関 と して オ ー ソ ライ ズ す る。

現 在 勉 学 を 志 す者 達 は1各 学 校 の 内容 の 良 否 が分 らぬ まま多額

の授 業 料 を無 駄 に し,向 学 心 を挫 折 させ て い る似 合 が 多 い。 しか

、るべ き機 関 が 教 科 内容 と施 設 整 備 に っ き最 低 限 の基 準 を設 けて電

算 機 学 校 をオーソライズすれば,こ れ らの損 失 を救 済す る こ とが で き

るばか りでな く,好 ま しくな い教 育機 関 を淘 汰 す る一 助 とな ろ う。

② オ ー ソ ライ ズ された 電算 機 学 校 の 設 置計 算 機tCbい て は河 能 な

限 りの 助 成 措置 を講 ず る。

コ ン ピ ュー タ教 育 の生 命 は コ ン ピ ュー タ実 習 で あ り,1人 前 の

プ ログ ラマkな るた め には,中 型機 程 度 で最 低10時 間程 度 の実

習 時 間 が必 要 と され て い るが『,実際 は そ の 数 分 の1に も満 た 安い

のが 現 状 であ る。 従 って 良心 的 な教 育 を実 施 きせ るた め に設置 竃

一子計 算 機 に対 す る助成 措置 を講 ず る必要 が あ る
。 助成 の方 法 口篭
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8

,

`{ 、

■
.

●

、

、算 機 学 校 に直 接 補 助金 を 出す,コ ン ピ ュータ 納 入 メ ー カに 補助 金

.を 出 す 等 の方 途 があ る が,今 後 充 分 検 討 す る必 要 が あ る。・

⑤ 通商産業省が 実施す る認定制度 をさらに拡 充す る必要が あ るo

情 報処理 技術者認 定試 験合格 者の分析結果を公表 し,電 算 機学

校 の質 的向上 を図る方 法を さらに検討す ると共 に,地 域を限 定せ

ず広 く全国で試 勘を実施す るな ど,こ の制度の拡充 を図る必 要 が

あ る。,

6.2電 算機学校 に対 して

① 学校 経営者はその社会的使命 と道義 的責任 を認識す る必要があ

るo

コン ピュ ー タ の普 及 に と もな い,電 算 機学 校 は.産 業界 に は 情 報

技 術 者 の 供 給 源'と'し て ㌶ ま た,入 学 生 に対 して は 将 来 の 情 報

技 術 専 門家 の 養 成 機 関 として,重要 な 社会 的 使 命 と道義 的責 任 かあ

る。 しか し現実 に は,本 来 の 機 能 と役 割 を 必 ず し も十 分 に果 しそ

い る とは 認め が た い 面 も あ るの で,学 校 経 営 者 に そ の社 会 的責任

を強 く再 認 識 さ せ る こ とが 肝 要 で あ る。

② 電 算 機 学 校 は 現 在 の カ リキ ュ ラム を公 開 し,特 殊 技 術 者 教 育 に

不 必 要 な部 分 を削 除 し,実 習時 間.実 習 課 程 を極 力 充実 させ るo

カ リキ ュ ラムが公 開 さ れ てい な い こ とは,入 学 者 に とっ て学 校

の特 色,教 科 内 容 が 不 明 で あ り,雇 間 者 に とっ て は卒 業 生 の学 力

に不安 を抱かせ る.よ って カ リキ ・ラムを公表 し 洛 校 の柚 を

助 らか に し,相 互 に教 育 水 準 の 向 上を は か る こ とが 必 要 で あ る。

これ に よっ て雇 用者 側 の 認 識が 深 ま り,学 校 の信 頼 を ます こ とノ・
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で きる。 また,電 算 機 学校 に おけ る教 育 の重 点 は 電 算機 実 習に あ.

るの で,実 習詠 程 の充 実を 図 る と と もに,短 期 育成 をは か る意味

か ら も一般 教 養 科 目 を どの 程 度 含め るか を 再検 討 す る必 要 か あ る。

又,実 習時 間 の拡 充 を 図 るため に は,自 校 の コ ン ピュー タ の み な

らす 公 的 機関 の コン ピュー タ の使 用 を 図 る こ と も一 方 策 で あ ろ う,,

㊦)電 算 機 学校 の 教 員 は 互 い に 交 流研鐘 す る場 を持 つ 必 蚤 か あ る○

情 報処 理技 術者 全 般 の不 足 は,電 算 機弓 杖 教 員 の確 保 を困 難 に

させ て お り,教 員の 不 足 を 補 うため 自校 卒 業 生 を再 訓練 して 教 員

に登 用 す る例 か 多 くなっ てい るが,こ れ らの教 員は 実務 経 験 不 足

の た め に教 育上 に問題 か生 じてい る。 この解 決方 策 と して,他 校

との教 員 の交 流 を 行 な い 豊か な 経勘 を 身に つ け させ る と と もに,

研鐙 制度 を充 実 さ せ て教 員の 資質 の 向上 を 図 る ことか 望 ま しい。

じ

◎

6.5そ の他 今後 引続 き検 討 を要 す る事 項

罷 算 機 学 校 の 質 の 向上 を図 る ため,し か るべ き機 関が 各 界の協 力

を待 て 標 準 とな る べきテ キ ス トの作 成 とカ リキ ュ ラ ム を 制定 す る必

裏 か あ る。

◆6 .1項 ω お よび(2は い ず れ も今 後充 分 検 討 され るべ き事 項 で あ り,

さ らに 標準 テキ ス トの作 成,カ リキ ュ ラムの 制 定 も合 せ て 早 急 に実

施 す る必 要 が あ る。

,,σゾ

σ σ
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〔』〕 各 論

1.電 算 機 学校 の実 態

●

、

∬

ピ＼

¶ ●

工1電 算 機 学 校 の 法 制上 の 問題

1ユ ユ 電 算機 学 校 の 法律 上 の 意 義

各 種報 は,法 律上 では,学 校 輔 緒83条 注 「)の齪 曝 づ

くもの で,学 校 教 育法 弟1条 にい う小 学 校 か ら大 学 ま で と高 等 専 門

学 校,盲 学 校,聾 学 校,養 護学 校,幼 稚 園 な どの 「学 校 」以 外 の も

の を各 種学 校 とい い,同 時 に,都 道 府 県知 事 の各 種 学校 として の認

可 を得 た もの を 「各 種学 校 」とい う。

従 っ て,現 存 の 電 算 機 学校 の大 半 は,法 律 上 の 認 可 を受 け た正 式

た 各 種学 校 で は ない。

注1)学 校教 育法 弟83条 「第1条 に掲 げ る もの以 外 の もので ,

学校 教 育 に類 す る教 育(当 該 教 育 を行 な うに つ き他 の法 律 に

特 別 の規 定 が あ る もの を除 く。)を 行 な う もの は,こ れ を各

種 学校 とす る。」

■L2各 種 学 校の 設 置 ・管 理 ・運 営 に関 ず る諸 規 定

私 立学 校 の所 轄 長は,私 立 学 校 法 に より,大 学 ・高 等 専 門学 校 は

文 部 大 臣 で あ り,そ れ以 外 の学 校 お よび各 種 学 校 は,都 道 府 県 知 事

が所 轄 長 で あ る。 した がっ て,各 種学 校 の 設 置 ・管 理 ・運 営 に関 す

る事 項 の細部 規 定 は,私 立 学 校 法,各 種学 校 規 程(文 部 省令)
,都

道 府 県 条例,文 部 省通 達,都 道 府 県 内規,さ らκ,民 法 等 が関 連 し
,

すっ きり し定 法 体 系 に なっ て い な い ことか ら,き わ め て複雑 な もの
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となっ て い る。

1.L3各 種学校 の 認 可条 件

(1)各 種 学校 を設 置 す る こ とが で きる もの 。

私 立 学 校(正 規 な学 校)は,学 校 法 人(私 立学 校 法 の定 め る と

ころに よ り設 置 され た法 人)で なけ れ ば 設置 す る こ とが で き ない

注2)が
,私 立 の各 種学 校 は,学 校法 人,準 学校 法 人 は も と より,

財 団 ・社 団 ・宗 教 等 の公 益法 人,民 法 に 基づ く協 同組 合,共 済組

合 な ど・ さ らに,個 人 で あ っ て も設 置 す る こ とが で きるが,「 学

校 経 営 を主 た る 目的 とす る営 利法 人(会 社)」 が 設置 す る こ とは

認 め られな い。

注2)準 学 校 法 人 とば,各 種学 校 のみ を設 置 す る こ とを 目的 と

した法 人 をい う.

(2)修 業期 間 お よび授 業 時 数

修 業期 間 は1年 以 上(簡 易 な枝 術 ・技 芸 等 につ い ては3月 以上

で も よい)で,年 間680時 …聞 以 上 の授 業 時 数 で ある。

{3)収 容 定 員

収 容 定 員 け,教 員数,施 設 設備 等 の条 件 を考 慮 して適 当 な数 を

定 めれ げ よい こ とに な っ てい るが,1教 室 当bの 生 徒数 は40人

以 下(東 京 都 は50人 以 下)と な っ て い る。

(4)入 学 資格

一定 の入 学 資 格 を定 め 明示 す る こ と とな って い る
。

.(5、 校長 の条 件

教 育 に関 す る識 見 を有 し,か つ,教 育,学 術 ま たは文 化 に関 す

る職 また は業 務 に 従事 した者 で な け れば な らな い。
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(6)教 員 の条 件

必 要数 の教 員 をお くべ き こ と と,そ の 担 当 す る教 科 に関 して 専

門 的 な知 識,技 術,技 能 等 を有 す る者 でな け れ ば な らない と して

い る が,資 格,免 許 等 κ っい て は なん ら制 限 を加 え てい ない。

(7)施 設,設 備 の条 件

校 舎 の 面積 が生 徒1人 当b2.31平 方 メー トル以上 と定 め られ

て い る の が具 体 的 で あ っ て,他 は抽 象的,形 式 的 な もの で あ る。

む しろ,各 種学校 規 程 で は なん ら制 限 して い な い に もか か わ らず,

都 道府 県 の 内規 に よ り 「校舎,校 地 が 設 置 者 の所 有 で ある。」 こ

とが 原 則 的 に定 め られ て 澄 り,こ れ が 設 置認 可条 件 の キー ポ イン

トとな っ て い る。

1・L4各 種 学 校 が 認 可 校で あ る場 合の 有利 性

各 種 学 校 の 認 可 に関 す る諸 条 件 が あい ま い で あ る こ とや,認 可 後

の指導 監督 が行 な われ な い な どか らみ て,認 可校 即 「よい学 校 」と

考 え られ るべ き要 素 は 特 に 見 当 らな い が,

(1)行 政 機 関 に認 可さ れた とい う権 威(教 職 員,学 生 と も)

(2)在 学 生 が通 学定 期 乗 車 券(学 割)の 購入 が認 め られ る

こ とな どは認 可校 の 有利 性 で ある。

L2電 算 機 学 校 の 成立 経 緯か らみ た分 類

現有 の電算 機学 校 は,全 国 的VCみ る と30校 以上 設 置 され て い るが 鳥

そ れ らは ・設 置者 ・そ の経 緯 等 か らみ て 次 の よ うに 分類 され る。 勿 論,

この よ うな分 類 が なん ら個 々の 優劣 に は ま った く関 係 を もつ もの で は

ない が ・ 同 じ分類 に属す る ものに は感 覚的 に共 通 の 傾向(教 育 や経 営
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方法 な ど)が 見受 け られ る。

L21電 子 技 術 関係 の 専 門教 育 機 関 が 情報 処 理技 術 者の教 育 課 程 を

併 設 した もの

わが 国 にお け るテ レ ビ放送 の 発 達 を 機 と して,機 器 メー カー,放

送事 業 体 にお け る中堅 技 術 者の 供 給 源 と して,電 子技 術関 係 の 専 門

教 育機関(各 種 学 校)は 大 きな 貢献 を なす と と もに,枚 数,規 模 と

もに著 しい発 展 を とげ た。 したが っ て,こ れ らの各 種 学 校 が 多 年 に

わた る各 種 学 校 経営 の経 験 と,す で に充 実 した施 設 等 に よ り,情 報

処 理技 術 者 の 養成 に 着 目 した こ とは 当然 の な りゆ きで あ る。現 存 す
、

る この種 の学 校 で は,

(1)施 設 ・学 生 数 と もに規摸 が きわ め て大 きい

(2)教 育 期 間は2年 制の もの が 多い

{3)準 学 校法 人 の 設置 で ある

(4)学 校 的 ふん い きが ある

等 々の形 態 とな って い る

1.2.2情 報 処理 技 術 に 関係 の あ っ た 者が 開 設 した もの

電子 計算 セ ン ター や 電算 機 販 売特 約店 な どが 併 設 した もの や,情

報処 理 技 術関 係 の会 社 や 個人が 開 設 した もの な どが全 国的 に6～7

校 あ るが,こ れ らけ,お 拾む ね規 模 も小 さ く,教 育規伺 も6ケ 月程

度 の短 か い ものが 多 く,講 座 的 な形 態 の ものが 多い

1.2.3電 算 機 メー カー が 開 設 した もの

電算機 メー カー が 直接 経 営 して い る のはF社 の 電算 機 専 門学 校

(東 京)1校 の み で ある が,

(1)入 学 試 験 を実 施 して い る
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12)学 級 編 成 が 小人 数 制で あ る

{3)実 習 用 電算 機 設備 が 充実 して い る

(4)教 師 陣 が 専 門 家で ある

等 々の 特 色 を もっ てお り,現 存す る この 種 の学 校 では もっ と も完 備 し

した もの と'いえ よ う。

1.2.4テ レ ッ クス 学 校,経 理 学 校 な どOP'既 存の 各 種 学 校 か ら転 じた

もの あ るい は それが 併 設 した もの

この 衙の分 類 シ{属す る もの が放 校 あ るか,規 模 は いず れ も小 さ く

牧師 は 部 外 か ら時 間 講師 と して 招 へ い して い る 例 が 多い 。

1.2.5既 存 の 学 校(学 校 法 人)が 併 設 しt;も の

この 侵 の 分 類 に 属す る もの が数 校 あ るか,夜 川 の 教 室 の 空 き を利

刑 し7こもの .で早 足 恒程 度 が 多 い。

1.2.6そ の 他

q)民 間 放送 会 社 が 主体 とた っ て 設 置 しfcも の,{2}エ レ ク トri・r・ノ

ス振 興 団 体 が 支 援 して 設 置 した もの な どが あ る が,こ れ らは い 計れ

もr千 人 前 後 の 学 生 を 収 容 し,教 育施 設 もと との ・って お り,専 任 教

師の 数 もか た り多 く,1.2.1の 電 子 技 術 関 係 の1キ種 学 校 に 杉Cぐ規模

を待 つ もの で あ る。

εへ＼
,

1.3電 算機学校の現在果 してい る役割
司 ◎ へ

現在3、0数 校 を放 え るに 至 っ た 電 算 機学 校 は そ の 内 部 に様 々 な欠 陥
■

や困 難 を持 ち な が ら も既 に社 会 的 歴 史的 に 無 視で きな い存 在 に 在 りつ

つ あ 石。、この 種 の 学校 の持 つ特 異 性 や 内 部 の 欠陥 や困 難 は,こ オ}ら

の 学校の 存 在 そ の もの を過 小 評価 した り,あ る い は 無 視す る傾 向,あ
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るいは非難す る風潮 ナら生 じている・ これ らの傾向や非 難の原因を裏付ける ・

よ うな学 校 も一部 に 存 在す る こ と も事 実 で あ ξが,電 算 機学 校 が,情

報 産 業 の発 展 や 情 報 化 時 代 に 対応 して,今 日お よび将 来 に 亘 って 一定

の 役割 を果 しっ つ あ り,又 は果 そ うと して い る箏 は 積 極 的 に 認 め る必

要 が ある。・す なわ ち 電算 機 学 校 が 今 日果 して い る役 割 と して は,次 の

よ うな こ とが あげ られ る。

1.3.1情 報化 社 会へ の 定 着 に対 す る貢 献

情報 化 時 代 の確 固 た る土台 を 築 き,高 度 の情 報 化 社会 の開 花 と発

展 を導 くだ め に は,層 の 厚 い コ ン ピュー タ人 口に支 え られ る必要 が

あ る。

電算 機学 校 の 教 育 と成 果 は,こ う した コン ピュー タ人 口の底 辺 の

形 成 を促 し,情 報処 理 に対 す る国 民的 規 模 で の定 着 化 に積極 的 に役

立 っ もの と思 われ る。

1・3・2情 報産 業 界へ の 即 日的要 員 供 給源 ,

今 日,情 報 産 業 は 多 量 の コン ピ ュー タス ペ シ ャ リス トを即 日的 に

要 求 してい る。 電算 機学 校 にお いて 情 報処 理 科 学 の概 要 と プ ・グ ラ

ミン グ技 法 の 初 歩 を修 得 して卒 業 す る者 は 年 間1万 人 以上 あ り,こ

れ らの者 は 企 業 に● い て極 めて 短 期 間 に第 一線 の 戦 力に 転換 し うる

可能 性 を もっ て い る。 この 種学 校 を卒 業 した 者 が,現 在 企 業 に お い

て 情 報処 理 の 第 一線 に活 躍 して お.り,ま だ 一 度卒 業 生 を採 用 した企

業 は 引 き続 きこれ ら学校 の卒 業 者 を要 望 して い る ことは,こ の 種学

校 の 現在 果 して い る役 割 を如 実 に物 語 って い る。 一 ,

1.3.3コ ン ピ ュー タ教 育 の 試行 的意 稜

コ ン ピュー タ技術 の 急 速 な発 展の 中 で ,そ の要 員 教 育 の.あ り方 が
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追 求 さ煮,叉 は 旧来 ゐ伝 承 的教 育へ の 再 評価 と新 しい教 育理 念 に基

'

つ い た 実 践 が開 始 され て い る。巾しか しなが ら,こ れ ら教 育 の定 着 化

は未 だ そ の緒 につ い たば か りで,試 行 錯誤 が 繰 り返 され て い るが ㌧

この 中で そ の理 論 化 と実 践 を毎 日追 求 す る 機関 と して の この 種学 校

の活 動 が,広 い 意 味 で コン ピュー タ教 育の 確立 に重 要 な役 割 を果 し

そ い る ことは 否 定 で きな い。 この経 験 を集 約 し,わ が国 の 技 術教 育

の 基本 的潮 流 に と り入 れ て行 く ことは,今 後 の教 育 に● い て極 めて

重 要 な 意義 を持 つ もの とい え よ う・

以上 の ご と く現在 の電 算 機 学校 は情 報化 時 代 へ の 移行 に対 処す る 重

要 な歴史 的 使 命 を果 して い るの で,こ れ ら教 育 機関 の持 つ 欠 陥 や困 難

を 適切 な方 策 に よって 克服 し,発 展 さ せ る育 成 姿勢 が社会 的 に確 立 さ

れ る こ とが必 要 で あ る。

「t

N

禽'⑳ ・

ら

1.4'電 算 機 学 校 の コ ー ス 内 容

現 在,日 本 に お い て 実 施 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ 要 員 養 成 コ ー ス を

別 項 ア ン ケ 「 ト 集 計 結 果 に よ り,22校 に つ い て み る と,75コ ー ス

の 多 き に の ぼ っ て い る 。 そ の 内 訳 は,ハ ー ド ウ ェ ア 関 係8コ ー ス,ソ

フ ト ウ ェ ア 関 係58コ ー ス,シ ス テ ム 設 計 関 係9コ ー ス で,全 体 の 約

80%が ソ フ ト ウ ェ ア 関 係,つ ま り プ ロ グ ラ マ 養 成 の た め の コ ー ス で

あ る 。(表2参 照)、

こ れ を,授 業 時 間 帯 で み 砕 液 間 制 カミ多 くtつ い で 全 日 制 で あ る ・

シ ス テ ム 設 計 は す べ て 夜 間 制 で あ り,ハ ー ド ウ ェ ア 関 係 は 全 日 制 の 方

が 多 い 傾 向 に あ る が,い ず れ も そ の 性 質 上 首 肯 さ れ る 点 で あ ろ う。
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また,期 間 別 でみ る と6ケ 月 と1ケ 年 が 多 い。 一般 に 夜 間,午 前:

午 後 の時 間帯 では全 日 制に比 べ て2倍 の 期 間 を必要 とす る もの で あ る

が,実 状は 必 ず し もそ の よ うな傾 向 に なっ て い な い。 ζれ は,教 養課

.程 を どれ く らい組 込 む か に よっ て一 概 に は 言 え な いが,専 門課 程 の 内

容 に 相 当 な バ ラ ツキが 予 想 され る。

コ ン ピ ュー タ関 係 の 教 育 には コ ン ピュー タ実 習が必 要 不 可欠 で あ る

が,こ れ を授 業 時 間 に対す る実 習時 間 の割 当率 でみ る と,ハ ー ドウ ェ

ア関 係 は20%,ソ フ トウェア 関係 は25%,シ ス テ ム 設 計関 係 は30

%で,必 ず し も低い もの では な い。 しか し,1コ ー ス 当 りの収 容人 員

を考 え る と きは,1人 当 りの時 間 数 は 極 め て 小 さ く(1時 間 前後)な

る もの と考え られ る。

表1 情 報 技 術 者 養 成 校 学 費

…

入 学 金(円)
、

授 業料/月(円)
コ ー ス 別 期間 時間

最 高 最 低 平 均 最 高 最 低「平 均

ソ フ トウ ェ ア 2年 全日 65,000 60ρ00 61250 7ρ00 6β00 6β25

〃
、 夜 45,000 45,000 45,000 5,200 4500 4β50

1年 全 日 50POO 35,000 41250 7,000 6,000 6,575
今

〃 夜 42,000
丁30

,000 37,125

』

6ρ00 4500 5,000

〃 半 日 42ρ00 40ρ00 40β67 6,000.2β00 4,333

6月 全 日 42ρ00 30ρ00 36750 20ρ00 7,000 11ρ00

〃 夜 30ρ00 10ρ00 21250 20ρ00 4β00 9β25

3月 全 日 1校 25,000 7,000

ハ ー ドウ ェ ア 2年 全日 65,000 55,000 60ρ00 7300【6AOO 6,600

〃 夜 45,000 35,000 40noO 4β00 4,000 4250
.・

S・E 6月 夜 1校 1⑩00 30ρ00
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表2 コ ス の 種 類
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1.5在 校 生 の 状 況.職 歴.学 歴

前 述 の デ ン ケ ー ト集 計 結 果(22校)に よ れ ば,在 校 生 総 数 は

14,980人 で,分 類 不 明 の1校(1,358人)を 除 く13,622人 の 性

別 は,男11,741人(86%),女1,881人(14%)と なb,圧 倒
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的 に 男 性 が 多 い 。 ま た,22校 を コ ー ス 別 で み る と,八 二 ド ウ ェ ァ 関

係8コ ー ス1.530人(1コ ー ス 平 均191人),ソ フ ト ウ ェ ア 関 係58

・ 一 ス13,1・3人(・ ・ 一 ・ 平 均225ノ ・)・ ・'・・"ス テ ・ 設 計 麟9・

一 ス347人(1コ ー ス 平 均39人)と な っ て い る 。 こ の
.よ う に,い

わ ゆ る プ ロ グ ラ マ と し て 養 成 中 の も の が87%と い う高 率 で あ9,シ

ス テ ム 設 計 関 係 コ ー ス の 少 な い こ と が 目 立.つ 。

上 述 中,ソ フ ト ウ ェ ア 模1係13,103人 に つ き,時 間 帯 別 に み る と 夜

間7、296人 で 過 半 数 を 占 め,全 日4,735人,午 前751人,午 後

321人tf,.D'て い る.傭,男 性 は 夜1}晒 時 数 で あ る が 汝 性 は

全 日 が ゴ時 数 で あ るnまft,wn'ifi別 で は1/L#iti・ilが5,399人 ・2年 制

が4,547人,6ケ 月 割 が:t,136人,3ケ 月 制 が21人 で,男 女 の

比 率 に は 特 κ 異 た っ た と こ ろ け な い 。 以.上 か ら,ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 で

は 夜 間 の1年 制 が 最 も 典 型 的 な 形 で あ る と い え よ う。

っ ぎ に,'在 校 生 の 職 業 の 有 無 を 男 女 別 も 併 せ て み る と,次 の よ う に

な る 。 つ ま り,ハ ー ド ウ ェ ア 関 係 で は 無 職 の 男 性 が 圧 倒 的 で あ る が ・

ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 で は 職 業 の 有 無 ぱ 同 率 で あ り,シ ス ラ ム 設 計 関 係 で

江 有 職 の 男 性 が 多 い 。 シ ス テ ム 設 計 謁 係 が 夜 回 コ ー ス で あ る こ と の 多

い 傾 向 も,こ れ か ら う 左 づ け る 。 なts,ハ ー ド ウ ェ ア 関 係 に/2人 で は

あ る 力撫 職 の 女 性 が い る こ とは 注 目 す べ き で あ ろ う ・

在校 生 の学 歴 を み る と,男 女 と も高 校 卒 が 圧 倒 的 に 多 く・それ ぞ れ

74%,79%を 占め て い る。 つ い で,大 学 卒,大 学 在 学 中,短 大 卒,

短 大在 学 中,大 学 院 在学 中,大 学 院 卒 と なっ て い る。 男女 の 比率 は,

い ず れ も女性 が男性 の10%前 後 で あ るが,ftだ 短大卒 と短 大 在学 中

1は 女 性 が 男性 の70%く らい で
,女 性 が 割合 多 い とい え る。
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.図 ユ'コ ー ス 別 有 .職 ・ 無 職 二 学 生 の 割 合
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1・6卒 業 生 ρ 状 況 ・就 職.進 学
.

再 び 前 述 の ア ン ケ ー ト集 計 結 果 よh,43年 度 卒 楽 生 に つ い て,そ

の 卒 業 率,っ ま り,入 学 者 数 に 対 す る 卒 業 者 数 の 比 率 を み る と ,全 体

で は74.8%(入 学 者5,945人 中,卒 業 者4,447人),ソ フ ト ウ

ェ ア コ ー ス で は,
J時1司 帯 別,期 間 別,い ず れ も75～80%(最 低 は

2年 制 の71.4%,最 高 は3ケ 月 制 の95、5%,時 間 帯 別 は,ekと ん

ど差 は な い)で ある。

つ ぎに卒 業 生 の 就職 状 況 で あ るが,卒 業 生 の 中 に はす で に職 業 を も

っ て い る もの もあ り,ま た進学 す る もの もあ る の で,こ れ らを除 い た

言 わ ば 就職 可能 者 に つ い て そ の 就職 状 況 を 見 る必 要 が あ る。

卒 業 生 が有 職 者 か無職 者 か の識 別 は 直接 κは 資料 が ない ので 若 干の

注3)擬 制
を行 な って 就職 率 を推 定 す る と 全 体 では66.7%で あ る。 こ
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の 数 値 は 就 職 可 能 者 の 就 職 率 と し て は 必 ず し も 高 い も の で は な い と 認

め ら れ る 。 コ ー ス 別 に み る と,ソ フ5ウr.ア は69.2%・ ハ … ドは

100%,S・Eは15.3%と バ ラ ツ キ が 多 い が,S.Eコ ー ス の 場 合 は

就 職 者9名 と い う こ と が 原 因 で,学 校 が 卒 業 生 の 就 職 状 況 を 十 分VC把

握 し て い な い 結 果 と 思 わ れ る 。 、

ソ フ ト ウ ェ ア コ ー ス の 中 で は,期li;1別 に は2年 コ …一ス(100%)

1・P－ ス(78.3%)の 轍 輝 が ξ6く,6ヵ 月 ・一 ス(5乞6%)は

低 い 。 時 間 帯 別 に ↓寸 香 コ ー ス と も ほ と ん ど 差 異 が な い(午 前88.9%

か ら 午 後73.2%尭 で .)。

同 様 に 進 学 率,つ ま り,入 学 者 数 に 対 す るll隻学 者 放 の1ヒ 率 はlO%

!り下 の 低 率 て あ る 。 た だ ・ ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 の6丁 月 コ ー スCl?み は

20乙 丸 上 り高 率 で,他 の2コ ー ス と差 か あ る 。

最 後 に,就 職 者15佼1,712人`(男1,335人,女377人)に つ い

い て,そ の 就 職 先 を 調 べ る と,男 女 と も ユ ー ザ ー が 過 半 数 で,以 下 計

算 セ ン タ ー,メ ーーカ ー の 顧 て あ る 。

'

,
、V

●

注3)43年 度 卒 業 生 の 職 業 構 成 は44年 度 在 校 生 の 職 業 構 成 と 等

し い と 仮 定 し,

就 職 者 数(43年)

就 職 率=… 一 一一一…… 一・一'… 一ー 一

(姻 つ((嚇 一徹3× 醗)

有職者数(44年)

無職 率=1-

(44年)在 校 生(44年)

r
渇

・● 書

●

■
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●

1.7教 職員の 状況

・ンピュ7嬢 触 成融 機 学校の教職員 を鴬 舌己アンケー ト集計結果

よ り,22校562名(男 性482名,女 性80名)に つ いて み る と,

外 部 講師 が226名(40%),専 任 教 職 員 が206名(37%)で

あ る。 女 性 の過 半 数42名 は 専任 パ ンチ の教 員で あ り,男 女 あわせ で

52名(9%)は 助 手 で あ る。

専 任教 職 員206名 は 男性185名,女 性21名 で あ るが,両 者 あ

わせ て123名(60%)は 大 学 卒 で,他tt高 卒,専 門 学 校 また は 短

'
大 卒,大 学 院 卒 な どで あ る。 専 任教 員1人 当 りの 受 持 ち学 生 数 は 約

73人(14,980人/206人 ………22枝 分)で,こ の 数 字 は 学校 経

営 の常 識 か らみ れ ば や や 低 い感 がす る。 原 因 は在 校 生 数 の 側・よ りも専

任教 員 の 方 に あ る の で は なか ろ うか 。

1fc,年 齢 構 成 で は,男 性 の 約50%90名 は25～30才 で,女

性 の約50%11名 は'20～25才 で,い ず れ も最 も多 い。 男性 の 最

年長 は45才 以 上 で11名,女 性 で は35～40才 で1名 が い る。 ま

だ,最 年 少は 男性 に20才 未 満 カミ1名 い る。

さ らに,経 験 年数 で け,23名 の 不 明 を除 き20校183名 につ い

て,2～3年 が50名(27%)で 最 も多 く,3～5年,1年 未 満,

、5～8年,1～2年 の 順 に 在 ら てい る。 なta,10年 以 上 が12名

(7%)い る。
⑱)

前歴 で はt't自 校 養 成tsよ び 自校卒 業 が59名(29%)で 最 も多 く・

㎏

官 公 庁,公*1 .,研 究所,tt学 校 等 か らの 転職 者 と思 わ れ る者(調 査 結果

で は 「そ の 他 」と分類 され て いftも の)が52名(25%)で,ζ れ

H
に つ㊤ でい る㌫ 前 者 は 経 験年 数 が3年 未 満 で あ るの に 対 し,後 者 は2

-505一



～5年 で あ る点 が異 た る。 なts,コ ン ビ=.一 夕.4で ヵ⊃
叉鼓 算#..tt

・lr・一・ン ピー-f・ ユ ー㌃ 熱 らの騨 難 い 恒 路20名 前 後

C各 約10%)で ・経 験 年 数2～8年 で あ る/・

1・8コ ン ピ ュー タ によ る実 習状 況 、、 。

調査 結果 か ら型 別台 数 をみ る と,大 型 機 は外 部 借 用 で1台 利 用 して

い、る以 外 は ・ 中 型 磯20台(5-0%)・ 小 型機16台(40.・%)に ほ

とん どが集 中 して い る。 自校 設置 と外 部 借 用 の割 合 は85%(34台)

対15%(6台)で あ り,外 部借 用 の 場 合 娃 中 型 機 が大部 分 で あ る。

な お ・1台 も電 算 機 を設maL .てい な い学 校 は ・ 今 回 の 詞華 対 象校 の中

に は1校 もない 。

つ ぎに コ ン ピュー タの月 平 均 稼 動時 間 は,自 校 設 置 の 場合 は全 稼 動

時 間(8,360時 間)の73.7%(6,17、0時 間)が 実 習 に用 い られ て

拾 り,残 り26.3%(2,190時 間)は 校 内事 務,受 託 計算,シ ス テ

ム開 発 の研 究 な ど に用 い られ て い る。 実 習時 間 の内 訳 をみ る と・ 正規

教 科 内実 習 が4,750時 間,正 規教 科 以 外 の実 習が1,420時 間 とな っ

て お り,正 規 外 実 習 は 正規 実 習 の ほぼ 祐 と なっ て い る。 この こ とか ら,

正規 実 習時 間以 外 に も出来 る 限 り実 習時 間 をふ やそ うとい う姿勢 が う

か が え る。 外 部 借 用 の場 合 は実 習の み に用 い られ てお り,校 内事 務 処

理 な どには 全 く用 い られ て い な い。

ま た ザ どの よ うな方 式 で 実 習 が 行 なわ れ て い るか とい うと,プ ・グ

ラム を 個人1個入 で 作 って い る所 が4校(、18.2%),グ ル ー プのみ で

作 っ て い る所 が4校(18.2%),..個 人 と グル ー プ と を併 用 してい る

.所 が ・鞭(・63.6%)と なつ て い る・ ζ醐 用 の場 餌 ・・1固く よ り
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もグル ー プに依 存 す る割 合 が 高 くなって い る。 グ ルー プの平 均人 員 は

2～5人 が9蜘50%),C～ ・0人 が8校(44・4%)ほ っ て

おb'5名 前 後 がpaE .規模 の よ うvaSt受 け られ る。 なb・ 実 習方 法 と

して グルー プ のみ で プ ログ ラム を 作成 して い る所 が4校 あ るが,学 生

に とっ て どの程 度 の実 習効 果 が 期待 で き るか疑問 であ る。

学 生 に計算 機 を オ ペ レー トさせ る時 間 の割 合は,50%以 上 学 生 に

オペ レー トさせ てい る所 が10校,全 然 や らせ な い所 が2校,20～

50%オ ペ レー トさttて い る所 が10校 と なっ て い る。

原 始 ブ ・ グ ラム のパ ンチ は,学 校 側 の み で行 な っ て い る所 が4校,

学 生 のみ で パ ン チ して い る所 が2校,外 注 に 出 して い る所 が1佼 と な

っ て い る。 残 りは3者 の い ず れ か を併 用 して い る が,何 らか の 形 で 学

生 がパ ンチ に タ ッチ して い る枚 数 は14で あ る。 また,修 正 プ ログ ラ

ム の パ ンチ は,学 校 側 で パ ンチ して い る 所 が3校,学 生 が パ ン チ して

い る所 が5校,他 は い ず れ か の併 用 とな っ てkり,外 注 に依 存 す る も

の(学 校 担 当分 の一部 を)が4校 で,外 注依 存 度 は 低い。

2電 算 機学校の当 面す る諸問題

▼L、、

、

■

"

、

2・1経 営条 件 と教 育 条 件 との 不:・一致

戦 後 の ベ ビー ブー ム が もた ら した 大 学 へ の進 学 難,学 園騒 動 が 影 響

しての 大 学 へ の 不安 感,さ らに,マ ス コ ミに よる コ ン ピュー タブー ム

に よb,電 算機 学 校 は ここ1,2年 前 か ら全 国 的 に 乱 立 の気 配 をみ せ

て い る。
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しか しなが ら,大 学進 学 難 は こ こ数 年 の 間 に は解 消す る こ と とな ろ

う し.さ らに,政 府施 策の 進 行 に伴 っ て,大 学 ・高 校 等 に.おけ る情報

処 理 教 育 態 勢 が 強化 され る に した が い,当 然 の こ となが ら電 算 機 学 校

の 応 募 者 花 盛 り状 態 は終 息 す る こ とが 必 至 とい え よ う。

この よ うな環 境 か ら・・電算 機学 校 は経 営 上 ・入 学 応 募者 が 多い 現 時

点 で は,施 設 の 事 情 が許 す 限 り,あ る い は施 設 を拡充 して ま で も大 量

の学 生 を獲 得 入 学 させ る こ とにほ ん 走 せ ざる を得 な い。 そ の 結 果,

教 員 の 質 の 向 上 と数 の 確 保 が 立 ち 遅 れ,ま た,必 要 な 施設(特

に実 習用 コ ン ピ ュー タ)が これ に追 随 せ ず,い ろい ろ な問 題 をお こ し

て い る。

2.1.1経 営 上か らみ た 問題 点

(1)地 種 の各 種 学校 に比 較 して投 資 額 が 大 きい 。

建 物 や 一般 教 具 に つい て の 費用 は い ず れ の場 合 も同様 で ある が,

電 算 機 学 校 の 場 合 は,電 子 計 算 機費 用 が きわ めて 大 きい 。 電子 工

学 関 係 等 の教 育 で も実 習 用 具 と して高 価 な機器 を 設備 しな くて は

な らな いが,中 古品 を割 安 に ど こか らで も購入 出来 る等 の方 途 が

あ る。 しか し,電 子 計算 機 の場 合 は,こ れ らとま っ た く条 件 を と

とに して お り,ば く大 な 費用 を必要 とす るの が 特 色で あ る。

した が っ て,教 育規 模 に 合致 しない 小規 模 の もの や 設 置 数不 足

で あ った り,あ る い は現 用 に 適 さ な い オ ー ル ドタ イプ で間 に 合 わ

せ た り して,教 育上 の効 果 を無 視 した結 果 が生 じて い る。

(2)教 員 の 必要 数 と定 着 性 が 確保 で きな い。

情 報 処理技 術 者 が 不 足 してい る現 状 であ るか ら,当 然 の結 果 と

して,そ の教 員 の 確 保 もま た困 難 で あ る。 したが って,自 校 や他
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校 の卒 業者 そ の 他 を学 校 内 で 再 訓 練 して 教 員 と して い る例 が 多 い

が,実 務 経 験 等 が少 な い た め,若 干 の 問 題 が 生 じて い る。

{3)情 報処 理技 術 の 進歩 に対 応 した ざん 新 性 の 維 持 が 困 難 で あ る。

情 報 処理 技 術 の 進 歩は き わめ て急 速 で,そ れ に対 応 した ざん 新

性 を維 持 す 石 た め に は,教 員 の 再 訓 練,教 育設 備 の 更 新,外 部情

報 の注 入 左 どい ろい ろ な対 策 を 講 じな け れ ば な ら ない が,そ の た

め に は,教 員 の 増 員,多 額 の投 資 が必 要 とさ れ,種 々 の問 題 が か

らみ そ の実 行 は 甚 だ 困難 とな って い る。

(4)電 算 機学 校 卒 業 者 の社 会 的 評価 が 低 い。

電算 機学 校 に対 す る社 会 的 評 価 が 低 い こ とは,学 校 経 営 者 側 自

身 の 責 任 もあ る が,企 業 側 で も卒業 者 の 就職 に 当 っ て 学歴 加算 も

な く,優 遇 もされ てい ない 。 した が っ て,入 学 試 験 を実 施 して 適

性 の あ る者 を厳 選 して 入 学 させ る とか,教 育 内 容 の 向上 を 図 る と

か い ろ い ろ な方 法 が'あろ うが,感 覚的 な べ つ 視 感 を も とに した評

価 は 簡 単 に は ぬ ぐい きれ ない。

む しろ,電 算 機 学 校 は,技 芸的 学 校 刀 ど も含 め る各 種学 校 の 範

ち ゅ う とせ ず,別 個の教 育機 関 と して行 政 機 関 が オ …ソ ライ ズす

る形 が 望 ま しい。

(5)電 算 機 学 校 に 対す る施 策 が ない 。

情 報 処理技 術 者 の育 成 を 電算 機学 校 で 行 な うこ とは,制 度上 の

制 約 を受 け る こ とな ぐ,自 由な カ リキ ュ ラム で 専 門技 能 教 育 が 集

中的 に行 な え,い わ ゆ る小 回 りが き き,急 場 の間 に合 うこ とか ら,

そ の存 在 価 値 は大 きい。 こ とに,社 会人 と して現 職 に あ る者 が 余

暇 を利 用 して ダ情 報 処 理技 術 を 身 に つ け るた め には,こ の 種 の学

一一509一

4



校 に依 存せ ざるを 得ない。

したがって・電算 機学校 を大学 ・高校 等における情報処理 教育 の体 制

づ く りま で の便 法 と して 考 え るの で は な く,,む しろ積極 的 に そ の

存 在 価値 を 認 め,不 足 す る情 報 処理 技 術 者 の養成 の 一翼 を担 わ せ,

適 切 な指 導 と助 成 を行 な うこ とが望 ま しい。

2.1.2教 育 上か ら見 た 問題 点

ω 教 育 目標 か らの2つ の基 本 縄

電算 機学 校 教 育 を どの よ う に と らえ る か とい う問 題 は極 め て む

ず か しく,又 これ に関 す る 論 議 は全 くとい って い い程 聞 かれ ない 。

しか し,電 算 機 学 校 教 育 を み る場 合,2つ の基 本 線が あ る と考 え

,る 。

④ 教 育基 本 法,学 校教 育法 の示 す 「人 格 形成 の場 」と して と

らえ る。

回 情 報 産 業 の 中 の 教 育 産 業 の一 部 と して と らえ る。

学校教 育法 には幼稚 園か ら大 学 に いた る迄,そ の各 冒 頭 で 目的 と

目標 を明 記 して あ るが,各 種 学 校 に っ いて は これ に 類 す る 目的 や

目標 の定 義 付 け は 全 くない。 今 日の電 算 機学校 の=果す 役割 か ら=考

え れ ば,定 義 付 け の 欠 如は基 本 的 な 欠陥 と なっ てお り,教 員 自 身

の 責任 と 目標 意 識 を とっ て 見て も,「 何 を 目標 に して学 生 を指 導

す る か 」とい っ た 目的 意 識 に 欠 け ・ 今 日の 現場 の教 員 の な やみ と
'◎

な っ て い る 。

一方 ,今 日の 電算 機学 校 は 「情 報 産 業 の 中 の教 育産 業 の 一部 」

又 は 「情 報 処 理 産業 へ の 人 材 の供 給 源 」と して の性 格 を もって い

る。 然 し 「情 報処 理 産 業 の 中 で の教 育 」せ 基本 的 に は何 も確 立 さ
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れ て お らず,更 に 「情 報 処理 産 業 へ の人 材 の 供給 源 」とら う目標

のた め'「人 間 形成 の場 」とし ての教 育 の 観 点 は影 を うず くし,企

業 の即 日的要 求 に若 干 で もこた え られ る人 間 が つ く られ る とい っ

た 本来 の教 育 とは異 た った 方 向 をた どる こ と とな ろ う?一

(2)当 面 す る い くつか の問題 点

ω 教 育 パ ター ン と 方法 の欠 如

多 くの 電算 機学 校 は,教 育 パ ター ン ・カ リキ ュ ラムの 充 分 な

準備 と検 討 な しに 開 始 され て い る。 これ は過 去 に こ うした パ タ

ー ン がみ つ け られ な い事 と ,コ ン ピュー タ産業 の新 しさ に よ る、

そ の ため各 学 校 と もそ の 定 着 化の た め 日夜 努 力 をか さね て い る

が,電 算 殴関 係 教 員の 力 量 不 足 の だ め ま だ ま だ暗 中模 索 の状 態

で あ、る。

(ロ)教 員 数 の不足 とレベ ルZ)浅 さ

準備 な しに 開始 され て い る各 学 校 と も教 員 の不足 と,現 在 員

の レベ ル の 向上 に なや ん で い る。

そ の 上,高 校 教 師 の 授 業 受 持 ち時 間 を うわ まわ る時 間 の上 に

通 常 の座 学 授 業以外 の授 業 に 関連 す る業 務 と雑 務 が 混在 して い

る。

の 閉 鎖 的 企 業 意 識

各 学 校 の努 力は 現在 各 学校 内部 だけ で行 なわ れ,他 校 を 「競

争 相 手 」どみ な し,自 校 の内各 を公 開 す る事 を極 度 に き ら う。

これ では 自校 自身 の レベル を あげ る事 も不 可能 で,電 算 機学 校

共 通 の問 題 を討 論ナ る共 同作業 の 場 を作 る 必要 が あ る。

←)電 算 機学 校 か らの成 果 の 吸収

欠 陥 を 多 くも ちなが ら,実 際 に 電算 機 要 員 教 育 に実質 的 成 果

をあげ て い る電 算機 学 校 の成果 を 何 らか の方 向 で吸収 し,総 括

的 評 価 と理 論 化 を行 な う必 要 が あ る。 斗 ㌧`
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2.2 ,コ ン ピ ュー タ によ る実習 のあ リ方

電算 機学 校 で最 大 の問 題 は,rン ピ ュ一 夕に よる実 習 を どの程 度 行

な うか とい う 亡とで,そ れはL入 前 の プ ログ ラマ に な るた め に は,一

体 何時 間 計算'機 を使 用す れば よい か'とい うこ とに な る。 コ ン ピ ュー タ

に よる実 習 状 況 の 現状 は,次 の3種 類 の方 法 に 分 類 され る。

仲 ブ ・グ ラムや 計 算 機 の 講 義 を理 解 す るた め に必 要 な実 習 を最 小
ρ

限 行 撒 い,就 職 して か ら会 社 で充 分 コン .ピュ一 夕に タ ッチ して

も らい た い との立 場 を とっ てい る所 。

(2)実 習は で きるだ け や らない で,講 義演 習 を よ くや っ て 拾 ぎなっ

て行 こ うとす る所 。

口 少 な くて も プ ロ グ ラマ と して 世間 に通 用 す る よ うに な るま で 実

習 させ る所 。

そ れ に 対 して 世間 一般 は 卿の 形 で の プ ログ ラマが 卒 業 して くる もの

と思 っ て い る。 ご く特 別 な大会 社 及び計算 機 利 用 が進 ん でい る所 で は

(1)to形 で も よい と考 えて い る。

1
せ

、ン

プ ログ ラマ 教 育 で 特 に 注意 しなけ れ ば な らない の は実 習教 育能 力

を もつ企 業 で は,こ の よ うな学 校 の卒 業生 を採 用 しな いで,高 度 の 新

人 を入 社 させ て教 育 す る部 門 を もってい る。 そ こで,(り 又は ω の 型 で

の卒 業 生 を出 す学 校 医対 して,実 習を 補助 す べ き問 題 が起 って ぐる。

これは 実 習用 コ ン ピュ ー タを充 分 に 使用 さ せ,経 営 採算 を 考 え て授

業 科 を きめ る と負 担能 力 に問 題 が生 じ.負 担 能 力か ら内容 を きめ る と

く11}"」4は(2)の型 しか とれ な い点 に問 題が あ る。

電 算 機学 校 の平 均的 な コン ピュー タ実 習 状 況は 別 項 ア ン ケー ト調査
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・結 果 よ り,実 習時 間 比 率 は25%と 必 ず し も低 い も の では ない が,1

コニース 当 りの 構成 人 員 か ら考 え る と1名 当 りの実 習 可能 時 間 は 養成 期

間 中 を通 して1時 間 前 後 と極 め'て 少 な 已。

初級 プ ・グ ラマ とし で 世 間 に通 用す る た め に は,教 育 期 間 中 何時 間

コン ピュー タ実 習 を 行 な えば 良 い か とい うこ とは ,そ の 学生 の 素質 に

もよ りま ち ま ちで あ る が,中 型 機程 度 で1名 当 り10時 間は 最 低必 要

で あ り・現 在大 部 分 の 電 算 機学 校 の 設備 では 常時 全 稼動 を行 な って も

到 達 し得 ない 状 態 で 卒 業生 の質 の問 題 と もか らみ,こ の 種学 校教 育 の

問 題 点の1つ とな っ てい る。

そ こ で社 会 の 要 請 と受 講者 の ギ ャ ップを うめ る ため に 何 らか の 措 置

'を 必 要 とす る が
,そ の方 向 と して は,

(n－ 定 の 内 容 の ある学 校 に授 業 料の 補助 をす る

宿 学 校 に 直接

◎ 奨 学 金 の形 で

◎ 銀 行 ロー ンの よ うな形 でそ の 不払 い のイ!」1証を国 です る

(叉 は利 子補 充 を す る)

㈲ 実 習用 コ ン ピュー タを国 家 で買 上 げ て学 校 に 貸 し付 け る

(6,国 で 共 同 実 習 場 の よ うな所 を設 け て電 算機 学 校 の卒 業 生 の実 習

場 にす る

等 々 とい'ゲ形 が考 え られ る。

又,学 校 自 身既 に(3}の 型 を実 行 して い る所 には(4)の 型で補 助 を考 え

る。 この他,実 習用 コン ピ ュー タに 補 助 装 置 を付 加 す る こ とに よ り能

力 の増 加が あ る の で,た とえ ぱ ライ ン プ リン タ,高 速 カー ド リー ダ,

磁 気 テ ー プ装置,磁 気 パ ック装置 等 につ い て国 家 貸 付 の 形 もあ る。
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一文 ,学 校 内 部 で も計算 機の 有 効 利 用 を考 え て もら う必 要 が あ る。 医

学 部 で病 院 を付 属 と して もって い る ご と く 電 算 機 学 校 で も ソ フ ト

ウ ェア 開発,ま た は 計算 セン ター を もつ の も1っ の方 法 で あ ろ うし,

学 生 の実 習の 方法 の改 良 も考 え なけ れ ば な らず,こ れ には やは り限 度

が ある と思 われ る。"
¶

3雇 用 者 側 か らみ た要 望事 項

し

4

5.1ユ ー-Lザーに お け るMDP化 に 際 して 困 難 を感 レ る問 題

一 般 ユー ザ ー にお い て コン ピ ュー タ化 を実 施 する 上 で 一 番困 難 な問

題 は,充 分 な技 能 と態度 を備 え た要 員 の不足 で あ る。

そ こで,要 員 不 足 の 量 澄 よび 質,内 容 につ い て,電 算 機 学 校 が どの

程 度 満 た し得 るか を 検 討 す る必 要 が あ る。

先 ず オペ レー タ,プ ログ ラマ,ジ 三 ニ ア ・シ ステ ム ◆アナ リス トを

'
志望 「トる者 に 共通 に 求め られ る もの は,基 礎知 識 を充 分 学 習 して いて

もらい たい こ とで ある。 す なわ ち,機 械,業 務,プ ログ ラ ミン グや ド

キ ュ メン ト等 の知 識 に関 し,現 在 企 業 に おい て用 い られ,ま たは 行 な

わ れて い る 現状 に つい て 短 時 間 の うち に理 解 が 行 届 く ことが期 待 で き

るだけ の 基礎 を 油 養 して● いて ほ しい こ とであ る・○ 卜'
◆

以 下分 け て 説 明 す れば 次 の通 りで あ る。

3ユ ユ オ ペ レ 一 夕

能 …郵 の よ い 正 確 な オ ペ レ ー シ ョ ン が 遂 行 さ れ る た め κ は ・ マ ニ ュ

ア ル そ の 他 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン が 完 備 さ れ て い る の み で は な ぐ,
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オペ レー タの高 能 率,正 確 な動 作 が必 要 で あ る。

オペ レー タは,い つ も正 常 な機 械 室 状 況 に あ る とは か ぎ らず,次

の よ うな 異常 な状 況

ω 機械 故 障 が 全 部 も し くは 一部 に っ き発 生 す る ことが あ る

(2)デ ー タや ブPグ ラムに欠 陥 が あ る と きが あ る

↓3)オ ペ レー シ ョン ・ミス を 発生 す る こ とが あ る

の 中で も,で きる だ け業 務 を ス ケ ジ ュー ル通 り遂行 させ て ゆ か なけ

れ ば い け ない の で あ る。 した が っ て,そ の た め に は単 に オペ レー シ

/
ヨンマ ニ ュ アル を理 解 し うるだ け で な く,/

機械 の知 識

業 務 の知 識

プ ロ グ ラムの 知 識

が あ り,且 つ,適 切 な ア クシ ョンが とれ る よ うに'常識 判断 能 力 を持…

っ て い る必 要 が あ る。

ま た 更に将 来 考 え られ る ハー ドウェ ア1ソ フ トウェ アの 高 度化,

複 雑 化 に よ る オペ レー シ ョン ・シ ステ ムの 発 展の 可能 性 を考 え 合せ

るとき,tベ レーションとい うi業務 は やはり相 当の能力 を求 められるであろう。

・しか るに 要 員の 教 育 ・訓練 は 入 社 前 に は ほ とん ど行 な われ ない の

が 現 状 で,コ ン ピ ュー タにつ い て の 知 識教 育 は あっ て も,訓 練 的 な

注4)

もの は 全 て 企業 内 のOJT'に ま か され てい る。 訓 練 は 受 け る 方 が

積 極 的 に 身 に つ け る よ うな 姿勢 に な っ ては じめ て 成果 が 上 る も
1

の で あ る か ら,専 門 職 と してEDPの 仕事 を 自分 の生 涯 の仕 事 と し

て訓 練 に 応 じて行 く姿 勢 を とっ て くれ る よ うな要 員 を供給 して くれ

注4)オ ン ・ザ ・ジ ョブ ・ トレ 一 二 ン グ
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る教 育 機関 を企業 は 求 め てい る。 また オペ レー シ ョンを 中心 とす る

機械 室 の業 務,管 理 は充 分専 門 的 に打 ち こむべ き必 要 と価 値 が あ る

に もか か わ らず,こ れ に 自 ら積 極的 に あ た る姿 勢 を と らな い人 が 多

い。 交 替 勤 務 の よ うな変 則体 制に も順応 して ゆか ね ば な らず,一 般

事務 所 の 中 κ あっ て特 殊 な環 境 に あ る こ とκ 抵抗 を感 ず る よ うで も

長 続 き しカい。

企 業 は 従 来 一投 的 な従 業 員の 採 用方 法 に よって 採 用 し た中 か らコ

ン ピ ュ一一タ要員 を選 ぶ 場 合 が 多い 。 しか し,専 門的 に コ ン ピ ュー タ

ル ー ム に打 ち こん で くれ る人 が 今 後 ます ます 必 要 で あ る。 か か る人

材 を供 給 して くれ る教 育機 関 を 企 業 は求 めて い る。

3.1.2プ ロ グ ラ マ

プ ・ グ ラマ の仕 事 につ い て も,オ ペ レー タと同 様 の訓 練 と仕 事 に

・対 す るぴ 極 灼 打 込 み の 態度 が必 要 で ある .

更 に ブcrグ ラマ の場 合 は 勤務 姿勢 のみ な らず,少 な く も1年 以 上

み ン)ち りプ ・ グ ラミ ン グの 年 季 をつ ん で くれ ね ば 使い もの に な ら左

い か ら,か か る能 力 を直 ち に大 学 卒,高 卒 者 に 求め る こ とは 期 待で

きず,し たが って 他 の 教 育機 関 が か か る要 員 を供 給 して くれ る こ と

が要 請 され る。 特 κ 一時 期 に,急 にEPP要 員 を大 量 に必 要 とす る

と きは,そ の必要 性 は さ らに強 く感 ぜ られ る。

3ユ ・3サ ブ シス テ ム 分 析 者 」
.・'

い わ ゆ る サ ブシ ステ ム分 析者 に も各 種各 程度 の もの が あ るが,こ

こで サ ブ シス テ ム分 析 者 とい うのは,例 えば生 産,在 庫,販 売,人

事,会 計 とい った 様 に各 個 々の部 門 の み の,或 は 部門 内 の シス テ ム

の分 析 を行 な う もの で あ る。 この レベル の シス テ ム分 析 者 は 個 々の
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領域 につ い ての 知 識,経 験 が 深 吟 こ とが要 求 され,各 部 門 間 の問 題

や経 営 全 般 の問 題 に つ い て は他 の シス テ ム分 析 者 に譲 るの が 通 常 で

ある。

"
この 分析 者 は末 端 の担 当者 を よ ぐ理解 し,動 い て い る現 実 を把 握

して シス テ ム分 析 を行 な っ て ゆか ねば な らない 。

この よ うな シ ステ ム分 析 者 は,本 人 自身 そ の 仕 事 を 自分 の生 涯 の

仕 事 に通 ず る もの と して研 究 す る よ うな タ イ プの人 が 望 ま しい。

従来 は社 内 の移 動 に よっ て か か る要 員 をそ の都 度 補 充 して 来 たが,

今後 も しか か る要 員 を 可成 りの レベ ル に お いて 大 量:・迅 速 に 調 達 す

る必 要 が生 じて来 る と きは,か か る 要 員 を特 に 養成 して もら う こと

の で きる教 育機 関 の 必 要 性 は更 に 痛感 され るで あ ろ う。

3.1.4コ ン ビd-一 ー夕の 管 理技 法 教 育

オ ペ レー タ,プ ロ グ ラマ,ア ナ リス トのみ がEDP要 員 の すべ て

で ある と考 え る こ とは 大 変 な あや ま りで あっ て,コ ン ピ ュー タの運

営 管理 を ス ムー ズ に進 め て い くた め の 管 理事 務 は,今 後 ます ます シ

ス テ ムの大 型 化 に伴 っ て専 門 の仕 事 に 独立 して来 る もの と思 わ れ る。

これ等 の 管 理事 務 には 次 の如 き もの が あ り.そ れ らにつ い ての技

法 教 育 は オペ レー シ ョン,プ ログ ラ ミン グ,シ ステ ムア ナ リシス と

同 じ く専 門的 に教 育 され ね ば な らな い.

(1)ス ケ ジ ュー1,ン グ'

機 械 の 各 ユ ニ ッ トを効 率 的 に運 転 し遊 休 時間 を ミニマ ム に と

どめ,ア ウ トプ;ソ トの タイ ミン グ を外 さな い よ うに機 械 時 間 を

割 りつ け.オ ペ レー タへ の通 告 や 磁 気 テー プの 用 意 を してゆ く

こ とが大 切 な独 立 した 機能 とな る。
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(2ド コー ド管理

コー ド体 系 お よびそ の 容 量 は ま す ま す大 き くな り,維 持 管 理

は 日々の 業務 遂 行 上 欠 か せ ない 仕事 で あ る と共 に,審 査 や過 去

の記録 の桧 葉 等 のた め に もコ ン ピュー タル ー ムの 中 核 的 機能 と

な る。

{3)ラ イ ブ ラ1)ア ン

コ ン ピュー タル ー ムお・よび イン プ ッ ト資料 や ア ウ トプ ッ ト情

報 の 形 で ス トアー され てい る資 料 を体 系 的 に管 理 し,各 種 の 目

的 に 機 敏 に提 供 で き る よ うに 体 制 を と との え る こ とは情 報 管 理

上 不 可欠 の機 能 と な る。

(4)磁 気 テー プ ・デ ィ ス クパ ック管 理

磁 気 テー プ も数 千 巻 に 達す る よ うに な る と,そ の磁 性 や 記録

され た 情 報 を埃,湿 度そ の 他 の 条 件 の 中で長 年 に わ た り保 存 す

る こ とに は 絶 え ざる管 理 業 務 を必 要 と し,専 任 の担 当者 が あ て

られ る よ うに な る。

㈲ ハー ドコ ピー発 送 業 務(コ ピー作 成)

ア ウ トプ ッ トを依 頼 先 に発 送 しを り,引 き渡 した りす る こ と・

その ため カ ッター や セ パ レー ター を操 作 し,目 的 に応 じた フ ォ

ー ムで コ ピー を作 っ た り,必 要 に よ りア ウ トプ ッ トに 目を通 し

て,最 終 的 概 観的 チェ ックを行 な う仕事 も終 日担 当者 を充 て る

必 要 が 出 て 来 る。.

(6)デ ー タギ ャザ リング担 当者(含 デ ー タ伝 送)

機械 に対 す る イ ン プ ッ トを1件 の 紛失 ・エ ラー等 な く整 備 す

る前処 理 は 機 械 の運 営 コ ス トに大 き く影響 す る の で専 門 的 な熟
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練 が 必 要 で あ る。

(7)施 設 関係 担 当

コ ン ピュ ー タ自体 の保 守 は メー カー との保 守契 約 で維 持 で き

るが.ユ ー ザ ー 側 に も これ に対 応 す る業 務 が あ る。

また 空調 ・ 電 源 ・照 明 ・ 防音 等 施 設 関 係 の研 究 ・改 善 は 機 械

の事 故 を少 な くす るた め の み な らず,今 後EDPS要 員 の 勤 務

環 境 へ の 関 心 が ま す ます た か ま るに つ れ て ク ロー ズア ッ プされ

て くる業 務 で あ り,そ のた め の専 門 担 当者 が 必 要 で あ る。

以 上 の よ うに各 種 の機 能 が考 え られ る が,従 来 は こ れ を オペ レ_

タ・ プ ロ グ ラマ ・ マ ネー ジ ャ ,等 が 片 手 間 あ るい は 業 務的 に取 扱 っ

て来 た。 しか し機械 室 の スケ ーール や水 準 が 高 くな り,そ れ ぞ れ 専 門

の 機能 が 独立 して くる と,こ れ 等 も当然 専 門 担 当者 ,専 門知 識 が 求

め られ る よ うに な る。 一 般 教 育 機関 の教 科 目の 中 に は 勿論 か か る特

ロ

殊 な職業 教 育 科 目は か りこ まれ てい ない か ら,企 業 は 自社 内 で こオ、

を養 成せ ね ば な らな い。

しか し,と か くこれ 等 は独 立 した 専 門 分 野 と し ての 研 究意 識 を 吸

収 しπ、〈'〈,担 当者 の 態 度 も不 徹底 な もの以 上 κ は 出 に くい場 合 が

多 い。 専 門 の 知 識 を 与 え その 分 野 に つ い て の プ ロ的 自負 心 を もっ て

当 っ て くれ る人 を養 成 す る こ との で きる教 育 機 関 が あ る こ とが望 ま

しい。

3.2電 算 機学 校 に対 す る諸 問題

電算 機学 校 卒 業 生 の 雇用 に関 す る調査 結果 は 次 図 に示 す ご と く,

15'7社 に対 し約80%の 企 業 が 電算 機学 校 の卒 業 生 を採 用 してい な
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い 。 そ の 不 採 用 の理 由は 種 々 あ るが,各 企業 は次 の 各項 に つ い て 疑問

を持 っ てい る。

3.2.1電 算 機学 校に 対 す る一 般 的不 満

電算 機学 校 κ つ い て は学 力 格差,機 種 が ま ち ま ち で あ る こ と'ア

プ リケー シ ョンに つ い て 勉 強 してい な い こ と,プ ロ グ ラマは 一時 的

に は(導 入 時 な ど)必 要 度 が増 大 す るが,常 に は 大量 に必 要 で ない

こ とな ど種 々 の問 題 が あ る ほか,そ の 採 用 資格 に っ い て も社 会 的 に

認 め られ た基 準 が ない た め に 専門 家 とい う ことで 雇 用 す る こ とに 不

安 があ り,処 遇 も定 期 採 用 者 との関 係 か ら面倒 で あ る。
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3.2.2電 算機学校に対す るその他の不 満

ω 電算機学校 は現在 の どころ優秀 な学生 を社会に送 り出す事 よ り
,

営 利 企 業 と して 多 くの学 生 を集 め る事 に主 眼 を おい てい る。

(2)電,算 機 学校 で カt)キ ュ ラム を 積極 的 に公 表 しな い 態度 は雇 う側
'

か らは 不安 が あ る。 競 争 が激 しい た め 内 容 をお 互 い に盗 まれ る事

に 不 安 をいだ い てい る模 様 で あ る が,む しろ積 極 的 に 公 表 し各 校

の 特 徴 を 出 す こ とに つ とめ,宕 互 い の レベ ル を あげ る事 に努 力す

ぺ きで あ る。

(3)特 殊技 能者 と して活 躍 す る た め には,入 学資 格,卒 業 資格 を厳

格 に す べ きで あ る。 こ れ な く して は 専 門技 能 者 を教 育す る 電算

機学 校 と して の 意 義 が な くな る。

(4)わ が国 の現 在 の 多 くの企 業 は,新 規 学 卒 者 の定 期 採 用 が一 般 的

基 準 で あ る。 この基 準 外 で専 門 技 能 者 と して採 用 す る こ とは,真

の 資 格所 持者 で あ る こ とが前 提 とな るた め,現 在 の社 会 的 認 定 基

準 が ない 電算 機学 校卒 業 生 の採 用 は雇 う側 か らは,消 極 的 に な る

の も止 む を 得 な い。

㈲ 一 般企 業 で は プ ログ ラマ の 適 性検 査 を行 な っ て い る所 も多い

が,電 算 機 学校 は 入学 資格 に基 準 が 何 もない 。 ア メ リカで も州 に

よっ ては 入 学 資 格 を設 け て い る所 が あ る。

㈲ 、電算 機学 校 に 期 待 で き る の は 一般 プ ロ グラ マ,オ ペ レー タで

あ っ て 離 の ア ㌣ ブ ラ に よ る 専 門 プ ロ グ ラ マ ・ ツ ス テ ム ・エ ン

ジ ニ ア の 養 成 を 期 待 す る の は 無 理 で あ る 。

各 企 業 に よ り ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ニ ー ズ に 差 が あ りi相 当 のO

J・Tを 必 要 と す ゐ 。,..、 ・
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3.3解 決 を期 待す る諸 問題

3・3・1電 算 機 学 校 の 卒業 生 が技 術 的 能力 を充 分持 っ て い る場 合 も ,

企 業 で は そ の従 業 員 に,企 業 の 求 め る全般 的人 物 水 準 とい っ た もの

が あ り,そ の 面か ら消 極 的 に な る 傾向 が あ る。 日本 の企 業 は 多か れ

少 なか れ 年 功 序 列,終 身 雇 用 的 人 事管 理 を行 な っ てい る の で,従 業

員 選択 の規 準 は一 時 の 能 力 のみ で な く,そ の人 の終 身的 能 力,キ ャ

パ シテ ィ ーや,入 物 的要 素 を 直 感的 に判 定 して ゆ くとい つ た面 が多

い の で ・電算 機学 校 卒 業 生 に つ い て も,前 身か ら背 景 ・背 後 ま で 究

明 す る傾 向 が あ り,そ の点 で経 営 者や 人 事 担 当部 門 は電 算 機学 校 卒

業 生 に 対 して 消極 的 に な り勝 ち となっ て い る。

電算 機 学 校 にお い て は 普 通 の 大 学,高 校 で は得 られ な い技 能 教 育

を通 じて産 業 人 モ ラー ル の 油差 を行 な い,こ れ に よっ て社 会 に独 自

の貢 献 が 出来 る よ うに しな け れ ば な らな い。

3・3・2企 業 内 に おけ る コ ン ピ ュー タ化 は 当 面喧 し く掛 け 声 がか け ら

れ て い る が ・そ の要 員 増 は配 転 に よっ て まか ない,純 増 を最 少 限 に

と どめた い と い う線 が 強 く出 る もの で あ る。 そ れ は コン ピ ュー タ化

に よっ て浮 い て来 る人 間 を企業 内 で転 用せ ねば な らぬ 現 実 に対 応 す

る もので あ る。 この要 員 の 自給 主 義 は そ れ 自体 で 電算 機学 校 卒 業生

の道 を 閉す と共 に ・ コ ン ピ ュー タ化 の ペ ー ス を抑 制す る方 向 とな り
,

要 員 を爆 発的 に求 め る勢 を抑圧 し,電 算 機学 校 に緊 急 的供 給 源 を求

め る要 求 を少 な くす る こ とに な る。 今 後,こ の企 業 内 の配 転教 育 を

電 算1幾学 校 が 引 き受 け て,こ の産 業 界 の体 質変 換 に寄 与す る こ と も

一方 法 と考 え られ る
。

3・3・3電 算 機学 校 に対 す る顧 用 者 側 の全 般 的 信 頼 感 は末 だ 低調 で ,

「522一
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そ の原 因 は電算 機 学校 の優 劣 につ い て判 定 す る資料,規 準 が 乏 し く,

卒 業 生 の評 価 の積 み上 げ も未 だ しで,実 力 の客 観 的 認定 方 法 が な く,

企 業 側に対 す る電算 機学 校 よ りの 自信 の あ るPRも 少 ない。そこで,

電鐵娑学校としてはその果 す べ き機 能 の 確認 と,そ れ に対 応 す る カUキ

ュ ラへの 充 実,厳 正 な資格 認 定 等 を通 じて.産 業 界 の 要求 に応 じ得

る よ うに 努 力 す る ことが 必 要 で あ る と思 わ れ る。

、
、
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、、
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あ と が き

コン ピュー タの 目ざま しい 発展 ・普及 に伴 い,情 報技術者 の養成や,

コン ピュータの高度利用 に必要な知識 ・技 術の教 育が社会的 に重要 とな

って きたの で,本 協会 では 昭和44年5月 に教 育問題 研究委員会(委 員

長 北川敏男副理 事長)を 設けて,来 るべ き情報化社会 に対処するため

に必要な教 育上 の諸問題 にっ き研 究を開始 した。

この委 員会 には各種学校部 会の他に,大 学問題部会 お よび再教 育問題

部会が設 け られた。 各種学 校問題部会(主 査 高柳 晃氏)で は情報技

術者を養成 してい る電算機学 校につ き,そ の経営状 態,教 員問題,教 科

内容,就 職 状 況 等の 問題 に つ き調査 し,そ の 対策 を研 究審 議 して きたが,

一 応 の結 論 に達 した ので その 結 果 を 総括 事 項 と提 言 事項 とに とりま とめ
,

11月27日 に 文部大 臣,通 商 産業大 臣は じめ 関 係 各 省 お よび諸 団体 に

要 望書 を 提 出 した。

この報 告 書 は,上 記総 括 事 項 と提言 事 項 の 他 に,各 論 と して種 々の 審

議結果 を,ま た 資料 と して 本年7月 に実 施 した情 報 技術 者 養成 教 育 に関

す る 調査 結 果 の集計 を,と りま とめた もの で ある。 調査 に当 って は 下記

22校 の 協 力 を得 た。

(50音 順)

。大 阪電 気通 信学 園

。コ ン ピ ュー タ 日本学 院

。産業 能 率短 期大 学

。千代 田学 園 千代 田電 子 計算機 学 院

一524一
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占
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弓 、

。東京工学院

。東京電子専門学校

。日本 コン ピュータ学院

。日本 コン ピュータ専門学院

。日本電算機 綜合学 院

。日本電算技術専門学 院(名 古屋校)

。 同 上(大 阪校)

。日本電子会計学院

。日本電子 開発学園(北 海道校)

。 ・ 同 上(東 京校)

。 同 上(九 州校)

。日本 電子計算 学院

。日本電子計算機専 門学校

。日本 電子工学 院

。日本電子専門学校

。富士学院

。富士通電算機 専門学校

。横浜商科大学

教 育問 題 研究 委員 会

各 種 学 校 問 題 部 会

主 査 高 柳 晃

一・525一
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1.情 報技術者養成教育に関する調査集計

2電 算機学校卒業生に関する学校側 と企

業側の懇談会(要 旨)
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1概 要

調査時点

調 査 数

回 答 数

回 答 …率

1.1分 布 図

昭 和44年7月31日

30校

22校

73.3%

忌ン

'・-531一



1.2.コ ー ス の 種 類,数(昭 和44年7月 末 現 在,

15

21枝 分)

ソ フ トウ ェ ア(計58コ ー ス)

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア

(計9コ ース)

ハ ー ドウ エ ア

(計8・ 一ス ヅ

年

年

月

月

1.5実 習 割 当 て 時 間(昭 和45年 度)

1.3.1コ ー・一ス 男1」

(○ 内 の 数 字 は コ ー ス 数)

実習割当て率(実 習時間授茱時間)・ 人当鵬 て時間(蓑響)

… ⑰(婆 一 物 ・9・時間

一一ド⑦(〔り 一 物 吻cc診c繍

s・E⑥(墜 一 物 ぼ
_間

－S32一
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1.3.2ソ フ ト ウ ェ ア

・
～

期間別

実 習 割 当 て率

実鞠 当て率(実 習時間授業時間)

・年 ⑥(2》 ・45%

・年 ㊧(墜 ・・鋤

・月⑬(墜2-

・月②(〔塗 一

(O内 の 数 字 は コ ース数)

'
1人 当 り'実習$ij当 て時 間'

・人当り割当て時間(実習時間
入学数)

⑥ 吻Cひ84時 間

⑮c O.90時 間

ノ

⑩ 名 ・39雇間

①⑫ 吻%36酬

、'

＼

イ ・

時間別 実 習 割 当 て率

午前 ④(塾 ・9

年後 ④
一@35・ ・9・

夜間 ㊧@一

全・ ⑭(り23鋤

1人 当 り割 当 て時 間

③cai・'s・.・ ・,

③CWW…9時 間

吻 α・綱

.

⑧吻 1.17時 間

一533－
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2卒 業 生 に つ い て(昭 和43年 度)

2.1入 学 者 中,卒 業,就 職,進 学

2.1.1コ ー ス 別

ソフ トウエア

(○ 内 は コース 数)

0 50100%

卒 業 ⑮ 75.5 1
就 職 ㊧26.4 1鍾岬

仁95

%

ハ ー ド ウ エ ア

卒 業 ⑤720

就 職 ④669

進 学 ④0
%

「～

卒 業 ⑥58・1

11
↑ ↑ 進学

就 職 ⑥7.7

⑥2.6

2.1.2

期 間 別

ソ フ ト ウ エ ア

0

2年

1年

50 100%

卒 業 ⑥7Lgl

就 職 ⑤7α6層 目

1L進 学⑤30

%

卒 業 ⑲73・7'1

就 職⑫29・111
'L進 学⑫27

%

～'"`

卒 業 ⑨'80.5
6月 就 職 ⑨ ・ 字921 .1

・ 〉

3月

13.2'

%

=534一



時 間 別 .午 前

0 50 100%

卒 業 ③7481
就 職 ①7751

進学①0

%

午 後
卒 業 ③78.11

就 職 ①65.ol

進学ω0

%

1
,
b

夜 間
卒 業 ⑳74・41

就職⑱1進 学⑱1

1L10.2埜_128

%

全 日

▲

卒 業 ⑧7Ml

就 職 ⑥5"川
1L進 学⑥2 .4

/-tS1
＼

●

2.2就 職 先

り5校) (人)

メ ー カ ー
計 算
セ ン タ ー

ユ ー ザ ー そ の 他

男 201 409 665 60 1335

女 44 84 23r 18 377

計 245 493 896 78 1712

構成比% 14.3

,

28.8 523 46 100

一・535;



3在 校 生 に つ い て

5.1・ 構 成 比

3.1.1コ ー ス別

㊨

(○ 内は コー ス数)23%

メ⊇/87・4%

⑨(13,103人) (㌶/
.}ド ウエアS・E・

⑭ ソフ け エア ⑧(34W

3.1.2ソ フ ト ウ エ ア

期間別

(⑱

時間別

⑮

O.2%

↑

/347%/'"'41協'""二 〆23⑨%
/

(4547人) i(5,399人)
".1、 、 、 、 、 ・ 、 、 、、 、 、 ・ 、 、 、 、 、

1(ぴ・3州/

2年 ⑩1年 ⑳6月 ⑯3月(

2.5%

3月(2L人)①

〆融 一 蹴 ・・〃〃'γ 36.1%

(,銚_斑 斑,、"、 」
(4.735人)

/

/

観 認 夜間@全 日⑰

5.2職 業 の 有 無

3.2.1コ ー ス 別

ソ フ トウ エア⑪

6.3

ハ ー ドウ エ ア ⑥ 有 職

163

S.E.⑧

(女4.4)(女1.1)

835

無.職

83.7%

)Ω

藷
(女4.7)(蜘)薪

/(男66.4),
有
,u職i鎧 ‖鵠/

一536- 一
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3.2.2ソ フ ト ウ エ ア (○ 内 は コー ス数)

期 間 別

、

ξ

2年 ⑦

1年 ⑳

(女29)(男3.4)

璃a、 彦 ヂ(女2.2)(男53.3)% .(女14・i汐

1欝 澗 無・・。職;/

1>(5.6)∈(女04)右%

/(男450)/%晶/(男2&3L4(6/
有 職;学 亜1無 職1
5";11町384⊥/

(女3.2)(女1
.6)% (女5.0)

・月⑮ ピ

一 て男一百互百1「一 一…:

有 職

57.7

10.7'男25.0!

学生i
1231

無 職

30.O

/(タ 」62.0) 19、019D、

3月 ① 有 職
8LO

無 職

190

時 間 別
男1.7) %

.6 (男71.1)

午 前 ⑥
5

無 職

92.7 子竺翌
有 職1.7

(13)

女O.9.)

!

%

午 後 ⑤ 学 生;

11.5!

て謬 三エ竺顎
'有 職 ・1

.3

〆㌔へ

、

r

夜'間 ⑳

(女02)

(男12

全 日⑭

71.7)

79.4

(女O.9)
%(女19)

有 職 学生

1A6.6

(男71.7)

無 職

92.0

%

プ〔203)

一537 .一



5.5在 校 生 の 学 歴

(人)

枚数
学歴

21校' 1校 計(22校) 構成比%

大 学 院 卒
男 16

16 0 16 0.1

女 0

大学院在学中
男 15

15 0 15 0.1

女 0

大 学 卒
男 1,244

1,345 168 t513 12.1

女 101

大 学 在 学 中
男 811

897 112 1,009 8.1

女 86

短 大 卒
男 157

274 22 296 2.4

女 117

短 大 在 学 中
男 63

104 34 138 1.1

女 41

高 校 卒 ど
女

6,949

8,263 1,251 9,514 76.1

1,314

計
男 9,255

ノ

10,914 1,587 12,501 100

女 1,659

一538-
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4教 職 員 に つい て

、

t

4.1構 成 (人)

校教職桶 ,22校 構成比%

専 任 教 員
男

㌧185

206 36.7
女 21

外 部 講 師
男1 222

226 40.2

一 ー ー 一,一

女
→r,

1

4

助 手
男 44

52 9.3
女 18

専 任 オペ レー ター
男 30

35 6.2
女 5

専 任

キ ー パ ン チ ャ ー

男 0

41
,

一 一 一 〔一,-

7.3
女 41

兼 任

(オ ペ レー ター,
"

キ ーパ ンチ ャ →

男 1

2

一

〇.3

女 1

合
男 482

562 100
女 80

、、

¢

4.2専 任教 員の 学 歴 (人)

＼
学1〔 数＼

22校

一 一㊨一 一 一 一,.一 一 一 一-一

構成 比%

大 学 院 卒
男 18

19

一 号 一

9.2

'一'

女 1

大 学 卒
男 116・

123 59.7

女 77

旧専 門学 校 ・

短 大 卒

男 22
26 12.6

女 4

高 校 卒 そ の他
男 29

38 18.5

女 9

計
男 185

206 100

女 21

一539－
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4.5専 任 教員 の 年令 構 成

go[二'

〔単 位:人 〕'

45才 女

法上.

4蘇

30～

35才 奄

20
25,11

20,}

11

f

`

㎡

18 .

4,4専 任 教 員 の経 験 年 数

いii位:ぺ)

12

7

12、

10＼

壼 ＼,＼
　

・3＼

＼ 心ミし　

＼28＼ 、'11'＼

＼ ＼ ＼,

4

3

'
嘘

5

6

8

/!52

211//㌃2
ノノ

610215

7

219!
./'

20'/ノ1

/61

田

＼
"

1

＼

、

,

σ
そ

の

＼

自

校

養

成

メ
ー

カ
ー

ン
ピ

ュ
ー
タ

計

算

セ

ン
タ
ー

ユ
ー

ザ

ー

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

校

卒

他

自
校
卒

1年

2年

年
5年

8年

10年
、

一540一
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5使 用 コ ン ピ ュ ー タ に っ い て

5.1型 別台 数(22校) (.台)

、＼ 自 校 設 置

大 型'

(㌶ 一225顯
0

中"型
きコ

レ ン タル

(88加 一555賜
ti!St;"tj

15

小 型

(レ ンタル22'万円～S9万ド1未満)

16

超小 型'

/レ ン タル'
l

N、22万 円 未 満

3

計』 34

外 部 借 用

1

5

){

0

6

「
'…
コ
ロ

1

20

16

3

5.2稼 動 時 間(22校)

40

(時 間)

使途別 実 習 そ'の 他

計

円の実習
正規 教課
以外の実智 校内事務

ン ス テ ム

開 発'研 究
'亘:託 校 外 オ ペ

レ←シ コン

自校設置 4,750 1,420 1,329 147 208 506 8,360

構 成比% 56.8
　16

.9 15.9 1.8 2.5 6.1 100

外部借用 732 25 0 0 0 0 757

構成比% 96.7 33 0 0 0 0 100

計 5,482 1,445 1,329 147 208 506 9,117

衛戌比%
'00

.1 15.8 14.6 】.6 2.3 56 1qO
,一 可

一541一



α 実 習 方 法 に つ い て

6.1実 習状 況

6・iLl方:法

遍 ミ～ぎ 1乍

個 人でプログラム

成 .で 、

個人 とグループ

作 成
グ ル ー プで作成

22 4 14 4

6.1.2 個 人/グ ル ー プ

140 ～60未

$

}

.一 一 ー 一

%

＼
》/

1

訓 令
%・

20未 満

%

20～40未 60～80未

% %

80以 上

校'数 2 0 6 4 2.14 .・

6.1.3

一

グル ー プ平 均 人 員 ・
.7

人4{(
2～5

人 人

6～10 11～15

人 人

16以 上
計

9 8 O 1 18

6.2学 生 の オ ペ レー ト時 間

＼
害念

校莞
0

%
10以 下

%

20以 下

%

30以 下

%

40以 下

%
50以 下

%

50以 上
不 明

22 2 0 2 3 1 3 10 1

一54'2一
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6.5パ ン チ 担 当 者;'、 .E'三+-

6.3.1原 始 プ ロ グ ラ ム パ ン チ(21枝 分)

(担 当 別) (%)

学 校

学 生

外 注

100

0

0

98

0

2

90

10

0

80

20

0

70

20

10

60

40

0

30

70

0

30

0

70

20

80

0

0

100

0

0

10

90

0

50

50

0

0

100

枚 数 4 1 2 1 3 1 1 1 2
1

2 1 1 1

6.3.2修 正 プ ログ ラムパ ンチ(21枝 分)

(担 当別)(%)

学 校

学 生

外 注

100

0

0

98

0

2

90

0

10

80

20

0

50

50

0

40

60

0

30

70

0

20

80

0

10

90

0

0

100

0

枚 数 3 1 3 1 2 1 1 2 2 5

"じ 、
ノ

否「 盾

一543一
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集 計 表 補 遺

1概 要

1.2コ ー ス の 種 類;数 〉(昭 和44年7月 末 現 在,21枝 分)

、ソ フ ト ウ エ ア'.',…

遍 －w週 午, ,前 午 後 夜 間 全 日 計

21年
/ ・ 3 7 10

-一 ー一

1年 6 4 15 6 31

6月 4 12 3
'16

3月 1 1,

計 6 5 30 r7 58

ハ ー ド ウ エ ア

時間期間 午 前 寸 午 後 夜 間 全 日 計

2年 3 4' 7

1年 1 1

6月

3月

計 3 5 8

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア

時間期間 午 前 午 後 夜 間 全 日 計

2年 －A

1年 1 1

6 ,月 8 8

3月

計 9 9

二Ls4・4一

、
吊

τ

ー

↓

●'

、



1.5実 習割 当て 時 間(昭 和45年 度)

113.・ 一 側 難 割栗 率 ・

▼

.

」
・り

マ

`

'r

コ ー

ス 数 、

ソ フ ト1コ ー

ウ エ ア ・: .ス 数
r

ハ ー ド

ウ エ ア

コ ー

ス数

シ ス テ 十

エン ジニ ア

実習時 間
47

'
・8

.333

ぐ

7
2,360

6

`

546,
イ

1,818.授業時間 33394
〆

12,030

実:習割当て惑 25.0% 19.6%

一　

30.0%

1人 当b実 習割 当て時 間

＼
＼ 、

コ ー

ス数

ソ ア ト

ウ エ ア
⇒

コ ー

ス沽

・ ハ _ド

、ウ エ ア

A－

コ ー プ

ス数

一 一 ←一 一 一・

シ ス テ ム

ユン ジニ ア

実習時間 ∴

入 学 数

て

33

`

4,755'毛
'

5
1,560

6
546

一 一

5,301・ ・ 一254 420

1人 当 りの実

習割当て時 間 1・9・ 時間
6.14時 間 1.30時 間

1.3.2ソ フ ト ウ エ ア 実 習 割 当 て 率,1人 当 り実 習 割 当 て 時 間

ズ 句＼

'
r

期

間

別

実習率及び
1人 当り

時間期間別
コ ー

ス数
曇霞(㌶麟 コ ー

ス数 ㌶ ㍊(実 習時間入学数)

2年 8 14・%(1,62011
,165)

6 284時 間(エ410497)

1年 24 …%(吉 瓢 16 ・・時間(2480Z766
.)

6月 13 ・&3%(1,2034
,258)

10 α39時間(鵠

3月 2 ・&・%(210550) 1 a64時 間(80
22)

"-545一



:

時

-

間

別

実習率及び
1人 当り

時間時間別

、

コ ー

ス数

ξ

曇霞欝欝)

●

コ ー

ス 数
.

,一

▲雀磯)

午 前 4

'

・3・%(8602
.565)'

㌧ 〉

3 15・ 時 間(560
369)

L

午 後 4`

噺

・5・%(認 3 4・9時間Gli)

夜 間 25 ・a・%(霞割 19 α・・時 間(2,0753
,385)

金 目 14 ・3・%(謬D 8 H綱 ぱ 》)

合 計

1

47 ・5・%(8333
33,394)

33 … 時 間(4.755
5,301)

亨

}

戸

一546一
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〆

/へ

2卒 業 生 に つ い て(昭 和43年 度)

2.1入 学老 中,卒 業,就 職,進 学

2.1.1コ ー ス別

卒業 ・就職
・進学

コース別 率

コ 一

轍 『 讐 劃
コ ー

ス数
就職ぽ ㌶ コ ー

ス数 進学僕 蔓)

ソ フ ト

ウ エ ア
35 75歌i:1芸) 26 ・6・%Gli勃 26 9・%(、i。8ξ,)

ハ ー ド

ウ エ ア
5 ・2・%ぽ1) 4 ・6・%(紛 4 ヂ(、;、)

シ.ス テ ム

エ ン ジ ニ ア
6 ・&・%(230350) 6 2・%(9350) 6 ・.・%(27350)

合 計 46

%μ,447㌦1

74.8』 巫5/136
%/1'工84・ 、

「

25.8

{%∫4i4',1

3619,〔1"一 ー 一'=
1}一^1

＼4582 114,582δ

2.1.2ソ フ ト 。 ウ エ ア

コ ー

ス数
卒業(卒業数入学数)

コ ー

ス数 就職讐 蓑)
コ ー

ス数
欝(進 学数入学数)

期

間

別

2年 6 ・・.r(436606) 5 ・・.司iiξ) 5 3・%(9303)

1年 19 73.・%(;:当 12 29.幅4∋ 12 ・・叉,
,;i、)

6月 9 ・・.・%G:ii;) 9 13.・%(1i50676) 9 21.・%(3301
,566)

3月 1 ・5・%(i;) 一 一 一 一 一 一

合 計 35 ぷ:鵠 26 ・・畝 織 、26 …%(撒

時

間

別

午 前 3 ・4嬬;) 1 77.・%(6989) 1 ・%(089)

午 後 3 78.・%(、8;,) 1 65.・%(2640) 1 ・%(40。)

夜 間 21 74.矛瓢) 18 ・・.・%(,i鍋 18 ・2♂(3602
,804)

全 日 8 づ瓢 6 59『(畿) 6 碍☆)
一547一



3在 校 生 につ い て

5.1構 成 比

3.1.1コ ー ス 別 (人)

コース別
枚数 コ ー ス 数 男 女 計 構 成 比

ソ フ ト

21 56 9005 1,848 11,753

87.4%

1 2 分 類 不 明 1,350

計22 58 13,103

ハ ー ド 5 8 1,526 4 1,530 10.3%

S.E.

5 8 310 29 339

23%

1 1 分 類 不 明 8

計6 9 347

合 計 22 75 14,980
%100

3.1.2ソ フ ト ウ エ ア (人)

枚 数 コ ー ス 数 男 女 計 構 成 比

期

間

別

2年

6 9 3,619 778 4,397

34.7%

1 1 分 類 不 明 150

計7 10 4,547

1年 13 31 4,527 872 5,399 41.2%

6月

10 15 1,742 194 1,936

23.9%

1 1 分 類 不 明 1,200

計11 16 3,136

3月 1 1 17 4 21 0.2%

合計

21 56 9,905 1,848 11,753

・

100%

1 2 分 類 不 明 1,350

22 58 1 13,103

一548一
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/へ

(人)

＼ 枚 数 コ ー ス 数 男 女 計 構 成 比

時

間'

別

午 前 5 6 589 162 751 5.7%

午後 5 5 228 93 321 2.5%

夜間

20 29 5421 675 6,096

55.7%

1 1 分 類.不 明 1,200

計21 30 7,296

全 日

12 16 3,667 918 4,585

36.1%

1 1 分 類 不 明 150

計13 17 4,735

合 計

21 56 9,905 1,848 11,753

100%

1 2 分 類 不 明 1,350'

22 58 13,103

5.2職 業 の 有 無

3.2.1コ ー ス 別 (○ 内は コー ス数) (人)

職業

性別

有 職 学 生 無 職 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

ソフ ト⑪

構成比%

3,927

409

422

44

4β49

45.3

822

86

113

1.1

935

9.7

3,331

34.7

989

103

4,320

45.0

8,080

84.1

1,524

159

9β04

100

・・一 ド ⑥

構成比%

150

163

0

0

150

16.3

0

0

0

0

0

0

770

835

2

02

772

83.7

920

998

2

0.2

922

100

s.E.⑧

構成比%

225

664

16

4.7

241

7L1

41

12.1

6

18

47

139

44

13.0

7

20

51

15.0

310

914

29

86

339

100

合 計(⇔

構成比%
'

4,302

39.6

438

4.0

但0

4361

863

7.9

119

1氏

9S2

9.0

領45

38.1

跳

92

早43

47.3

9310

85.7
草55

14.3

10865

100.O
r、 一 一
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3.2.2 ソ フ ト ウ エ ア (○ 内 は コー ス数) (人)

職 業

lj

有 職 学 生 無 職 計

男 女 計 男 女 計 男
、

女 計 男 女 計

期

間

別

,

2年 ⑦

構成比%

640

Z3.6

78

29

718

頒.5

93

3.4

59

2.2

152

5.6

1,444

53.3

394

14.6

1β38

67.9

2ユ77

783

531

19.7

2,708

100

一

1年 ⑳

構成比%

2222

45.0

276

56

2,49
.8

50.6

522

10.6

22

0.4

544

11.0

1,400

28.3

497

10ユ

1β97

38.4

4,144

83.9

795

16.1

4939

100

6月 ⑮

構成比%

1,052

545

64

32

1,116

57.7

207

10.7

32

1.6

239

123

483

25.0

98

5.0

581

30.0

1,742

90.0

194

10.0

1,930

100

3月 ①

構成比%

13

620

4

19.0

巳

17

81.0

0

0

0

0

0

0

4

19.0

0

0

4

19.0

17

81.0

4

19.0

21

100

一

合 目・⑪

閉 域 比'%

3927

409

422

4.4

4349

45.3

822

8.6

113

1.1

935

97

3,331

34.7

989

103

4320

45.0

8,080

84.1

1,524

15.9

9β04

100

時

間

別

'

午 前((カ＼ノ

構成比%

13

1.7

0

0

13

1.7

42

5.6

0

0

42

5.6

534

71.1

162

21.6

α)6

92.7

589

78.4

162

2L6

751

100

午後⑤

構 成比rち

4

13

0

0

4

1.3

34

10.6

3

0.9

37

11.5

190

592

90

28.0

捌

87.2

228

71.0

93

29.0

321

100

夜間 ⑳

構成比%

3,871

71.7

418

7.7

4.田9

79.4

599

11.1

49

09

648

-

12.0

362

6.7

102

L9

464

8.6

4,832

89.5

569

10.5

5,401

100

全日⑫

構成比%

39

1.2

4

0.2

43

1.4

147

4.7
1

61

1.9

208

6.6

2245

71.7

635

20.3

2β80

92.0

2,431

77.6

700

22.4

3,131

100
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4教 職 員 に つ い て

4.5専 任教 員の年令構成

(22校) (人) (%)

年 齢 男 女 計 構 成 比

45才 以 上 11 0 11 53

40～45未 満 13 σ 13 6.3

35～40未 満 19 1 20 9.7

30～35未 満 32 1 33 16.0

25～30未 満 90 8 98 47.6

20～25未 満 19 11 30 14.6

20才 未満 1 0 1 0.5

合 計 185 21 206 100

4.4専 任教 員 の経 験 年 数

(人)

経験年数

以前の 這
1年未満 1～2未 2～繰 3～5未 5～{剖&)1(渠

10年
以上

計
靴

% 校数

自 校 卒 業 者 11 7 10 0 0 0 0 28 13.6 20

自 校 で 養 成 3 11 11 4 2 0 0 31 15.1 〃

他

所

か

ら

の

転

職

コン ピュー タ

・メ ー カ ー
0 0 6 5 6 2 1 20 9.7 〃

言慨 ンター 0 0 7 5 5 0 2 19 9.2 〃

コン ピュー タ、

.ユ ー ザ ー
0 1 3 6 8 3 0 21 102 〃

他Z)養成校 8 0 1 0 0 1 2 12 5.8 〃

そ の 他 6 1 12 18 4 4 7 52 25.2 〃

計 28 20 50 38 25 10 12 183 888 20

比 率% 15.3 109 27.3 20.8 136 5.5 6.6 10b / /
不 明 / / / / / / / 23 11.2 2・

ト

総 計
ノ!

/ / / / /
〆' / / 206 100 22
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電 算 機 学 校 卒 業 生 に 関 す る

学 校 側 と企 業 側 の 懇 談 会

(要 旨)

昭和45年2月25日

財団法人 日本経営情報開発協会

教 育 問 題 研 究 委 員 会
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1.要 約

↑

～

▲

1.1基 本 的 な 考 え 方

企 業 側 は採 用条 件 と して,コ ン ピュ ータに関 す る技 能 よ りも,本 人

の一 般教 養 レベ ル お よび人物 に重 点 をお いて い る。

一 方
,電 算機 学 校 側 は,広 い意味 で の コン ピュ ータ人 口 を養 成 す る

こと,早 く企 業 の戦 力 に転 化 で き る素 質 を もつ た人 物 を供 給 す る こ と ,

ある いは より多 くコン ピュ ータを使 わぜ るこ とを教 育 理念 と してい る。

これ らの点 に おい て企 業側 と電算機学校側 との間に かな り考 え方 の相

違 が み られ るo

r『 が 、.

1.2採 用 の 場 合 の 問 題 点

電算 機 学 校卒 業 生 を採 用 した場 合 の 問題 点 と して は,

(1)改 めて基 礎 教 育 を 実旋 しなけ れ ば な らない

(2)ア セ ン ブ ラを学 ん で い る入 が少 ない

(3)処 遇 の点 で い ろい ろ の配 慮 が必 要 で あ る

な どが あげ られ るo

1.3学 校 側 に 対 す る 要 望

企業側 か ら電算機学校側 に対する要望 と しては

(1)よ い生徒 を育てるために,プ ライ ドの もてるよ うな教 育環境 を

作 る必要が ある。

'-555一



(2)電 算 機 学 校 の 詳 しい内 容 を公表 す る必要 が あるo

(3)電 算機 学 校 を,タ イ ピス ト学 校 や洋 裁学 校 に類 す る もの とみ て

い る風 潮 が あ る ので こ うい う考 え を改 め させ る よ う努 力 す る必 要

が あるo

な どが あげ られ るo

1

1.4学 校 側 の 現 状 と 問 題 点

電 算機 学 校 側 の 現 状 と問題 点 としては,次 の よ うな こ とが あげ られ

るo

(1)経 営 基盤 が 弱 いた め十 分 に社会 的 使命 を果 し得 ない と ともに,

教 員 のや る気 に微 妙 な影 響 を与 え て い るo

(2)無 試験 入学 の た め生徒 の学 力 にバ ラつ きが 多 く,教 育 レベ ル の

焦点 が しぼ りに くいo

(3)学 校 と して 自信 を もつ て推 薦 で きる生 徒 の割 合 は15%～20

%で あ る○

(4)各 校 とも カ リキ ュ ラムの編成 には非 常 に苦 慮 して お り,ま た,

そ の ほ とん どが公表 され て い ないo、

(5)就 職 には 相 当 の苦 心 を払 っ て お り,中 には 女 子 の就 職 に頭 を脳

ませ てい る学 校 もあるo ●

1.5学 校 側 お よび 企 業 側 に 対 す る 示 唆'

この懇談会 の過程 で,次 の ような示唆が あげ られたo

(1)電 算機学校 としては卒業生の成功 した就業例 を広 く企業 の人事

一556一
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部 門 に知 らせ る よ うに して ↓就 職 市場 の拡 大 と就 職率 の 向上 を

は か る こ とが 必 要 で あ るo

(2)企 業 側 は,コ ン ピュ ータ に関 す る一 般 職 員 の再 教 育 の一 手 段 と

して,電 算 機 学校 の活 用 を考慮 ナ る こ と も有意 義 で あ るo

」

1■L＼

、
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2. .企 業 側 あ 主 な 発 言

2ユ 採 用 に 当 っ て め 企 業 側 の 考 え 方

(1)採 用 企業 の 場合

A社 私 ど も電 算 機学 校 の卒 業 生 に期 待 す るの は,コ ン ピュ ータを

扱 う適 性 が あ るか ど うか とい う能 力 よ り も,む しろ可 能 性 の

方 を考 え て お り,将 来 わ れ われ の教 育 の 中で 伸 びるか伸 び ない

か とい う問 題 に重 点 をお い て い るo

と くに,男 子 につ い ては,企 業 の 中堅 人 物 に な る訳 なの で,

将 来 営業 に行 っ て セ ールス をやつ た り,経 理 に行 っ て財務 の担

当 をす る場 合 に コ ン ピュ ータを生 か して も ら う.ことを考 え てい

る○

したが つ て,必 ず しも電 算機 学 校 を 出た人 に来 て も ら うとい

うこ とには な らないoむ しろ,一 般 従業 員 と同 じよ うな適性 を

持 つ た人 を優 先 して採 用 す る ことに な るo

↑

1

B社 よ く入 社 試験 で きいてみ る と,1日3時 間 の授 業 を3日 く ら

い や つ て経 験 者 で あ りま す とい つ て くる もの が あるが,そ うい

う短 い期 間 で も,素 養 を一 応 持 っ た 人 は 入 物 さ え よけれ ば,

採 用 とい うこ とに してい るo要 は,う ちの会 社 に合 う人 で,意

欲 を もつ て お り一般 の職 員 と同 じレベ ル で競 争 が で きる人 を要

望 したいo

-558一

■

㌧



†

ー

4

C社 考 え方 と して は,特 に電算 機 関 係 の要 員 をス ペ シャ リス トと

して,特 別 に考 え る とい うこ とは して い ないoや は り一一一般 の新

規 採 用 の職 員 と同 じレベ ル で考 え る とい うの が基 本 で あ る。 し

たが つ て,可 能 で あれば 必要 人 員 は充 当 した い とい うこ とが1

つ の方 針 と して あ るわけ で あ るが,そ の場 合 に,や は り意 欲 の

点 と基 本 的能 方 の 点 で,か な り高 い ポ テ ン シヤ リテ イを要 求 さ

れ る とい うこ とで あ る。 ま あ1つ の潜 在 的 な能 力 に対 す る期 待

とい うものが あ るの で,そ うい う方 向 を指 向 す る とい うこ と も

根拠 が あるの で は ないか と考 え て い るo

D社 高卒 の女 子 の採 用 は これ か ら苦 し く な るの で,少 な くと も

コ ン ピュ ータ関係 につい て は,今 後 で きる だけ専 門学 校 を活 用

して い きた い と,前 向 きに考 え て い る。

/』喝 、

㎡
E社 大 体 私 の 会 社 で は,特 に 専 門 職 と い う も の を ど ち ら か

とい え ぱ少 な くす る とい うよ うな傾 向 に あ る。 そ れ で電 算 機 部

門 の職 員 につ い て も,一 般 職 員 と同様 の扱 い を現 在 して い るわ

け で,そ の た めに特 殊 な学校 を出 た こ とを前提 に した採 用 は従

来 考 え られ なか つ た。 と ころが最 近,コ ン ピュ ータの 業務 量 が
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非 常 に ふ え,要 員 を増 加 しな けれ ば な らな くな り,社 内か ら

い ろい ろな方 法 で集 め る とい うこ とをま ず考 え たわ け で あるが

人 数 が 足 りな い。 そ こで,専 門 的 な教 育 を 受 け た もの を一 時 導

入 す るの は ど うか とい うことで,人 事 関係 と相 談 の 上,女 子 な

らよか ろ う とい う考 え方 で女 子 の採 用 を決 めたo

↑

1

}

(2)非 採用 企 業 の場 合

F社 実 は2年 ほ ど前 に一 度大 幅 に採 用募 集 を した こ とが あ るoそ

の とき20名 く らい の応 募 者 が あつ て,採 用 試験 を した結果,

一般 教 養 の面 が実 に低 いの で あ るoい ろ い ろ話 を聞 い てみ る と ,

大 学 へ行 こ うと した がす べ つ て行 くところ が ない か ら,と もか

くコ ン ピュ ータ学 校 へ 行 っ た とい う'ような人 が多 い よ うで,専

門 的 な試験 をや る前 に,一 般教 養 の面で問題 がある。 これ では 採

用 して も,私 ど もは単 に オペ レ ータ と して しか使 え ない の で,

一 応全 部 見 送 っ て しまつ たo

・
..

G社3年 く らい前,採 用 の提案 を トップの ほ うに した り,人 事 と

折 衝 した りい ろい ろや つ たが,う ちは大体 卒 年 とい うの を基準

に や つ てい るの で,中 途 採 用 とい うこ とに な る と,卒 業 してか

ら電算 機 学 校 で一 年 な り勉強 した人 をそ れ だけ 優遇 で きるの か

とい うこ とで,す つ た もん だ して い る うちにそ の時期 を失 して,

採 用 しない とい うこ とに なつ た○
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」

私 と して は,こ うい う所 で教 育 を受 け た入 が か な りの技能 を

もつ てい るな らば,そ うい う技能 を中心 に,ま た,そ れ だけ の

待 遇 が で き る とい うこ とに なれ ば 採用 で きる と思 うoた だ,う

ち の場 合,中 途採 用す ると した ら,英 語 が堪 能 だ とか そ の他 の特

殊技 能が 備 わ ってい ない と,非 常 に むず か しい。 そ うい う意味

で,こ うい う学校 を 出た 人 が ど の程 度 の技 能 が ある の か,そ れ

が皆 目わ か らない の で渋 って い る の が現 状 で ある。

/〔 ● ＼

、
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?

2.2採 用 後 の 問 題 点

工社 トラ ブル とい うの は特 に ない が,や は り,ど うして も コン ピ

ュ ータの知 識 が不 十 分 なの で,再 教 育 しなけ れば な らない とい

う悩 み は あ るoま た1コ ン ピュ ータの知識 以 外 に,教 養 とか職

業 的 な知 識 の面 が,電 算機 学校 の卒 業 生 は欠 け て い る ので,そ

うい う面 の再教 育 が必要 で あるo

↑

E社 入 間的 には非 常 に優 秀 な人 を選 べ た の で,そ うい う面 では 問

題 な い が,た だ 基 礎 的 な教 育 は 全 部私 のほう で 一 応 や り直 して

い る。

J社 普 通 の 高卒,あ るい は大 卒 の人 た ち と違 い,観 念 的 に企 業 に

対 す る われ われ の古 い隷 属 意 詩,企 業 意 識 を教 え に くい とい う

面 が あるo

も う一 つは,葎:算 機 学校 の教 育 が コボ ル,フ ォ ー トランに重

点 が お か れ,ア セ ン ブ ラは余 りやつ て い ない こ とで あ る○ コボ

ル,フ ォ ー トラ ンだ け では プ ロ グ ラマに す る こ とは無 理 だ ろ う

と思 い,私 どもは 今後 も男 子 は採 用 し茨い予 定 で論 り,い わ ゆ

る補 助 者 とい う意 味 で女 子 を使 うとい うこ とでや つ て い る。

●

一・562一



H社 入 社 試験 の と きに若 干 問 題 が あ る と思 うのは,電 算機 学校 の

出 身者 に適 性 検 査 をや らせ て も,一 部 の学 校 の生 徒 はす で に実

施 してい るの で,真 の適 性 と検 査 結 果 とに必 ず'し も相関 性 が な

い とい うこ とで あ るo

そ れ か らアセ ン ブ ラ関係,こ れ は 大 体 ほ とん ど知識 が な い人

の ほ うが 多い の で,現 在,こ ういつ た 関係 の再 教 育 を社 内 です

ぺ て進 め てい る○

L社 電算 機 の専 門的 な学 校 出身 者 数 名 と,ズ ブの 素人 数 名 で仕事

を や つ てい るが,両 者 にそ れ ほ ど差 が ないoや は り一 長一 短 が

あるo電 算 機 学 校卒 業 生 は 必 要 な知 識 が あ り,理 解 が早 い が,

そ の他 い ろ い ろ な面 を全 部勘 案 して み る と,全 く素人 な り,経

験 の ない人 と,電 算 機 学 校 の出 身者 と,そ う大 差 は ないo
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2.3電 算 機 学 校 に 対 す る 要 望 と 今 後 の 問 題

(1)採 用 企 業 の場 合

D社 学 校 側 に プ ライ ドを もつ て も らい た い し,プ ライ ドを もて る

よ うな環境 に して教 育 しない と,よ い生徒 は育 た ない の では な

い か と思 って い る。

そ れ か ら,コ ン ピュ ータ関係 の学校 はほ とん ど東 京 に集 中 し

てい るの で は ない か。 われ わ れ の企 業 では,地 方 に多 くの工場

が あ り,そ うい う所 で は,一 般 の高 校卒 の 者 を育 て る とい うこ

とを して い る が,社 内教 育 に手 間 ひ まが か か り,あ る意味 では

非常 にば か ら しいoし た がつ て,電 算 機学 校 を全体 の体 制 の 中

で位 置 づけ る と同時 に,組 織 の 分散 化 とい うこ と も考 え て も ら

え た らと思 っ て い るo

ま た,ハ ー ドウ エ ア な リ ソ フ トウ エ ア な り の技 術 か,た

だ形 ば か りの教 育 で は な くて,一 般 教養 とい うか,ユ ーザ ーな

りの話 を教 え る こ とも必 要 では な い か,そ うい う ことに なれ ば

採 用 しやす くな る と思 うo

1

K社 私 ど もと しては,電 算 機 学校 の さ らに詳 しい内容 を知 りた い

と思 っ てい るo詳 しい内 容 が 分 る よ うに なれ ば,今 後 の電 算機

学 校 へ の門 戸 は 多 く開 か れ る ので は な いか と期待 して い る。

●
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ー
↓

D社 電算 機 学校 につ い て,会 社 の トッ プを含 めて,こ とに人 事担

当 部 門 で は,タ イ ピス ト学 校,あ る いは 洋裁 学 校 の よ うな もの

だ ろ うとい うイ メ ージを もつ て い るの では ない か と思 うoそ う

い うこ とか ら,タ イ ピス トを 採 る とい う くらい の気 持 で採 用 す

る とい うのが,い ま ま での考 え方 では ない だ ろ うかoと ういつ

た イ メ ージを どの よ うに払 拭 す る か重要 な 問題 だ と思 うo

L社 人 事 部 門 と コ ン ピュ ー タ部 門 との関連 につ いて い うと,大 手

各 社 の人 事 部 門は お互 い に情 報 交換 を して い るが,現 在,電 算

機 学 校 卒業 生 に つ いて の よい情 報 が少ないので,コ ン ピュー タ部

門 か ら人 事 部 門 に要 求 を だ して も,な か な か受 入 れ られ ない○

ど こか 代表 的 な企業 で よい 結 果 の採 用 例 が で る よ うに な る と,

就 職 の面 は早 く解 決 す る の では ない か とい う気 が す るo

.'4＼

、

(2)非 採 用 企 業の 場 合

F社 そ の後 コ ン ピュ ータ学 校 のほ うの 内容 そ の他 が充 実 して きて

い る とい うこ とな の で,そ の内 容 を深 ぐ知 る こ とが で きれ ば,

今 後 の採用 の一 つ の方 向 に してみ たい と考 え て い る〇
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3電 算機学校側の主な発言

3.1教 育 理 念,方 針

▲枝 うちの学 校 の場 合には,コ ンピュー タ科学 な い しはそ れ の実技,

技能 とい う もの が2年 の コ ースで十 分 で き る とは考 え て い ないo

ま たそれ は 無理 な話 だ と思 うo

そ うで な くて,学 校 の使 命 とい うの は,や は り広 い 意味 で コ

ン ピュ ータ人 口 をつ くつ て い くとい うこ とが1つ と,そ れ か ら

採 用 後早 く企 業 の戦 力 に転化 で きる,そ うい う素質 を持 つ た人
す

を供 給 す るこ ととい うふ うに考 え て い る○

先 ほ ど教 養 そ の他 の こ とが話 題 に なつ た が,単 なる技 能 だけ,

言 語 だけ とい うよ うな こ とを教 え る の な ら私 た ち も非 常 に簡 単

だ が,そ うでは な くて全教 科 を通 じて コ ン ピュ ータ科 学 な り,

情 報 科学 の位 置付 け とい う ような もの を少 しで も理 解 して も ら

え た ら と 思 う。 そ れ で,う ち の場 合 に は教 科 は40章 だ が,

前半 の20章 に社 会発 展 史,情 報 科学 の分類 だ とか,コ ン ピュ

ータ 。サ イ エ ンスが定 着 してい くた めの教 養 課 程,そ うい つ た

もの を一 応 入 れ て い る○

したが って.い ま言 った よ うな 素質 の ある者 が供 給 されて,

そ の 中か ら選ん で も られ だ ら とい うふ うに考 え てい る。
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9
1
「

・B校:一`般 教 養 は 一 切 や らな い
。 そ の暇 が あつ た らそ れだ け年 数 を

も

短 くす るか,計 算 機 を使 わ せ る かで,一 般教 養 は,特 に最 初 の

6ヵ 月 は全 くや らない 。 あ と のほ うで必要 が あ つて 経営 数学 と

かそ うい うの を少 し入 れ て い るが,や らな いほ うが いい と思 う。

}
'̀

C校 プ ログ ラマな リオペ レ 一夕 な りの要 員 が非 常 に 不足 してい る

現状 に合わせて沙 しで もそ うい う人材調 を行 ない たい とい

うのが うちの学 校 の設 立 趣 旨 で ある。東 京 に は沢 山学 校 が ある

の で,う ちでは地 方 の人材 の 養成 に も手 が け て いる。

教 育 内 容 と して は,会 社 に入 った とき新 た な教 育 を しな くて

もい い よ うに,で き るだけ の教 育 を したい と思 い,ア セ ンブ ラ

を教 え た り,実 際 の仕 事 を教 え た り して,卒 業 した らす ぐ役 立

つ よ うな つ も'りで養・成 して い るo

μ 、

4
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3.2教 育 の 現 状 と 問 題 点

(1)経 営 者 の意 識

D校 わ れ わ れ の学 校 だ け でkく,ど この コ ン ピュ ータ学 校 も経 営

基盤 が 弱 い と思 うoそ のた め に,経 営 者 の一 存 に よる経 営 サ イ

ドか らの制 約 とい うの が,学 校体 系 と して は非 常 に マ イ ナス に

なって い る よ うに思 う。

私 立 学 校 で あ る の で,あ る程 度 経 営 が で き な い ことに は

解 散 せ ざ る を 得 な い とい うこ と も あ る が,今 後 の コン ピュ

ータ リゼ ーシ ョ ンに対 して は ,コ ン ピュ ータ学 校 の社会 的 使 命

が大 きい とい うこ とを,ま ず 第 一 に学 校 の経 営 者 が 意 識革 命 す

る必要 が あ り,こ の問 題 が一 番 重 要 では な いか と思 っ てい るo

と

(2)生 徒 の バ ラつ き

D被 われ われ と して は,何 らか の キ ャ ラク タ ーが なけ れ ば だめ だ

とい うこ とで,生 徒 数 を昼 夜 で約450名 と少な くし,小 型機1

台,中 型 機1台 をおいて,実 習は時間数 としては多 くしてk・b,1回

生 は特 に コンパ イ ラ,ア セ ン ブ ラ を基 礎 か ら一 貫 して教 えた。

そ の意味 で.ま あま あの生徒 が 出 てい つ た と思 うが,入 学 試

験 を行 なっ て い ない ので,バ ラつ きが大 き くな つて い るoお そ

ら く,良 心 的 に み て,20%ぐ らい の人 しか採 用 者 側 に 自信 を

もつ て紹 介 で きな い と思 っ て い るo

級
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4

F校 ア セ ン ブ ラに対 す る教 育 が 不 十 分 で あ る,あ るい は一 般教 養

が 不 足 して い る とい うこ とで あ るが,入 学 して くる生徒 の 質,

年 令 等 バ ラエテ ィに 富ん でい て,出 発 点 に おい て,ど こを基 準

に じて教 育 を した らよい のか に 問題 が あ る○

B校 私 の と ころで は入 学 試験 が あ る ので,バ ラつ きが ない とい う

よい点 が あ るo入 学 試験 で英 語 と数学 を や つ て い るが,非 常 に

'相 関性が高 いので
,ど ちらか一 つ に して も よい の では な い か とい

1

う気 は して い るが,ま だ踏 み 切 れ ない で い るo

●

」

(ろ)採 業 内容

B校 学 校 を作 っ て 最 初 に 困 っ だ こ とは,そ もそ も何 を教 えた ら

よいか とい うこ とで あつ たが,私 の立 場 が メ ー カ ーの教 育 部 で

あつ た の で,自 分 の会社 で採 用 で き る人 間 を 出せ れば いい だ ろ

うとい うこ とを基 準 に して,カ リキュ ラム を作 っ て 出発 した。

ア セ ン ブ ラを最 初 か ら中心 に お き,フ ォ ー トラン,コ ボル,ア

ル ゴ ル,最 近 はPL/1を 入 れ て い るo

最 近 も う少 しア セ ン ブ ラを滅 ら して もい い の では な いか と思

って い るoと い うのは,夜 間 部 の方 は プ ログ ラマ と して直 接勤

務 す る割 合 は少 な い よ うなの で,昼 間部 とそ の辺 の考 え 方 を変

え てみ よ うか とい う訳 で あるo
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G校 今 ま では フ ォ ー トラン と コボル を主 体 にや つ て きた が,近 ご

ろは ア セ ン ブ ラが主 体 で ある とい うこ となの で,45年 度 か ら

は ア セ ンブ ラ を主 体 に や る よ うに して い る○

それ と同 時 に,情 報 処理 技術者認定試験 の結果,関 連 知 識 を相

当幅 広 く勉 強 しなけ れ ば な らな い とい うこ となの で,社 会,統

計,経 済 の ほ か に,会 計,事 務 管 理,簿 記 を勉 強 させ る と同時

に,一 般 知識 と して の英 語 を基 本 か らも う一 度 や り直 す とい う

姿 勢 で取 り組 ん で い るo

この他 に,近 ごろ 開発 さ れ て広 く使 われ てい るPL/1,ア

ル ゴル,ア プ リケ ー シ ョンな どを含 め て,一 応 カ リキ ュ ラムの

中 に組 ん で,今 後 強 力 に進 め て い きた い と思 っ て い るo

また,私 ど もの学 校 では学 生 が入 っ た と きの バ ラツ キが大 き

く,出 て い く生 徒 に つ い て も相 当 甲 ・乙 が あ る の で,こ ち

ら として は で きな い者 を主 体 に教 え てい るo"実 習 時 間 もグ ル ー

プ を組 ん で,デ バ ック も大 体4回 ま で と し,そ れ 以 上 や つた ら

プ ログ ラマの 資格 が ない の だ とい うこ とで つ つ返 して,も う一

度 勉強 しなおせ とい う姿勢 で取 り組 ん でい るo実 習 は1年 を通

じて13回 ない し14回 や らせ て い るb

(4)カ リキ ュ ラム の 問題

G校 わ た くし ど もでは入 社 願書 を提 出す る と きに,2カ 年 間の成

績 表 を添 付 し,そ れ ま での 出席 日数 も書 い て い るoそ の 中 に1

年 生 の ときか らの カ リキュ ラム一 覧 を同封 し,ど うい う科 目 を
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何 時 間,実 習 を何 時 間 や つ てい るか とい うことが 分 る よ うに

してい るoま た,求 人 に見 え た企 業 の人 に もそ れ を差 し上 げ て

い るo

とい うの は,企 業 か ら求人 に見 え た ときに,電 算 機 学 校 の教'

育 内容 が わ か らない,ど うい う入社 試験 を してい い のか 見 当 が

つ か ない とい う意 見 が ある の で,私 ど もの授 業 内容 を知 っ て も

ら うとい うこ とか ら,カ リキ ュ ラム を各 求人 先 に見 て も ら うた

め,印 刷 物 で差 し上 げ てい るわけ で ある。

メ、

A校 カ リキ ュ ラム を公 開 しなけ れ ば な らない とい うこ とがあ るが,

わた く しも カ リキ ュ ラム は公 開 すべ きで あ る と思 うoそ れ は採

用 企 業 に とつ て も有 用 で ある ば か りで な く,電 算 機学 校 で やつ

て い る教 科 も,広 い意 味 で コ ン ピュ ータ人 口 を養成 す るの に役

立 っ て い るな ら,尚 更 の こ とだ と思 うoこ うい う関連 をふ ま え

て,電 算機 学 校 の意 義 を広 告 す る と ころに意味が あり,少 な くと

も情報 科 学 を教 え る教 師 が殻 に閉 じこ もっ て,カ リキ ュ ラ ムを

公 開 す る こ とを しぶ る のは ナ ンセ ンスだ と思 うo

8

翼校 一般 教養 の程 度 が非 常 に低 い とい う問題 につ い ては ,や は リ

コ ン ピユ 一夕学 校 とい え ど もば 育機 関 な の で ,全 然 責 任 が な

い とい うよ うな こ とは ない が,大 げ さ に言 えば,そ の 前 のい わ
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ゆ る 高 校,大 学 に お け る教 育 の問 題 に ま で 関 連 す る の で,

この辺 の 問題 が なか なか むず か しい とこ ろ で ある。

一応 そ の問 題 をお いて
,電 算機 学 校 の カ リキュ ラム につ い て

言 うと,試 行 錯誤 的 に カ リキ ュ ラムを編 成,実 施 して,い ろ い

ろや つ て い るが,現 在 必 ず し も これ が最 善 の もの で あ る とい う

よ うな カ リキ ュ ラ ムは まだ で きてい な い。.

(5)生 徒 の しつけ の 問 題

C校 一番 困 っ て い る のは,こ の 頃 の高 校 生 の しつけ の問題 で あつ

て,高 等 学校 の生 徒 の 行儀 の 悪 い こ とは ど うに も こ うに もな ら

ないo髪 の 毛 の長 いの や,変 な服 を着 たの や,先 生 のほ うで も

な か なか 注 意 しきれ な いoこ うい う学生 は採 用 側 も採 らない と

い うこ とにな るの で,こ の辺 は も う少 し重 点 をお きたい と思 っ

てい るo

B校 しつ け の 問題 に な るが,夜 間 のほ うは昼 間仕 事 を して夜来 る

の で,ど う して も疲 れ る とか,オ ーバ ーに な る とか い う面 が あ

b,行 儀 の ほ うは決 して うるさ い こ とは い わ な いo自 分 が 最 も

楽 な姿 勢 で,一 番 効率 よ く先 生 の授業 が 聞 け る姿 勢 を とれ とい

って い る。 た だ,授 業 料 を ムダ にす る な とい うと,大 抵 き ちん

と聞 い てい る よ うで ある。 や は り 自 分 で授 業 科 を払 っ てい る

と,そ の辺 の 自覚 が あるせ い か,そ れ を ム ダ にす る な とい う
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こ とは効果 が あるo
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(6)就 職 の 問題

A校 男 女別 の求 人 状 況 だが,44年 は男 子 だ けほ しい とい つ て き

た企業 が55%;女 子 だけ ほ しい とい うのが12%,男 女 どち

らで も よろ しい とい うのが33%と なつ てい るo

前 年 と比 べ る と,前 年 は 男 子 だ け とい うの が非 常 に多 くて

90%を 占 め て い た のが,今 年 は 若干 比 率 が変 っ て きて い るo

つ ぎに,実 際 に入 社 した者 が ど うい う仕 事 をや つ てい るか と

い うと,オ ペ レ ー タが46%,プ ログ ラマ が42%,SEの ま

ね事 が5%く らい,直 接 コ ン ピュ ータに携 わ らない者4%と な

つ て い るo

そ れ か ら初任 給 だ が,43年 は25,000Flと い う企 業 が 多

く,短 大卒 と同等 とい うと ころで扱 っ て くれ た企 業 も あつ たが,

'

大 半 は高校 卒 と同 じ とい う採 用 の仕 方 を してい るo今 年 は昨年

よ り上 っ て3万 円 ち よつ とい うとこ ろが 多 くなつ てい るo

A

ゾ
B校 就 職 関係 は正 式 に世 話 し て い な い とい い な が ら多 少は して

hる 。 昼 間 の ほ う は6ヵ 月 コ ー ス なの で あ ま り早 く就 職 を

き め る と,遊 ん だ り,だ ら げ た り す る の で ・就 職 の世話

は5ヵ 月半 くらい たつ た頃 に してい るo

夜 間 のほ うは6ヵ 月終 っ ただ け では プ ログ ラマ と しては 非常
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に不 満足 で あ るの で,学 校 と しては一 切 推薦 は してい な いo

G校 入学 は 全 部無 試 験 で入 れ てい るの で,レ ベ ルは 非常 に ま ちま

ちで あるo始 め た当 時,果 して期待 に沿 え る よ うな学 生 が 出 る

か とい う懸 念 が あつ たが 、去 年 の春 卒業 した学 生165名 の う

ち,女 子が60名,自 分 で他の職業 を求 め た者5名 で,そ の ほか の

者100名 は卒業 時期 ま で に全 部 就職 で きたoこ の中 に26才

の 男子 が い て採 用 試験 の成 績 は立 派 なの に,年 令 で ひつ か かつ

て15回 目 にや つ と採用 に なつ た とい うi若い経 験 も'ある の で,

今 後,卒 業 す る人 は な るべ く24才 まで に と どめた い と思 っ て

い る○ また,そ うしな い と卒 業 時 に責 任 が もて な い とい う感 じ

が してい る○ こ うい うこ と も入 学 時 に考 慮 してい る。

わ た く し どもで,卒 業 生 の うち この学 生 な ら大丈 夫 で しよ う

と申 し上 げ られ るのは1割5分 見 当 で あ る○

なお,最 近,学 生 の型 が非 常 にお とな し くなつ てお り,乱 暴

な学 生 が い た当 時 の方 が入社 試験 の 合格 率 が よか つた よ うに思

うo

、

C校 私 ど も実 際 は 女子 の就 職 に ほん と うに 困 っ て い る6

とこ ろが女 子 の採 用 を考 え てい る企 業 が多 い とい うこ となの

.で,ち ょっ と希 望 が 出て きた と喜 ん で い る。 こ れ か らは ひ とつ
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大 い に そ ちら の方 に働 きか け たい と思 う。

1

」

イへ.

・i、

(7)教 員の 問題

D校 コ ン ピュ ータ学 校 で勉 強 して い る人 は1万5千 人 ～2万 人 い

る とい うこ どで あ るが,現 場 の教 師 は一 部 で は あるが 非常 に理

想 に燃 え て お り,使 命 感 を もつ てや らなけ れ ば な らな い とい う

気持 を持 っ て い るoど この学 校 で もそ うだ と思 うが,そ うい う

人 た ちのや る気 が 学 校経 営 上 の 問題 とのか ね合 い でそ が れ る こ

とが 多 い○

この教 育 と経 営 の妥 協点 を ど こに お くか とい うと ころが教 職

員 側 と経 営 者側 の意 見 の割 れ る と ころ では な いか と思 うo

設備 や教 職 員 の面 で,一 校 で教 育 で きる人数 に制 約 が あ り,

一 方 では ,多 くの コ ン ピュ ータ人 口を萎成 しなけれ ば な らな い

とい うこと もあ るが,や み くもに コ ン ピュ ータ人 口 をふ や して

も よい のか とい う気 持 が,と くに若 い教 師 の 間 にあ る と思 うo

そ こで,公 的 に学 校 の規 模 とか,カ リキュ ラムの内 容 とか,

教 職員 の質 とか,そ ういつ た こ との限 界 を 国家 的視 野 に立 っ て

きめ る こ とが必要 で は ない か と思、う○ よい教 育 を行 な う場 合 に

は,当 然,経 営者 との摩 擦 を生 ず る こ とは避 けが た い宿 命 で あ

る と思 うoま た,養 成 人 員 をふ や す た め に新 しく コン ピュ ータ

を入 れ る と,教 員 の養 成 が追 い つ か な い とい う悪循 環 もあ るo

しか し,何 といっ て も,若 い 先 生 の や る気 を な くさな い よ う
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にす る こ とが 一番 の ポ イ ン トでは な い か と思 うo
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4.委 員 側 の 主 な発 言

身

↑
'

ーユ

電算 機学 校 の 問題 と して は,卒 業 生 の就 職 問題 のほか に,こ

れ か らの新 しい教 育対 象 を開 拓 す る必 要 が ある。

そ の一 つ と して,企 業 の コ ン ピュ ータ 。シス テ ムが大 き くな

つ た とき,専 門要 員 の ほ か に関 連 部 門 の人 が ふ え て くるが,そ

の関 連部 門 の人 の教 育 は 自社 内 で簡 単 に で きな い とい うこ と も

あ るの で,1～2年 先 に は電 算機 学校 で こ うい つ た関連 部 門の

人 た ちを引 受 け て,夜 間 な ど に教 育す る とい つ た こ とが起 き る

の では な いか とい う期 待 が もて る○

こ うい う点 で電 算 機 学 校側 は教 育 体 制 の整 備 充 実 を は か る と

と もに,企 業 側 と して も再教 育 の一 手 段 と し電 算機 学 校 の活用

を考 慮 す る必要 が あ るの で は な い か と思 うo

よ

メ
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あ と が き

当協 会 で は教 育 問題 研 究委 員会(委 員 長 。北 川敏 男氏)を 設 け,昨 年

5月 か らコ ン ピュ ータ教 育 に関 して調 査 。研 究 を続 け て きたが,こ れ ら

の研 究成 果 に も とつい て,昨 年11月 に 「コ ン ピュ ー タ教 育 に関 す る提

言 」 を と りま とめ,文 部大 臣 は じめ関 係 諸方 面 に提 出 した。

そ の うち,電 算 機 学校 の 問題 につ い ては,各 種 学 校 問題 部会(主 査 。

高柳 晃 氏)で 調 査 。検討 した結果,た とえば.コ ン ピュ ータ学 校 の社 会

的 責任 を重 視 して ほ しい とか,コ ン ピュ ータ の実 習 時 間 を強化 してほ し

い とか い う要望 が 提 出 され たo

一 方 ,企 業 にお け る再 教 育 の 問題 につ い て は,再 教 育問題部会(主 査 ・

大 野達 男 氏)で 調 査 。検 討 した結果,電 算機 学 校 に対 して い ろい ろな要

望 が提 出 され たo

この記録 は,こ れ らの背 景 の も とに,電 算 機 学 校 に おけ る コ ン ピユ ー

∵ タ教 育 の あ り方 お よび企業 側 の採 用態 度 等 につ き
,電 算機 学 校 の経営 責

一任 者 ま た は教 育 担 当 責 任 者 と企 業 の 人 事 部 長 な い し電 算機 部長 の 出席

を得 て,2月25日 に開 催 され た懇談 会 の要 約 で あ る。 電 算機 学 校 にお

け る コ ン ピュ ータ教 育 の推 進 お よび,企 業 に 拾い て電 算 機 学校 卒 業 生 の

採 用 に 関 し,有 効 な示唆 を多 く含 ん でい る と思 わ れ るの で,こ こに発表

す る もの で あ るo
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